
● 〕

48-ROO1

海 外 の 情 報 産 業

昭 和49年3月

UIEDEC

財団法人 日本 情報 処 理 開発 セ ン ター



この報告書は,日 本自転車振興 会から競輪収益の一部であ

る機械工業 振興資金の補助 を受け て昭和48年 度に実施 し

た 「海外 におけ る情報処理 および情報処理産業 の実態調査」

の一環 と して とりま とめた ものであ ります。

/… ～ ・一一 一一　

」
ー

|

L_一__

」
一







一
序

本 報 告 書 は,当 財 団 が 海 外 情 報 産 業 の 動 向 を 速 報 し て い る

「情 報 処 理 ニ ュ ー ス 」(月2回 発 行)を も と に,さ ら に 新 た な

資 料 を 加 え て ま と め た も の で,最 近 の 海 外 諸 国 の 情 報 産 業 の 実

態 を で き る だ け 網 羅 し て お り ま す 。

同 じ 形 式 の 報 告 書 は,昭 和43年 第 一 冊 を 発 行 以 来,今 回 で

7冊 目 に な り ま す 。 なts今 回 の 報 告 書 で は ・ 欧 米 主 要 国 の 外 ・

共 産 圏 諸 国,ラ テ ン ・ ア メ リ カ お よ び ア フ リ カ な ど 開 発 途 上 国

に つ い て も 詳 細 に 取 り ま と め ま し たo

広 く 読 者 各 位 の ご 参 考 と な れ ば 幸 い で す 。

昭 和49年3月

財 団法 人 日本情 報 処理 開 発 セ ン ター

会 長 難 波 捷 吾
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1.IBM,反 勢 力の嵐 の 中で成 長

を続 行

●増収増益 を続ける巨人IBM

●独禁法係争 における動 き

●新製 品発表 にみ るIBMの 経営戦略
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増 収 増益 を続 け る 巨人IBM

海 外 事 業 の 重 要 性 が 増 々 拡 大

1973年 度,IBMは 総 売 上高で10,993,241,953ド ル に達 し,純 利益総額は

L575,467,055ド ル を得た と発表 した。(図1-1,1-2参 照)

ケァ リー(Cary)会 長 兼社長は,今 期決算について 「レンタル,サ ー ビスか らの連結総

収入では前年比14.5%の 伸 び を示 した 」ことを明 らか にする とともllC,純 利 益総額での23.1

%増 ミ1972年 比)お よひ総収入 での15.3%増(1972年 比)と い う高い実積は,デ ー

タ'処理装置 の買取 りが 多か った ことによるものであると語 っている。

システム買取 りの対象は370シ リーズの初期の発表機種,例 えば370/155,165

に 多 くがむけ られた もの と想像 さ4る が,hず れ にせ よ買取り増大傾向は,1972年 度 よりも

強いことがケァ リー会長k社 長によ って指摘されている。1972年 度 末決算の際,ケ ァリー

会長は,15.2%と い う売上高の急f申は主 としてシステム納入 のうち,売 却分が レンタルに比

べて高い割合になったためだと説明 した。 この傾向は73年 度 も引 きつづいてい るわけ である

が,そ れは む しろ前年 よりも多くな っている とのことであった。 もちろん,こ の買取 りの内容

につい ては明らかにされ てはいない。

また前年度の決算 で指摘されていた もうひとつの重要 なこと,す なわち連結決算の もとでの

レンタル,サ ー ビス収入の伸 び率の相対的低下については,73年 度 では さきに述べた ように

14.5%増 とな り,前 年の9.2%増 を上 まわるもの とな っている。 これは リース されたコン ピ

ュー タ装置の返 却割合が低 下 していることを示 している とみて よい。

1971年2月 の370/155第1号 機 の出荷 によりは じまったIBMの370シ リーズ

時代突 入は,す でに1'972年3月 の時点で システム360の 出荷 ペースを大幅に上まわ って

いることが 当時 新任のケァ リー社長に よって株主総会で誇 らしげ に語 られ た ものであった。そ

の370シ リニズの出荷の ピークは,1973年 末か ら1974年 にかけてであるとみ られて

いる。1972年 に入 ってか らの事業実積の向上は,単 に リセ ッシ.ン を くぐりぬけたとい う

だけではな く,370シ リーズへのカス トマー ・べt－スの移行 が順調にすすん でいる証左であ

る とみ てよいであろ う。 ちなみに1973年 の業績 に関連 して,ケ ァリー会長兼社長は受注実

績が 前年度よりもさ らに高い ことを指摘 している。 これについ ての数字は,末 だ明 らかにされ

ていないが,IBM社 の発言に よると,1973年 度 末の受注量は,記 録 的とされ た前年度の

それ よりも大きい との ことである。

これ らの ことすべてを考 え合わせてみる と,1970年 か ら71年 にかけ てIBM社 の 成長

に投げかけられ ていた難問すなわちIBMは 低 成長傾向をみせるのでは ないか,と か370シ

リーズは需要の壁を突破で きないのではないか といった観測に答えが出された ことにな った と

1



思われ る。また成長性 の点については,と くにWTCに 多 くの関心がむけ られてきた。IBM

の海 外事業については,国 内事業に対 してまだまだ伸びる余 地が ある との見解がこれまで一般

的であったように思われ る。1973年 度 の決算結果は,こ うした見方が正 当である ことを示

しているかの ようである。

図1-1:IBMの 年 間売上推移 図]-2:IBMの 年 間純益推移
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図1-1,1-2を み て もわかる とお り,WTCの 実績は,今 やIBMを 実 質的に支えるに

いた っているのである。純利益でみた場合は明らかに海外利益が米 国内のそれを上まわっている。

1973年 度 の場合 ∴70年 代 に入 ってか らの この逆転現象をますます拡大 している ようだ。

それに1973年 度 末決算では,利 益 のみならず事業収入そ の もの も,海 外市場か らの流入分

が国内市場 のそれを凌駕せんばか りに追 っている。売上げ利益 と もに,WTCの 実績 が米国

IBMの それ を上まわるのは意外に早 いのではないか とさえ思 われるのである。

73年 度 の 主 な 出 来 事

ここ1年 をふ り返え ってみる と,IBMを め ぐる動 きは例年 にな くあわただ しく、かつめま

ぐる しい ものであった。新製品 の発表はい つにな くひんぱんであり,表1-1に も明らかな よ

2



う にPOS,コ ミ=ニ ケ ー シ 。 ン ズ ・シ ス テ ム,ニ ュー メ リ カ ル ・コ ン トロ ー ル な ど新 分 野へ

の 参 入 も大 変 注 目 され て い る 。 と くにPOS分 野 へ の 進 出 は,あ き ら か にPitney-Bowes
る

－Alpex社 の撤 退に影響 しており,こ の隆盛のさ中にある業界に一大波紋を投げかけたとい

っても過言ではない。 この他 、IBMの73年 度 中に行なわれた数 々の新製品発表 の持つ意味

と内容は.こ れまでにないカラーを有 しているが,こ れについては後に述べ ることにしよう。

1973年 度 のIBMを め ぐる様々の出来事 の中で,特 記 してとり上げねばならぬのが

Telex/IBM独 禁法係争 であろ う。IBMは タルサの連邦地裁で,初 の独禁法違反判決

を受けたのである。堅忍不抜の'IBMに と って,ア キレス腱とさえされたア ンチ トラス トで ある

るが,Telexの 原 則的勝訴はIBMの 前途に暗雲を投げかけ るものであった と言 ってもよ

いだろ う。 このTelex/IBM係 争に ついては,判 決 の修正が行 なわれるな ど異例の場面

が生れたが,そ の判決 内容 を含めて,コ ン ピュータ業界全体に与える影響は大 きい ものがある

とみ られ るのである。

表1-1:IBMの 主 な出来 事(1973年,74年)

、

製 品 発 表 独禁係争その他

73年/1月 ・3740デ ィス ケ ッ ト

3540デ ィス ケ ッ ト

入 出 力 装 置

・OS/VS皿 一2

・CDCと の間で独禁法訴訟

問題を示談 とした。

2月 ・370/158MP

168MP

l45ニ ュ ー ・ バ ー

ジ ョ ン

158一 皿

・3704
,3705(フ ロ ン

ト ・エ ン ド ・ プ ロ セ ッ サ)

・ 元IBMの 子会社SBCの

従業員によるIBM告 訴(ク

ラス ・アクシ 。ン)

3月

,

・3803/3420磁 気 テ ー

プ ・サ ブ シ ス テ ム

・370/115

・3203プ リン タ

・3340磁 気 デ ィス ク 装 置

・ESROでIBMマ シ ン に

代 ってICL,Telefun

kenが 納 入 。

・ ア ド・オン 機 器 導 入 ユ ー ザ ー

に 対 して6月30日 か らCP

Uの イ ン ス ペ ク シ 。ン 料 金 を
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とると通知。

・CPUの4年 リー ス ・プ ラ ン

を 発 表(オ ーバ ー ・チ ャ ー ジ

はゼロに)

4月 ・ メ モ リ ー を持 つ タ イ プ ラ ・ 日本お よび欧州において本

タ ーMagCard‖ 体.周 辺機器の価格 とレンタ

ル料金値下げを断行。

・IBM/Telex独 禁 係

争 公判がオクラホマ州 タルサ

で開始

5月 ・ ソ連 の イ ン ツ ー リス ト省 か

らの370/155入 札 に応

ず る。

6月 ●3890チ ェ ッ ク ・ プ ロ セ '3340磁 気 デ ィ ス ク の 使

ッサ 用を全370モ デ ルに拡大。

'5275ダ イ レ ク ト ・ ニ ュ ・ ニ ュー ヨー ク 地 裁 ,機 密 書

一 メ リ カ ル ・ コ ン ト ロ ー ル ・ 類提出拒否に対して法廷侮辱

シ ス テ ム 罪を申し渡す。

7月 ・370/135の 機 能 拡 大

と プ ラ イ ス ・カ ッ ト

・370/125
,115の

機能強化拡大
・ シ ス テ ム3/15

.3333/3330ニ コ.一

バ ー ジ ョ ン

(ICEBERG)

8月 ・ シ ス テ ム7ニ ュ ー ・ モ デ ル

・3600金 融機関通信 シス

テ ム

3650POSシ ス テ ム '

4一
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.SDLC(Synchronus

DataIＬinkControl)

9月 ・ 購 入 シ ス テ ム ・パ ッケ ー ジ

、
putchasing(DOS用)

・ タルサの連邦地裁で ,IB

M独 禁法違反判決がでる。

10月

.

・VM/370レ リー ズ2

・3660POSシ ス テ ム

・ ク リス テ ン セ ン 判 事 判 決 の

修 正 を 声 明

・CalCompに 告 訴 され る。

・ タ ル サ 地 裁 にDECの33

30』 の コ ン パ チ ブ ル ・デ ィス

ク 生 産 中 止 を 要 請 。

・Transamericaか ら独

禁 法 で 告 訴 さ れ る 。

11月 ・VM/370レ リー ズ2

(VM370の 強 化 プ ログ ラ

ム)

.

・IBM司 法 省の審理 日程が

決 まる。

・Telexと の係争で修正

判決 が下され る。

・1974年3月1日 より

EDP製 品 お よびサー ビス価

格を平均2%引 上 げ ると発表

12月 ・GIS/VS新 プ ロ グ ラム

(VSむ け).

・ シ ス テ ム3/10と372

0デ ィス プ レ イ ・タ ー ミナ ル

を パ ッ ケー ジ と し て,オ ン ラ

イ ン ・デ ー タ ・エ ン トリ ー ・

シ ス テ ム を 提 供

・370/1し68 ,158ユ

ー ザ ー な どに む け て 電 力 供 給

障 害 防 止 シ ス テ ムUPS

・3740デ ー タ ・エ ン ト リ

・ ソ連政府 の特 別待遇を得て

セールス ・オ フ ィス開設にo

・ 連邦控訴裁で ,「 法廷侮辱

罪 」を不満 と した上告が却下

されるo

・ 提 出を拒んでいた数千ペー

ジの機密情報について,連 邦

控訴裁で不服 申請が認め られ

たo

・Memorex,か ら30億 ド

ルの独禁告訴を受け る。 この

5



一装置のプログラマブル機能 他HudsonGeneral,Mar一

を 拡 大 し た パ ー ジ.ン ・ア ッ shalllndustriesか ら

プ ・シ ス テ ム 告訴 され る。

74年/1月 ・3790コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ・T、 よWatsonJr .1月

ン ズ ・シ ス テ ム 31日 付 でIBMの 経営中枢か
,

・

ら身を引 く。
)

(定 年 制に よる もの)

・ デ ー タ処 理 事 業 部 ,フ ィー ル

ド ・エ ン ジニ ア リ ン グ事 業 部,
`

ジ ェネ ラル ・シ:ス テ ムズ 事 業 部

1

を 組織改革

・SandersAssociates

社に対 しプラグ ・コンパチィブ
一

ル ・ター ミナル保守 を約束

・Telexの イ ン タ フ ェ ー ス

公開要求連邦地裁で却下

さて,こ れ らの諸事項を除 き,73年 度 のIBMの 描 いた軌跡の中ではとくにWTCの 役割

について述べておく必要 があると思 う。 これについては決 して表面だ った動 きがあ ったわけで

'はない
。 しか しさきに も見た ように,IBMの 経 営においてWTCの は たす役割が大 きくな っ

ていることなどか らも無視すべ きではないと思われるのである。

言 うまでもな くWTCはIBMの 一 部 門であって,そ の管理は細事にわた るとい って よいほ

ど,本 社の掌中にゆだね られている。それに よって従来統一的な世界戦略が行なわれてきたわけ

けだ。 しか し近年,そ れ もとくに73年 に入 ってか らは世界統一 的な ものか ら地域国情を前提

とした流動的で多様 な意 志決定姿勢がみ られる。 これを分権化 と速断す ることは イー ジーだ と

して も,1973年1月 に完成 したと発表される英国IBMのISL(lnformation

ServiceLtd)のRESPONDセ ン ターの完成は これについ てのひとつの回答になる

のではなかろ うか。

.Unidataの 例 をひ くまでもな く,今 や海外でのIBMへ の 風あた りは一段と強まろ うと

している。 こうした ときにあ ってIBMは ス ウェーデ ン,オ ランタ'などの研究所の力をWTC

の 市場開発支援にまわ した り、,後に述べ るように米国本社の ジェネラル ・システムズ事業部を

海外に設定 した りしてい るので ある。 こうしたときに42の 国 際専用 回線を操作するRES－
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PONDと 呼 ばれ る世界的規模 での企業データ通信網が整備されたことは,WTCの 役 割に大き

な意味 を持つといえ よう。
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独禁 法係争 におけ る動 き

司 法 省 に 打 撃 と な つたCDCと の 示 談

1973年 度は 前年度 に もま して反IBMの 気運が高揚 した年であ った。そ して この傾向は,

1974年 に も引 き続 くもの と思われ る。反IBMの 動 き,そ れはひとつには欧州,日 本など

海外諸国 でのコンピュータ ・ナシ 。ナ リズ ムとも言 うべき気運 の高ま りである。 また米国内に

おいては,主 要 メイン ・フレーム・メーカーの挑 戦は言うにお よぱず,プ ラグ ・コンパテ ィブ

ル ・メーカーのIBM攻 勢 がい っこ うに おとろえず,む しろIBMの 様 々な追い落 し政策にも

かかわ らず,そ の勢力を拡大 しつつあるのが現状である。

さて このプラグ ・コンパテ ィブル ・メLカ ーについては,後 ほ ど述べる として も,こ こで強

調されな'くてはな らないのはIBM/Telex係 争 の判決が プラグ ・コンパテ ィ」:ルの将来

にきわめて大 きな影響を及ぼすだろうとい うことである。IBM/Telex係 争 は単にメイ

ン ・フレーム ・メーカーと一周辺機器専門 メー カーの法廷闘争には とどま らず,IBMと プ ラ

グ ・コンパテ ィブル ・メーカー全体 との抗争であ った。それはTelexの 後 にMemorex

CalCompな'ど が続いていることか らも明らかで あるが,こ こではIBMに と って独禁法の

年 とも言 うべ き1973年 の 係争の足あ とをふ りかえ ってみ よう。

さきの表1-1を み て もわかる とお り,73年 は ア ンチ ・ トラス ト係争 に よって 始ま っ

た。CDC,IBM両 首 脳に よる1月15日 の 示談合意声明は業界関係者を大いに驚かせた。

そ れは アンチ ・トラス ト訴訟をそれまで リー ドし,か つIBMに 対 しきわめて強硬な態度で臨

.んでいたCDCが 示 談 とい うかたちで解決 を計 ったか らである。そ して世界中のコン ビ;一 夕

関係者はその示談 の内容に も驚 きの声をあげたのである。

両社合意の内容 を再録すると,

・IBMは 子 会社SBC(ServiceBureauCorp .)を1,600万 ドルでCDCに

売却する。

・IBMは む こう6年 間 ,米 国 内でデータ処理サービスを行なわない。またSBC売 却後はユ

ーザー としてむこ う5年 間はSBCの サ ー ビスを利用する
。(年 間推定サー ビス支出500万

ドル)一

・SBCの 設置 マシンの レンタル料 を ,む こう6か 月.は無料 とする。

・SBCの 従 業員に対 して ,退 職 金など年間260万 ドルを,売 却後 も10年 間 にわた って支

払 う。

・CDCと の間に ,4つ の分野にわた り研究開発契約を結 び,IBMは 内容に応 じてR&D費

用を支払う。(年 間600万 ドル ぐらいの見積 り)開 発された技術については両社が権利を持

ち,CDCに よ リライセンス ・ベースで販売 される。IBM,CDCは ライセンス協定を
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● ・

78年6月 末 まで延長する。

・IBMはCDCに 対 して裁判費用1
,500万 ドルを支払 う。

このIBM,6DC和 解 の報がlkら れ たとき,NYSEで は 両社の株価が高騰 した。CDC

C,IBMの 両 会長は 示談合意の喜びを記者会見で語 ったが,一 方司法省独禁部は失望の色を

か くさなか った。司法省は これ までCDCか ら対IBM作 戦 遂行上 多くのア ドバ イスを受けて

きたか らで もあるが,同 時にこの示談に よってCDCの,IBM違 法 行為立証のためのデータ

・ベースが破壊されたためで もあ った。CDCとIBMの 示談は,司 法省のIBM追 求 にとっ

て大 きな障害 とな ったのである。

1973年3月 に入 って二=一 ヨーク地裁のエデルステイン(Edelstein)判 事 はは

っきりと,IBMがCDCと 共 に』ンピュ一夕化された情報イ ンデ 。クスの破壊を行 なったこ

とは法廷の命令にそ む く行為 であるとの声明 を出し,そ の後6月 にいた って提出を拒否 してい

た約12,000件 の機密情報を提出せ よと命令するとと もに,デ ータ ・ベースの復 旧をも指示

した。連邦地裁は,と くに12,000件 の機密情報提出に不服従を示すIBMに 対 し、法廷侮

辱罪 を適用する とともに,提 出命令の引延ば しに対 しては一 日あた り約177,000ド ル(売

上の5%)の 罰 金刑を言渡 した。 この件にっいてIBMは 控 訴を行な ったが,結 果的には昨年'

12月 に訴えが却下されたのである。

初 の 独 禁 法 違 反 判 決

1973年 のア ンチ ・トラス ト係争の山場は,な ん といって もIBM/Telex係 争で示

され た 「IBMは 独禁法 に違反 している 」との判決で あろう。

9月17日 タ ルサの連 邦地裁で行なわれた初の予 審判決は,い ろいろな意味において重要な

ものであった。例えば,ま ず 第1に 予審 とい う段階 にまで係争を持ちこんだ最初のケースであ

った とい うことである。過去IBMを 独 禁法で告訴 した ものは多 くあ ったが,CDCを も含め,

いずれ も予審にいた らぬ ままに姿を消 している。第2に 注 目すべ きことは,IBMに 対 して始

めてその事業活動が独禁法に違反 しているとの法廷 の判断が下された ことである。た とえ この

9月17日 の 判決が,そ の後修正されるとい う異例 の処置が行なわれ,規 制の方法があいまい

にな った として もである。第3に 予審にまで入 った この係争は,一 般に多 くのIBMお よび

Telex社 に関する社内機密を公けに した とい う点に注 目したい。と くにIBMに ついては,

法 廷に提 出された諸資料か ら,今 までにはとうてい うかが うことができなか った ような戦略上

の秘密が知 られる ようになり,IBMの 強 さの秘訣がいったいどこにあるか を改 めて検討す る

機会を与えたと言 っても過 言ではないだろ う。

それでは ここでIBM/Telex係 争 の足 あとをふ りかえ ってみよ う。

公判が開始された のは4月 のことであった。 ここでIBM社 幹 部ならびに関係者,(Telex
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・●

も同様)の 換問が行なわれ,8月 に入 って判決の近いことがク リステンセン(Christenseq)

判事 に よりもた らされた。そ して9月 の判決にいたるわけ である。

タルサの法廷 で,ク リステンセン判事が行な った判決 は一大 センセーシ.ン を巻 きおこした

と言 って も過言ではない。それはIBMを 違 法 と断 じるとともに,従 来 プラグ ・コンパテ ィブ

ル ・メーカー 追 い落 しない し振 り切 り戦略の中心で あった長期 リース ・プランの撤廃,イ ン

タフ ェースの公開を含む もので,Telexの ジ ャ トラス(Jatras)社 長 を して 「われわれ

は判決に満足である。 この法廷闘争をすすめた我 々の判断は正 しか った。.」 との声明を出さ し

めるほ どであ った。Telex社 と しては3億5,200万 ド～レの損害賠償金 とい う,独 禁係争

では最大の見返 りを手に したこともあったが,そ れ以外の周辺機器専門メーカーもこの判決を

大いに歓迎 したo

判 決を要約すると,主 と して次の9つ の項 目にまとめ られ よう。

(1)IBMは シ ャーマン法弟2条 を侵害 したかどで,3億5,250万 ドルの損害賠償金を支

払 うよう命 じられた。

(2)FTP(FixedTermPlan),ETP(ExtendTermPlan),

TLP'(TermLeasePlan)を 含 む長期 リース契約に関するペナルテ ィの徴収を,

IBMは 禁 じられた。さ らにIBMは む こう3年 の間,90日 以上 のEDP装 置 の リース

契約採用な らびに顧 客の早期解約に関す る違約金,損 害 賠償金支払要求条項 を禁 止された。

(3)IBMは 新 製品の発表にあた っては,他 の製造能力 を有するメー カーの インタフェース

の生 産が可能になるよう充分に詳細な電子的インタフ ェースの設計内容を公開せねばな ら

ない。さらに60日 以 内に,す でに発表 した全 システム370周 辺 装置 のインタフェース

設計 の詳細を 明らかにする よう命 じられた。 ただ しIBMは,前 記の命令に合致する限 り

は,そ の製品の特別 な物 理的パ ッケージ化をさまたげ られる もの ではない。

(4)IBMはCPU,メ モ リ ・テープおよびコン,トローラ,デ ィスクお よびそのコントロー

ラを含む機能的に異 った製 品について,そ れが単一 の キャビネ ・トなどにまとまっている

と否とにかかわ らず,別 建 ての価格設定を行 なわねばな らない。 さ らにその価格設定にあ

た っては,設 計,'製 造,販 売の実 際の コス トを表示す る統一的割合を採用せ ねばな らない。

(5)IB・Mは,互 換性 を有する周辺機器市場での独 占を図るための略奪的な価格,リ ースな

どの販売行為を禁 じられた。

(6)Telexは,IBMの 設計機 密侵害につい ての反訴 に もとづ き,IBMに 対 して総額

21,913,776ド ル を支払 うよう命 じられた。

(7)TelexはIBMの 企 業機密情報を含 むあらゆるIBMに 関 した書類 をIBMに 返 却

す ることを命 じられ,さ らにIBMが 権 利を持つ設計情報等を盗用 したTelexの マ

ニ ュアル類 を放棄する よう命 じられた。
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(8)裁 判 所の承認な くして,Telexは む こう2ケ 年の問いかなるIBMの 従 業員 も雇い

入れては ならない。

(9)さ らにTelexは,元IBM従 業 員をIBM辞 職 後2年 間は,IBMで 扱 っていた と

同 じ製品の開発生産に従事させてはな らない。

守 ら れ たIBMの 権 益

この判決内容は,当 初噂 されていたIBM社 組 織の分割などに比べれば,は るかに穏当 なも

の だとの印象が あるが,し か しIBMの 独 占的支配力を規制す るとい う観点か らはなかなか厳

しい ものであ った。従 ってTelex社 をは じめ,専 門周辺機器 メー カーは判決 に大歓迎であ

った。

だが判決が 出た1ケ 月後の10月g日,ク リス テンセン判事は 「判決の損害賠 償金の計算に

重大な まちがいが あったのでや り直す 」との異例の声 明を出した。これは後か らみれば結果的

にIBMの 強 力な巻返 し努力の第1歩 であ った ようだ。

クリステンセン声明にもとついて,10月16日 に公聴会が開かれた。 これ は判決修正のた

め の意見聴取 の場で あったが,こ こではIBMの 復活要求とも言 うべき主張が,た んねんに と

りあげられていたのに対 し,Telex側 の重要な 申請が却下されていた。

こうして11月10日,タ ルサの法廷 で再度判決が 申し渡 された。それ は最初1'BMの 独 占

的支配力をそ ぐ目的で 申し渡 された数々の規制事項 を大幅に後退させた ものであった。この修

正 最終判決について,重 要な改訂部分を要約す ると次の ようになる。

まず最大の焦点である損害賠償金の減額だが結 局最初の額か ら約1億 ドルの減額 となった。

Telexが 受 取るはず の賠償金がへ ったのは,大 きく2つ の理由によるものである。 ひとつは

Telexが 行 な ったIBM社 の機 密情報の盗用で あり,も うひとつは原判決でIBMに 課せ ら

れた様 々の罰則をどう評価す るか とい う点 である。

機密情報の盗用については,す でにTelexはIBMの 反 訴に より21,813,776ド ル

の賠償金をIBMに 支払 うことが命ぜ られていた。 しか しタルサ連邦地裁はそ の後Telex

が 盗用によ り得た不当利益 を より高 く見積 ってIBMが 支払 うべ き賠償金か ら差引 くこ とに し

た のであった。また,長 期 リース契約 の禁止 とか,イ ンタフェースの公開に よりvIBMが 受

けるであろ う打撃も減額の理由とな ったのである。

一方 これ と同時に ,IBMに 課せ られた様 々な事業活動の規制内容 も大幅に修正 された。

。長期 リt－ス契約で早期に解約した場 合の違約金徴収 の禁止。ただしこれにっいては"CPU

も し くはそのチ ャネルに接続するIBMのEDP周 辺 装置についてのみ"と 改訂 された。9月

17日 の原判決では 「いかなるEDP製 品 に対する リース契約に際して も」違約金は徴収 して

はな らないことに なっていた。'、

。IBMに 対 するインタフェー ス仕様 の公開命令が改訂された。原判決でば いかなる製品で
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,

もそれ を新製 品として発表す る時,も しくは生産に入 った ことを公表す る時に仕様 を公開すべ

し"と な一ていた。 しか し新判決では,仕 様の公開は 「CPUお よびそ のチ ャネルが最 初に雇

客に出荷される とき 」と直された。

。CPU,メ モ リ,テ ープ製品 ,デ ィスクお よびそ の関連製品については別建の価格設定が命

令 されていた。 これは変 らないが,修 正 判決で この別建の価格設定は 「別個の製品に ついて行

なう」とされ,最 初に明確に 「機能的に異なる製品 」となっていたのに比べ るとあいまいにな

っているo

。新製品の原価構成の問題では ,修 正判決では 原判決 にあ った統一的な原価分析手法を もとに

機能的に異る製 品について設計,生 産,マ ーケテ ィング等 コス トの割出 しを行ない,別 建の価

格を設定するとい う条項が撤廃された。

。さ らに修正判決 では,今 日別個の製品と定義されている製品の概念 をIBMが 技 術の力で変

えて しま うことはい っこ うにさ しつかえ ない とのステー トメン トを追加 しているのが注 目され

るo

概 略上記の とおりであるが,さ て これを一体 どう評価すべ きだろ うか。結論を言えば,修 正

の名をか りてIBMの 権 益が守 られた とい うべ きであろ う。

例えば最初の 「製品発表時 」の仕様公開は 「初出荷時 」と変え られ た。IBMは 雇 客へ の製

品初 出荷に先だつことおよそ9カ 月か ら12カ 月 に新製品の発表 を行な っている。そ してそ の

製品に関する必要な情報書類が手渡 され るのはだいたい初出荷の4カ 月後 とい うのが実状であ

る。

もとの判決が 新製品発表の時 に仕様を公開せ よとした ことの意味は重大であった。それに よ

ると専門メーカーは新製品の仕様を,今 の状態 よ りも16カ 月 も早 く入手で きることになる。

こうなれば多額 の費用 をかけたIBMの 有 位性は大 いにそ こなわれるのである。

また修正 とい うことでは.機 能別製品について価格 を別建 にする とい う点があいまいにされ

ている。 この命令 の当初のね らいは,IBMが 製 品の一部,例 えばデ ィスクについて値段を下

げ,競 争を有利 にするとともにそのマ イナス分 を他の機構に上のせする とい った行為を阻止す

ることにあった。 しか しなが ら修正判決 では,個 別の製品とい う定義をIBMが 自由に操作す
　 　

る余地を残 し,さ らに利益の製品相互間の トランス ファーをチ ェックする条項まで削って しま

ったのである。

同 じような ことがCPUと メモ リの関係について も言える。IBMは メ イン ・メモ リのパ イ
ご

トあ た リ コス トを ア ド ・オ ン ・メ モ リ よ り もは る か に 高 く設 定 して い る 。(表1-2参 照)こ

の 部 分 が370シ リ ーズ で も大 き な 利 益 源 に な る こ と を 見 越 して の こ とだ が,判 決 の 修 正 に よ

って こ う した 状 況 を 変 え る こ とは む ず か し く な ろ う。

Telexを は じめ,CIA(ComputerIndustryAssn.)の メ ン バ ー な ど,プ

ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル ・メ ー カ ー が 判 決 の 修 正 に 失 望 して い る の は こ の た め で あ る 。 実 際74
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年1月 に入 って,Telexが イ ンタフ ェース情報の公開をIBMが しぶ っているので,判 決

にそむ くとい う意味で法廷侮辱召喚を要請 していたが,こ れが連邦地裁に より却下されたので

ある。

表1-2:IBM製 品 価格分析

370シ リー ズ(370/115)主 記 憶,ア ド ・オ ン

記憶のコス ト分析(バ イ トあた リコス、ト)

主記憶 ア ド ・オ ン

370/115ケ ー ス1 218セ ン ト 29.6セ ン ト

ケ ー ス2 155.2セ ン ト 29.4セ ン ト

ケ ー ス3 123.6セ ン ト 29.8セ ン ト

ケ ー ス4 105セ ン ト

製品毎に設定された利益率推定

CPUs 25～30.%

メ イ ン ・メ モ リ 30～35%

リ ム ー バ ブ ル ・デ ィ ス 35～40%

ク ・ ドラ イ ブ'

磁気テープ ・ドライブ 35～40%

タ ー ミ ナ ル 製 品 『 25～30%

(QuantumScienceの デ ー タ に よる)

しか し こ の よ うな 規 制 の 大 き な 後 退 は あ る も の の,独 禁 法 違 反 と の 判 決 は 残 った 。 そ の た め

これ を根 拠 と して そ の 後CalComp,Transamerica,Memorex,Hudson

General,MarshallIndustriesら が 告 訴 す る よ うに な った 。 現 在IBMは 司

法 省 を 含 め て7件 の 独 禁 係 争 に か か わ る こ とに な った の で あ る 。
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新 製 品発表 に み るIBMの 経 営 戦 略

新 製 品 発 表 に み る370機 能 強 化 傾 向

IBMは1973年 度,か ってないほ どの多 くの新製品,改 良製品を発表 した。 この状況は

先にあげた表1-1を 参 照 され たい。

5月 を除いて,1月 か ら12月 ま で切れ 目な く続いている製 品発表の中で,特 にIBMの 基

本戦略上注 目されるのが,ま ず2月 の370/158MP,168MP,145ニ ュー … 一

ジ.ン,158一 皿であり,7月 に発表された370/135の 機能強化,拡 大である。 これ

らの発表はIBMの370シ リーズの一連の作戦の流れを背景に しているもの と考え られ る。

これは今や周知の事実とな ったことだが,Telex/IBM独 禁 係争資料が明 らかに したと

こ ろ に よ る と,37・ ジ リー ズ で の 本 綴 樹 な ・r972年8・El1HtlC発 表 さ れ た370 ./1

58,168で あ った。つま りVS(パ ーチ ュアル ・メモ リー ・システ ム)が370シ リーズ

の特 徴で あった。 このVS方 式はす でに発表された370/155,165な ど各機種にお・よ

ぼ され ることにな った。 これは既発表製品 に対す る一種の機能強化であった。

この機能強化が,す でに発表された370シ リーズの各機種についてはなぱな しく行なわれ

たのが1973年 とい う年であろう。 この年はち ょうど次期機種 とされ るFS(Future

System)が 発表 されるとみ られる1975年 の 中間にあた り,370シ リーズ出荷のピー

クが近 くなっている年で もある。

さて370シ リーズの,VS方 式 に次 ぐ第2の セールス ・ポイント的特徴・それは マルチ ・プ

ロセ ッサ方式である。年頭に発表された370/158MP,i68MPが それだ。マルチ ・

プ ロセ ッサは シンプレ ックス ・システムに比べ1.8～2倍 のスループ ットが期待され るとみ ら

れ てお り,IBMは このMP方 式 を145に も採用するのではないか とめ観測が流れたほ どで

ある。370/145MPに ついては,か な り具体的に予想されていた。すなわ ち145・2

台 とお よそ同 じ値段で,緊 密結合(TightlyCoupled)に よ リシエア ド・ス トレージ,

シングル ・スーパーバ イザ ・タイプのMPシ ステ ムを提供 しようとしているとみ られたのであ

るo

VSとMPこ れ が370シ リーズの2本 の柱 となったわけ だが,同 時に168MP・158

MPの 出現は370シ リーズの本命である370/158,168の 機 能を コス ト/パ フォー

マンスで大幅に引き上げ ることとなったのである。 これについては次の図1-3を 参 照された

いo

図1-3に よ っ て も わ か る よ うに,370/158MP,168MPは む しろ158,16

8を ベ ー ス に して は い る が 実 質 的 に は 新 機 種 とみ て よい だ ろ う。 しか し1973年7月11日

に 発 表 され た370/135,125,115の 主 記 憶 容 量 大 幅 拡 大 は 明 白 な 機 能 の 強 化 で あ
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った。 これ ら3機 種 につい ては 主記憶を図1-3に み られるとお り約倍増 したが,コ ス トはほ

とん ど増加 していない。中で も370/115は,わ ず か4カ 月前に発表 さ・れた ものであった

の も注 目される。

図1-3:37 ,0シ リーズの機能拡張状況,
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既に発表 した機種 を機能強化 してゆ くとい うこうしたや り方は,360フ ァ ミリーの ときに

はみ られ なか った ものである。何故 にこのような方式がとられたのか。

それは ひとっには,最 新の技術成果を次々に投入する点で有利であるとい うことが挙げ られ

よう。実際370/168MPで は,前 年8月 に発表された168の メ イン ・メモ リ1,024

ビ ッ ト/チ ップのNチ ャネルMOSの 使 用に対 し,メ モ リ拡張のため として2,048ビ ッ ト/

チ ップのN-MOSが4チ 。プが1モ デ ュールとして採用されてい る。

さてもうひとつのね らい,そ れはUn'ivacやCDC,Burroughsと い った他 メー

カーとの対抗 もあろうが、,(72～73年 にかけて各社はパーチ ュアル ・メモ リでIBMに 追

従)や は リプラグ ・コンパチ ィブ.ル ・メーカー対策を強 く意識 したがためであろう。,これ につ

いては後述するが,こ の他1973年 度 の新製品発表では,全 く新 しい 分野へ の参入がめだ っ

一15



た。た とえばそれは3740デ ィス ケ ットに よるキー ・エン トリー分野へ の進 出であ り,36、

05,3660POSシ ステムの発表,5275に よるニ ュー メ リカル ・ コン トロールへ の

参入,さ らに74年1月 の3790コ ミ;二 ヶーシ 。ンズ ・システ ムの発表である。

これ らはそれぞれの分野におい て,競 争構造の上 で大 きな影響をおよぼす もの とみ られてい

る。事実すでに,デ ィスケ ット製品では,IBMプ ラグ ・コンパテ ィブルに よる代用製品が次

々に発表 されるにいた っている。またPOSへ の進 出はすでに間接的ではあるがPitney

-Bowes-Alpex社 の業 界か らの撤退 とな って影響 している。3790通 信 システムを含

め,73年 度 中に発表 された新規製品分野への進出の実際のインパク トは,74年 度 に入 って

い っそ う明確になる ことだろう。

プラグ ・コンパテ ィブル 対 策 とFSへ の 橋 渡 し

1973年 の新製品発表は,VSと な らぶMP方 式 の登場で,370シ リーズの カラーをつ

くった とい う重要な出来 事を含みつS,も う一方では プラグ ・コンパテ ィブル ・メーカーへ の

対策が強力にすすめ られた とい う傾 向を明らかにみせ ている。

再び製品の発表 を時系列 に追 ってみ よう。 まず3月 に発表された3803/3420磁 気 テ

ープである。 これはSTC(StorageTechnologyCo .)な どのプラグ ・コンパテ ィ

プル製 品を強 く意 識 している。3420は2420MTの 改 良版で,6つ の タイプが準備され

ている。1平 方 インチあた り6,250バ イ トとい う記録 方式で,読 取 リァクセス ・タイムは

2401に 比 べて約1/2と な ってい る。STCは 元IBMの エ ンジニア4人 が設立 し,磁 気テ

ープの プラグ ・コンパテ ィブルでは第一人者として ,2420を リプレース しなが ら伸びてき

たが,こ こにいた ってその優位性に大 きな挑戦を受けた。 しか しながらこのSTC,Telex

を含 む独立周辺機器 メー カーはその後3420対 抗機 発表にいた り追撃の手をゆるめていない。

これについては後述す ることに しよう。

さて この3月 とい う月は,後 の7月 とな らんで,IBMプ ラグ ・コンパテ ィブル製品メー カ

ーにとって実に好ま しくない月になったようである。

磁気テー プ分野での反撃に続 いて,IBMは デ ィスク ・サ ブシステムの分野でもプラグ ・コ

ンパ ティブル追 い 出 し作 戦 を とった。それは ウィンチ ェス ターの コー ドで呼ばれ る集積度が

インチあた り150万 ビ 。トという驚異的な性能を持つ磁気デ ィスクの発表である。そ して こ

れには4年 リース ・プランとい う価格政策面か らの長期固定契 約,値 下げ とい うダ ブル ・パン

チ もついていた。 これは リース会社へ の対策 ともな ったわけだ。

さて3340で あるが,こ の高性能デ ィスク装置は,.1972年 夏 に3330の 改 良装置 と

して噂された もので,従 来のデ ィスク よりも柔軟 性をもち,信 頼性 もあ り㍉集積度 も高 く,

330デ ィスク ・パ ックの2倍,2314の 約8倍 の高密度 とな ってい る。業 界では,IBM

は これ で高密度記録 ファミリーゐ足がか りを得た とその時評価したのである。 さ らに7月 に入
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ってIBMはICEBERGの コー ドで呼ばれ る3333/3330二=一 パ ージ 。ンを発表

した。 これは従来1ス ピン ドルあた り最高1億 バイ トであ った 記憶容量 を2倍 にし,ド ライブ

が データ ・トラ。クを消去 してい る間,チ ャンネルお よび制 御機構を開放するとい う標準機構'

、を有 し,デ ータ ・ベース/デ ータ ・コ ミュニケーション ・アプ リケーシ ョンむけ に強 く意識さ

れ た装置であった。 しか しこれ について もSTCが い っそ う強力な対抗機種 を出すにいた り,

か ならず しも技術的内容で業界を圧 した とい うかた ちにはな っていないが,こ れについては後

述することとレよう。

プ ラグ ・コンパテ ィブル ・メーカー,と くにア ド・オ ン ・メモ リーへ の対抗は7月 の370

/135,125,115の3つ の機種についての主記憶容量の拡大にみ ることがで きよう。

これは 明らかにア ド・オン ・メモ リー ・メー カーのや り方を逆手にとったものであった。ア ド

・オン ・メモ リ ・メーカは しか し依然 と して ,370/135～168あ た りまでのア ド・オ

ン ・メモ リを次々と発表 して追撃 している。 これについ ては後に述べ るとして,370/13

5の 機能強化は カス トー?一 ・ペースの多い,360/25,30,40の ユ ーザーを370シ

リーズに移行 させ,か つNCR-200と い うコス ト・パ フォーマンスで明らかに370/1

35を しのいでいた機種 に対抗す るもので もあった。なお360シ リーズか らのグレー ド・ア

。プにっいては,独 禁法係争資料は興味ある事柄を明 らかに している。それは370/135

を最 初か らあま り良くしてk・くと,360/40の カス トマーが370/145に 移行せず

370/135の 方 にむか う可能性が高 くなるか らだと しているのであ る。 こうした ことか ら

今度は必然的に370/145の バ ー ジ.ン ・ア ップが なされ るわけである。なお カス トマー

・ペース とい うことでは最大 の雇客設置を誇 る360/20の ユ ーザー移行任務を370/1

25,115は 持 っている といえ よう。そ して この機種はまた,次 期新 シリーズへ の実験モデ

ルではないかともみ られてい るのだ。

370/125t.115が と もに西独IBMの ベ ーブ リンゲン研究所で開発 され たことは興

味のあることだ が,こ こではその ことはさておき,115が125と 同 じ分 散プロセ ッサ ・ア

ーキテクチャーをとっている ことおよび周辺装置 コン トローラの内蔵である。 と くに3月13

日に発表された370/115は3340の 発 表を従え るかたちになった。3340は 後 に

115だ け でな く,370シ リーズの全機種に使用 され ることとなったが,こ れは バーチ ュア

ル ・メモ リ・シス テムの支援の役割をはたす とともに実 質的 なプ ラグ ・コンパテ ィブル ・メー

カー対策 ともなったのである。

コン トロー ラの内蔵にっいては,IBMはISC,IFAと い うかたちでプ ラグ ・コンパテ

ィブル・メーカー の接 続を拒む体制をい っそ う強 くつ くり出 した。 しかしなが らこれ に よって プ

ラグ ・コンパテ ィカ レ・メーカー が衰退にむか ったか とい えば決 してそ うはいえない。 むしろそ

の成長速度は増 しているとい った方が よいだろう。IDC(InternationalData

Corp.)が と りま とめた調査報告データがそれを よく示 している ようだ。それ に よると,プ ラ
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グ ・コンパテ ィブル'メ ーカーの世界市場への 出荷は,1973年 に おいては5億7,500万 ドル

と推定 され,そ れはUnivacの 出荷総額を超え,HISに 次 いでい る。 と くに前年と比べ

た場合の出荷の伸び率は67.3%と な り,IBMの 成長率7,8%は 言 うに およばず,NCRの

22.7%やDECの45、1%を しの ぐ第一番の成長性 を示 している。

ところで370/115に つい ては,プ ラグ ・コンパテ ィブルへの対策 の他,IBMの 第4

世代機 とも言われる次期 システムとの関連づけが注 目され る。すなわち115は,125と 同

様 デ ィス トリビューテ ッド・プ ロセ ッサ構造 を有 していることか ら問題とされてい るわけだが

デ ィス トリビューテ ッ ド・プロセ ッサでキー ・ポイン トとなるのは メモ リ・システムである。

メモ リが メイン ・フレームだけでは なく周辺装置に も大幅に進 出するゴー ・ペ リフェラル傾向

で ある。IBMがFSシ リーズでこの メモ リの分 散 化 を図 る こ とは 充分 考え られ るのであ

るo

FSシ リーズ とい うことでは,独 禁法係争資料な どか らVS方 式が重要 な橋渡 しの役割 をは

たすと判断されている。FSシ リーズはFS-0～2お よびス ラッシ;か ら成 り370シ リー

ズを全体 として カバーする ものとみ られている。FSシ リーズの基本的オペ レーテ ィング ・ソ

フ トウエアは システムQと 呼ばれ るもので,360シ リTズ でのOSの 失 敗を踏まえて設計 さ

れ ているとい うことだ。つま り単一 のオペ レーテ ィング ・システムでフ ァミリー全体をサポー

トできる ように しようとい うものである。また このOSに よって プログラマ以外 の素人で もコ

ン ピュータを使いやす くしようとい う意 図もあ り,全 体として画期的な内容を秘めているとさ

れているo

印 象か らする と,シ ステムQは ハ ー ドウエア以上にFSシ リニズの成否を決める ものと思わ

れ るが,問 題は このOSが メイン ・メモ リに常駐す る場合 きわ めて大 きなものとなることであ

る。 こうした ことか らリロケー ト・ハ ー ドウエア(パ ーチ ュァル ・ス トーレ.・ジ)な 条件 とな

って くるわけだが,FSシ リーズでは メイン ・メモ リに高性能記憶素材が予想され ると同時に

APOLLO,COLTの コー ドで知 られ る高性能周辺記憶装置が開発 され よう。そ してこう

したことか ら考えても,1973年 度 にみ られたパーチ ュァル ・メモ リ・システム強イヒの動 き

は,FSシ リーズへ の橋渡 し作業を意味 してい ると も考え られるのである。

組 織 改 革 の 意 味

1974年1月 に入 って,IBMは3っ の事 業部門にわたる組織の改革 と人事 の異動を行な

った。これは最近のIBMの 出来事 の中では一番大 きな意味を持 つもので あろ う。

この二='_ス の要 点は2つ ある。ひ とつは ジェネラル ・システムズ事業部がデ ータ ・プロセ

ッシング事業部な らびにフ ィール ド・エンジニア リング事業部に代わ って販売 とサポー ト・サ

ービスの一部を肩代 りす ることになった のである。 もうひとつは ワ トソン(T.S.Watson

Jr.)がIBMの 経 営 中枢から身を引 くことになった とい うことである。
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いずれ もIBMに と っては重要な二;一 スであるが,ま ず ワ トソンJr.の 引 退については例

の60オ 定 年制が原因 とされている。 リアソン(LeasOn)前 会長 のケースと同 じ理 由だが,

IBMは 厳然 とこの制度 を維持 してゆ く意向のようである。 ワ トソンの後任はまだ発表されて

いないが,IBMは 今 や一個入の影響に よる管理の時代か ら完全に組織 の力のみで運営される

時 代に入 ったとみて よいで あろ う。

定年制が リアソン前会長の在任中に実現 した ものであるとすれ ば,今 回のゼネラル ・システ

ムズ事業部の改革 もまた1972年 に その草案が つくられていた ようである。IBMの 組 織改

革は1972年10月 の システム開発部門以来の ことである。すなわ ちこの時従来の部品事業

部,シ ステムズ開発,シ ステムズ生産の3部 門が システ ム開発事業部門(System

DevelopmentDiv.)に 統合 された。IBMは この再編成でハー ドウエア,ソ フトウエ

ア,フ ァームウエアといった ものを機能的 に統 合化 した新 しい設計作業を行な う体制 をひいた

とされている。当時1.BM社 は 市場 ニーズの増大に効果的に対応す るための開発 と生産の一本

化 を計 った と説明 していた。

今回のジェネ ラル ・システムズ事業部の改革に もそ うした傾向がみ られる。IBM社 の発表

による と,同 事 業部は システム3,シ ス テム7,シ ステ ム360/20,3740キ ー ・ツー

・デ ィスケ ット・データ ・エン トリーおよび各種の周辺装置 ,カ ー ド1/0装 置 のマーケテ ィ

ン グお・よびサポー ト・サー ビスを行な うようになるとのことである。 これ らの製 品の マーケテ

ィングは従来デー タ・プロセ ッシング事業部が行ない,サ ポー ト・サー ビスについてはフィー

ル ド・エンジニア リング事業部が行なっていたのであ った。

シス テム3お よび近 く発表が予想され る システム2と い った ロー ・クラスのマシンをシステ

ム開発部門が販売す ることになったとい うことは一体何を意味す るのか。そ れはひ とつには開

発,生 産 販売 ラインの一本 化であ り,競 争 が次第にはげ しくなるシステム3ク ラスでの市場 令

競 争力強化をねらったとい うことで あろ う。 とくにWTCの 海外 主要子会社で,シ ステム関発

部 門の出先機関が設置 され るとい う点に大きな意味がある ようだ。す でに述べた ように,海 外

市場開拓 のいかん はIBMの 成 長性に直接かかわる問題である。 システム3な ど下位機種は,

こ の点で海外 のコンピュータ潜在 ユーザーを掘 り出し,370シ リーズに結びつける役割をに

な っているわけである。

今回の組織改革は,前 回のシス テム開発部門 とい う研究開発体制の一本化に対する生産販売

体制 の統合化 とい うことになろ う。370シ リーズの販売活動が山場をむかえるとされる

1974年 に備えての布陣 とみ られるのだ。

なお ジエネ ラル ・システ ムズ事業部へ小型機の販売,サ ー ビス業務を移 した フィール ド・エ

ンジニア リングお よびデー タ ・プロセ。シング両事 業部は,支 店 網の統合,整 理 を行 なったが

これは人員 の大 幅異動 を意 味する とともに独禁法対策に備えて人材を有効に活用 しようとして

い るのだ との観測もなされている。
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2.米 国 主要 本体 メー カー,73年

の足 跡

●73年 の 実 績

● カ ス トマ ー ・ロ イヤ ル テ ィ調 査

●Univac

●Honeywell(HIS)

●Burroughs

●CDC

●NCR

●Xerox
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73年 の.実 績

1973年 を一言で言えば,カ ムバ ックの年であった と言える。事実,73年 は,69

年 か ら71年 にかけての低迷期か ら本格 的に抜け出し,か つての急速な成長をと りもどし

た年であ った。年末にな って起 ったエネルギー危機に より,74年 は 予断 を許 さないよう

な状況にな ってきてい るが,好 調な年 であ った73年 の 米国コン ピュータ産 業をメーカー

の動 きを中心に振 り返 ってみ よう。

図2-1は1973年 の12.月31日 までに終 った最新の決算 に よる主要 メー カーの売上げ

と純益.そ してDECの 予測 である。72年 実 績 と比べる と売上げは全部の メーカーが順調な伸

びを示 し,純 益 もほ とん どのメーカーが増益 とな っている。

表2-1は 米 国の雑誌FORBES誌 がまとめた主要メー カーの利益率 および成長率の比較

で ある。また図2-2～ 図2-7はIDC(InternationalDataCorp.)調 べ に

よる197'2年 の米国籍 メー カーに よコン ピュー タの出荷実績 と73年 の出荷予測および73

年 出荷に よるシ ェア,そ して73年 出荷の対前年比伸び率である。図2-8は 出荷 金額の推移

をグラフ化 した ものである。

9月 までの最新12ケ 月決算による利益を,70年 ～72年 をベースにその 伸び を算 出すると,IBM

は27.0%,Honeywellは34.6%,SperryRandは36.6%,Burroughs

は31.7%,CDCは89.7%と なる。NCRは72年 に1億3,500万 ドルにのぼ る資産評

価 減を強い られ,同 年の決算 では約6,000万 ドルの赤字 を計上す るに至 ったが,73年 で は

再び黒字に転 じている。 これ らのメーカーの他,注 目すべ き利益の伸びを示 したのは超小型電

卓での急伸をみせ たHewlett-Packard(78.3%),ミ ニ ・コンビ=一 夕界の巨人

DEC(DigitalEquipmentCorp・)(78.1%)で あ る0

73年 の コンビ=一 夕産業の好成績 を支えたものの一つに最新モデルの コン ピュータの出荷

が好調裡に開 始されたことが あげ られる。代表的 なもの として,パ ーチ ュアル ・メモ リを装備

しマルチプロセ ・サ ・パー ジ・ンを有する,名 実 ともに370と 言 われ るIBM諸 機 種,そ し

て 業界の技術的 リーダとも称されるBurroghsの70017リ ー ズがある。 これ らに代表

される新型機が コン ピュータの新 しい用途 を開花 させた。1960年 代にあ って,コ ンピュー

タの利用はそ の大部分がパ ッチ処理であ った。70年 代 に入るとオンライン ・リアル タイム処

理の傾向が増大し,電 話回線を介 して支店,工 場,店 舗などのター ミナル と直結させ てのコン

ピュー タの利用が増大 した。 この種 の利 用の増大は,ユ ーザー側の経営者 に1とっては,自 社の

事業活動状況が敏速に把握できる とい うことであり,一 方 メーカー側にとっては事実上新 しい

事業分野で 自己の足場を確立するために奮闘 しなげればならないとい う事 を意味する。
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図2-1:米 国 八 一 ド ヴ ェア ・メ ー カ ー の73年 売 上 げ お よび 純 益(連 結 決 算)
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表2-1:米 国 主 要 メ ー カ ー の 経 営 指 標

↓い300 ,5
0一 V2)純 益

0卜

1159

1|〕39

0_
90.9

720

609
293

「 ↓1'}Ill

利 益 率 成 長 率
■

自己資本利益率 総資本利益率 売上げ 1株当り利益
.

5年間平均 最新12カ 月 5年間平均 最新12カ 月 5年間平均 5年間平均
■

Burroghs 14.8% 13.6% 10.4% 9.9% 9.7% 20.1%

C'DC 5.8 7.3 4.8 5.4 11.6 一1
.σ

DEC 22.1 14.1 22.7 14.4 4L3 33.6

Hewlett-
Packard

15.2 17.7 15.3 17.6 16.7 12.9

Honeywell 11.4 11.1 7.7 7.6 14.6 6.5
シ

IBM 19.2 19.1 17.7 17.8 12.9 13.4

NCR' 2.0『 6.3 3.4 5.0 9.7 一23 .1

Sperry
Rand

10.7 11.5 8.8 8.9 1.9 9.1

Xerox 25.3 23.1 19.1 19.1 30.0 18.3
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一図2-3:73年 全世界出荷高 による市場 シェア(推 定)
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図2-5:専 用,ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ の 出 荷 金 額(単 位:100万 ドル)
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図2-7:専 用,ミ ニ ◆コソビュータ73年 出荷金額の対前年度伸び率
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1960年 代 に コ ン ピ ュ ー タ 産 業 界 で 一 時 爆

発 的 な 流 行 を み た も の にMIS(Manage'-

mentInformationSystem)と い

う概 念 が あ った 。 こ れ は一 言 で 言 え ば 次 の よ う

な もの で あ った 。 経 営 首 脳 は そ れ ぞ れ 専 用 の タ

ー ミナ ル を も ち ,会 社 経 営 上 必 要 な 情 報 は 全 て

そ の タ ー ミナ ル を通 じ 中 央 の コ ン ピ ュー タか ら

得 られ る 。 コ ン ビ ュー・一ータ ・メ ー カー はMISを

売 り込 も う と や っ き に な った が,こ れ は 全 く の

失 敗 に 終 った 。IBMの 会 長 ケ ア リー(Fra-

nkCary)氏 は い み じ く も言 って い る 。 「 ミ

ス は ミス に す ぎ な か っ た。 」("MIS〃 の ミ

ス と神 話 ・伝 説 ・作 り話 な どの"myth"を か

け て い った もの 。)

70年 代 に 入 っ て,コ ン ビ=一 夕 ●メ ー カ ー

は 別 な 概 念 を 売 込 ん で い る。 こ れ は,"デ ー タ

・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン ・シ ス テ ム","マ ネ ー

ジ メ ン ト ・デ ー タ ・ トラ ン ス ミ ッ シ ョン ・ シス

図2-8米 国 籍 メ ー カ ー に よる コン ピ

ュー タ 出 荷 推 移(・ 予 測)
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1966ハ967196819691970197t19721973ハ974

テム"な どと称され ているものである。今度は ター ミナルは店頭や銀行窓 口,支 社 ・支店,工

場,倉 庫などに設置され,売 上げな どの各種情報が直ちに本社のコンピュー タに送りこまれ る。

各 ター ミナルか らは,売 上情報,在 庫情報な どの各種データが本社の中央コン ピュータに伝送

され るoX

こ う した使い方は銀行や大手小 売業界ではか なリボピュラーにな.ってきている。各 メーカー

もこぞ って この市場をめざし,し の ぎを削ってい る。BurrOUghsは 銀 行,特 に英国の銀
　 　 　

行市場 で成功 を納めた。小売業界向けの ター ミナル いわゆるPOSタ ー ミナル 市場で

は現在Singerが 最 大のシ ェアを有 して☆ り,NCRが これに肉薄 してい る。

60年 代 のMISと 違 って,今 度 のデータ ・コ ミュニケーシ。ンは夢幻ではないが,シ ステ

ム価格が高いことからユーザーが限 られ るとい うマイナス要因がある。また,い わ ゆる第4世

代機 コンピュータの登場まちかに よるユーザーの買いび かえ も不確定要因として作用する。 さ

らにメーカー側にとっては,激 烈な競争のなかでぼ う大な開発投 資がせ ま られる ことになるo

こ うした事か ら,中 小規模 メーカーにとっては この分野は魅 力はあるが危険 な分野であるとい

え よう。POSの 先 発メーカーの一 つPitneyBowes-Alpexが 昨年11月 にPOS

か ら撤退する と発表 し話題 とな ったのは今だ耳に新 しい事である。
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さて73年 の動勢に話 を もどす と,汎 用 コンピュー タの順調な出荷に増 して好調だったのは

専用お よび ミニ ・コン ピュータの 出荷であ る。IDCに よれば,金 額ベースでの73年 の対 前

年伸び率(as1%と 驚 くべき数字を示 している。中で もシステ ム7を もって この市場に数年前

参入 したIBMと,GeneralAutomationは と もに100%を こえる伸び率を示 した。

全般的 に順調な伸びを示したコンピュータ業界ではあ るが,頭 のいたい問題 もあった。レン

タル ・バ ックされ たマ シンの問題 である。全世界むけ 出荷をみた場合,新 しい コン ピュータの

出荷額100ド ル に対 して60ド ルの'中古機器が レンタル ・パ ックされた。米 国内のみをみ る

と出荷/返 却率は何 と70%に 達 した。これは驚異的数字 とい うべ きであろ う。EDP

IndustryReportの 編集長 ピー コ ック(Jamespeacock)氏 は,7,4年 は この

数字は40%に 低 下するであろ うとのべているが,そ れに しても60年 代後半の20%と 比 べ

ると2倍 とい う高い数字である。
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カ ス トマ ー ・ロイ ヤ ル テ ィ調 査

米国の著名な調査会社IDC(InternationalDataCorp.)は 例年,「 カ

ス トマー ・ロイヤルテ ィ調査 」を行な っている。 この調査は,米 国主要 コンピュー タ・メ

ー カーの顧客の移動状況を調べ ているもので ,競 争相 手からどの程度 のカス トマ〒を獲得

したか,あ るいは逆に どの程度 自分 の顧客 を横取 りされたか を示すユニークなものである。

同調査は今回で7回 目を迎え,1972年 の 状況を調べた もの。以下は同調査の結果をま

とめた ものであ る。
o

概 要

①Burroughsは 過 去数年間IBMを しのぐロイヤルテ ィを示 してきたが,B,一'300

(初 納入65年7月)とB-500(同68年10月)ユLザ ーの再発注獲得に失敗 し

たため,66年 以 後 で初めて80%の 大台を割 った。 しか し見通しが全 く暗いわけではないら

他社へ流出 した5倍 近 くのカス トマーを他社か ら獲得したためであるr、

②Honeywellは,着 実 に高い'ロイヤルテ ィを保ちつづけている。 これは同社がIBM

に次 いで業 界第2位 の座にいる事 に由来す るもの と思われる。HISが 失 った カス トマー数"}
は,IBM以 外 の メー カーが失 った全 カス トマー数の約1/3に す ぎない。.そしてIBM

へ 移 行 したカス トマー数は,.全 メーカー中最 も少ない。・しか、し,73年 にはHISは 主 要サ

プライヤー中最下位か ら2番 目に低いロイヤルテ ィを示す ものと思われ る。

③NCRは 過去数年間新規導入 ユーザー分野でのス ター として活躍 していたが;315』(初

納入62年5月)とCenturyの ユ ーザーがIBMへ 移 行 し始めたため,こ の 「心地

よい 」時代 も終止符 を うたれた。 しか し,IBMへ の流 出の食 い止め努力 も効果 をみせは じ

めているため,73年 のtiイ ヤ ルテ ィは過 去6年 間 の同社 の最高の'80%を 示す もの と思わ

れるo

④Univacは 従来か ら'ロイキルテ ィでは全メーカー中最 も低い価を示 しつづけてい た6そ
,

して71年 にや っと脱 、した50%の ラインも72年 に は再び割 りこむに至った。 また,

9200の ユ ーザーの うちの多 くがIBMシ ス テム3に 乗 り.換えた。そ して少数なが らも旧

RCAユ ー ザ ーで機 器の変 更を行なった ユーザ ーは.eと ん ど全て360な い し370を 発 注

した。 こうした事か ら,業 界3位 の座を占める同社では あるが,ロ イヤルテ ィか らみた場合

73年 は50%の 大 台をさえ も大き く割 るものと思 われる。
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表2-2:IDCの カス トマー ・ロイヤルテ ィ調査結果概要(1972年)

ー

N

o。

ー

.

他社か ら

獲得 した

カストマー

(1)

他 社 へ

流出 した

カストマー

(2)

「

自 社 へ

再 発 注

して きた

カス トヤー

(3)

.・ イ ヤ ル テ ィ・⑨ ② 、!
。スト。一獲得/流 出状況優

1970年

実 績

1971年 1971年 1972年 1972年 1973年 ,

予 測
1970年 1971年 1972年

予 測 実 績 予 測 実 績

Burroughs 88 18 69 80% 87% 86% 91% 79% 82% +42% 十54% 十80%

HIS 95 59 213 73% 78% 79% 75% 78% 74% 十17% 十22% 十13%

NCR 44 50 99 77% 71% 76% 82% 66% 80% +56% 十30% 一4%

RCA/Univac 61 78 78
48%/
43%

72%/
70%
60%

46%/
50% 50% 45%

十33%/
-15%

88%/
-13%

一11%

そ の 他 ① 31 6 8 42% ④SS 43% ④SS 57% SS④ 十61% SS SS

(小 計) 319 211 467 64% 75% 74% 75% 69% 69% +29% 十27% 十16%

IBM 136 244 2・212 ・80% 81% 82% 94% 90% 92% 一12% 一11% 一4%

(合 計) 455 455 2,679 76% 79% 80% 90% 85% 86%

〈 注 〉

①CDC・DEC・Fridem・M .emorex・Xe「ox

②(3)÷{(2)+(3)}

③{(1)一(2)}÷{(2)+(3)}

④ サ ン プ ル 数 が 少 な い た め デ ー タ を 示 せ な い。

※1972年 の 実 績 は,コ ン ピ ュ ー タ 設 置 場 所 の サ ン プ ル 数3,134を ベ ー ス に(1971年 の 実 績 は1,401を ベ ー ス に)計 算 、

1973年 の 予 測 値 は,サ ン プ ル 数1,3・16を ベ ー ス に(1972年 の 予 測 値 は197を ペ ー ス に)計 算 。

(IDC資 料 よb作 成)



今 回 の 調 査 結 果 を ま と め た もの が 表2-2で あ9,メ ー カ ー 別 の ロ イ ヤ ル テ ィの 推 移 を 示 し

た もの が 図2-9で あ る 。

図2 .-9:メ ー カ ー別 ロ イ ヤ ル テ ィ ・パ ター ン

%100 NCR

IBM・ ・

90RCA

80

ロ

イ70

ヤ

ノレ

60
テ

イ

50

40

30

＼ Burroughs

/NCR

/HIS
/

"フ ∠ … 一ーーIBM以 外

196519661967196819691970]97119721973年

留 保 条 件

IDCの カス トマー ・ロイヤルテ ィ調 査は非常にユニークな ものであり,興 味ある ものであ

るが,こ の調査結果をみる際には,次 に掲げる調査母集団に関する留保条件を考慮す る必要が

あるo

。調査は ,IDCの デ ータ ・ファイルに基づ き,72年 に コンピュータ ・シス テムを導入 し

たユーザーtお よび73年 の調査時点までにシステムを導入 した,あ るいは発注 したユー

ザーに関 して行なわれた。

この結果,72年 に 関 しては3,134件 を,72年 以 降に関 してはi,316件 をベース

として結果が算出された。

。 調査は米国内そ して米国籍 メーカーのみに限 られている。 したが
って他 の国では,本 調

査結果 と異な った ロイヤルテ ィ・パターンを示す ことが十分考え られ る。

。 全 ての数字は設置場所をベースに している。調査対象 とな った場所は小規模システムが
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多い。サ プライヤーは,当 然なが ら,小 規模ユーザ ーの移動 よりも大規模ユーザーの動向

に より関心を払 っている。

。 機器の取得方法は考慮 していない。

。 汎用 コンピュー タを調査対象と している。 したが って,コ ン ピュータの リプレース メン

トとしての ミニ ・コン ピュー タ,あ るい はター ミナルの導入は対象外 としている。同様 に

システムの増設(周 辺装置のみ追加)は 含まれない。

。72年 の 初めの時点で複数のメーカー製のシステムを設置 しているもの,ま た72年 中

に複数のメーカーか らシステ ムを導入 した ものは除いてある。 これち.の設置場所について

は別 にミックス ト・サイ トと して分析す る。(34ぺ=ジ 参照)

。72年 に 初めて コン ビ;一 夕を導入 したユーザーは,ロ イヤルテ;,分 析 の対象とはな ら

ない 。 しか し,最 初のサ プライヤー選択の動向は注 目すべきであ り,別 に分析する。

ノ

(32ペ ー ジ参照)

lBMユ ー ザ ー の 動 向

IBMが 世界最大のコンビ=一 夕 ・サプライヤーである ことか らして,今 回の調査で もサン

プルの大 半はIBMユ ーザーであった。その動向をまとめると、

・ 過去の調査です でに何度 も現れているように,IBMは 他 社か ら獲得 した カス トマーの

数 よりも他社へ移行 した カス トマーの方が多か った。

・72年 に新 しい機器を導入 したIBMカ ス トマーの うちのgp%は 再 びIBMに 発 注 し

たo

・IBMシ ステム3は,一 少 くとも数の上では一 他社p・らの カス トマー獲得に大いに

寄与 した。事実,UnivacとNCRの デ ィスロイヤル(他 社へ移行 した カス トマー)ユ'

一ザーの うち1/3以 上 はシステ ム3へ 移行した。 このためN・C
、RはCentury100

と200の,Univacは9200の ユ ーザーを失 った。

・IBMの ロ イヤル ・ユーザーの中で 目立 った動 きは システム3へ の移行と,360/30

か ら370/135へ,360/40か ら370/145へ の 移行であった。

・25%強 のIBMロ イヤル ・ユーザーが360か ら360へ の 移行 という動きをみせた。

これは大幅値引 き360の 導入 とみてほぼまちがいない。一方,コ ス ト/パ フォーマンス

を求めるため,370へ の 移行 も目立 ったが,特 に360/50か ら370/145へ の

移行、とい うダ ウングレー ドが 目立 った ことが注 目され る。

・iBMの ユ ーザーは ,71年 と比べて,新 しくコン ピュータを追加する傾向がは るかに

少 な くなった。代わ りに,よ り適切なシステ ムを リプレースメン トとして導入 してい る。

ここに もコス トに対する考慮の増加がみ られ る。

・IBMと 他 メーカー間のカス トマー移動状況をみると,RCAの みが,失 ったカス トマ
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表2-,3産 業 別 ロ イ ヤ ル テ ィ ・ プ ロ フ ィ ー ル

S.1.C.
IBMロ イヤ ル テ ィ① IBM以 外 の ロ イ ヤ ル テ ィ①

1」N 72年

　

71年 70年

.

L:N 72年 71年 ・ 70年

農 業 ・鉱業 ・建設業 01-17 36:6 86% 84% 85%

1

9:6 60%

.

50% 55%

化学及び石油産業 20-31 366:41 90%

.

88% 83%

.

60:26 70%

.

67% 72%

耐久消費財製造業 19+32-39 453:48 90%

.

83% 80%

.

66:37 64%

.

70% 51%

運 輸 ・公 益事業、 40-49 166:8 95%

.

81% 84%

.

26:13 67%

■

83% 78%

卸売業 ・小売業 50-59 225:26 90% 85% 81%
■

60:22 73%

.

79% 60%

金融 ・保険 60-69 383:20 95% 87% 89%

.

83:35 70%

■

85% 76%

非 専 門的サー ビス業 70-79
■

15:3 83% 71% 73%

.

6:0 100%

.

50% 64%

病 院 80

.

68:8 89% 77% 94%
・

24:8 75%

・

92% 71%

大 学 82 126:32 80% 66% 63%

.

13:15 46%

.

57% 29%

・コ ン ピ ュー タ ・サ ニ ビス 業 '

89&73

.

211:22 91% 97% 8.2%

.

66:'30 69%

.

83% 72%

州 政 府 91

.

{3:1 75% 71% 71%

.

一 一

.

57% 23%

連 邦政 府 92

.

45:6 88% 93% 82%
1

18:5 78%
.

56% 54%

地 方政 府 93

.

93:20 82% 57% 66%

.

28':11 72%

.

78% 92%

不 明 XX

1

22:3 98% 84% 一

■

8:3 73%

■

57% 一

計

　

a212:244 90% 82%1 80% 467・:211 69% 74% 64%

① ロイヤルテ ィ=L/L+N

(IDC資 料 より作成)



数の方がIBMか ら獲得 した カス トマー数をは るかに上廻 っている。(20対3)。

NCRはIBMと ほ ぼ1対1の 取引 であ った といえる(34対33)。Burroughs

はIBMか ら奪 ったカス トマー数の方が失 った数 よりもはるか に多か った(60対10、

全 体的にみて,IBMは 他 社 との競合たおいて'4%(サ ンプル数108)の 減 少をみた。

産 業 別 ロ イ ヤ ル テ ィ

設置場所が異 なれば,コ ン ピュータは当然異な ったや り方で使われ る。そ してニーズ も異な

る以上,シ ステムに対する評価もk・のずかち異な って くる。 表2-3は 産 業別にみたロイヤル

テ ィ・パターンである。 ロイヤルテ ィは,サ ンプル数の関係 上,IBMとIBM以 外 の ロイヤル

ルティと して比較 してある。

初 め て の ユ ー ザ ー

各メーカーとも,初 めての客をつか まなければ,当 然の ことなが ら 既存顧客ベースのグレー

ド■'ア。プに頼 らざるをえな くなる。新 しい ユーザーは,特 にIBMとUnivac,そ して

NCRに とって重要 な意 味を もつ。 これは,こ れ ら3社 は表2-2に 示 され ている ように,競

争による顧客移動率がマ イナスにな っているか らである。中でもNCRは71年 まで大きなプ

ラスを示 していたにもかかわ らず急激にマイナスに落ち込んだ ことか らして より重大 な意味を

有する。図2-10は,初 めて コン ピュータを導入 した事業所が どのメーカーに発注 したかを

示す ものである9

Burroughsは,設 置 シ ェアと同程度の比率で新規 ユーザーを獲得 して きたが,B-

700とB-1700シ リーズの強力な売込み状 況からみて,73年 は よ り多 くのカズ トマーを

獲得できるとみ られる。

CDCの 新 しい顧客は必ず しも同 社の"エ ン トリー ・レベル"で の成果を忠実に反映 してい

るわけではない。 とい うのは,同 社 の場合には特 に,従 来か らの顧客に よって新 しく設立され

たサービス ・ビューローないし事 業所による導入 とい うことが あるか らで ある。

HISの 新 規 ユーザー獲得状況は,上 向 き傾向を示 しつつある。 これはH-2020の 出荷

が好調裡に始まったためである。同社が以前に展開 したG-58を もっての システム3市 場の

切 り崩 しは決 して成功とは言えなか った。

IBMの 数字の変動か らみて,シ ステ ム3は エン トリー ・レベルにおいて ピークに達 してい

るもの と思われる。そ して去る8月 に発表 した最 大規 模 の モデ ルで あ る モデ ル15に よ

りこの ピークの持続が予想される。 同時に,よ り低 コス トのコン ピュータ 言 ってみれば

システ ム1一 の発表 もさほ ど遠 くはないとみ られる。 ・

NCRは か っては,Century100で 大 当 りを とったが,IBMシ ス テム3の 出荷開始

後はCentury50,101で の奮戦に もかかわ らず新規ユーザー分野 でのシ ェアは低 下

一32一



●'

しつつある。

図2-10:初 めて コン ピュータを導入 した事業所のメーカー別比率の推移
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＼ 1970年 1971年 1972年 1973年

号 ン フ'ル 数 446 738 1,344 435

<注>

1973年 は発'注数 に基いた推定

Univacは 新規ユーザー獲得のために今後大いに努力が必要である。RCAの 寄 与はこの

分野では全 く期待できない。 さらに,同 社の9200は す でに6年 目を迎えた旧モデルであり,

新 規ユーザー二には全 く魅力のない もの となってい る。`、

その他 メー カーt例 えばFriden(Singer)の 地 位は向上 しつつあ る。 こうした新規
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ユーザーの多様化の傾向は ,ミ ニ ・コンピュータをベースに した ターンキー ・システムが発表

されるにつれて,増 加するであろ う。

金額 とい った面か らみた場合,新 規ユーザーの地位はかなり低へ この比率は年 々低下 しつ

っあり,現 在は10%を わずかなが ら割 ってい る。 さ らに,こ の分野への売込みコス トは増大

しつつあるため,利 益率は低下しっつある。 しか し,こ の分野は将来 のグ レー ド・ア ップの可

能性を秘めてお り,ひ いてはこれが メー カーの将来の成功,不 成功 に大 きな役割 をはたすため,

各 メーカーにとって無 視す ることので きない分野 とな っている。

ミ ッ ク ス ト ・サ イ ト分 析

コン ピュータを利用 している事業所は,単 一 のユーザ ーか ら導入 している ことが多いが,2

社 あ るいはそれ以上の メー カーか らコンピュータを導入 している場合 もある。 このよ うな ミ。

クス ト・サ イト(複 数 メーカー製のコンピュータを設置 しているところ)は 大規模な事業体で

あり,コ ンピュータに対す る支出も大 きい。 こうした事か ら無視する事のできない分野である。

しか し,こ の分野のロイヤルテ ィの算 出,比 較は容易にはで きない。

表2-4は ミ ックス ト・サ イ トの ロイヤルテ ィの分析結果である。 これによリミ・クス ト・

サ イ トの ロイヤルテ ィ分析が完壁にできるわけではない が,比 較のための一土俵を提供す るも

のと思 われ る。

表2-4:ミ ックス ト・サ イ トのロイヤルテ ィ

1972年 の サ ン フ'ル 数 ミックス ト.サ イ ト・ロ イヤノレテ ィ苦

C L N D 合 計 1972 1971 197'0

Burroughs

ControlData

Honeywe川/GE

NCR'

RCA/Univac・

そ の ー他

9

2

2

0

1

7

22

7

32

4

19

1

16

22

38

、

15

38

3

5

3

17

9

44

1

52

34

89

28

.

102

12

0.27

-0 .50

-0
.40

-1
.03

-1 .03

0.83
・

α04

0.14

α10

0.17

-0:52

0.13

一 〇.92

-0 .06

0.13

-0 .55

0」2

0.78

小 計 21 85 132 79 317 一 〇51 LO
.1・1 0.22

IBM 7 159 39 19 224

右

0.43 一 〇 .15 0.40

合 計 28 244 171 98 541 一1) ,12 一 〇.12 0.30

CCrack.(初 めて そ の メ ー カ ー を 利 用 した ユ ー ザ ー)
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L:Loyal(同 一 メ ー カ ー で の ア ッ プ グ レ ー ド な い し増 設)

NNotLOyal(他 の メ ー カ ー の 装 置 を 追 加)

D.Disloya1(他 メ ー カ ー へ の 移 行)

升 ミ ック ス ト ・サ イ ト ・ロ イヤ ル テ ィ

=(2C+1」-N-2D)/('C+L+N+p)

、
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Unvac

SperryRandの 最 大 の 基 盤Univac

SperryRandの 各 事業部門の中で,今 やUnivacは 押 しも押 されぬ存在 にな って

い る。8年 前にはSperr .yRandの 売上げ全 体に 占め る比率20%,利 益 は0とUnivac

は あ ってもな くて もいい ようなものだった。 しか し現在ではSperryRand社 中最大の・

成長を遂げてお り,売 上げ高では全体の46%,利 益 では実に53%を 占めて いるとまで見込

まれている。(図2-11)。 さ らに今後5年 間の年間平均成長率は,Vickersと か

NewHollandと い ったSperryRandの 中で も高利益をあげている部門で6%～

10%な のに対 し,Un輌vacは10%～12%が 期待 され る。 この点か らもUnivacの

占める地位は今後 ますます大 きくな ってい くことは必至だ。

図2-11:SperryRand社 組 織概要 および部門別売上げ,純 益 、

部門名,本 部 製 品 名

4%

5%

漂 』繊{・
プ リッ、ジボ ー ト)

電 気 カ ミソリその他関連製品

FlightSystems

(ア リソナ州 フェニ・クス)
航空宇宙装置

Sperry

(ニ ゴ ヨーク州

グレートネ.ク)

海洋 お よび軍 事関係

エ レク トロニクス製品

10%

11%

11%1

46

髪

1%

1・・

<・. 9■P..

』mingtonRand

(ペ ン汐 レパニア州

フンレー・Wレ)

タイ プ ラ イ タ,複 写 機.

マイク ロフ ィルム,カ ル キ ュレ 一夕

Vickers

(ミ シガン州 トロイ)
水圧応用装置

10%

3%

二三二12%
'..、 ・

∵9∵'

NewHojland

(ベ ン〃 レビ ア州
ニゴ ・ボーランド)

農 機 具

22%
Univac

(ペ ンンノレヒ ア州
フル ー・ベル)

コ ノ ピ 、 一 夕
13

売上げ比 率 純益比率

1973会 計 年度(73年3月31

日締め)の 決算(売 上げ高22億 ド

ル,純 益9,000万 ドル)
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SperryRandは 将 来 コ ン ビ 三 一 タを 基 盤 と して 成 長 発 展 が 見込 ま れ る が,コ ン ビ;一

夕の 担/・ 手Univac部 門 は 初 め か ら 順 調 に伸 び て きた わ け で は ない 。'Univacが 初 の

商 用 コ ン ピ ュー タ を製 造 し た の は1951年 に さ か の ほ る が,IBMが パ ン チ ・カ ー ド市 場 で

の 強 み と マ ー ケ テ ィ ン グ カ に よ っ て す ぐさ まUnivacを お しの け て し ま っ た 。 そ の 後

Univacは 苦 境 の時 代 に 落 ち込 ん で ゆ くが,1965年 に初 め て 利 益 を 計 上 す る ま で1億 ド

ル か ら2億 ドル を 失 った とい わ れ る 。

こ の 間 の 事 情 に つい てSperryRand社 長 の マ ク ドナ ル ド(RobertE.Macdo-

nald)氏 は 「UniVacの 失 敗 は マ ー ケ ッテ ィ ン グ よ りむ しろ 技 術 を 重 視 した 点 に あ る 」

と 述 べ て い る 。 も うひ と つ の 問 題 を 指 摘 し て い る人 もい る 。 コ ン ビ.一 夕分 析 家Robert

Golden氏 で 「 コ ン ピ ュ ー タ の ト ・ プ ・エ ン ド(大 型)市 場 は 飽 和 状 態 に あ り 今 後 は 小 規

模 ユ ー ザ ーへ の ア プ リケ ー シ 。 ンの 販 売 が 決 め 手 に な る。 しか しUnivacは こ れ ま で 大

型 機 に 力 点 を お い て きた た め,ロ ー ・エ ン ド市 場 で は 遅 れ を と っ て き た 感 が あ る 。 」とい う も

のo

さ ら に 別 の 問 題 と して,Univacの4つ の 主 力 コ ン ピ ュー タ ・シ リー ズ,400,]100,

9000お よ びRCAマ シ ン(シ リー ズ70)の 互 換 性 とい う点 が あ る(表2-5参 照)。 初

め か ら一 連 の 互 換 性 マ シ ン を 販 売 し た メ ー カ ー と く らべ,Univacは 設 計 お よび サ ポ ー トに

余 分 な 金 と手 間 が か か ろ う。 も っ と もSperryRandの 場 合,ス タ ー ト時 か ら"非 互 換

性"と い う問 題 を か か え て い た 。1955年 国 防 関 係 の 業 務 を して い たSperry社 と事 務

機 器 を つ く って い たRemingtonRandが 合 併 してSperryRandが 誕 生 し た 時,

そ の 製 品 間 の 相 違 と経 営 ス タ イ ル の違 い は 何 れ これ ら を 克 服 し な け れ ば な ら な い 問 題 と して 浮

上 して い た 。

つ ま りUnivac部 門 が そ の 主 力 コ ン ビ=一 夕 ・シ リー ズ で か か え て い る 問 題 は 、

SperryRand全 体 の 問 題 を も 意 味 し て い る わ け だ 。 し か しUnivacがRCAの 前 顧

客 を 引 き つ け る の に 成 功 し て い る よ う に,SperryRandは 「寄 せ 木 細 工 」の よ うな 事 業

体 を 着 々 と 克 服 し つ つ あ る よ うだ 。,

成 功 し たRCA買 収

米 国 コ ン ビ;一 夕業 界 の 二 大 合 併 劇 と さ わ が れ たHoneywell/GE,Univac/

RCAの 合 併 は 、 買 収 し たHoneywell,Univacに と っ て ど う や ら 大 成 功 を お さ

め た よ う で あ る 。 合 併 当 時 は,「 空 っ ぽ の 袋 を つ か ま さ れ た の で は な い か と い う危 惧

の 念 も あ っ た が,現 在 で は 双 方 と も こ の 業 界 で か な り よ く や っ て い る こ と が 判 明 して

い る 。 」特 にSperryRandUnivacは,「 こん な 好 結 果 が で る の な ら,RCA側 に

も っ と金 を 払 って も よ か った 」(Steinbery副 社 長)と い う発 言 が で る 程 の 大 も うけ を

や っ た 。
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表2-5二Univacコ ン ビ ュー一"タの 設 置 数 推 移

設 置 台 数

機 種 名 初 納入 73～10-1 73-7-1 73-4-1 73-1-1

総 数米国内 総 数 米国内総 数 米国内総 数米国内

1/皿 3/51-11/57 6 2 6 2 8 4 8 4

皿 8/62 83 42 83 42 79 41 80 41

SS- .80/90 ,8/58 54 27 56 28 58 29 60 30

418-1/μ

418-m

6/63

7/69

140

110

79

46

142

108

80

45

151

110

83

50
}258 }128

491/492 12/61 25 13 25 13 30 17 30 17

494 2/66 90 52 90 52 90 51 89 51

1004 2/63 1,850 910 1,870 920 1,900 950 1975 975

1005 4/66 888 718 895 725 908 740 920 750

1050 9/63 321 181 325 185 348 208 350 210
.

1103/5 12/50/9/58 3 0 3 0 2 0 2 0

1106 12/69 144 65 134 60 116 50 109 46

11・07 10/62 22 8 23 8 23 10 23 10

1108 9/65 252 150 250 150 239 142 232 140

1110 5/72 27 7 21 5 11 4 8 2

9200 6/67 2,470 1,560 2,470 1,560 2,460 1550 2,450 1550

9300 9/67 1,785 875 1,770 870 1750』 860 1,720 850

9400 5/69 530 265 500 250 485 235 445 220

9700 8/72 30 20 23 15 24 16 12 8

90/60 1/74 一 一 一 一 一 一 一 一

90/70 11/73 一 　 一 一 一 一 一 －

LARC 5/60 1 1 1 1 1 1 1 1

小 計 8,831 5,021 8,795 5,011 8,793 5,041 8,772 5,033

301 10/60 193 180 197 184 202 190 217 205

501 6/59 20 19 20 19 29 28 29 28

601 11/62 2 2 2 2 2 2 2 2

3301 7/64 64 64 65 65 67 67 68 68

Spectra70/15 9/65 14 14 15 15 17 17 17 17

Spectra70/25 9/65 2 1 2 1 2 2 2 2

Spectra70/35 1/67 119 113 121 115 130 1孝5 140 135

Spectra70/45 11/65 302 280 308 286 321 300 331 310

Spectra70/46 11/68 41 39 42 40 46 45 50 49

Spectra70/55 11/68 9 6 9 6 12 10 12 10

Spectra70/60 9/70 18 18 18 18 19 19 20 20

Spectra70/61 3/71 14 14
K
14 14 18 18 18 18

1600 1/69 70 70 67 67 67 67 63 63

Spectra70/2 7/71 135 135 125 125 150 150 130 130

Spectra70/3 10/71 10 10 10 10 11 11 11 11

Spectra70/6 10/71 39 39 39 39 48 48 40 40

Spectra70/7 10/71 18 18 18 18 16 16 14 14

旧RCA小 計 1,070 1,022 1,072 1,024 1ユ57 1,115 1ユ64 1,122

総 計 9,901 6,043 9,867 6,035 9,950 6,156 9936 6,155
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Univacは,RCAが 汎 用コンピュータ事業か ら撤退 した後,RCAの カス トマー494

社,コ ンピュータ台数に して1,000台,月 間 レンタル ・ペースで1,000万 ドルを 買収 した。

Univacは この見返 りとして,7,050万 ドルを現金で支払い,残 りは買収 したRCAカ ス

トマー ・ベ ースか らの レンタル収入の一 部を支払 うとい うことになった。Univaclは 当時後

者 の方式での 支払額は3,000万 ドル～6,000方 ドル と見積 っていた。Univacは 買収 し

たRCAカ ス トマーのうち,手 元 に残 るのはせいぜい50%と ふんでいたが,実 際は他社へ移

行 した顧客はほ とん どないとい っていい位 の結果 とな り,真 に嬉 しい誤算にな6た 。

73年8月 には,Univac,RCA相 方 は支払い方式についての修正案に合意 している。

これはRCAが,Univacの レ ンタル収入の一部を連続的に受けとるとい うことをやめ,一

定額を現金 で受け とって,買 収にま つわる取引 きを完 遂 しようというもの。RCAに とっては,

売却 した カス トr～一 ・ベニスの レンタル収入の一 部を受け とるという危険率の高い取引き'から

のがれ られるわけだ し,ま たUnivacに と って も,買 収後の一連の独 自の戦略がや り易 く

なるとい う利点がある。

RCAは これ まで,当 初の契約,つ まり'Univacの レンタル収入 の一 部を得る とい う方

式か ら1,980万 ドルを得ている。 修正された契約では,今 後2年 間で3,670万 ドルを3回

に分けて現金で受けとることになっている。つまリカス トマー ・ベースの売却によって,、頭 金

として得 た7,050万 ドルを別にすれば,合 計5,650万 ドルがころが り込ん で くるわけであ

る。 これは初期の見積額,3,000万 ～6,000万 ドル と くらべ ても,か な9高 い レベルに属

す るわけで,RCAと しては文句のない ところだ ろう。

ただ し実際問題 として3,000～6,000万 ドルとい う見積 りは,前 述の ようにRCAの 旧

カス トマーの50%はUnivacか ら離脱 してい くとい う想定のもとにたて られた(Univac

は 買収 当時,公 けには80%は 手 元に残るといってい たが,実 際には50%と ふ んでいた)。

ところがUnivacの 手元には,RC,Aカ ス トマーの90%以 上が残 っている。つまり,.

RCAが 従来 どお り,Univacが 旧RCAカ ス トマーか らあげる収入の一部を連続的に得て

いけば,初 期の見積 り額 よりかなり・高い額 を入手 できる可能性がある。 しか し同時に,旧RC

Aカ ス トマーが今後 と もUnivacの 手元に,あ るいは またRCAマ シ ンのユーザー・として

とど'まっている保証 もないわけ だ。特にUnivacが,RCAマ シンか ら.U'nivacマ シン

へ の移行 を強力に押 し進めれば,初 期 の契約にはかな りの リス クを伴な うことになる。RCIA

側 と しては,当 初予測 した最大限に近い収入が得 られ ることと リスクとを天秤にかけ,よ り確

実な方 をとった もの と思われる。

Univac側 に とっても,RCAへ の支 払いが完了すれば,買 収に伴な う一連の戦略,す な

わ ち第一段階一 旧RCAカ ス トマーの買収 と引きとめ,'第 二 段階RCAマ シ ンか ら

Univacマ シンへの移行,第 三段階－IBMへ の挑戦が何かにつけてや り易 くなる。73

年 最終 四半期か ら,Univac9700お よび1100シ リーズへの第1期 コンパ ージ 。ンが
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開始されたが,RCAへ 収 入の一一部を支払 うとい う圧 力をのがれて,Univacは 今 後第2段

階 を強力に押 し進めることになろ う。

第2段 階 か ら 第3段 階 ヘー シ リ ー ズ90を 打 ち 出 す

UnivacのRCA買 収,さ らに そ れ に 関 連 した 事 業 「 シ リー ズ70」 は,大 成 功 を 納 め て

い る と 言 え る 。 昨 年 発 表 し た シ リー ズ90は 、 第2段 階 戦 略 を 進 め る 強 力 な 武 器 で あ り,第3

段 階 の 先 兵 と して も 位 置 づ け られ る もの で あ る 。 当 初 発 表 さ れ た シ リー ズ90に は モ デ ル60

と モ デ ル70の2機 種 が あ り 、90/60は 中 型 シ ス テ ム の ギ ャ ップ を 埋 め(9480の2.2

倍 の 機 能 を も つ)90/70は90図2-12:Univacシ リー ズ70事 業 部 組 織 概 要

/60よ り40%ほ ど能 力 が 上 回 り,

通 信 機 能 も増 強 され て い る。

90/60に 始 ま るUNIVAC

シ リーズ90は,書 込 み 可 能 な コ ン トロ

ー ル ・メモ リ
,リ ロ ケ ー シ ョン ・ハ

ー ドウ ェア
,半 導 体 メ モ リな ど の 最

新 技 術 を 駆 使 した もの で あ り,

Univacの 新 世 代 機 の 先 駆 と な る

も の で あ る 。Univacの 言 を か り

れ ば90/60は,「 こ の ク ラス で

最 大 の 処 理 能 力 と拡 張 可 能 性 を 有 す

る シ ス テ ム で あ る 」。 ま た.同 じ価.

格 の場 合IBM370/135の1.6倍 のCpUパ ワ ー を 有 す る とい う。 一 方 の90/70は

72年8月 に 納 入 が 開 始 さ れ た9700(IDCに よ れ ば73年10月1日 現 在 で の 設置 台 数

は30台 ・未 納 人 受i!E数 は27台)の 再 設 計 マ シ ン で あ る。 今 後 数 年 間 に シ リー ズ90は

UNIVAC9200,9300,9400お よび70/35,70/45,70/2の 諸 シ

ス テ ム を リ プ レー ス す る 事 が 期 待 され て い る 。

90/60と70に はOS-7と い う オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム が 用 意 され て い .る。 こ の

O・S-7は 汎 用 の デ ィ ス ク ・オ ペ レ ー テ ィン グ ・ シ ス『テ ム で,IBMの360/DOSと 互 換

性 が あ る 。 こ の た め360/30,40の ユ ー ザ ー は 容 易 に90/60に ア ッ プ グ レー ドで き

る 。 ま た 発 表 に よれ ば.IBMのDOS/VSよ り も機 能 的 に 充 実 し て い る とい わ れ,370

/135,145の ユ ー ザ ー に 対 して も機 能 的 な 向 上 を 提 供 で き る と さ れ て い る 。

OS-7の 主 な 機 能 的 特 徴 は,14の レ ベル で の マ ル チ プ ロ グ ラ ミ ン グ が 可 能 で あ る事,自

動 ジ ョブ ・ス ケ ジ ュ ー リ ン グ,コ ミ ュニ ケ ー シ ョン ・ リ ソー ス ご マ ネ ジ メ ン ト,リ ア ル タ イ

ム で の デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト能 力 な どを 備 え て い る 事 な ど で あ る 。90/60 ,70に は

U晃iv農cl

シ リー ズ70

ジェネラル ・
マネ ージャー

監 査 役 人 事
RCA装 置のエ
ンジニア リング

プランニノグ

シ ス テ ム ・プ

ロ グ ラ ミ ン グ
マー ケ テ ィン グ

カス トマ ー・エン

ジニア リング
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DM'S/90と 呼 ば れ るUnivac専 有 権 ソ フ トウ ェア ・パ ッケ ー ジ も用 意 さ れ てい る 。 こ

れ は1つ の 統 合 デ ー タ ・ベ ー ス へ の 多 重 プ ロ グ ラ ミン グ を 可 能 とす る デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ジ

メ ン ト ・シス テ ム で あ る 。

シ リー ズ90の 発 表 と と もに,OS-7の 下 で 作 動 す る360エ ミsレ 一 夕 も 発 表 さ れ た 。

こ の 主 な 目的 はIBM360DOSユ ー ザ ー に 対 し て 現 在 の プ ログ ラ ム を 変 更 せ ず に90/

60、70に 移 行 で き る 道 を 提 供 す る 事 に あ る 。 エ ミ ュ レ ー タは この 他UNIVACシ リー ズ

70,301のTDOSお よ びDOS,IBM1401用 も 用 意 さ れ て い る。 ま た,シ リー ズ

70か ら シ リー ズ90へ の 移 行 を よ り容 易 にす る た め,種 々 の コ ン パ ー ジ 。 ン ・エ イ ズ も 用 意

さ れ て い る。

IBM挑 戦へ 着々と歩

シ リーズ90の2つ のモデル,60と70の 価 格は表2-6の 通 りである。また,Univ.ac

発 表に ょるシリーズ90とIBM370と の比較が図2-13,図2-14で あ る。Univac

の 資料に よる限り,シ リーズ90の2機 種は同等位のIBM370と 比べ性能/価 格比が優れ

ているといえる。また 多 くのエ ミュレータ,コ ンバー ジ。ン ・エイズが整備 され ている事か ら

して,Univacが このシ リーズにかけ る期待 もうなずけるとい うものである。

シ リLズ90は 米 のニューヨーク州ユテ ィカと西独の ローデルハイムで製造されている。

90/70は す でに出荷 され ているが90/60は 最 初の出荷が74年1月 に予定されている。

さらにこの2機 種 に引き続いて数機種のシリーズ90の 発表が予定 されている。

Univacの 市場戦略で賞賛に価するとさえ言われ る事は,発 表か ら出荷までの期間が短

い とい う事である。 これはユーザー側にとってみれば当然す ぎるほ ど当然 とも言 うべ き事 であ

るが,多 くの メー カーが出荷予定 より12～18ケ 男前 に発表 し,場 合に よってはいつの間に

か そのモデルが出荷 もされ ないまま消えて しま うとい ったかっての事態をみて きた後では こう

した事が 「すば らしい事 」として 目に映るのである。

表2-6:シ リー ズ90の2モ デル の 価格

買 取 り 5年 契 約レンタル

560,000 12,000

90/60
～1
,150,000ド ノレ

～24 ,500ド ノレ/月

600,000

90/70
～1,300,000ド ノレ 16,000

～32 ,000ド ノレ/月

間 価格は全て メンテナンスやそ の他のサー ビスを含む
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図2-13:UNIVACマ シ ン と

IBM370と の 性 能/価 格 比 較

図2-14:シ リー ズ90と

IBM370と の 価 格 比 較

記 憶 容量
パ フ ォー マ ン ス

,プ/

786K

655K

524K

393K

262K

131K

Univac
90/70

㍊c1・%

6%

IBM訂Q/t35

IBM

370/15

価 格

(注)①Univacは5年 契 約 レンタル

②IBMはETP(Extended

TermPlan)で の レンタル料

③機器構成は同等で比較

④図 中の%数 字は,同 一記憶量の場合

IBMがUnivacに 対 し何%高

いか を示す 。

い よい よ本格的に第2段 階の作戦を開始 し,第3段 階の端緒を も切 ったUnivacで ある

が,本 格的に第3段 階に入 った時のIBMの 反 撃一 おそ らくは370に 代 わる新iLI±代機に よ

る一 の前に どれだけの成功をおさめ うるかが問題 となろう。

Univacは 第2段 階 までの戦略にっいては,か な り詳細 なコメン トを出して くれるが,第

3段 階 となる とスタインパーグ(H・arrySteinberg)専 任 副社長 、バ トラー(John

Butler)シ リーズ70事 業部長 ともなか なか明解には語 って くれない。 しか し両氏とも,

RCAか らUnivacマ シ ンへの移行が,IBM370あ るいは360か らUnivacマ

シンへ の移行に も極めて有効に なると述べてい る。

スタインパーグ副社長は,IBMマ シ ンのユーザーをUnivacに 移 行させるためには,

強 力なキャンペーンを展開す るつ もりかとい う質問に対 し,IBMを ヘ ビー級 チャン ピオン,

フォアマンにた とえ次の よう回答している。

「正 面きって大々的な作戦を くりひろげ ようとは 思わない。それ こそRCAが や った失敗だ。

もし私がジ ゴ ジ・フォアマ ンを打ち負かそ うと思えば,私 は前 もって彼にその ことを言 った り

一42一



し な いo」 ま た フ ァ ジオ(AuthonyFazio)シ リー ズ70事 業 部 計 画 担 当 デ ィ レ ク ター

は,「9700,0S-7aS－ よ び1100に 関 して は,我 々は 数 多 くの コン バ ー ジ.ン ・エ イ

ズ を 開 発 ず み だ 。 我 々は 将 来,IBM装 置 の た め の トラ ン ス レ ー タ を持 つ だ ろ う し ,そ れ を 計

画 中 で もあ る 」と 第3段 階 戦 略 を 示 唆 して い る 。

パ ーーチ ャ ル ・ス トレー。ジ(V .S.)に つ い て,ス タ イ ン バ ー グ 氏 は,9700は この 機 能

を 持 つ よ うに 移 行 し つ つ あ る が,1.100はV'.S.機 能 を 持 つ 必 要は な い と 考 え て い る と 述

べ て い る 。 ゴ100は 大 規 模 な融 通 性 に 富 ん だ マ ル チ プ ロセ シ ン グ ・シ ス テ ム で あ り ,拡 張 さ

れ た コ ァ ・ス トレ ー ジ機 能 お よ び シ ス テ ム ・マ ネ ジ メ ン ト機 能 に よ って,370シ ス テ ム で

VSが 果 し て い る 役 割 を こ な して い け る と 同 氏 は い って い る 。

RCAか らPOS,ITELか らISSを 買 収

Univac/RCAコ ン ピュータ事業部の合併は,結 局のところ双方に とって利益を生み 出

した といえる。RCAが 汎 用コン ピュータ事業か ら撤退 して`まぼ2年,再 びUnivacは

RCAのPOSシ ス テムを買収する ことで合意 に達 した(73年8月)。RCAは かねて よリ

スーパ ーマーケ ット用チ ェックア ウト・システムを開発 していたが,激 動のPOS市 場 で競争

するデ メ リッ トを考慮 し,コ ンピュータ事業同様 これ を関心の ある企業に売却 しようとしてい

た。 これに 目をつけたのがUnivacで,両 社は コン ピュータ合併での成功があったために

'こ の取引 きはす ぐに成立 して しま
った。

Univac/RCAがPOSで 再 度買収劇を成立 させたのは,IBMが 初 めてPOSを ひ っ

さげ て登場 してか らわずか・1週間日の ことであづた し,ま たRCAとUnivacと の 間に,

前 述のコン ピ ュー タ買収 を め ぐる 支払 い 方法に関 しての修正案が合意をみた直後でもあ っ

たo

こ うしたRCAの 一連 の動 きを見るとき,同 社は コン ピュ…タ ・ビジネスか ら完 全に足を洗

teう と してらるかのような印象 を与える。Univa6へ の 売却が成功だ った として も,わ ずか

3年 前には,サ ーノフRCA会 長がrIBMに 次 ぐ業界第2位 」のア ドパル第一ンを あげたこと

を思えば誠 に奇妙 な感 もある。 しか しRCAに 言わせれば,同 社はコン ピュータ ・ビジネスを

完全 にあきらめたわけ では ない。RCA幹 部 によれば,同 社は依然として ター ミナル市場お よ

び軍 事用特殊アプ リケーシ'。ン・コンビ=一 夕に関 心をよせている。ちなみにRCAは 警 察用

の特殊マイクロプロセシング ・ター ミナルを早急にデ ビューさせる予定だ。

ここで興 味深い点は,何 故RCAがPOSを あ きらめたか とい う点だ。RCAに よれば,

POSシ ステ ムを くっつけて売る汎用コン ピュータをもはや持 っていないとい うのが最大の理

由であ る。現在POS業 界は戦 国時代 を迎えてk・り,何 れ も自慢のPOS装 置 を売り込ん でい

るが,コ ン ビ.一 夕本体を も手がけ ているPOSメ ー カーは少ない。RCAはPOS市 場で成

功するには,本 体 ビジネスとPOSタ ー ミナル ・ビジネスを結合 した トータル ・システム
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パ ッ ケ ー ジを 売 り込 む こ とが 重 要 と 考 え て い る 。RCAの 考 え 方 が 正 しげ れ ば,現 在POS業

界 に な だ れ こん で い る 多 数 の タ ー ミナ ル ・メ ー カ ー あ る い は ミニ ・コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー な

どは,何 れ こ の 業 界 か ら姿 を 消 す こ とに な る か も しれ な い 。

UnivacはPOS分 野 で は 初 心 者 だ が,RCAシ ス テ ム を500万 ドル(と 言 われ る)で

買 収 し,RCA要 員 も 同 時 に 雇 用 して 真 に 「イ7ス タ ン ト 」に こ の 分 野 に 進 出 した 。Univac

はRCAシ ス テ ム にUPC(ユ 三 パ ー サ ル ・プ ロ ダ ク ソ ・コ ー ド)を 採 用 し,① セ ミ ・オ ー ト

マ テ ィ ・ク ・キ ー ・エ ン ト リー ・シ ス テ ム ② レ ー ザ ー ・ス キ ャ ナ ー を装 備 した フ ル ・オ ー ト

マ テ ィ 。ク ・モ デ ル の2つ の パ ー ジ 。 ンを ス ー パ ーー マ ー ケ 。 トに 売 り こん で い く とみ られ る。

Univacに よ れ ば,同 社 が 販 売 して い くPOSシ ス テ ム は,RCAが6年 がか り で 開 発

した も の を ベ ー ス に して お り,ス ー パ ー マ ー ケ 。 トに おい て 実 際 に 試 験 済 み の もの 。 同 シス テ

ムは,シ ン シ ナ テ ィ郊 外 に あ るKenwood
.ShoppingCenterで,72年7月 か ら

73年10月 に か け て テ ス トさ れ た 。1週7日 フ ル 稼 動 し,同 シ ス テ ム の5台 の チ ェ ・ク ァ ウ

ト ・ カ ウ ン タ ー は,顧 客 数492,750人,品 数8,040,254点,金 額 に して4,858,945

ドル を 処 理 した 。

同 シ ス テ ム は,品 物 の 容 器 あ る い は ラ ベ ル 上 のUPCシ ンボ ル を 探 査,解 読 す る た め に,フ

ィ ック ス ト ・レ ーザ ー ・ビ ー ム ・オ プ テ ィカ ル ・ リ ー ダ を 使 用 して い る 。 ま た 特 殊 設 計 の ミニ

・コ ン ピ ュ ー タ に よ って,品 物 の 価 格 が 検 索 され,デ ィス プ レ イ へ の 表 示,レ ン ー ト ・テ ー プ

へ の 印 刷が 行 な わ れ る 。 同 シ ス テ ム の パ イ ロ ッ ト設 備 は,顧 客 に ミニ ・ コ ン ピ ュー タ とか 他 の ・

設 備 を な じま せ る た め,先 ず キ ー ・エ ン ドリ ィ ・モ ー ドで 設 置 され,次 い で74年 中 頃 ま で に

は,完 全 な オ プティ カル ・ス キ ャ ニ ン グ ・モ ー ドへ 移 行 され る 。

さ てUnivacは,RCA・POS事 業 買 収 と 同 じ頃,PCM(プ ラ グ ・コ ンパ テ ィブル ・

メ ー カ ー)の 主 力 企 業 で あ るItel社 か ら,同 社 のISS(InformationStorage

Systems事 業 部)を 買 収 し た 。ISSはIBM3330デ ィス ク 装 置 に 対 す る プ ラ グ ・コ

ン パ テ ィブ ル 装 置 を 製 造 し てtoり,Univacは 同 部 門 を 傘 下 に 納 め,端 末 機 分 野 で もIBM

に対 す る 攻 勢 の 構 え を み せ て い る。

RCA汎 用 コ ン ピ ュ ー タ 事 業 部 門 買 収 を 契 機 に,好 調 の 波 に 乗 るUnivacが,今 後 ど う

い う手 を 打 って く る か 注 目 され る。 な お 以 下 に,Univacの 財 務 状 況,主 力機 器 設 置 状 況 な

ど を あげ て お く。
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図2-15:SperryRand売 上 げ,純 益 推 移
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図2-16SperryRand従 業 員 数 推 移
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Honeywe川(HIS)

HtS(H,〕11eywellInformationSystemsInc.)は1970年10月,

Honeywel1がG.E.の 汎 用 コ ン ピ ュー タ 事 業 部 門 を 吸 収 して 誕 生 した 。 出 資 比 率 は

Honeywell8L5%,G、E.18.5%で,経 営 権 はHonevwellが 持 っ て い る073

年11月 に はHoneywel1がG.E、 の プ ロセ ス ・ コ ン トロー ル ・コ ン ビ 」 一 夕 の 部 門 を

買 収 す る こ と で 合 意,Univacに よ るRCAカ ス トマ ー ・ベ ー ス の 吸 収 同 様,買 収 劇 め 成

功 を 物 語 って い る 。

73年HISは さ した る 動 きを 見せ な か った が,1BM370に 対 抗 す る た め,数 種 の 新 モ

デ ル を 発 表 し た 。1月 に はIBM370/158,168に 対 抗 す る た め,H6080に 近 い

大 き さ の6180CPUにMulticsソ フ ト ウ ェア を つ け た ニ ュー パt－ ジ 。/を 出 した 。

続 い て2月 に は,中 型 機HIS2030,5月 に は6000シ リーズ の 最 小 モ テ ル6025を

発 表 した。

海 外 で の活 動 を み る と 、HエSは 英,仏,西 独,イ タ リー に 工 場 お よび 研 究 所 を 有 して お り,

英 の ス コ 。 トラ ン ドで は,16,200,2000,6000の 各 シ リー ズ を 生 産 して い る 。 特 に

仏 の 子 会 社.HoneyweH-・Bullは 欧 州 市 場 戦 略 の か な め と して,最 も注 目 され る。

Honeywe11-Bullの ブ ル ー ル(Brule)社 長 は,「lBMに 対 抗 で き る 勢 力 を つ く

る た め,他 の 会 社 と 提 携,合 併 の 用 意 が あ る 」 と述 べ て い る 。 同 社 は,C1エ,Si・emen's,

Philipsが 結 成 したUnidataに 販 売 お よ び 生 産 ヒの 提 携 を 提 案 した と言 わ れ る 。 し

か し73年 秋1ム 政 府 は,Honeywell-Bullの 株 式 の うち 米 国 のHoneywellが 持

って い る 株 式 の 相 当 量 を 手 離 さ な い 限 り提 携 は 無 理 だ と して,こ の提 案 を つ っぱ ね て し ま った 。

(な おHoneywell-Bullの 株 式 は,仏 のSocietedesMachinesBull

が34%,HISが66%を 所 有 して い る。)

ブ ル ー ル 氏 に よ る と 、 欧 州 の各 コ ン ビ ・一 夕 ・メ・一 カ ーは,米 国 籍 企 業 と 提 携 し,競 争 力 拡

大 を ね ら って い る が,そ の 相 手 に は 結 局Honeywe1+Bullが 最 適 だ と い う こ とに な る 。

欧 州 企 業 は,自 分 達 に 都 合 の よい 条 件 で 米 企 業 と組 も う と し て い る が,こ の よ うな 条 件 の も と

で は,米 企 業 は 米 企 業 で も小 さ な メー カ ー しか 候 補 に の ぼ ら な い と 同 氏 は 指 摘 す る 。 これ で は

提 携 して も,'IBMと 競 争 す る 力 は 持 て な い と 同 氏 は 述 べ て い る。HISが 欧 州 市 場 へ の く さ

びHoneywel+Bullを 通 じて ど の よ う な 活 動 を み せ る か 注 目 され るっ
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図2-18Honeywel1社 の 売 上げ,純 益
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図[1-201HIS主 要機 器 の 設 置 台 ・数 推 移1世 界 市場}
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Burroughs

1967年,Burroughs社 は ア カ ウ ン テ ィ ン グ ・マ シ ン の 顧 客 の ニ ー ズ が 高 度 化 し て い

る の に 対 処 す る た め,エ レ ク トロ ニ ック ・ア カ ウ ン テ ィ ン グ ・マ シ ン で 新 しい 製 品 を 発表 した 。

当 時Burrou'ghsの 新 ラ イ ン を 危 険 な か け と見 る 者 も あ っ た が,こ れ は 今 日 で は 同 社 の 長
　 　

'期 的 販売戦略の重要な要素 とな
っている。新ラインは多 くの商用コンピュータの高度な標準言

・口,COBOLで プ ログラムされ たが,こ の機能はBurroughsに 一 石二 鳥の効果を もた

ら した。つまリアカウンテ ィング ・マ シンの顧客をいつの間にか コン ピュー タ同様のプログラ

ミングに馴染ませる とともに,自 社のア カウンティング ・マシン販売要員とサー ビス要員 にコ

ン ピュータ技術を習得させ ることにな った。そ して結局,販 売要員 と多くのアカウンテ ィング

・マシンの顧 客が,い つで もコンピ ュータを導入で きる準備がで きあが って しま った。それで

もIBMの システム/3と かHoneywellの120コ ン ビ.一 夕とくらべ ると,Bu-

rroughsの 場合 製品間の ギャップが 目立 っていた。

72年6月7日,Burroughs社 は1700シ リーズ を発表.こ のギャ ップを埋める こ

とに した。 同社 の幹部達は,1700シ リーズをBurroughsの 歴 史上最 も重要なポイン

トと考えている。1700シ リーズは 単に製品ギャ 。プをうめただけでな く,長 い間社 内に く

すぶ っていたコンピュー タ要員 とア カウンテ ィング ・マ シン熟練者間の裂け 目を埋 めることに

もな った。73年7月 には,B1700シ リーズの最高峰として,モ デル1728を 発 表 した。

同モデルは,主 記憶などCPUの 強 化,新 型の周辺装置をつけシステム全体の機能向上を計 っ

た もので,そ れまでのB1700の トップ機種,モ デル1726に くらべ,主 記憶で3倍,コ

ン トロール ・メモ リで2倍 の性能にな り,ソ フ トウェア面では,デ ータ通信ネ ットワークvak・

い て衛星システムとして稼動で きるよう,新 しいコ ミュニケーシ.ン ・ソフ トウェアが含 まれ

ている。 図2-21のBurroughs主 要機器の設置 台数推移にみ られ るよ うに,B1700

シ リーズは、極めて高い 伸び率を示 してk・り,文 字通りBurrOUghsの トッフ ・コンピ

ュータの位置を占め るこ とになる と思 われ る。

BurrOUghs社 は,同 社の製品群を①標準装置 ② フィール ド・エンジニア リング ・サ

ー ビス ③ ビジネス ・フォームズk・よびサプライズ ④請負い製品および電子部品の4つ に分

けている。 この うち標準装置が同社売上げ の大半を占め,大 型 コンピュータか ら小型アプリケ

ーシ.ン ・マシンまでが この分野に含まれ る。図2-22は,こ れ ら製品辞別の売上げ状況を

示 した ものだ が,コ ンピュータ製品の売上げが大きく伸びている ことがわかる。
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図2-23 Burr .・ughs社 の 売 上 げ,純 益 推 移
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CDC

CDCを め ぐる最近の 出来 事の中で最も耳 目をあつめたのは何と言 ってもIBMと の独禁法

係争におけ る法 廷外同意審決であろ う。1968年12月 以 来まる4一年 にわた って争 った対

IBM独 禁 法係争を1973年1月15日 法 廷外同意 審決 とい う形で決着をつけたCDCは,

この示談の結果1億100万 ドルの金を得 ることにな った。 さらに72年 度6,300万 ドル の

売上げと150万 ドルの利益を計上 しているSBC(ServiceBureauCorp.)を も

手中 に納め ることになったのである。 ノ リス(Wi川iamC.Norris)会 長 が 、1968

年 のIBM提 訴 決定 を指 して 「CDC史 上 最大最良の意志決定 」と言ったの も無理か らぬこと

である。

IBMと の決着が2い た今,CDCは69～71年 にかけての景気後退期の傷を癒 し,以 前

の成長率を・とりもどそ うと努力している。73年9月30日 現在の9カ 月決算をみ ると,売 上

げは6億6,100万 ドルで前年同期 と比べ2億 ドル近 く上 廻 らて'いる。 これ は 前年1年 間

の売 .上げ とほ ぼ 同 じで ある。 売 上 げ 高 でみ る限 り,順 調 な ペースであるといえ よう。

(9カ 月決算での純益は4,600万 ドルで前年同期 と比べての増加は200万 ドル足 らずであ

る)

さ らにIBMか ら獲得 したSBCを よ り有効に機能させるため,ま た同時にサーtX.と マ ー

ケテ ィングに力を入れるため,ノ リス会長は経営体制の大幅な変更を行な った。

現在CDCの 動 きの中で最 も注 目すべ きものはNCRと の技術掲努,ジ 。イン ト・ベンチャ

ーである。 この ような動 きのゆえに,一 部には これら一連の動きは合併への布石ではないか と

見る向きもある。 しか しCDCの ノ リス会長,そ してNCRの ア ンダー ソン(William

S.Anderson)社 長 は ともに合併 について の噂を否定 している。この外73年 に おける注

目す べ きこととしては,① 第3者 メンテナンス会社 として知 られるComma社 の 吸収

② ルーマニアとの合弁会社設立 ③価格分離(ア ンバン ドリング)実 施計画の推進な どがある。

ル ーマニア との合弁で設立 した新会社は,Rom/ControlData/SRL(ブ カ

レス ト)と いい,出 資比率はCDC45%,ル ーマニア55%,こ れは 勿論,米 国コンビュー一

夕メーカーと東欧諸国の合弁事業 としては初の ケース である。両者の共同声明に よれば・新 会

社は カー ド・リーダー,カ ー ド・パンチ,プ リンタなどの生 産に当る外,既 存機種に関す る改

良,新 製品生産に関す る研究 ・開発(R&D)活 動 を行な うことになってい る。生産す る製 品

としては,CDC/NCRの 合弁会社,CpI(ComputerperipheralInc.

後述)が 製造 しているものが対 象となり,完 成品はOEMベ ースでCDCと ルーマニアに提供

されるo

CDCと ルーマニアはIBMと ソ連 とい うとてつもな く大 きな巨人に よって圧迫されてい る
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図2-24:Burroughs社 の 従 業 員 数 推 移
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とい う点で共通 している。今回の新会社設立はCDCに と ってIBMと の競合に生 き残る手段

として,ル ーマニアに とっては産業化を促進 し,西 欧の技術を とり入れて,ソ 連か らの経済的

独立 をはか る契機 としての意味をもっている。CDC会 長の ノ リス氏は年間売上げを800万

～1 ,'000万 ドルと見積っている。従業員数は30'0～500名 で,そ の中には6人 の米国人

が含 まれてい る。同会長は 「製品を魅力的 な価格でルーマニア以外にも売る ことが で きるだろ

う」と語 ってお り,東 西 両ヨー ロ。パのカス トマーをも狙 づて いる。ルーマニア側 も,東 欧以

外に中国とア フリカ市場へ の進 出を目指している。

CDCの 価 格分離計画については,73年 秋 傾か らうわさにのぼ っている。CDCも この点

は認めてk・り,同 社のJimMurdaKes副 社 長は・「完全に価格分離を実施すれば,ハ ー

ドウェアのコス トは25%程 も安 くなる 」と述 べているJ同 氏に よると,CDCは 価 格分離に

踏み切る際,ユ ーザーにハー ドお よびソフトの実質コス トをベースにした価格表 を提示する。

このためユーザーは,'自 分が要求 している ものだけ をこの中か ら選択 し,大 幅な利益をあげ ら

れると同氏は指摘する・さ らt(ソ フ ト9・ アの価格を嚇 することによb・CDCと 独 疎 ソ・'

フ トウ ェア企業の競争が鼓舞 され ・最終的には ソフ トウ
.エァ価格の値引につながる と.している。

なお同氏は 、計画中の価格分離は.最 近におけ るハー ドウェア開発 および製造費の減小,ソ フ

トウ ェア ・コス トの上昇か ら来る必然的結果だと述べているδ

lBM係 争 で の 示 談 解 決'

CDCがIBM告 訴 の準備 を始めたのは1966年 に さかのぼ る。そ して1968年12月

11日 独 禁法抵触を理 由と してセン トポール地方裁判所 に提訴 を行なった。提訴は3.4項 目よ

りな り,10ペ ー ジの文章で 市場独 占の実例を追 求 してあった。主な提訴理由項 目は,・見込み

発表 とか新 しいハー ドウェアおよび ソフトウェアの不真実表示に よって 「排他的活動 」をして

いる ・競争の激 しい地域および産業分野で差別価格を とっている ・ある種の製品お よびサ

ー ビスについて一括 コス トで提供 している
。 ・他の汎 用コン ピュータ ・メー カーお よび独立系

周辺機器 メーカーに使用を禁 じるため,技 術スタンダー ドを設立 している ・異常に低い レン

タル ・レー トに よって,コ ン ビ;一 夕の買取 りよりもレZタ ルを奨励 している'6SBCと 結

託 して不法 なマーケテ ィ,ングを行な っている ・タイムシェテ リング ・サー ビスに進 出するこ

とで1956年 に司法省 との間に交 した コンセ ン ト・デ ィク リーに直接違反 している,な どであ

ったo

CDCの この ような動 きに誘発されてか,次;erと 対IBM独 禁 法提訴が相次いだ。中で も現

在もなお係争中である司法省対IBMの 独 禁法 係争が最大の ものとして,ま た,Telexと の

係争が最初のIBM販 訴 と して注目され る。

しか し73年1月15日,CDCは 法 廷 外同 意 審決 と い う形でIBM提 訴 に 終止

符 を打 ち,一 切 の告 訴 を取 り下げ た。 示談 内容 は次の通 りであった。

一一5'5 一



・CDCは1,600万 ドルでIBMの 子 会社SBCを 買い とる。

。SBCの 設置マ シンのレンタル料をむ こう6カ 月間は無料 とする。

。IBMは 今 後6年 間米本国市場でデー タ処理サー ビスを行 なわない。

。IBMは む こう5年 間ユーザー としてSBCを 利 用する。購入するサー ビスは少 な くとも

年間500万 ドル相当 とす る。 ・

。IBMはSBC従 業員 の手当てとか特別金 として,今 後10年 間に2,600万 ドル相当を

CDCに 支払 う。

。IBMは4つ の分野においてCDCにR&D契 約 を与え る。契 約期間は5年 とし,コ ス トは

年 間600万 ドル程度。 このR&D契 約 の予算配分は後に司法省の手に より明 らかにされ

た(表2-7)。 この契約に より開発 された技術は両社が権利 を持つ。

表2-7:CDCがIBMか ら得るR&D契 約 の予算配分

(単 位:100万 ドル)

19'73 1974 1975 1976 1977 言十

プ ロ ジ ェク ト1 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5' 75

プ ロ ジ ェク ト 皿 1.2 1.2 1.0 0.9 0.7 5.0

プ ロ ジ ェク ト田 1.6 1.4 1.4 1.5 1.6 75

プ ロ ジ ェク トIV 1.7 2.1 2.1 2.1 2.0 10.0

計

　

6.0 6.2

　

6.0 6.0 5.8 30.0

(注)プ ロ ジ ェク ト1磁 気 記 憶 装 置 に 関 す る もの

プ ロ ジ ェク トll:ト ラ ン ザ ク シ.ン ・ソ フ トウ ェア に 関 す る も の

プ ロ ジ ェク ト田 タ ー ミナ ル 開 発 に 関 す る もの

プ ロ ジ ェ ク トIVデ ー タ ・・サ ー ビ ス ・ネ ッ ト ワ ー ク に 関 す る もの

。IBM,`CDCの ク ロス ・ライセンス契約は1978年6月 まで延 長す る。

・IBMはCDCに 対 し法廷闘争費用な ど1,500万 ドルを支払 う。

CDCに と っては この示談は まさに 「いいことづ くめ 」であ った といえ よう。ノ リス会長は

公式共同声明で次の ように述べている。 「われわれは今度の結 果について非常に喜んでい る。

われわれは,わ れわれが これ ら一連の取引に よって長期的な実 のある利益を得 ることができる

と確 信している。SBCの 買取については,現 在われわれが努力 してい るデータ ・サー ビスの
'

拡充に多大な貢献をするであろ う。 」

と ころで何故両社は示談解決 とい う道 を選ん だのか。勿論は っき りとした事は不 明だが,

CDC,IBM双 方 にそれ な りの理 由が あった事は確かであろ う。CDCの 場 合考え られる一

つの事は,そ の膨大な係争投資が ある。IBMか ら受取 る1,500万 ドルがCDCの 係争投資
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と一致するか どうかは別 として,7人 の小人 のしか も利益 でみる限 り5位 に位置す るCDCに

と って4年 にわたる一 そ して準備期間を含めればさらに2年 余が加わる一… 係争の負担は決

して小さな ものではなか ったはず である。

示談 の背景にあったとみ られ る もう一 つの ものは,SBCで あ る。CDCは 近 年 とみにデー

タ'サ ー ビスに力を注いでお り・装置の リースにサービス事業 を加え業績の安定化 をはか
って

きていた。一 方 のIBMは71年 ご ろか ら独 禁 法 係争 との かね あい でSBCの 売却が噂

にのぼ っていた。 この よ うな両 社の 思 惑が 符 合 しSBCが 取 引きの対象にな
ったとも考え

られ る。

経 営 体制 の 大 刷新

IBMと の 係 争 に 終 止 符 を打 った 後,ノ リ ス会 長 は 経 営体 制 の 大 幅 な 再 編 成 を 行 な
った 。 そ

れ ま で の ワ ン マ ン 体 制 を 改 め,4つ の 部 門 に 分 け た そ れ ぞ れ の 部 門 は 「会 社(カ ン パ ニ ー)」

と称 さ れ,半 ば 自律 性 を 有 し各 社 の 事 業 目的 は 明 確 に 規 定 さ れ て い る。 そ れ ぞ れ の 会 社 の 社 長

は,代 表 取 締 役 で あ るか の よ う に 振 舞 う こ と が で き る。 ノ リス 会 長 は 新 しい 経 営 体 制 に ふ れ て

次 の よ うに 述 べ て い る。 「私 は も は や,従 来 の よ う な や り方 で 経 営 に タ 。チ す る つ も りは な い
。

… … … 浮 い た 時 間 は 長 期 的 な 視 野 に た
っ て,外 部 と の 関 係 に つ い て の 問 題 に 費す つ も り で あ る 」

こ の 「外 部 と の 関 係 」に は,独 禁 法 係 争 の 後 始 末,他 社 と の ジ 。イ ン ト ・ベ ン チ ャー そ して 他

社 の 買 収 な ど を意 味 して い る。

新 設 され た3つ の 会 社 は 次 の 通bで あ る 。 ま た 図2-25はCDCの 新 経 営 体 制 で あ る
。

◇ContrlolDataSystems&ServicesCo.プ ラ イ ス(Robel,M.

Price)社 長 の 下,コ ン ピ ュ ー タの 製 造 ・ メ ン テ ナ ンス を担 当 す る 。 ま た
,CDCの タ イ ム

シ ェア リ ン グ ・サ ー ビ スCybernetとKronosは この 会 社 のGrou
pIの 下 に

お か れ る 。

◇ControlDataMarketingCo.はOEMビ ジネ ス 以 外 の マ ー ケ テ ィ ン グ を担

当 す る 。 社 長 は ミ ラ ー(Paul(}、,Miller)氏 。

◇ControlDataPeripheralProductsCo.同 社 はCDCの 周 辺 機 器 部 門

を担 当 し,カ ンプ(ThomasG.Kamp)社 長 に よ り統 括 さ れ る。NCRと の ジ.イ ン ト

・ ベ ン チ ャ ーCPI(ComputerPeripheralsInc .)は この 下 に 置 か れ るoま

たOEMビ ジネ ス も担 当 す る 。

ま た ・CDCの 財 務 を 担 当 し て き たCommercialCreditCo.は 従 来 通 り存 続

し シ ーハ ン(JohnM.Sheehan)氏 が ひ き つ づ き 社 長 の地 位 に と ど ま る 。
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.図2-25'CDCの 新 経 営 体 制
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遅す ぎた改革

経営体制の改革に より,CDCも 他の メインフレーム ・メーカーと似た社内体制を整える こ

とに なった 。ある程度 の 自律性 を有す る販売部門を製造 部門と切 り離して設け るとい フたや り

方は,IBMが1956年 に採 って成功を納めて以来定着 して きたパ ターンである。CDCの

場 合,経 営体制の改革はそれ 自体として進 行 したのではな く,統 合コンピュータ ・サー ビスへ

と歩 を進め る経営方針の変化と並行 して行 なわれた。ControlDataSystems&

ServicesCo.の プライス社長はいみ じくも言 っている。 「われわれ は,も はやハー ドウ

ェアだけを売ろ うとい った気は全 く持 っていない 」。

しか しCDCの 社 内改革は遅 きにす ぎる感がある事は否定で きない。IBMと の法廷闘争の

間にCDCの 経営 体制は惨惰たる形状 を呈した。財政的に弱体化 したCDCに と って1969

～71年 に かけての景気後退は特に厳 しい ものであった。197q年 の決算 でCDCは 遂に
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赤字に転落 した。 売上げ 自体 も前年 より4,000万 ドルほ ど減 少し,5億3,950万 ドルに終

った。売一ヒげが減少を示したのは同社始ま って以来初 めての事 であ'った。か てて加えて,超 大

型 コン ビュータ7600の 開発 も大きな負担 とな った。さ らに,StarlOOとCDC8600

も開 発段階にあ ったのである。

財政逼迫に陥 ったため,CDCは 従 業員の一時解雇,財 政引き締め,従 業員に対する無給休

暇の要請な どの手 を続 々と打 った。こ うした事か らして,従 業員の士気は高まるはずがなかっ

た。

財政.上の問題 に追い打 ちをかけたのがクレイ(SeymourCray)氏 の 辞職であった。同

氏はCDCの 超 大型 コン ピュータの設 計を以前かち担 当して きた人物であるが,同 氏は8600

の 開発途上で辞職 した。8600は7600よ り4～8倍 の能 力を有す る超大型 コンピュータ

で,CDCが 大 きな期待 をよせていた ものであ った。

泣面に蜂とは よく言 った もので,超 大型 コン ビ=iタ で のつまずきは8600だ けに とどま

らなか った。 クレイ氏の同僚であ り,会 社が同氏に替わるホー プとして期 待を よせていたソー

トン(JamesThornton)氏 の下で開発が進 められていたStarの プ ログラム開発が

遅れ たのである。

図2-26:CDC最 近6カ 年の 図2-27:CDC最 近6ヵ 年の

売上げ推移'純 益推i移
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Sta・ の 第1号 機 は 米 原 子 力 委

員 会(At・mic'E・ ・igy

Commission;AEC)向 け に

製 造 さ れ た もの で あ る が,大 幅 な納

入 遅 れ の た め ペ ナ ル テ ィ ・チ ャ ー ジ

が 課 さ れ たoCDCは 従 来 か らの 最

上 得 意 と の 間 に,自 ら ヒ ビ を入 れ る

結 果 と な っ た の で あ る 。AECは 一

度 決 定 したCDCへ の 発 注 を キ ャ ン

セ ル し,3台 の 超 大型 マ シ ノはCD

C,IBM,Burroughs,TI

・TexasInstruments)の

間 で 再 入 札 に 付 さ れ る事 に な った 。

Starに つ い た ケ チ は こ れ だ け に

と ど ま ら な か った 。

GM(GeneralMotors)も

AECよ り は 小 型 の シ ス テ ム で は あ

る が,総 額LOOO万 ドル に のぼ る

発 注 を キ ャ ン セ ル し た の で あ る 。 当

時 技 術 担 当 副 社 長 で あ った ソ ー ン ト
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図2;28:一 株 当り純 益推移
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ン氏は無期休職となり現在は相談役としてのみCDCに 留 ま っている。

活 発 な 事 業 拡 大

IBMと の 示 談 の結 果SBCを 得 た た め,CDCは 一一躍 デ ー タ 処 理 サ ー ビ ス の トッ プ ・ラ ン

ク に お ど り 出 た(表2-8参 照)。 こ の 後CDCは 次 々 と買 収 作 戦 を 展 開 し,サ ー ビ ス部 門 の

強 化 を計 った 。

3月,CDCは 英 国 に あ るITTの デ ー タ ・サ ー ビ ス部 門 を 買 収 し,つ づ い て6月 に は ブ ラ

ジ ル の,そ して9月 に は 米 本 国 の デ ー タ ・サ ー ビス 部 門 を 吸 収 し た 。5月,ノ リスは ダ ラス の

SystemsResources,Inc.を 買 収 した 。 同 社 は 保 険,公 益 部 門 で デ ー タ ・サ ー ビ ス

や フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トを行 な って い る 会 社 で あ る 。 ま た6月 に は,大 規 模 な テ レ プ ロ

セ ッ シ ン グ で の 豊 富 な経 験 を 有 す る ソ フ トウ ェア ・ハ ウス で あ るGreenwichData

Systems。Inc.を 買 収 した 。 さ らに10月 に は 独 立 系 メ ン テ ナ ン ス 会 社 の 大 手Comma

Corp、 を 吸 収 した 。 そ の 他,Ticketron・Inc・ の 株 を 買 足 し,ま た70年11月 にGT

&E(GeneralTelephone&ElecttronicsCorp.)の 子 会 社 で あ るGT
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&EInformationSystemsInc.と 合 弁 で 始 め たBrokerageTran-

sactionService,Inc.のGT&Eの 持 ち 分 を 買取 る な ど,買 収 作 戦 を 促 進

した 。

表2-8:コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビ ス会 社 ト ップ15

'

.

推 定 売 上1①

サ ー ビ ス 提 供 会 社 (100万 ドノレ)
'

1971年 1972年

IBMCorporation②

,

23'0 248

ControlDataCorporation`③ 106 132

ComputerSciencesCorporation 114 119

BoeingComputerServices 90 115

McdonnelDouglasAutomation 99 109

WylyCorporation 100 108

ElectronicDataSystems 82 103

AutomaticD'ataprocessing 58 70

1」eaSCO 67 69

GeneralElectricInformati .onSystems 55 66

、

StatisticalTabulatingCompany' 52 56

NCR 49.『 』 54

ITEL 46 50

SystemDevelopmentCorporation 45 50

'

GreyhoundComputerCorPoration 46 47

①

②

③

暦

両年 と もSBCを のぞ く

両年 と もSBCを 含 む

、

さ て,CDCは 今 後 は 同 社 の ネ ッ ト ワ ーー ク ・サ ー ビ スCybe'rnetとKronosと と も

にSB,Cの ネ 。 トワ ー ク を運 営 す る こ と に な った わ け だ が,両 社 の サ ー ビス ・ア プ リ ヶー シ.

ンの 重 複 は 比 較 的 小 さい よ う で あ る 。Cybernetは 一 言 で 言え ば,技 術 計 算 指 向 型 の リモ

ー ト ・ パ ッ チ で あ り ,KronosはSBCの ネ ッ ト ワ ー ク と 同 様 会 話 型 で あ る が,サ ー ビス 規

模 は は る か に 小 さ く,サ ー ビ ス も 科 学 技 術 計 算 が 主 で あ る 。SBCは 大 規 模 デ ー タ ・ベ ー ス ・

サ ー ビス を さ らに 充 実 さ せ る た めCall/370DAFを 発表 して お り,財 務 デ ー タ ・べ 一
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ス ・サ ー ビ ズ も拡 充 の 努 力 を 続 け て い る。

図2-29:CDCの ネ ノ ト ワ ー ク

(1)Cyberent

(2)K'ronos

CDCデ ー タ ・サ ー ビ ス 部 門

本 部 ミネ ソ タ 州 ミ ネ ア ポ リス

リ

コ ン ヒ ュ ー タ ・ セ ン タ ーtCybernet… ∵ パ ロ ア ル ト,

ロ ス ア ン ゼ ル ス,ミ ネ ア ポ リ ス,ヒ ュ ー ス ト ン,

ア ト ラ ン タ,ワ シ ン ト ン,ニ ュ ー ヨ ー ク,ボ.ス

ト ン

Kronos… … ベ セ ス ダ
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(3)SBCの ネ ッ トワ ー ク

本 部 ニ ュ ー ヨ ー ク 州 ハ リ ソ ン

コ ン ピ ュ 一 夕 ・セ ン タ ー オ ハ イ オ 州 ク リー ブ ラ ン ド

(注)(1)のCybernetは,全 国 規模の リモ ー ト・パ ッチ ・ネッ トワーク

(2)のKronosは 最 近拡張された会話型 タイム ・シェアリング網

(3)はSBCが 全 国 システ ムでサ ービスしている31都 市 を示す

これ ら2社 のサー ビス組織が組 み合わされた場合の牙 ンラィン ・サー ビス市場に鉛け る競争

力は強大な もめ となることは うたがい もない。QuantumscienceCorp.の デ ータを

もとにみ ると、オ ンライン ・サー ビス市場UCk－ け る売.ヒ推定高は2社 を合わせ ると3,700万

ドルで,第1位 のGEの5,500万 ドルにせまるのである。

SBC買 収 のメ リットは これだけに とどま らない。 これ ら機能,施 設の拡充に劣 らず大きな

影響 を及ぼす とみ られるのは,販 売力の強化であろ う。

SBC買 収 に始まる・一連の買収作戦に加えて,CDCは ジ 。イン ト・ベ ンチ ャーや内外にわ

たる共同事業に も過度 ともい えるほ どの活動を行 なった。最新のニ ュースには ソ連と交 した

10年 間 にわた る技術協力契約がある。 ソ連関係 筋の話 によれば,契 約 総 額 は5億 ドル程度

にのぼると言われ る。CDCは す でにポーラン ドとデ ィスク ・ファイルの製造で共同事業を行

な っている し,ル ーマニアとは,共 同でブカレス トにROM/CONTROLDATA/

SRLを 設 立し,カ ー ド・リーダ,カ ー ド・パ ンチ,プ リンタ,テ ープ装置な どを製造 してい

るo

そ の 他,日 本,イ ス ラエルなどでも共 同事業 を行な っており,特 に英国 をは じめとする ヨ一

口。パにおいては ,多 かれ少かれ主な'メーカーとはほ とん ど全て何 らかの取引 き関係にある。

コン ビ=一 夕産業全体にわたる国[i祭的 な標準を作 成す るため71年 にICLとCIIと と もに
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MultinationalDataを 設 立'

したのはいまだ耳に新 しいところであ

る。先ごろは これにNρRも このグル

ープに加わ った。

ノ リス会長に よれば,業 界 全体にわ

たる適当な標準がないために,IBM

が勝 手 きままに振舞い,結 果 として他

のメーカーが 「IBMス タ ンダー ド」

に 多かれ少なかれ従わ さるを得ない状

況になっている。 このためMuいi-

nationalDataは プ ログ ラミン

グ言語の標 準化 を目的 として努力 して

いる。 しか し目下はハー ドウェアの標

準化に も力を入れ ている。

図2-30 CDC主 要機器設置状況推移

(世 界市場)

＼._./＼

_・ ～./
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NCR

導体 コン ビ;一 夕の一一つであるNCR

304を 発 表 した。 これはGEの 手 に

よるものであ った。NCRは30台 の

販売に成功 した が,そ れ以上 の販売努

力は しなか った。NCRが 中型 コンピ

ュータ315を ひ っさげ て『ン ピ=一

夕市場に舞い戻 った1962年 にはす

でにIBMが そ の絶対的な優位性を確

立 した後であった。

1950年 代 にお㌔けるコン ピュータ

化の薦躇は,そ の後 も後をひいて同社

のコンピュータ ・ビジネスの不徹底の

因をな した。それは あの深刻な景気後

退期に利益の大幅減少,さ らには赤字

転落となって表面化 した。

1970年,NCRは 売上げ は相変

らず伸びを示したが,プ ロフ ィッ ト・

キャッシュ ・レジスタか らコンビュー タへ

1884年 に 設立されたNCRは,キ ャッシュ ・レジ スタ の メーカニそ して販売業者とし

て長い間世界第1位 の座に座 りつづけて きた。現在米国内で用い られている250万 台以上の

レジスタの うち約80～85%はNCR製 で あるといわれる。NCRは このような絶対 的優位

の立場を創立後わずか20年 足 らず で築 き上げたので ある。 シャーマン法(]890年 制定)

に よる有罪判決 を何とか切 り抜 け,第 一 次大戦後は レジスタ以外 のビジネス用機器に も力を注

いだ。EDP分 野 に手 を染めたのは1950年 代 初期であ ったが,本 格的に乗 り出したのは

1960年 代 もだいぶた ってか らであ った。そ して今や,ま さに社運をかけ てコン ビ;一 夕事

業に乗 り出 して いる。

1950年 までにす でにNCRはEDPに 乗 り出すか否かの決断をせま られ ていた。 しか し1

決断は下されず,1952年 に な ってNorthropAirbraftの ス ピン ・オフ会社であ

るComputerResearch図2-31:NCRの 売上純益推移

Corporationの 買収に至 った。(1963～1973)(9カ 月決算)

そ の後7年 た って,NCRは 最 初の半(、 .。。⑭ 。,evuF'。、1
晩蒔

/

当ら ㌃/＼ ・.,
,、、。,,./
・439、
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マージンはわずか2%に 低 下 した。さ らに71年 に入 ると売上げの伸び もわずか3%に とどま

り,利 益は15億 ドルの売上げに対 しわずか200万 ドル と無い も等 しい状態 とな った。景気

後退の余波に加えて,71年10月 か ら72年1月 末までの長期にわたるデイ トン工場でのス

トライキが追い打ちをかける形とな った。そ して72年 の 決算では、15億6 ,000万 ドルの

.売 上げに対 し5,960万 ドルの欠損を計上 したのである。 しか し73年 の 決算では再び利益を
ノ

計 上 す る こ とが で きた 。

図2-32:NCRとIBMの
,図2-33:NCRの プ ロ フ ィ ッ ト ・

年 間 売 上 げ 比 較 マ ー ジ ン,IBMと の 比 較

(10● 捨)

1950 1955 1960 L975

ll～

`0

一2

1950 195s `960 1970 膓●75

lg72年 までにNCRは 基礎財産とも言 うべき2つ の分野でその地位を脅か され るに至 っ

た。第1に,同 社発展の基であ った 会計機の売上げが71年,72年 と続けて減少 したのであ

る。(図2-34参 照)そ して第2に,製 品発表の遅れか らPOSシ ス テム分野でPitney

Bowes-Alpex,Singer,Regitelな どの先発メーカーに市場をおさえ られて しま

ったのである。小 売 リシステム も71年 に は前半 より1,200万 ドル近 く売上げが減少 した。

(図2-35参 照)た だ一つ売上げが引 き続いての伸びを示 したのはEDPシ ス テ ムである。
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(図2-36参 照)し か し,こ の部門には

尾大 な開発費用が投 じられているため,利 益

を計上するには至 っていない。

ビジネス機 器で全世 界を カバ ーする王国を

築きあげ たNCRで あ るが,時 代の波は メカ

ニカルな機器 のみで王 国を保持 し続ける事 を

否定 し始めた。従来の主力製品は何れ も,コ

ン ピュータ ・システムをベースに した り,あ

るいは コンピュータと連結させ なけれ ばや っ

ていけ ない ような環境 になって きたのである。

コン ピュー タ事業で赤字 を出 しているとはい

え,元 来手がけてきた主力機器がコ ンピ ュー

タと密接な関係を持 っているため,GEと か

RCAの よ うにおいそれ とは コンビ=一 夕を

放 り出すわけにはいか ない。NCRに と って,

コンピュータはま さに社命 を賭けての大事業

なのである。

東洋か らの騎士,ア ンダーソン

1972年5月,RStanleyLaing

氏 の後任 として,日 本NCR会 長 のアンダー

ソン(WilliamS.Anderson)氏 が

NCR本 社 社長の地位に任命され た。同氏は

中国生れ の英国人で60年 以 来 日本NCRの

会 長を勤めていた人物 である。NCRの 全 収

入に占める海外事 業の比率は年 を追 って増加

しているとはいえ(図2-37参 照),海 外

か ら本社の社 長が任命されたのは初め てであ

り,異 例の抜 てきともいえる人事であった。

この背景 の一一っにアツダーソン氏 の下で 日本

NCRが 売 上げ5倍 増,利 益10倍 増 を達成

した事実が挙げ られ よう。

社長となったアンダー ソン氏は,大 幅 な要

員削減にただ ちに着手 するなど,従 来の

図2-34NCR会 計機 売上げ 推移
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'
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図2-35NCR小 売 りシステム売上げ推移
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図2-36
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NCRの トップにはみ られなか った よう

な少 々手荒なや り方で経営建 て直しを開

始 した。 しか し氏の一連のや り方はおお

むね,従 業員,ウ ォールス トリー ト双方

に歓 迎されている ようであ るo事 実,ア

ンダー ソン氏の下でNCRは73年 の 決

算で再び黒字に転換す る事がで きた。

アンダーソン氏が 目ざしているのは,

メカニ カルか らエ レク トロニクスへの完

全 なる脱 皮である。サ ンデ ィエゴで開か

れたNCRユ ーザ ー会の席上でも氏は 、

「コンピュ7タ ・システム企業 」への転

換を高々と謳いあげた。 これは単 に口先

ばか りでないことは明 らかである。 「わ

れわれが過去2年 間に発表 した製品はい

ずれ もエ レク トロニクス製品であり,メ

カニカルな製品はないoメ カニ カルに頼

ったかつての時代は過 ぎ去 り,今 や新 し

い時代が到来 したのだ。 」この言葉に よ

って裏書され るように,NCRは 急速に

エレク トロニクスへ の傾斜 を深め つつあ

%

50

45

40

図2-37NCRの 海 外収入比率推移

1968

る 。 も っ と も この 代 償 と して,72年 だ け で7,000万 ドル に の ぼ る ライ ト ・オ フ を 強 い られ

は した が

コ ン ピ ュ ー タ ・ ビ ジ ネ ス の 利 益 性 に つ い て ア ン ダ ー ソ ン 氏 は 次 の よ うに 語 って い る 。 「 メ イ

ン フ レ ー ム ・ ビ ジ ネ ス の み な らず,全 て の コ ン ピ ュー タ関 連 装 置 .サ ー ビ ス デ ー タ ・タ ー

ー ミナ ル ,光 学 フ ォ ン ト,磁 気 文字 機 器 、 デ ー タ ・セ ン タ ー ・ネ ッ トワ ー ク,各 種EDPサ ー

ビ ス,消 耗 品 な ど ・を 含 め れ ば,コ ン ピ ュー タ ・ビ ジネ ス は 利 益 を 出 し て い る と言 い 切 れ

る 。 そ して 将 来 は この 利 益 は も っ と大 き くな る と 期 待 さ れ る 。 」

NCR.そ の 市 場 て の 地 位

NCRは 一 般事務機器のサプライヤーとしては世界第2位 の地位にある。長い間事務機器市

場は静的 で,成 長 も着実とは言え ゆっくりとした ものであ った。1960年 代 に始まるエレク

トロニクス機器の拾頭に より市場 の様相は一変 し,成 長 も著 しい ものとな った。この事態の急

変ののみ込み の遅 さと反応の遅さが後の苦悶のタネとな ったのである。
● ● ● ● ● ◆
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図2-38はNCRの 収入分析である。72年 を 見ると収入 の58%が 機 器か ら,22.7%

が サ ー ビスお よびメンテナ ンスか ら,残 りの19.3%を 消 耗品お よびその他の製品か ら得てお

り,事 務機器メー カーとして比較的バランスのとれた収入配分といえよう。また,機 器収入の

内訳をみ るとEDP機 器,会 計機,キ ャ 。シ=・ レジスタ(含POS機 器)が ほぼ同程度 の比

率とな っている。

EDPシ ス ァム

1970～71年 にかけての景気後退期の後 で,コ ン ピュータ産業は米 国で最も成長の速い

産業 としての立場 を回復 した。 しか しそ'OD成長 速度は1960年 代 にみせた ような爆発的 とも

い うべ き数字 よりは低い。 コン ピュータ設置金額の1甲びは,73～78年 の間は年間10～

15%で あろうと予想され,60年 代 のそれが,ユ5～20%で あ った ことと比べるとやや低い

数字 となっているo

周知のように,米 国汎用 コン ピュータ市場は巨人IBMを 始め,主 要6社 が市場のほ とんど

を握 っている。IBMの 優 位性はあ らゆるクラスの コン ピュータにわた っているが,小 型汎用

機の分野では比較 的そ0)優 位性 は弱ま っている(図2-42参 照)。 この分野ではNCR,

Burroughs,HIS,Univacが 奮戦 しているoし か しIBMは370/115,・ シス

テム3モ デル15と この分野で の強力な武器 となる システムを発表 したため,競 争はさらに激

烈な ものとなろ う。';

図2-38:NCRの 収 入 分 析

(1)収 入 内訳の推移',(2)機 器売 ヒげ の内訳

19fi8年

1鯵69膏
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図2-39製 品 別 にみ た 収 入 分 析
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表2-9製 品 毎 の 内 訳

〈機 器〉

〈サー ビス〉

消耗品
くおよびそ〉
の他製品

1968 1969 1970 1971 1972 1973(E) 1974(E)

EDP

会 計 機

キ ャ ッ シ ュ ・

レ ジス タ

そ の 他

125

257

246

37

1・34

295

267

48

192

325

301

49

215

310

289

57

251

272

317

64

290

300

350

70

305

330

395

80

19'68 1969 1970 1971 1972 1973(E)
1

1974(E)

デ ータ・センター

メ ン テ ナ ン ス

19

202

23

229

28

256

35

282

44

310

55.

350

65

380

1968
'
1969 1970 1971 1972 1973(B) 1974(E)

用紙 ・各種
フ ォー ム

防 衛

186

55

228

41

242

28

257

21

276

24

310.

25'

335

30

(注)(E)は 推定
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表2-10:米 国 コ ン ピ ュ ー タ 市 場 の 設 置 金 額

(米 国 製 コ ン ビ;一 夕 のCPUと メ イ ン ・メモ リ)

代 表 的 モ デ ル 1973 1978

ク ラス

(IBM跳 び)NCR
マ ン ン

設 置 金 額

(10億 ドル)

構成比率

(%)

設置舗
(10億 ドル)

構成比率

(%)

370/125

モ デ ル1
.

1.40 12.5 2.61 12.4

セ ン チ ュ リー200

370/135'

モデル2 1・88 16.7 3.09 14.7

セ ン チ ュ リー251

370/145

モデル3 L96 175 3.62 17.2

セ ン チ ュ リー300

370/155
_"
モ ア ル4・ 2.05 18.3 3.73 178

158

370/165

モ デ ル5' 2.4'0 2t4 3.71 177

168

小 計 9.69 86.4 16.76 79.8

シ ス テ ム3'
,

BDP-a
370/115

セ ン チ ュ
,リ ー50・

1.53 13.6 4.23 20.2

100,101

合 計 11.22 100.0 20.99
.

100.0

<注>BDP-2(BusinessDataprocessorModel2)は 標 準 構 成

の 月 間 レ ン タ ル 料 が1,000～4,000ド ル の シ ス テ ム を い う。

(QuantumScienceに よ る)
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表2-11.米 国 コ ン ビ ・一 夕 市 場 の 出 荷 金 額

(米 国 製 コ ン ビ=一 夕 のCPUと メ イ ン ・メ モ リ)

代 表 的 モ デ ル 1973 1'978

ク ラス

IBMお ・よび()

NCRマ シ ン

出 荷 金 額

(10億 ドル)

構成比率

(%)

出 荷 金 額

(10億 ドル)

構成比率

(%)

370/125
一 ∨

モ ア ル1 0,226 11.7 0,305 10.6

セ ン チ 。 リニ200

370/135.

モデル2 0,315 16.3 0,582 20.2

セ ン チ ュ リー251

370/145

モデル3 0,343 178 0,388 13.4

セ ン チ ・ リー300

37。 ン1-55

モデル4 0,416 21.6 0,435 15.1

158'

37。/i65

モ デ ル5
A

0,314 16.3 0,577 20.0

168

小 計 1,614 83.7 2,287 79.3

シ ス テ ム3

370/115

.BDP-2 セ ン チ ュ リー50,
0,316 16.3 0,597 20.7

100・
,101

合 計 L936 100.0 2,884 100.0

(Quantumscienceに よ る)
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図2-40メ ー カー別設 置状況推移(全 世 界)
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、

IBMOP
.小型機市場(BDP-2ク.ラ ス)で の強みはシステ ム3に 起因 してお り,そ の他2

～4ーまでのクラスにお・ける市場制覇には370シ リーズの135
,155,158が 大 きく寄

与 している。IBMの360/30以 上 の カス トマー を横 どりす ることは非 常にむずか しいた

め,IBM以 外 のメー カーは 自己の カス トマー ・ベースの拡大 とエン トリー ・レベルのカス ト

マー獲得に努力を集中 しつっある6

NCRが セ ンチ ュリー100,200を ひ っさげ て本格的に コン ピュータ市場 ととり組み 出

したのは60年 代 末の ことであ り,こ れ らの機種は小規模な ビジネス ・デー タ処理分野を 目ざ

した ものであった。これ らの上位機種 のセンチ ュリー300は これ らと互換性 をもつもの であ

り,セ ンチ ュ リー ・シ リーズの最下位モデル,セ ンチュリー50はIBMシ ス テム3モ デル

10の 市場を狙 った ものである。一連のセンチ ュリー ・シリーズが70年 前 後に出そ ろった後

・NCRは そ れ らの上 ・下位 ともシリーズの拡張は行なっていない。

技術的にみた場合,NCRは 業 界の リーダー的立場 にあるとはいえ ないが,小 規模なユーザ

ー ・レベルにあっては 有利 な立場に ある。 これは同社が米国内外を問わず小規模企業 とりわけ

小売業界に対す る強力な販売機構 を有 しているか らである。 しか し現在は小売業界以外に も力

を入れ ている。特にアンダーソン社長は就任以後,パ ターソン精神に もどれ と して販売部門の

再編成 に着手 し、小売業界を含め,金 融,商 工業,医 療 ・教育 ・政府 の4分 野 でのセールス カ

を強化 している。

〈注〉 パ タ ー ソ ン(JhonHenryPatterson)は ,1884年 にNCRを 創 立

した 人 物 で あ り,現 代 ア メ リ カ の セ ー ル ス マ ン 精 神 の 父 と い わ れ て い る 。IBM創

立 者 ワ トソ ン(ThomasJ.Watson)が パ タ ー ソ ン の 下 に い た 事 は 有 名 な話

"eあ り
,ワ トソ ン は パ タ ー ソ ンの 経 営 方 法 をIBMに も と り入 れ,そ の 方 法 を さ ら

に 洗 練 され た もの に した 。

NCRが 公け に している目標は,セ ンチ=リ ー ・シ リーズ ・コン ビ;一 夕をその発表以{Es

年 以 内で5,000台 を販売す るとい うことであったが,こ れは達成で きるかで きないかの ぎり

ぎりの線 であろ う'。IDC(InternationalDataCorp.)の 調査によれば,

1973年10月1日 現在全世界で設置され ている!CR製 の マシンは7,734台 で あり,こ

の うち センチュリー ・・シ リーズは4.247台 となっている。 また同時点での受注数は475台

となり,受 注を含めてのセンチ ュリーの合計台数は4,722台 と5,000台 に もう一 歩とせま

ってい る。 しか し新規 ユーザーの獲得状況は年々低下しているため(本 報告書27ペ ージ 「カ

ス トマーrロ イヤルテ ィ調査 」参照),現 行機種では少 くとも巨標の大幅突破はむず か しい と

思われ る。

NCRが セ ンチ ュリーでかな りうま くや ってい る背景として,同 社がEDP市 場 の中でも成

長 の特に速い2つ の分野 分散処理お よび小型 ビジネス ・コンビ=一 夕 に努力を集中 し

ている事が指摘され る。 これ らの市場で引続 きカス トマーを維持 ・拡張 できれば,コ ン ピュー
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タ産業全体に 占めるマー ケット・シェアはさほ どでないにせ よ,収 益性は高まるであろ う。特

に分散処理 システムの将来 性は非常に大 きい。NCRは 銀 行市場で この分野を開拓 したパ イオ

ニアであり,E'DP市 場 全体の伸び率の数倍の伸び率を示す とみ られる こay分 野を狙 った同社

の方針は正 しか った といえる。

NCRに 残 された問題は小売業界や銀行市場で得 た知識をどの ように して他の産業分野に効

果 的に適用させ るか という事である。製品お・よびユーザー気質の違いといった ことか らして 目

標とする産業分野の選定が成否の重要な カギ となることは疑いえない。

小売 リシステム

POSシ ス テムは,小 売 り業vak・け る革命的新兵 器といわれ,そ の市場 も非常 に大 きなもの

である と目されてい る。キ ャ・シ;・ レジス タで小 売業界に大 きな基盤を有 してい るNCRが

この市場 を見逃す手は なか った。 しか しここで も,コ ンピュータ事業へ の乗 り出しの時 と同 じ

ように スター トが遅か った。POSタ ー ミナルは従来 のキャッシ=・ レジスタに とってかわる

ものであるだけに,NCRに と って この事業で の出遅れは重大なものであった。現在POSタ

ー ミナル市場はSingerが 最大のシ ェアを有 してい るが
,NCRは280タ ー ミナルで必

死 の巻 き返 し作戦 を展 開している。

1972年 末 の米 国におけるPOSタ ー ミナル設置数は約3万 台,約1億 ドルに達 してk・り,

78年 には約70万 台,18億 ドル程度になるものと予想 される。この間の73～78年 の 累

積出荷金額は17億 ドル となる。導入場所をみ ると,全 体の75%は デ パー トやデ ィスカウン

ト・ス トア,専 門店へ,15%は ス ーパーマーケ ットへ,そ して残 りの10%が フ ァース ト・

フー ド・ス トアなどの飲食店 とガソ リン ・ステーシ 。ンに設置 されるとみ られる。

.NCRがPOSタ ー ミナル市場に参入 した時 にはSingerを 始 めとす る先発 メー カー各

社が自己の地位 を固めつつある時であ,った。小 売業界 の結 びつき,販 売およびサービス部門の

強さな どか らして,か っての メカニ カル ・キャッシュ ・レジスタ時代の ようにはいかないまで

も,NCRは 重 要な存在 として存続するであろ う。NCR280は 好調 な受注状況をみせてお

り,最 大のカ・ス トマ ーであるMontgomeryWardか らは1,600台 の発注を受けてい

るo

商品につけるコー ドの問題な どい くつかの問題は横たわ っているが,NCRは76年 に は最

大のPOSタ ー ミナル ・サプライヤー として,'市 場 の過半 をSinger,IBMと ともに分け

あ うようになろ う。(図2-43参 照)NCRは ・」・売業 界に対 し大型 のコン ピュータを供給

す る事 はで きないが,CDCと の ハー ドウェア開発提携に より,大 型機分野に も足 を伸ばせ る

ようになれば,タ ー ミナル ・ビジネスもこの恩恵に浴する事がで きよう。

POS市 場 の将来は,ど の調査をみ て もかな りの可能 性を秘めているが,POSメ ー ガーに

とっては,今 後成功を納めるには厳 しい競争 と莫大な資産の必要に迫られ よう。73年11月
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図2-43POSタ ー ミナ ル の 市 場 シ ェア 予 測

1973年 1976年

図2-44NCR従 業 員数推移
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PB-A(PitneyBowes-Alpex)が この 市 場 か ら撤 退 した こ と は,こ の 辺 の 事 情

を 浮 きぼ りに して い る も の と い え よ うσPB-Aは,PitneyBowes(PB)とAlpex

ComputerC'orp.が,19'70年 に 折 半 出 資 で 設 立 したPOSタ ー ミナ ル の 製 造,販 売 会

社 。 同 社 は1973年 の 時 点 で,Singer,NCRに 次 ぐシ ェア をPOS市 場 で 獲 得 した が

(図2-43),利 益 を 計 上 す る ま で に は 至 ら な か った 。PBのFred .T、Allen会 長 兼

社 長 は,撤 退 の 理 由 と して 「新 製 品 開発 と設 備 拡 充 に 多 大 の 資 金 が 必 要 で あ り,余 りに リス ク

が 大 きす ぎ る 」と述 べ て い る 。

CDC,NC.Rの 提 携

NCRとCDCが 緊密な協調関係に入 ったのは1960年 代 の半ばにさかのぼ る。最初は互

いにそれぞれの カス トマーとしてであったが,最 近は合弁会社ComputerPeripherals

Inc.(CPI)の 設立やハー ドウェアの共同開発など,合 併さえ もが噂 され る関係に発展 し

てきている。

CDC,NCRは コ ンピュータ事業でそれぞれ独 自の問題をか かえており,両 社の提携は世

界規模の コンピ ュータ産業再編の潮流の中で ごく当然の帰結 とも言えるのであ った。・CDCが

弱 い分野ではNCRが 強 く,ま た反対にNCRが 不得手 とす る分野ではCDCが 深い専門的知

識 と技術を有 しているなど,両 社はまさに相補 的立場にあるといえよう。(図2T46)

表2-12,図2-47か らもわかる ように,NCR,CDCは そ れぞれ小 ～中型,大 ～超

大型機を得 意分野 としている。両社が周辺装置 とス ウィング ・コン ピュータ(両 社の コン ピュ

ータ ・ラインのギ ャ・プを埋めるための橋渡 しコンピュータ)の 共同開発などで提携 を発表 し.

た時,両 社 の顧客は何れ も歓迎 の意 を示 し,特 にNCRの デ ィスク ・ドライブに不満 を持 って

いたNCRの 顧客は双手を挙げて歓迎 した。 ウォール ・ス トリー トも敏感 な反応 を示 し,提 携

に関する十分 な情報がないにもかかわ らず,株 価は上昇 した。

表2-12CDC,NCRの 全 世 界 市 場 に お け る マ ー ケ ッ トシ ェア

'

市 場 シ ェ ア'(%戊

ク ラ ス (月 間 レンタル料)

CDC NCR CDC+NCR

BDP-2(4.000ド ル 以 下) 一 10.3 10.3

_1(4.000～10,000ド ノレ) 0.4 10.7 11.1

2お よ び3(10,000～30,000ド ル) 1.7 α6 2.3

、 、

4お よび5「30,000ド ル 以上) 9.2 一 9.2

(QuantumsCienceに よ る)
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図2-45:CDCお よびNCRの 分 野 別 進 出 状 況

(米 国 平 均=1.0)
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図2-46
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'6r

BM

88.6%

金額は月間

レンタル料)

<小 中 型>

2.500～5、000ド ル

Uni▼sc

16.2%

HS

16.7%

NCR

10.6

56.5%

CDC

L3

<中 型>

5,00U～10,000ド ル

の他1.2%

HtS

11.9%

42,9%

<中 大 型>

10.000～20、000F'h

<大 型>

20.000～40,000ド ル

NCRO.6%

<超 大 型>

40,000～80,000ド ル

Burrough8

2,0%

Umvsc

13.0%

HtS3.5X

74.1%

<ス ー パ ー ・コ ノ ヒ ュ ー タ>

80.000ト'ル 以 上

Burroughs

O.4%

Umvec

O.2%'・

HS

47.9%

CDC

l6.3%

251.3 .%

(CDCの データより作成)
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ComputerPeripheralsInc.

1972年5月,CDC,NCRは 各

々50%の 出 資 で コ ン ビ;一 夕 周 辺 装 置

の 開 発 ・製 造 会 社ComputerPeri-

pheralsInc.を 設 立 した 。 同 社 は

高 速 プ リ ン タ,磁 気 テ ープ ・シ ス テ ム,パ

ン チ ・カ ード機 器 の 開 発 ・製 造 を 行 な う事

を 目的 と して お り,製 品 はCDC,NC

Rの ブ ラ ン ドを つ け て 販 売 さ れ る 。CD

C,NCRの 手 に よ り 産 声 を あ げ たCP

Iは,今 や 世 界最 大 の 周 辺 機 器 メ ー カ ー

と な った 。

CPIは プ リン タ と磁 気 テ ー プk・ よび

カ ー ドの2つ の 部 門 か ら な って い る 。 プ

リン タ部 門 は ミシ ガ ン 州 ロチ ェ ス タ ー,

ケ ン タ ッキ ー 州 ケ ン プ トン,テ ネ シ ー 州

ナ ッ シ ュ ビル に製 造 施 設 を 有 して お り,

従 業 員 は 約1,300名 。 ロ チ ェス タ ー,

ナ ッ シ ュ ビ ルで 行 な っ て い る の は 一 部 の

組 立 て で あ り,こ れ は 労 賃 が 安 い た め で

あ る 。 プ リ ン タ 部 門 の 組 織 は 図2-48'

の 通 り。 製 造 量 は 現 在 の と こ ろ 月 産

図2-47:CPIプ リン タ 部 門 組 織 図
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300台 。 一方のテープ,カ ー ド部門はペンシルバニア州 パレーフ ォージにあり,従 業員は約

730名 。CPI全 体 の売上げは73年 に100万 ドル以上 と見込まれている。利益はCDC

全体 として計上され,CPIと しては算出 していない。

CPIの 製 造 している プ リンタは低速か ら高速まであり,特 に9370ト レ イン ・プ リンタ

はNCCで3,500行/分 でデモンス トレーシ.ン をするなど,幅 広い製品を誇 っている。現

在開発中なのは低速お よび中速の低 コス ト・プ リンタである。

提 携 の 強 化 … … … そ して 合 併??

c)c,NCRの 深 い 提 携 関 係 はCPIの 設 立 だ け で は な い 。

NCRは73年3月,CDCが71年5月 に 英 のICL,仏 のCII(Compagnie

Internationalepour1'Informatique)と と も に コ ン ピ ュ ー タ 産 業 に お け る

国 際 的 な 互 換 製 品 開 発 を 促 進 す る た め のEDP標 準 化 を 行 な う 目的 で 設 立 し たMultina－
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tionalDataS.A.(ベ ルギー)に 加わ ったと発表 した。 また
,ス ウィング ・コンビ=

一 夕のみの開発であ
った本体での共 同は,73年9月 にCDC-NCRAdvanced

SystemLavoratory(ASL)に よる次世代機種共同開発にまで発 展した。

ASLは2カ 所 に設 置されている。CDCの 研究施設のある ミネアポ リスとNCRのDP部

門 のあるサンデ ィエゴである。資本はCDC/NCRの50対50ペ ースであるが ,活 動につ

いての詳細は明か にされてい ない。スタ ッフは 目下100人 程 度であるとみ られ ている
。

この他注 目され る動 きと して,時 期は前後す るが ,NCRの デ ィスク製造工場(カ リフォル

ニア州ホーソーン)のCDCへ の移行
,NCRの 低 一中速 シリアル ・プ リンタのCDCへ の提

供などが ある。

こう した一連の動 きか ら,両 社はいずれ合併へ向か うのではないか との見方が 出て くるのは

当然 と言え よう・CD'C,NCRは そ れぞれ ・ン ピ三一蝶 界では一隅 に位置す るにすぎない

が,合 併 ともなれば 業界での位置は一挙に高ま る。図2-49は73年 の 売上げ ,純 益か らみ

図2-48:CDC,NCRの 位 置

(1)売 上 げ(2)純 益
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た両社それぞれの位置k・よび両社を加えた場合の位置である。なk・,数 字はSperryRand,

DECを 除 き73年12月1日 現在 の決算によるものである。

しか し,CDC,NCR側 は ともに,合 併は ありえ ないとくり返 し言明してい る。.とは言 う

ものの,CDC,NCaの 製 品ラインのオーバー ラ ップの少なさ,そ れぞれの得意分野の相補

性CDCの 連邦政府,電 子機械産業,教 育,航 空,石 油に対 し,NCRの 銀 行,卸 ・小売,

医療,州 および地方政府 とい った ことか らして,両 社はまさに恰好の カ。プルであると言

える。両社 の次のステ ップが どの ような ものになるか,遅 くとも77～78年 ま でに何 らかの

変化がみ られ よう。 この時期はASLの 研 究開発が実 を結びCDC,NCRの 新 世代機種の発

表として登場す ると思われ る時期で ある。'『,

・両社が合併に至 るとすれば,注 目されるのは米 司法 省の動向である。司法省がIBMと の 独

禁法係争で破れるか,あ るいは法廷で苦戦をしい られ る ようにで もなれば,司 法省は年間売一上

げ30億 ドルのIBM対 抗企業の出現に好意的な見 方を下すか もしれ ない。l

GE,RCAの 撤 退,新 参企業Memorexの 敗退,CDC-NCRの 異常接近…… と,

止 まることを知 らぬかのように動 きっづける米 コンピュータ本体市場。これ らの動 きは,か つ

ての米自動車産業 界を彷彿させ るものがある。 こうした一連の動 きの中にCDC,NCRが ど

の ような一一石を投ず る事となるか,今 後の動 向が注 目され る。
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Xerox

Xeroxに と って,コ ンピュー タ事業は何を意味す るのか。SDS(Scientific

DataSystems)社 を吸収 して,コ ンビ=一 夕事業に進 出(1969年)し て以来
,

Xeroxは この事 業で大幅な赤字 を出 している。それ にもかかわらず ,同 社のマ ツコロー会

長は 「コン ピュータを手離すつ もりはない 」と言明 している しさらに 「長期的視野に立 った場

合我 々の成 功には コン ピュータでの成功が欠かせ ない 」(71年 年 次報告書)と 語 ってい る。

Xeroxが コ ン ピュータに 固執するのは ,「 コンピュータ ・複写機統合 システム 」とも言

うべきマ シンの開発をね らっているため と思われ る。事務 機器技術が必然 的にた どるステ ップ

として,コ ン ピュータと複写機 の結婚,い わば 「複写できる コンピュー タ 」あるいは 「演算 可

能 な複写機 」と称すべ き複合 システムが誕生す るものと言われ る。周知のようにIBMは
,コ

ンビ=一 夕か ら複写機 分野へ進 出している。'コンピュータ界 の巨人IBMと 複 写機界 の王者

Xeroxが,今 後の複合 システムをめ ぐって競争することは十分考え られ るところだ。つま

りXeroxに と'って・コン ピュータは単に1事 業として存在 しているのでは な く,同 社の本

・命とも言 うべ き複写機 事業 と切
って も切れ ない関係にあるわけ だ。'、

,Xeroxは1972年,周 辺装置メーカーDiabloSystems社 を 買収 した。

XerOxに と って この買収は,コ ンピュータ ・複写機統合 システム開発 に必要な装置を手に入

れるための もの と思われる。Diablo社 は,デ ィスク装 置 メーカー として知 られるが ,IBM

装 置 と十分競 合で きる高速 プリンタも開発 している。Xeroxは コン ビ=一 夕ではIBMと ま

・ともに競争するつ もりはないと言
っているが,コ ンピュータ ・複写機 システムでは一歩 もひか

ぬつ もりだと思われ る。

ここで重要 な問題は,い か に速やか にこの種のシステムが開発されるか ,な らびに コン ピュ

ー タ界の巨人IBM
,複 写 機業界の王座にあるXeroxの いずれがこれ をや ってのけるか

という点にあるといえよう。そ してこの問題は,両 社にとって避けて通ることのできない宿命

的な問題である。コンピュータと複写機 の結合 システム(Computer-copiersystem)

の潜 在的市場 性は非常に大きい もの と予 想 され る。おそ らくアメリカのオ フィスでは
,い く

つ か の 目をみ は る よ うな変化 が 見 られ る ことに なろ う。 た とえば この システムを使え

ば広告 資料 の 尾 大 な 郵送 作業 の 手間 が 省け るだ けで な く,尾 大な手紙や送 り状 のファイ

ルを管理する とい うオフ ィス ・ マ ネ ジャーの仕事 も必要 な くなることになる。 この種の書類

に用い られている言葉は ・このシステムのコンピュータの側のメモ リ ・パンクに簡単に入力 ,

ス トアで きる ようにな っており,必 要に応 じて複写機の側で即座に再生で きる仕組みにな
って

いるo'

いず れの会社にせ よ,と にか くこのシステムの研 究開発競争 に勝ち残 った会社 の方が新 しい
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ビジネスにいち早 く名乗 りをあげ,遠 い将来 に至るまでこれ までと同様 の売上げ 高,高 収益を

確保することがで きるであろ う。現在のところ,XeroxとIBMだ けが,い ちはや くこの闘

いの初期の ラウン ドに登場 しているにす ぎないが,す でにこの開発競争はコス トがかかること

がは っき りして きている。'・

Xerox,IBM両 社 とも,互 いに相手の領域に金のかかる侵略をや らざるを得ない状況 に

陥ってい る。最終的 な目標である統合 システ ムに必要な技術 を獲得す るため,Xe'roxは コン

ピュータ ・ビジネスの分野に進出 し,IBMは 複写機の生産に踏み切 らなければ な らなか った

のである。両社 とも特に目ざま しい成功 を収めた とはいえないが今のところIBMの 方が より

成功 を収めていると言え よう。そ して この競争にあって,Xeroxの 方 が より難か しい大 きな

問題をかかえてい るといえる。

Xeroxは 資金面 とともに技術面で も困難な問題に直面している。 コン ビ=一 夕 ・テクノ ロ

ジ・一は複写機製造技術 よりももっとず っと高度で複雑で あり,し か もコン ピュータの製造 には

膨大な資金を必要 とするのである。そ の上大部分のコンピュータ ・メー カーは売 り切 りではな

くレンタル制を採用しており,メ ー カーが カス トマーか ら製造コス トとマ シンの設置 費用を回

収するまでには長い期間がかか る。

Xeroxは コンビ=一 夕 ・テクノロジーを 自社 で開発す ることに失敗 しSDSの 買 収に至

ったが,Diablo買 収 の件 もこの事 と同様にみる ことができよ う。つま り,Diabloの'

買収 は同社の もつ技術 ノウハ ウの獲得を意味するので ある。Xerox社 のR&D資 金 の大部

分は複写機の方に使われてきているとはいえ,コ ンビ;一 夕は72年 だけで も2,600万 ドル

近 くを食いつぶ したといわ れ る。 しか しなが ら,72年 のR&D資 金,約1億3,000万 ドル

の うち2/3は カラー複写機を含む第2世 代の複写機に投 じられ たもよ うである。 この新 しい

カラー複写機がXeroxに 利益 を もたらすようになれは,R&D資 金 の多 くは他の生産 ラインにふ

り向けることができる ようになろ う。

SDSとDiabloは これ らの ういた金を全 て吸い込んで しまうだ ろ う。 しか しマツコロ

ウ会長は次の よグに述べ る。 「われわれは うま くいっているとは思って いない。 しか しわれわ

れは もはや この道 を選ぶ よ り他は ないのだ。 もしわれわれがコンピ ュータ ・複写機統 合ンステ

ム を 開発 しなけれ ば,必 ずIBMが それ をや ってのけるであろう。そ うなればわれわれは,

小 規 模な オ フ ィスや ビ ジネス を対 象に した一 介 の複 写機 メー カ ーに な りさがることに

なるのだ。」

ところでIBMの 方 は,複 写機 の製造に関 してかな りいい線 をい っている。IBMは 出 して

いるモ デルも少なく,市 場参入 もつい最近のことであるが,す でに この業界でXerox,

3Mに 次 いでy15.3の座 を占めている と信 じられてい る。(し か しIBMはXerox社 よりは

む しろ,3M,AddoressographMultigraph,SCM,SperryRand

Dennisonな どの会社のシ ェアに食い込ん でおり・Xeroxは 依然 としてそ のゆるぎない
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王座を保 っている。)

IBMは 同 社 の複 写 機計 画 について口をつ ぐんで語 らないが,お そ らくIBMが コン ピュ

ータ ・複写機統合 システムに進出する際の重要な問題点は
,資 金的な問題でも技術的な問題で

もな く,も っぱ ら法律的な問題 にかか っているもの と考え られる。Xeroxは,自 社の複写

機技術 の周囲 に特許や著作権の囲い を張 りめ ぐらし,す でに特許侵害のかどでIBMを 提 訴 し

ている。Xerox社 の技術陣がコン ビ=一一ータ ・複写機システムを完成させ るまでに,IBM

を法律のひもでがん じが らめに して お くことは一応考え られることである。 けれ ども,こ れま

でIBMに 挑 戦 して敗退 した一連の 巨大企業を思い浮べる者は ,Xerox社 の 思惑通 り事が

運ぶか どうか確信を持てない であろう。

いずれ にせ よ法廷闘争 と研究開発競争は,こ れから先数年問続 け られ るであろ う。その間両

社の幹部 も株主も,事 態の成 り行 きに気を もまなければならない ことにな りそ うで ある。

XerOxは コン ビ=一 夕一本や りの道は捨てているが,コ ン ピュータはやは り今後 の同社

の戦略 のベースになる ものである。 このため コン ビご一夕 ・モデル の整備 もおろそかには して

いない。73年 には新型機 モデル530,さ らに シグマ9モ デル3を 同社の ラインに追加 し

ている。 なX・以下にXeroxの 売上げ,純 益推移,主 力機器の設置状況を示す。
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図2-49Xeroxの 売 上 げ,純 益 推 移
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図2-50Xerox－ 株 当 りの 純 益 推 移
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3.根 を お ろ し た プ ラ グ ・コ ンパ

テ ィブ ル ・ビ ジ ネ ス

●IBMも 駆 遂 で き なか っ た プ ラ グ ・コ ンパ テ ィブ ル ・

メー カー

● プ ラ グ ・コ ンパ テ ィ ブ ル 製 品 市 場 化 の 現 状

/



●



lBMも 駆 遂 で き な か った プ ラ グ ・

コ ン パ テ ィ ブ ル ・メー カー

プ ラグコンパテ ィブル事業の定着

IBMが370シ リーズの戦略の中心課題 としたものは ,結 果的には対 プ ラグ ・コンパティ ブ

ル作戦だ った と言 って も過言 ではないだろう。IBMは 全 米 エレク トロニクス企業ペス ト50

(E 、lectoronicNews紙 恒例 のサ ーベイ)に も入 っていないほ どの弱小の企業群を追落

そ うと,イ ンタフェース設計 の変更,長 期固定契約,高 性能新製品の発表,値 下 げな ど一連の

対策を とって きた。 これについてはす でに第一章でのべた とおりである。 しか しそれ で もデ ィ

スク,テ ープ市場 での プラグ ・コンパテ ィプル ・メーカーの急浸透を一時的に押えることがで

きた ぐらいである。 これらのメ ーカーは単 にプラグ ・コンパテ ィブル製品 を安価に供給するに

とどまらず,新 発表の370コ ン ビ.一 夕の リーース と抱合わせにプラグ ・コンパチ'イプル周辺装

置を 売込んでゆ くという,い わゆるパ ッケ ージ ・リースやア ドオン ・メモ リ の付加 による中

古 コンビ.一 夕の 再生 とい った方策まで考え出 してIBMに 執 ように食下が っているの 薦 金 も

販 売力 もな く,時 にはIBMの 機 密情報 をコ ピーして製品 を作 らねばならぬほ ど力 もない周辺装

置 メーカーが これほ どの生命力を持 ち得 るのは,ひ とつには ユーザーからの根強 い支持がある

からに他な らない。 これらの ことは,全 体 として プラグ ・コンパティブル製品 の出荷が増加 し

ている ことや,次 に述べる ようにIBMが 次 々と繰出す高性能新 製品に対抗する製品を致命的な

タイム ・ラグな しで発表 して きたバイタ リティに も充分にうかがえるのである
。

またプ ラグ ・コンパティプル とい う事業に とって,そ の存在意義を明確 に規定 されたのが

1973年9月 のIBM/Tρ1ex独 禁 係争である。 タル サの連邦地裁で出され たIBMに 対 する

独禁法違反判決は}原 則的に プラグ ・コンパティブル ・ビジネスを満天下に認 めさせたことに

なる。 イ ミテーシ ョンだ とか横 どり作戦 だ とか言われ てもその存在価値が認められたわけであ

る・ それは 調 辺麟 メ づ 弔 プ・グ ・・ン・・テ ・ブ・レ製品 をつ く疑 るた め
,纏 品の イ

ンタフェースを明らかにせよとしたあの判決文に良 く表現されている
。後に修正 され たとはい

うものの,判 決の基本 となる判断基準は プラグ ・コンパティブル ・ビジネスを支持する もので

あり,そ れ はこの種の事業の拡大に理論的保証を与えた もの と言えるのではな かろ うか
。

さて今後の プラグ ・コンパテ ィブル ・ビジネスの発展を考える場合
,現 在 とられつつあるい

くっかの ビジネス手 口を もう一度整理,検 討 してみる必要があろう。

1973年 度にみ られ たプラグ ・コンパ テ ィプル ・メーカ ーの事業拡大方策
,経 営努 力は,は

っきりとい くっかの カテゴ リーに分類で きる ものである。

それは,

A.テ ープ,デ ィスク,ア ドオ ン ・メモ リな ど単体の製品分野でIBM製 品 より も安 くかつ性能
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・が 同 等 も し くは す ぐれ て い る 点 を セ ール ス ・が イ ン トに し て 事 業 を 伸 ば し て ゆ こ う とす る 者。

(STC,Logicon,StandardMemories,InformationContrPLと い った と こ ろ)

B. ,370シ リ ー ズ の パ ッケ ー ジ ・ リ ー ス方 式 を 強 力 に 推 進 し て ゆ こ う と し て い る もの 。

(Itel,TelexAmpexな ど)

C.ア ド オ ン ・ メモ リ,DATな ど を 付 加 す る こ と に よ り ・,360シ リ ーズ の 性 能 を 充 実 して

再 生 中 古 コ ン'e'=一 夕 を ね ら っ て い る もの。(こ れ は370/155の 機 能 強 化 コ ン ビ 。 一夕

・シ ス テ ム製 作 の 動 き も含 ん で お り,GreyhoundComputer,CHCS,CIGComputer

.Productsな ど)

D.CDCな ど大 手 コ ン.ピ コ 一 夕 ・メrカ ー(欧 州 のCIIな ど海 外 メ ー カ ー も含 ん で)む け に

プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル 製品 をOEMベ ース で 提 供 し て ゆ こ う と い う もの 。(AMS,Memo-

ryTechnologyな ど)

360を370な み の 性 能 に

こ れ ら の 方 式 の うちBの パ ッケ ー ジ ・ リ ース に つ い て は す で に1972年 ご ろ か ら こ の ア イデ

ィアが 生 か され て き た こ と で,特 に 目 新 し い こ とで は な い が,昨 年 か ら今 年 に か け て 注 目 さ れ

て い る の がCの よ うな ケ ース で あ ろ うo

.こ の ア イ デ ィアが 一 般 に 広 く知 ら れ る よ うに な っ た の は1973年 のNCC(National

ComputerConference)で あ ろ う。 こ こ で はttフ ェ ニ ッ ク ス"と い う名 の い つぶ う変 わ っ

た コ ン ビ=一)・ シ ス テ ムが 紹 介 さ れ た 。 こ れ は リ ー ス 会 社GreyhoundComputerが360

/30を モ デ ィ フ ァ イ して,370/135お よ び370/145ク ラス の ユ ー ザ ー に 売 り こ も う と

いうものであ ったoつ!り,360モ デルを370モ デル と同じぐらいの レベルに引き上げてI

BMの カ ス トマ ー ・ベ ース を 侵 略 し よ う と い うわ け で あ る。

フ ェ ニ ッ ク ス はCHCS(ComputerHardwareConsaltants&Services)が 開 発

した ア ク セ レ 一 夕 を 内 部 に 組 込 み,こ れ に ア ドオ ン ・メ モ リを つ け て い る の だ。 デ ィス ク ・ ド

ラ イ ブはCa'1comp製 品 で,IComputerCorp.と い う ソ フ トウ エ ア会 社 が オ ペ レ ー テ ィ ノ グ

・ ソ フ トウ エ ア の 開 発 に あ た っ て い る。 そ して メ ン テ ナ ンス は 当 時 の 発 表 で はCorrrna社 と い う

こ とで あ った 。 フ ェニ'ッ クス は,こ う し た 群 小 会 社 に よ る 再 生 コ ン ピ ュ ー タ と して ベ ン チ マ ー

ク ・ テ ス トを デ モ ン ス トレ ニ シ 。ン した の で あ る。

こ の よ うな360 .の 機 能 強 化 は そ の ま ま,370シ リ ー ズ で と り残 さ れ た よ うな 感 が あ る370

/155,165に パ ーチ ュ ア ル ・メ モ リ機 能 を つ け る と い う や り方 に も通 じ て い る が,業 界 関 係

者 の 中 か らは こ の フ ェ ニ ッ クス の 例 に か ぎ らずIte1,AMSと い った 他 の 例 も含 め て,360機'

能 強 化 に は い くつ も の 問 題 が ま だ 残 っ て い る との 指 摘 が な さ れ て い る。

370に し か で きな い 仕 事 を360コ ン ビ=一 夕 で ど う し て こ な す こ とが で き る の かo言 う ま

で も な い こ と だ が,370シ リ ー ズ は360に は な い 数 々の 機 能 を 持 っ て い る 。 そ れ は 次 の よ う
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に 要 約 で き よ う。

ム イ ン ス トラ ク シ 。 ン ・セ 。 トの 拡 充(た だ360の ほ と ん どの プ ログ ラ ム は370で 働 く こ

とが で き る 。)

△ 高 性 能 マ ス ・ ス トレ ー ジ 装 置 。 つ ま り3340,3410と い っ た 高 密 度 で,よ り速 い ト ラ ン

ス フ ァ ー ・ レ ー トを持 つ デ ィス ク や テ ー プ装 置 で ,こ れ は 段 階 的 に パ ー ジ.ン ・ ア ッ プ さ れ

て き て い る。 特 に こ の 点 で 注 目 され る べ き は3340と3330の ニ ュ ー ・バ ー ジ ・。ン で あ ろ

う。

ム コ ミaニ ケ ー シ 。ン ズ ・イ ン タ フ ェー ス。'370シ リ ー ズ は360シ ス テ ム よ り も さ ら に大

き い機 能 を 持 つ コ ミ三 ニ ケ ー ヅ 。 ン装 置 を 有 し て い る。 も ち ろ んIBMは 周 知 の ご と くオ ン

ラ イ ン ・シ ス テ ム装 置 の 開 発 で は 王 座 を 占 め る ほ ど の実 績 は な い。 た だ370で は 今 後 メ モ

リ と 同 様,逐 次 的 に この 分 野 で の 機 能 強 化 が す す ん で ゆ く とみ ら れ て い る。

△ 高 度 な集 積 回 路 技 術 の 投 入 。 こ れ に つ い て は,IBMは370シ リー ズ で
,360に み ら れ

な か っ た ほ どの よ り高 速 か つ コ ンパ ク トな コ/ポ ー ネ ン ッ 製 作 能 力 を 示 した 。 と くに エ レ ク

トロ ニ ック ・パ ー ツ で も,メ モ リ に つ い て 言 え ば,IBMは 明 らか にIC生 産 技 術 で の リ ー

ダ ー とみ られ て い るo

ム パ ー チ コア ル ・ メ モ リ機 能

、

機 能 強 化 策 の 具 体 例

360シ リー ズ の機 能 強 化 とい う こ と で は,上 記 の よ うな370シ リ ーズ の 特 徴 が そ の ま ま 目

標 に さ れ る だ ろ う。370シ リ ー ズ で の イ ン ス トラ ク シ ョン 用 マ イ ク ロ ・ コ ー ド,大 容 量 ア ド

オ ン ・ メ モ リ,高 性 能 デ ィス ク 装 置,ミ ニ ・コン ピ ュ ータ を ベ ー ス に した フ ロ ン ト ・エ ン ド6プ

ロ セ ッサ,DATボ ック ス な どが そ れ で あ る。

こ れ らの 機 能 の 強 化 ア プ ロ ーチ は,次 の 表 に 示 す よ う に360モ デ ル の う ち360/30 ,40

ク ラ ス に 集 中 し て い る。(表3-'1)

次 に ア プ ロ ー チ の 項 目に つ い て そ の 現 状 を み て み る と,次 の よ うな こ とが 言 え る だ ろ う。

◇37・'イ ・ ス ト ラ ク ・ 。ン 用 マ イ ク ・・コー ドは,CHCSが 提 供 して い る。 これ は&ljえ ば
,

360/30ユ ー ザ ー に 対 し て は,同 社 の 開 発 した マ イ ク ロ ・ コ ー ドに よ っ て370ユ ーザ ーが

使 っ て い る イ ン ス ト ラ ク シ ョンが 利 用 で き る よ う に な って い る。 も ち ろん 他360シ リ ーズ

の モ デ ル に つ い て も同 様 の マ イ ク ロ・コー ドが 用 意 さ れ て い る 。

ノ
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表3-1360フ ァ ミ リ ー各 モ デ ル に み る機 能 強 化 ア プ ロ ーチ

モデル30
一"
モ ァ ル40 モデル50 モ デ ル65'

× × ・

メモ リーの付 加 × × LCSお よび高 LCSお よび高

速装置 速装置

高性能 デ ィスク装
× × × ×

置の付加

EDOSの 使 用 × × 、

ス プ ー ラ ーの 使 用 × ×
.

ア ク セ レ 一夕 機 能

×
の付加

◇ 大 容 量 メ イ ン ・ メ モ リに つ い て は,ア ドオ ン ・メ モ リ ・ メ ーカ ーに よ って い つ で も利 用 で'

き る 状 況 に あ る。Itel社 な どの 努 力 に よ ってIBMか らの メ ン テ ナ ン ス ・ サ ー ビ ス も受 け

る こ と が で き る よ う に な って きた。 これ に つ い て は 後 に 述 べ る と こ ろ で あ る 。

◇IBMプ ラ グ ・ コ ンパ テ ィ ブル ・デ ィス ク に つ い て は,lt.el,Telexな ど の メ ー カ ーが,

デ ィ ス ク に ア ク セ ス す る た め の ソ フ ト ウ ェア と と もに 各 種 の 装 置 を 市場 化 し て い る 。 こ れ に

つ い て は 後 に 述 べ る こ と とす る が,た だ これ ■ で の と こ ろ360シ リ ー ズの 場 合,下 位 モ デ

ル の 中 古 マ シ ン を 望 む ユ ー ザ ーな ど に つ い て は,特 に 大 き な デ ィ ス ク は 必 要 な い と い う 見 方

が あ る よ う だo

◇ ミニ ・コ ン ピュ ータ ーを ベ ー ス に し た フ ロン ト ・エ ン ドに つ い て は,い くつ か の メ ー カ ーが

360な い し370に イ ン タ フ ェ ー スす る コ ミ ュ ニ ケTシ 。ン ズ ・コ ン ト ロ ー ラ を 提 供 し て い

るoこ れ ら の シ ス テ ム は,IBMの フ ロ ン ト ・エ ン ドの ミニ チ ュ ア で,コ ン ト ロ ー ラはIBM

製 の もの よ り も値 段 が 安 く,機 能 もす ぐれ て い る と い う評 価 が な さ れ て い る 。 メ ー カ ー の 数

は,こ の 分 野 で は す で に40社 ち か くを 数 え る ほ どの 盛 況 ぶ りで,こ の 中 に はIBM270×,

370× む け の フ ロ ン ト ・ エ ン ド ・シ ス テ ム を 発 表 して い るDataserv(770)GTEIn-

formationSystemsのIS/1101,1102,Interdataの270×MS-5な ど多 彩 な

製 品 群 が 用 意 さ れ て い る。

◇ こ の 他 ア ク セ レ 一 夕 と呼 ば れ る 装 置 に よ る シ ス テ ム ・グ レ ー ド ・ア ッ プ も あ る。

◇ ま た 話 題 のDATボ ッ ク ス は,370で の バ ー チ ュア ル ・ス ト レ ー ジの た め の ペ ー ジン グ機

能 を 遂 行 す る もの で あ る が,IBM以 外 の 企 業 で,は た してーDATボ 。 クス が つ くれ るか と い

う の が 話 題 と な っ て いた 。 製 作 に 入 った と い う ア ナ ウ ン ス を し た 企 業 は,た しか に 数 社 あ る

が,こ れ を 市場 化 して い る と こ ろ は ど こ もな い。 魅 力 的 な テ ーマ で は あ るが も う か ら な い だ

ろ う とい うの が 最 大 の 理 由 で あ る ら し い。 ま た 小 規 模 な370シ リ ーズの 下 位 モ デ ル で は と
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くに バ ーチ ュア ル ・ス ト レ ージ の 良 さ も 発 揮 で き な い こ と も理 由の ひ と つ で あ る 。

た だ 昨 年 コ ン ピ ュ ータ ・ リ ー ス協 会(Compl↓terLessorsAssn.)に よ り委 託 され,

DATに つ い て の レポ ー トを 出 したCompata社 に よ れ ば,シ ス テ ム360の い くつ か の モ デ

ル を 対 象 に したDAT開 発 に は,リ ース 協 会 と し て 支援 を 与 え る べ きで は な い か
。 ま た も し

適 切 な ペ ー ジ ン グ 装 置 を利 用 す る こ とが で きれ ば,VS機 能 を 付 加 し た360モ デ ル の パ フ ォ

ー マ ンス は ド ラ マ テ ィ
ック に 改 良 さ れ る だ ろ う と 述 べ て い る。
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プラ グ ・コンパテ ィブル製 品市 場化の現状

注 目される実力企業の出現

1973年 度 のプラグ ・コンパ ティブル ・メーカーについては,独 禁法 でIBMを 相手に戦 っ

たTel』xを 除けば,STC(StorageTechnology)社 の動 きが とくに印象的 で ある。

IBMが3420(MT)を 発 表した とき,ま たその後の3330一 皿を出したとき,プ ラグ ・コンパ

チ'イブル ・メーカーはこれらに対抗 したものを出してゆけるかどうか危 ぶまれた ものである。

しか し結果的 にはSTCはTelexと と もVa6S20bpiの3420リ プ レース製品を,IBMの

発表後わずか1週 間でアナウンスに こぎつけてい る。 さらに3330一 皿(ICEBERG)に つ い

ては,こ れを性能的 にはるかに上 まわるパワー ・アップ・マシン8000シ リーズを"ス ーパー

・デ ィスク"の 名前を付けて発表 している。 プラグ・コンパテ ィプル ・テーゾお よびデ ィスク

に関 しては,STCが73年 度 でみ る限 り技術的 に業界を リー ドしたこ とは疑いのないところで.

あろ う0

8000シ リーーズは記録能力だけ とってもICEBERGの4倍 とみられており,さ らに価格の

点で も,8億 バ イ ト・システムを基 進と して,バ イトあた り月間レンタル料 を比べて もIBM

の 約2/3で あ り,12億 バイ ト・システ ムではなん と半分 ちか くの安 さとな っている。8000

シ リーズは,き わめて軽い高性能 リー ド/ラ イ ト・へ 。ドを有 し,デ ィスク ・ドライ ブの編成

にも新 しいアイデアが盛りこまれてい る。IBMは 少な くとも公式には現在 にいたるまで,こ

の8000シ リーズの登場 には沈黙を守 ったままであるo

Telex社 の例にみられるIBM機 密情報盗用の事実か ら,プ ラグ ・コンパ ティブル ・メーカ

ーは独 自の強力な設計能力を持たぬのではないか とさえ言われ てい た折 ,STC,AMSと い っ

た実力企業が現われてきた ことは注 目に価するものとい えよう。

市 場 化 の 現 状

さて次に プラグ ・コンパテ ィブル磁気テ ープ,デ ィスクお よびア ドオン ・メイン ・メモ リ

の各製品分野 においてどの ような専 門企業が どれ くらいの種類を市場 化 しているのかを紹介 し

たい。

・ デ ィ ス ク ・ ド ラ イ ブ

2311と か2314と い っ た 古 い タ イ プの 製 品 は 現 在 で も コ ン パ テ ィ ブル ・ ビ ジ ネ ス の 対 象.

とな フて い る。 こ れ らは 次 第 に3330に リプ レ ース さ れ つ つ あ る が,一 方 で は 価 格 の 著 る しい

値 下 りが ユ ー ザ ーを 引 きつ け て い る。 こ の 分 野 で の 競 争 は,し か し な が ら3340と3330一 皿で,

と くに3330一 皿は 各 デ ィ ス ク に つ き ト ラ ッ クの 数 を 倍 に し,各 パ 。クの ス トレ ー ジ ・キ ャパ
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シ テ ィを 倍 に した の で あ る 。 しか しICEBERGの 呼 称 を持 つ こ の デ ィス ク 装 置 の リ プ レ ース 用

マ シ ン は,た ち ま ちCalcomp ,STC,CDCに よ り発 表 され る と こ ろ と な った 。 これ らの 状 況

は 表3-2に 示 す と お り で あ る。

・ 磁 気 テ ー プ ・ ド ラ イ ブ 。

IBMは 現 在磁 気 テ ー プ ■.シス テ ムで は360/370両 シ リ ー ズの ユ ーザ ーむ け に2つ の マ ー

ク テ ・ 〃 方 針 を と ・ て い る・ す ⇔ ち ・パ フ ・ 一マ ン ス も劣 る が 酪 も安 い34・ ・/34・ ・

フ ァ ミ リ ー を一 方 で は 販 売 し つ つ,も う 一 方 で は 高 性 能 だ が 価 格 の 高 い3420フ ァ ミ リー を積

極 的 に 販 売 し て い る の で あ る0

3420磁 気 テ ー プ装 置 はGCR(GroupCodedRecording)と い う高 せ な 記 録 技 術 を 採

用 して い る シ ス テ ム で あ る。 これ に よ っ て 撰 進 の1/2イ ン チ ・ コ ン ピ コ 一 夕 ・テ ープ で 元1イ

ン チ に6,250バ イ トの コ ーデ ィ ン グ が 可 能 と な る。 これ に よ っ て シ ン グル ・ リ ール ・テ ーnプ上

に 記 録 さ れ る 情 報 の 量 はbよ そ3倍 に な った の で あ る。'こ の 高 密 度 化 に よ う て テ ー プ ・ハ ン ド

リン グ ・タ イ ムの 削 減,テ ー プ ・ ラ イ ブ ラ リ取 扱 い の 簡 易 化 が は
、か られ て い るわ け だ 。

しか し こ の よ う な 高 性 能 装 置 に も か か わ ら ず,発 表 後 わ ず か 数 日に して プ ラ グ ・コ ンパ テ ィ

ブル ・ メ ー カ ーに 追 い つ か れ た。STCが'6420シ リ ーズ を 出 した の は1973年4月 の こ と で
,

同性 能,低 価 格 が ユ ー ザ ー の 関 心 を 集 め た。 そ して表3-3を み る と わ か る とお り,現 在3420

モT'Jv4/6/8の ユ ー ザ ー を 横 ど り し よ う と し で い る の は,STC,Te,1ex,Potter{D3社

で あ るo .、

・ ア ド・オ ン ・メモ リー

このことは独禁法係 争資料 か らも明らかにな っている ことだが .,360フ ァ ミリーのそれぞ

れのモデルについて,メ モ リ幅 をIBMが 決 めているのは決 して技術的観点からそ うしている

のではな くて;む しろマ ーケテ ィング との配慮か ら勝手に決めてい るのだ ということである
。・

つAbIBMと しては,例 えば360/40の ユーザーが ,メ モリを256K以 上に拡大しようとする場

合は必然的 にモデル50に グ レ ード・ア ップせ ざるを得なYNよ うな方針 をとってtsb
,こ のた

めにユーザ ーは不経済 を余儀な くされるのである。 しか し今や専門メーカーに よるア ド・オン

・メモ リの提供に よって
,IBMの きめた容量規制(特 に360シ リーズettJr"いて)を だいたい

2倍 ぐらいに拡張で きるように なったのである。

iBMと しては ・すで鵬 璋 でのぺた ようva・ メモ リ部分で猷 きな利益設定 を行な
・て

おり,こ のため370シ リーズでは積極的 な防衛策が とられた。Aず370の 主 記憶の単位あた

リコス トを ダウンさせ た。 コアから半導体への移行で これが可能にな ったのである。 さらにメ

イン ・メモ リをキャビネットに統合 したe、

しか しこの ような事実 に もかかわらず表3-4に み られるようにプラグ・コ汐 くティフツレ・メーカーは370

シ リーズで も次 々とア ド・オン製品を発表し,市場 を侵略する準備 を見せている。
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.表3 . 2:プ ラ グ ・コ ン パ テ ィブ ル ・デ ィス ク の メ ー カ とその製品

メ ー カ ー

工BH360←/370ゴ ンバ テ ィブル

1ト田

1130

6そ の他の プラグ ・コンパテ ィプル製品

2〕11 2314

2314

Doub16

D⑰3ity
〕330

33〕O

Doub1.
D■n8ity

㎞P●x 一 一 DS-314 DS-324 DS-330 一≡ 一 一 2314rep1・ ・9回 ⑪t・'f。 ・U・i鴨 ・di・ ・&

aruロunit.onUnivac400/1100CPU5

2314replac■ ロeロt8forDECPDP-10CPじ.

California

Computer

Produots

CD1 CD12/14

CD22ハ4

1015A 1030 1030DD DS12

2314
オ叩1"c●m●nt

114←2314doub工6司 ●n■ityrOP1●6eoentforＬ

Pa8tranadr岨80nUniv`c"め ノ1100C別8

CIG

C。mputer

Products

一 一 一 一 ≡ CIG6730 一≡ ≡,
6770/6780ch匹nne1白daptermit8∀hich8}10v
2314/3330↓nもgτt巳cingも0360/30+&370CPU

C。mputer

Hard∀are

一' 一一 一 一 一 一 一 ≡

CHI1114

2314

rgP16c●"nt

.

一－

Contml

Data
≡一 23141 23142 り3301

OE別 一〇nly

todate

一 一 一 ≡

」

IntGr-

nation島1

Periphera1・

C。mputer

一 一 ≡ 一

1㏄6ηo
'一(

contro11・r)一 ≡

≡ 一 contro11●r8110v53330interf8cingto360/65+&CPU6

Ioter_

随tional

Sy8te鵬

Organi-
.

z息tlon

'一 一 ← ,→ 一 一 一≡ 　 一
】8pterunitvhichallow■2314

interf白cingto360/22C約 ■

It●1 一 ≡ 一 ≡
3】00/3101

3200/3101
7830/7330 一一 '錫

7835/7)◎ う－fixod-h●a直5y5t●m

rop1白o・mタntforI飽2305-2/2835'

SPX亀d畠pter、unit畠110w83330

intgrf8cingto360/65+CPU●

Logicon 一 一 一 一 ≡ ≡≡ '一

LPS/m
2314

r・P1●c甜 ●t

－

Hemorex
620

630
3660

.

≡ ≡ 3760 '一

3610
2314

r■P"c● 随nt
aa8pt●ruロit●110v●3330ino.rf白cin8to360/65+CPUs

Hoh脳k

Daぴ

Science5

HDS2500 糊)S2800

●

HDs29◎o
HDS
8830/8330

一 一 ≡ 一 `d`pt●runit巳 工10v8〕3301ntorf●cingも0360!65+CPU8

Potter
Instrument

DD4311 DD4314/
DC5314

DD4330
-一(

dri▼ ●only}一 ≡

≡ 一
.

一●

Storage

T・chn。logy
一' ≡≡ ≡ 一

STC
3835/3335

.

S忙

8000
一 一 一 －

Telefne

C。mputer

Products

一 一 一 一 一 一 ≡ ≡ 一一 "

㏄ 一10-0&㏄ －IO－日controlloぎ ●forAnt令rf巳ci"8

2311/2314/3330driv●5toDECPDP-10CPU8

DC-32contro11●r3forXI冶Sigロ6CPU5

Telex

C。mputer

Product8

5311 5314 5600 6330 一≡ 一 一 od`pt●runitallov53330int⑱rf●cingtoハ60/65φCPU.

(ソ ー ス:ModemDataMS-le月 号.)
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表3-3:プ ラ グ ・コ ン パ デ ィ ン グ ・テ プのメー カーとその製品

メ ー カー

IBH360-/370コ ンパテ ィブル その他 のプ ラグ ・

コンパテ ィプル 製品2401/2402 24020
3420

H。dels3/'/7
3420(6250bpi)
Hodels4/6/8

Ampex

TM204X/TCユ8

(2401-5&6)

衙1624X/TC38

〔2401-2/3/5/6}

衙2024X/TC38

&TX34/TC38
TH34/1℃38 一一

TH1629XSerie■for

1餌729transportg

Cahfomia

C。mpロ もer

Products

340/1040A
(2402-1thru6)

・}40/1040A 340ハ040▲

{3420-5&7)
≡ 一 一》

Control

Data
一 一 一 一 34201/380〕1 　 一

100&]501p5i∫1termediate3420'

typemode150fハ4201tran8port5

Datum 一 一 一 一 ρ 一 一 一
5091M阜gnetieTapeI/OSy3te碩

forIBMll〕OC則s

Infotec ≡ 一 -一 一 ≡ 一 ←
TS-1130CM息gneticTap6Sy5tem

forIBH1130C即s

Ite1 ≡ 一 一 一 '一 一 一 一 －

Kennedy ≡ 一 一 一 '一 一一
8400SeriescompatibleuithIEH
24150r3410/3411sy3tem5

Logkco" A一 一 一 '-

P

－s
LTD/LTStapesyStem
forIBH1130CPs

Hoh亀 ∀k

Data

Scig駆ces

沌〕S2700

{2401-5}
HDS8420/8803

HDS8420/8803
.

HDS8420/8803 一一

♪廿〕S8410/11Sy8te皿compatible

wi、h18H3410β411syste鴫

Periph町813

Systemヨ

Re8earch

－s

・

一 一 一 一 一一 TapeSy■temforI日HllハOCPU■

Potter

工n3trument

AT/SC2402/3/5〆6

(2401-2/3/5/6)
AT2425/27

AT/sc3423/5/了
TC5805

AT)424/6/8
TC5805-2

1501psinLerm■di8te2420-type

modelofAT2425/27tr餌gports

SC729XS8rie3for

lBN729tr8n3P。rts

Storage
Techmlogy

ST2400/380011
(2401-3/5/6}

5T2400/380011 ST〕400/3800111 STC3600/38001V

F

150ip3intermediate3420←type

modelofST3400transport5

1600/6250bpidua1-density

3420～typeSTC3600models

・

Telex

Computer

Product5

4800Series 5400Seri¢s 6000Series 6000Series

4700SeriesforIBH729&

6410/6411forIBH3410/3411
1600/6250bpidua1-density

3420-typ66000Seriesmod¢1s

(ソ ー ス:M)demDataM3-10月 号)
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表3-4:プ ラ グ ・コ ン パ テ ィブ ル ・メ モ リの メ カーとその製品

メー カー IBM 360 18M 870
IBH
S/3

そ の 他

22 30 40 50 65+ LCS 1)5 145 155 165

Ampex ARH22

(64川

凪H30

"28K}

刷 範

(448K)

ARH50

(15川

ぷ2365

(仙}

E℃H

(8M)

一 一 －A AA月

33ω

(2H)

刷

3360

(3H)

一 一 Un☆ ・c400/1100
AR岨108{262Kvord●}
D耽PDP^IO

刷_10(128κword●}

Bu3ine5s

System

Techn。1。gy

一 〔 一 一 一 、 一 一 ,一 一 一 ≡ 一 一～ 一 ≡ 一一 BST/3

(64幻

輪 ←

C蜘bridge

Xe爪orie5

CC22
{64K)

CC30
(128K}

CC40
(448K)

CC50
(1H)

Cor⑱65/67

〔2H}

〉 一 ≡≡ '、 SWor155

(2川

Stor165
(4H}

一 ≡ 一－

CFI

.Memorie3

一 一 ≡ 一 一 、 一 ≡ 巳 一 一 ≡ 一' 一 一 一一 、 一 CPIS/3
{64K)

A－

CIG

Computer

PmdUCt'・

2200
(64Kl

3000
U28K}

4000
(448K}

5000
(1M}

6000
(2H)

LCS
(8H}

≡一 7145
UH}
155+
{4M}

55000
{2H)

65000
{3M)

一' Uni"c400/1100

6600/8800/9800

(262Xげ 。rd3}

・

C。叩u、er

Hard題ro

-

一一 ← 一 ≡ 一 一 一 一一 一 ≡ ≡≡ 一 、 ≡一 ∨ 一

「

一 一 IBHl130&1800
CHICor・{65K)

Comput8r

Hardぬre

C8S

　 一 〕768 4768 5768 一' 一 一 ● 一 一} '一 一, 一 一 Accelerator●nh凹C● ←

鵬ntfo,360CPU3

,

Control

Dat8

一≡ 23030
(128Kl

23040
(448K}

23050

い拘

23065
(IH}

≡'

・

33135

(512川

〕3145

(1川

33155
(4H)

33165
{4M)

一 一 1脳370/158禽168

〕3158&3〕168

〔4H&8鮪)

1

Da協

ProaUCts '

一 一 ≡' 一 一

,

一 一 一一 600Q
(2H}

一 一 ≡ 一 一' 一 ← 一 一'

Dimensional

System

'　 一' 一一 一 一 ,一 ← 一 一' 一 一 一一 一 一 }一 DECPDP^〕O
DHS-10(4Hu。rd5)

Electronic

H●mories&

Magnetic3

,　 〕650!30

(128Kl

3650/40
(256K}

3650/50
{512K)

〕650/65
〔2H}

≡F 一' 一 一 3650/〕55

{2H)

3650!165

(鋤

≡' ,－

Fabr三 －T●k P⑩D22+

{64K)

簿OD30+

{128Kl

MOD40→

{512K}

9⑩D50+

(LH}

MOD65/
67+

LCH→

(2Hl

一' ≡ 一 HOD70>
(2H)

HOD70今

(3H)
HOD1(》+
(64川

IBH360/25輪44

目OD25+&HOD44+

(48K&1旬

Fairtield

鮪emory

≡ 輪 FH30
(256K)

則40

(256Kl

PH50
UH}

.
7065
(2H)

,一 ≡ 一 一' 7065
(2H)

7065
白H)

一 ≡ 一 合

Information

Contro1

CorPak
22
(64K)

CorPak
30
(256Kl

CorPak
40
{448K)

CorPak

50

{512則

=一 ≡ ≡ '一 ≡ 一 一一 一 一 一' 一←

、

Ite1 一 ～ ㎜ 力60

〔128K)

㎜ β60
{448K}

㎜/360

{IM)

沌個/360

(～H)

≡' ㎜/370

(512K)

酬/370

UM}

㎜/370

{4H)

棚/370

(4M)

一' IBM370/158&168

㎜/370(4H)

Lockhead

EIectτonic3

≡ ～ ≡一 、 一 ←一 一一 梱365 一 一 A≡ ～' ≡ 一 '一 D£CPDP-10

鵬100(4Hv。rds)

Logicon 一 、 ≡ ← 、 一 一一 ■一 一 一 一, べ'
、

一' 一 一 一' IBM1130

L。gic。r・(65K}

Hemory

Techno1。gy

一 マ 一一 w' ←' " 一 一 一≡ へ ≡ 概 況/1'0

(4H}

㎜/」6う

(4H}

一 一 s－

Standard
Hemo'ies

SH220

〔64K}

SH300
1256K)

SH400
(448K}

SH500
(1H}

Smart
2365(8H)

一 一 一 一 A一 一一
"

一 一 一－

StoraRe

Tec加010gy

← 一 一≡ ≡ 一 '● 一一 一 ≡ 一 ≡ 3745

〔12M)
3745
{4H}

3745
(4H)

一 一

F

-－

Telex

C。mp帆er

一' 一 一 ,一 一' 一一 一 一 '一 6345 6360 6〕60 一 ≡ ≡ 一

〔注〕( )内 の 数 字 ば トー タ ル ・シ ス テ ム ・キ ■パ シ テ ィ を示 ず (ソ ー ス:lvbdemDnttMS-10月 号)
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4.コ ン ピ ュー タ ・ター ミナ ル の

進 展 と イ ン テ リジ ェ ン ト ・タ
ー ミナ ル の 指 頭

● コ ン ピ ュ ー タ ・タ ー ミナ ル の 進 展

● イ ンテ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル の拾 頭
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コ ン ピ ュー タ ・ター ミナ ル の 進 展

急速な伸びが予想 される コンピュータ ・夕ー ミナノレ

ここ5年 の間 にコン ビ.一 夕 ・タ ーミナルのマーケ ットの進展は,米 国において全 コン ピ

ュータ機器業 界の4倍 のス ピードを示す もの とみられ ている6こ れは,米 国にお けるコン ビ

・一夕の導入台数の伸 びが,こ こ5年 間に50%程 度 で あるの に比較し,タ ーミナルは200

%以 上 の伸び率を示す もの と考え られていることから もうなづける。ちなみに リモ ート・コ

ンピ コ一夕 ・タ ーミナルお よびコ ミュニケ ーシ 。ン関係の出資が,全 コン ピュータ ・ハード

ウエアに対 しユ ーザーが 出資す るわずか8%程 度 であった1972年 代 に比 べ,1977年 には

16%を 占 めるで あろうと,米 国の著名な調査会社であるQuanturnScience社 で は述べて

いる。 また,同 社はタ ーミナルの出荷額について,1972年 の3億8,500万 ドルから,

1977年 には13億4,000万 ドルに達するだろうとも述 べている。なお,台 数については,

1972年 の63,100台 から1977年 に は,204,100台 に 達す るもの と見ている6図4-1

に タ イプ別 ター ミナルの 出荷台数を示 した。 また,同 タ ーミナルの累積設置台数 は,1972

年の247,100台 か ら1977年 の777,500台 に達する もの と予想 され るが,同 様 にタイプ別

について図4-2に,ま た,提 供者の内訳について図4-3に 示 した。 なま㍉ タイプ別ター

ミナルの機能は表4-1を ベ ースにしている。 さらに1972年 か ら1977年tで の年別 出荷 ,

状 況 を表4-2に 示 した。

表4-1:タ イ プ別 タ ー ミナ ル の 機 能

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・

小 型 バ ッ チ 中 型 パ ッ チ 大 型 バ ッ チ
キ ー ボ ー』 ド

・ キ ー ボ ー ド ・ キ ー ボ ー ド ・ キ ー ボ ー ド ・カ ー ド ・ リ ー ダ

・ シ リ ア ル ・ プ リ ン ・ シ リ ア ル ・ プ リ ン ・ シ リア ル ・ プ リ ン ・ ラ イ ン ・ プ リン タ

タもしくはVDU米1 タ も し くはVDU
メ

タもしくはVDU ・・ハ ー ド ワ イ ヤ も し

・ハ ー ド'ワ イ ア ー
'
● ノ、一 ド ● ワ イ ア ー ・ プ ロ グ ラ ム 用 コン くは プ ログ ラム用

ド ・ コ ン ト ロ ー ラ ドも し くは マ イ ク ト ロ ー ラ コ ン ト ロ ー ラ

・メ モ リな し

一
●・モ ア ム

ロ ブ ロ グ ラ ム に よ

る コ ン トロ ー ラ

・メモ リおよび%
!

(磁気謀体)

・高 速 モ デ ム

ー オ プ シ ョン ー

・紙 テ ー プ ・ リ ー ダ
一

・ モ ア ム ・磁 気 ス トレ ージ 媒

お よびパ ンチ (中速～高速) 体蛙 び%媒 体
、

・メモ リお よび% ・ キ ー ボ ー ド'

(媒体)
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「

.

〈

り
● モ ア ム

(低 速 ～ 中 速)

-9‖ 一 －flllf--9‖ 一

・IBM2740・IBM3741・Burroghs・

・IBM2260/・T,1・typ・'-TC500

3270ASR33●Sycor340

・Teletype・GTENoVar●Datapoint

KSR33・Memorex2200

・Hazetline1280●IncotermSPD

2000'●TI701ASR1(ン20

・Teletype・NCR399

Model40・SandarsCan-

・TrascomDo

IT-ll6

*lVDU(VideoDisplayUnit)

表4-2:汎 用 タ ー ミ ナ ル 出 荷 額 推 移

(単 位:100万 ド ル)

一 例 一 ・

●Data100

・HarrisCope

・IBM2780/

378.0

・Univac

DCT2000'

・CDC733

●Remcom

2780/3780

タ ー ミナ ル の タ イ プ 1972 1973

.

1974 1975 1976 1977
年間娠 率
㈱

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・キ ー ボ ー ド 138 166 194 246 271 257 13.24

低 コ ス ト ・ エ ン ト リ ー 2 2 4
.-

o 8 12 43ユ 、

キ ー ボ ー ド ・ プ リ ン タ 59 56 61 71 82 73 4.35

.

ス タ ン ド・ア ロンVDU 25 27 29 35 43 51 15.33

周.辺 用VDU 52 81 100 135 138 121 1&4
・

小 型 ・・ パ ッ チ 87 109 137 17'1
L

213 267 25.14

中 型 パ ッ チ 56 80 114 164 265 361 45.17

大 型 パ ッ チ 104 148 207 278 363 455 3434
、

合 計 385 503 652 859 1,112 1,340 28:33

/
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図4-1:タ イ プ別 タ ー ミナ ル 出 荷 台 数

インタラクティブ ・

キーボー ド

34,500

-54%

ノ」、型 バッチ

20,000
-3'2%

中 型 バ ッ チ

6,300-10%

大 型 バ ッ チ

'2300-4%

1972年:63.100ユ ニ ッ ト

インタラクテ ィブ ・

キーボ」 ド

87.000-43%

小型バ ッチ

65,000-32%

中 型 バ ッ チ

43,000-21%

大 型 バ ッ チ

9,100-4%

1977年:204,100ユ ニ ッ ト

(出 典:Quantumscience社)
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図4-2:タ イ プ別 タ ー ミナ ル 設 置 状 況

インタラクティブ ・

キー ドー ド

小 型 バ ッ チ

78,000

-32%

148,500-60%
中 型 バ ッ チ

14,000-6%

大 型 バ ッ チ

6,600-2%

1972年:247,100二 」ニ ッ ・ト

109,000
-14%

大 型 パ ッ チ

23,500-3%

1977年:777,500ユ ・;ッ ト

(出 典:QuantumScience社)

/
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図4-一 一3:サ プ ラ イ ヤ ー別 に み た タ ー ミナ ル 設 置 状 況

独 立 メー カー

22%

テ レ タイプ

31%

IBM

34%

そ の 他 メインフレーム'

メー カ_13%

1972年:247.100ユ ニ ッ ト

独立 メーカー

25%

テ レ タ イ プ

23%

35%

.そ の 他 の

メイン ・フレー ム ・

メー カー

17%

1977年:777,500ユ ニ ッ ト

(出 典:QuantumScience社)
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ター ミナル進展の背景

1969年,米 国の 了 トラソデ ィック市で開催された春季合同コンピュータ会議SJCC

(SpringJointComputerConference)で,米 国有数の業界紙 であるElectronic

NewsはSJCCturnstoTermihalと トップに大 々的に携蔵 して いた。 昨年1973年 よ

りこの会議はNCCと して年1回 開催 され ることになったが,同 会議は,世 界の コンビn－ 夕

のその時点での水準を示す もの として高 く評価 されている。 また,同 会議で展示され る機器 も,

コ ンピュータ業界のハー ドウエアの動向を示す もの と考え られている。 こうい ったことか ら,

米 国では1969年 頃 を転機 と して,コ ンビ=一 夕業界はタ ーミナルの主役時代に入 ったと見て

よいo

これまで,タ ーミナルは単なる入出力媒 体 として,キ ーボード・プリシタ形式の もの と考え

られて きたが,次 第 に ターミナルに機能を持たせるようにな った。 また,デ ィス プレ イ装置の

技術的 進歩 とコス トの低下は,さ らに ターミナルの進展に拍車 をかけることになった。

米国におけるオ ンラインの進展は,コ ン ビ=一 夕におけるサービスを1つ の産業 として とら ・

えるに まで成長させたが,特 にサービス ・ビュロウによる個々の カス トマーに対す るネ 。トワ

ーク ・サービスは1972年 の5億7 ,700万 ドルか ら1978年 の24億2,000万 ドルにまで売

・上が伸 びる もの と予測 され ている。 また,コ ンビ.一 夕導入,要 員訓練,コ ン ピュータ室の設

計等,関 連のサ ービスをまとめて行な うファシ リテ ィ・マネジメン ト・サ ービスの年間売 り上

げは,1972年 の7億9、900万 ドルか ら1978年 に は31億1,6、OO万 ドルに達する ものと見

られ ている。 なお,こ のフ ァシリティ・マネジメン ト・サ ービスについては,そ の サービスの

内容が,オ ン ラインQ進 展に より,徐 々に変わbつ つある。 これは,今 までのバ ッチ用CPU

の導入か らタ ーミナルの導入へ と変わりつつあ り,特 に中堅企業 にとって,こ の傾向が顕著で

あることに よる。 さらに,イ ンテ リジェン ト・タ ーミナルの台頭は,ま すますこの傾向を強 く

しているo

一 方 ,専 用オンライン ・シス テム,い わゆる企業内オンライン ・システムも,オ ンラインの

進展に伴い急激な成長 をみせている。 これは,本 店,支 店,工 場等 をオン ラインで結ぶことに

より,個 々の情報の流通が非常にス ムースにな り,企 業には非常にメ リットが あるため,1975

年 には米国UCtsけ る ÷一 ケ ットは306億 ドルに達するもの と見られ ている。

現状と展望

設置状況

ター ミナルの設置状況をユ ーザか ら見た場合,そ の70%以 上 が5つ の業界 で占められ る。

この5業 界 とは,製 造,官 庁,運 輸,銀 行,金 融の業界で,こ れ らのシェアについ ては図4-

4に 示 したo
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図4-4:産 業分野 別にみたタLミ ナル設置状況

1972年:6'3.OOOユ ニ ッ ト

銀 行

金 融11%

8%

そ の他

30%

造製

%52

官 庁

14%

運 輸

12%

1977年:204.000ユ ニ ッ ト
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な お,こ の5業 界 以 外 の 業 界 と し て は,卸 売,小 売,医 療,教 育 な どが あ る。 し か し,こ う

い った 他 の 業 界 は,前 述の 汎 用 タ ー ミナ ル よ り は,む しろ 小 売 業 の た め のPOS(Point

ofSale)と い った 専 用 タ ー ミナ ル を 指 向 し て い る 面 もあ る。

デ ー タ通 信 に つ い ては,図4-5に 示 した と お り専 用 回 線(コ モ ン ・キ ォ リア)が 全 体 の

70%を 占 め てtsり,こ の 状 態 は1977年 ま で続 く もの と み られ る。

図4-5:デ ー タ 通 信 状 況

専 用 回 線

(コ モ ン ・キ ャ リア)

換

ネッ ト ワーク

(コ斬 りめ

特 別通信サービス

および専用 ネソト

ワーク

専 用 回線

(コ モン.キ ャリア)

交 換

ネット ワー

(コ モン ・キャリア)

特別通 信サー ビス

および専用 ネット

ワーク

1971年:330×109ビ ッ ト/日

1977年:1250×109ビ ット/日

伝送速度は,今 後 ますtす 高速の ものが要求 されるようになるだろう。 表4-3に は1972

年 お よび1977年 の 各タ イプ別の伝送速度の比較 を示 した。 勿論,コ ス トの問題等考えられ

るが速度当 りの コス トは今後低 下してい くため,ユ ーザーは,高 速の ター ミナルに置換えてい

くことになろ うo
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表4-3:タ イ プ別伝送速度推移

タ ー ミナル ・タイ プ

ターミナル

出荷状況

伝 送 速 度

低 速

300bps

中 速

60(ン>

2,400bps

高 速

4β00bps 4β00bps以 上

インタ ラク テ ィ 1972 34,500 80% 20% 一 一

プ ・キ ー ボ ー ド 1977 85,000 60% 40% 一 一

小 型 バ ッ チ

1972 20,000 80% 20% 一 一

1977 65,000 6% 40% 一 一

中 型 バ ッ チ
1972 6,300 一 go% 10% 一

1977 43,000 一 50% 50% 一

大 型 バ ッ チ

1972 2,300 一 40% 45% 15%

1977 9,100 一 10% 30% 60%

将来 の傾向

タ ーミナルの進展お よび機能の増加は,メ モ リ媒体 に対 し,大 容量,ラ ンダム ・アクセス機

能等の要求 を増加させ始めている。特に高度の メモ リ媒体に対する要求が強 く,IBMが 開 発

した フロ ッピィ・ディス クは今後の需要が期待されている。 表4-4に は各 メモ リ媒体の機能

を,ま た図4-6に は1972年 お よび1977年 の同 メモ リ媒体 の設置推移を示 した。
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表4-4:タ ー ミナル対する メモ リ媒体の性能

メモ リ媒体 主 な 性 能,特 徴

パ ン チ紙 テ ー プ 。価 格:0.000094セ ン ト/ビ ッ ト

。低速伝送 およびアクセスに制限あり

。ス トアのた めにか さばる
Fn

修正の困難性

パ ン チ ・ カ ー ド 。価 格:0.00015セ ン ト/ビ ッ ト'
'

・

。低速伝送お よびアクセスに制限 あり

:。ス トアの ためにかさばる

修 正 が 長 び く'、 ・

磁気 カセ 。ト/ 。価 格:0.00:015セ ・ン ト/ビ ッ ト

カ ー ト リ タ ジ

F

。簡単な修 正は容易であるが,ラ ンダム・アクセスの速度が遅い

。 フ'、ア イ ル が 容 易 で あ る 。 ・

。標準化 に問題が あるo

磁 気 カ ー ド 。価 格:0.0029セ ン ト/ビ ッ ト

。ソ ース ドキ ェ メ ン トと 共 に フ ァ イル す る の が 容 易 で か さ ば ら な い。

。ア クセスに制限がある。

。修 正が容易ではない。

フ ロ ッ ピ ィ 。価 格:0 .0004セ ン 』ト/ビ ッ ト

・デ ィ ス ク 。ファイルが容易でか さばらない。

。記録密度が高い

。高信頼性

。伝送速度お よびアク セス速度 が適当である。

。 ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス が 可 能

磁 気 テ ー プ 。価 格:0 .00004セ ン ト/ビ ッ ト

F占

。キ ャ パ シ テ ィが 局 い

・伝送速度が適当であるが アクセス速度は遅い

高 速 デ ィス ク 。価 格:0 .000375セ ン ト/ビ ッ ト

。 キ ャ パ シ テ ィが 高 い

。高速伝送お よび高速アクセス

。 ラン ダ ム ・ア ク セ ス が 可 能

な お 図4-6に つ い て ぱ,キ ー ボ ー ド ・タ ー ミナ ル は メ モ リ を 必 要 と し な い た め,対 象 は パ

ッチ ・タ ー ミナ ル の み と な っ て い る。
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宇

図4-6:メ モ リ ・ メデ ィア の 設 置 状 況

紙 テ ー プ

カ ー ド ・

磁気 力セ 。ト/

カー ト リ ッ ジ'

磁 気 カ ー ド

プ ロ7ピ イ ・

デ ィ ス

磁 気 テ ー プ

高 速デ ィスク

40%

12%

7%

6%

19%

1%,

2%

0%

～

18%

1972

197T

1%

4%

9%

12%

、

0 10 20 30 40 50 60

(出 典;QuantumScience社)
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一 方1/0機 能 に つ い て は
,現 在 で も未 だ プ リン タ ・ベ ー ス とな っ て い る が,デ ィス プ レ イ

・シ ス テ ムの 進 展 に よ り,今 後 は む し ろ デ ィス プ レ イを ベ ース と した タ ー ミナ ル へ と移 行 す る

傾 向 に ある。図4:7に も示 した と お り1972年 に は デ ィ ス プ レ イk・ よ び プ リ ン タを ベ ース と し

た タ ー ミナ ル の 出 荷 台 数60,100台 の う ち,デ ィス プ レイ・ベ ー ス の もの が39%で あ った もの

が1977年 に は53%と,50%以 上 を 占 め る こ とに な る。 なk・,表4-5に は1972年 か ら

1977年 ま で の タ ー ミナ ル ・タ イ プ別 の 出 荷 状 況 を 示 した 。

図'4-7:デ ィス プ レ イ ・ベ ー ス お よ び プ リ ン タ ・ベ ー スの タ ー ミナ ル 出荷 状 況

デ ィスプレイ ・

ペ ース

39%

61%

1972年:60,100ユ;ッ ト

1977年:183、300ユ ニ ッ ト

(出 典:QuantumScience社)
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表4-5層:デ ィス プ レ イ お よ び プ リン タ ・ベ ース ・タ ー ミ ナル の 出 荷 状 況

(単 位:1,000台)

タ ー ミ ナ ル 出 荷 状 況

タ ー ミ ナ ル ・ タ イ プ 合 計 プリンタ ・ベ ース ディスプレイ ・ベース

1972 1977 1972 1977 1972 1977

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・キ ー ボ ー ド

・キ ー ボ ー ド ・ プ リ ン タ 15.0 17.0 15.0 17.0 一 一

・ス タ ン ド ・ア ロ ー ン ・デ ィ ス プ レ イ 5.5 13.7 一 一 5.5 ・13
.7

・そ の 他 デ ィ ス プ レ イ 11.0 355 一 一 11.0 35.5

小 型 パ ッ チ 20.0 65.0 18.5 48.5 L5 17.0

中 型 バ ッ チ

・ス タ ン ド ・ ア ロ ー ン 3.3 18.0 0.8 12.0 2.5 6こ0

・そ の 他
、 3.0 25.0 一 一 3.0 25.0

大1型 バ ッ チ 2.3 9.1 23 9.1 _. 、 一

合 計 60.1 1833 36.6 86.1 235 '97 .2
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イ ン テ リジ ェ ン ト ・ター ミナ ル の 拾 頭

インテ リジェンスの分散とインテ リジェン ト・ター ミナル

ター ミナル 分野 において,イ ンテ リジェン ト・タ ーミナル とかスマ ート・ターミナルといっ

た言葉が使用され始めたのは,米 国において周辺端末機器が大 きくク ローズ ・ア ップされ始め

た1960年 の 後半か らである。 タ ーミナル分野 では,そ れまでの単なる%機 能 しか持たな

いテレタ イプ形式の ものか ら,高 度 な機能 を持 たせた汎用ター ミナルへ,ま た,各 々の専門分

野別に進展 してきたPOSの よ うな専用タ ーミナルが出現 し,急 激に飛躍しつつあるo

インテ リジ エン ト・ターミナルは,別 に明確に定義 された ものではないが,今 日の ミニ ・コ

ン ビ。一夕の技術的進歩 に伴 い,タ ー ミナルにコンパク トにローカル処理,高 度な伝 送機能等,

いわゆるインテ リジ ェンスを持たせた ものと言われている。例えば,大 企業においては,イ ン

テ リジ ェン ト・ターミナルを設置 する ことにより・各支店では,昼 間 これらのター ミナルをス

タン ト㌔ アロ ーン ・ツ ステムとして・ロ・一カル処理 を行 ない,そ の結果得たデ ータを本店か らの

中央 ホス ト・コン ピュータにより,夜 間通 信回線 を介 して ボーリング させるといった使用方法

がある。 この ようにタ ーミナルに インテ リジェンスを持たせる ことは,中 央のホス ト・コンピ

ュータを非常に効 率よ く利用で きるメ リプトもある。

インテ リジェン ト・ターミナルの持 つ利点

インテ リジェン ト・ター ミナルを利 用す ることによる種 々の利用効果が挙げ られるが,以 下

に インデ リジ ェン ト・ター ミナルに導 入す ることに よって上 る効果に ついて述 べることにする。

ロ ー カ ル 処 理

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル を ス タ ン ド ・ ア ロ ー ン ・シ ス テ ム と し て 利 用 す る こ とに よ り,

簡 単 な 事 務 処 理 を 行 な う こ とが で き る。 ま た,中 央 の ホ ス ト ・ コン ピ ュ ー タが ダ ウ ン した り,

通 信 回 線 が 中 断 し て い る場 合 で も,タ ー ミナ ル は トラ ン ザ ク シ 。ン を 受 け 入 れ,処 理 を行 な う

こ とが で き る。 した が って,中 央 の ホ ス ト ・ コ ン ビ.ユ ー タ に と って の 一 種 の フ ェ イル ・ソ フ ト

・バ ック ア ッ プ機 能 を 提 供 す る こ とが で き る。

ま た,イ ン テ リジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル を 利 用 す る こ と に よ り,中 央 の ホ ス ト ・ コ ン ピ ュ ー タ

の 処 理 負 荷 を 軽 減 す る こ と が で き る。 タ ー ミナ ル へ の サ ー ビ スの た め に,短 時 間 に 何 回 もホ ス

ト ・ コ ン ピ ュ ー タ の 中 断 を 行 な うの は 非 常 に 無 駄 な こ と で あ る。 イ ン テ リ ジ ェン ト ・タ ー ミ ナ

ル は,イ ン プ ッ ト.の バ リ デ ーシ 。ン や エデ ィッテ ィン グ,コ ン トロ ール ・ トー タ ル の 作 成,中 央

ホ ス ド ・コ ン ビ.一 夕の た め の 前 処 理,ア ウ トプ 。 ト ・ フ ォ ーマ 。 トの 作 成 等 の 後 処 理 な ど を

行 な う こ とが で き る。
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デ ー タ ・コ ミ コ ニ ケ ー シ ョン

イ ン テ リジ ェン ト ・タ ー ミナ ル に プ ロ グ ラ ム処 理 能 力 が あ る こ と に よ り,幾 つ か の オ ペ レ ー

テ ィン グ ・シ ス テ ムの 必 要 条 件 に 合 致 す る よ う プ ロ グ ラ ム す る こ とが で き る。 し た が って,す

で に 形 成 され た ネ ッ トワ ーク に 比 較 的 容 易 に 加 え る こ とが で き る。 こ れ は,今 ま で の ノ ン ・イ

ン テ リジ ェン ト ・タ ー ミナ ル で は,伝 送 速 度 の 相 異,キ ャ ラ ク タ ・コ ー ドの 相 異,オ ペ レ ーテ
つ

イ ン グ ・ シ ス テ ム の 受 け 入 れ が 困 難 等 に よ り,,タ ー ミナ ル が ホ ス ト ・ コ ン ピ ュ ータ と コ ミ ュニ

ケ ーシ 。ン を行 な う こ とは 実 際 的 には 不 可 能 で あ っ た こ とに 比 較 す る と格 段 の 進 歩 で あ る。 ホ

ス ト ・ コ ン ピ ュ ー タの オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム を 変 更 す る之 とは 至 難 で あ る が,デ ー タ ・

コ ミaニ ケ ーシ 。ンの 大 部 分 をOSか ら 外 し て フ ロ ン ト・ エ ン ド ・コ ミ=ニ ケ ー シ ョン ・プ ロ

セ ッサ に 負 わ せ る こ とが で きる し,ま た,イ ン テ リ ジ ェン ト ・タ ー ミナ ル に 負 わ せ る こ と も可
/

能 で あ る。

ま た,イ ン テ リジ ェン ト ・タ ー ミ ナ ル を 利 用 す る こ と に よ り,同 期 操 作 と キ ー ボ ー ドと の 切

替 え を 可 能 に す る。 こ れ は,最 近 の デ ータ 伝 送 の 方 法 は,オ ー バ ー ・ヘ ッ ドを 軽 減 さ せ る た め,

パ ケ ッ ト伝 送 を 行 な っ て い るが,イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル を 利 用 す る こ と に よ り,'中 央

の ホ ス ト ・ コ ン ピ ュ ー タ だ け で な く,他 の タ ー ミナ ル と も容 易 に 交 信 す る こ と が で きるe

自動 処理お よびオペレ ーシ 。ン

インテ リジェン ト・ター ミナルを利用することにより,伝 送 デ ータのチ ェックを行な った り,

あるいは伝送 データをホス ト・コンピュータか らポ ールされるまで格納 してお くことができる。

また,夜 間 に自動オペレーションを行な うこ とができる。 これ は,昼 間,ス タン ド・ア ロー

ン ・システムとしズ 稼動 した インテ リジ ェン ト・タ ーミナルが夜間に,ホ ス ト・コンピュータ

よリポール された り,あ るいはダイヤ リングされた りするこ とにより,デ ータの伝送が要求さ

れた り、,伝送を行な った りす る場 合が あるが,ζ .ういった場合,無 人であ って も,自 動的 に処

理するこ とができる。 これは,オ ペレータの 節約に もつながる。

さらに,プ ランクのス トリングを自動的に除去するといったデータの圧縮,お よび開放等に

より,伝 送速度を大幅に節約することがで きる。

その他,多 種の フォームを取扱 う能 力,デ ータ入力お よびソース ・デ ータの レコー ド,タ ー,

ミナル数の節約等,種 々の利点が挙げ られ るo

典 型 的 イ ン テ リジ ェ ン ト ・ タ ー ミナ ル の 機 能

米 国 の 周 辺 端 末 機 器 分 野 で 有 名 な コ ン サ ル タ ン トk・よび 調 査 会 社 で あ るHobbsAssociates

社 で は,典 型 的 イ ン テ リ ジ ェン ト ・ タ ー ミナ ル の 持 つ べ き機 能 と して 以 下 の 項 目 を 挙 げ て い る。

ま た,イ ン テ リ ジ=ン ト ・ タ ー ミナ ル の 標 準 価 格 は,15,000ド ル か ら35,000ド ル の 間 と し

て い るo
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〉

。コ ア ・ メモ リ(4,000～128,00、Oバ イ ト)

。 〔 ル チ ・ プ レ ク サ と通 信 回 線 イ ン タ フ ェ ー ス

。モ デ ム(2,40(ト ・9.600ビ ッ ト/秒)

。 キ ー ボ ー ド{タ イ プ ラ イ タ も し くは キ ー パ ン チ(16～32フ ァ ン ク シ ョン ・キ ー)

・ プ リ ン タ ・キ ャ ラ ク タ ・シ リア ル ・ プ リ ン タ(30N・60cps)

{
・ ラ イ ン ・プ リン タ(10{〉 ～3001pm)

。磁 気 テ ー プ… … カ セ ッ ト(IBMと コ ン パ テ ィ ブ ル)

。カ ー ド ・ リ ーダ(10(ンv300cpm)

'
。デ ィス ク ・ フ ァ イ ルIBM5544タ イ プ ま た は

{
IBM2314タ イ フ"

。CRT(1.000～2,000キ ャ ラ ク タ)

標 準 ソ フ ト ウ エ ア.

ま た,同 時 に 以 上 述 べ た イ ン チ ・リジ ェン ト ・ タ ー ミナ ル が 備 え る べ き標 準 ソ フ トウ エ ア と し

て 以 下 の もの が あ る と述 べ て い る 。

。通 信 回 線 イ ン タ フ ェ ース ・ プ ログ ラ ム

。デ ー タ ・ベ ース ・ マ ネ ジ メ ン トお よ び ア ク セ ス ・ソ フ ト ウ エ ア

・・。'レポ ー ト ・ プ ロ グ ラ ム ・ ジ ェ ネ レ ータ

。周 辺 装 置 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ソ プ ト ウ エ ア"

。 ビ デ オ6デ ィス プtzイ ・フ ォ ーマ ッテ ィン グ ・プ ログ ラ ム

。ソ ー ス ・デ ー タ 確 認 プ ロ グ ラ ム

。デ ー タの 圧 縮 と 開放 プ ロ グ ラ ム

。テ ス ト ・プ ロ グ ラ ム

。シ ス テ ム ・ソ フ トウ エ ア

ー デ ィス ク .・オ ペ レ ー シ ョン ・ プ ロ グ ラ ム

ーテ ー プ ・オ ペ レ ーシ ョン ・ プ ログ ラ ム

ーア セ ン ブ ラ

ー コ ン パ イ ラ(COBOL
,FORTRAN等)

。ア プ リ ケ ー シ ョン ・ ソ フ トウ エ ア

ー 方 ,Quantumscience社 で は,こ れ か ら の タ ー ミナ ル の デ ザ イ ン に と っ て,イ ン テ リ

ジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ルは 業 界 に1つ の 革 新 を 持 た ら す もの と し,同 タ ー ミナ ル の 出 荷 額 は,

玉972年 の9.200万 ドル か ら1977年 の8億1,000万 ドル に 達 す る もの とみ て い る 。 こ の 数

字 は,1977年 ま で に イ ン テ リ ジ ェン ト ・タ ー ミナ ル が,全 汎 用 タ ー ミナ ル の 年 間 出 荷 額 の
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60%を 占 め る こ と を 指 して い る。 な お 図4-8に は1972年 か ら1977年 ま で の イ ン テ リ ジ

ェン ト ・タ ー ミナ ル お よ び ノ ン ・ イ ン テ リ ジ ェン ト ・タ ー ミナ ル の 出荷 妬 の 推 移 を,ま た 図4

-9に は 出 荷 台 数 の 推 移 を 示 した
。

図4-8:イ ン テ リジ ェン ト ・タ ー ミナ ル お よ び

ノ ン ・ イ ン テ リジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル の 出 荷 額 推 移

(単 位:100万 ドル)
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図4-9:イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ タ ー ミ ナル お よ び

ノ ン ・ イ ン テ リジ ェ ン ト ・ タ ー ミナ ル の 出 荷 台 数 推 移

(単 位:1,000台)
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インテ リジェン ト・ター ミナルが抱える問題点

インテ リジ ェン ト・ター ミナルそのものが抱 える問題,あ るいは,進 展に よって生 じて くる

問題が幾 つか挙げられるが,そ の中で も最 大の問題 は,プ ログラムに関してであろ う。勿論,

こ こで論 じるのは プログ ラム処理可能な ター ミナルの ことで,ハ ー ドワイヤ ・タイプあるいは

リー ド・オン リー・メモ リを利 用 したター ミナル等については言及 しない。

現在,プ ログ ラム言語がインテ リジェン ト・ターミナルに関し大 きな問題 となっている。 こ
パ

れは,現 在のインテ リジ ェン ト・ター ミナルの殆ん どがアセ ンブリ言語を使用 しているためで,

コンパ イラで しか プログラムできな い人に とっては,ア センブラを新たに憶え るのは困難であ

る。 また,ア セ ン プ『リングは,殆 ん .どホス ト側 で行 な ってい るが,さ らに,タ ー ミ

ナルの モデルが異なる毎 に異 ったアセン ブラを使用す ることは非常に頻雑であるo中 にはTC

500シ リーズの ようにCOBOLに よる プログラ ミ.ングが可能な マシンもあるが,同COBOL

も厳 密に言えば米国の標準化にの っとるANS・COBOLで は ない。その他 プログラムの問題 と

しては,プ ログ ラム ・メンテナンスあるいは プログ ラム ・ライブラリーの保持 などが ある。

IBM3735は,100,000バ イ ト以上 の記憶装置 を持 っていながら,完 全にホス ト・コン

ピュータに依存 している プログラム処理機能を持 ったタ ーミナルである。 従って,イ ンテ リジ

ェン ト・ター ミナル としての機能を備えていなが ら,ス タン ド・アローンとしてオペ レー トし

ないため,イ ンテ リジェンスの分散化 に逆行する ものであ り,厳 密に言えば,イ ンテ リジェ

ン ト・ター ミナル とは言えない。 このよ うに メイン・フレーム ・メーカーが,イ ンテ リジ ェン

スの集 中化を指向 しているのは,メ ーカ ーの市場 戦略 であり,こ のため独立の タ ーミナル ・メ

ーカーに とって は今後ますます強力な競合下に置 かれることになるだろ う。

インテ リジ ェン ト・タ ーミナルが完全 に中央のホス ト・コンピュータの縮少版でないとい う

問題が ある。 このためオペレーティング ・システムをそのままタ ーミナルで部分的に カバ ーで

きない とか,ま た,タ ー ミナル ・サイ ドの メモ リの制約 により大規模なアプリケ ーシ 。ンをそ

のま まス トアできないと言 った問題が生 じる。

標準化につ いては,イ ンテ リジェン ト・ターミナルだけに係る問題 ではないが,ISOTC97,

SC6に お ける伝送 制御手順に関する標準化等,標 準化 を行 な うことに よb,現 在問題 とな っ

ている幾つかの点を解決することができる。なお,情 報処理 における標準化を押 し進めるため,

各国 共鋭意努力している。

この他,信 頼 性の問題,エ ラー ・チ ェックの方法,ア センブリとか,コ ンパ イル等をホス ト

側の コンピュータで行な う場合のター ミナル ・サイ ドの受け入れ体制な ど,こ れか らのインテ

リジ ェン ト・タ ーミナルの伸展に伴 って生 じる幾つかの解決 しなければな らない問題がある。

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル の 将 来 、

オ ン ラ イ ン ・コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 に つ い て は,サ ー ビス ・ ビ ュ ロ ウが 異 な っ た カ ス トマ ーに
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対 し て 行 な う共 用 オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス と,大 企 業 が 自社 内 で,本 店,支 店 も し くは 工場 等 と

回 線 で 結 ん で 行 な う専 用 オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム の2種 類 が 考 え ら れ る こ とは,前 述 し た。 こ う

い っ た タ ー ミ ナ ル ・サ イ ドに 最 近,種 々の 機 能 を備 え た イ ン テ リ ジ ェン ト ・タ ー ミナ ルが 採 用

さ れ つ つ あ る 。 こ れ は,例 え ば,共 用 オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス を 考 え た場 合,個 々の ユ ー ザ ーは,

各 々 イ ン テ リジ ェッ ト ・ タ ー ミナ ル を 設 置 し,通 常,自 社 内 の 単 純 業 務 は,こ れ ら イ ン テ リ ジ

ェン ト ・タ ー ミナ ル を ス タ ン ド ・ア ロ ー ン ・シ ス テ ム と し て利 用 す る。

も し,タ ー ミナ ル の 能 力 を オ ーバ ー し た場 合 は,す で に 契 約 を 結 ん で い る サ ー ビス ・ビ ュ ロ

ウの 大 型 コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 し処 理 を 行 な っ て もら う。 な お,中 央 の ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ に

ジ 。ブ を 依 頼 す る場 合 で も前 処 理,後 処 理 を タ ー ミナ ル ・サ イ ドで 行 な う こ とが で き る た め,

タ ー ミナ ル だ け で な く中 央 ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ を も非 常 に 効 率 よ く利 用 で き る こ と に な る。

一 方
,専 用 オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム で は,本 店 に 超 大 型 コン ピ ュ ー タ を 設 置 し,各 工 場,支 店

に は イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル を 設 置 す る こ と に な る。 各 工 場 お よ び支 店 で は 日 々の 集 計,

受 取 支 払 勘 定 計 算 等,簡 単 な 業 務 は,こ れ ら イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル を 利 用 す る。 集 計

され た デ ー タ は夜 間,中 央 の ホ ス ト ・ コ ン ピ ュ ー タ よ リ ボ ー リン グ あ る い は ダ イヤ リン グ させ

る こ と に よ り,ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ータ に 入 力 さ せ る。 中央 で フ ァイ ル され た デ ー タは,支 店,

工 場 等 か ら の 照 介 に 応 じ る と共 に,支 店,工 場 の イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル の 能 力 を オ ー

バ ー した ジ ョ ブ も引 き受 け る こ と に な る
。

この ネ ッ トワ ーク は 今 後 ま す ま す エ ス カ レ ー ト し,例 え ば 支 店 にお か れ た イ ン テ リ ジ ェ ン ト

・タ ー ミナ ル に 各 事 業 本 部 に お か れ た ノン ・イ ン テ リ ジ ェン ト ・タ ー ミナ ル が ぶ ら 下 った 一 つ

の サテライ ト・システムの よ うな ネ ットワ ーク が 将 来,組 ま れ 乞 こ と に な る だ ろ う。 あ る い は,さ ら に,

イ ン テ リ ジ ェ ン ス の 高 い,第1イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル に,少 し イ ンテ リ ジ ェ ン スの 低

い 第2イ ン テ リ ジ ェン ト ・タ ー ミナ ル が 接 続 さ れ,そ の 下 に ノ ン ・ イ ン テ リジ ェ ン ト ・タiミ

ナ ル が 接 続 さ れ る こ と に な る か も しれ な い 。'

最 近 の コ ン ビ 。 一夕 の 導 入 状 況 は,今 ま で の 企 業 の 最 大 の キ ャ パ シ テ ィに 合 わ せ た サ イ ズ の

コ ン ピ コ 一 夕 の 設 置 か ら ,む しろ 企 業 の 平 均 業 務 キ ャパ シ テ ィに 合 わ せ た,小 型 の コ ン ピ ュ ー

タの 設 置 へ と移 行 しつ つ あ る。 これ は,通 常 の 業 務 は,ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ で 処 理 し,自 分 の

能 力 を越 え た ジ 。 ブは',オ ン ラ イ ンで,中 央 の 超 大 型 ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ を利 用 で きる た あ

で あ る。 この 傾 向 は コ ン ピ ュ ータ 業 界 に も一 つ の 転 機 を もた ら せ て お り今 ま で の 大 型 ～ 小 型 の

コ ン ピ ュ ー タ の 設 置 か ら 超 大 型,超 小 型 の 設 置 の と 両 極 端 へ と移 行 して い る 。

米 国 の 大型 ネ ッ ト ワ ー クARPAは リ ソ 合一ス ・ ジ ェ ア リ ン グ を 第1の 目的 と した も の で あ る が,

イ ン テ リジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル の 進 展 に 従 っ て,こ う い った ネ ッ ト ワ ー ク は,ま す ま す 今 後 進

展 して い く こ と に な る だ ろ う。

ま た,両 方 向CATVの 発 展 とイ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ タ ー ミナ ル の拾 頭 は ま た,家 庭 内 の タ ー ミ

ナ ル 設 置,い わ ゆ る イ ン フ ォ メ ーシ 。ン ・ ユ ー テ ィ リ テ ィ社 会を 指 向 して い く こ と に な る だ ろ う。
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表4-6:代 表 的 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ タ ー ミ ナ ル

モ デ ル 名 メ ー カ ー メモ リ ー 容 量 使 用 言 語 通 信方 式 通 信 速 度

.

周辺峻 器(含 オプシ.ン) 価 格 備 考

BadgerDT8 BadgerMet8r, 4KW～12KW TAL-100A 半2重. 2ρ00bp8 ・ カ ー ド ・ リ ー ダ ー Pポ42500ド ル CPC-200,mM

－100 Inc. Temin81 全2重 ～ (300epm) R*21.345ド ル 2780

150E.8tan一 ▲s8㎝bly 9600bp8 ・ ラ イ ン ・ プ リ ン タ (1年 契約) UNIVAC1004と リ

dard▲r.

F

L8ncnage (LOOOIpm) ブ レー ス 可

Richmond,
,

・テ レ プ リ ン タ
P

P CaUf (Teletype33)

・ラ イ ン プ リン タ ー
.

「

(300Lpm)

・カ ー ド ・パ ン チ . 馳

(100cpm)

・カ ー ド ・ り 一ダ

、

(600cprn)

・MTコ ン トロ ーラ ー
-

・CRTデ ィス プ レ イ'
、

ユ ニ7ト
、

F

.

TCSene8 Burrough8CorP. 3584byte8 BAL 半2重 1β00bp8 ・カ ー ド ・ リー ダ ー P.7945～14.250Pレ GP300フ ァ ーム ・ウ

(TC700. 60712ndAV.. (ユ ーザ ー利 用 Basic ～ (100cpm) R.247～430ト つレ エア 利用

L500,2.500 Petroit,

Miehigan

可能)
A88eπ 由ly

Lancn896

CO80L

150,600

bps

・カ ー ド ・パ ン チ

・紙 テ ー プ ・パ ン チ

(1年 契約)
.

.

.

(B3500」 ⊃ ・紙 テ ープ ・ リ ー ダ

.

TC3.500 最 大65K寸 で COBOL 半2重
「

2000bp8 ・カセ 。卜 ・テ ープ p。15.690～

.

(MOSM㎝ory) (同 期式) ～ ・MTユ ニ7ト 25』90ド ル

9600bp8 (9ト ラ7ク) (1年 契約)
.

・ カ ー ド ・ リ ー ダ ー

」

R.476～764ド ル

」 ・ラインプリンター(2台)
-

' ・パ ネル ・デ ィス プ レ イ ・
・

.

ユ ニ7ト
!
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CMCKey Computer 6K RPGl ～
'テ ー プ 含コ ン ト ロー ラ ー P.22.80(ト ・ユーデ{ッ トお よび

Proce88ing MachineryCorP. ～ 19200bp8 」磁気テ ープ 100.000ド ル
〔パ リア イ'ン ・ン

Sy8tem 100Wn8hir9 12Kbyte8 (7,9ト ラ 。ク) R.570～2500 ・ エ ラ ー ・ コ ン ト ロ

ドル
(CMC5.7,9, Bld.. ・ ラ イン ◆プ リン タ ー 一ル

12,18) Samt8Monica, (80～132コ ラ ム)

`'a"f
・ …2501mp

w

.

一
・ア 一 夕 ・コ ミュ ニ ケ ー シ.

、

ン(BellSy8tem

201Aタ イ プ)

・デ ィスク

・ カ ー ド ・ り 一 ダ ー

(30〔 ←600cpm)

.

Codon CodonCorp. 24κbyte8 RPG-8 同期式 1800bp8 ・ コ ン ソ ール ・プ リン タ ー P.72.085～

CH-100 11DeAngele D6▲L ユー
・ ヴ ィ デ オcデ ータ ・タ ー ミ 101,755ド ル

Drivo日edfore, (▲88embler) ナル R.'.626～

Ma88achu8ett8 ・ デ ィス ク ・ ドラ イ ブ 2298ド ル

(6必 百 万 バ イ ト)

ControlDAt●

、
ControlData 8K 全2槍 1200bp8 ・CRTデ ィス プレ イ

'

P.3{}.300～ m、M2780タ ーミナル

730 Corp. ～ (11`けOj) ～ ・ カ ー ド ・ パン チ 96.800ド ル と エ ミュ レ ー・ン 、ン
・

(731,732, 8」0034th `6Kbytes 50000bp8 (250cμn) R.1.074～ 可能
Model

733) AvenneSouth ・ ラ イン ・ プ リン タ 2β80ド ル
733

Mineap'OU8. 一(L2001pnO

Mine80ta ・ カ ー ド ・ リ ー ダ ー

(1.200cp¶)

DATAIOO一 DATAIOOCorp. 8K TAS-' 全2重 2000bp8 ・MT(7/9ト ラ7ク) P.43.462ド ル 1BM360/200r

78そ の他 7725W88hin一 ～ A88㎝bler 半2重 ～ ・ カ ー ド ・ リ ー ダ ー R.1.137ド ル 30と 代替可能 ソフ ト

70;73,74 gtonAvenue 32Kbyte8 9600bp8 (30〔 ト600elm) クェア機能

75,88等 South,Mi"eA一 ㈹期却 ・ カ ー ド・パ ン チ

・
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poli8
・ラ イ ン ・ プ リ ンタ ー

Uinne80ta (30《 ト6001lm)

〔 一
● モ ァ ム ● コ ン ト ロ フ ー

D8tapoint
.

Datapomt 4K A88㎝bler 同期式 9600bp8 ・MT(7/9ト ラ7ク) P.6.630～13297 IBMセ レク ト リ7ク

2200 Corp. ～ 8レ ベル ・ シン グ ル ・デ ィス ク ・ ユニ ドル ・イン タ ーフ ェイ ス

9725Data一 16Kbyte8 ▲8C`or タ ト R.213～402ド ル
.

point EBCDIC ・プ リ ン タ ー(Therm81,

・Dr`veSan 30cp8,マ ト リ7ク ス

Antonio, 165～330ep8) '

・ デ ィス ク ・カ ー ト リ ッジ

T6×8■ 卜 ・テ ー プ カ セ ッ ト

Four-Pha8e Fbur-Pha8e 24K COBOL 半2重or 4800bp8 ・デ ィス ク" P.15,750～ `BM2260/2848,

Sy8tems Sy8tern,lnc. ～ ▲88㎝bler 全2重 ～ ・ ラ イン ・プ リン タ ーor 30.7・50ド ル 3270シ ミ ュレ ー シ

8ystem
IV/40 10420North 72Kbyte8 (2pa88) 9600bp8 シ リア ル ・ プ リン タ ー R.315～615ド ル

一
.ン ●シ ス ア ム

(Sy8t㎝ 丁叩tanAve. ・CRTデ ィス ク.プ レ イ

IV/70) Cupertine, 馳
・ カ ー ド ・ リ ー ダ/パ ン チ

C息lfornia

Harri81,200 Harn8 4Kword RPG 半2重 2000 ・キ ー ボ ー ド・・プ リン タ ー P.7β00～14ゾ800

/COPE Cor㎜nic飢ion ～ 全2重 ～ ト'ル

Sy8tem,hc. 8Kword 9600bp8 ・ラ イ ン ・ プ リ ン タ ー 8.21!テ}380ド ル

11262 (300～ ハβ001叩)
・

IndianTra" ・ カ ー ド ・ リー ダ ー

P.0.Box (150～L200epm)

44076Dalla8,
・カ ー ド ・パ ン チ

Tex88 (200cpm)

.MT(719ト ラ7ク)

Incoterm' IncotermCorp. 4Kbyte8 半2重 9600bp8 ・カ セ,ト ・テ ー プ P.13.900～22.400 [BM,Univoc,

SPD900 68tr8t㎞ore1 全2重 一 ・カ ー ト.・ リ ータ./プ リン ト ドル 恥rr。ugh8等 の シ



ー

　

N
.
合
一

鳥o●d,N8tick, (EBCDI C) ・CRTデ ィ ス プ レ イ R.572-951ド ル ス テ ム を エ ミュレ ー

M888achu80tt■
(3年 間 リース) ト

Moh師 水2300 凹oh師kDat8 4Kbyt88 8DP 半2重 1200 ・カ ー ト リ プジMTド ライ ブ P.15.000ド ル

(-2400) 8cience8Co叩. TCP ～ (4Pラ7ク) R.305ド ル

Utic8, M8cro 4800bp8 ・テ ー プ ・ ドラ イ ブ

NewYork

.

一8t8t6m●nt8 ●マ ト リ7タ ス ・ラ イ ン ラ

A.86mbler プ リン タ ー

・CRTデ ィス プ レイ

・デ ィス ク

R6mcom4780 8CS-Remcom 4K 半2重 50,000 .ラ イン ・プ リン タ ー P.36.950～ 08の エ ミュ レ ー ト

(2.775,2.780) CorP. ～ 全2重 bps ・カ ー ド ー 」一ダ/パ ン チ 45525ド ル 可能

・ コ ぐ3 .ニ ケ ー'ン ・ ン ・ R.LO62～ ・IBM360/20
2705N8tio一 8Kbyto8 、

"lDrivg
イン タ ー フ ェ イス 9.350ド ル ・CDC6.000

・UMVAC1106,
G8rbnd,

1108
Tgxo■

.

Sand■r8

CANDO

Sander8Data

Sy8t6m8,lnc.

8Kbyto8 A88embler 半2重

全2重

・カ ー ド ・ リー ダ ー/パ ン チ

・

・ カ セ ・,ト ・ チ ー フ

P.4.900～

13.700卜1ル

IBM2260/2265

エ ミュレ ニ タ

Sy8t8m Danie1
・デ ィス ク R.12(ン ～255ド ル

.

Web8日r
・CRTデ ィス プ レイ

}"ghwaySouth
・ ライ ン ・プ リン タ ー

Nashu恥New

Hamp8hir8

Sycor250

但od61340)

Sycor,hc.

100Phoenix

1K

～

半2重

(同 期式)

2000bp8

～

・
・マ ト リ クク ス ・タ イ フ.

イ ン パ ク ト・ プ リ ンタ ー

P.15.650～

60β96ド ル

【BM3270用 リフト

ウエア使用可能

DrivgAnn 5Kbyte8 7200bp8 ・デ ィス プレ イ R.480～1.730ド ル

Arbor.匂lchわ (ユ ー ザ ー使 (イ ンプ プト/ア ウ トブ

gan 用.可能) 。 ト)
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Westinghouse Westinghou8e 4K A8sembler 半2重 9,600bp8 ・カ ー ド ・ リー ダ ー P.16.300ド ル lBM2780,IBM・

2550Sate一 Electric ～ B△SIC コ ー ド (300～1000cpm) R.410ド ル HASPタ ー ミナ ル の

1いte Corp. 8Kword8 FORTRAN BBCDIC ・ラ イ ン ・プ リ ン タ ー エ ミ ュレ ー ト可能

ProI,e8sor 1200West (16bit RPG 0「 (30{卜 》120011xm)

COlonial worck) ASC` ・CRTデ ィス プレ イ

Dnve,
・

. .

Or18ndo
.

Florida
.
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P…Purchase買 取 り価格
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1.欧 米 主 要 国

●欧 州 市 場 の 現 状 と動 向

●英 国

● 仏 国

●西 独

● イ タ リー

● ス イ ス

● オ ラ ン ダ

●ベ ル ギ ー

● ス ウ ェ ー デ ン

● デ ンマ ー ク

● ノ ル ウ ェー一

● オ ー ス ト リア

● カ ナ ダ





欧 州 市 場 の 現 状 と 動 向

米国メーカーの支配す る欧州市場

コンピューータre業 は,70年 代初頭に襲 った1年 半余vatsよ ん だ経済不況のあお りを脱 し,

再度安定成長の兆 しを見せた。 今回の不況は,コ ンピュータ産業が世界規模で直面 した最初の

危機で もあったが,危 機の中で コンピュータ産業のあ り方が様 々な方面から問い直され た。

不況の経過 とともに,欧 州では政治,経 済 構造に大 きな変化があった。各国の通貨の 力関係

も変化 し,特 に英 国ポン ドは西独マルクに対 して完全に栄光の座 をゆず り渡 した。 しか し,孤

立主義の危険をはらん でいた英国の非欧州政策は,方 向が転換 され,英 国は アイル ラン ド,デ
'
ンマークとともに拡大ECに 加 盟 した。 これはECの 政治,経 済両面での結束力を強化す ると

もに,貿 易面での存在意義を大幅にア ップす ることになった。ー

コンピュ一夕産業 サイ ドか らみれば,欧 州のこ うした動きは,多 国籍 コン ピュー タ ・メー カ

ーにとって大 きな利益を生み出すこ とになる。 英国のEC加 盟 によって,英 国の国策企業

ICL(InternationaiComputersLtd.)が 最大のメリットを得ると期 待され

ているが,同 時に米 国の多国籍企業,IBM,Honeywell,NCR,Burroughs,

Univacな ども関税の減少による うま味 にあ りつこ うとしている。

不況 と欧州の団結は,米 国の大手コン ピュータ ・メー カーに とって,目 下の ところさしたる

打撃を一与えてはいない。欧州の各国政府 とコン ピュータ業界は,米 国の力に挑戦す るためには

合併,合 同事業,何 らか の提携 しか ない と考えている。 こ うした アプローチが 正 しいのか,あ

るいは またその ために とられている方策が正 しいのかは別 として,欧 州各国の国内産業,欧 州

の産業の存続 のために,こ れが最大の 力を発揮することだけは確かだ。

「欧州大同団結 」とい う見地からメーカーの動きをみる と,siemens(西 独),CII

(仏),Philips(オ ラ ンダ)に よってUnidataが 結 成された事が特筆され る。一方

欧州最大の コンピュータ ・メー カーICLは,今 だ確定的な動 きをみせていない。 また,仏 の

Honeywel1-Bullは,欧 州 企業 として欧州での第3勢 力としての立場を得 ようと独 自

の戦略を展開 している。

欧州の コンピュータ市場は,ICLが 英 国市場で一人気を吐いているのを除けば,IBMを

は じめ とす る米国勢が全ての市場で絶対優位を保 っている。汎用機 の設置金 額比をみると,72

年末 現在で,西 欧全 市場の約5.7%をIBMが 制覇 している。その他の米国系企業 の シェアを

合せ ると,全 体の約8割 が米国系メーカーの手中にある。

さらに重要 なことに,米 国 メーカーの市場 支配は,単 に コンピュータ本体市場 にだけ とどま

っているわけでは ない ことだ。 ユーザー側の 関心は,特 に経済不況の間に,一 般に言 う周辺装

置,中 で もデー タ準備装置 とか デー タ通信装置,さ らには小型 システムに集中す るようになっ
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てきた。欧州の企業は ここで も遅れを とつている ことは 自他共に認める ところである。

米国 メー カーは,将 来 とも周辺装置市場 を占有することが予測され るが,欧 州ではこの よう

な動向に対 し, .欧州 企業に とって競争の余地ある分野が なくなって しま うとい う危惧が数年来

続いていた。 それ にもかかわ らず,極 く特殊な分野を除いて欧州側の努力は どちらか と言えば

中途半端なもので しか なか った。

小型商用 システムに関しては,欧 州 メー カーのなかでも西独企業が特に関心 を示 し,VRC

(ピ ジプル ・レコー ド・コンピュータ)で はか なりの地位を占めた。 しか しこれ らの メーカー

も既存のベースに満足 し,米 国企業に一 矢をむ くいる ところまではいってい ない。 逆にIBM

は,シ ステム/3で この分野にな ぐb込 みをかけ,欧 州市場で も成功 を納めている。 さらに

IBMに 対抗す るため,Burroughs社 は 先ずB1700を 次いでB700を 発表 した。

ね らっている分野は少 々異 なるが,Univacは9000シ リーズ,Honeywei1はH58

を 出 している。 欧州勢では英国のICLが モ デル2903を 発表 し,遅 ればせなが らこの市場

に くい込も うとしてい る。

周辺装置に関 する動向をみると,イ ンテ リジェン ト・キー ・エン トリー ・システ ムの メーカ

ーの成功例が極 めて多い。 中で もCMC(ComputerMachineryCo.),

Inforex,MDS(MohawkData8ciences)の 各 社は注目を浴びてい るが,こ

の裏にはデー タ処理担当経営者の態度の変化 も見逃がせない。 つま り彼らはデー タ準備 とい う

ものをデー タ処理 とは別個の もの とは考え ない ようになってきてお り,単 なる キー ・パンチよ

りも高度 な装置をより経済的に使 うことに注意を向けば じめている。

デー タ準備の反対側,つ まり出力装置 となる と,各 メーカーが各 々努力を払 っているにもか

かわ らず,入 力分野ほどの進展はみられない。 ちなみにCOM(コ ン ビュー'4・ ア ウ トプッ ト・

マ イク ロフイル ム)は,2～3の 小 規模 メーカーあるいは片手間にやっている大手 メー カーの

努力で支え られ ている程度で,ラ イン ・プ リンタ出力は今後当分の間,計 算結果 とエ ンド・ユ

ーザーを結ぶ主要 な手段 としての地位 を持続 しそ うだ。

デ ィスク ・ドラ・イブ とかテー プ ・システムといったス トレージ装置 も,米 国企業によって支

配されてい る。 しか しこの分野ではTelex,Itel,CIGな どのプラグ ・コンパチブル

メー カーが パッケー ジ取引 きを打 ち出し,効 果 をあげてい る。 しか も彼らの成功は,欧 州市場

にも波及 しつつ ある。

欧州共同体(EC)は 当 初の6カ 国に英国,ア イル ラン ド,デ ンマークが加わ ったため,人

口2億5,000万 以上 の大経済圏に発展 し,輸 出能力は米国や ソ連をしの ぎ自動車や鉄鋼など

の工業生産力は世界を リー ドし,コ ンピュータ分野においても米国に次 ぐ位置 を占めている。

GNP成 長 率は日本 よb低 い とはいえ,米 国のそれ以上であり,コ ンピュー タ市場の年間伸び

率 も米国と比べかなり大 きいo

自分の足下にこん な うまい市場が ころが っているにもかかわ らず,欧 州企業はそ のほんの一
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かけらにありついているにす ぎない。 欧州側に してみれば,こ れはまさに 「屈辱 」の一言につ

きる。 加えて欧州 各国政府 の 「米国には頼 りたくない」とい う心理的問題 もある。 こ うした こ

とか ら欧州各国政府toよ びEC委 は欧州 コン ビ=一一ータ ・メー カーの強化,大 同団結 をはか るべ

表1-1:産 業別 コン ビュー一夕設置状況,欧 州 と米国の比較

(1972年 末,汎 用のみ,単 位:100万 ドル)

産 業 分 類 欧 州 全 体 米 国

石 油(原 油) 38 309

鉱 業,建 設 業 148 159

食 品 395 4'27

印 刷,出 版 179 441

化 学 543 698

そ の 他 590 850

鉄 鋼 344 403

非 電子 ・電 気機 器 製 造 700 1,014

電 子 ・電 気 機 器 製 造 373 1,011

輸 送 用 機 器 製 造 534 1,131

そ の 他 製 造 524 1,295

(小 計 、 4,368 7,738

運 輸 354 834

通 信 104 769
`

電 気 ・ ガ ス 346 561

卸 売 356 997

小 売 309 699

銀 行 1,439 2,075

保 険 613 1,756

そ の 他 金 融 154 1,097

一 般 ビ ジ ネ ス ・サ ー ビ ス 1,722 3,314

医 療 ・ 保 健 45 431

教 育 808 1,669

そ の 他 サ ー ビ ス 68 229

連 邦 政 府 1,050 2,599

州 お よ び 地 方 政 府 496 1,473

合 計 12,232 26,241

〈 注 〉 ソ 連 ・東 欧 は 除 く
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くメー カーの指導 ・助成を行な っている。・

欧州コンピュー タ市場 の潜在的需要は非常に大 きい。EDP/GNPの 比率 をみると(GNP

は71年),欧 州は1.33%で 米 国の2.50%と 比べる とまだまだ低い。 この低い数字は市場

としての潜在的可能性 を示 しているといえ よう。 表1-1は 産業別にみたコンピュータ設置金

額の欧州 と米国の比較である。'

`

欧州企業育成 を計 る各 国政府

欧州各国,特 に英,仏,西 独政府は,コ ンピュー タ産業 を将来 の基幹産業 として把握 し,積

極的に 自国コンピュー タ産業あるいは欧州 コン ピュータ産業の強化育成策を推 し進めている。

これは,健 全 な情報化の推進のためには コンピュータの開発 ・製造能力の確 保が不可欠である

との認識があることと,将 来石油や 自動車をも凌 ぐであろ うと思われる情報産業 を米国企業の

独 占に委ねるこ とはで きない とす る政 策意図に よるものである。

こうして英 国では貿易産業 省が,仏 では情報代表部が,西 独では研究技術省が,情 報化施策

の統合行 政機関 として ハー ドウェア産業,ソ フ トウェア産業お よびこれ らの 関連産業の強化 ・

育成や',情 報処理技術者の教 育,官 庁 ・民間の コンピュー タ利用の促進などの施策 を行なって

いるo

コ ン ビ=一一タ産業育成のため,英,仏 は企業の統合 を計 った。 仏は1966年 国 策会社 とし

てCII設 立,次 いで英も68年 にICLを 設立 した。西独政府は英,仏 に比べる と出足は遅

れ たが,71年 に始 った第二次データ処理計画以来本格的に コン ピュータ産業の 育成にの り出

している。西独には政府出資の国策企業 としての コンピュータ ・メーカーはないが,

Telefun.kenComputerA.G.の 設 立は政府の きもいbに よるもので あった。

さらに,CII(仏),Siemens(西 独),Philips(オ ランダ)の 国際協力が進

みUnidataが 設立 され るや,'各 政府は 育成策の政府間調整にの り出 し,国 際協力ベースの

支援体制を進めば じめた。

表1-一 一2は 英,仏,西 独3国 の政府によるコンピュー タ産業政策をまとめたもので ある。

各国政府の他にEC委 員 会 も欧州コン ビ=一 夕の再編に対 し並並ならぬ関心を示 している。

EC委 は,そ れが単に・欧州の企業 ではない とい う理由だけで敵対する意図は全 くない としなが

らも,IBMの 支配的立ち場は欧州各国の政府 とコンピュータ業 界にとってやっかいな問題だ

としているo

ECは,IBMを は じめとす る米国企業に対抗で きる強 力な欧州ペースの企業の確立に関心

を寄せ ており,EC委 は 欧州各企業が 自力では生存できそ うもない とい う事 をふまえ,欧 州 メ

ー カーのい くつか ,あ るいは全部を結びつけよ うと検討を行な っている。73年 の半ばに打 出

された同委員会による構想によると,1980年 を メ ドとして コンビ=一 夕業界の統合を計 る

とされている。
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表1-2主 要3国 政府に よるコン ピュー タ産業政策

英 仏 西 独

政府施策の ICLへ の資金援助が中 第2次 プ ラ ン ・カル キ ュ 第2次 デー タ処理計画

内容 心 ノレ

自国 メー カ 1970～73年 に か け プ ラ ン ・カル キ ュ ル にす 1967～70年 の 間

.

一への援助 合計 ら,710万 ドルを援 でに1億320万 ドルを に8,670万 ドル を 支

の内容 助。 内 『ICLへ は3,300 投入071～75年 の合 出71～75年 には総

万 ドル 計 は2億2,060万 ドル 額7億6,560万 ドル

になる見込み。 を予定

国際的な企 米企業への対抗のための CIIへ の 援助を通 じて ECレ ベルでの一層の

業提携に対 結束はすべきである。 積極的にUnidataを 統合が望ま しい

する姿勢 Unidataは 歓 迎 す る バ ック ・ア ッ プ して ゆ く

がICLの 参 加は強要 し

な い。

政府による 政府用マシンの7割 が 国 国産機比率は約3割 であ 特別な法律はないが政

コ ン ビ ュ ー 産機。中小型は入札方式 るが これを5割 に したい 府や地方自治体の購入

タ購入政策 だが,各 種基 準があるた との意向。各省の情報委 に 当 っ て は ガ イ ド ・ラ

め国産機に有禾』 員会は統合委員会を通じ インが定め られ てお り

情報代表部 によリコン ト
一定の契約書式に従わ

ロー ル さ れ て い る。 なけれ ばならない。購

入の最終決定は当該機

関に委ねる。
r

－141一



この構想に よれば,本 体 メーカーは もちろん,ミ ニ ・コン ピュータ ・メー カー,周 辺機器メ

ー カーが欧州をあげての連合組織に所属す ることになっている。 ミニ ・コン ピュータの分野は

非常に流動的であるが,仏 の情報代表部 などはこの分野にむ ける統合組織をつ くることに熱心

である。また,暫 定的 なものではあるが,ミ ニ ・コン ピュータ分野の欧州 センター ともいうべ

きものをLogabax社 の 中におこ うとい う話 もある。

欧 州内での超国家的 な統合が 成功 した としても.ECは 欧州企業 による欧州市場の100%

独 占は不可能 とみている。 これは米国や 日本の企業 を完全に排除す ることはできないか らであ

る。 逆にECで は 欧州のエレク トロニクス産業が直接,'間 接 に コン トロールされ るこ とを警戒

して レ、る。Bu11.GE,Honeywe11の 一 連の合併 ドラマを眼のあたりにみているか ら

であるo

さ て,仏 のCIL西 独 のSiemens,オ ランダのPhilipsはUnidataを 結 成

し,欧 州統合に一歩近づいたかにみえるが,一 方ではIBM互 換 性に対す る製品哲学の違いか

ら欧州最大の メーカーICLと の間 には今だ越え難い ミゾがある。欧州の長期的戦略 として

Unidata,ICLと い う二本の柱を持つ ことと.大 同団結による一本化 とどちらが可能性が

あるか,あ るいはどちらが得策か といった議論はおくとして も,各 国政府が コンピュータ産業

への資金を出しあってのバ ック ・ア ププの必要性は言 うまで もあるまい。

Unidataの 結成て新局面を迎えた企業再編

1973年7.月4日 ・CII,Siemens,Philipsの 欧州 コンピュータ ・メー カー

3社 は コンピュータの合弁事業に正式調 印 し,本 格的欧州連合の第一陣Unidataが 発 足 し

た。CII,SiemenSが コ ンピュ一一タ事業での提携をは じめて明 らか にしたのは1971

年1月,当 時Philips.Olivettiも 参 加す る見込みがある と伝えていた。

72年2月1日 には,CII,8iemens両 社は コンピュータ事業の提携調印を発表 した。

提携内容には将来 オランダのPhilipsが 加 わb,イ タ リーのOlivettiと も提携交渉

を行な うとい う一項が盛 られていた。 その後01ivettiの 参 加は立ち消え となったが,

Philipsは グループ結成 に色気 を示 しながらもなか なか正式な参加の意志表示を しなか っ

た。 これは,Philipsは ミニ ・コンピュータの分野ではかなりの地位を確立 しているが,

多額の開発投 資を した中型 コンピュー タP1000シ リーズの実績がほ とん どあが って いない

事,そ の一方で総合電気電子 メー カー として コンピェ一夕の 自給は不可欠である事,ま たCII,

Siemen、sグ ルー プに入 った場 合P1000が 切捨てられ る可能性が ある事,な どの複雑な

利害が絡ん だため と思われる。

しか し現実の問題 としてPhilipsの コン ピュータ部門は赤字を続けてお り,早 急 に何 ら

か の手を うたなければ事業の継続が危ぶまれ る とい う段階に達 していた。 また一方で,英 国,

デ ンマーク,ア イルラン ドのEC加 盟 にともない欧州の統合気運が盛 り上 ってきた。 こうした
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ことか らphi・lipsも 最終的にグルニ プ参加 を決定 し,Unidataの 発足 に至 った。CII,

Siemensの 提 携開始以来2年 半余の歳月が経過 していた。

欧州の コンピュー タ業界は,3社 連合 成立に よって第.2段 階 にさ しかかった とも言える。 欧

州各 国政府は,自 国のコ ンピュータ産業の振興,確 立あるいは米国籍 コンピュータ ・メーカー

と競争で きる国産 メーカーをつ くるため,国 内企業 の合併,統 合を強力に押 し進 めて きた。 英

国でICLの 設立,仏 のCIIの 発足.西 独のNixdorfとTelefunkenの コン ピュー

タ事業合併 などは何れ もこ うした第1段 階 におけ る動 きであった。今後の第3段 階 として,

ICLな ど3社 以外の メー カーが どう動 くか,3社 連 合を中心 に大同団結が成るか どうかが注

目され るo

Unidataの 設 定

CII,Siemens,philipsの3社 が 合 弁 で 設 立 した 新 会社,Unidataは,商 用

の デ ー タ処 理 装 置 の 開 発,製 造,販 売 を 行 な う もの で,ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ,プ ロ セ ス ・コ ン

トロ ー ル ・コ ン ピ ュー タ,テ レ コ ミ=ニ ケ ー シ.ン,ス ウ ィ ッチ ン グ ・シス テ ム な ど はUni-

dataと は 関 係 な く3社 が 各 々 従来 の や り方 を 続 行 す る こ と に な っ て い る。
ノ

図1-1はUnidataの 機構の概略である。Unidata自 身は アムス テルダムに本処を

置 き,各 国の販 売会社の特殊会社 となる。 また販売会社を管理 し,3社 で 分散 して行なわれる

図1・-1:Unidataの 機 構概略

SiemensCII Philips

(3社 のEDPマネ ジ
◆一で構成)

(持 株 会 社)

(3社 の社長+各 社の副社長2名=計9名で構成)

Unidata

1
株 主 会 議

経 営 幹 部 会

仏

(パ リ)

〈計画担当〉

オ ラ ン ダ

(アペル ドルン)

〈 財 務 担 当 〉

西.独

(ミ ュンヘン)

〈 販 売 担 当 〉

サ プ ラ イ ・ セ ン タ ー 販 売 担 当 子 会 社
、

CII Phi】iPS Siemα1s
① 仏

中,大 型

② 仏

小里,灘 ㌢

③
オランダ

④ 西 独

中,大 型

⑤ 西 独

慢 言z嶋
⑥
その他諸国
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〈注〉 販売担当子会社の出資構成

①

②

③

④

⑤

⑥

CII

80%

PhilipsSiemens-Unidata

80%

80%

80%

80%

20%

20%

20%

20%

20%

100%

研究 ・開発 ・製造を管理す るため,3社 のEDP部 門 のマネジャーで構成する経営幹部会をパ

リ,ア ペル ドル ン,ミ ュンヘンに置 く。さ らにこの幹部会の上 には3社 の社長 と3社 の副社長

各2名 の計9名 で構成され る株主会議が置かれ る。

3社 は新 しいファミリー ・シ リーズ(仮 称Xシ リーズ)を 開発す ることにしているが,そ の

担当は表1-3の 如 くである。

表1-3"Xシ リーズ"の 開発担当会社

機種(仮 称) 開 発 担 当 備 考

X-0 Phil輻ps 7,720と してMBLEの 手 に よ り 製 品 化

X-1 Siemens IBM370/115相 当

X-2 CII

X-3 Siemens

'
X-4 CII

X-5 CII, IBM370/168相 当

この他に小型の事務用 コン ピュー タも開発 ・製 品化 し,合 計9機 種 をファミリー ・シリーズ

とする計画である。

さてこ うして誕生 したUnidataは,製 造 ・開発施設は6カ 国14カ 所 にそ して販売お よび

サー ビス機関は30ヵ 国 以上に有する。文字通b欧 州籍の最大の コンピュ一一タ ・グルー プになっ

た。 これ まで欧州最大の メー カー といえぱ英国のICLだ ったが.以 下の表にも明らかなよ うに

数字の上の比較では,Unidataの 方 がず っと大 きい ものになった。 もっともUnidata

の 設置ベースには,Philips社 のP350の 設置台数13,000台 が 含まれてい る。 この

汎用 コンビS－ 夕の設置 台数比較では,逆 にICLの 方 がまだ リー ドを奮 っている。
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表1-4 Un・idata,ICLの 従 業 員,設 置 台 数 比 較

Unidata ICL

EDP従 業 員 数

設 置 台 数

35,800

14,500

28,000

3,697

(欧 州内のみ)

残された問題

欧州に単一のコン ピュー タ ・メーカーを設立するこ とは,こ れまで極 めて難 しかった し,時

には不可能 とさえいえ た。特 にIBM哲 学 を追求す るか,し ないかで大陸の メーカー と英国I

CLは 致命的 イデオ ロギーの相異 をもっていた。 また企業 規模の面で,ICLだ けが とびぬけ

て大 きかったこ と,各 国政府の国産 メーカー支援 と欧州全土にば らまかれた各社の製造,研 究,

開発,販 売施設の調整 など単一企業体への障壁は幾 らで もあっ・た。Unidataの 発足は,英

国のICLが 参 加 して ない とはいえ,と にか く大陸の大手3社 が歩み寄 って単一企業 体を組織

したことで大 きな意義 をもつ もの といえ る。前掲 のUnidataの 組織図をみ ると,3社 が問

題克服に知恵をしぼ った跡がうかがえる。

Unidataの 結 成経過は,CIIあ るいはICLの 設立経過 と若干似ている ところ もある。

CII,ICLは 各 々国産コンピュータ産業の強化を 目的 とし,国 内の幾つか の関係 企業を寄

せ集めてつ くられ たもの。Unidataは,欧 州 コンピュータ産業の強化を目的 として設立 さ

れた もめで,CII,ICLの 設立の経過をさらに大 規模にした ようなものだ。Unidata

の場 合,CIIよ りはむ しろICLの 方 に似ている ともいえ る。 とい うのは,CIIは 発足 当

時 コンビL－ 夕 ・ラインを持 ってなか ったが,ICLは 前 身のICTの シス テム4,EEの

1900シ リーズ とい う強 力な2つ の ラインを もっていた。UnidataもCII,Sielr

ens,Philipsか ら既存の ラインを踏襲する ことになっている。

ICLは2つ の ラインの うち,1900シ リーズ を中心 に据え,シ ステ ム/4に は どち らか

といえば補足射殺割 りをもたせて成功 した といえる。 しか しながらUnidataの 場 合,3社

の既存のラインをどう調整 してい くか,親 会社3社 の圧力を考 えればICLよbは や っかい な

問題をかかえている といえ る。 もっとも3社 の製品は何れ もIBM互 換 性 をねらった ものだけ『
'

に,こ の点では有利である。

3社 それぞれは,異 なった社会的背景を持 ち,そ れぞれの国の第一人者 として のプラ、イ ドを

持 ち.異 なる技術 レベル と異 なる経営体制を持 ち,さ らに使用する言語 が異 なる とい う二重 苦,
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三重苦のハンデを背負ったUnidataで あるが,と もか くも欧州大連合へ と向 って歩み出し

た ことはそれな りに評価され る。 この 「小異を残 して大同についた 」背景にあるものは,

Unldataと い う機構が米 国の独 占的 大企業に対抗 して生 き残るための必要不可欠の もので

ある とい う共通の認識である。

Unidataの 今 後は.新 た なる試練の連続であると思われ るが,仏,西 独政府の支援に加

えてEC委 も歓迎の意 を表 明 してい ることは,今 後の一つの大きな よb所 となろ う。

さて,欧 州再編の第3段 階であるが,こ れは英のICLの 動向が カギとなろ う。 また,最 近

はAEG-Telefunkenと と もに 設立 したTele'funkenComputerに 興 味 を失 っ

てきていると伝え られ,ICLへ の接近の姿勢 を示 しているNixdorfの 動 きも注 目され る

ところである。UnidataとICLと い う欧州の2大 メー カーが 今後 どのような動きをみせ

るか,両 社の新 シリーズが発表され,市 場においてそれ らの評価が 定まって くる時期あた りが

大 きなヤマ場 となろ う。

図1-2は 欧米主要国vak・ け る業界地図である。

図1-2:欧 米 主要国vatsけ る業 界地図

〔米 〕 〔英 〕 〔仏 〕 〔西 独 〕 〔オ ランダ 〕
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■

Unidata,第 一 号 機 を 発 表

Unidataの 新 シ リー ズ 第 一 号機 が 発 表 ざ れ た。 これ は74年 中 に も 発 表 され る 見 込 み の

3な い し4機 種 の 第一 番 目の も の で あ る。 しか し,ζ の マ シ ンはUnidataの 親 会 社3社 の

し(ず れ の 開 発 に よ る も の で も な く,ベ ル ギー のMBLE(ManufacteurBelgede

LampesetMat6riels.E.16ctroniques)の 手 に よ る も の で あ る。Philips

はMBLEの 株 の 過 半 を 握 っ て い るが,MB'LEは 「Philipsと の 技 術 供 与 協 定 に よ っ て

開 発 され た もの 」 と して い る。

第1号 機 は そ れ ま でX-Oの ・コー ド ・ネー ム で 呼 ば れ て い た もの で,7.72、0と し て 発 表 さ

れ た 。 これ はUnidtitaが 結 成 され る以 前 に す で にMBLEに お い て 開 発 が 進 め られ て い た 。'

7.720はIBMと 互 換 性 の あ る マ シ ンで,シ ス テ ム3と370/115の 中 間 に位 置 す る も

の で あ る 。 競 合 機 種 と し て は1σL2903,BurroughsB1700等 が あ る。7.720

は,同 時 に,CIIのIris,PhilipsのP1000.Siemensの4004シ リー ズ

と も互 換 性 を 有 して い る。'

7.720の 最 大 の セー ル ス ・ポ イ ン トは,高 い 性 能/価 格 比 で あ る。MBLEに よ れ ば,性

能/価 格 比 はIBMの 提 供 す る マ シ ン の2倍 で あ る とい う。

7.720vaは マ イ ク ロ ・プ ロ グ ラ ミ ン グ機 能 が 備 わ っ てtsり,バ ー チ ャル ・メモ リ も付 加 さ

れ て レ・る 。 語 長 は16ビ ッ ト,論 理 回 路 に はMOS/LSIが 採 用 さ れ て お り,メ モ リは48

1(バ イ トか ら16ま た は32K毎 に 最 大16 .0.Kバ イ トま で拡 張 で き る。 サ イ ク ル ・タ イ ムは

720+1秒/4ビ ッ ト。CPUに は こ の 他 マ イク ロ ・プ ログ ラ ミン グ用 の コ ン ト ロー ル ・メ

モ リが あ る 。 こ れ は1話 が48ビ ッ トで8Kか ら1K毎 に最 大16Kま で 拡 張 で き る 。 イ グ ゼ

キ=・ 一 シ ョン ・タ イ ムは7201+1秒/語 。

7.720に 接 続 さ れ る3440デ ィ ス ク ・サ ブ シス テ ムは,最 大8台 の デ ィ ス ク ・ ドラ イ ブ

か ら なb,各 ド ラ イ ブの 容 量 は5,500万 バ イ トで 平 均 ア ク セ ス ・タ イ ム は47.5ミ リ秒,伝

送 速 度 は312,000バ イ ト/秒 。 こ の 他 テー プ,カ ー ド装 置,各 種 プ リ ン タ,テ レ プ ロ セ ッ

シ ン グ ・ユ ニ ッ トな ど 各種 の 周.辺 装 置 が 用 意 さ れ て い る。

オ ペtz-一 テ ィ ン グ ・一シ ス テ ム はBS1000と 呼 ば れ る も の で,SiemensのDOS4004

を 発 展 さ せ た も の で あ る。BS1000に よ る バ ーーチ ャル ・ア ドレ ッ シ ン グ は 最 大1,600万

バ イ トで あ るo使 用 で きる 言 語 はFORTRAN,COB.OL ,COBOLANS,RPG,

RPG2,PL/1お よ び ア セ ン ブ ラ で あ る。

受 注 ・在 庫 管 理 用 パ ッ ケ ー ジHorest,生 産制 御 用 のISI,文 書 検 索 用 のMistra1等

の 各 種 ア プ リケ ー シ 。ン ・パ ッ ケ ー ジ もUnidataの 手 に よb提 供 され て い る。

・7.720の 基 本 構 成 の 買 取 価 格 は 約12万 ポ ン ド,レ ン タル の場 合 は2,500ポ ン ド/月 。

第1号 出 荷 は75年 第1回 半 期 に 予 定 さ れ て い る。

"X --O"の 発 表 に よ り ,U皿idataは と もか く も一 企 業 と して の 本 格 的 第 一 歩 を 踏 み
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出したわけで あるが,今 後はそれ らが 市場 でどのよ うな評価 を受け るかが注 目され る。また,

親 会社3社 の既存 マシンとのかねあい も問題ど なろ う。

欧州のデータ通信事情

欧州においてデータ通信が どのよ うに発展 してきたかを理 解す るためには電気通信 サー ビス

が どの ような形で管理 されてい るかを理解す ることが必要である。欧州全体を通 じて,電 気通

信お よび郵便サー ビスは一般 に国家す なわち政府に よって統制され指揮され ている。

責任 ある政府の所轄 部門,通 常は郵政大臣が 「管理'」の責任者 と考え られている。場合 によ

っては,管 理当局が電気通信 サー ビスを運営す ることもある。 この場 合は管理 と同時 に「経営

体 」で もあるわけだ。 こうした経営体はPTT(PostalTelephoneTelegraph

の 略)と い う言葉でルーズ に呼ばれ てい ることが 多いが,こ れは別立ての公社 とい うケース も

あり得るし,複 数の私企業 から構成されている場合 もある。 これ ら経営体は どの ような形態を

採ってい るにせ よ,す べての電気通信サー ビス といえ ない まで も特 定のサー ビスについては通.

常,独 占権が授けられている。 独占形態は各国によ り様 々であるが,一 般に経営体に 対し独 占

権 とともに,特 定のサー ビスを導入 し運営す る権限が付与され てい る。

こうしたや り方は,必 要に応 じていつで もこれ らの サー ビスを享受で きることをネ ライとし

てお り,単 に個々のサー ビスが利益が上 るか ど うかをネ ライと した ものではない。 電気通信 サ

ー ビスが政 府当局 により運営され るにせ よ民間会社の手で運営 され るにせ よ,そ こには高度な

政府規制が加え られ る。例えば新 しい設備に対する直接的 ・間接的投資 とか,料 金,具 体的に

は特定のサー ビスに課 され るタ リフ(料 金表)に 対して規制が加えられるので ある。

この ような独 占状態の下 では,長 期計画や投資計画を通 じて1「 規模の経済 」を実現す るこ

とが可能になる。 しか しながら実際には,政 府の規制を受けてい るために,投 資規模や タリフ

のレベルは政治的な方針や国家の優先順位な どの要 因に左右され るケースが多い。従って歴史

的にみ ると,欧 州における電気通信は官吏や公僕の手で運営 され指揮されて きた政 府サー ビス

だ と言 うことができる。 、

直接 的な政府 統制は,必 然的 に規制の行き過 ぎを招くため,満 足のゆく効率的 な電話 サー ビ

スを確保す る上 では最上の方法 とは言えないのではないか とい う考え方が,こ こ数 年の うちに

欧州全体で次第に高 まって きている。政府統制とい うのは政治的な規制を意味 し,資 金の割当

も1年 間 に限定 されているケースが多V・。.このため長期的な開発 ・回収 サイクルを有 する電話

サー ビス.,な らびにそ れ らの提供業者で ある電気通信産業の効率を高める上で矛盾 をは らんで

いるo

郵便 サー ビス と電気通信サー ビスの性格上の相違点,つ ま り前者は労働集約的で,後 者は資

本集約的 である とい う点についても,そ の違いが理解 され受け入れ られている。そ して この2

種類のサー ビスを切り離す ことが現在真剣 に検討 されよ うとしている。
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スウ三一デ ンでは これ まで多年にわたって,統 制機能 と経営機能 とが切 り離 され て きたo

欧 州5カ 国の中で.国 家が電気通信製造能力を有 しているのは,ス ウェーデンだけである。英

国では最近,経 営機能が政府部門の仕事か ら分離された。郵便 と電気通信サー ビスとは,完 全

に別個の事業体 として運営され ているけれ ども,ト ップレベルの取締役会ではつなが っている。

したが って,全 般的な財政政策は,依 然 として拘束を うけている と言え よう。

おそ らく仏は.資 本投資 にかけては 最悪 の状態にあるとい う亡 とがで きる。 彼らは きわめて

厳しい政府の規制を受けている。そ こで慢性的な資金不足 を克服するために,PTTと 金 融機

関は合弁の リース会社を設立 し,そ こで電気通信設備を形式的に購入 し,し か るのちこれを仏

PTTに リースする とい う方式 を採 ってい る。

イタリーは,電 話 システムの実 際的 な運営 を5つ の相異 なる組織で担当 している6そ の う'ち

少なくとも2つ の組織は,民 間組織である。各組織は 各々別 々に,① 主要 トランクお よび欧州

内サー ビス ②小型 トラン久Pよ び ロー カル ・サー ビス ③国内テレ・クスお よび電信サー ビ

ス ④太平洋横断通信 ⑤通信衛星地上局 といった5つ の部門の管理 を担当している。

提供中のデー タ通信サー ビス

現在提供 されているサー ビスは表1-5の よ うに3つ の主要グループに大別される。

表1-5提 供 されている各種データ通信サー ビス(1971年9月 現 在)

電 信 型 サ ー ビ ス 電 話 施 設
広帯域施設

テ レ ックス 公衆電 信 専 用電信 公衆交換網 専用電話回線

仏

西 独

イ タ リ ー

スウェーデン

英 国

200

50

50

50

50

一

200

-

50

一

20'0

200

200

ラ5

,110

1,200

L200

2,400

1,200

2,400

4,800

9,600

'

4,800

2,400

9,600

48,000

5MHz

-

40.8K

50.OK

(可能最大伝送速度 ビット/秒)
ノ

〈注〉 この他現在では仏のCADUCEEな どが実用化され.ている。

(Diebold調 べ)
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1

(1)電 信 型サー ビス

・テ レックスは普通,最 大50ビ ッ ト/秒 のス ピー ドまで提供で きるが,仏 ではテレ1クス ・

ネ ッ トワークに200ビ ッ ト・マシンの利用を認めている。

・例えば西独の ダテ ックス(Dat'ex)ネ ッ トワークの ような公衆電信もしくは 特殊電信

システ ムは,最 大200ビ ッ ト/秒 までの スピー ドを提供 して くれ る。

・専用電信回線は通常,110ビ ッ ト/秒 も しくは200ビ ッ ト/秒 のス ピー ドを提供 して

くれ るが,ス ウェーデンでは最大伝送速度は75ビ ・ ト/秒 となっている。

② 電 話 設 備

・公衆電話交換ネ ットワークは普通,最 大1,200ビ ッ ト/秒 の伝送速度を認めている。 い

まだにサー ビス中の老 旧回線 もしくは負荷の重いケー ブルのために,600ビ ッ ト/秒 に

まで何 らかの制約を課 して悟 るケース も時にはある。

英国とイタリー では現在,電 話交換ネ ットワークを使 って2,400ビ ッ ト/秒 の サー ビス

を提供 している。

・専用電話回線は普通,最 大4.8キ ロビット/秒 のサー ビスを提供 してくれ るが,場 合に よ

っては最大9,6キ ロ ビッ ト/秒 のス ピー ドまで可能である。

(3)広 帯 域設備

・最 も一般的に普及 しているのは48キ ロヘル ツのもので,こ れは約50キ ロ ビッ ト/秒 の

ス ピー ドを提供 して くれ るが,72キ ロヘル ツ.240キ ロヘル ツ・,さらには最大 メガ ・

ヘル ツ範囲のス ピー ドも利用可能である。 しか しこれ らの サー ビスは,即 座に利用可能 な

ものではない。 なぜ ならこれらのナー ビスは計画に も時間 がかか るし,設 備工事期間 も手

間 どるか らである。 さらに費用 も割高につ くサー ビスである。

将来の展望/

現 在,欧 州全体に普及 している各種の デー タ通信サー ビスは,既 存の電気通信設 備を使 って

提供されている。 との ようなや り方はまだ成長テンポが遅 く,要 望が不明確な初期の時代には,

経済的にみて受け入れ られ る方法であった。

しか し,大 部分の政府管理当局は,も し特別に設計された専用設備が導入されれば,も っと

信頼性が高 く.エ ラー率の低い,接 続時間の より短かいす ぐれたサービスが提供で きる ことを

認識 している。

音声やその他の情報の伝送に.デ ィジタル技術を利用す るとい う方法はすでに手がけ られて

い るoつ まb,PCMの 利用は実施されているが,長 距離デ ィジタル回線ネットワークの実現

は遠い先の話 ではなく.実 際に可能なもの として 目前に現われているのである。

す べての欧州のPTTは 将来のデー タ通信の増大に対処す るた め,「 これか ら先数年間に何

をなす べきか 」とい う課題に 目下直面 してい る。おそら くPTTが 取 り組む戦略は,主 として,
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次の3つ になると考え られる。』

■ 既存のアナログ ・ネ ットワークを検討す るこ と。

ディジタル技術を使 って,別 立てに運営で きる交換 データ ・ネッ トワークを創 り上げ る

こ とo

デ ィジタル伝送用のディジタル電話 ネッ トワークの出現を待ち.こ れ を活用すること。

これか ら先1～2年 間vatsけ る全般的な発展傾向は,既 存の電話ネッ トワー クをどん どん侵

して ゆくとい う方 向にすす むであろ う。

最初の開発は,回 線の不完全を補償す る等化器を組み込ん だ高 度な変調装置 を使い,交 換 ネ

ッ トワークに2,400ビ ッ ト/秒 の伝送 スピー ドをのせ ようとい うやb方 が一般的だと言え よ

う。専用線では,従 来の2,400ビ ッ ト/秒 に対 して4,800ビ ッ ト/秒 のス ピー ドが ごく一

般的になり,さ らに将来は.最大9,600ビ ッ ト/秒 まで普及する ことになbそ うである。

モデムの提供につ いては,PTTの 政 策に何 らかの変更が生ずることはなさそ うである。

PTTで は今 までの ところ,直 営の電力供給によb.直 営 の鉄製のボックスにモデムを収容 し

て提供 したい と主張 して きた。 しか しLSI技 術 を使 ったチップによるモデムの 開発がすす め

ぱ,将 来PTTに とって何 らかの問題点が生ず ることになるであろ う。特 にモデムが ター ミナ

ルに収容で きる形で設計されている場合は,問 題 になると思われ る。

現在PTTで は,場 合に よって マルチプレクサを提供することもある。PTTは,「 もし自

分たちでや らなければ.民 間 会社がの り出 して くる」と考えている。 またPTTの 統 制がつか

なければ標準化はほ とん ど不 可能に左るし,マ ルチプレクサ ・ユーザーは,最 終 的に中途でつ

まつ くもの と思われ る。当初マルチプレクサ装置は 周波数分割技術を利用することになるが.

次の段階では,時 分割技術 を利用す ることになるであろ う。

キー ・ホンの利用は,も う一つの興味ある分野であ る。 これは1か ら0ま での アラビア数 字

を示す10組 の キ三 もしくは押 しボタンのついた従来の回転式ダイヤルに とって代る電話機で

あるoこ の電話機 は,基 本的なデー タ ・ター ミナル として使用で きるもので,欧 州の空 くつか

の国で今まさに設置され ようとレているo
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表1-61976年 の 予 測

,

人 口 GDP:国 内総生産 コンピュー タ モデム台数 電話台数 テレックス

台 数 加入台数

(100万 人) (10億 ドル) (1ρ00台) (1.000台) て100万 台) (1ρ00台)

仏 52.7 208.18 16.58 35 13 70

西 独 62.0 227.77 19.41 50 25 100

イ タ リ ー 58.0 13L56 10.07 17 16 8.5

ス ウェーデン 8.1 39.48 2.8 40 6.1 10.7

英 国 57.7 141.22 13.37 38 23 58

)

ノ
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英 国

1:n.

1∵

市場お よび メー カー別シ ェア

英 国の コン ピュー タ設置台数 は(汎 用の

み),1972年12月31日 現 在で

7,000台 一7,5、00台 とみられ る。英国

通商 産業省(DTI)の 最 新の報告 による

と,72年 末 で約7,000台,金 額に して

23億 ドル。 またIDCヨ ー ロッパの調 査

では;同 時 点で7,441台,金 額にして約

28億 ドル となっているo

英 国コン ピュー タ市場では,IBMと 国

産メーカーICL(International

ComputersLtd)が,従 来 から激 し

い シェア争いを展開 して きたが,72年 末

の時点では,設 置台数でICLが わ ずかに

リー ド,設 置 金額ではIBMが わずか に リ'

一 ドしている状況にある。表1-7,表1

-一一8は ,DTIお よびIDCに よ る英市場

の シェア比較 である。

なk-IBM,ICLの シ ェア競争で注 目

されるのは,政 府関連分野(中 央政府,地

方政 府,公 共機関)と 民間分野で,対 照的

な優 位をもっていることである。

ICLは 英 政府の優先 買上げ策 もあって,

中央政府で52.8%,地 方政府で58.9%,

ロン ドン

◎

コンピュータ設置台数最新データ

国 名 英 国

設 置 台 数 7,441台

調 査 時 点 72年 末

調 査 元 IDCEuropa

備 考 汎 用機 の み

公共分野で47.5%と 圧倒 的強 さを保持 している。一方民間分野では,

Lは25.9%)の シ ェアを持ち立場が逆 転している。

IBMが46%(IC

、

英 国 の 電 子 工 業 評 議 会(NEC-NationalElectronicsCouncil)と 経 済

開 発委 員 会(EDC-EconomicDevelopmentCommittee)は,英 国 の 今 後 の

コ ン ピ ュ ー タ 市場 規 模 の 予 測 を 行 な って い る 。 両 調 査 結 果 に は 若 干 の 相 異 が あ る が,大 体 の 傾

向 は つ か め る。 ま ずNEC調 査 に よ る と,71年 の 英 コ ン ピ ュー タ 市場 規模 は2億LOOO万
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表1-7英 市場 に お け る メー カー 別 シェア 表1-8英 市 場vatsけ る メ ー カ ー 別 シ ェ ア

(72年 末.金 額 ペ ー ス)(72年 末,台 数 ペ ー ス)

、 シ ェア(%)
シ ェア(%)メ ー カ ー 名 メ ー カ ー 名

'設置 台数

DTI調 べ IDC調 べ

IBM 38.4 38.9 IBM 2,330 31.3

ICL 34.7 35.1 Honeywell 626 8.4

Honeywel1 7.0 8.4 Uniyac 248 3.3

Burroughs 3.9 4.3 Burroughs 225 3.0

'

Univac 3.7 4.5 CDC 8 0.1

NCR 2.9 2.5 NCR 786 10.5

DEC 2.5 一 その他米 メーカー 51 0.6

CDC L8 2.0 ICL 3,072 41.2

・
Ferrant1 1.7 一 そ の 他 欧 州 メ ー カー ・ 95 1.2

∪

,

注)①IDC調 査 ではこの外の米企

業の シェアが0.8%,こ の外の

欧州 企業のシェアが3.1%と な

'
っているo

② 対象は汎用 コンピュータのみ

注)①IDC調 査に よる

② 総設置 ペースは7,441台

ポ ン ド,こ れが76年 に は4億6,000万 ポ ン ドに,そ して82年 に は8億3,000万 ポン ド

に達す ると予測 され る。NECで は,こ の うちCPUの 占める比率を,71年 の48%か ら,

76年 に は39%に,82年 に は32.5%に 減少 してい くと見ている。

一方EDC調 査では
,1977年 の英 コン ピュー タ市場を予測 し,表1-9の よ うな数字 を

あげてい る。また同調査結果のポイン トは 次のよ うになっている。

○データ処理 アプ リケーシ ・γの要求拡 大は既存のユーザーに見 られ・新 しいユーザーには
'

見 られ ない○

01977年 の 市場を予測す る場合,最 も重要 なものはソ・フ トウェアの開発,プ ロセッサお

よび周辺装置の利用の増大,価 格/作 業率の改良であろう。 また ミニ ・コンピュータ ・ア

プリケー シ.ン お よび通 信関係の アプリケーシ.ン の分野の開発 も重要である。

○輸出は現 在総生産高の44%で あ り,1977年 ま でには5,1%に 増加するだろ う。 主要

欧州市場は1971年 に は全輸出高の約3分 の1を 占めていた。

○輸入は年 間総額40%程 度 とい う線を保持す るだろ う。 国内 メー カーがまだ弱体 であるた

め周辺装置の輸入は急速 に伸びるだろ う。 しか し米国メー カーにょる工場の設立に よって
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ある程度伸びが押え られるかも知れ ない。

OICLへ の 政府の援助は将来 も続 き,そ の生産は毎年15%～16%は 伸 びるだろ う。

○人員に対す る高い要求 にも拘わらず,ま た英国の メー カーの利益率が低いにも拘わ らず.

調 査期間中には成長が阻害され るよ うなこ とは見 られなか った。

表1↑-9:欧 州 主要 国の コンピューータ市場 規模(売 上げ高)

国 名 市場 規模(10』0万 ボンド) 年間成長率 ⑯ 年間成長率 ㈲

1971 1977 1968/71 1971/77

英

西 独

仏

イタ リー

183

310

250

120

380～425

700

565

285

15

25

21

16

13～15

15

15

16

lCLニ ュ ー ・ レイ ン ジ に 将 来 を か け る ・ ….・

ク ロス 構 想

英 国 の コ ン ビa－ 夕 ・メー カニ,ICL(Internationa1℃omputersLtd.)

に と っ て,1974年 は 同 社 の 今 後 の 運 命 を 決 定す る年 に なbそ うだ 。'同 社 は1972年,ハ

ドソン(ThowasC.Hudson,元IBM.UK)を 新 会 長 に,ク ロス(Geoffvey

Cross,元Univhc)を 新 常 務 に す え,電 撃 的 トbプ 交 代 を や っ て の け た 。 米 国 コ ン ビ=一 ー

タ ・ メー カー の 代 表 的 企 業2社 か ら や っ て きた 新 コ ン ビは 「苦 悩 す る 欧 州 の 巨 人 」と い わ れ た

ICLに,米 国 式 力 学 と もい うべ き も の を押 し込 み,将 来 計 画 を 着 々 と 進 め て い る。

ク ロ ス 常 務 は,72年5月 にICLに や っ て く る と間 も な く,「5年 後 のICLの イ メ ー ジ 」

を描 き,そ の方向に沿って積極的動きをみせてきた。同氏の描いた構想は,① 売上高を倍増す

る②売上げの半分以上を海外市場からあげる③利益を安定させる。④顧客サー ビスや製品の品

質において確 固たる名声を とる一 とい うことだ った。

1972年 末 におけるICLの 売上高およびその市場内訳は,図1-4に 見 る ように1億

5.400万 ポ ン ド,こ の うち英市場 での売上げが1億300万 ポ ン ドと全体 の66.6%も 占 め

ている。英市場以外 で最 も大 きな売上げ を得ているところは,欧 州大陸 の2,500万 ポン ド

(全 体の16.3%)だ 。 ク ロス構想を実現するには,ど うや らこの大陸市場 での 売上げ増が鍵

を握 っている と見 なければなるまいo純 益の安定については,表1--10で み る ように72年

.に急激に利益が落 ち込んだの をは じめ,利 益率が一定 して上昇 していない傾向にある。 しか し

最近,ハ ドソン会長が明らかに したところでは,73年 の業績(73年9月 末)は 売上高1億
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図1-一 一3:英 国ICLの 組 織 図

販 売

計 画

高 度

研 究

技 術

計 画

一 一 ー ー 一 一 「

6,860万 ポ ン ド,税 込み利益1,240万 ポ ン ドに達 している。 前年の税込み前利益は330

万 ポzlド だか ら,か なりの好転をみた といえ よう。 もっともクロス氏 の構想に とって,73年

の飛躍的利益増大は手離 しで喜べるものではない。 同氏に とっては,あ くまで利益および利益

率の安定上昇が ねらいなのである。 ところで現在 のICLに とって,売 上げ増大は勿論,ク ロス

ス構想の上記4つ のポ イン トを一ぺん に実現 しそ うな武器は何か。 これ こそICL全 従業員が,

そ の完 成を首を長 くじC待 っているニュ・一 ・レインジで ある。
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百ポント

●

図1-41CLの 売上げ高内訳(72年)
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表1-101CLの 純益お よび利益率推移

(単 位 万ポン ド)

、 税引後純益① 税引前利益② ①/売上げ高 ②/売 上げ

1968 272.5・ 367 2.9% 3.9%

1969 335.7 542 2.9% 4.6%

1970 457.4 765 3.4% 5.8%
1

1971 519.7 852 3.4% 5.6%
■

1972 100.8 335 α6% 2.1%

1,973 ? 1,240 ? 7.3%

新 シ リLズ7.4年 中に数モデル納入予定

1 .CLの 現在の主力tiン ピ=一・一夕は前身のICTか ら引きついだ1900シ リーズ とEEか.

ら引き次いだ システム4で ある。ICLは 当初か らこの2シ リーズを武器に現在の地 位を築い

てきた。 しか しIBMシ ス テム370の 登 場お よび欧州 コン ビ=一 夕業界での熱烈な競争に勝

つためには,端 的にい ってこれでは持 ち駒不足である。ICLは か つて,1900シ リーズの

最高峰 としての 「モデル1908」 やその後の 「プロジェク ト52」 の よ うに,米 企業 を意織

した超大型機の開発に取 りくん だことがあった。 これ らの計画は何れ も坐折 した とみ られ たが ♪
,

こ うした 沈 滞 ムー ドを引 き払 うか の ように登場 したのが 「ニュー ・レインジ ・コン ピュー

タ」開発であるo

ICLは,こ の新 シリーズにつ いては全 くと言 っていい程 口をつぐんで きた。 これは この シ

リーズにかけるICLの 期 待を裏づける もので もあるが,海 外各種 ソースか ら推測す ると,ど

うや ら次の ような概要が把握され る。

ICLの 二=一 ・レインジ開発は,IBMを 意 織 していることは確かそあ"b,'従 らてIBM'

370シ リーズ との競争 を念頭において開発され ていると考え られ る。 この点ではIBM37

0/115か ら・370/168ま で のレインジをカバー し,5機 種か ら6機 種 のモデ ルが登場

すると予想され る。恐 らくコス ト/パ フォー マンスで,370よb上 回る ものを計算 している

と思われ るが,ICLはIBMの370以 後 の システム,い わゆるFS(FutureSystem)

の 出現 を76
.年と予測しているふ しがあるか ら・ 二a-・ レインジにはFS対 抗 策 も加味され

ていることも考え られ る。

ICLの タボッ ト(BillTalbot)ハ ー ドウェア開発担当デ ィレク ターは,こ れから数

年後のハー ドウェアには,革 命的 なものの出現はない としている。IBMが バー チャル ・メモ

リ(仮 想記憶)で 立証 した ように,「 新 しい もの 」がそ のまま馳「革命的 」なことではな く,い

かに従来 の技術を駆使するかに成否がかか っている。同 氏はICLが 開発 した 「マル チ ・レ一
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ヤー ・マ ッチ ト・インターコネク シ.ン 技術 」などを一歩進 め,こ れをより安 くよリ コンパ ク

トに したハー ドウェア開発の方向を示唆 している。1900シ リーズの新 モデル,1903T

や1964Sは,こ うした方向 に沿って開発され た最初の製品で もあると同氏は指摘 している。

ニュー ・レインジも,ハ ー ドウェアに関 しては,こ の方向に位置す るものと考え られ るが,ソ

フ トウェアとなる と「新シス テムの開発に際しては,ソ フ トウェアの要求を第1に 考えた。 ハ

ー ドウェアはそれに沿って作 った 」(J .Pinkerton・ パ フォーマンス.エ パ リ=エ ーシ

。ン責任者)と い う具合 いに,.並 々な らぬ努力 と意欲を傾注 している。 実際ICLは,政 府援

助金は勿論,同 社の研究 開発費の50%以 上 をニュー ・レインジの ソフ トウェアに投下すると.

述 べている。

新 シリーズの開発には,従 来 の主力機1900シ リーズや システム4と の互換性など,や っ

かいな問題 もある。ICLは この辺 をどう克服 してい くのかは分 らないが,大 陸市場 での飛躍

の鍵は ニュー ・レインジの成否にかかっている とみてお り,ト ップか ら従業員まで,.開 発の進

捗に一喜一憂 している。

さて こうした状 況の 中で,ハ ドソンICL会 長 は,今 年度中(1974年g月 終了)に 二s

-・ レ インジの うち少な くとも数 モデルは発表す ると述べた
。英国のCombuterWeekly

紙(74年1月3日 付)に よると,ハ ドソン氏は年次報告書の中で,新 シ リーズについて次の

ように述べているo

「73年7月,英 政府はICLに,2,580万 ポ ンドの追加援助を約束 し,76年9月 まで

の総援助額は4,000万 ポ ン ドに達した。 この金額は,ニ ュー ・レインジ開発のために,IC

Lが 要 求 していた金額で もあ る。 政府助成金にICL自 ら調達 した資金を加 味すれば,新 シ リ

ーズのためのハー ドウェア,シ ステムズ.ソ フ トウェア,オ ペレーテ ィング ・システ ム,コ ン
ぢ

パ イ ラ,現 在 の1900お よ び シス テ ム4レ イ ン ジ ・ユ ー ザ ー 用 の ブ リ ッ ジ ン グ ・ソ フ トウ
ハ

ェア,さ らに重要な アプ リケー シ。ン ・ソフ トウェアの開発がで きると考えている。 ニュー

・レインジの開発は
,73年 中 も引き続 いて進められたが,(74年9月 までの)会 計年度に

おいて,適 切な時 期をみて新製品を発表で きるもの と思 うo」

孤 立 か 連 合 へ の 参 加 か

ICLに と って,ニ ュー ・レ イ ン ジ同 様 注 目 さ れ て い る も うひ とつ の 問 題 が あ る。 そ れ は 欧

州 コ ン ピ ュ ー タ業 界 再 編 ド ラマ に ど うい う形 で 参 加 す る か とい う点 で あ る。 周 知 の よ うに,欧

州 大 陸 で は,CII,Siemens,Phlilipsと い う仏,西 独,オ ラン ダ の コ ン ピ ュ ー タ ・

メー カ ーが 連 合 し,Unidataが 結 成 さ・れ た(別 項 参 照)。ICLに と っ て も,他 の メー カ

ー と の 提 携 は 頭 か ら 無 視 して い る こ とで は な く,ICL自 身 あ る い は 仏 のCIIで さ え,欧 州

連 合 を 確 固 た る も の に す る に は,ICLの 参 加 が 不 可 欠 と見 て い る 。一－t・一一.一..一水

ICLは,各 企 業 お よ び 各 国 政 府 の 思 惑,さ らに は コ ン ピ ュー タ事 業 戦 略(IBM互 換 性 な
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ど)な どによって,Unidataの 結 成 メンバーにはその 名が の・ってないが,こ れまで他社 と

の交渉が全 くなかったわけでは ない。 む しろ欧州の悩める巨人ICLに は,欧 米の企業がこぞ

って縁組みを働 らきか けて きた と言える。 米国 メー カーでは,Burroughs,Honeywell,

Univacと い うそ うそ うたる面 々が 合併 あるいは提携 を呼びかけた。Univacの 場 合,ク

ロスICL常 務がUnivac出 身の こともあって,か なbの 真実味 をbび て報道 され たことも

あった。 またHoneyWel1に しても,同 社が スコプ トラン ドで 長年にわたリコンピL－ 夕を

生産 し,そ の輸 出に よって英経済に貢献するなど国策企業ICLに 接近する資格は十分 備えて

いた。Burroughsに よるICL株 式の過半数 買収提案にせ よ,欧 州大同団結が叫ばれる中

で,「 ユー ロ ・アメリカン体制 」とい う対IBMを 意 識した話 し合いが進められた時期 もあっ

た。・しか しこれ らの縁組みは,結 局英政府,ICLに そ ぐわない もの として破談 になった。

欧州再編の中で1.CLが 占めている位置について,英 政府とICLは 必 らず しも同一の見解

をとっているわけでは ない。 英政府はどちらかといえぱ,欧 州 メー カー との積極的提携 を推め

・ている
。一方ICLは,提 携相手 と しては必らず しも欧州 メー カーでな くともよいとしながら,.

再編 の行方を見守っている感 じがある。 これはICLが ①1975年 以 降は政府の援助なしで

もやっていけ ること② ニュー ・レインジにかける期待を計算 してい るためとも考え られ る。従

ってICLが 再 編 ドラマの中で,ど んな役割bを 受け もつ かは,か なb近 い将来 にはっきり

す るものといえ よう。

Unidataに 乗 り遅れた欧州 メー カrNixdorfとICLは,ご く狭い分野 ながら

73年 半 ばに提携 して いる。 両社の提携は,Nixdorf英 国子会社が扱 っている マル チステ

ーシ ・ン ・レシーティング ・ター ミナルの販売に関す るもの。ICL/Nixdorfは,Unid-

ata結 成以来 コン ピュータ事業に関す る提携について度 々話 し合いの場 を持っていた。 ハイ

ンツ・ニクス ドルフNixdorf社 長は,極 めて積極的な提携論者で あり,AEGTele-

funkenと の 合弁以後,ICLに 白羽の矢 をたてていた。 その割にはICL/Nixdorf

の 提 携は,小 さな形で しか実現 をみなか った。 しか しICLに とって,こ の提携には対IBM

戦 略 があったo'E・

Nixdorfが 英 国で販売 しているター ミナルは,地 方政府の業務に適 してい る。す でに英

市場 の シェアの所で述べ たよ うに,こ の分野はICLが 最 も強い ところだ。 ところが72年 に

IBMも レ シーテ ィング ・・ター ミナルを発表 し,こ の分野 をね らい始めた。ICLに と って,

最大のかせ ぎ場を荒され るのはたま らないか らNixdorfと の 提携は絶好の タイミングだ っ

た とも言える。

ICL/Nixdorfの 提携は,場 合 によっては今後さ らに拡 大す ることになろ う。 また

Unidataと の合併,提 携について も,ICLに 言わせれば,「ICL/Unidataの 提

携はそれが相方に利益に なる時にはいつ でも行なわれ よう」(ハ ドソンICL会 長)と い う具

合いに可能性は残されているo
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モデル2903の 成 効 ず－

ICLが73年 に発表 した小型 コン ビ=一 夕,モ デル2903は,英 市場は じめ欧州大陸でも

か なりの成功を納めてい る。同モデルが初めて公開され たのは,73年4月 のハノーバー見本

市だが,当 時の英 国の業界紙は これ を「終局的にはニュー ・レインジの1部 になる.可能性 もあ

る 」と報 じている(ComputerWeeklyr73-4-26)o

モデ ル2903は,マ イクロ プ ロ グラム ・ソフ ト・マシンで,デ ィスクをベースに し,ビ

デオ ・オペレータ ・コンソール,ダ イレク ト・デー タ ・エン トリー機能 を持 ち,ソ フ トウェア

言語 としてはCOBOL,FORTRANの 外,主 としてIBM互 換性の あるRPG2を 使用

する。 さ らにオーダニ ・エン トリー,株 価管理,Pert,Prosperと い った広範 なアプリ

ケー ション ・パ ッケー ジも持 っている。

価格は26,000ポ ン ドか ら90,000ポ ン ドで,典 型的構成の場合40,000ポ ン ド。 な

お26,000ボ ン ドの 最小 構成 システムは,16K語 のTTL・MOS半 導体 主記憶,300

枚/分 の カー ド・リー-B',150行/分 の プ リンタ,1、000万 キ ャラク タのデ ィスク ・ス ト

レー ジ(3,000万 キ ャラクタまでのス トレージ ・スペースあ り)。

ICLは モ デル2903の 販 売戦略 として,新 規の顧 客を獲得す ること,英 市場以外での売

上げを伸ばす ことをあげている。

ICI、 の モデル2903は,IBMシ ス テム3,Burroughs,B1700,Singer

シス テム10な ど との競争をねらっている。ICLは2903の セールス ・ポイ ントとして,

「ニ ュー ・レインジの1部 になる可能性 」よりもむ しろ,① 導入が簡単(特 殊 な空調施設を必

要 と しない)② 特別のオペレー シ・ン ・スタ ッフがい らない③ フロアー ・スペースを取 らず通

常の事務所に設置できる。 ④大 きな コス ト/効 果を提供で きる といった点を強調 している。

さてこ こで興味深い ことがひとつある。それは この小型 コンピュータに課 せられた モデル名

である。2903は 現 在の ところ,本 質的には1900シ リーズの1員 の ように見え る。 同モ

デルは,1900用 に 開発 され た ソフ トウェアの多 くを使 っている し,1900の 大 型マ シン

への ア ップワー ド互換性 もあるか らだ。 しか し従来1900シ リーズの新機種は,全 て190

Xと 呼 ばれて きた。2903と い うのは,2900シ リーズの うちの2903で は ないのか,

360か ら370に な った ように1900シ リーズの次の ニュー ・レインジは2900シ リー

ズ と呼ばれるのでは ないか。 しか しこれ はあ くまで,ひ とつの興味として とどめてお ぐのが賢

明であろ う。重要 なことは,長 期的競争力増強のために,そ の 第1弾 としてモデル2903を

発表 したとい うこ とである。

73年 末 のICL年 次報告書の 中で,ハ ドソン会長は,モ デル2903の 成果を次のよ うに

伝え てい る。

「1973年 の 受注は72年 比37%増 と極めて好調だ った。 特に英市場 よりも,海 外市場

での伸び率が大 きか った。 これは モデル2903の 成功が大 きく貢献 してお り,同 モデルの受
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注はすでに200台 を 突破 してい る。 ζの うち3分 の2は,英 市場以外からの注文であb,ま

た半分以上 はICLに とって新規の顧客からの注文で あった。 」

ハ ドソン会長 の報 告は まさに,前 述の クロス氏の構想の1部 を満足す るものである。ICL

が果 して,2903で や った ことを 二=一 ・レインジで より大規模に実現で きるか どうか注 目

され る。(な お最新 の情報に よると,二=・ 一一・レインジの第1号 機が,英 国バース大学に納入

されるのでは ないかと伝え られる－ComputerWeekly74-2-14。 同紙では こ

のニ ュー ・モデルをP4と 称 している。)
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仏 国

概 要

仏政府は プ ラン ・カル キュルを通 じて,政

府各省庁,公 共事業体に対 しCII製 品 を使

用するように との圧力を強めている。 こ うし

た政策は,直 接関接を問わず政府が何 らかの

関係を持 っている企業の製品全てにあてはめ

られて いる。 また海外にある仏企業あるいは

大使館に,CIIコ ン ビュー一夕宣伝を行 なう

勧告を してお り,特 に以前仏の支配下にあっ

た地域には,「 売れ るものな ら何で も」売っ

て しま:bう とい う貧欲なところもみせているo

仏政府は,デ ー タ処理契約に関する政府認

可を与える機関 として,TheCommiss-

ionChanetと 呼 ばれ る組織を設立 した。

これはCII製 品優遇 と共に,仏 以外の企業

(特 に米国籍 会社)に 対する政府の主 な差別

政策のひとつになる。

現在仏市場 に設置 され ている全 コン ピュー

タの うち,12%以 上 は政府の 直 接 コ ン ト

ロ ー ル 下にある政府市場 である。 直接,間

接を問わず,政 府 コン トロール下にある市場

は,全 体の19%以 上 になる。 これは決 して

『あなどれない規模
であ り,仏 以外の企業 にと

っては政府コ ン トロールの インパク トは大 きい。

CII,Siemens,Philips

コ ン ピュータ設置台数最新データ

国 名 仏

設 置 台 数 9183

調 査 時 点 73年1月

調 査 元
■

COTTI

備 考 .

3社 の タイ ・ア ップは,欧 州のコン ビ=一 夕業界の核

になるものとみ られる。 また3社 連合が形 成 したUnidataに は,ICL,Olivettiも

将 来参加す る可能性は残ってい る。 しか しながら,欧 州籍 メー カーの提携は,1975年 以 前

にはさしたる影響力をもた ないだろ う。 もっともCIIは,仏 政府 の後押 しもあって.197

3年 ～76年 に仏 市場 でのシェアを8%か ら15%に 増大す る一方,売 上高 も2億7,500万

ドルの レベルに達する ことができる と思われ る。

仏で大 きなシ ェアを もつ コンビュー一夕 ・メー カーは,IBMとHoneywell-Bu11だ が,
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Honeywel1は トッ プ のIBMに は 大 き

く引 き 離 され て い る。 中 ～ 大 型 コ ン ピ ュー タ

部 門 で は,今 後 と もIBM,Honeywell

-Bul1,CII,Burroughs・ な どが

競 争 を 展 開 す る見 込 み だ が,IB!ytを 除 く 各

社 は,各 々 あ る 得 意 分 野 を 定 め て そ こ に 主 力

を傾 注 して い る。 例 え ば,Burroughs社

は,銀 行 とデ ー タ処 理 サ ー ビス 分 野 で 主導 権

を と る こ とに 努 力 して い るo超 小 型 コ ン ピ ュ

ー タ 部 門 で は,西 独 のNixdorfが 仏 の

Logabaxと 競 争 して い る。 大 型 部 門 に 限

る と,CDCとUnivacが 活 発 な 動 き をみ

せ て い る。ICI、 とBurroughsも こ の

部 門 へ 食 い 込 み を ね ら っ て い るが,大 型 市 場

に 大 きな イ ン パ ク トを お え る こ とは な い とみ

ら れ る。

図1-6 仏 に おけるメーカー別 シェア

(台 数比)

LeCourrierdel'Informatique調 べ

PCM(プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル ・メー カ ー)の 事 業 規 模 は,1973年 ～76年 に か け

て 急 上 昇 を とげ,そ の 後 も現 在 の 米 国 の レ ベル に 到 達 す る ま で 増 大 し続 け る と い われ る。 米 国

で は,Memorex.T'elex,Itel.Potter.MohawkDataな ど,デ ィ ス ク,テ ー

プ,メ モ リ市 場 で しの ぎ を 削 っ て い るPCMが す こぶ る 多 く,そ う遠 くな い 将 来 に,こ れ ら

PCMの 中 に は 合 併,部 門 の 身 売b,あ る い は 破 産 す る と こ ろ が 出 て くる 見 込 す ら あ る。

設置状況 ら
仏 の コ ン ビ.一 タ設 置 状 況 に っ い て は,COTTI(Co㎜issionduTraitement

etdelaTransmissiondeL'lnformation)が73年1月1日 現 在 の 最 新

の デ ー タ を 発 表 して い る。

表1-11,図1一7は,価 格 ク ラス 別 の コ ン ピ ュー タ 設 置 台 数 推 移 を 示 す 。 こ れ で み る と,

73年1月1日 現 在 の 汎 用 コ ン ピュ 一一タ 設 置 台 数 は9,183台 。 年 間 伸 び 率 は,66万6.000

ボ ン ド以 上 の 大 型 機 以 外 は,全 て減 少 しつ つ あ る。COTTI調 査 は,ミ ニ ・コ ン ピ ュー タ と

VRCCVisibleReordComputer)は 別 個 に取 り あ つ か っ て い る。 こ れ ら の 設 置

状 況 に つ い て は,表1-12参 照◎
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表1-11仏 の 価格別 コンピュータ設置状況

価格 クラス £23.8K以 下 £23.8K～ £133K £133K～ £666K £666K以 上 合 計

台 数

1.1.70 503 2879 1658 158 5198

1.1.71 763 3960. 1798 220 6741

1.1.72 1180 4655 1855 288 7978

■1.73 16 .47 5306 1805 425 9183

年間伸び率

%1970 52 38 8
'39

29.5

1971 55 18
'

3 31 18.5

1972 39.5 14 一25 47.5 15

'

設置比率

%1970 9.6 55.4 31.9 3.1

1971 11.3 58.8 26.7 3.2

1972 14.8 58.3 23.4 3.5
,

1973 18 57.8 19.6 4.6

表1-12仏 の ミニ ・コンおよびVRC設 置 状況

価 格 £4.7K以 下

'

£47.K～

£23.8K

£23.8K～

£133K

台 数 前年比

伸び率

台 数 %.

伸 び率

台 数 %

伸び率

1.1.70

1.1.71

1.工72

1.1.73

3709

6048

7340

10005

63

21.5

36

3262

5517

7312

10806

69

33

48

244

358

446

527

47

24.5

18
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＼ 図1-7価 格 クラスに よる台数推移(1970～73)
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プラン ・カルキュルとCll

プ ラン ・カルキnル は,目 下 第2次 計画に入 ってお り,73年 に は2億2,50p万 フ ランが

投入された見込み。 「1973年 仏政 府民間研究開発予算 」に よると,1971年 ～73年 の

プ ラン ・カルキaル 援助資金の配分は表1-・-13の よ うになってい る。73年 の 内訳では,総

額の74%が ハー ドウェア開発にむけ られ,そ の大半をCIIが 入 手す るこ とになってい る。

19 .73年 プ ラン ・カルキ=ル の主なね らい としては,①CIIに よる大型 デ ィスク ・システ

ムの研究 ② ター ミナル,周 辺装置分野の小規模 メーカーのサポー ト ③デー タ検策装置,プ

リンタ,メ モ リ分野の小規模 メーカー援助の3つ があが っている。

ソフ トウェア分野には,1,000万 フ ランカS計上され,.ベ ー シック ・ソフi2-z.Z-3Et発,」 匹_

ソ フ トウ ェア 会 社 へ の 助 成 金 な ど に ふ り向 け られ る。,CII,Telemecanique.Inte'r－

technique

る こ とになっている。 なおプラン ・カルキュルの推進団体である情報局では,国

,Logabaxな ど の メ ー カー も ソ フ トウ ェ ア ・サ ポ ー ト資 金 の 一 部 を 受 け

の 小 ソ

フ トウェア会社の再編成を進 めてお り,地 理的条件。製品の関連性といった観点にた って,ソ

フ トウェア業 界の再編が急 ピッチで行 なわれている。

o

9

表1-13プ ラ ン ・カルキaル 援助金内訳(71年 ～73年)

(単 位100万 フ ラン)
・

71年 72年 73年

コ ン ピ ュ ー タ,固 定 機 器,タ ー ミナ ル 177 165 166

ソ フ トウ ェア 10 10 10

特 殊 活 動 11 15 12

大型 シス テム
一 一 4

欧州諸国との活動 一 一 1

部 品 23 31 29

CRI 11 12 3

合 計 232 233 225

〈 注 〉 「特殊活動 」とは公共,民 間でのEDP利 用促進活動やEDP

トレー ニング活動な ど

73年 の援助資金配分で注 目され るのはt t大型 システム開発 に400万 フ ラン,蝿

の活動に100万 フ ラン 新たなる予算が盛 り込まれたこ とである。

プラン ・カル キ=ル の援助の大半は,国 策企業であるCIIに 充当されているが,CIIは

全 般的にみた場合,政 府援助の下で徐 々に コン ピュータ ・メーカーとしての力を貯え つつある

ようだ。1971年 に は,IRIS40,50,60,80と い う四機種の生産に入 り,一 応

の 目標は達 成している。売上げ高 も,1971年 には1億3,000万 ドル(67年 比280%
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増,70年 比29%増)。72年 には2億 ドル レベルに達 した。CIIは 輸 出にも力を入れて

tob,71年 には総売上げ高の23%を 輸 出 した。 輸出先は,西 独,イ タリー スペ イン,ル

ごマニア,プ 乏ジル,ア フ リカ各国)

表1--14プ ラ ン ・カルキュルに よるCII援 助額推移

(単 位100万 フラン)

66年 67年 68年 69年 70年 71年 72年 73年 74年

DTI契 約

だ詰 雄踏
bTI財 政 援 助

10.4

『

一

69.6

93

-一

107.4

19.4

一

109.4

30.6

一

95.0

17.0

60.4

143.0

-

18.0

153.0

『

10.0

154.0

-

一

154.0

-

一

合 計 一 789 126.8 140.0 172.4 161.0 163.0
一 一

表1-15CII主 要機種

、

IRIS45 IRIS50 IRIS60 IRIS80

メ モ リ容 量

メモ リサ イ ク ル

開発されている(OS)

48K～128K

L2マ イ ク ロ秒

SIRIS2

64K～2 .6K

950ナ ノ秒

SIRIS/SIRIS3

128K～1024K

750ナ ノ秒

(4バ イ トに対 して)

SIRIS3

256K～

4096K

650ナ ノ秒

(少 くイ トに対 して)

SIRIS7/

SIRIS8

図1-9CII従 業 員推移

、
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図1-8 CIIの 売 上高の推移.
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M.ア レグル氏(仏 情報代表)の 見解

プ ラン ・カルキュルの指導者 として著名な仏情報 代 表,モ ー リス ・アレグル氏は,今 年初

め英 国業界紙のインタビューに応 じ,仏 の コンピュータ事情について答え た。以下は同氏の見

解の要約であるo

「何故,国 内コンピュータ産業が必要 なのか一 これは度 々発せ られ る質問だ。 しか し答え

は極めて簡単である。 コンピュー タ産業が,こ こ数 年の間に世界で最も重要 な産業 として位置

づけ られる と共に,経 済の鍵 としての役割 りを果す よ うになって きたか らだ。 欧州には,欧 州

籍以外の 多くの コンピュー タ ・メーカーが参入 し,各 々利益 をあげてい る。 特 に米国籍 メーカ

ーの勢力はすさま じい ものが あ り,欧 州各国政府な らびに業 界グルー プは,現 状に甘ん じてい

るわけにはいかない。 」

「仏で も,1964年 の ブル事件を きっかけに,国 産 コンピュータ産業の振興に力 を入れた。

71年 に はCIIに 対 し,今 後S年 間に1億6.500万 ドルの財政援助を行 なう旨確約 した。

CIIの 業績はこの間着実に伸び,、72年 に は売上げ2億 ドル,ス タッフ7,500名 に 達 した。.

仏 の コン ピュ一口タ産業開発は,CIIが1社 で行 なっているわけでは ない。 例えば ミニ ・コン

ピュー タ分野 では,LogabaxTelemechanique,Intertechniqueな ども

活動 している。 この外に も数社が,周 辺機 器,タ ー ミナルの生産に乗 り出 しているし,ハ ー ド

ウェア部門だけでなく,コ ンピュー タ ・サー ビス,コ ンサルテ ィング会社 などを開発 してい く

こともコン ピュー タ産業全般の 発展に とっては欠かせない。 」

「コン ビ三一 タ事業は,国 内に とどまるだけでな く,国 際市場 に乗 り出さな くては ならない。

欧州では)『 団結は 力なり 』とい う教訓に従い,早 くも1968年 には欧州科学技術協力 とし
ごげ ぬ

て,コ ン ピュータ ・スペシ ャリス ト・グループAigrainGroupが 活動 を始めた。私

は この グループの主宰者 とな り,3つ の革新を行なった。①欧州主要 コン ピュータ ・メーカー

との直接的 デ ィスカッシ.ン を持 つ ②デ ィス カッシ 。ンには,EC加 盟 前では あるが英国I

CLも 入 れる ③欧州製 コンピュータの大 規模な共同開発 プロジェク トを推進する 」

「この成果 と して,72年1月30日 に はSiemensと の 協力が確約され,さ らにその後

Phiiipsも 参 加してUnidata社 が結成された。 またICLか らの同意は得られ なかっ

たが,72年11月 には英産業開発省 のチャタウェイ(ChristopherChataway)氏

の提言に よって,仏 西独,英3国 の産業お よび科学 開発担当大臣が集ま って,各 国の政府な

らびにコンピュー タ業界が よ り親密な関係を創るためのア ウトラインを明 らかにするこ とにな

った。 」 .

「実際の ところ欧州の コンピュー タ会社はまだまだ強力な競争者 と比べて弱 くかつ分裂 した

ものである。 しかしなが ら我 々は欧州の各 社の合併 と共同開発によって欧州コンピュータ産業

を存在させ得るだろ う。そ して これを達成するために欧州共同体は乗っ とり合併 とい うク ラシ

ヅクな成長パターンを捨てて"マ ルチチシ.ナ ル"と い う名による協 力体制を導入すべき
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であるo

コンビ三ータ産業は どこで も威信のある産業である と考えられているが,欧 州で もまた先頭

k立 たねばな らない産業のひ とつ となっている。仏の コンピュータ産業は確立され た産業構造

の中ですでに重要なポジションを獲 得 してお り,今 後 も持続的にそのポジシ ・ンを保 ち得るだ

ろ う。 」

提携 と協力

小型,ソ フ ト,周 辺装置で も仏のコンピュータ政策は,① プラン ・カルキ ュルに よる国内産

業育成お よび強化 と'② 海外各国政府赴よび企業 との提携 とL・)う2つの方向を採っている。 そ

して過 去わずか1年 の間に,こ の方向にそ った具体的動きが幾つか出て きた。Siemens,

Philipsと 合 弁 出資のUnidataを 設 立 した ことはその筆頭 だが,こ れはあ くまで汎用

コンピュータを対象に した もの。この外,周 辺装置,小 型機,ソ フ トウェアといった各分野で も,

国内企業の統合に よる強化,、海外 との提携,協 力が実現した。

ソフ トウェア分野

ソフ トウェア分野では,72年 秋仏のSLIGOSが 英 国のHoskynsグ ル ープ と,販 売

お よび技術部門で協力する ことを取 りきめた。 この協定によって両社は,製 品の販売,ス タッ

フの交換,主 要 マルチナシ.ナ ル ・プ占ジェク トで協力す ることになった。SLIGOSは.

CEGOS・InformatiqueとSLIGA(CredieLyonnaisの 子会社)が 合

併 してで きた ソフ トウェア会社bSLIGOSの スタッフは500名,西 独,ス イスに子 会社 を

持っている。 一方のHoskynsは ス タッフ240名,売 上げ160万 ポ ン ド,米 国 に子会

社 を持つ。両社は コン ピュご タを導入 し,教 育お よび プシリテ ィ ・ネジメン トを含む全ゆる タ

イプの データ処理 サー ビスを提供 している。

この直後には,仏 のSTERIAと 英 のSPLが 業 務提携にふみ きった。 これにはSTERIA

のベル ギー子 会社はSteriabelも 参加 してtsり,何 れ もソフ トウェア,コ ンサル タン ト部

門で注目され る存在で ある。 こ うした一連の動きは,ソ フ トウェアでも米国に対 抗 して,欧 州

統一戦線 を組 もうとす る現れである。,

仏 ソフ トウェア界は,欧 州にパー トナーを求める と共に,国 内での合併,提 携 も依然盛んに

行なわれている。73年8月 には,大 手 ソフ トウェア会社,CISI(仏 原 子力委員会の コン

ピューー一夕事業部)とSogetiが 部分的合併を発表 した。発表によると,CISIがSogeti

株式 の34%を 取 得す るが,将 来 は単一の企業 に合併することになる。 両社の合併は,英 国 ソ

フ トウェア業界にも影響をお よぼす もの とみ られる。 とい うのは,英 のSciconがSogeti

と提携について話 し合いを進めていたか らだ。Sciconス ポー クスマンは,「Sogetiと

の 話 し合いは,拡 大ECの 中で協力す る可能性 を検討 している もの 」と述べているが,ど うや
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ら英仏の ソフ トウェア界は,ICL孤 立 で壁 図1-10

につ きあたっている八一 ドウ三 ア界 よりも一

歩先ん じて統合戦線を張る可能性 も出ている。

Sogetiは 幾 つかの企業が結びついた組織

で,ソ フ トウェア とコンサル タン トに強い。

①
CISIは 仏 あるいは欧州最大規模のサー ビ

ス会社で,CDC,CII(Irisマ シ ン),

IBM(360,370大 型 マシン)な ど多

くの コン ピュー タを保有 しているoSogeti
②

とCISIが 合併すれば,年 間売上げ2億 フ

ランが見込まれ(ち なみ に80getiの72

年 売 上げは4,200万 フ ラン),大 規模 なソ

フ トウェア企業が誕生す る。 これは今後 の英

仏 ソフ トウェア界の提携に もかなりの影響力

を持つ ことになろう。

小型機分野

小型 コンピュー タ分野では.仏 のTele-

mecanique社 が,73年4月,西 独

Dietz社 と協定を結んだ。 この協定に よ

り,仏,西 独内の各 々の販売網 を利用 して,

相互のマシン販売向上をね らうこ とになって

いるoTelemecaniqueはDietzの

主 力機Minca1621を 仏 で,Dietzは

TelemecaniqueのT1600を 西独

で販 売す る。

欧 州小型コン ビp."'一'タ市場 は,DECを 筆

頭 とする米国企業が60%を 占有 してtsb,

汎 用 市場 と同様の観を呈 している。 このため

仏政府などは,汎 用分野のUnidataだ け

でな く,小 型機分野で も欧州連合を結成すべ

きだと主張 している。Telemecanique

とDietzの 協 定は,こ の一環 として考え

られ る ものだが,両 社は今後 他の企業 との観

仏企業から見た最近1年 間の提携,

協力の動向

図の2重 囲いは仏企業

図の3重 囲はは新組織

汎 用 コ ン ビ ぬ 一 タ 分 野

h幽1ips

73年7月

Unidsta

小 型 コ ン ピ ュ ー タ分 野

72年 秋

◎ 周 辺 装 置

ISI

73年8月

Ogeti

STERIA

SLIGOS

Logsbax

Intertechuique

Metra

⑤ り一 シ ン グ 分 野

Locefrance

(PrOmodat8)
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力の用意 もあると述べ,小 型分 野での統一戦線形成に力を入れている。

周辺装置分野

仏周辺装置分野で も,IBMな ど米国企業に対処するため,国 内企業の結集が進 められ ている。ノ　
73年 秋 には,仏 政府の肝入bで,ClubdelaPerl-InformatiqueFrancaise

とい うグルー プが誕生 した。同 グループは今後 仏産業および科学開発省 と密接 な連絡 をとりな

がら,仏 周辺装置 の紹介,海 外における共通市場の確 立などをね らっていく予定。 さ らに同 グル

ープは,仏 会社の周辺装置の調整 を行なってい く計画 もあり,互 いの製品が各々補足 しあえるよ

うな業界をつ くろ うとしている。 グルー プにはす でに,Logabax,Intertechnique,

Matraが 参加 しているが,装 置 の調整は行なって も,競 争環境は残 してい く予定。結局 同グ

ルー プの終局的 目的 は,仏 コン ピュータ周辺装置業界の強化 にあり,研 究開発分野での二重投 資

を防止 し,海 外市場 での競争力 を増大す ることにある。

同グルー プには現在20社 が参加,会 長にはIntertechnique社 のM.Maillet氏

が選ばれ た。 同社は最近パ リで開かれ たSicobシ 。ウで,Multi4と 呼 ばれ る新 しい ミニコ

ンピュータを展示 した。 この外同社は,Multi8bよ びMulti20と い うミニ ・コン ビ=一

夕も販売 している。

リー ス分 野

仏 の 大 手 リー ス 会 社,L。cbfrancesAの 子 会 社P・ 。m・data社 は,72年11月

欧 州 主 要 銀 行 の バ ッ ク ア ッ プ を うけ て,欧 州 最 大 の リー ス 組 織,Sy.nerleaseグ ル ー プ を

結 成 した 。 同 グ ル ー プ は 仏 の"Groupment-d'InterestsEconomiques'と い う

法 律 の 下 に 設立 さ れ た も の だ が,こ の 法 律 は,個 々 の 企 業 が 独 立 性 を保 ち な が ら協 力 し,共 通 の

仕 事 を 行 な う こ と を認 可す る も の。Synerleaseは,海 外11カ 国 で 事 業 活 動 を 行 な うが,

英 国 の メ ンバ ー ・カ ンパ ニ ー と して は,ChanneILeasingLtdが 参 加 して い る。 同 グ

ル ー プ の 主 要 事 業 は,IBM370の リー ス 契 約 を 増 や す こ と に あ る。

なおLocofranceの 子 会 社,Promodata社 は,仏 の 代 表 的 中古 コ ン ピ ュー タ ・デ ィ

ー ラー で あ る 。 パ リの 米 大 使 館 は72年6月 ,「 仏 の 中古 コ ン ピ ュー タ需 要 が 増 大 して い る 」 と

報 告 して い る が,Promodata社 はIBM360を 中 心 に 中 古 市場 で の 売 上 げ を 伸 ば して い

る 。 英 国 で は73年 中 頃,英 中 古 コ ン ピ ュー タ 市 場 の3大 企 業CRB(ComputerResale

Brokers),CFM(ComputerFieldMaintenance),CTB(Computer

TimeBrokers)の3社 が 合 併 してCWT(ComputerWorldTradeLtd・)が

設 立 され た。Promodataは このCWTと 共 に,欧 州 中古 市場 を二 分 し続 け る もの と み ら れ

る が,CWTの 結 成 が 契 機 と な っ て 今 後 欧 州 中 古 業 界 の 合 併,統 合 気 運 が 高 ま る 可能 性 が 強 い 。
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仏の コンピュータ ・ユーザー

仏のデ_タ 処理 ユーザーは,1960年 代 後半 あるいは特 に1970年 以 降,コ ンビ=一 夕t.

デー タ通信装置 などに厳 しい 目を向けるようになって きており,手 離 しで コン ピュー タを讃辞

す ることがなくなって きた。 これは コン ピュー タに対す る夢 と現実 とのギャップ,メ ー カーが

言 うほ どにマシンが働 いて くれ なかったことなどに起因する。コンピュータの魔力あるいはコン

ビ=一 夕に対す る魅力の喪失は,IBMも 含 め仏市場に参入 してい る全部のコ ンピュー タ関連

企業の伸 び率を落.したが,そ れでもコンビ=一口タ産業の成長率はGNPの 伸び率の2倍 程度の

高い数 字を示 してい る。

仏コン ピュー タ ・ユーザーは最近 コス ト節減,投 資に対する見返 り,パ フガ マ ンス,特 殊 な

ア プリケー シ ョンといった ものに関心を払 ってい る。 特にコス トについては大 きな注意を寄せ

ると共に,メ ー カーの質を云々するために仏以 外の市場でその メー カーが どんな製品を提供 し

ているか といった点に も注 目す るよ うに なっている。

仏の コンビ=一 夕 ・L－ ザーを産業別にみると,銀 行 と政府機 関が二大ユー ザ7に 分類 されL

る。 もっともユーザーの数 でみれば,御 小売り業界が最大のユーザー群 となる。

図1-11コ ン ピ ュ ー タ 設 置 金 額 で み た 図1-一 ・i2コ ン ピ ュー タ 台 数 で み た

ユ ー ザ ー 分 布 状 況 ユ ー ザ ー 分 布 状 況

化学

印刷.出

236

宇¶
。%

石油

金扇

弾ff22%

25s

(注)(1)連 邦tsよ び 地 方 レベ ル の 政 府 機 関,さ ら にPostOfficeServices

な ど 関 連 機 関 を 含 む。

(2)デ ー タ処 理 サ ー ビス を 除 く もの で,ラ ジ オteよ び テ レ ビ放 送 レ ク リ エ ー シ

.ン ・サ ー ビス,自 動 車 レ ン タル,自 動 車 修 理,技 術 お よび コ ンサ ル テ ィ ン グ ・

サ ー ビス な ど を 含 む 。
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CADUCEEネ ッ トワ ー ク

仏 政 府 は,国 策 企 業CIIを 中 心 に コ ン ピュ ー タ ・ハ ー ドウ ェ アtsよ び ソ フ トウ ェ ア の 開 発

を 進 め る 一 方,PTTを 中 心 に デ ー タ伝 送 サ ー ビス分 野 で も,新 しい ア プ リケー シ ・ ンの 開 発,
ノ

サー ピス面の改善などに取 り組ん できた。72年 初 頭より開始されたCADUCEE伝 送 網は

その代表的な ものであり,ユ ーザー数は現在金融,石 油,鉄 鋼 食料,出 版,硝 子工芸業者の

外,コ ンビ=一 夕 ・センター,デ パー ト,気 象庁など204社 にお よび,3年 後 には2,000

社 に まで増大す るといわれ る。
ノ

CADUCEEの 設計は,電 気通信総局 と国立電気通信研究所(CNET)が 共 同で行ない,

交換機製造は電気通信産業会社(CIT),操 作卓製造は精密機器工業組合(AOIP)が 各

々担当 した。
ノ

CADUCEEは,電 話 網を使用 し,デ ジタル情報 をアナログの電話 チャネルに適応する機

能は,モ デムに よって行 なってい る。 回線の両端木間は,す べて4線 式回線網構成 となってtsb

り,そ の全てが,自 動交換 機(あ るいは集線装置)と 接続され,同 時2重 通信が可能である。

自動交換機 としては,現 在 パ リに,ク ロスバCP400型 が1台 設置され てい る(74年 内 に

は リヨンに1台 増設予定)。

通常の電話回線では,1,200B/Sま で の伝送が可能だが(事 情の悪 い場 合は600B/
ノ

S程 度),CADUCEEは 高性能の回線を利用することによb,4,800B/Sま でが可能

になる。 また高性能の モデ ムを使用す る ことに よって,9,600B/Sの 伝 送も可能になる。

ltk・以 上は遠距離の場 合で,'パ リ市内では50KB/Sも 可能である(自 動 交換機 の周囲約30

㎞ 幅以内は,ベ ースバン ドによる伝送に よb,72kB/Sの デ ジタル伝送が可能 である)(図

1-13),

図1-13既 設網 とCADUCEEの 伝 送速度比較図

交換網

専用線

5020060012002,4004β009600

CADUCEE

ベ ー ス

48ρ00

頃_

電信,電 話回線

`

、

ベースバ ンド接続広帯域

72,000Bit/"SEC

6

一 →

ノ

端末 とCADUCEE間 の信号交換は,操 作卓の介 在に よって行なわれ るカSこ の操作卓は,

キーボー ドのダイヤルに よる手 作業 と自動処理 とが可能である。後者の場 合,操 作卓 と端末 との

インタ フ=一 スは,CCITTV25の 勧 告の回線を利用する。
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CADUCEEの 構成

自動交換機1台

集線装置14台

通常加入線

"

(パ リ)

(リ ー ル,ル ー ア ン,

ラ ン ス,ナ ン ト.

ボ ル ドー,ト ウル

ー ズ
,オ ル レ ア ン,

ク レル モ ンー フ エ

ラ ン,マ ル セニ ユ,

リ ヨ ン,グ ル ノ ー

ブル,ニ ー ス,

ナ ン シー,ス ト ラ

ス ブ ル グ の 都 市 に

設 置)

大量 トラフィ ック送信専用

受信専用

1.6001、INE

240LINE

240LINE

ノ

図1--14CADUCEE伝 送 網 の 交 換 接 続 図
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この範 囲の ものは電子計算機 に接続 可能

一176一



図1-15自 動 交換機,集 線装置 関係図 、

!
/
/
/パ リ

(BT

＼

＼

＼

、

＼

/ζ亙

ぽ)
＼㌣

捧

＼
＼

30Kin＼

自動
交換機

＼

線

置

薬

装

/

/

＼ぎ 壁 テ //

/

/

・
/

＼
＼
＼

㏄
.

＼

＼
＼ 集欝//
＼/
＼/

N最
終的には 一#2

TA,TB

TA,Tc

TA,T'A'

周辺装置

仏情報局に よれば,仏 の周辺装置お よび ター ミナル生 産台数は;1971年 に5,450万 ド

に達 した。 伸び率については,他 の調査で23%と 報 告されてtsり,仏EDP産 業の伸び率 よ

りはかなり大 きい0

1971年 末 の ター ミナル台数は5,000台 。1975年 までには,33,000台 に到達す

ると予測される。特 に期待 されるのは,CRTと オ ンライン ・コンパテ ィプ ル ・ター ミナル。

この市場vaSi,,け る各 社シェアは図1-16の とteb。
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図1-16仏 の 周辺装置tsよ び ター ミナル市場 における各社 シェア

Honeywelハ

98φ

輸 出状況

1971年 における仏 のEDP輸 入 高は,4億6.890万 ドルで,前 年の3億3,480万 ド

ルに比 し23%増 大 した。 最大の供給先は米国で,、1億8410万 ドル(70年 比8,4%減)。

輸 出高は5億800万 ドルで,EC諸 国 が全輸 出の33%を 占めてい る。

表1--16仏 の 主要EDP輸 出入先内訳(71年)

`〈 輸 入 先 〉 〈 輸 出 先 〉

国 名 輸 入 額 前 年 比

.

国 名 輸 出 額 前 年 比

米 国

イタリー

西 独

英 国

1億8遁0万 ドル

4,000.万 ドル

8,400万 ドル

4,180万 ドル

8.4%ダ ウン

10%ダ ウ ン

ー

26%ア ップ

1

米 国

イタリー

西 独

ベルギー

オランダ

1.340万 下ソレ

4.030万 ドル

1億100万 ドル

1.320万 ドル

1,290万 ドル

変 ら ず

11%ダ ウン

16%ア ップ

37.5%ア ップ

2.9%ア ップ

■
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西 独

1972年 末 の西独に設置 されてい

る汎用 コン ビ=一 夕は8,255台,設

置金額は301意6,100万 ドルである。

設置金額比での市場 シ エアをみると,

IBMが 市場 の7割 近 くを制 してお り,

他 の米国系 メーカーめ シェアを合せる

と,市 場 の8割 以上 となる。(図1--

17参 照)産 業別の設置状況をみると,

製 造業が全体の約44%(金 額 比)を

占め,金 融 ・保険が17%,政 府(連

邦,地 方 含む)12%と な っている。

西独の コンピュータ市場 は,英 仏

とともに欧州で最大の規模 を有 してい

る。その市場 構成をみると,西 独市場

は米国に比べ小型機 の割合が高へ ま

た,最 近のコン ピュータ導入状況で注

目され るのは プロセス ・コンピュー タ

の伸びである。Dieboldに よれば,

この伸び率は年間30%近 い 伸びを示

している とい う0

73年 半 ばに米国商務省が発表 した

報告に よれば,1973～77年 の西

独デー タ処理市場 は累積 で約95億 ド

ルに達 ナるであろ うとい う。 同報告に

ょれば,西 独市場 の規模は72年 で1

3億 ドルの ものが,74年 には18億

ドルに,そ して77年 には26億 ドル

になる としているo

ユーザーのEDP支 出構成を表わ し

たものが図1-18で あ るが,こ れか

らも明 らかなよ うに人件費およびサー

コンピュー タ設置台数最新 デー タ

国 名 西 独

設 置 台 数 8,255 .

調 査 時 点
.

72年 末

調 査 元 IDC8uropa

備 考 汎用 の み
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図1--17西 独 における メー カー別 コン ビ=一 夕市場 シェア(金 額比)

(単 位は100万 ドル)

1CL22(0.7φ)

他の米 国 メーカー
6(O.1S)

NCR21(0.

CDC95(3.1

Bロrro㎎ ㎞
8

(O.2S)

160(52S)

総 額:30億6,100万 ドル

1-18:EDP費 用 支出内訳(%)通 信1.

、
.

し

消

ハ ー ド ウ ェア 人件費 ・サー ビス 耗
'

品
44 48

7

ビ スの支 出が ハー ドウェア支出を上廻っている。

メ ー カ ー 動 向

国 産 メ ー カ ー と して は,SiemensとAEG-Telefunkenの2社 で あ っ た が,19

61年Nixdorfが 中 型 コ ン ピ ュ一一タ900を 開 発 し,こ の 市 場 に参 入 し た。

1972年1月,NixdorfとTelefunkenは 政 府 の き も い りでTelefunken
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ComputerA.G.を 設 、立b出 資 比 率 は50対50で あ っ た。 ま ちSiemensは73

年7月,仏 のCII,オ ラ ン ダ のPhilipsと と も にUnidataを 設 立 した 。

Siemens

Siemensはt'部 品,電 力.電 気,医 療?エ レク トロニクス,通 信な ど広汎な分野 で活動

しているが,デ ータ処理事業は特に通信などの同社の伝統的 ビジネスとともに重要 になりつつ

ある。Siemensが コ ンビ=一 タを手がけは じめたのは195『4年,こ の結果59年 には ト

ランジスタ ・コンビュー・タ2002が 誕生 した。65年 に はシステム300と い う専用アプ リ

ケー ション ・マシンを発表,こ れは科学,鉱 工業 アプ リケーシ ョン用 としてオ ンライン ・リア

ルタイムの要望に応え た もの。 さらに同年8iemensはRCAと ノ ウハ ウ技術提携契約を

結び,Spectra70シ リーズを国産化,以 後Siemensの 主力マシンとなったシステム

4004を 発表 した。以後は これをべ一～くに,バ ー チャル ・メモリを備え たシステム40-b4

/46,4004/220,4004/230な どが開発 され た。

RCAの コンビ.一 夕事業撤退に伴い,Siemensは 技 術源 として欧州 メーカー との提携

を選ん だ。そ して72年2月1日,仏 のCIIと 国境 を越えコ ンピュータ事業に関す る提携の

調印を行 った と発表,こ の提携内容には将来オ ランダPhilipsが 加 わる との一項が盛 られ

ていた。次いで73年7月4日 にはPhilipsを 加 えた3社 に よる提携調印が行われ, .uni-

dataの 発 足をみた。(Unidataに つ いては別項参照)

Siemensの72年 度(9月30日 決算)売 上げは151億4,700万 マルクで前年度比

11%増,純 益は4億1,100万 マルクと前年の2倍 近 くに達 した。金売上げの うち約12%

は デー タ ・システムズ ・デ ィビジ 。ンによる ものである。 同デ ィビジ ョンの売上げの約3割 は

輸出に ょる ものである。 海外活動のためにオース トリア,ベ ルギー,デ ンマークをは じめ西欧9

カ国とブラジル,南 ア フリカに子 会社を有 している。 共産圏は本社が直接その任 に当っている。

また国内には14の 支店 を有 している。

本部は ミュンヘンにあるが,R&Dセ ン ターは この他ア ウグス ブルクにも置かれてお り,ま

た製造 施設は これ ら2都 市の他パー トヘルスフェル トにある。siemens全 体 の従業員数は

約30万 人 で,そ の うちデー タ ・シス テムズ ・デ ィビジ ・ンの従業員は22,500人 で ある。.

Siemensの コ ンビa－ 夕は,汎 用 コン ビa－ 夕,シ ステム4004シ リーズ,小 型専用

機 システム404シ リーズ,そ してプロセス ・コン トロール用 などの ミニ ・コン ピュー タ ・シ

リーズ,シ ステム300の3ラ インがある。73年1月1日 現在 これ ら3つ の シリーズで合

計約2,000シ ス テムが既設置 あるいは受注済みである。 これ らの合計 金額は42億 マルクに

達する。 この約2,000シ ス テムの うち約250シ ス テ ムは,Siemens内 部に設置され使

用され ている0

73年 にSiemensは 米 のコンビ=一 夕用制御装置 メーカーComputest社 を 買収 した。
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図1-19 siemensの 売上高推移

(単 位:100万 マルク)

図1-20 siemenSの 純 益 推 移

(単 位:100万 マ ル ク)
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これは同社の米国内での第一 歩であり,

将来は米国内にテ レコ ミュニケー シ。

ン装置の製造工場 を建設す る予定であ

るとい う。 同社の米国進出の理 由は,

米 が世界の電子機器市場の約4割 を 占

めている事,西 独 に比べより専 門的技

術者が得 られる事,利 潤 も大 きい事な

どである。

NixdorfCgmputerA.G.

Nixdorfは,1952年Impu-

1seTechnology研 究 所 と し

てHe.inzNixdorfに よ って 設

立 さ れ た。1965年 に 発 表 した820

が 好 評 で,・毎 年 高 い 成 長 率 を 維 持 し,

72年 に は3億9.6、00万 マ ル ク の 売

上 げ を 達 成す る な ど,欧 州 籍 の コ ン ピ

ュー タ ・メー カー の ト ッ プ ・グ ル ー プ

の 一 員 に ま で 成長 した 。

300rOOO

2eo,OOO

100.000

図1-21Siemensの 従 業 員 推 移

　　るゆ りり 　　 エロ　む ゆヨむ じゆ ゆ 　
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図1-22Nixdorfの 売 上 げ 推 移 図1-23Nixdorfの 純 益 推 移

(単 位1,000ド ル)(単 位1,000ド ル)

単位1ρ00》ル

/

196819691970 196Sl96919TOl911口72

Nixdorfは,業 界 内 で の 地 位 を 強 化 し,あ ら ゆ る 種 類 の 情 報 処 理 機 器 お よ び サ ー ビス

の 販 売 会 社 を 目指 し,内 外 と も に 活 発 な 活 動 を行 な っ て い る。 主 な 国 内 活 動 と し て は,72年

1月 のAEG-Telefunkenと の 折 半 出 資 に よ るTelefunkenComputerAGの

設 立,70年 の 郵 政 省,AEG-Telefunken',Siemens合 弁 のDeutscheItatel

Gmbhの 設 立 な どが あ るo

TelefunkenComputerAGは,Nixdorfの マ ー ケ テ ィ ン グ とAEG-・'Tblefun-

kenの 大型 シ ス テ ム 技 術 を 一体 化 す る こ と を 目的 と した も の で あb,す で に30台 のTR44

0シ ス テ ム を 販 売 して い る とい う。 しか し最 近 伝 え られ る と こ ろ に よ る と,Nixdorfは 黒 字

転 換 の 見 込 み の 薄 いTelefunkenComputerに 嫌 気 が さ して い る とい う。 そ して 英 のI

CLと 接 近 しつ つ あ る。

対 外 活 動 を み る と:こ のICLへ の接 近 の 他,米 のVictorComptometerコ ン ビ ュー
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タ部門の買収(72年),同 じ く米

の小型 ビジネス ・コンピュー タ ・メ

ーカーQI社Q
.株式15%取 得 に よ

る共同開発協力,ま たAmdah1社

へ の投資 などがある。 さらに 日本に

対 しては73年6月12日 に兼松江

南 との間に兼松ニクス ドルフ ・コン

ピュータ㈱への資本参加への合意 を

み るな ど積極的な事業活動を行 って

い るo

図1-24Nixdorf従 業 員 推 移

TelefunkenComputer

A.G.

TelefunkenComputer

A.G.は,AEG-Telefunken

とNixdorfの50対50の 出 資

で 設 立 さ れ た 会 社 で 正 式 発 足 は72

年1月1日 。

Iv61il9"ツlyluly::ly72

西 独 政 府 は は じめ,Telef皿ken

とSiemensを 結 び つ け よ う と画

策 した が 失 敗 し,Nixdorfと

TelefunKenが 提 携 して 新 会 社

,の 発 足 と な っ た 。 今 の と こ ろNixdorfは,Telefunkenの マ ー ケ テ ィ ン グ の 稚 拙 さ を

か なbカ バ ー して い る よ うで あ る。73年 半 ば で のTR440(Telefμnken製)の'販 売

実 績 は30台 以 上(稼 動 は21台 で 残bは 受 注)で あ る。Teiefunkenが3年 か か っ て や

っ と9台 の 売 込 み に 成 功 した だ け で あ る こ と を み る と,Nixdorfの マ ー ケ テ ィ ン グ の うま

さ が わ か ろ う と い う もの で あ るo

新 会 社 設 立 以 後 ソ フ トウ ェ ア 面 の 開 発 も強 化 され,タ イ ム シ ェア リ ン グ 用OS,在 庫 管 理 な

ら び に 生 産 管 理 パ ッケ ー ジ,MISデ ー タ ・ペ ー ス な どの 成 果 もあ が って い る。 しか しTR

440はt.ア プ リケ ー シ ョ ン ・ソ フ ト ウ ェ アが ま だ 不 足 して お り,商 用 市 場 へ 進 出す る 際 の ネ

ック と な っ て い るo

TR440は 最 近,米 のAMS(AdvancedMemorySystems)社 製 のMOSメ

モ リを 装 備す る こ とに な っ た と伝 え られ て お り,海 外 市場 へ の 売 込 み も は か られ る も よ うで あ

るo
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TelefunkenComputer'の 従 業員数は約700名,国 内支社数は7社 を数えている。

ただ し支社はいずれ もNixdorfの 事 務所 を利用 している。

西独IBM

国 産 メー カーの奮闘に もかかわらず,西 独 コン ピュー タ市場 は,す でにのべた ように,そ の

過半がIBMの 手 中にある。

西独IBMの72年 総 売上げは42億8,000万 マル クで前年の36億2,300万 マルクに

比べ18.1%の 伸 びとなっている。金 売上げの うち西独以外のIBM子 会社への出荷 も好調 で,

前 年度の10億5,60b万 マルクか ら14億100万 マ ルクへ と増加 しft()西 独IBMは 国 内

14ヵ 所 に工場 を有 し,コ ンビ=一 夕ならびに電子事 務用機 器を製造 し販売 している。

西独IBMに 関 する注 目すべ き動きとして,ア ド・オン ・メモリをつけた360/30の 保

守拒否問題が ある。 この事件は,シ ュツッ トガル トの出版社(KlettVerlag社)がI

tBM360/30にIte1製 ア ド・オン ・メモ リを装着 した事に対しIBMが その保守を拒

否 したため生 じた。 シ=ツ ットガル トの地方裁判所はこれに対 し,IBMの 保 守拒否は許 さな

いとの決定を下 した。

ソフ トウェア市場

米国商務省は73年 は じめに,西 独の ソフ トウェア市場についての調査結果 をま とめ発表 し

た。それに よれば,西 独の ソフ トウ=ア 会社の売上げは4,200万 ドルで,内 訳は87%の

3,670万 ドルが カス タム ・デザイン ・ソフ トウェア,残 り13%の530万 ドルが ソフ トウ

ェア ・パッケー ジの売上げである。

西独で最大の ソフ トウェア ・ユーザーは工業,製 造業の分野である。 この分野には月間 レン

タル1,750ド ル 以上の コンビa－ 夕が約5,000台 設置 されている。西独 ソフ トウェア市場

は75年 ま で,毎 年35%程 度 の成長が見込まれ る。その うち最 も大きな成長が見込まれるの

は経営指向型 情報 シス テムであ り,次 いで生産制御用 ソフ トウェアである。 米 ソフ トウェア会

社の西独子会社の マー ケ ット・シ ェアは75年 までに30%に なるであろ う。

1972年 に ソフ トウェア会社を通 じて販売された システム ・ソフ トウ=ア は 約520万 ド

ルにのぼ ると推定 され る。Ostsよ び プログラム言語の販売高は450万 ドル ・また ソフ トウ

=ア ・パ ッケー ジは70万 ドルであった。 この種 のソフ トウェアの市場将来性は メインフレー

ム ・メー カーの価格分離政 策の動向如何 にか かっている。
　

ソフ トウェア会社による72年 の アブ リケー シ。ン ・ソフ トウェアの売上げは3,670万 ド

ル と推定され,こ れは75年 に は9、100万 ドルになる と予想 され る。毎年の平 均成長率は3

5%程 度 であろ う。72年 段階では米の ソフ トウェア会社か らの輸入ソ7ト ウsア は微 々たる

ものであったが,米 ソフ トウ=ア 会社の西独子 会社の市場 占有 率は75年 には30%の2、620
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万 ドル に の ぼ る とみ られ る。

西 独 ソ フ トウ ェ ア市 場 で 高 い 潜 在 的 市 場 性 を 有 して い る と思 わ れ る ソ フ トウ ェ ア は レ ポ ー ト ・

ジ ェ ネ レ ー タ,,フ ァ イル ・マ ネ ジ メ ン ト ・シス テ ム,プ ロ グ ラ ミン グ ・エ イズ,ユ ー テ ィ リテ ィ

・ プ ロ グ ラ ム1む よ び ア プ リケ ー シeン ・プ ログ ラ ム で あ る。 レ ポー ト ・ジ ェネ レー タお よ

び フ ァ イル ・マ ネ ジ メ ン ト ・シス テ ム に は,情 報 検 索 シ ス テ ム,グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ー タ ・アウ

ト プ ッ トの た め の オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム 澄 よび ソ フ トヴ ェ アが 含 ま れ る。 プ ログ ラ ミ ン グ ・エ

イ ズ に は,プ ログ ラ ミ ン グ や そ の 手 順 を 簡 単 に す る た め の プ ログ ラム ・ジ ェ ネ レ ー タや プ ロ セ

ス.コ ン ト ロー ル 用 プ ログ ラ ム言 語 が 含 ま れ る。 プ ロ セ ス ・コ ン トロー ル 用 コ ン ピ ュ ー タが 急

速 な 伸 び を 示 し,そ の 一 方 で そ れ を 十 二 分 に作 動 させ る ソ フ トウ ェ アが 不 足 して い る 事 を 考 え

る と,こ の 種 の ソ フ ト ウ ェ ア の 伸 び は 十 分 に 予 想 され る と こ ろ で あ ろ う。

ユ ー テ ィ リテ ィ ・プ ロ グ ラ ム の 中 に は,制 御 む よび メ ン テ ナ ン スの た め の デ ー タ ・マ ネ ジ メ

ン ト.プ ロ グ ラ ム,リ モ ー ト ・ジ.ブ ・エ ン トリー ・モ ジ ュー ル,タ イ ム シ ェア リ ン グ 用 情 報

シ ス テ ム な どが 含 ま れ る。 こ れ らの ソ フ トウ ェ アの 伸 び が 予 想 さ れ る の は,ハ ー ドウ ェ ア ・メ

ー カ ー が こ れ ら を 提 供 し て い な い た め で あ る。

大 き な 伸 び が 予 想 さ れ る ソ フ トウ ェア が あ るか と思 う と,一 方 で は 限 られ た 伸 び しか 期 待 で

き な い ユ ー テ ィ リ テ ィ ・プ ロ グ ラ ムや ア プ リ ケー シ ョ ン ・プ ログ ラ ム も あ る。 例 え ば,IBM

360,370お よ び 西 独 製 中型 コ ン ビ9一 多用 のOS,タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・ソ フ トウ ェ ア,

ダ イ ア ロ グ ・ソ フ ト ウ ェア な ど で あ る 。 庵 れ は,メ ー カ ー が す で に 提 供 し て い る とい う事 と,

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ な どは コ ス トが 比 較 的 高 い とい う事 に よ る。

プ ロ グ ラ ミ ン グ ・エ イ ズ,ア プ リ ケー シ 。 ン ・プ ログ ラム の 中 に は,市 場 性 を 全 く有 して い

な い も の も あ る。 プ ロ グ ラ ミン グ ・エ イ ズ に お け る コ ン バ ー ジ ョン,ト ラン ス レー シ ョン お よ

び シ ミ ュ レ ー シ 。 ン ・フ'ロ グ ラ ム,デ バ ッ グお よ び テ ス ト用 フ'ログ ラ ム,ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ
ロ

ンお よび フ ロー チ ャー ト作 成 プ ロ グ ラ ム,ア プ リ ケ ー シ.ン ・プ ログ ラ ムに お け る 給 与計 算,

人 事,簿 記,送 り状 作 成,航 空,ジ ャー ナ リズ へ 法 律 な ど が そ れ で あ る。 こ の 理 由 は,こ れ

ら の プ ログ ラム が τ 般 的 な も の に な っ て い る とい う事,あ る い は メ イ ン フ レー ム ・メー カー が_

す で に 提 供 し て い る 事 な どに 起 因 す る。

一 般 的 に 言 っ て
,西 独 の ユ ー ザ ー は メ ー カ ー以 外 か ら 提 供 さ れ る ソ フ トウ ェ ア に つ い て 不 慣

れ で あ る。 ミ ュ ンヘ ンのInfratest-Software-Informations-Service

に は,市 場 に 出て い る ソ フ トウ ェ ア の う ち120の シ ス テ ム ・プ ログ ラ ム,350の 事 務 用 ア

プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラ ム,200の 科 学 技 術 用 ア プ リ ケ ー シ ・ン ・プ ログ ラ ムが リ ス ト ・

ア ップされ てい るが こ の数は 西 独 ソ フ トウ ェ ア 会 社 の 事 業 の10～20%程 度 で あ る とみ られ る 。

本 体 メ ー カー に よ う て 提 供 さ れ て い る ソ フ トウ ェ ア の うち65%はIBMに よ る も の で あ る。

そ して 地 元siemensに よ る も の は14～19%で あ る と推 定 され る。
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西独の ソフ トウェア会社とそ のサー ビス

西独には約500の コンサルテ ィング会社があるが,こ の うち約300の 会社が ソフ トウェ

アの開発,販 売を行なっている。 西独 ソフ トウ ェア市場の少くとも65%は 大 手90社 に よっ

て占められているとみ られ る。300社 の事業規模は72年 で 合計1億2,600万 ドルで,そ

の33%の4,200万 ドルが ソフ トウェア販売の占める割合であった。

西独 で成功をおさめてい る米国系企業は,「 帰化政策 」を採用 している企業である。 これ ら

の企業では中堅管理者まではほ とん どドイツ人のみを採用 してお り,地 元企業 として定着 しよ

うと努 めてい る。 これ らの企業 と民族系企業 との差異 を見い出す ことが 困難である場合 もある。

しか し,こ れ らの企業は・ 「進ん だ 表1-17:西 独 ソフ トウ・ア会社の 規模別分類

米国技術 」のイメージを有 している

ため有利に事業 を展開で きる場合が

ある。

西独の ソフ トウェア会社の人員に

よる規模 別分類は表1-17の 通 り

,で ある。 成長率は個 々の会社により

異なるが,平 均する と約20%の 年

間成長率 となる。 従業員1人 当 りの

事業規模は,年 間約21、000～

24,500ド ル である。・

現在 システ ム ・ソフ トウェアの50%は 買い取 られてお り,残 り50%は レ ンタル されて

いる。 デー タ ・マネジメン ト・ソフ トウェアは 買取 られているもの とレンタルを合せると全体

の約50%に な り,残 り約50%は 経 営 コンサル タン ト・サー ビスの重要 な一部分 として提供

されて いる。 アプ リケーシ ョンお よびプロセス ・コン トロール ・ソフ トウェアにおいては,買

取b',レ ン タル,コ ンサルタン ト・サー ビスの一環の割合 がほぼ等 しい比率になってい るo

ソ フ トウェアが買取 られ る場合は,そ の ソフ トウェアが取付け られ,EDP担 当部門が評価

を下すまで代金は支払われ ないのが普通である。

西独には ソフ トウェアの著作権 のよ うなものは存在 しない。 個別 カス トマー用の特殊 プ ログ

ラムに対す る権利は主にそれぞれ のカス トマーに帰する。 ソフ トウ ェア ・パ ッケージはそれが

レンタルであって も買取 りであ って も,通 常第三者に対ナる公開は禁 じられる。 契約に より開

発されたアプ リケーシ ョンあるいは システム ・ソフ トウェアは,そ れが高 価なもの の場合は,

ソフ トウェア会社はその カス,トマーと同一産業 のユーザーにそのプ ログ ラムを販売す る事は 許

され てい ないo

従 業 員 数 比 率

19人 以 下

20～49人

50～99人

100人 以 上

35%

30%

25%

10%
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西独のデータ通信

1969年9月22日,ド イツ郵政省は,AEG'-Telefunken社 の代表取締役 ビュー

ラー博士な らびにSiemens社 の代表取締役プレッ トナー博士 と,DeutschenDatel

社を ミュンヘンに設立するための調印を行なった。

資本金は300万 マル クであb,出 資金の内訳は郵政省が40%,Siemens.Nixd6rf,

AEG-Telefunken(AEGの 子 会社01ympiaも 含む)の3社 が各20%と なって

tsb,現 在 もこの構成は変 っていなし～72年 末 現在 の株式資本は1,500万 マルクとなって

いるo

DeutscheDatelGesselschaftは,70年 か ら リモー ト・デー タ処理サー ビ

スを提供す るため全 国的 なシス テム ・サー ビスを開始 した。 この システムは,単 独では 設備の

導入が高 くついて不経済 と思われ る小規模な西独の会社を対象とした ものである。.

英国郵電公社のサー ビス名と似ていてま ぎらわ しいこの西独のDate1サ ー ビスは,開 始

後2年 間で軌道 にのった。1974年 ま でにはDate1は 利 益を計上す るものとみ られ,75、

～76年 ま でには数千万マルクに及ぶ開発 コス トを回収で きるで あろうとされてい る。

1g70年,VDRZ(VerbandDeutscherRechenzentren:独 立 系西独

コンピュータ ・セン ターの連合組織)は,Date1に 関心 を示 した。VDRZは.リ モー ト・

デー タ処理の推進が必要だ とい うことを認識 していた し,ま たその種の市場 は大 きい と考えて

いたので,新 会社設立に よって相当強力な競争相手が登場 するものと認識 していた。

今 日VDRZは,も はやその ような悩みは抱いていない。Datelと の 協調が,1970

年の 末か ら行なわれ たからである。 そ して1971年,VDRZはDate1の メ ンバーに参

画 し,こ の新会社か ら利益を得 る立場になった。VDRZの 責任者,ペ ーター ・ランゲ ・ヘル

ウィッ,ヒ(PeterLange--Hellwig)氏 は,現 在のDate1の 諸 活動は.「 我 々の

グルー プの利害に反する ものでは ない。 」と言明 している。

VDRZは 決 して発言 力の小さい小規模なグルー プではな%そ れはDate1と 同 じくダ

ルムシaタ ー トに拠 を構え,150カ 所の コンピュータ ・セ ンターを有す る62の メンバーか

ら構成され てい る。 また,そ の年間総売上高は,71年 ま で約7億 マルクに達 している。

Date1とVDRZと の 協調が首尾 よくいったのは,そ の 主張が常に,地 方自治体や政府機

関の権威の裏付けの もとに推進 された とい う点に起 因する。

73年 半 ば現在,Date1は 西 独国内に16の 事 務所.営 業所お よび計算センターを設置,

全 国的規模でのサー ビスを提供 している。 各コン ピュー タ ・セン ターは郵政省の回線を通 じて

結ばれ,ネ ッ トワー クを形成 している。

Date1は,自 社でコン ピュー タを保有 し得ない小規模企業 とか,自 社の装置だけでは容量

不足で困っている企業か ら,ま だまだデータ処理の要望が出て くるものとみてい る。 この よう

な外部のデー タ処理 サー ビスに対するニーズは,今 後数年間に,ミ ュンヘン.ア ウグスブルグ,
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ニュル ンベルグ/エ ルランゲン地区で増大する もの と予想され る。 また,パ パ リアと中部フラ

ンコニアも,Datelグ ル ープに とって将来有望なマーケッ トといえよ う。特にババ リア地区

は全体 としてみると,500人 以下の従業員か ら成 る会社が約5,000社 あ り,マ ーケ ットと

して格好の地域とみることがで きよ う。

Datelで は 拡張 プランの推進 を強調 し,具 体的には ロー カル ・コンピュ一撃タ ・サー ビス ・

センターの建設,リ モー ト処理導入 とい う形で,全 国的な経済的要求に見合ったサー ビスを維.

持 してゆきたい,'と している。 そ して全国的規模の階層的コンピュータ ・ネ 。トワークをめ ざ

している。(図1-25参 照)

図1--25.DatelNetwork理 論 図

Datelが

計 画 中 の こ の

ネ ッ トワー ク

は,最 終 的 に

は コ ン トロー

ル ・ セ ン タ ー

内に7～10

の巨 大設備を

必要 とす るこ

とに なろ う。

なま㍉ この設

備は全国各地

にある低性能

のサー ビス}

セ ンターに リ

ンクされ るこ

とになるo
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73年 半 ばにDate1は,ITTの 西独での コンビ=一 夕 ・サー ビス事業を買収,ITTが

行 なって きた事業を6月1日 か ら維持 して実 施している。 この買収によ・り,す でにITTの 手

で実用化されている標準 プログラムが加わることとなり,Datelの サー ビスは著 しく強化さ

れることになったo

政策によ るEDP施 策

米 国系 メーカーに市場 の約8割 を押え られている西独 が国産コンピュータ産業の育 成に乗 り

出したのは第一次デー タ処理計画をスター トさせた1967年 か らで,欧 州主要圏の 中では最

も遅い。1967年 か らの第一次デー タ処理計 画(支 出総額約5億8,000万 マルク)の あ と

を受け;71年 後 半か らは大幅に内容を拡充 した第二次デー タ処理計画がス ター トしてお り,

関連予算を含めると42億7,000万 マル クの支出が予定され ている。

第二 次データ処理計画は,従 来の長期的観点の施策か ら一挙に積極策へ と切方換え られた。

これは,経 済,労 働,社 会秩序,内 務,教 育 ・科学 の各省が協議の上決定 した もので,目 的を

次の4点vateい てい る。

①合理化および生産性 向上の手段 として経済お よび科学の分野に,情 報処理 を広 くかつ強力

に利用する事。

②公共機関のサー ビス ・国家行政に関 して情報処理装置を利用 し,合 理化 と生 産性 向上を計

る事。

③最重要基幹技術である情報処理をマスターす る事。

④著 しく拡大 している情報処理市場 における競争関係ρある程度 のバ ランス化を計る事っ

第二次計画の特徴は,デ ー タ処理教育関連予算が非常 に大 きい とい う事である。他国にもこ

の よ うな例はない。 また国産 コン ピュー タ ・メー カ一-3社 に 対 して も開発援助資金を供与して

い る。SiemensはCII,Philipsと と もにUnidataを 設立 したため,Siemens
エド

に対する補助はUnidataに お けるSiem6nsの 分 担機種 に対す る補助 となった。

政府は 国産コン ピュー タ産業の強化のため業界再編成を希望 し,siemensとAEG〒

Telefunkenに 大 型機 分 野 で の提 携,合 弁会社設立を働 きかけたが8iemensの 反対

で挫折 しfOそ の後A'・G-・ ・!・ …kenと .Ni・d・ ・fC・m・ ・i… 『提擬 斡旋

両社は72年1月 に合弁会社TelefunkenComputerA.G.を 設 立 した。

表1-i8は 第二次デー タ処理計画の支出内訳であるが,計 画設定後現在まで,根 本的 な変

更は ないが若干の変 更がみ られ る。 主な点は,以 前連邦経済省教育庁の所管であ った ものが連

邦研 究技術者 に移 った点,産 業用研究開発援助資金の73年 分 が当初予算 よb2.290万 マル

ク少な くなb1億2.800万 マルク となった点な どで ある。

73年 の 産業用 研究開発援助資金の内訳は次の通りである。

① 産業用ア プリケー シ。ン ・ソフ トウェア開発………2,800万 マ ルク
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②新技術開発3,200万 マルク

③ システム開発3,500万 マ ルク'

④ 中小型機商品化3,300万 マ ルク

②.③ は一般情報処理 とい うことでの補 助率は50%で あ るが,①,④ は商品化補助金で あ 〆

るため補助率は25～35%と 低 くなって いる。 なts,① ～③は返却不要 であるが,④ は返却

を要する。

直接 的援助ではないが,政 府は,政 府機 関において国産機の優先導入を奨励 している。 これ

は,法 律 としては 定めてい ないが,中 央政府,州 政府 のみ ならず市町村レベルにまで及ん でい

る。 しか し最終的な導入機種決定は,そ れぞれ の導入箇所の判断に委ねられ てい るとい う。

'
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表1-18:第2次 デー タ処理計画資金 (単 位100万 ドイ ツ ・マ ル ク)

用 途
A

関 係 省 1971 1972 1973 1974 1975 71～75合 計

。大学に対す る援助

情報工学研究計 画

地方大型計算 センター

大学設置 コン ピュータのキャパジティ拡充

経験の相互提供

(小 計)

連邦教育科学者

13

30.2

『

3

46.2

27

30

15

4.3

76.3

40

35

60,

6

141

50

35

115

6.6

206.6

60

35

185

7.

287.

190
`165
,2

375

27.7

757.9

。教育訓練 センターの 施設拡充

(小 計)

〃 一

一

7

7

20

20

60

60

75

75

162

162

。デ ー タ処 理 ア プ リケ ー シ 。ン の 促 進

新 しいEDPア プ リケ ー シ 。 ンの 促 進

ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジの 開 発

(小 計)

連邦教育科学者

連邦経済省

49

14

63

87

15

102

105

15

120

116

15

131

122

20

142

479.

79

558

。産業用研究開発

産業調査および未来指向型の産業開発

市場指向型の産業開発

(小 計)

連邦教育科学省

連邦経済省

116

47

163

113

28

141

117.9

33

f50.9

93

35

128

77.

45

122.

517.4

188

705.4

。特別計画

数 理デー タ研究所(GMD)

西独 データ ・センター(73年 以 降はGMDに 統合)

原子力デー タ処理

(小 計)

連邦教育科学省

21.1

0.6

4.2

25.9

32.7

3.2

3.8

39.7

52.3

-

1.7

54.0

57.6

-

-

57.6

63

-

-

63

226.7

3.8

9.7

240.2

総 計 298.1 366.0 485.9 583.2 690.3 2423.5

〈注〉 連邦教 育科学省に よる支出総額は21億5,650万 マル ク

連 邦経済省に よる支出総額は2億6,700万 マル ク



イ 夕 リ

イタ リーには72年 末 の時点で

4,000か ら4,200台 の コンビ=

一一タが設置されてお り
,(図1-26)

西欧 諸国の中では第4位 のコン ピュ

ー タ・ユーザー として ランクされ る。

しか し今 日までこの使い道はほ とん

ど例外 なく単純 なもので あった。 こ

れか らは よリハイ ・レベルなコン ピ

ュ_タ 利 用一 特 に ター ミナルや

他の コミニケーシ 。ン機 器を使った

利用法一一 に関連 して,多 くの産業

のために可能性 を掘 り起 さねばな ら

ないだろ う。

イタリーでは政府による国内コン

ピュータ産業の強 力な促進政 策は と

られてい ない。 また有 力な国内メー

カーもない。そ して他の欧州諸国 と

同様,市 場は米国系企業で占められ

ている。 イタ リーの事務機器 メー カ

ーOlivettL社 は コン ピュー

タ産業の初期 の頃には ター ミナルお

コン ピュー タ設置 台数最新デー タ

国 名 イ タ リ ー

設 置 台 数 4200台

調 査 時 点 72年 末

調 査 元

備 考

よ び ミ ニ ・コ ン ピ ュー タ分 野 で 一 手 に 製 造 権 を 握 っ て い たが,1964年 に 同 社 は 米 国 の

GeneralElectric社 に 同 社 の 株 式75%を 買 収 さ れ た。 そ してGEはOlivetti

の ノ ウ ・ハ ウを 利 用 しG-100シ リー ズ の 製 造 を 始 め,成 功 を 収 め た(現 在 はG--100シ

リー ズ はHoneywellに よ っ て 売 られ て い る。)

しか し なが ら,そ の 後Olivetti社 や 他 の イ タ リー 国 内 企 業 は ター ミナ ル ・メ ー カ ー

ミニ ・コ ン ビ ュー'タ ・メ ー カ ー と して 復 活 した 。Olivetti社 は1968年 に 赤 字 転 落 し,

GEと の 関係 を 一 時 解 消 して ター ミナ ル ・メ ー カ ー と して ス タ ー トした。 ま たMontecatini--

Edison'Complexな ど の 各 企 業 は ミニ ・コ ン ビa.一'タ 部 門 に 乗 り 出 した 。

イ タ リー 政 府 は こ れ か ら タ ー ミナ ル を 購 入 し よ う と して い る 者 に 対 し,で き る 限 り国 内 メー

カー の 製 品 を 購 入 す る よ う 勧 告 した。 これ に よ っ て01ivettiに と って は い く らか 良 い 結 果
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が得 られた。 しか し他 の国内企業は,ほ とん ど米国企業に 占有 されている市場 の中では些細な

変化が見られる程度で ある。

市場の性格 と可能性

イタ リーのコンピュー タ市場 はマ クロ経済的要素に支配 されている。そ の理由として次の点

があげ られる。

○ 主要装置の成長 率が年 ごとに変動 している。.

○ 教育に使え る財源 がほとん ど無い状況である。そ してこの結果,コ ン ピュー タ本体の設

備に関して適切な トレー ニングの場 が準備されていない。

このような状況か ら得 られる結果はユーザーたちの間に相当な用心深さ を生 じさせたが,こ

のユーザーたちはたった今,比 較的小さい国内 ソフ トウェア産業の 中の独立系企業か ら周辺機

器を購入す るこ とが利益 を得る可能性を持 っている点を実感 しだ したばか りなのだ。 そ して数

限 られ たデータ処理要員の極めて高いサ ラリー構造の認識 も行なわれ たばか りだ。

ソフ トウェア製品お よびサー ビスの利益は限 界力三ある。 国内 ソフ トウェア産業は教育および

トレーニングの不足 が原因 してあま り活発でない。 一方国外企業は今までの イタ リー政府によ

る"Italsielu政 策 によって同国市場 に加わるこ とは で きなか った。 しかし次の英国企

業は イタリー市場 に入 り込んでいた。

SPL(SystemsProgra㎜ersLtd.)は 独 自に所有する権利 によって,CAP

(ComputerAnalystsandProgrammers)は01ivetti社 の子会社である
'

Syntaxと の 協力関係によって イタリー市場に乗 り込めたのである。 イタリー一市場への外 国

企業の進出は プ ライベー トな部門が 成功の鍵となっている。 公的 な部門は必ずItalsielの

影 響をとうむ り,こ れを打破す るには イタリーの政治上の慣習を理解 しなければならない。

米国 ソフ トウェア会社の うちイタリー市場でよぐ知 られ ているのはComputerScience

Corp.で ある。 同社は公的部門での仕事の本部 として ローマにオフィスを持 っている。

メインフレーム市場 は米国の全 主要 メー カーと欧州のい くつかの メー カー(こ の うち最も注

目に値するのはsiemens)に 完 全に カバーされてい る。

メインフレーム市場 での、チ ャンスは限 られたものだが,ICL(International

ComputersLtd.)む よびDEC(DigitalEquipmentCo.)は 進 出を狙 って

いる。ICLは 現在 イタ リー-va事務 所を建設中で,今 度の このイタリー進出は 同社の欧州お よ

び世 界への進 出計画の最初の足がかbと なるものである。一方DECは 目下DECシ ステム10

を イ タリー市場 に進出させようと計画 している。

経済情勢が緩和されれ ば,多 くの ユー ザーはより前進 した態度をとるよ うになろ う。オ ン ・

ラインお よびオ フ ・ラインの全ての タィブの独立系 周辺装置の メー カーに と6て,市 場はまだ

活気に乏 しいが,長 期的 な見通 しは極めて明るい。欧州 の他の市場 で活動 している多くの メ一
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カーは今まではイタリーは市場 の可能性が少ない とい う点か らイタリー進出を推進 してい なか

った。 このため同市場は今まで も進出の余地が残され ている。

イタ リーの ミニ ・コンピュー タ市場は ユーザー側の利用がまだ比較的未熟で あったため不活

発 な状況が続いていた。DigitalEquipmentCorp.に よれば イタ リTの ミニ ・コン

ピュー タ市場には大 きな発展可能性が秘め られてい るとい う。 しか しこれを開発 してゆ くため

に必要 な確かな情報は今の ところほ とん どない状況 らしい。

産業 セクターにおける将来の ミニ ・コン ピュー タ市場 の可能性はエ ンド ・ユーザーへ直接に

供給すること,'あ るいはOEMユ ーザーと共に ミニ ・コン ビ=一ータを作 るこ とにある。 しか し

どちらの ケースに もサポー トが必要で ある。 イタ リーの ミニ ・コンピュー タ市場 は 。ネイキ

ッ ド・ミニ(nakedmini)"の 概 念に順応す るほ ど洗練されてい ない。

一方コ ミュニケーシ 。ン ・セク ター もミニ ・コンピュー タの好市場 であることが認 められ

PTT(郵 電 省)か らの サポー トは並 々な らないものがある。

図1-26:イ タ リーvatsけ るコンピュータ設置台数推移
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さて イタ リーの コンビ.一 夕市場 の大半は,IBMとHISが 占有 している。IBM-

Italiaは72年 末 の時点で,イ タ リー ・コン ビa－ 夕市場の60%～65%を 占め,イ タ

リー国内最大の 企業で ある。IBMのVimercate工 場 では,360/20,360/22,

370/125,シ ス テム3の 生産 を行なってお り,同 工場が生産を開始 した66年 か ら現在

まで,総 計6.500台 ～7,000台 の コン ビ.一一タを出荷 している。IBM-Italiaは,

イ タ リー国内に7,000人 の従業員を抱えているが,〈 の うち2,000人 はVirmercate

工 場 で働いている。.

一方HIS-Italiaが73年 春に明 らかに した ところでは,72年 末Vak'け る 同社の シ

ェアは約3r2%に な った。 同社に よる と,イ タリーの コン ビュタ ・ユー ザー数は,72年 に前

年 より600増 大 して4,200と な った。 しか し同社は,西 独,英 仏 などに比較すれば,コ

ンピュータの普及度はか なり低 い とみている。 しか しHISで は,「 逆にいえぱ,イ タリーの

現状は今後の普及の余地が他 よりずっ と大 きい ことを示す もの 」と見ている。

将来の可能性 を示 した ミラノ展示会

米国商務省は73年 末,「 ミラノにおいて コンビ=一 夕 ・ター ミナルおよび周辺装置 の展示

会が開かれ たが,こ れは イタ リー ・コン ピュータ市場 の急速な発展 を示唆す るものであった 」

と報告 して いる。同省は また以下の ような報告を行なっている。 イタリア経済は予測を上回 る

伸びを示 し,そ の多 くの企業は現在低い利益率 による経営を行 なってい るが,こ の ことがより

効果的な経営 を行 な うためにコ ンピュー タへの投資へ拍車をかけることになっている。そ して

またこの頃になって キー ・ツー ・テープ,キ ー ・ツー ・デ ィスク,メ モ リ ・デ ィバ イス,デ ィ

スク ・ドライブ,テ ー プ ・ドライブ等の独立周辺装置等 も市場 としての価値を持ち始めている。

この展示 会は大手本体 メー カーが出品した新製品の競争になった。 銀行業者は,こ の展示会に
じ

出品され た多重処理用大型 コン ピュータに接続され る周辺機器に興味を示 した。

最近の イタ リアIBMの 予測では,イ タ リアの コンピュータ設置台数は1972年 の4,000

台 か ら1980年 ま でに20,000台 に なるとい う。 イタ リアには8万 にのぼる従業員100

人以 下の小企業が存在す るので,ミ ニ ・コン ピュータ市場は非常 に有望と思われ る。 ちなみに

この小企業数は イタリア 企業の98%を 占 める。 この イタ リアvatsけ る小企業は現在,徐 々に

!」・型 コンピュー タを使い一こなせ るとい う反応 を示 し始 めてい る。

コン ピュー タ市場が開かれ るのはあ らゆる分野 において民間投資が停滞 したと'きである。 そ

の原 因の=部 として労働者の議論の分裂や賃金の上昇等 がある。 人件費を減 らす とか,人 的資

源に頼る度合を弱めさせ るコン ピュ7タ ・システ ムが イタ リー人 に強い印象を与えるだろう。

このことは生産や プロセス制 御のオー トメ化や,一 般商業お よび政府業務の合理化を含んでい

るo

ミラノの展示会は 出品され た全ての製品にとって良い市場 であることを示 した。 新製品 も評
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判が よかった。7つ の出品社が汎用お よ

び医療用,プ ロセス制御用,印 刷用,卸

小売用,金 融用の中央演算処理装置およ

び ミニ ・コン ピュー タに対する有望な市

場 を見い出 し,9っ の 出品社が テレプリ

ンタ,マ トリックス ・プ リンタ,ラ イン

およびテ ィケ ッ ト・プリンタ,プ リンタ

/プ ロッタ等の プ リンタで,ま た5つ の

出品社が グ ィジュアル ・デ ィスプレイ'

タ ー ミナ ル,ポ ー タ フソレ・ カ ウ ン ター ・

ター ミ ナ ル,デ ー タ ・プ リパ レ ー シ ョ ン ・

シ ス テ ム とか プ ロ グ ラ マ ブル ・ ター ミナ

ル等 に お い て そ れ ぞ れ 好 成 績 を 示 し た と

言 っ て い る。 ス トレー ジ ・デ ィス プ レ イ

や 小 売 ター ミナ ル 等 も う ま く い って い た

よ うだ 。 他 に カー ド ・パ ン チ機 お よび リ

ー ダ,紙 テ ー プ ・ リー ダ,

図1-27見 学 者が興味 を示 した対象

○

3種 類 の カセ ッ ト・リーダおよび レコーダ等 も成功 した。5つ の出

品社が 記憶装置や,テ ープ記憶 シス テムの附属 部品に関 して上 々の売行 きを見せた。また3社

はデ ィスクやテー プ ・ドライブや コン トロールでは,1社 は連続デー タ交換 モ ジュール等 で好

成績を示 し,残 りの1社 はポケ ット電卓の販売に大 きな望みを見い出した とい う。 この展示会

の 見学者全てに対 し「どの部門の マシンに最 も興味を持つか 」とい う調査が行なわれ たが.図

1-27の よ うな結果がでたo

ノ
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図1-28:イ タ リーにむける業種 別コンビ=一ータ設置状況(72年6月)

彫
金
〃

担
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諺彩 嬢 窒・・㌘
,

KK・ ◆ ぎ6.7%
5ぎ

設 置 金 額 比 ユ ー ザ ー 数 比 率

法 。サー ビスとはDPサ ー ビスを除 くもので,ラ ジオ,テ レビ,宗 教bよ び職業組織,レ ク

リェー シ ョン『・サ ー ビス,技 術,コ ンサル ティング等。

。運 輸は航空運輸 を含む。

。政府とは連邦政府 ,州 政府,地 方自治体,お よび郵便事業のよ うな政府関連事業 を含む。
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ス イ ス

スイスは,人 口当 りの コンピュー タ設置

台数で,米 国に次いで世界第2位 とい う特

殊な市場 だが.米 商務省に よると,こ れは

既存 コン ピュータを十分利用 してないにも

かかわ らず,新 しい モデルを買い とる傾向

が強いためである。

スイスの 銀行業界といえぱ世界的に名を

馳せているが,実 際ス イスの コン ピュータ ・

ユーザーの トップ ・ク ラスは この銀行界で

ある し,ま たス イスにお・けるコンピュータ

利用の先駆的 役割 りを果 しているの も銀行

.界 である。 さらに銀行業界は,デ ー タ通信

の開発,発 展 にも重要 な役割 りを果 しつつ

ある。 とい うのはスイスの場合,山 岳地帯

の通信事情は極めて悪い ところか ら,各 銀

行はオ ンライン ・ネ ジトワー クの設立 全

支局 との交通に支障 をきた している。 この

ため銀行業 界は,電 信電話当局に圧力をか

けて,通 信事情の改善を行 なわせ ようとし

ている0

1971年 末 現在で,ス イスのコンビ=

一 夕設置台数は1 ,817台 。 メーカー別で

コン ピュータ設置台数最新データ

国 名 ス イ ス

設 置 台 数 1,817台

調 査 時 点 71年 末

調 査 元 米 商 務 省

備 考

は .IBMが や は り強 く。 こ れ にUnivac,Honeywe11が 続 いて い る。(各 メー カー の 台 数

シ ェ ア,バ イ ト数 に よ る シ ェ ア につ い て は 図1-31,図1-32参 照)。 同 じ く71年 末 の

時 点 で,デ ー タ 伝 送 ア プ リケ ー シ 。 ン用 に 設 置 さ れ て い る ター ミナ ル は1,432台 。 こ の う ち

256台 は リモ ー ト ・バ ッ チ ・モ ー ドで 使 用 さ れ て お り,こ の 分 野 は 将来 の 最 大 の 成 長 株 で あ

るo

ス イ ス の 場 合,ミ ニ ・コ ン ビ.一 夕 の 設置 台 数 は400台 で,意 外 と市 場 が 小 さ い 。 ミニ ・

コ ン ピ ュー タの ア ブ リケ ー シ 。ン と し て は,産 業 オ ー トメー シ 。ンが 最 も大 き い。 一 方 汎 用 コ

ン ピ ュ ー タは,全 ゆ る サ イ ズ の 需 要 が 伸 び て い る 。 周 辺 装 置,デ ー タ通 信 装 置,オ ン ラ イ ン ・

シ ス テ ム な ど は,今 後 期 待 さ れ る 市場 だ。
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ス イ ス で 最 も コ ン ピ ュ 一 夕 リ ゼ ー シ

。 ンが 進 ん で い る 企 業 は,2大 小 売 リス

トア ー ・チ ェー ン と 目さ れ るGrands

MagazinsJelmoliとMagaz『

inezumGlobusOGの2社

(何 れ も チ ュー リ ッ ヒ)で あ る。

GrandsMagazinsは 」1971年

10月 にUnivac9400(65Kコ

ァ ・メ モ リ)を 導 入 した 。Magazine

zumGlobusの 方 は,1971年

10月 にIBM360/50(256K

コ ア ・メモ リ)を 導 入 した 。 百 貨 店 で は

上 記2社 の ほ か,GrandsMagas-

insInnovatic(IBM360/

20保 有)とMagazinezuv

Rheinbrucke(Honuywel1

図1-29:ス イ ス に お け る 産 業 別

コ ン ピ ュ・一 夕 設 置 台 数

(71年 末)

銀行お・よび保険

424(233%)

耐 久 製 品

440(24.2り6)

6030保 有)も コン ビ=一 夕利用が進んでいる。

小売 リス トアーでは通常,ル ーチン ・ビジネス,給 与計算,会 計 アプ リケーシ ョンに コンピ

ュー タを使っている。現在の ところは,POSと か その他通信装置を導入する余力はなさそ'う

だ。 もっ とも今後5年 とい うサ イクルで見れば,デ ータ収集,デ ー タ通信,POS,タ ー ミナ

ル ・ベースMISな ど も導入され る可能性が ある。 楡
び

ス イ スの 食 料 品 店 で は,MigrosGroup(ス イス 最 大 の ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト ・チ ェー

ン)が 最 も高 度 な コ ン ビ=一 一タ 施 設 を 持 っ て い る。 同 店 は500以 上 の ス ー パ ー マ ー ケ ッ トと

130の 移 動 食 料 販売 店 を 持 ち,ス イ ス 全 体 で 販 売 さ れ る 食 料 品 の23%をtoさ え て い る。 同

店 は1970年12月,1972年7月 にUnivac1106を1台 ず つ 購 入 し た。

ス イス の 保 険 会 社 も－tコ ン ビ=一 夕の 大 手 ユ ー ザ ー で あ る。 ス イ ス の2大 保 険 会 社 は,

ZurichVersi'cherungs-GessellschaftとtheSchweiserRuck

で,両 社 と もIBM370/155を 使 用 して い る。 保 険 会 社 は,ル ー チ ン ・ア カ ン テ ィン グ,

統 計,経 営 な どの ア プ リケ ー シ 。 ン で コ ン ピ ュ ー タを 使 って い る が,将 来 は 通 信 関 係 の 機 能 も

加 え,ア プ リ ケ ー シ 。ン の 高 度 化 を 計 画 して い る。

こ の 外 ス イス の 代 表 的 コ ン ビ.一 夕 ・ユー ザ ー と して,SwissRailway(国 有)が

あ る 。 同 鉄 道 は,IBM360/65,40,30を 各1台 ず つ 導 入 して お り,予 約 シ ス テ ム

に も使 用 して い る。 今 後 新 し い 本 体 の 発 注 あ る い は 既 存 機 種 の 拡 張 な ど に よ って,予 約 シス テ

ムの 機 能 を 増 大 す る 予 定 。 な お 輸 送 業 界 で は バ ー ゼ ル のD .anzasAGが,IBM370/145
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図1-30ス イスにおける コン ピュー タ設置台数推移
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図1-31ス イ ス の コ ン ピ ュ ーータrs場 に 図1-32:ス イス の コ ン ピ ュ ー タ市 場 に

お け る メ ー カ ー 別 シ ェ ア 白 け る メ ー カ ー 別 シ ェ ア

(台 数 比)(バ イ ト数 シ ェ ア)

Si㎝ens22台L2%

合8†1,817

川:29・S
163x

301台

16.6%

20台1.1%

tの 他32台L8%

922台

50.7%

合口†118,420

N＼＼
Un`vac35

.550

、、＼1＼
O%

L4%

O.6X

(E・ 単位K'・ イ ト)

を導入 している。

ス イスの コンピュー タ ・ユーザーは,米 国および欧州の コン ピュー タ ・メーカーについて次

の ようなコメン トを出 している。 例えばCDC6500を 使用 している大学 のユーザーは,ス

イス市場 に も,と 独立系の企業が参入 して来てほ しい(た だ し100%コ ン パテ ィブルの条件

つ き)と 述べている。また米 メーカーだけでな く,欧 州 メー カーが もっと積極的に進出を計る

べきだ とも指摘 している。 ζれ に対 し著作局のIBM360/30ユ ー ザーは,米 国企業の方

が技術サー ビスが優れてお り,'欧 州 メーカーよりは 米 メーカーの方がいい と述べてい る。 この

外では,シ ステム間の互換性が不十分,コ ス トが高い,ス イスにサー ビスのペースが ないなど

種 々の要求が 出されている。

スイスには国産 コンピュー タ業界は ない。 コン ピュー タ関連装置 を手がけているスイス企業

は若干あるが,何 れ もコン ピュー タ市場 で重要 な位置は 占めていない。 なお これ らスイス企業

とその製品については,表1--19参 照。
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表1-19:ス イ ス の コ ン ピ ュー タ 関 連 装 置 メー カ ー

・・「

'

企 業 名 製 品

AutelcaAG カ ー ドお よ び テ ー プ ・ リー ダ ・ パ ンチ

Borer&CoElectronics

'

デ ー タ ・ ロ ガ

BrownBoverie&CIE デジタル計算器,デ ー タ ・ロガ,入 出力装置
,

.ContravesAG ア ナ ログ ・コン ピュー タ,シ ミュレー タ,デ ジ タル 計 算 器

CoradiAG デ ジタル計算器

CryptoAG デ ー タ ・ロ ガ,入 出 力装 置 、

Chi・1m・tteAG 入 出 力 装 置,カ ー ドお よ び テ ー プ ・リー ダ;
.

●ハ ン チ

`

CretagAG カ ー ドお よ び テ ー プ ・ リー ダ,パ ン チ

GuttingerAGfur デ ジタル計算器,デ ー タ ・ロガ,入 出力装置

ElektronischeRechengerate

HaslerAG デ ジ タ ル 計 算 器,デ ー タ ・ロ ガ,

オプテ ィカル/エ レク トロニクス読み取 り装置,パ ンチ

Heuer-LeonidasSA プ リン タ

InfranorSA カー ドお よび テ■ プ ・ リー ダ.パ ン チ

Maier(Carl)&CIB デrタ ・ロ ガ

Meier,Electronik デ ー タ ・ ロ ガ,入 出 力装 置

Sulter(Gebrueder) ア ナ ロ グ ・ コ ン ピ ュ ー タ.シ ミ ュ レ ー タ.

AG 入出力装置

ZellwegerAG POSタ ー ミナ ル お よ び 製品

(LittonIndustries と提携)
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オ ラ ン ダ

オ ランダの コンピュータ設置台数は,

1973年3月 あるいは4月 に2,000台

に達 した もの とみられ る072G7月1日

現在の実績は,設 置台数1,751台,発 注

台数442台 だ ったが,発 注されてい るコ

ンビ=一ータの半分以上はIBM製 で,こ れ

はオ ランダ全体の コンピュー タ市場の様子

をそのまま表わ してい る。

オ ランダ市場 では,IBM370よ りむ

しろ360の 方が人気 がある。 ちなみにK

LMオ ランダ航空は,Leasco社 とのI

BM360/65(2台)の リース契約をi

1975年 まで延長 した り,IEAで はI

BM370/155を360/65に 変更

して しまった。一方 システム370は,金

利が高い ことあるいは納入 スケジュールの

ためか,オ ランダでは 今一 歩伸び悩んでい

る。1971年 末 オランダには,シ ステム

370が10台 導入 されていた。72年 前

半に,新 たに4台 の370が 発 注され,こ

の時点で370の 発注台数は55台 に なっ

たが,そ の後発注ペースは鈍化 して しまっ

たo

IBM以 外 の本体 メー カーで注目される

のは,Phlips,HIS,CDCの3社

'で ある
oPhilipsは,オ ラ ンダ(Q国 産

コンビL－ 夕 ・メー カーであ り,p350

はか なりの実績をあげてい るが,米 国籍 メ

ー カーに対抗す る力をつけられるかど うか

は,こ れか らの問題 であ る。 米国企業では,

Univac,Siemens,NCRさ らに欧州

oハ ー ク

。 ロ ッテ ル ダ ム

コンビ■一 夕設置台数 最新 デー タ

国 名 ホ ラ ン ダ

設 置 台 数 2,000台

調 査 時 点 1973年4月

調 査 元 .1

備 考 7'2年7月1日 現在

設置台数1・751台

発 注442台
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三顧 え・.

謹 でぱ 国の…PL媒 の踊 がやや低迷 している・ これ閲 しCDCは ・超大型契約轍

:.件取 辱 とめてい孔 『田 頭 蟹 会社HISつ 蝿 が'∫勲 ステム(95ρ ・G100)
'で伸 びている

。HIS-BuIL'ビ はξ受注 も含める と450台 の 設置台数 を持 ち,オ ランダ市

場 で20%の シ ェアを持つ とみ られる。

本体市場 以外では,テ レコミュニケー シ・ン分野が注 目され る。オ ランダは 目下,GNPの

0.9※1億2,000万 ポン ド)を この分野に注いでいるが,オ ランダPTTは これを80年 代

までに,2億2,000万 ポ ン ドにまで高める予定。 なおオ ランダPTTは72年 末,Univac

O超 大型機1110を 発注 している。 これ についてPTTオ ー トメー シ・ン ・センターの 」・・

M.vanOorschot総 務部長は,「 国民に 対す るサー ビスを改善,拡 張す るには,従 来

の2～3倍 の コン ピュー タ利用が必要だ。現 在進めているプロジェク トは,大 規模なデータ ・

パ ンクを設立す ることだが,1110シ ス テムに よってこれは 可能になる 」と述べている。

Philips社

オ ランダのPhilips社 は,世 界に名だたる多国籍企業であり,米 企業 を除けば.世 界第

4位 の 巨人企業 だ。同社の業務構成をみると,ラ ジオ,テ レビ,レ コー ド・プレーヤーな どが

売上げの最大部門 を占め(20%),次 い で照 明機器(12%),電 子部品(12%),家 庭

電気機具(8%),テ レコ ミュニケー シ。ンおよび軍事用装置(8%),CATVな ど(6%)

と なっており,コ ン ピュー タ,メ デ ィカル ・エレク トロニクス産業機 器,フ ォログラフ ・レコ

ー ドなどがその他 の部門を 占めている。

Philipsに とって,コ ン ピュー タ事業はあ くまでひ とつの事業であ り,こ の点では英国

のICLや 仏 のCIIと は事情が異 なっている。 しか しSiemens,CIIと の欧州連合結

成には,最 後 まで慎重 な態度をみせ,コ ンピュータ事業 を決 してなお ざりにしていない ところ

を見せた。(欧 州連合については別項参照)。

Philipsの コ ンビ=一 夕事業売上げ は,1972年 に対前年比25%増 大 した。72年

末の時点で,同 社のPloooフ ァ ミリーは,Philips内 外に117台 設置 され,受 注も

41台 にのぼった。p1000に 代 表され る中型機は,71年 において小型機 の伸びに反比例
　

して沈滞傾向をた どった。 しか しP1000は,デ ー タ通信機能の拡充に よってこの ピンチを

切りぬけ,売 上げ増を達成す ることがで きた。

Philipsの オ フィス ・コン ピュータの需 要は,引 き続 き増大している。Philipsは

マー ケ ッテ ィングお よびP350フ ァ ミリーさらに 周辺装置の拡充でこれ に応 じている。72

年 末の時点で,Philipsの オ フィス ・コンビ=一 夕は13,000台 以上 設置され,欧 州の

リーダー ・シップを握っている。 しかし全 体的 にみる とPhilipsの コ ンピュータ事 業は こ

れか らの感がある。Philipsは コン ピュー タ以 外の分 野では,世 界の他の企業 に優 るとも

劣らないが,コ ン ピュータ事業では出遅れ た。 もともと同社の場合,コ ン ピュー タを開発 した
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のは 自社で使用す るためであ り,外 部に売 り出したのは1969年 に なってか らだ。

Philipsコ ン ピュ一一タ事業の赤字は 大き く,71年 末 までの累積赤字は1億5,000万

ドル以上に達 している。 またPhilips全 体 でみて も,売 上げ高は年々順調に伸びているが,

利 益 となると,70年,71年 と下降線をた どった。特に利益率は59年 の8.4%か ら,71

年 に は2,1%に ま で低下 して しま った。Philips幹 部は こうした事態'に対処す るため,巨

大組織の大幅 な変 更に手 をつけ,72年 に は利益,利 益率共に回復させることに成功 した。

(図1-34参 照)

図1-3.3Philips社 の 売上高推移(連 結決算)

(単 位:100万 ギルダー)
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図1-34:Philips社 の 純益推移(連 結決算)

(単 位:100万 ギルダー)
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図1-35 Philips社 の 従業員推移
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'三 認 鰻
ジ:二1べ 、ル..

霧 銭 ル ギーの,ン ピ.一,市 場は,,二.

コ ンピュー タ,オ フィス ・コンピュータ,

デー タ ・キャブチ ャリング ・サブシステム

お よび小型か ら中型 の汎用 コン ピュータ部

門を中心 として急速な伸びを 見せている。

独立系 メーカー製の インプッ トおよびオ フ

ライン ・データ ・プ リパレー シ ョンに関す

る周辺機 器もその市場 での地位を獲得しつ

つあるo

ベルギー/ル クセンブルグでの主要 メー

カーの シェアはIBMが45%,Honey-

wellが20%,Univacが11%そ

してCIIが8%を しめる。 ベルギーの コ

ンピュー タ市場は特に小型機市場が有望で

ある。 これは特にここ3年 間性能/価 格比

が大 きく改善 され,新 しい市場 が開拓され

た事や新規 メー カーが参入 した事に起因す

る。 中型お よび大型 コン ピュー タの伸びは

ゆっくりとした ものであり,メ ー カーは従

来か らの ものに限 られている。

ギ ー.'

'H

将来ベル ギーに米国 メー カーが どの ようなシェアを占めるか につ いての予想は非常に困難 で

ある。それ については例えば米 国 メー カーの投資計画とか,欧 州 メーカー間の契約 とい うよ う

な今日では考え られ ない要素が影響す るであろ う。^

新 しい種類の装置

新型機は着実な伸び を示 してい るとはいえない。 これはベルギーのユーザーが保守的 なため

である。 モニ ター用 ミニ ・コン ピュー タお よ.び管理用オフ ィス ・コツ ピューダは小 ・中規模の

ビジネスに適 しているので,ベ ルギーのコンピュータ市場の 主役 となっている。一.また小中型機

はベルギーの特殊な経営形態(世 襲 などが多い)の 伝統匹沿2.た 企 業において も多 く用い られ

ている。 ベルギーにおける大型 コンピュータの需要は未だ限られ ている。

ミックス ト・ハー ドウェアについては,わ ずかずつではあるがオフライン ・インプッ トやデ
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一 夕収 集 装 置 を 独 立 メー カ ー の もの を使 用 す る 例 もで て い る。 ベ ル ギ ー に お い て は パ ンチ
.・カ

ー ドが 支 配 的 で あ る。 近 い 将 来 に お い て は デ ー タ 収 集 サ ブ シス テ ム,オ フ ラ イ ン ・イ ンテ リ ジ

ェ ン ト ・タ ー ミ ナル が 最 も伸 び る 見 込 が あ る と見 られ る。OCR装 置,COM装 置,CRTデ

ィバ イ ス,グ ラ フ ィ ック ・デ ィス プ レ イ等 も 小 規模 な 市 場 を 形 成 す る で あ ろ う。

ベル ギ ー の い くつ か の ユ ー ザ ー は 地 域 的 な デ ー タ ・コ ミ ュ ニ ケー シ 。ン ・ア プ リ ケ ー シ ョ ン

を 実 施 し て い る が,国 家 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ・ン ・ネ ッ トワー ク を 創 始 し よ う とい う動 き も あ

る。 い くつ か の 米 国 企 業 も国 際 的 な デ ー タ ・コ ミ'ユニ ケ ー シ 。 ン ・ネ ッ トワ ー ク を 研 究 中 で あ

る。 ベ ル ギー の 通 信 事 業 は ベ ル ギー 通 信 省 が 独 占 して い て,同 省 の 賃 貸 モ デ ム 以 外 の 使 用 を 禁

j}二す る こ とに して い る 。 同 省 が 以 前,認 可 し た こ とに よ っ て1977年6月 末 ま で 施 行 可 能 な

機1～:め メー カー は 以 下 の とtsbで あ る。lBM・BellTelephoneManufacture

(]o.,Olivetti,GevkeElectronicaenAutomatieBelgie,M.B.

L.E.,Thomson,SiemensTelindus,Honeywell-Bu川,ATEA,

Gentronix.S.A.1.T.,M.Delgay.Reuters.PlesseyS.A. ,

LingnesTelegraphiquesetTelephoniques,GeneralEngineer-

ingandTradring,P.V.B.A.TelecontrolInternationa1.

Burroughsで あ る。

現 在 で も コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ ー と本 体 メ ー カ ー と の 間 の 密 接 な協 力 の も とに デ ー タ ・コ ミ

ュ ニ ケ ー シ 。ンが 始 め られ て い る が,別 個 の メー カ ー か ら の タ ー ミナ ル に つ い て も考 え られ て

い る。 本 体 メー カ ー の 中 に は 完 全 な 型 で の タ ー ミナ ル を 供 給 で き な い とか,他 の 独 立 メ ー カ ー

か らの 装 置 を 使 う も の で あ る 。

ベ ル ギ ー の コ ン ピ ュー タ ・ユー ザ ー の うち 最 も大 き な 市 場 は 民 間 銀 行 で あ る。 ほ と ん どの 銀

行 は 伝 統 的 な バ ッ チ処 理 ア プ リ ケ ー シ 。 ンの 段 階 か ら飛 躍 し よ う と 進 備 中 で あ る 。 銀 行 で は 一

般 に 米 国 製 の マ シ ン を 用 い て い る。 ミ ック ス ト ・ハ ー ド ウ ェ ア も 若 干 見 ら れ る。 デ ー タ処 理 サ

ー ビス ・ビ ュ ー ロー も こ こ2 ,3年 前 に 初 め て 出 現 し た が,今 の とこ ろ そ の 処 理 内 容 量 は 需 要

を 上 回 って い る。 タ イ ム シ ェア リ ン グ ・サ ー ビス は 二 つ の メー カ 「 二 つ の 組 織,お よび ベ ル

ギー 通 信 省 に よ っ て 行 なわ れ て い る 。 サ ー ビス ・ビ ュ一一 ロー の 仕 事 の80～90%は 科 学 技 術

関 係 で あ る。

c

なおベルギーにおける業種別設置状況を次に示す。
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図1-36ベ ル ギー における業種別

コンピュー タ設置状況

(1)設 置 金額比 (2)ユ ー ザ ー 数 比 率

そ の 他

18.04%

政 府

15.98s

卸小売

Io、48%

そ の他

24.8%

政府

7.095

公共事 .
油

化学 食品
製薬"

6、咋 保険 輔

4.2%5,3悟

一← 一シック プ タル2 .4%

〆

注 。 サー ビス とはDPサ ーー一.ビスを除 くもので,

ラ ジオ,テ レ ビ,宗 教お よび職業組織,レ

クリェー シ。ン ・サー ビス,技 術,コ ンサ

ルテ ィング等o

。 運輸は航空運輸を含む。

。 政府 とは連邦政府,州 政府,地 方自治体,

お よび郵便事業の ような政府関連事業 を

含む。
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ス エ ー デ ン

ス ウェーデ ン政府のデータ処理開

発に関する調査委員会(Swedish

Co㎜itteeonIndustrial

DataProcessingDeveloP-

ment)に よる と,1972年 末 に

おける スウェーデンの汎用 コンピュ

ータ設置台数は800台(発 地中の

もの含む)。 金額 ベースは25億 ク

ローネで,前 年 比伸び率は+10%。

ス ウェーデン政 府は,1975年 ま

でに,設 置 ベースを60億 ク ローネ

にしたいと考えている。 同調査委員

会は,ス ウェーデ ンのEDPに 関 し,

次の よ うに報告 しているo

Oス ウェーデンの各大学のコン

ピュー タ ・センターをネッ ト

ワークで結びつけ る可能性に

ついて調査が進め られている。

これは単 に大学の コンピュー

タ機能を向上させ るのが 目的

では なく.大 規模 なデータ通

信アプリケー シ。ンの実験 も

行 な うことになっている。

01970年 代 および80年 代'

におけるデータ処理活動は,

社会の発展,経 済成長 とい う

観点か らみても最 も重要 なも

のである。 このため政府,業

コンピュー タ設置台数最新データ

国 名 ス ウ ェ 」 デ ン

調 査 台 数 800台

調 査時 点 72年12月31日

調 査 元

SwedishCo㎜itteeon

IndustriaIDataProcessing

Deve10pment

備 考 注)発 注済みの もの含む

金額 ベー スは,25億 ク ローネ

'
..1

界,要 員の3者 が密接 な連絡 をとりながら協 力 してい く必要がある。 「データ処理に関

する調査委員会 」の発足は この第一歩である。

〇 一般 国民は,デ ー タ処理の可能性 と危険性について よ,く理解 してい く必要がある。 デー
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○

○

タ処理は,意 思決定の プロセスに重大な影響を与え ることになるが,同 時 に中央 と地方

のアンバランスをなくすために も利用されなければ ならない。

スウェーデンの コン ピュー タ市場はIBMに 占有されているが,こ のため「IBMの 標

準 」が行きわた り,他 のメーカーの進出をはばん でいる。 ス ウェー デンの コン ピュータ ・

メー カーは,そ の規模か らして極めて小さ く,海 外の大手企業 に対 して競争力 を持続す'

るのは難 しい。

ス ウェーデ ンの コンピュー タ業 界が 利益をあげてい くには,特 殊 アプリケーシ ョン部門

に集中 して努力 を傾注 してい くことが肝要 である。公共事業体 による優先買上げ 策 も,

ス ウェーデ ンのEDP業 界 にとっては重要 である。

設 置 状 況

ス ウェーデンの コン ピュータ設置台数は,前 述のよ うに800台 だ が,こ の うち実動台数は

650台 で ある。 これを規模別に見る と,200万 ク ローネ以下(注1ク ローネ=約63円)

の マシンが425台 で,全 体の65.3%を 占 めている。ただ し設置金額 ペースでは,200万

ク ローネか ら1,000万 クロー ネのマシン(台 数180台)が35%～40%を 占めて一 番大

きい(表1-20)o

業種 別の設置状況をみると,① 民間企業65%-70%② 中 央政府20%-25%③ 地

方 自治体5%-10%と,民 間分野 の設置台数が多いのが 目立O。 アブリケー シ 。ンでは,80

%以 上 が ビジネス用,科 学用は20%と 少 ない。 なおス ウェーデンの調査委員会が民間,政 府

機関に アンケー トを送付 して調査 した ところ業種別の コン ピュータ利用状 況と して次の ような

結果が 得られた。(表1-21)

表1-20:ス ウ ェーデ ンにおける規模 別コン ピュー タ設置状況

ア

規 模 台 数
1台 当 り
平 均単 価

%

(単 位100万) (100万

ク ロ ー ネ ク ロー ネ)

>20 15 30 20-25

10-20 30 15 20・-25

2-10 180 4 35-40 .

<2 425 〇-6 15-20
、

(SwedishCommitteeonIndustrialData

ProcessingDevelopment調 べ)
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表1-21ス ウ ェ ー デ ン の 業 種 別 コ ン ピ ュー タ 利 用 状 況

業 種
自社にコンピュータ

を設置しているもの
、

他社のコンピュータ

を利用しているもの

コンピュータをまだ

利用していない もの
総回答数

金属加工 41(22%) 84(46%) 58(32%) 183(100%)

バルブ ・製紙 8(24) 19(52) 8(24) 35(100)

化学工業 14(32) 20(46) 10(22) 44(100)

繊 維 3(6) 15(29) 32(65) 50(10q)

食品加工 ・ 24(42) 20(35) 12(23) 56(100)

建 設 8(12) 46(67) 15(21) 69(100)

その他製造業 11(16) 34(49) 25(35) ・70(100)

小 売 業 8(29)
、 12(39) 9(32) 29(100)

卸 売 業 18(32) 23(41) 16(27) 57(100)

銀 行 11(55) 7(35) 2(10) 20(100)

保 険 11(46) 4(16) 9(38) 24(100)

地方自治体 11(27) 23(53) 8(20) 42(100)

中央官庁 3(14) 10(48) 8(38) 21(100)

サー ヒ之 ・ビューcト ー 25(65) 12(31) 3(4) 40(100)

そ の 他 7(16) 20(46) 17(38) 44〈100)

合 計 203(26%) 349(44%) 232(3〔 紛 784(100)

(SwedishCo㎜itteeonIndustriai DataProcessing

Development,調 べ)

メー カーの活動状況では.や はbIBMが 圧 倒的強みを見せている。 メーカー別 シェアは,

米商務省 とス ウェーデン政府委員会の調査でやや差違が出てい る。後者の方の デー タに よると,

IBM54.9%,Univac10.5%,SaablO、4%と な るが,米 商務省調査ではIBM

57%に 対 し,英 国のICLが12%で 続 いて いる(表1-22)。
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表1-22ス ウ ェー デ ン に お け る メー カ ー 別 シ ェ ア

(73年1月 現 在)

マ ー ケ ッ ト総 額501百 万 ク ロー ネ

IBM

Un'

Saab

Honeywel1.(GE)

CDC

Slemens

BurrOughs

ICL

そ の 他

54.9

10.5

10.4

5.9

4.8

3.5

2.9

2.1

5.0

世 界初のrデ ー タ法 」施行

ス ウェーデ ンでは73年5月11日,「 デー タ法 」と呼ばれる新 しい法律が発効 した。 これ

はデー.タ・バ ンク運営に関 する法律で,プ ライバシー 保護を目的 とした世界初の立 法である。

この法律によって,行 政機 関はデー タ ・パンクの運営,統 制,メ ンテナ ンスなどに関 し,大 幅

な権限を付与された◎

この法律は,米 国を初め世界各国で高 く評価 され てteり,米 のHEW(健 康,教 育,厚 生省)

は,ス ウェーデ ンのデー タ法を 「国家規模で 市民 をコンピュー タの脅威か ら守 ろ うとす る画期

的な もの 」と呼んでいる。 今後ス ウェーデンの法律をベースに,各 国で も同様な法案が検討 さ

れるこ とになろ う。 なおデー タ法の概要は以下の とおり。

。デー タ ・バ ンクは9人 で構成されているデータ審査委員会に よって認可されたデー タだけ

を保有する ことがで きる。 同委員会はデー タ ・パンクが どのような使われ方をす るか,そ

してそれは どの ような方法をとられるか,と い う点 を調 べる。 また政府機関が同委員会に

対しコンサルテ ィングを行な う。

・ 。犯罪記録
,精 神病,ア ル コール中毒その他の健康に関する記録は,同 委 員会 によって認め

られて いる場合を除いて,こ れ らを保有す ることは できない。

。政治信条または宗教についての記録は,政 治団体または宗教団体が 彼らの メンバーに関す
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るデー タを保 存ナる場合 を除いて,こ れ らを保有する ことはで きない。

。データ ・パンクに登録 されている個人は 自分 に関する記録を自由に閲覧す るこ とがで きる
。

委員 会はデータ ・パンクのオペ レータに対 し,デ ー タ ・パ ンクに登録されてい る個人の記

録を提 出するよ う命令す ることができる。

。個人は委 員会に対 し,デ ー タ ・バ ンクの記録が間違 ってい た場合それ を訂正することを申

請で き,ま た間違 った情報に よって,損 害 を受けた場合は損害賠償を請求するこ とができ

るo

。個人の記録は特別の許可gあ る場合 を除き,公 開することはで きない。

。以上に対 して違反 した場合には罰金お よび1年 の懲 役に課せ られ る。

同委員会は1974年7月1日 までこの 条文に則 してデ一一タ ・パンク ・アプ リケー シ ロンの

審査活動を行 なうことにな っている。
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デ ン マ ー ク

デ ンマークにおけるコンピュー タお よ

び関連装置の取 引き高は,1972年 に

5,700万 ドルに達 した(米 商務省調べ)。

この うちコン ピュータ ・システ ムの取引

き高は3,560万 ドル。1977年 まで

には,全 取 引き高が8.000万 ドルに達

し,こ の うちコン ピュー タ ・システムだ

けで5.000万 ドルを占めると予測され

るoデ ンマークにおける コン ピュータお

よび関連装置の取引き高推移は図1-3

7の とお・b。

デンマークは,コ ン ピュー タお よび関

連装置 に関 しては全 くとい って言い程輸

入に頼 っている。 ちなみに1972年 の

この分野の輸入高は4,930万 ドルで,

全取引 き高の86%を 占 めた。 この傾向

ドイツ民主共和国
東

は今後5年 間,ま す ます強 くなるもの と予測され,1977年 には輸入高が7,580万 ドルに

達 して全体の実に95%を 占有す る予定。

輸入先 としては,米 国が トップで,こ れに仏,西 独,英,イ タ リーが続い ている。 デンマー

クが米国か ら輸入 した コンピュー タtsよ び関連装置は,1972年1,880万 ドル(全 輸入高

の38%)だ ったが,1977年 には3,700万 ドル(50%)に 増大す るみこみ。72年 の

輸入状況は図1-38の とtsり 。

デンマーク国内の コン ビ.一 夕生産高は、減少 してい る。1969年 の 生産高は340万 ド

ルだったが,71年 には110万 ドルに減 っている。 これはデンマーク国内の コン ピュー タ ・

メーカーが,CPUの 生 産か ら周辺装置 やソフ トウェア重視に切bか えてい るため とみられ る。

国内 メー カー としては,コ ペンハーゲンのRegnecentralenA/S.と ソボー グのG.

N.T.Automaticの2社 が ある。

RegnecentralenA/S

Regnecentralen社 は1975年DASKと 呼 ば れ る デ ン マ ー ク 最 初 の コ ン ビ=一 一ーー
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図1-37 デンマークにおけるコンピュータおよび関連装置取引き高推移

(単 位:10e万 ドル)
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図1-38デ ンマークの コン ピュータお よび

関連装置輸入状 況(72年 度)
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タを製造 した。1969年 には第2世 代機GIER,次 いで70年 には第3世 代機RC4000

を発表 した。 しか しコンピュー タ本体では思 うよ うな業績をあげ ることが出来ず,現 在では ソ

フ トウェアと周辺装置に 力を入れている。

1970～71年 にかけて,Regnecentralen(RC)社 は 大きな難関に直面 した。

受注と純 益は落 ち込み,新 製品の発表は 遅れ.装 置だけでなくサー ビス市場まで も思わし くな

く,そ の上技術開発に よってデー タ処理 市場 の競合がますますその激 しさを増す とい う有様 だ

った。同社はその対 策 として昨年組織の再編成を行ない,部 門を生産部門 とサー ビス部門の2

つ に分けた(図1-39参 照)。 しかし,こ の編成がえがその効果 を表わす まで1年 を待たな

ければならなか った。 従って71年 度は経済の不況の あお りを最少限度に抑え るため に全力が

注がれ た年といって よいだろう。

71年 度の 売上げは7,800万 ク ローネ(1,092万 ドル),前 年 度は9,200万 ク ローネ

(1.288万 ドル)。 また純益は100万 ク ロー ネ(14万 ドル)を 計上 した。71年 度上半

期 は大欠損だったが,下 半期はか な りの利益を得ることがで きた。 市場が不安定 な状態を続け

ているに もかかわ らず,組 織の編成がえ もそ ろそろ効果 を表 わ してきてお り,同 社の将来は昨

年の暮 よりもかなり明 るい ものになって いる。

図1--39:Regne'centralen社 組 織 図

(1972年4月 現在)
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なお同社の従業 員数は昨年初めが810名 だ った のに対 し,72年4月1日 現在,720名

に減 ってい る。次に2つ の部門の活動状況をみてみよう。

生産部門

この部門は装置の生 産のほか,数 力国にある同社の子会社を通 して海外市場でデー タ処理装

置の販 売とメンテナンスを行な っている。71年 度 のデー タ処理 システ ムお よび装置の販売と

開発によって得た売上げは合計4,30a万 クローネ(602万 ドル),前 年 同期は5.900万'

ク ロー ネ(826万 ドル)だ った。 その うちの2,200万 ク ローネは輸出で子会社や代理店 を

通 した エン ド・ユーザーへの販売 と欧米の コンピュータ ・メーカーのOEM顧 客 に直接販売さ

れたものである。

売上げ額が減 った原因として値下げ と組織の再編成が考え られ る。 またオ フ ・ライン ・コン

パー ジ・ン装置 の改良 と開発にか なりの重点が置 かれ たこともその一因である。

開発プロジェク トを促進するため,Glostrup,Ballerup,お よびオル フスにある3

つ の開発部が密接な関係を保ちなが ら活動 している。 同社の開発能力は会社の規模 に比べてか

な り大 きい。 従って費用を支払 って もらって外部に要員を派遣 している。 その場合,市 場分析

によって将来RC社 に とって有 利になる ような仕事を選んで いる。 この種のプロジェク トで大

きな ものにデンマークに建設中の コンピュータ'ネ ットワー クの開発に関するJydsk

TelefonAktieselskab(JTAS)と の 共同作業があ る。このネットワークはJTAS

に よ ってつ くられてk・b,こ の プロジェク トは,ア ダプテッ ド・デ ィス プレイ と4,800ボ ー

以上のス ピー ドをもつデー タ ・トランスミッシ 。ン ・コン トローラを含む装置 の開発 と販売の

ほか,シ ステムお よび ソフ トウェア開発 も行 なってい る。 同社は このプロジェク トにかなり深

くかかわりあってお り,そ の理 由は単 に同 社が利用可能な能力を持 っているためばか りではな

く,同 プロジェク トがデー タ通信や コン ピュータ ・ネ。 トワークに関す る技術を向上させ る機

会をRCに 提供 して くれるからである。 これ らの分野はいずれ も,将 来のRCに と ってか なり

重要 なもので ある。

昨年の バス(bus)通 信 システムの開発に関す るStornoA/Sと の 共同プ ロジェク ト

の成果 として,コ ペン八一 グンとゴーテ ン ・ブルグ鉄 道に対する2つ の最初の システムの出

荷をあげることができる。 このようなプロジェク トによる開発 と並行 して同社では ミニ ・コン

ピュー タや システムに関す る相互開発を続けてい る。 プロジェク トの うちいくつかは一年間で

すでに完成 した もの もあるが,新 製品の開発の中には まだ続行 されているものや これか ら始め

られる ものもある。 これ らの製品は同社が現在 開発中のデー タ ・コンバー ジ。ン,デ ー タ通信,

ター ミナルゴ デ一夕 ・コレクシ。ン等を含む生産 ラインを補足 し,改 良するだろ う。

これ らの生産 ラインの うち特に重要な ものは次の通 りであ る。
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RC3600サ ポ ー ト ・シス テ ム

これ は1971年 春 に 発 表 され た シ ス テ ム で,コ ン ビ=一 一タ本 体 か ら 独 立 して イ ン プ ッ ト,

ア ウ ト プ ッ ト周 辺 お よ び 通 信 ジ 。 ブ を 行 な う こ と に よ っ て デ ー タ処 理 シ ス テ ム を サ ポ ー トす る。

同 社 は 現 在,こ の シス テ ム を20台 販 売 してk・ り,こ の う ち18台 は 海 外 市 場 へ,2台 は19

72年 コ ペ ン ハ ー ゲ ン とオ ル フス に あ るSparekassernesDatacentralerに 出

荷 され た。 こ の2つ の シス テ ム は,9,600ボ ー の ス ピー ドを もつ デ ン マ ー ク で 最 も速 い デ ー

タ伝 送 ンス テ ム で,コ ペ ン ハ ー ゲ ン の 磁 気 テ ー プ か ら オ ル フス の ラ イ ン ・プ リン タヘ デ ー タ を

伝 送 す る の に 利 用 さ れ て い る。

RC7000モ ジ ュ ラー ・ユ ニ バ ー サ ル ・タ ー ミナ ル

これ は い わ ゆ る イ ン テ リ ジ ェン ト ・タ ー ミ ナ ル で,2つ の ア プ リケ ー シ ・ ン分 野 を も って い

る。 オ ン ラ イ ンの 場 合,ユ ー ザ ー は ソ フ ト ウ ェア ・モ ジ ュ ー ル に よ っ て,遠 くか らIBM36

0/370,UNIVAC1100・CDC6000/CYBERな ど ど れ で も好 き な 中 央

の コ ン ピ ュー タ に ジ 。 ブ を入 れ る こ とが で きる。 一 方,オ フ ラ イ ンの 場 合,RC7000ミ ニ ・

コ ン ピ ュー タ と し て 利 用 す る こ とが で き る。 こ の シ ス テ ム はRCと オ ラ ン ダ のCOmputer

AssociatesN.V.に よ って つ く られ た もの で,今 年 の3月 に 発 表 さ れ,ハ ノ ー バ ー ・

フ ェア で 初 め て 公 開 さ れ た。

RC7000ミ ニ ・コン ビュ_タ

これは様 々のス タンダー ドな製品 と特別なシステムに利用され,産 業界や公共機 関,学 校な

どの アプリケー シ。ンにあ うよう改良された。 このユー ザーは現在35あ り,リ サーチ,教 育,

な どに使われている。

RC7100イ ベ ン ト・レコーダ

これは今までの イベ ン ト・レコーダに比べ次の ような利点がある。 すなわち,収 集 されたデ

ータをアル ファベ ッ ト字体でア ウ ト'プットできること。

他の デー タ処理装置 に容易にアクセスす ることがで きること。

:

RC2000紙 テー プ ・リーダ

これは発売当初から需要が殺到 し,現 在で も同社の主力機器の一つである。1964年 以来

1,500台 以 上生産されてtoり,売 上げ高に して5,500ク ローネ(約25億 円)に 相当する。

新製品RC2500紙 テー プ ・リーダは1971年 か ら72年 にか けて開発された。 これは

256バ イ トの半導体バ ッファ ・ス トアを備えたIC化 された フォ ト・エ レク トリック リーダ

で,テ ープは2,500キ ャ ラク ター/秒 で連続 的に読み取 られ る。
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RC4000コ ン ピ ュー タ

これ は 現 在,DanishAirMaterielCommandと2つ の 高 度 な 教 育 お よ び 研 究

機 関 に 出 荷 され て お り,4台 目 が ア ル ボル グ に あ る 電 力 会 社1/SNordkraftに 出 荷 が

決 ま って い る。Nordkraft向 け の 出荷 に 関 連 して,一 般 プ ロ セ ス ・コ ン ト ロー ル ・ア プ リ

ケ ー シ ョ ン 向 け の オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シス テ ム が 開 発 され た 。 一 方,サ ー ビス ・ビ ュ ロ ウお よ

び そ れ 以 外 の 所 に あ るRC4000の た め に,ジ ェ ネ ラル ・オ ペ レ ーテ ィ ン グ ・シ ス テ ム,

Bossilが 開 発 さ れ,サ ー ビス を 行 な っ て い る。Boss皿 は タ ー ミナ ル ・オ ペ レ ー シ.ン

と同 様,バ ッ チ処 理 に よ っ て 様 々 な 仕 事 量 の コ ン ピ ュー タ を 効 率 よ く利 用す る こ と を 可 能 に す

る。 例 え ばRC4000は ター ミナ ル ・ユ ー ザ ー か らの メ ジ ャ リ ン グ ・プ ロ セ ス や 科 学 計 算,

お よ びCDC6400コ ン ビ=一 一タ と の オ ン ・ラ イ ン ・コ ミュ ニ ケ ー シ 。 ン な ど を 同 時 的 に

コ ン ト ロー ル す る た め に 利 用 さ れ る。 同 社 は 現 在3台 のRC4000コ ン ピ ュー タ を デ ン マ ー

ク 国 内 に あ る 自社 の サ ー ビス ・ ビ ュ ロ ウ に 設 置 し,ア プ リ ケ ー シ 。ン ・プ ロ グ ラ ム の 広 範 囲 な

開 発 に 力 を 注 い で い る。 、

サー ビス部門

RCの サー ビス ・ビュ ロウは アンマー ク最古参で,し かもその規模 も最大である。 コンピュ

ータ ・セ ンターは全部で87か 所,1Sあ メイン ・システムを設置 し,国 内の デー タ処理サー

ビス市場の2割 を占めている。

今年度はサー ビス ・ビュロウの活動 も低調であった。1971年4月 か らの第1・ 四半期は

売上げ が落ち込ん だ。 しかしこの一年で景気 も回復 し,組 織や 部門の活動の編成がえが次第に

効を奏 し始めている。 売上高 も年間を通 じて最低3,100万 ク ロー ネ(434万 ドル)か ら

3,800万 ク ローネ(532万 ドル)に 上 っている。

組織の再編の目的は業務の単純化 と責任の所在を明らかにす ることにあった。 それは現在の

条件を有効に利 用す るこ とを基本 として,売 上げ を急速に伸ばすために考え られた経営改善策

の一環で ある。 その出発点 として,生 産 ラインの開発 と共に次の ような企画が考え られてい る。

・市場の需要 を満たすため機 器の販売を伸ばす。

・マーケ ・テ ィング ・オペ レー シ・ンのためのベース を確保す るため合理化を促進す る。

・製品 をより良く利用するため各地域のサー ビス部門やセンター と密接 な活動 を行 なう。

サー ビス ・ビュロウの料金改正 も今年の初め ごろか ら効果を上げて きてい る。また1971

年 か ら72年 にかけて重要な新 システムがい くつか開発 され,現 在の システ ムも拡張されたた

め.新 年度の初めにサー ビス部門は国内のサー ビス ・ビュロウの 中で も最 も広範囲 な製 品を提

供す るこ とになった。
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図1--40:RegnecentraIen社5年 間 の 売 上 げ と純 益 の 推 移

(単 位:ド ル)

注:1デ ンマ ー ク ・ク ロー ネは0.14U.S.ド ル と して 換 算

161/

ち288万

製品について

ファイナソシャル ・マネ ジメン トは1971年 秋 初めて市場 に出された時か ら人気を集 めた

新 しい モジュラー ・システムである。 同 システ ムは近代的な会社 の金融計画やマネジメントに役

立 ってtsり,RC自 体72年 の 初めか ら同 システムを使 っている。

いくつかの会計 システムは様 々の用途に向いてお り,現 在金融マネ ジメン ト・システムのベ

ースに基いてさらに開発が進め られている。

給与計算 システ ムは年間 売上げ高が最 も高く,RCは 以 前か らこの分野で トップの座を保っ

てい る。RCで は,こ の生産ラインに新 しくデ ンマークの雇用者連合(DanishFede-

rationofEmployers)か ら得た概要 をもとに1972年8月 新給与支払い管理 シス
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テムを開発 した。

ブック ・キー ピング ・システムは年間売上げ高が 給与管理 システムに次いで高 く,さ らに進

んだ シス テムの開発が行なわれてい る。

生産お よび在庫管理 システ ムはRCが 専門 とす る一つであ る。 ふつ うこのようなシステムは

個々に開発されているが,こ の分野の プロジェク トは現在シス テムか らシステ ムへ使用するこ

とがで きる一連の モジュール を生み出す ことに成功 した。

住宅管理 システムRC.Rent1は 現在150,000以 上 の リース を行な っている。 さら

に今 日の住宅 ブームによる需要の 増加に答え るため,目 下多くの顧客 との協力に より,RC

Rent皿 を開発してい る。 これは1972年 夏までには実用化され る予定である。また住宅

問題 解決の一環 として,住 宅費計算のための システ ムも販売す る ことになろ う。

RCで は 様 々な銀行 システムの開発を続け売上げを増や してい る。 同システムは銀行などで

もデー タ処理問題を解決す るたあ数 多 くの開発が なされてい るが,RCの システ ムは銀行が開

発 したシステムでは含みきれ ない多くの分野におけるサー ビス も提供す るこ とがで きる。

企業の会計検査用の システ ムは,こ れ までご く限 られた地域 だけで販売され ていたが,1971

年 このや り方 を変えたため,今 年は同システムの 売上げがか なり増えるもの と思われ る。同 シ

ステムの販売はまず ブ ック ・キー ピング,給 与支払,顧 客計算等の分野で行 なわれる ことにな

ろ うo

PERTお よび技術 プログラムは,建 築業 界の不振か ら販売面 の ウィーク ・ポイン トだった。

しか し建築技術計算のた めの新 しいス タンダー ド・システムに よって,72年 は 市場 での成功

が期待され てい る。 このス タンダー ド・シス テムは広い分野 を含む生産ライ ンを構成 している。
り

71年 度 後半 になってRCは,公 共電話 ネッ トワークを使 った遠隔デー タ処理の販売を始めた。

RCテ レデー タとして知 られる この システムは現在のRCデ ー タ処理 システムの花形になるだ

ろ う。RCテ レデー タはさらにターミナル,各 種 デ ィスプレイ,ラ イン ・プ リンタな どと同 じ

ように同社の生産部門 と協力して販売され ることになるだろ う。

また同じ頃,同 社は他の デー タ処理 サー ビス会社 と協力 して,お 互いの利益になる プロジェ

ク トに関す る交渉を始めた。 このよ うないくつかのサー ビス分 野における会社同士の協 力は長

い目でみるとシス テムの広範囲にお よぶ利用 と開発コス ト全体の節約につながる。

ハー ドウエア分野

デンマークのコンビュー一夕市場は,今 後5年 間大 きな期待が もたれている。 政府,民 間分野

を問わず,増 大するペーパー ワークに頭 を痛 めてお り,コ ンピュータに対す る関心が高まって

いるo

コン ピュータ本体では,大 型機の伸びはそ う大 きい ものは期待 できないが,小 ～中型機は今

後5年 で急増が見込 まれる。 最 も注目され るのは ミニ ・コンビ⇒一夕市場で,1972年 の
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660万 ドルか ら77年 には940万 ドル(42%増)に なるもよう。 ミニ ・コンビ=一 夕は

主に,デ ータ ・コンセン トレー ター,フ ロン ト・エン ド・プ ロセッサ,コ ン トロー ラ,イ ンテ

リジェン ト・ター ミナル として使 用されている。

77年 までには,コ ンピュータ1台 当りの ターミナル とか入出力装置の台数が大幅に増える

と予測される。 特に需要 増が見込まれるのは,OCR,CRT,POS(ポ イン ト・オ ブ ・セ

ールス)で ,こ の外キー ・ツー ・デ ィスク(テ ー プ),プ リンタ,ア ド・オ ン ・メモ リも大き

く伸びよう。 デンマークの コン ピュー タ ・ユーザーは独立系周辺装置企業を好む とい う傾向が

ある。全ユーザーの75%は,独 立系の周辺装置 を使用してお カ,他 の欧州諸国に くらべて特

異 な状況 を形成 してい る。

デ ンマーク政府は,デ ータ伝送の振興に力を入れており,こ の分野は 今後特 に期待が大きい。

モデムの 設置台数は,1969年 の374台 か ら72年 には1,500台 に増大 した。 デンマー

クのデー タ伝送サー ビスは,全 てDanishPostal&TelegraphService

(P&T;郵 電 総局)が 行 なってtsb,同 局 によれば専用お よび公衆 ネッ トワークの 局モデム

加入者は,71年 ～76年 に54%増 に なる。

オ ンライン,リ アル タイムに対す る関心 も高 く,銀 行な どの大手企業は着 々とこれ らシステ

ムを導入 しつつある。例 えば大手 百貨店は,各 支店にPOSの ター ミナルを導入 しつつあb,

他 の分野のオ ンライン,リ アル タイム ・システム導入に拍車をかけている。

コンピュータ利用状 況

一代表的コンピュータ ・ユーザー

● 政府市場 デ ンマーク政府は,EDP利 用の拡大に取b組 んでtsb.目 下 予算管理あ

るいは人材管理 アブリケー シ.ン を開発 してい る。 さらにデー タ ・パンクをつ くろ うとい う

計画 もある。 データ ・バ ンクは,経 済計画や予算管理 の効率化 をねらってい る。現在政府関係

のEDP施 設で最 も高度なシステ ムは,社 会保障 システム(ATP)で,月 間80万 件にのぼ

る恩給 のチェックなどを行 なっている。ATPシ ステムの 構成は,表1-23の とtsり だが,

現在機能拡大計画に取 り組んでい る。 計画では,主 記憶を512Kに 拡 張すると共に,デ ィス

ク,テ ープなどをア ップ ・グ レー ドし,周 辺装置の数 を増大する予定。ATPシ ス テムでは今

後,ミ ニ ・コン ピュー タを多数 導入 し,地 方でのデータ収集,デ ータの前処理 などに使用する

見込み。

● 鉱工業分野 デンマークの鉱工 業分野 もコンピュー タの代表的ユーザーである。 この

分野ではデ ンマーク企業 中5指 に数えられるSuperfosA/S(化 学 企業)は,IBM

360/25(48K)を 現 在使 用 してお り,73年 中にはIBM370/125(128K)

を導入する予定だ。 ミニ ・コン ピュー タは,鉱 工業分 野で,経 営 管理,生 産管理,プ ロセス ・

コン トロールな どに利用され てお り,今 後の成長株 とみられている。 さらにテレプ ロマシング
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が 発 展 す れ ば,CRTと かOCR装 置 の 利

用 も急 増す る 見 込 み で あ る。

● 造 船 分 野 デ ン マ ー ク 最 大 の 造 船

会 社,A/SBurmeister&

Wainは,コ ン ピ ュー タ ・セ ン ター に

UNIVAC1107(65K)とUNIVAC

1106(131K)を 各1台 設 置 して い

る。 同 社 で は,科 学 ・技 術 計 算,生 産 管 理,

会 計 業 務 な ど に コン ピ ュー タ を 使 用 して い
コ

る。 同 社 は デ ン マ ー ク の 造 船 業 界 中,最 も

高 度 な コ ン ピ ュー タ ・ユー ザ ー で も あ り,

将 来 は 経 営 管 理,技 術 ア プ リ ケー シ ョン な

ど で の コ ン ピ ュー タ 利 用 を効 率 化 す る た め,

集 中 管 理 シス テ ム を 開 発 し よ う と し て い る。

● 銀 行 分 野 デ ン マ ー ク 第2の 銀 行

BikubenS{)arekassenof

Copenhagen(資 産4億6.400万 ド

ノレ,

る。 同 銀 行 の コ ン ピュ ー ダ ・セ ン タ ー に は,

表1-23:デ ン マ ー ク の

社 会 保 障 シス テ ム,ATPの 構 成

中央 コ ン ピ ュー タ

コア ・ス トレー ジ

周 辺 装 置

デ ィス ク

テ ー プ'

プ リ ン タ

カー ド ・ リー ダ

ス キ ャナ ー

IBM370/155

384K

IBM3330

(1台)

IBM3420/
,5

テ ー プ(4台)

IBM3420/71

(4台):

IBM1403

1BM2501

1BM2260

(16台)

支 店 数228)は,デ ン マ ー ク の 全 銀 行 中 リア ル タ イム 施 設 を持 っ て い る 唯 一 の 銀 行 で あ

IBM360/40が2台 入 って お り,IBM

2319デ ィ ス ク な どが 連 結 さ れ て い る 。 同 銀 行 は,デ ー タ通 信 リモ ー ト ・タ ー ミナ ル ・シス

テ ム を 動 か して い る が,こ の シス テ ム に は 支 店 に 設 置 さ れ てい る80台 の キ ャ ッ シ ャー ・ター ミ

ナ ル が 結 ば れ て い る。 今 後 数 年 内 に,タ ー ミ ナ ル 数 は122台 に 拡 大 さ れ,CRTza-一 ミ ナ ル

も導 入 さ れ る 予 《島

● 公 共 事 業 こ の分 野 の 代 表 的 ユ ー ザ ー と して は,TheCopenhagenTeleph-

oneCo.(KTAS)が あ げ られ る。 同 社 はIBM360/40(128K)を 使 用 し

て い る が,周 辺 装置 と して は,IBM装 置 の 外 にRegnecentralen社 のRC2000紙

テ ー プ ・リー ダ,RC1500パ ン チ ・カー ド ・ リー ダ な ど も利 用 して い る。 同 社 は 近 々IBM

370/155(144K),IBM2319磁 気 デ ィス ク を 導 入 す る 予 定 。

● サ ー ビス ・ビ ュ ロ ウ タ イ ム シ ェア リ ン グ ・サ ー ビス を 提 供 し て い る デ ン マ ー クの サ

ー ビス ・ ビ ュ ロ ウは
,ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ を は じめ,今 後 コ ン ピュ ー タ利 用 を 増 大 して い く

もの とみ ら れ る。TSSユ ー ザ ー は,技 術 計 算,財 務 分 析 な ど で サ ー ビ ス を 利 用 し て い る。
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図1-41デ ンマークにおけ る業種別 コン ピュー タ利用状況(72年6月)

教育L69S

連 翰

2.33S

印刷
'出

油 版

3・343.1

食品,製 薬

7.81S

教育

9,56S

保 険 卸 小売

9,59S

9.78f

政 府

24.65φ

運菖

印刷.出 版

3,1φ

石油L6S

醐

そ の 他
10.gS

16.6S

金 額 比 ユー ザ ー 数 比 率

注 。サー ビスとはDPサ ー ビスを除 くもので,ラ ジオ, .テレ ビ,宗 教お よび職業

組織,レ ク リェー シ.ン ・サー ビス,技 術,コ ンサルテ ィング等。 、

。運輸は航空輸送を含 む。

。政府 とは連邦政 府,州 政府,地 方自治体,お よび郵便事業のよ うな政府関連

事業 を含む。
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ノ ル ウ ェ ー

ノル ウ手一 には1973年 半 ばで

417台 の コンピュー タ(金 額に し

て2.200万 ク ローネ)が 設置され

てい る。 これはDataLogicの

調 査により明らかにされた ものであ

るo

この うち台数 に して56%,金 額

にして57%が 首都オス ロお よびそ

の周辺に集中 してい る。 この センサ

スには汎用コン ピュータの他 ミニ ・

コン ピュー タも含まれているので注

意を要す る。(モ デルごとの設置台

数については表1-24参 照)し か

し,VRCや,UNIVAClOO4

の よ うな カー ド ・ベース ・システム

は除外されてい るo

メー カー別の設置状況をみた場 合,

御多分 にもれず,IBMが 台数 ・金

額 とも最大の シェアを有 している。

しか しこの シェア も徐 々に減少 して

いる事 も見逃がせ ない事実で ある。

これは他の メー カー 特 に

Honeywell-Bul1の 拾

頭による ものである。調査時点にお

ける受注台数をみ ると,台 数 では シ

ステム3,シ ス テム370を 持 つI

BMが 優 っているが,金 額ベースで

みる限りHoneywel1

コ ン ピュー タ設置台数最新デー タ

国 名 ノ ル ウ ェ ー

設 置 台 数 417台

調 査 時 点 1973年6月

調 査 元 DataLogic

備 考
o

汎 用,ミ ニ ・コ ン ピ ュー タ

含 む

設 置 金 額2.200万 ク ローネ

が最大 の受注をかかえてい る。

図1-42は ノル ウェー ・コンビュー一夕市場の 産業別設置状況で,図1-43は そ の71年

と73年 の比較で ある。図か ら明らかなように,71年 と73年 を比較 した場合非常に大 きな

相異がある。 金額ベースでみた場合,コ ンピュータ ・ビュロウが公益にかわって最大の市場 と

一227一



して登場 し,一 方台数 ベースでは商業が製造を抜いて トップになった。

このような変化の背景 として 考え られ るのは,こ の間における商用 アプリケー シ.ン の成長

であろ う。 また,コ ン ビ=一 タ ・ビ=ロ ウの急伸の背景 にはク ローズ ド・ビュロウ1つ

の製造あるいは商業 グループに対 しサー ビスを行 なうコン ピュー タ ・ビュ ロウ の増加が

:ある事が指摘され る。 これ らの クローズ ド・ビュロウをそれぞれの産業セクター にわ りふって

、金額比での設置状況 をみたものが図1-42(3)で ある。

図1-42:ノ ル ウェーの 産業 別コン ピュー タ設置状況

(1)台 数 比(2)金 額 比Q

(3)金 額 比(B)

θ 金額比ωは全ゆる コン ピュータ ・ビュロゥ

を独立 セクターとして計算 したもの。

金額比(B)は コマー シャル ・ビュロウのみを

独立 セク ター として,い わゆるク ローズ ド・

ビュロウをそれぞれの関連 産業分野に含め

た もの。
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、

図1-43ノ ル ウ=一 の産業別 コンピュー タ設置状況 の推移
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表1-24:ノ ル ウ ェー の コ ン ビ ュー一夕設 置 状 況(1973年6月)

メ ー カ 一 モ デ ル 設 置 台 数

8090 1 、 .

CDC 1700 1 ・

(COntrol Data 3710
・

1

Corp.) 3200
,

'

1

. 3300 2
」

3600 1

CYBER-74 1
.}

小 計 8

受 注 数 0

D220 3

DataSaab D22 2

' D23 一

小 計 5

受 注 数 2

PDP-7 1

DEC
PDP-8 2.6

(Digita1 Equipment
PDP-11

、 7

Corp.) PDP-15 1

小 計 35

受 注 数
.

1

'

.

「

2000 3
一

.

H6wlett-Packard
2114 2

L

2100 9

2120 1

一.

小 計 15

∀ 受 注 数 1
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ト

、
～

一.

メ ー カ 一 モ デ ノレ 設 置 台 数

Gamma 10 7

Honeywell-Bul1 A/S Gamma 30 8

53 5

55 1

58 9

105 2

115
-一

6

118 4

120 8

265T/S 1

316
〉 ・.

2

415 ・ 7

425 2

2015 1

6030 1

6040 一

6060 2

小 計 66

受 注 数 6

IBM 1130
●

10

1401 6

1440 3

1620 1

1800 5

シ ス テ ム 3 57

360/20 36

360/25 18

360/30 10

360/4 0 11

360/5 0 3

370/1 15 一
一

370/12 5 1

370/1 35 12

370/14 5 7

370/15 5 9'㊨ 9

小 計 1 89

受 注 数 16
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メ ー カ ー モ デ ル 設 置 台 数

NCR Elliot803 1

315 1

Century100 3

小 計 5

受 注 数 4

A/SNorskData NORD-1 53

ElektrOnikk NORD-5 1

小 計 54

受 注 数 10

A/SRegnecentralen GIER 4

RC4000 2

小 計 6

、 受 注 数 0

Univac 418 2

1106 1

1108 2

1110 1

9200 4

9300 5

9400 8

小 計 23

受 注 数 4

そ の 他 小 計 11

受 ・注 数 5

合 計 417

受 注 合 計. 49

総 設 置 金 額 2.200万 クロrネ

(DataLogic調 べ)
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ノル ウェ」では今後,特 に ミニ ・コンピュータの伸びが期待され る。特にノル ウェーのほ と

ん どのデー タ処理装置が集中 しているオス ロ,ベ ル ゲン,ト ロンヘイム地区では,中 心 コン ピ

ュー タと ミニ ・コンピュータを連動 して使 う傾向が 出て きてい るため,大 きな伸びが見込まれ

る。 米国商務省によると,ミ ニ ・コンピュー タの販売高は インテ リジェン ト・ター ミナル も含

めて,5年 内 に約200%と い う大幅 な増加が予測される。 小,中,大 型機では,全 体の伸び

が70%と 見 積 られ るが,中 では中型機が最 も大 きく伸び る可能性が強い。

周辺装置分野ではCRTやOCR装 置 が期待され るが,こ の外で もテ レタイプ ライタ,磁 気

テープ,紙 テー プ,プ リンタ,デ ー タ ・コレク シ。ン,ド キュメン ト・リーダ,高 速 プ リンタ

も市場 として大 きくなろ う。 ノル ウェーのEDPユ ー ザーは,周 辺装置 については大手 メーカ

ーよ りも中小 メーカーを好む傾向が強 く,弱 小 メー カーに とって も見込 みは大 きい。 ノル ウェ

ーの メーカー ,A/Sコ ング スベルグ ・バーペンフ ァブリック とノルス ク ・デー一夕エレク トロ

ニックの2社 は,パ ッチ ・ター ミナル,CRT装 置,テ レプリンタなどを製造 してk・b,今 後

これ らの市場 で どの程度成長す るか注 目される。

ノル ウェーでは,「 国産優先買上げ 」政 策 とかEDPメ ー カーへの政府援助計画 もない。 し

か し国産 メー カーは,政 府,民 間を問わず優遇されてお り,将 来は輸出増強も目論ん でいる。

ノル ウェー市場へ進出 している米企業は,Burroughs,CDC,DEC,Hewlett-

Packard,HIS-Bu11,IBM,Singer,NCR,Univacと 数 多いo

デー タ通信は,テ レデ ィレク トラレッ トが独 占的に行なってい る。 同機関は現在,800～

900の モデ ム加入 者があb,75年 までには加入者が2,500に なる見込み。 同機関は今後

5年 をめどに,特 殊なデータ通信 ネッ トワー ク構想 を進めている。

●
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オ ー ス ト リ ア

東 西貿易の交流点に

当っているオース トリ

アは,他 の諸国がイン

フレー ションに悩まさ

れている間も,比 較的

順調 に経済発展 を遂げ

て きた。 同時に コン ピ

ュー タの設置金額も.

年 率16%と い うテン

ポで伸びて きてお り,

Predicast社 に

ょれば設置台数 は72

年6月 の800台 か ら,

1980年 までには

3,000台 に達す ると

予測され る(図1-

44)。

オース トリアに設置

されているコンピュー

タは,全 てが輸入され

たもので,90%ま で

が米国 メーカーあるい

はその子会社製のマシ

ンであるo残 り10%

は西 独 メー カーが占め

ているoメ ー カー別 シ

ェアは図1-45の と

お りo

オ ース トリアのコン

ピュータ ・ユーザーを

みると,政 府,銀 行,

コ ン ピュータ設置台数最新デー タ

国 名 オ ー ス ト リ ア

設 置 台 数 800台

調 査 時 点 72年6月

調 査 元 Predicast

備 考

図1-44オ ー ス ト リア の コ ン ピ ュ ー タ 設 置 台 数 推 移

20e

75

5000

40

`,■0毎19`5卑1970奉`972享19,`与 口60卑
東 東 京 鯵月康 東 京

一234一



・

図1-45オ ー ス ト リア の メー カー 別 シ ェ ア(72年6月)

台数比(総 台数800台)

その 他

7φ

8S

10S

Honeywell'Bull

15S

60%

(注Predicasts調 査 を も と に 作 製)

図1-46:オ ー ス『トリ ア の コ ン ピ ュー タ ・ユー ザ ー

(1)設 置 金 額 別 分 布 ㈲(2)ユ ー ザ ー数 の 割 合 ㈹

政 府 金融

そ の 他7 .3S4.5S保 険

3、gS

18.70S

印刷,

出版

卸 小 売繊維

.3・8S18
.1%

石油

L3S4 .7%運 輸

5・0φ6・OSma ,組 立

教 育 食
品'12.4%

ム　製薬
自動車 事業
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保 険,製 造,卸 売 りが5大 ユ ー ザ ー 分 野 で,こ れ に ベ ー シ ック ・メ タル,公 共 事 業,自 動 車 な

どの 各 分 野 が 続 い て い る 。 コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の 伸 び率(設 置 金 額)が 大 き い の は,政 府(特 に

PostalGiro),銀 行 で,こ れ に 鉱 業,通 信,繊 維 な ど も続 い て い る。

オ ー ス ト リアで 最 も ポ ピ ュ ラー な コ ン ビa-一 夕 ・モ デ ルは,IBMシ ス テ ム3で,合 計

133台 設 置 さ れ て い る。 特 に 多 い の は 繊 維,被 服 皮 革 業 界 の11台,化 学 業 界9台,食 品

卸 売 り業 界33台 で あ る。 こ の 外IBM360/20,Honeywe11-Bu11のGamma

50な ど もポ ピ ュ ラー で あ る(表1-25)。

政府の コンピュー タ利用状況

オース トリア政 府の コンピュー タ利用は,① 要 員の不足 ② アプリケーシ 。ンの高度化の必

要 ③非国産メー カー製 マシンの利用 など,他 の小さな諸 国同様の様 々な問題 をは らんでいる。

1972年1月 現在,政 府および国家機関で使用 してい るコン ビュー一夕は全体の15%だ が,

これは他の諸国の レベルと比較すれ ば小さい。 最近では,政 府の ビ。グ ・プ ロジェク トに関 し

てこの部門のコン ピュー タ導入が増え ている。政府機関お よび特定の公共分野 におけるメー カ

ー別 シ ェアをみると,全 体でIBMが80%,公 共事業では実に100%の シ ェアを保有 して

いる(図1-47)o

表1-25:オ ー ス トリアの ポ ピュラーなコンピュータ ・モデル

モ デ ル 名 メ ー カ ー 別

、

設置 台数

シ ス テ ム3 IBM 133

360/20 " 71

/25 ' 39

/30 ' 49

/40 " 56

1400 " 44

Gamma-50 Houeywel1-Bull 41

Gamma-10/30 " 25

Gamma-115 ' 15

Gamma-120 ' 22
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図1-47:オ ー ス ト リア の 政 府tsよ び 公 益 機 関 に お け る コ ン ビ ュ ー一夕の メー カー 別 シ ェ ア

単 位 は100万 ドル:但 しオ ー ス トリ ア ・シ リ ン グ よb換 算 換 算 率

政 府 機 関

1シ リ ン グ

公 共 事 業=0.0429ト ル

(:SG%〕

ロリロリユぐ

4.3(L4DEC

y:}(e3%

教 育 全 分 野

ZU5e(27φ)

CDC25、 「J(3.9%

CGCT

112(16S)

60(0.09ヲ も)

(005%)
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オース トリアは,西 独 と親 密な関係にあるが,西 独コン ピュー タ ・メー カーは,ほ とん ど進

出 していない。 また貿易では,英 国 と深いつながりがあるに もかかわ らず,英 国 コンピュー タ ・

メー カーは全 くこの市場 に顔を出していない。 現在この市場 では,IBM360をIBM370

に リブレー スする計画が進め られている。 この計画は特 に,ウ ィーン地区,PTT,銀 行,ウ

ィーン大学で行なわれ ている。

オー ス トリア政府 の コンピュー タ利用に関 して,最 大の問題 となっているのは,全 職種にわ

たる要員不足である。 表1-26は これ をまとめたものだが,こ の表に 出てい ないEDP以 外

の要 員,例 えば法律 関係の ドキ ュメン トの コン ピュータ化を行な うとい った ピック ・プロジェ

ク トに関する要 員な どの 不足 も目立 っている。

表1-26:オ ー ス トリア政府分野のコン ビ=一 夕要員不足状況

政 府 分 野 各 年 別 必 要 な 人 数

(72年1月)

人 数 %不 足 1972 1973 1974 1975

リー ダ ー 39 41% 2

オ ー ガ ナ イ ザ ー 78 35% 309 13.8 4.7 3.8

シ ス テ ム ・ア ナ リス ト 51 34% 26.9 15.6 7.6 5.0

プ ロ グ ラマ 190 30% 69.6 21.8 15.5 12.5

オ ペ レー タ 186 16% 10.2 41.2 25.0 13.0

デ ー タ ・プ リパ レー シ.ン 739 11% 59.1 30.8 27.2 20.8

合 計 1283 19% 196.7 125.2 80.0 55.1

オ ー ス ト リア政 府 分 野 のEDp支 出 を み る と,1970年 が3億2,730万 シ リ ン グ(注,

1シ リ ン グ=0.0429ド ル)だ っ た が,73年 に は6億590万 シ リ ン グ に な る とみ られ る。

各 項 日 別 で は リモ ー ト ・デ ー タ処 理 へ の 支 出 の 伸 び が 最 も大 き く,1975Gに は70年 の

6.4倍 に な る見 込 み。 ソ フ トウ ェ ア ・コ ス トは,70年 の240万 シ リ ン グ か ら,75年 に は

890万 シ リ ン グ に 増 大 す る と予 測 され る(図1-48)。
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図1-48オ ー ス トリア政 府のEDP支 出推移
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力 ナ 夕

カ ナ ダ の コ ン ピ ュ ー タ 設 置 状 況

カ ナ ダ 情 報 処 理 学 会(Canadian

InformationProcessing

Society:(IPS)は,1964

年 以 来 カ ナ ダ に お げ る コ ン ピ ュ ー タ

設 置 状 況 を 調 査 し,ユ ー ザ ー 組 織 名,

導 入 機 種,導 入 年 月,規 模 な ど を 発 表

して い るoそ の 最 新 の 調 査 結 果 に よれ

ば,73年5月1日 現 在 の カ ナ ダ の コ

ン ピュ ー タ 設 置 台 数 は,5,736台

(ミ ニ ・コ ン ピュ ー タ含 む)で あ る。

これ は 前 年 度 の4,406台 に 比 べ て 約

29%の 増 加 と な って い るo図1-

』

49は 設 置 台 数 比 で の メー カー 別 シ ェ

ア で あ る。 トッ プ ・シ ェ ア を 占 め るI

BMは72年 に ひ きつ づ き シ ェ アの 後

退 を示 した が(72年 の 台 数 比 シ ェ ア

は 図1-50参 照),依 然 と し て 市場

の1/4強 を 握 っ て い る。 ま た,前 年

第2位 の シ=ア を 有 して い たDEC

(Digi'talEquipmentof

CanadaLtd.;オ タ ワ,米DEC

の 子 会 社)はBurrOughs

BusinessMachines

うば わ れ,シ ェ ア も12.7%と 減 少 したo

コン ピュータ設置台数最新データ

国 名 カ ナ ダ

設 置 台 数 5.736台

調 査 時 点 73年5月1日

調 査 元 カナダ情報処理学会

備 考 ミニ ・コ ン ピ ュー タ 含 む

Ltd.(ト ロ ン ト,米Burroughsの 子 会 社)に そ の 座 を

一方
,金 額でのシ ェアをみる と,同 じく減少傾向を示 しているとはいえ,IBMの シ ェアは

57.4%と 市場の過半 を制 してい る(図1--51参 照)。

台数での伸び率は約30%と 順調であるが,そ の内訳をみると,新 規導入総数1,330台 の

うち1,135台 は,月 間 レンタル料2,000ド ル以下の ミニ ・コンビュー一夕として分類 され る

もので あるも また,大 型 コン ピュータ(月 間レンタル料5万 ドル以上)の 著増 も注目され る。

大型機は72年 の115台 か ら約25%増 加 して144台 と なった。
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図1-49カ ナ ダ の メ ー カ ー 別 コ ン ピ ュー タ

設 置 台 数 シ ェ ア

(1973.5、1現 在)

図1-50:カ ナ ダ の メ ー カー 別

コ ン ピュー タ設 置 台 数 シ ェ ア

(1972.5.1現 在)

986台

(17.2S)

448台

(7、8S)

そ の 他

1.802台

(31.4s)

74(LS%)

NCR101(2.3%)

HP112(25%)

/XDS32(0・7の

,-Colln510(0.296)

総 台 数

4,406台

総設置台数5.736台

地域別に コン ビ=一.タ の設置状況をみると,全 国に設置されている約1/2が オ ンタリオ州

に,22%が ケ ベ ック州に,そ して8.2%が アルバ一夕州 とブリテ ッシュ ・コ ロン ビア州に設

置されてい る。

業種別 にみる と,約1/4の1,407台 が製造業 に設置 されている。 また,政 府 省庁に設置

され ているコンピューータは全体の12.2%と な って いる。 なお,表1-27は72年5月1日

現在の産業別 ・規模別コンピュータ設置状況である。

デー タ通信事情

電話分野 では,伝 統的にカナダは米国に追随する とい った傾向がみられた。特に新 しい概念

や電話サー ビス導 入に関する分野で はそ ういう傾向が強かった。 しか し,デ ー タ通信分野では

この傾向は当てはまらない。 む しろ逆に カナダの方が リー ドしているといえ よう。

カナダは世界に先がけて最初の商用長距離デ ジタル ・ネッ トワークの実 用化に成功 した。73

年2月 に発表された デー タルー ト(Dataroute)が そ れである。

これ と対照的 に米国ではディジタル ・ネ ッ トワークの話題や構想は数 多く発表 されたけれ ど

も,ど れをみてもす ぐ実用化の 用途のは っきりしているものは見当らない。'
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表1-27カ ナダの産業お よび月間 レンタル料別 コン ピュー タ設置状況

(1972年5月1日 現在)

$1,000 $2000 $5旧00 $10ρ00 $20ρ00

$1.000ま で ～ ～ ～ ～ ～ $50ρ00 合 計

$1999 $4999 $9999 $19999 $49999 以上

第一次産業/鉱 工業 29 18 35 26 14 9 1 132

建 設 31 7 19 一 2 一 一 59

製 造 業 346 175 329 151 74 39 14 1ユ28

運 輸 44 42 33 25 4 11 6 165

電 力 ・ガ ス ・水 道 35 22 36 37 18 24 11 183

通 信 37 33 33 10 14 2 一 129

流 通 業 160 42 88 49 28 6 5 378

金 融 83 21 40 48 61 45 12 310

そ の他 サー ビス業 436 149 127 61 34 33 17 857

計 算 センター ・サー ビス 34 54 78 57 47 32 21 323

A

政府機 関 175 97 94 52 38 50 22 528

石油 化 学 20 12 20 16 18 8 5 99

そ の 他 42 25 31 9 4 3 1 115

合 計 1472 697 963 541 356 262 115 4406

(CIPSに よる)

カナダで も米国 と同様デー タ通信に対す る要望は急速に高ま って きている。 とい うの も ビジ

ネス,産 業界,政 府や教育機関など多くの分野の組織が,情 報 システムに乗 りお くれまい と関

心を寄せているか らで ある。 そ してこれ らの情報 システムの大 部分は,コ ン ピュー タに関連 し

た システ ムである。 カナダの地理的条件か らみて,電 話サー ビスと同様 データ通信は不可欠で

ある。 コンピュー タ ・パ ワーは特 に トロン トやモ ン トリオールなど少数の大都市に集中 してい

る。 したがって,こ の コンピュー タ ・パ ワーを結合するカナダ全土にまたがる通信回線が必要

となって くる。

カナダの電気通信会社 と政府当局は,コ ン ピュータ通信の重要性 を深 く認識 し,双 方 とも市

場 の ニーズにつ いて広範な調査を実施 した。 連邦政府の通信省が実 施 した最近の調査結果に よ

れば,カ ナダにおけるコンピュータ通信の収入は毎年ほぼ18%の 率 で成長 し,1980年 に

は総計 約6億8,300万 ドルに到達するで あろ うとい う。 この数字は1971年 の約1eVB2,000

万 ドル と比較す ることができる。 この成長 予測か らみると通信は ハー ドウェアや ソフ トウェア,

諸 サー ビスと比べて,コ ンピュータ通信 システ ムの分野で最も成長率の高い分野 である と言え
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図1-51:メ ー カ ー別 マ ー ケ ッ ト ・シ ェ ア推 移(金 額 ベ ー ス)

IBM
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1971 1972

〈注〉 各年 とも5月1日 現在

1973
1第
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る。1980年 までに,現 在まだ初期段階にある コンビa－ 夕通信は カナダの主要産業のひ と

つ として浮び上って ぐ一るであろ う。

カナダにおける コンピュータ通信は,2つ の 通信会社に よって事実上独 占されているといえ

る。そのひ とつは8大 電話会社の関連 システムであるTransCanadaTelephone

System(TCTS)で あり,も う一つはCanadianNationa1鉄 道 とCanadian

Pacific鉄 道 ならびに電信会社 との合弁会社であるCN-CP(CanadianNat輌ona1

お よびCanadianPacificの 略)電 気通信 会社である。

カナダと米国の最も重要な相違点はその規制環境にある と言え よう。FCCは,特 別 コモ ン

キャリアに対 しほ とん ど無制限の競争 を認めたけれ ども,カ ナダの規制当局は,こ のFCCの

や り方に追随 しなかった。 カナダ政府は,「 デー タ通信分野の競争は健全 であり,必 要 なもの

だ 」と述べて いる。 しか し同時に,「 無制限な競争を導入すれば,結 果的に稀少資源の不経済

な利用が発生 し,真 の意味でのサー ビス改善が もた らされずに基本的な料金概念が相当破壊 さ

れることになるで あろ う」とも述べている。結果的には,い わゆる 「複 占(duopoly)」 と

い う状態で2つ の大手通信会社が,成 長す るデータ市場 のニーズに対応して きた。

それぞれの会社が どれだけの市場を確保す るかは,彼 らの革新的努力にかか ってい る。す な

わ ちどれ だけ コンピュー タ通信サー ビスの開発 と実現に力を入れ,ど れだけ積極 的に市場 開発

に力を入れるかにかかってい ると言え よう。

現 在 の サ ー ビス 図1-52:ホ ス トコ ン ピ ュー タ と リモ ー トタ ー ミナ ル 間 で,通

TCTSは,現 在 ま で に 信 用 コ ン トロ ー ラ ー と して 機 能 して い る 代 表 的 な

種 々 の デ ー タ 通 信 サ ー ビスSCCSシ ス テ ム

を 提 供 して お り,そ の なか

に は デ ー タ ル ー ト マルチプレクサSCCSフ 。ント.エンド

(Dataroute)な どの

よ うに 世 界 の 最 先 端 を い く

もの も あ る。

・データル ート(Dataroute)

これ は,商 用 ペ ー ス で
ター ミナル ローカル ・ター ミナル

運営されている世界で

初 めての全国的デジタ

ル ・アー タ ・シス テム

である。 市場の需要が 最も大 きい低速度サー ビス分野の料 金は,ア ナ ログ設備を使った伝

送サー ビス よりも格段 に安上 りである。 中速度サー ビス分 野の コス ト節減はそれほ どでは

ないが,高 速度サー ビス(最 大50,000ワ ー トソ 分)分 野では,相 当大幅な節減が可能
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で あ るo

・SCCS(SoftwareControlledCommunicationServices;ソ フ

ト ウ ェ ア 制 御 通 信 シス テ ム)

こ れ は,ミ ニ ・コ ン ピュ ー タ を 通 信 制 御 装 置 と し て 活 用 した 一 連 の デ ー タ ・サ ー ビス で

あ る。 ミニ ・コ ン ピ ュ ー タ は,大 型 の"ホ ス ト"コ ン ピ ュー タの フ ロ ン ト ・エ ン ドと し

て 用 い られ る。(図1-52参 照)

rMSDS(MessageSwitchingDataService;メ ッ セー ジ交 換 デ ー タ ・

サ ー ビス)

これ はTCTS構 内 の コ ン ビa－ 夕 を 利 用 した ス トア ・ア ン ド ・フ ォ ワー ド方 式 の 低 速 度

メ ッ セ ー ジ 交 換 サ ー ビス で あ る。

・MulticomService

こ れ は,特 別 ネ ッ トワー ク に よ り提 供 さ れ る 一 連 の 交 換 デ ー タ伝 送 サ ー ビス を 総 称 す る 名

称 で あ る。 こ こ で 言 う特 別 ネ ッ ト ワー ク とい うの は,物 理 的 に は 普 通 電 話 ネ ッ トワー ク に

統 合 さ れ て い るが,機 能 的 に は,こ れ とは 切 り離 さ れ て い る ネ ッ トワー ク で あ る。 運 用 は

従 量 制(使 用 量 に 応 じて 料 金 を 支 払 う)ペ ー ス で 行 な わ れ て い る。

・Multicom皿(MulticomHighSpeed)

これ は 事 務 機 器 か ら 高 速 デ ジ タ ル 信 号 を 受 信 し,そ れ らの 信 号 を19.2キ ロ ビ 。 ト/秒.

40.8キ ロ ビ ッ ト/秒,50.0キ ロ ビ ッ ト/秒 の3種 類 の 基 本 速 度 で,広 帯 域 デ ー タ 交

換 ネ ッ トワー ク を通 じて 伝 送 す る。

・MultiComO(MulticomMediumSpeed)

これ は,現 在 最 大4.8キ ロ ビ ッ ト/秒 の 速 度 で 全2重 デ ジ タル ・デ ー タ 伝 送 を 提 供 して

い るビ

・Multicom1(MulticomLowSpeed)

これ は 低 速 の マ ル チ コ ム ・サ ー ビス で,皿,llよ り も遅れ て 実 用 段 階 に 入 った 。

・DataLine皿 お よび 皿(デ ー タ 回 線 皿,皿)

この 回 線 は,タ イ ム シ ェ ア リン グ 設 備 を,い か な るTCTS地 域 と も接 続 し て くれ る も の

で あ るo

・VUComl・

ロ

これ は デ ー タ 入 力,情 報 検 索,問 題 解 決,プ ログ ラ ミ ング,タ イ ム シ ェ ア リン グ を 含 む 各

種 ア プ リ ケー シ ョン 用 のCRT(CuthodeRayTerminal)の こ と で あ る。

VUComlは,テ レ タ イ プ ラ イ タ 代 替 タ ー ミ ナル で640キ ャ ラ ク タ(も し くは1.280

を選 択)の 映 像 能 力 を 備 え,300ボ ー の 伝 送 速 度 を有 して い る。 ブ ロ ック 伝 送 方 式 を 選

べ ば,デ ー タ は 最 大9,600ボ ー の ス ピー ドで コ ン ビ=.一 夕 へ 伝 送 す る こ とが で きる。

VUComlは,1972年 の9.月 にTCTSに よ って 導 入 され,カ ナ ダ の コ モ ン キ ャ
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リ アの 手 で 導 入 さ れ たCRTサ ー ビ ス の 第1号 で あ る。

・Datacom300

これ は,ソ リ ッ ド ・ス テ ー トの テ レ タ イ プ ラ イ タで あ り,10,15,30キ ャ ラ ク タ/ .

秒 の ス ピー ドを 自 由 に 選 択 で き る。 こ れ は,コ ン ピ ュ ー タ ・ア ク セ ス 用 タ ー ミ ナ ル と し て

も使 用 で き る し,ま た,電 話 ネ ッ トワー ク に よ る メ ッ セー ジの 送 受 用 タ イ プ ラ イ タ と して

も利 用 で きる 。 選 択 で き る付 加 特 性 と して,最 大120キ ャ ラク タ/秒 の デ ー タ を 伝 送 で

き る 電 子 写 真 式 テ ー プ ・ リー ダ ー が あ る。

将来への展望

1972年 にBellCanadaは,将 来 の各種 マネジメン ト・インフ ォメーシ 。ン ・シス

テム に関する予想,な らびに ミニ ・コン ピュータとかター ミナル,デ ー タ処理の ような技術面

か らみた市場の展望を行 な うため調査 を行なった。 表1-28は,全 事業 所の20%が データ

処理を利用す るよ うにな った時点で どの ような各種 システムが利用されるかを予 測 した もので

あるo'

表1-28:各 種 システム利用の予測

グ ラフィ・ック ・デー タの インプ ットに対するパ ター ン認識装置の

商用化。

語いの面で殆ん ど制約がな く,話 し言葉 を認識できるパターン読

取装置。

デ ジタル ・インプッ トの伝送に利用 され る光学文字読取 り技術

手書 きの マシン読取 り装置

デ ジタル ・インプッ トに対する音声回答

データ交換,蓄 積,む よび送出などの情報処理 をルー トで提供 し

て くれるサー ビスo

ビジネス/専 門家のニーズに応える情報バ ンク

ユーザーが簡単で,か つ使い易い言語 でプログ ラムが組 めるよう

に なる。 これによって プ ログ ラマに対す るニーズが減少する。

一定のグ ラフ ィ。ク性能 を有する安価 な英数 字用ター ミナル
。

リアルタイム方式の言語翻訳

オ ンライン ・バンキング(現 金利用の低下)

郵便の代替 としてのデー タお よびファク シミリ ・サー ビスの利用

遠隔 メー ター読取装置,交 通管制お よび気象管理

'1995

1978

198:2

1983

978

1988

1988

1983

1982

*デ ー タは質問 に対す る回答の中間値を示す ものである。
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成長率や開発状況か ら判断 して,コ ンピュータ通信産業は,ま だ未発達の段階 にあるといえ

る。 しか し,世 界の どの国をとって も,カ ナダほ ど各種のデータ ・サー ビスを利用で きるとこ

ろは見当 らないと言われ る位 カナダのデー タ通信 サー ビスは進んでい る。

カナダの電話産業は,コ ンピュー タ通信 グルー プを通 じて,将 来への展望を抱いている。 研

究,開 発段階にある プロジェク トは数 多い し,ま た多数 の新 しい概念が検討され,場 合 によっ

ては試験 も実施されてい る。

そ の中には処理 志向型 ネ・ トワークの概念 もあり,そ の料金体系はそれぞれ 質問応答式処理

をベースに決め られている。 パケ。 ト交換 とい う考え方もある。 これは回線ではなく情報のパ

ケ ッ トが,目 的地に変換 され るとい う考え方である。 その他 にも,デ ィジタル技術の 開発は進

んでいるo

政府によるコンピュー タ/通 信政策

1973年4月,カ ナ極 信省は,"Computer/Co㎜unicationspolicy_

APositionStatementbytheGovernmentofCanada"と 題する

コン ピュー タ/通 信政策暫定案を発表 した(い わゆる 「グ リーン ・ペーパー 」)。 この中で述

べられている政府見解は,政 府の政 策 として確定した ものではないが,政 府の コ.ンピュ一夕/

通 信に関する種 々の研究 成果の結晶 ともい うべ ぎもので注目に価する。 ..、

政 策の内容 としては,米 のFCCが71年 に 出した 「コンビュー一夕/通 信に関する最終裁決 」

と共通す る点 もあ るが,カ ナダの政治 ・経済 ・社会そ して地理的要 因を考慮 して,カ ナダ特有

の政策 を強力に打出 している。政 策項 目は5つ の カテゴリーに分類され項 目数は29項 目にの

ぼ ってい るoそ の概容は次の通 りである。

(1)一 般 的政策

① コンピュータ/通 信は産業お よび 社会活動の重要 な分野であり,カ ナダにおけるコンビュ

タ/通 信 シス テムに対する政策は,カ ナダの一体化,主 要な経済的社会的 目標の達成 ならびに

主要 な事業活動およびサー ビスにおける カナダの影 響力ない し支配力の極大化の3点 を強調

す ることを目指す もので なければな らなレ㌔

② コン ピュータ/通 信産業を カナダ人の所有 ないしその経営支配下にお くこ とと,地 域的バ

ランスを考慮 した発展を積極的 に助 成す る。

③連邦政府 は各州 と協議 しかつ共同研究を行な う。

(2)デ ー タ通信政策

④効率の よいかつ信頼性の高 い全国的システムを発展させ る。'

⑤ データ通信政策は,ニ ーズへの適合とともに コス トの引下げ をも目指す ものでなければな

らない。

⑥ リモー ト・コン ピュータ ・サー ビス提供業者に対するデー タ伝送 設備への アク セスをより

一247一



自由にする。

⑦通信 産業者所有の伝送設備を利用 する際の タリフ規定の緩和をはかる。

⑧コン ピュー タ ・サー ビス会社に対 し,コ ンセン トレ一 夕,マ ルチプレクサの使用,公 衆回線

への接続,さ らには 自営設備の使用 を認 める。

⑨デー タ伝送回線お よびデータ伝送設備の共同利用を認める。

⑩既存の通信業 者が伝送設備を提供する とい う体制はそ のまま維持する。

⑪連邦政府は通信業者 とも協議す る。

⑫連邦政 府は州当局 と政策の調整 を行ない,全 国的デー タ通信 システムの達成に必要な推進機

構を作 り上げ るための努力をす る。

(3)産 業 発展政 策

⑬ コンピュー タ ・サー ビス産業は,特 別な場 合をのぞ き規制 され るべきでない。

⑭カナダの コ.ンピュ一 夕産業にむけるソフ トウェア部門お よびサー ビス部門をカナダ人の所有 ・

経営支配 下にお くこ とを促進す る。

⑮通信業者が コン ピュー タ ・サー ビス産業 に参入す るには別の子会社を設立 しなければならな

いo

⑯ 大蔵省は関係機関 と協力し,銀 行その他の金融機 関に よるコンピュー タ ・サー ビスについて

検討 を行な う。

⑰大学が商用デー タ処理 サー ビスを提供す るのは特別の場合 をそそ き望ま しくない。

⑫ 文化的価値にかかわる情 報システムの運営 ・提供は カナダ人の手に よらなければ ならない。

⑲産業,調 達,科 学分野の諸政策の確立に当って,カ ナダ人の経営支配 によるコンピュータ産

業の振興を考慮す る。

⑳ 連邦政府の調達政策は,カ ナダ人の経営支配に よる コン ピュータ ・サー ビス産業 の振興策に

力を入れる。

⑳ 連邦政府は適 切な訓練計画設定の助長 のため関係方面 と協力す る。

2連 邦政府は コン ビ=一 夕/通 信に関す る標進化活動 を助長する。

⑳ 通産省は コンピュー タ産業発展の具体的政策お よび計画の立案を行な う。

(4)新 しい コン ピュータ/通 信 シス テムとその アプ リケーシ 。ン

⑳連邦政府は社会的に重要な システムの開発を推進する。

⑳連邦政府は,コ ンピュータ/通 信の社会的影響の研究 促進をはか る。

⑳政府関係機関による研究成果の民間による利用を促進する。

⑳教育におけるコン ピュー タ利用の研究開発を推進す る。

(5)連 邦政府 におけるコン ビュー一夕/通 信活動の調達

●各省庁連絡委員会を設置する。

⑳通信省お よび通信 省の計画策定機能の強化を推進する。
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2.共 産 圏 諸 国

● ソ 連

● 東 独

● チ ェ コ ス ロバ キ ア

● ユ ー ゴ ス ラ ビ ア

● ポ ー ラ ン ド

● ル ー マ ニ ア

● ハ ン ガ リー

● ブ ル ガ リア

● ア ル バ ニ ア

● 中 国



、
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ソ 連

「剰余価値 を創出

することに より,労

働者階級に対する搾

取 を増大 させ,さ ら

に労働 者と生産手段

を結びつけている革

命的 きずな をゆるめ

るために使われ る資

本主義者の策略 」-

1955年 の ソ連のあ

る百科辞典は,サ イ

万

＼伽

バネティクス を こ う定義 した。 こ うした

認識は,そ の後のソ連 のコンピュータ政策

の出遅れにつなが り,西 側 との間にかな り

のギャップを生 じさせ ることにな った0

60年 代 に入るとさすがに,「 応 用サイバ

ネテ ィクスの社会的過小評価 」を認め ざる

を得な くな り,集 中計画経済の 中で,コ ン

ピュータの占め る位置 をクローズ ・ア ップ

口㌧

ノ

コンピュ一夕設置台数最新 デ ータ

国 名 ソ 連

設 置 台 数 8,000台

調 査 時 点 1972年 末

調 査 元 21stCentury

備 考 (予 測)

しようとい う試みが とられ るようにな った。 こうして各産業の自動化計 画が導入されたが,こ

の時期(60年 代 後半)に な って初め て,ソ 連政府は直面 している事業の巨大 さ,関 連す るさ

まざまの問題 に気ずいたので ある。

1970年,ソ 連の英雄的科学者,A.P.Sakharov氏 は,ソ 連指導者 に書簡を送 り,

「 ソ連の現有コン ビ5一 タの性能 は,米 国の数百分の1し かな く・ヲン ピ=一 夕利 用面のギャ

ップも想像を絶する程 大きい」と訴えた。1971年 春 開催された第24回 共 産党大会によって,

ソ連のコンビ=一 夕政策は本当の意味 でその第1歩 を進 めることにな った。同大会の席上,

Brejhnev共 産 党書記長は,「71年 一75年 の5ケ 年計画では,高 性能 コンビa－ 夕の生産

拡大のため,特 別の配慮がとられ るべ き」と述べた。 またKosygin閣 僚 評議会議長は,「 コ

ンピュータは最適 プランの決定,諸 計画 の展開などに特に有用である」と明言 した。 さらにゴ

スプラン(国 家計画委員会)の 委員長,N.K.Bojbakov氏,ソ 連 科学 アカデ ミーρ会長,

M.V.Keldysh氏 は,コ ンビ。一夕利用を拡大する必要性,優 れた周辺 装置の開発,情 報
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年

1948

1950

1952

1953

1954

1955

1957

1958

1959

1960

1961

1963

1964

1965

1966

1967

1968

1969

1970

表2-1:ソ 連 の コ ン ビ=一 夕 史 と近 況

出 来 事

ソ連 で 最 初 の コ ン ピ ュー タ 生 産 開始

ウ ク ラ イ ナ 科 学 ア カ デ ミー,MESMを 製 造

ソ連 科 学 ア カ デ ミ ー)MESMを ベ ース にBESM-1を 製 造;

M-1小 型 コ ン ピ ュ ー タ 製 造

特 殊 目的 コ ン ビn－ 夕,POGODA,KRYSTALLの 開 発 に 着 手;

モ ス ク ワ でSTRELAマ シ ン 開 発

M-2発 注 さ る;

精 密 機 器 省,URAL・1完 成

ソ連 の 百 科 辞 典 く サ イ バ ネ テ ィク ス 〉 を 「労 働 者 階 級 に 対 す る搾 取 を 増 大

さ せ る 資 本 家 の 策 略 」 と決 め つ け る 。

M-3製 造

STRELA-2開 発

エ ネ ル ギ ー研 究 所,SETUN製 造

ウ ク ラ イ ナ 科 学 ア カ デ ミー,KIEVコ ン ピ ュ ー タ 完 成;

BESM-2,URAL-2発 表 さ る

白 ロ シ ア でMINSK-1製 造;t

ARAGATS,YEREVAN,RAZDAN開 発 開 始

RAZDAN-2完 成

DNEPR-2発 表

MINSK-22発 表

BESM-3M完 成

BESM-4,NAIRI発 表;

IBM7094と 互 換 性 を もつBESK-6開 発 開 始

URAL-11発 表

BESM-6利 用 開 始;,

MINSK-23,URAL-14発 表

イ ズベ ス チ ヤ,ソ 連 の コン ピ ュ ー タ 政 策 を批 判;

URAL-16,TBILISI-1,MINSK-32,RIADの 概

念 が 明 ら か に され る。

初 の タ イ ム シ ェア リン グ ・コ ン ビs－ 夕,MINSK-32発 表 さ る

科 学 者A.P.Sakharov,ソ 連 の コ ン ピ ュ ータ の 遅 れ を 訴 え る

コ メ コ ン,RIAD共 同 開 発 に調 印;
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●

英国ICL,ソ 連経営管理研 究所から200ボ ン ド(シ ステム4/50一

2台,シ ス テ ム4/70-2台)受 注;

米国,ICLの ソ連向け コン ピュータ販売 を非難

1971 ソ 連,コ ン ビ 。 一 夕5ケ 年 計 画 開 始(75年 ま で に12,000台 ～15,000

台の第3世 代機生産を計 画);MINSK-32稼 動 に入る;RIAD計

.

画の遅れ指摘される;

レ ニ ン グ ラ ー ドで シ ス テ ム テ ク ニ ヵ'71開 か れ,IBMも 出 品;

IBM,シ ス テ ム360/50を 受 注

1972 RIAD第1号 機,ES-1020発 表;

ソ連 米国ヘ コン ピュ一夕視察団送る;

モ ス ク ワ で コ ン ピ ュ ー タ ノ72開 か る,

Honeywell,Gosbank(ソ 連 国 立 銀 行)か ら600シ リ ー ズ を2台 受 注;

ニク ソン米大統領訪 ソ;

ア エ ロ フ ロ ー ト航 空,予 約 シ ス テ ム発 注IBM,ICL,Univac,

LeaSCOが 入 札;

ニ クソン訪ソの成果のひ とつ として,米 ソ科学技術協 力に協定;

Burroughs,ソ 連 化 学 機 械 工 業 省 にB4700(20'0万 ドル)を 納 入; 、

1973 GE,モ ス ク ワで 商 用 デ ー タ処 理 ネ ッ ト ワ ー ク の デ モ ンス トーレ ーシ 。ン を
'

行な う;
'

米ソ第1回 科学技術合同会議開催;

CDC/ソ 連,超 大型機合同開発を含む最大規模契約うわささる;

伝達手段の飛躍的進歩などについて指摘 した。
'こ う し

て1971年 か ら 開 始 さ れ た ソ連 邦 第9次5ケ 年 計 画 で は,コ ン ピ ュ ー タ に ト ップ ・

プライオ リテ ィ(最 優先)と もい うべ き位置が与え られた感 さえある。 ソ連の計画 では,こ

の5年 間に1万2,000台 か ら1万5,000台 の第3世 代機を生産することになっている。予

定通 りにいけ ば,1975年 におけるソ連の コン ビ・一夕設置台数は1万8,000台,金 額 に

して45億 ドル に達する。
●

ところでここに興味深い比較がある。 ソ連が計画 してい る1975年 の設置ペ ース(1万

8.000台,45億 ドル)は,米 国 が1964年 に 達 成 し た レベ ル(1万8,200台,61億

ドル)と ほぼ一致す る。 この間11年 の 開 きがあるわけだ。 と ころが1972年 における ソ連

の設 置 ベ ース 推 測(8.000台,20億 ドル)は,米 国 で は や は り11年 前 の1961年 に

7,550台,27億 ドル で 達 成 され て い る。 つ い で に 言 え ば,1970年 の 推 測 ソ連 ベ ース

(4,500台,11億 ドル)は,そ れ よ り11年 前 の 米 国 の ベ ー ス(3.810台,13億 ドル)
■
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とほぼ同一 レベルである(図2-1)。 結 局米国に11年 間の差をつけられて きた ソ連は,今

次5ケ 年計画が終了 した時点で も,や はり同じ差をつけられていることになる。 しか もこれは,

ソ連が予定通り計画を完了した場合である。関係方面のデ三夕を総合すると,ソ 連はすで匝計

画 より遅れ気味 である。 これは ソ連,東 欧が,第3世 代機 プロジェク トとして進めているRI

ADの 遅 れに もあらわれているo

図2-1:ソ 連の コンピュータ計画 と米国の実 績

設

・

置

台

数

(台)

20POO

15.OOO、

10POO

5000

=
一

一

ー

一

一

1塑

7

18,000

一

一

一

一

.

7,550
8,000

'
ぶ

一

= 黙

: 靱/ドi・ '
一

等o ぶ: 田ブ '
:
' ' '|1}ll

19591970

口
〆

19611972

米国台数

ソ連台数

19641975

_●_米 国金額

_O_ソ 連 金額

8.000

6ρ00

4ρ00

2DOO

設

置

金

額

(IDC調 べ)

一252一



問 題 点

図2-2,2-3は1971年 か ら75年 にかけての,ソ 連および東欧諸国の コン ビ=一 夕設

置台数,設 置金額の増加状況を推測 した もので ある。 これでみる と,一 見順調な発展をとげる

ように期待 され るが,こ れがそのまま国産の マシンで満たされ るわけではない し,台 数の増加

の裏に様 々な問題 も横た わっている。 、

・朱ず第一 に人の問題がある
。 ソ連の コンピュータ関係者は,コ ンピュータ事情 を西欧あるい

は日本の レベルに養で引きあげ るには,ハ ードウ ェア,ソ フ トウ.ア の開発 もさることなが ら,

国家 レベルでの トレーニングを充実 していく必要があることを痛感 している。 現在の ソ連 には,

西 側諸国で言 っているいわゆるシステム ・アナ リス トとなるとほ とん どいない状況にあるとみ

られる。 このためせ っか くコン ピュータを入れても,こ れを十二分に使 いこな していない。 一

方 コンピュータ要 員を養成 して も,ソ 連の産業担当マネジャーの間 には,積 極的に これら要員

を採 用していない「心理的障壁 」というべきもの も存在 している。

第二 にハ ー ドウェアあるいは技術的 問題がある。 ソ連計画委員会は1968年,主 力3機 種の

非互換性を打ち出 したが,こ の ため大規模なコン ビ。一夕 ・センターとか国家規模 のコン ピュ

ータ ・ネ
ットワーク建設は著 し く損なわれ たoRrADと い う単一統合 システム開発を打 ちだ

した理 由のひとつは,こ の辺の事情を考慮に入れた もの と考え られ る。 ソ連は テレコミコニケ

ーシ 百ン とか コン ピュータ ・システムの結合に関す る技術でも遅れている。 この技術について

は,西 側か らの技術を積極的に入手 していこう とい う姿勢がみられる。

第三に ソ連の コン ピュータ政策があげられる。 これは米国Rand社 のB.W.ボ ー エム

(Boehm)氏 な どが指摘 しているが,ソ 連は経済政策については 中央集権的国家政策 を推進

しているが 、,ことコン ピュータに関 しては,各 研究所,製 造施設がぱ らぱ らに研究,開 発,製

造を行な っている。 このため利用者側は,メ ンテナ ンス とかその他 重要なサー ビスを十分 効果

的に うけ ていない。 しか し最近 では,コ ン ピュータの中央政策の必要性がク ローズ ・ア ップさ

れ,問 題解決のための努力が行 なわれているようだ。

第四に周辺 装置 の問題が ある。訪 ソした米国人 科学者は口をそ ろえて,ソ 連は周辺装置の信

頼性が低いのに苦労 している という。Univac社 の カール … マ ー(Ha㎜er)氏 は
,ソ 連の

周辺装置の ダウン ・タ イムは,米 国製の5%に 対 して50%に もおよぶと報告 している
。 スペ

アー部品の在庫 も,ほ とん どな いのが実情の ようだ。

第五 にソフトウェア の 問 題 だo先 ず ソフ トウェア開発が極めてスロー・テンポであること

が指摘される。 ソ連の コンピュータ ・ユ ーザーにとって,ソ フ トウェアが不適切な ことは
,サ

ービスの貧弱なことあわせて今や最大 の問題 にな りつつある
。
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図2-2:ソ 連,東 欧 におけるコンビa－ 夕設置台数の推移(1971年 →1975年)
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図2-3:ソ 連,東 欧 におけるコン ビ=一 夕設置金額の推 移(1971年,1975年)

1975年(百 万 ドル)

1971年(百 万 ドル)
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1,552

1,524
4,SOO

吻 ・・　隙

西側 コンピュータ

現在 ソ連にぱ 蒼ぼ100台 の西側 コン巴 一夕が設置されてい ると推定 され る。庵 れは全設置台

数に比 し,台 数 で1.67%,金 額 で4.4%を 占める。 ソ連の特殊なコン ピュータ事情 と,西 側

メーカーの進出が厳 し く制限 されてきた ことを考慮すれば,こ こで西側 メーカーの市場 シェアを

云 々するのは意味がない。実際 ソ連市場 では,ソ 連製のMinsk,Ural,Besmを は じめその他

の型のマシンを含 めると実に5,800台,14億4,000万 ドルになb,全 体の96.6%'r945

%を 占める。 ポ ーラン ド,東 独な どの東側 マシンも入 っているか ら,西 側 メーカー製のコンビ

・一夕は残 りの極 くわずかな部分,つ まb台 数で100台(1.7%),全 額 で6 ,700万 ドル

(4.4%)に す ぎな いb(表2-2参 照)

英 国のICL(InternationalComputersLtdl)は,19・65年 に 初めてソ連にコ

ンビa－ 夕を販売 した。 「1971年 に は,1906Aコ ン ビ=一 夕を2台,theSherpukhov

HighEnergyPhysicsInstituteに 納入する認可 を得,ソ 連に対す る総売上げ高 は累

計で,3,550万 ドルにな った(ICLが ソ連に売 っているのは,大 半がシステ ム4マ シンで

ある)。ICLは ソ連に進出 した最初の西 側メーカーで,一 時は西側 メーカーだけの シェアー

の70%を 占めていた こともあった。ICLは ソ連海外貿 易省と親密な関係 を結ん でおり,モ

スク ワに永久的事務所開設を許 されている海外30社 の 中に名を連ねている。

Honeywe'11-Bullは,ICLに 次 いで二番目のシェアを持 っている。 同社は米国のHone-

ywe11社 が株式の64%を 所有 していて,実 質的には米国の企業だが,ソ 連市場 には仏企業
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表2-2:ソ 連 における西側メ ーカーの設置状況(1971年)

メ ー カ ー 名 台 数 シ ェ ア ㈱ 金 額(午 トツの シ ェ ア ㈱

ICL

'

21 0.4 35,000 2.3

HIS(注1) 12 0.2 10,000 0.7

日 本(注2) 10 0.2 3ρ00 0.2

IBM 8 0.1 9,000 0.6

CDC 2 0.03 5,000 03

sipmens 2 0.03 2,000
.

0.1

その他(注3) 45 0.8 3000 0.2

西 側 計 100 L7 67,000 44

東欧計(注4) 100 L7 17,000』 1.1

ソ連計(注5) 5,800 96.6 1,440,000 94.5

合 計 6,000 100(% 1,524,000 100

注1)

注2)

注3)

注4)

注5)

、

仏Bull製 マ シ ン も含 む 。

日電,日 立,東 芝,富 士 通 マ シ ン な ど。

Marconi,Ferranti,Xerox,Hewlett-Packard,Elliottな どの 各 社 を

含 む 。

ボ ー ラ ン ドのODRA,URAL,東 独 のROBOTRONな ど

MINSK,URAL,BESMな ど主 力機 器 の そ の 他 ソ連 製 マ シ ン を 含 む。

(21stcenturyResearch調 べ)

として進出している。 しか しソ連ヘ コンピュ一夕を売 り込む場合は,米 国商務省の認可を とり

つける必要が ある。同社は ソ連のGosbank(国 立 銀行)に,HIS615を2台 売 りつける契

約を最近 とりつけている。 契約額 は520万 ドルにのぼり,こ れは西側 メーカーとソ連との契

約では最大級の もののひとつだ。 この システムには,100台 の ター ミナル,2台 のData-

netコ ン トローラ,そ の他多数の周辺装置が含まれている。

IBMは1971年11月,レ ニングラー ドで開かれたシステムテクニカ ・シ 。ウで,初 めて

公式に360/S6を 展示 した。 同コンピュータはソ連 化学省からの販売契約を取 りつけ,72

年5月 輸出 ライセンスを得ている。 もっと もこれ以前で も,例 えば71年7月 には ラジオお よ

び通産省にIBM360/40が 導 入されている。 これはワシン トンにある中古 コンビ=一 夕会
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社,ICX(lnternationalComputerExchange)が 売 った ものである。

日本はソ連 との取引 きに関 しては有利 な立場 にあるといえ る。それ は日本の企業13社 が,

モ スク ワに事務所開設を認可されているからで,こ れは一カ国の認可企業では最大 の数である。

これ ら企業には,大 手商社がず らりと名をつらねて いる。現在)!連 に は,日 本製 コン ビ『一夕

が10台 程設置 され ている と推定 される。 シベ リア東部は,そ の地理的条件か らい って も,日

本の企業に とっては恰好な市場 になろ う。

ソ連,東 欧のRlADプ ロジェク ト

ソ連のコン ビ.一 夕設置台数は,第8次5ケ 年計画(1966年 一70年)の 間に急激に増 大

した。 同時に この間に,コ ン ピュータその ものの性 能 も高め られ,ス ピードは4.5倍,内 部記

憶容量は8倍,外 部 記憶 容量は4倍 とな った。 さらに東欧諸国で も,東 独のRobotronシ ス テ

ム,ボ ーラン ドのODRAシ リ ーズ,チ ェコス ロバキアのTeslaマ シン,ブ ル ガ リアの

Elkaキ ーボード,カ ルキaレ 一夕な ど高性能 マシンの開発に成功 した。

こ うして ソ連,東 欧諸国のコン ピュータは,規 模,性 能 と も着実 に進歩 してきた。 しか しソ

連をは じめ,他 の東欧諸 国は,何 れ も国内の コンピ ュータ需要に見合 うだけのコン ピュータ能

力を持 つまでにはいたらなかった。 これは何 より,各 国が ばらば らにコン ピュータ開 発を進め

て きた結果 といえ る。 現在までソ連,東 欧が 開発,生 産 して きたマシンは,各 々プログラム互

換性がなか った し,多 様な外部装置を装備 していた し,さ らに各 々が独 自の ソフ トウ ェアを必

要 としていた。 こうした点を考慮 し,ソ 連の音頭に よって東欧 ブロックの統 合単 一システム

(UnifiedSystem)を つ くろうとい うプロジェク トが開始 された。 これはRIAD(ま たは

RYAD)プ ロジ ェク トと称 され,1970年 初 頭モスクワで開かれたコメコン(東 欧経済相互

援助会議)の 総会で調印され た。

コメコンは西欧側の共同体機構 と同様 のもの と考えられるが,実 際にはかなりの違 いもある。

コメコンはどち らか といえぱ,実 行力のないまた拘束 力の弱い地域的連合で,他 に頼 ることの

ない経済体制を持 つ各 諸国を相互援助協定で結んでいるだげなのである。 コメコンは1949年

1月,ソ 連,ブ ルガ リア,ハ ンガ リー,ボ ーラン ド,ル ーマニア,チ ェコス ロバキアの6ケ 国

で設 置,同 年アルバニア,50年 東 独,62年 モ ンゴルが参加,中 国,北 朝鮮,北 ベ トナム,

=・Tゴ ス ラビア,キ.一 パがオ ブザ ーバ ーを送る ことにな った。(62年 以 降,中 国,ア ルバ

ニア,北 朝鮮は会議 に不参加)o

コ メコンは西欧側のマーシャル ・プランに対抗する もの として発足したに もかかわらず,参

加諸 国が社会主 義国であるため,自 国経済の運営を独 自に計画することが原理であ り,皮 肉な

ことに当初 目論んだほ どの成果はあがらなか った。 それで も鉄冶金産業にk－けるINTERME-

TALLあ る いは軽化学産業におけるINTERKHIMと い った国際組織が,特 定産業内での国際

協力のためにい くつか設立された。 コンピュータ開発,生 産のための専 門協定,RIADプ ロジ
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エク トも,こ うした協 力努 力のひとつで あり,自 動化設備,原 子 力エネルギーな ど新 しい分野

の成果のひとつである。

RlADコ ン ピ ュー タ の 開 発,生 産 状 況

RIADと い う の は,電 子 計 算 機 統 一 シ ス テ ムを 意 味 し,こ の プ ロジ ェク トで 開 発 さ れ た マ

シ ン は,R-○,EC-○,ES-○,な ど と呼 ば れ る 。 海 外 の 各 種 の 文 献 は,各 々様 々 な 呼

び 方 を し て い る が,ち な み にR-1020,EC-1020,ES-1020,RIAD-

1020は 全 て 同 一 の マ シ ン を 指 し て い る。

RIADコ ン ビa－ 夕 に は,全 部 で7機 種 あ り,ス ピ ー ドは10K～150万 オ ペ レ ーシ 。

ン/秒 。 最 ・j・機 種 はR-10,最 大 機 種 はR-60だ が,73年5月 モ ス ク ワで 開 か れ た 東 欧

諸 国 の 展 示 会 に は,R-50ま で の6機 種(R-10,R-20A,R-20,R-30,R

-40
,R-50)が 展 示 さ. 表2 -3:ソ 連 の 最 大 機 種

,BESM-6め 性 能

れたoR-60に っ いては,

ソ連科学 アカデ ミーのV.S.

Semenihin氏 が プラウダと

のインタビューで,「 今なお

開発段階 にある」と述べてい

るoR-60は プ ロジェク ト

開始当初,300万 オペレ ー・一

シ 。ン/秒 の機能があると伝

えられたが,そ の後200万

オ ペレーシ 。ン/秒 に変更 さ

れ,さ らに最新の公式発表で

は,前 述の ように150万 オ

ペレーシ ョン/秒 とな ってい

る。 これはRIAD最 大規模

マシ ンの 開発が難 解を きわめ

ていることを示唆する もので

あろ うが,150万 オ ペレ ー

シ。ン/秒 のR-60が 完 成

すれ ば,こ れはやは リソ連製

コン ピュータとしては最大の

ものになる。 現在まで ソ連が

完成 した最大のマシンは,

・ス ピ ー ド

・ ワ ー ド長

・ ナ ン バ ー ・ リ プ

レ ゼ ン テ ー シ 。 ン

・ ア ド レ ス 数

・ コ ア ●キ ャ ハ シ ア イ

・ コ ア ・サ イ ク ル ・ タ イ ム

・ ド ラ ム ・ キ ャ パ シ テ ィ

・ ト ラ ン ス フ ァ ー ・ レ ー ト

・磁 気 テ ー プ ・ キ ャ パ シ テ ィ

ト ラ ン ス フ ァ ー ・レ ー ト

'1/0シ ス テ ム

1,000,000・pns/sec

50(パ リ テ ィ チ ェ ッ ク)

フ ロ ー テ ィ ン グ ・ ポ イ ン

ト ・バ イ ナ リ ー

32K(8ブ ロ ック)

2μsec

16×32,000ワ ー ド

20μse/ウ ー ド

32×106ワ ー ド

65μse/ワ ー ド

カ ー ド ・ リ ー ダ(VU-700)

:700カ ード/分2台,紙

テ ー プ ・ リ ーダ(FSM-3)0

800キ ャ ラク タ/秒4台

ア ル フ ァ ニ ュ ー メ リ ック

・ プ リ ン タ(ATsPU-128)

400行/分1台,カ ー ド・

パンチ(PI-80-2)100

カ ー ド/分 ア ー フ ・八

一 フ ォ レ 一 夕O
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BESM-6(表2-3参 照)だ が,同 マシ ンはス ピードは100万 オ ベレ ーシ.ン/秒 でR-

60に は 及ばない。

ES-1020は,キ エ フの サイバネテ ィクス研究所 に設置 されている。 同研究所に入ってい

る1020は,最 初に生産 された1020と み られ る。73年7月 に同研究所を訪 れた人によると,

ES-1050も 導 入を開始 されて いたと伝え られ るが,完 全に設置済みの段階ま ではなってい

なか ったo

ES-1010は,す でに稼動体制にあ り,ES-1030も 間 もな く生産に入る といわれ る。

ES-1040は,東 独 ですでに生産を開始 した。 ソ連におけるESコ ン ピュータの生産は幾つ

かの工場で行なわれているが,ミ ンスク工場 が中心的で役割 りを果 している。.同工場は ソ連の

代 表 的 コ ン ピ コ ー タMinsk-32(表2-4参 照)を,年 産500～600台 の ペ ー ス で 量 産 して

い るo

ES-1050は,Uralシ リ ーズ,コ ン ビn－ 夕 を製 造 して い る ペ ン ザ で 生 産 さ れ る もの と

み られ る。73年5月 モ ス ク ワで 展 示 され たES-1050は,ペ ン ザ工 場 で 生 産 さ れ た もの だ

し,同 工 場 がRIADプ ロ ジ ェク トで ク ロ ー ズ ・ ア 。 プ され た もの も今 回 が 初 や て で あ る。

RlADコ ン ピュー タ

の概要

RIADコ ン ピュータ

は,科 学,技 術,経 済,

経 営管理 上の様 々な問

題解決をねらった第3

世代機 である。CPU

と周 辺装置の統合に関

しては,完 全に標準化

されてお り,ユ ーザー

は各 自の要求にあわせ

てぴった りの コンフィ

ギュレ ーシ ョンを選ぶ

ことがで きる。RIAD

コ ン ピュータの特長を

要約 すると,① 拡張性

と互換性② マイク ロ・

エレク トロニクス③統

表2-4:ソ 連 製,Minsk-32の 性 能 概 要

・ コ ア ・サ イ ズ

長

・サ イ ク ル ・タ イ ム

・ス ピ ー ド

・周 辺 装 置

16K～ 最 大64K語

37ビ ッ ト

5マ イ ク ロ秒

25,000～50,000オ ペ レ ー シ ョン/秒

磁 気 テ ー プ800BPI

2,400フ ィー ト

転 送 速 度

64KC/秒

カ ー ド ・ リ ー ダ600枚/分

カ ー ド ・パ ン チ100-120枚/分

(80カ ラム)

紙 テ ー プ ・ リ ー ダ1,500キ ャ ラ ク タ/秒

紙 チ ー フ ・ハ ン チ80-150

テ レ タ イ プ ラ イ タ10キ ャ ラ ク タ/秒

プ リン タ400-420行/分

一 された1/0構 造④広範 な周辺装置⑤強力な ソフ トウェア ・システムの5つ が あげ られる。
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*拡 張 性 と互 換 性

ESコ ン ピ ュ ー タ ・モ デ ル は,(イ)周 辺 装 置 の 数 と型 を 増 大 す る(ロ)内部 ス トレ ー ジ 能 力 を ア ッ

プす る臼CPUを ア 。 プす る な ど 種 々 の 方法 で 拡 張 す る こ とが で き る 。 この た め に マ シ ン 間 の

互 換 性 は 完 全 な もの と な って お り,例 え ば プ ログ ラ ムは,再 プ ロ グ ラ ミン グ な しに どん な 大 型

サ イ ズ のESマ シ ン で も使 用 す る こ とが で き る。

ESコ ン ピ ュ ータ の プ ロ グ ラ ム互 換 性 は,イ ン タ ーナ ル ・ス ト ラク チ ャ ーの 統 一 に よ って も

た ら さ れ て お り, .特 に イ ン ス トラ ク シ ョン,デ ー タ ・プ レ ゼ ン テ ーシ 。ン,ア ドレ シ ン グ,シ

ス テ ムは 単 一 セ 。 トの 形 を と っ て い る。

*マ イ ク ロ エ レ ク ト ロニ ク ス

ESコ ン ビ;一 夕 は,マ イ ク ロエ レ ク トロ ニ ク ス に お け る 最 新Q技 術 を 広 範 に 使 用 し て い る。

モ ノリシ 。クICに よ っ て,エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・パ ッケ ー ジの 基 本 的 要 素 が つ く られ,ESの 小

型 サ イ ズ マ シ ンteよ び 大 半 の 周 辺 装 置 はTTLロ ジ 。ク を 使 用(周 辺 装 置 で はDTL回 路 を 使 っ

た も の もあ る)し,大 型 のES-1050,EJ-1060は ス イ ッ チ ング ・ ロ ジ ック 回 路 を使 用 し

て い るo

*統 一1/0ス トラ ク チ ャー

ESコ7ピ=一 夕 の 周 辺 装 置 は,特 殊 な チ ャ ネ ル ・ス イ ッチ ン グ装 置 に よ っ てCPUに 接 続 さ

れ て い る。 周 辺 装 置 は,コ ネ ク タ ーの 標 準 シ ス テ ム(1/0イ ン タ フ ェー ス)に よ っ て チ ォ ネ

ル に 接 続 さ れ て い る(図2-4)。
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図2-4:ESコ ン ピ コ 一 夕 の 一 般 的 構.造

プ ロ セ ッ サ ー

主 記 憶

シレクテ ィブ

チャネル

マルチブレクス ト

チ ャ ネ ル

1/0イ ン タ ー フ ェ イ ス
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,

周 辺 装 置

コン トロール

ユ ニ ッ ト
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ユ ニ ッ ト

周 辺 装 置

コン トロール

ユ ニ ッ ト
}.
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`
1
`

1

周 辺 装 置

コン トロ→ レ

ユ ニ ッ ト

周 辺 装 置

コン トロール

ユ ニ ッ ト

P－ τ'

1'

1 周 辺 装 置
L
l

一

コン トロー ル
1

↓
ユ ニ ッ ト

「 1

P--6'"－

G)一 周 辺 装置

チャネルには セtZ■タ とマルチプレクサの2っ の型 が あ るoセVク タ ・チ ャ ネ ル は,高 速 装 置 を プ ロ セ ッ

サ に 接 続 す る 際 使 用 され る もの で,ESコ ン ビ=一 夕 で は,ド ラ ム ・ス トレ ー ジ,移 動 デ ィス

ク ・ス トア,固 定 デ ィス ク ・ス トア,磁 気 テ ー プ ・デ ィ ス プ レ イ な ど が これ に 含 ま れ る 。

各ESマ シ ン は,幾 つ か の セ レ ク タ ・チ ャ ネ ル を 装 備 して お り,小 型 サ イ ズ ・ マ シ ン で は2台

ま で,大 型 サ イ ズ で は6台 ま で あ る。 マ ル チ プ レ ク サ ・チ ャ ネル は ・低～ 中 速 装 置 の た め の も
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義2-5:RIADコ ン ビ=一 夕 機 種 別 性 能 一 覧

BC-1010

>

EC-1020A EC-1020 EC-1030 EC-1040 EC-1050 EC-1060

製 造 担 当 国 ハ ン ガ リ ー チ エ コ ス ロ バ キ ア ブル ガ リア ・ソ達 ボ ーラジ ド.ソ 連 東 独 ノ 連 ソ 連

平 均 オ ベレ ー シ ・ン/秒 10,000 40,000 20,000 100,000 300,000 500,000 L500,000

lCロ ジ ッ ク ・ タ イ プ TTL TTL TTL TTL TTL ECL RCL

シ ス テ ム 互 換 性 ← 特 殊 イン ス ト ラク シ 冒 ン セ ッ ト→ 完 全 プ ロ グ ラ ム 互 換 性噂 ・

シ ン プ ル ・ オ ペ レ ー シ ョ ン'
'

15 20-30 5-11⑧
1.4-2.0
(0.9-1.8)

0.65-2.0
(LO)

0.5

実

行

時

間

(

マ

イ

ク

ロ

秒
)

加 算 減 筒
.(固 定 小 数)

LO-3,0 20-30 20-30 9-II 1.4-2.0 0.65-2.0 0.5

加 算 減 算
(浮 動 小 数)

2.6『3、6 ,
50-70 10-16 2.5-3.6 1.4-2.4 0.5

掛 算
(固 定 小 数)

4.0-38 80-120 220-350 32-38 7.2-8.2 2.0-2.4 LO

掛 算
(浮 動 小 数)

490 27-33 6.5-13.1 2.0

掛 算 ダ ブ ル ・ ワ ー ド L200 60 12 12 1.5

割 算:

(固 定 小 数)
150 390 100-106 16.2-17.3 8.3

割 算
(浮 動 小 数)

4{}0 46-52 10.4-20.3 7.2

主

記

憶

容 量(Kバ イ ト) 8-64 16-64 64-256 128-512 256-1024・ 128-1024 256-2048

サ イクル 〔タ イム(マ イ ク ロ秒) LO 2.0 2.0 1.25 0.90 L25 0.60

ア ク セ ス ・ タ イ ム(マ イ ク ロ秒) LO 1.0 0.75 0.45 0.4-0.6

チ

ャ

ネ

ル

・ルチプ卵 ㌣、瓢 プぷ 160 35-220 25 40 50-200 100-450 100-450

セ レ ク タ

数 1 2` 2 3 6 6 6

伝 送 速 度

(Kバ イト/秒)
240 120

200

(～300)

600

(60(ン ～800)
1,200

'

1,300 1,300

注)(1)表 中()内 の数 字は,他 の調 査と数字 が異な っている場合の デ ータ
'

(2)SovietCybelleticsReview73年9月 号,Datamation73年9月 号,lDC認 否をもとに作成
、
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表2-6:RエAD各 種 モ デ ル の 最.小 構 成

ES-1010 ES-1020▲ ES-1020 ES-1030 ES-1040 ES-1050

.

プ ロ セ ッ サ
. ES-2010 ES-2021 ES-2020

ES-2030

(ES-3203メ モ リ)

ES-2040

(ES-3204メ モ の

ES-2050

(ES-3205メ モリ2台)

チ ャ ネル

マ ルチ プ レ ク サ

セ レ ク タ

ES-4011

ES-4034(3台)

ES-4012

ES-4035

デ ィ.ス ク

デ ィ ス ク

デ ィス ク ・パ ック

コ ン トロ ール 装 置

ES-5060

ES-5058

おS-5558

ES-5056

BR-5551

ES-5056(2台)

BS-5551

ES-5055(6台)

ES-5555

ES-5050(6台)

ES-5551

磁 気 テ ー プ ES-5010(鋤 8S二5010(始) ES-5016(8亡 ⇒ ES-5010(8甜

テ ー プ ・コ ン ト ロ ール 装 置 ES-5511 ES-5511 ES-5516 ES-5511

パンチ ・カ ード(入 出力)

ES-6016 ES-6012

ES-7010

BS-6012

ES-7010

ES-6012

ES-7010

BS-6012(2窃

ES-7010(2台)

紙 テ ー プ'(人 出 力)

ES-6121

ES-7191

ES-6022

ES-7022

ES-6022

ES-7022

ES-7902 ES-6022(2台l

ES-7032(2台)

プ リ ン タ ES-7034 ES-7030 ES-7030 ES-7031 ES-7032(2台)

タ イ プ ラ イ 、タ ES-71'72 ES-7071 ES-7070 BS-7070 ES-7073 ES-7070(2台)

そ の 他 ■ CRTデ ィス プレ イ付

es-7064

外 部 コ ン ソ ール

注)SovietCyberneticsReview73年9月 号 を も とに 作成

、
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の で,プ リ ン タ',カ ー ド装 置,紙 テ ー プ装 置,プ ロ ッタ,リ モ ー ト ・ プ ロセ シ ン グ 装 置 な ど

が こ れ に 含 ま れ る。

*広 範 な 周 辺 装 置

RIADコ ン ピ ュ ー タ が 広 範 囲 に 利 用 で き る の は,多 量 の 周 辺 装 置 が提 供 され る か ら で あ る。

これ ら の 周 辺 装 置 に は以 下 の もの が あ る。

・磁 気 デ ィス ク ・ス トア(移 動 デ ィ ス ク ・パ ック 含 む)7.25Mバ イ ト/パ ック,転 送1『6

Kバ イ ト/秒

・固 定 デ ィス ク ・ス トア,100Mバ イ ト

.ド ラ ム ・ス トア,2お よ び6Mバ イb,転 送 速 度100isよ び1,200Kバ イ ト/秒

・磁 気 テ ー プ,32お よび63ピ ッ ト/nn,転 送 速 度64お よび126Kバ イ ト/秒

・パ ン チ ・ カ ー ド入 力 装 置,500,000お よび1,200カ ー ド/分

・紙 テ ー プ 入 力,300,1,000,1,500ロ ー/秒

・紙 テ ー プ 出力,100,150,200ロ ー/秒

・パ ン チ ・カ ー ド出 力,100,250カ ー ド/分

・英 数 字 プ リン タ,600,900,1,200行/分

・タ イ プ ラ イ タ,10キ ャ ラ ク タ/秒

・デ ィス プ レ イ(2種),ア ル フ ァ ・ニ ュ ー メ リ ック と グ ラ フ ィ ック型 の2種 ある

・ プ ロ ッテ ィ ン グ ・ボ ー ドお よ び ロ ール ・タ イ プ ・ プ ロ ッタ

・ リモ ー ト ・ プ ロセ シ ン グ装'置

上 記 全 て の 周 辺 装 置 は,国 家 あ る い は 国 祭 的 ス タ ン ダ ー ドを 満 た す よ う設 計 され て い る。

*強 力 な ソ フ ト ウ ェ ア ・シ ス テ ム

ESソ フ ト ウ ェア ・シ ス テ ム は,プ ロ グ ラ ム の 準 備,デ バ ック お・よび エ グ ゼ キ=一 シ ョン に

関 す る時 間 と努 力 を最 大 限 に 減 ら し,コ ン ピ ュ ー タの 生 産 性 と全 ゆ る タ イ プの 問 題 解 決 の 効 果

を 高 め る よ うつ く られ て い る。ESソ フ ト ウ ェア ・シ ス テ ム に は,オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ

ム,技 術 サ ー ビス ・プ ログ ラ ム,ア プ ラ イ ド ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ ・パ 。 ケ ー ジ が あ る。

RlADコ ン ピュータの機能と構成

RIAD各 マシンの開発状況,特 徴 などをみて きた が,性 能につ いてま とめたのが表2-5で

あ る。 また各 モデルは,周 辺装置 の増強 によって,機 能ア ップを計ることもできるが,各 モデ

ル の最小構成についてま とめたのが表2-6で あ る。
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RIADコ ン ビ,一 夕 の ソ フ ト ウ ェア ・シ ス テ ム に は,前 述 の よ うに① オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・

シ ス テ ム② 一 連 の サ ー ビ ス ・ル ー チ ン③ 応 用 プ ログ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジの3種 が あ る。

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム に は,以 下 の4種 が あ る。

・E ,g-1010モ デ ル 用OS-10オ ペ レ ーテ ィ ン グ ・ シ ス テ ム

・ES-1020Aモ デ ル 用MOSス モ ール ・オ ペ レ ー テ ィン グ ・シ ス テ ム

・小 規 模 メ モ リを 備 え た(64Kバ イ ト～128Kバ イ ト)ES1020,1030,1040,

1050用DOSデ ィス ク ・オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム

・大 容 量 メ モ リを 備 え た(128K～2,000Kバ イ ト)ES-1020,1040,1050,1060

　

モデル用OSオ ペ レーテ ィング ・システ ム

RIADコ ン ピュータの基本的 オペ レーテ ィング ・システムは,OSとDOSで,DOSは 小規

模 モデルで最 も効率的で,基 本 的には経済情報の処理を指向 している。OSは 大 容量 メモ リ,

大型高速プロセ ッサを必要 とす る強力なシステムで,汎 用 ア プリケーシ 。ンを指向 している。

これ らの2つ の シス テムを図示 したのが,図2-5で ある。

図2-5:オ ペ レ ーテ ィ ン グ ・シ ス テ ムの 構 造

ー

・・、

DOS

ぺ
コ ン トロ ール ・プ ログ ラム 処 理 プ ロ グ ラ ム

ジ ョ ブ 制 御

1資 材 割 当 て 管 理 コ ン パ イ ラ

デ ー タ 管 理 ア セ ン ブ ラ

シ ステム ・コ ン トロール ALGOL

COBOL

ユ ー ザ ー ・ プ ロ グ ラ ム FORTRANIV

`

PL/1

サ ー ビ ス ・プ ロ グ ラ ム

コ ミュニ クrン ヨン ・エ デ ィ タ ー

ソ ー ト ・ ジ ョ イ ン

テパ ッキ ング ・ファシ リテ ィ

RPG

ユ ー テ ィ リ テ ィ ズ
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技 術 サ ー ビ ス ・ プ ログ ラ ム(KPTO)は,オ ペ レ ーテ ィン グ ・ シ ス テ ム の コ ン ト ロ ール 下 で

機 能 す る テス ト ・ プ ログ ラ ム と 自 身 の テ ス ト ・ プ ログ ラ ム で 構 成 さ れ る。 テ ス ト ・プ ログ ラ ム

の 機 能 に は,デ バ ッ ギ ン グ,チ ェ ッキ ン グ な どが 含 ま れ る 。

応 用 プ ログ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ は'、 一定 の プ ログ ラ ム の解 決 を 指向 し た 一 連 の プ ロ グ ラ ム ・フ

ァ シ リテ ィか 膓 成 り,以 下 の 各 項 目 を 目的 に して い る 。

・科 学,経 済,経 営 さ ら に 国 家 経 済 に 関 す る他 の 諸 問 題 の 解 決

・ リア ル タ イ ム ・タ イ ム シ ェ ア リ ン グ,さ ら に 他 の 特 別 な モ ー ドで のESコ ン ピ コ ー タ ・オ

ペ レ ーシ ョン

・ESマ シ ンを 単 一 プ ロ セ ッサ,マ ル チ プ ロセ ッサ,マ ル チ マ シ ン ・シ ス テ ム で オ ペ レ ー5

す る。`

・第2世 代 マ シ ン 用 に 書 か れ た プ ログ ラ ム の エ ミ=レ ー シ 。 ン

RlADコ ン ピュータの周辺装置

RIADプ ロジェク トでは,周 辺装置の開発 も重視 されている。73年5月 の展示会には,

120の 周辺装置が出品されたが,こ の うち25%は ソ連製の ものであ った。 ブル ガリア,チ ェ

コス ロバキア 〆 ・ンガ リーなども各 々20台 の周辺装置 を出品 した。表2-7は,ES用 周辺

装置とその製造国をま とめた もの。
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表2-7:RIAD周 辺 装置 とその製造国

国 名

装 置 名
ブル ガ リア チ ェ コ 東 独 ハ ン ガ リ ー ポ ー ラン ド ソ 連

プ ロ セ ッ サ

× × ・ × × × ×

×

×

×
P

テ ー プ ・ ド ラ イ ブ

× × ×
、

× ×

×

×

×

磁 気 ド ラ ム × ×

,デ ィ ス ク ・ ド ラ イ ブ
× × × ×

×

フ ィ ック ス ト ・デ ィス ク × ×

テ ープ ・カセ ッ ト・ドライ ブ

カ ー ド ・ リ ー ダ

×

.

× ×

×

×

紙 テ ー プ ・ リ ー ダ

× ×

×

×

×

×

×

カ ー ド ・ パ ン チ
× ×

×

ラ イ ン ・ プ リ ン タ
×

×

×

×

× × ×

×

プ ロ ツ ・タ

× ×

×

×

CRTタ ー ミ ナ ル

×

×

×

×

×

×

タ イ プ ラ イ タ
×

×

×

×

×

× 「

×

・

キ ー ・ ツ ー ・ テ ー プ × ×

キ ー ・ ツ ー ・紙 テ ー プ
×

×

×

×

×

(出 典,Dat釦nation,73-5月 号)
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デ ィス ク ・ ス トレ ー ジ

過 去10年 間,ソ 連 の コ ン ピ ュ ー タ 事 業 で最 も 不 足 が 目立 って い た の は,デ ィ ス ク ・ス トレ

ー ジで あ った 。ESシ リ ー ズ の 開 発 と 同 時 に,デ ィス ク の 開 発 も進 め ら れ,ソ 連,チ ェコ ス ロ

バ キ ア,ハ ン ガ リ ー,ブ ル ガ リア,東 独 の5'ケ 国 が 参 加 し て こ れ を 担 当 し た 。73年5月 の モ

ス ク ワ展 示 会 に は,5種 類 の デ ィス クが 出 品 され,参 加 者 の 注 目 を 集 め た 。

ソ連 製 の デ ィス ク ・パ ック と して は,ES5050とES5056が あ り,共 にES1050コ ン

ビs－ 夕 で 使 用 さ れ,ESsO56.デ ィス ク はES1020,1030コ ン ピ ュ ー タ で も.使用 さ れ る 。

ソ連 は フ ィ ック ス ト ・デ ィ ス ク と してES5051を 製 造 し て い る。 ソ連 の デ ィス ク 生 産 は,

Lithuaniaで 行 な わ れ て い る と み ら れ る 。

チ ェ コ ス ロ バ キ ア はES1020A用 と し てES5058デ ィス ク ・パ ック を 生 産 し て い る。 東

独 はES1040用 のES5055デ ィス ク ・ ド ラ イ ブを,ブ ル ガ リア はES1020用 にES5052

デ ィス ク を 製 造 して い る。

表2-8:ESコ ン ビ=一 夕 用 主 な デ ィス ク ・ ドラ イ ブ

モデル名 担 当 国
サ ーチ ・タ イ ム(ミ リ秒)

平均アクセスタイム

最 小 最 大 平 均

EC-5050

EC-5052

EC-5055

EC-5056

EC-5058

ソ 連

ブルガ リア

東 独

ソ 連

チ ェ コ
ス ロバキア

25

30

30

30

150

130

150

150

75

90

90

95

87

90

磁 気 テ ー プ

テ ープ ・ ドラ イ ブは,ハ ン ガ リ ー を除 く 全 てのRIADプ ロ ジ ェク ト参 加 国 に よ っ て 開 発,生

産 さ れ て い る 。 テ ー プ ・ ドラ イ ブ は7種 あ り,5月 の 展 示会 に は こ の う ち6種 が 出 品 され た 。

テ ー プ ・ リ ール は,長 さ750m,幅o.5イ ン チ,標 準 記録 密 度 は200tsよ び800bpiで あ るo

最 も一 般 的 な テ ー プは,ソ 連rVES-5010で,ES-1020,1030,1050コ ン ピ ュ ー タ

で 使 用 さ れ る。
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表2-9:ESコ ン ビ 。 一 夕 用 主 な テ ー プ

モ デ ル 名 担 当 国
最大デ ータ転 送率

バ イ ト/秒

テ ー プス ピ ー ド

m/秒

EC-5010 ソ 連 64,000'

EC-5012 ブ ル ガ リ ア 64,000 2

'EC -5014 ソ 連 126,000 2

EC-5016 東 独 48,000 1,524

EC-5017 ソ 連 64,000 2

EC-5019 ボ ー ラ ン ド 120,000 3

EC-5022 チ ェ コ ス ロ バ キ ア 126,000 4

ラ イ ン ・プ リン タ

RIADコ ン ビ=一 夕 用 の ラ イ ン ・ プ リン タは,ソ 連 のATsPU128ラ イ ン ・プ リン タ をベ

ー ス に し て い る の が 多 い
。ATsPU128は ソ連 で 最 も ポ ピnラ ーな プ リン タ で,キ ャ ラク タ/

・ホ イ ール と ハ ン マ ー方 式 を 使 用 し て い るoソ 連 製ES用 プ リ ン タ は,ES-7030,ES-

7032と 呼 ば れ,前 者 はEC-1020,1030,1050コ ン ビ=一 夕 で,後 者 はEC-1050コ

ン ピ ュ ータ で 使 用 さ れ るo

こ の 外 チ ェ コ ス ロ バ キ ア と東 独 は,リ ボル ビン グ ・ シ リ ン ダ ー方 式 の プ リン タ を生 産 して い

る。 チ ェ コス ロバ キ ア 製 はES-7034(EClO20A用)とES-7038,東 独 製 に はES-

7031(EC--1040用)とES-703 .5が あ る 。 全 て のEC用 ラ イ ン ・プ リン タ は,120～

132キ ャ ラク タ の 行 幅 を 持 つ が,ポ ー ラ ン ド製 プ リ ン タ(ES-7033)に は160キ ャ ラク タ の

オ プ シ.ン も あ る 。 一 般 的 に,プ リ ン タ速 度 は500,900,1,200行/分 で あ る 。

表2-10:ESコ ン ピ コ ー タ 用 ラ イ ン ・ プ リン タ

モ デ ル 名 担 当 国 ス ピ ー ド行/分 最大キャラクタ/行

居C-7030 ソ 連 700-800 123

EC-7031 東 独 900-1200 120

EC-7032 ソ 連 900 128

EC-7033 ポ ー ラ ン ド 600-1100 160

EC-7034 チ ェコ ス ロ バ キ ア 600-900 132

Ec-7035 東 独 600-1200 120

EC-7038 チ ェ コ ス ロ バ キ ア 750-1000 160

XC-7039 ハ ン ガ リ ー 245-1110 132
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磁気 ドラム

ソ連では ドラムを重視する傾向 にあ ったが,磁 気 デ ィスクが 登場 すると ドラムの存在は色あ

せつつある傾向にある。RIAD用 としては,2種 の ドラム(ソ 連製ES-5033,ポ ーランド

製ES-5035)が あるが,RIADコ ン ピュータの最小構成 には ドラムは顔を出 していない。

(表2-6参 照)

カ ー ドお よび 紙 テ ー プ 装 置

RIADコ ン ビa－ 夕 は,ソ 連 製 第2世 代 機 同 様,紙 テ ー プ入 力 方 式 を 使 っ て い る。 た だ し小

規 模 な マ ネ ジ メ ン ト ・イ ン フ ォ メ ー シ 。 ン ・ シ ス テ ム(MIS)を ね ら っ てい るES-1020A

だ け は 紙 テ ー プを 使 っ て い な い 。 最 も一 般 的 紙 テ ー プ装 置 は,ソ 連ES-6022リ ー ダ と7022

パ ー フ ォ レ 一 夕(さ ん 孔 機)で あ る(EC-1020,1030,1050コ ン ビ ュ ー'タ用)。

パ ン チ ・カ ー ド装 置 を 生 産 し て い る の は,ソ 連 と チ ェコ ス ロ バ キ ア の2ケ 国 だ け で あ る。 ベ

ーシ ック な カ ー ド ・ リー ダ と して は
,ソ 連 理ES6012が あ り,EC--1020,1030,1040,

1050で 使 用 され る。 チ ェコ ス ロバ キ ア は 同 国 で 担 当 して い るEC-1020A用 のES-6016

リ ー ダを 製 造 し て い るoカ ー ド ・パ ン チ に はEs--7016,Es-7012,Es7014の3種 が あるo

表2-11:RIAD用 紙 テ ー プ 装 置

リ ー ダ ー さ ん孔 機 適 用 機 種 備 考

ES-6022

ES-6121

'E
S-7902

7022

7191

ES1020,1030,
1050(ES1060)

ES1010

ES1040

ES6022ソ 連,ハ ン ガ リ ーで 生 産

1500キ ャラ ク タ/秒

ハ ン ガ リー で 生 産

(ソ ー ダ ーは ポ ー ラン ドで も生 産)

東 独 で 生 産

表2-12:RIAD用 パ ン チ ・ カ ー ド装 置

(1)リ 一 夕 ・'

モ デ ル 名 製 造 国 適 用 機 種 速 度

ES6012

ES6016

ES6013

ES6111

ソ 連

チ ェ コス ロパ キ ア

ソ 連

ソ 連

ES1020,1030,1040,1050

ES-1020A

500枚/分9

N.A.
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② カ ー ド ・パ ン チ

モデル名 製 造 国 適 用 機 種 ス ピ ー ド

100枚/分

ES7010 ソ 連 ES1020,1030,1040,1050 1050用 の場合は(250枚/分

とい うデ ータ もあ る)

ES7012 ソ 連

ES7014 チ ェコス ロバキア ES1020A用

タ イ プ ラ イ タ

RIAD用 タ イ プ ラ イ タ と して は7種 あ り,最 も基 本 的 な の は,ソ 連 製ES7070で,こ れ は

EC-1020,1030,1050,1060(予 定)コ ン ビn－ 夕 で 使 用 され る。 入 力 速 度 は10キ

ャ ラク タ/秒 。EC-1050は2台 の タ イ プ ライ タ を装 備 し て い る が,他 のECコ ン ピ ュ ータ

は 全 て1台(た だ しEC-1060に つ い て は 分 ら な い)。

表2-13:RIADコ ン ピ ュ ータ 用 タ イ プ ラ イタ

モ デ ル 名 製 造 国 適 用 機 種

ES7070 ソ 連 ES-1020,1030,1050,(1060)

ES7074 ブ ル ガ リ ア
・

Es7174 ブ ル ガ リ ア

Es7172 チ ェ コ ス ロ バ キ ア ES-1010

Es7071 チ ェコ ス ロバ キ ア ES-1020A

Es7073 東 独 ES-1040

ES7173 東 独

CRTお よ び プ ロ ッタ

ソ連 ブ ロ ック に は,CRT,デ ー タ ・タ ー ミナ ノレ,ミ ニ ・コ ン ピ ュ ータ な ど は ほ とん どな い0

5月 の モ ス ク ワ 展 示 会 に 出 品 さ れ た もの で,本 格 的 ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タは ハ ン ガ リー 製 の もの

だ け だ った が,こ れ はRIADシ ス デ ム とは 関 係 の な い もの だ っ た。CRTに つ い て は,わ ず か

に ハ ン ガ リ ー と ソ連 製 の 装 置 が 出 品 さ れ た 。
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RIADコ ン ビ;一 夕 の う ち,基 本 構 成 でCRTを 持 っ て い る の は,EC-1050だ け で あ る。

(表2-6参 照)こ のCRT装 置 は,ES7064と 呼 ば れ,ソ 連 で 製 造 され る。 ソ連 は こ の 外,

ES7066と い うCRTも つ く っ て い る07064は250×250mm,7066は320×180㎜ の

ス ク リ ー ン を 持 ち,最 大960キ ャ ラク タ ー ま で 表 示 で き る。

ハ ン ガ リ ーは,ES7061
,7063,7065,7066の4種 のCRTデ ィス ク プ レ イを 製 造 し

て い るoこ れ らCRTの ス ク リ ー ンは,150×200mm,960あ る い は1024キ ャ ラ ク タ ま で

表 示 で き る。

プ ロ ッタ は ソ連 製 が3種(ES7051,7052,7053)チ ェコ製 が1種(ES7054)あ るo

こ れ ら プ ロ ッタ が, .RIADの どの コ ン ピ ュ ー タ で使 わ れ る か は 不 明 。 上 記 の 周 辺 装 置 は,す で

に 生 産 レベ ル に 入 った もの で;73年5月 の モ ス ク ワ ・シ 。 一で 展 示 され た 。 しか し西 側 で す

で に 一 般 的 な もの とな った テ ー プ ・ ッ ー ・デ ィス ク,OCR,MICRな ど は,5月 の 展 示 会 に は

全 く姿 を 見 せ な か った 。 し か しOCRに つ い て は,東 欧 で もす で に 完 成 した と も伝 え られ る が,

これ がRIADコ ン ピ ュ ータ と接 続 さ れ る ま で に は か な りの 時 間 が か か ろ う。 マ イ ク ロ フ ィル ム

とかCOMecっ い て は,東 欧 ブ ロ ック は 大 幅 に遅 れ を と って い る。 これ ら の 装 置 に 関 し て は,西

側 メ ー カ ーの 売 り込 む チ;ン スが 今 後 増 大 し よ う。
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東 独

コンピュー タ市場

東独 では毎年3月,ラ イプチヒで国際

貿易見本市が開かれる。 この見本 市は,

コメコン諸国内では最大規模の もの で,

東 欧市場へ の影 響力も大 きい。 従 って西

側 コンピュータ ・メーカ ーは,東 欧 ブロ

ック との貿易のシ 。一 ・ケ ース として,

かな りの意気込 みで取 り組んで いる。 し

かし東独自体の市場 は,他 の コメコン諸

国に くらべ,西 側 コンピュータへの依存

度は小 さい。表2-14に み られるよう

に,71年 末 では設置 ベ ース(444台)

の86.2%が ソ連,東 欧系のマシンで占

められている。 しか もこの うちのほ とん

どは東 独製の コンピュータであるoこ の

せいか72年 の ライプチ ヒ見本市では,

IBM,ICLと い った東側 ブロックに強

い両雄が,展 示品の格下げ を行な う現 象 もみ ら

れたo

表2-141東 独 の コ ン ピ ュ ー タ設 置 ベ ー ス

(71年 末)

設置台数 シ ニア(%

東 独(Robotron)

ポ ー ラン ド(ODRA)

ソ 連

ソ連,東 欧 合 計

西 側 コ ン ピ ュ ー タ合 計

330

36

17

383

61

74.3%

8ユ

3.8

86.2

13.8

総 計 444 100%

コンビ・一夕設置台数最新データ

国 名 東 独

設置台数 444台

調査時点 71年 末

調 査 元 21stCentury

Research

備 考
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図2-6:東 独の コンビ=一 夕設置状況推移(予 測)
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コ ン ピ ュー タ 生 産

東 独 で 初 め て コ ン ビ=一 夕 が 生 産 さ れ た の は1959年,ZRA-1と 呼 ば れ る 第1世 代 機 が ・

30台 製 造 さ れ た。60年 代 に は,ト ラ ン ジ ス タ ・ コ ン ビa－ 夕 の 開 発 が進 め ら れ,72年3月

の ラ イ プ チ ヒ見 本 市 で は,Robotron21と 呼 ば れ る 第3世 代 機 を 出 品 した 。 これ は 東 独 の

代 表 的 コ ン ビ=一 夕 ・メ ー カ ー,VEBKombinatRobotronが 製 造 した も の。

東 独 は そ の 政 治 的 事 情 も あ っ て,コ ン ピ ュ ー タに 関 す る デ ータ が ほ と ん ど分 って い な い。 東

独 は 現 在 の と こ ろ,自 国 で 生 産 した コ ン ピ ュ ー タ を 国 内 に 供 給 し,で きる だ け 西 側 か ら の 購 入
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を お さ え て い る よ うに もみ え る。 西 側 企 業 が 進 出 す る に は,今 後 を 待 つ 必 要 が あ ろ う。 な お,

表2-15は,東 独 が 生 産 し て い る 主 な コ ン ビ.一 夕 だ が,表 中 のC肌LATRONシ リー ズ は,

VEBKombinatZentronikが 製造 して い る会 計 用 コ ン ビa－ 夕 で あ る。

表2-15:東 独 製 コ ン ビa－ 夕 ー 覧

コ ン ピ ュ ー タ モ デ ル 製 造 年 備 考

ZRA-1 1959 第1世 代,30台 が製造 されたと報告 されている。

C冗LLATRON 1960 限定 メモ リーつ きの会計機

SER-2 年代

CEIＬLA.TRON 1960 SER-2と 同 じ装置

D4A 年代

ROBOTRON 普 及 し たIBM650級 の カ ー ド ・シ ス テ ム

100
'.

ROBOTRON 1968 IBM1401級,8ビ ッ ト/ワ ー ド,5,0000PS/sec.

300

CELLATRON 197.1 .ビ ジ ネ ス,会 計 コ ン ピ ュ ー タ

S8250
珍

ROBOTRON 1972 第3世 代,875ナ ノ ・セ カ ン ド, .143instr・

R21

ROBOTRON ポーラン ド筋が発表,詳 細 不明

R20

ROBOTRON プ ロ セ ス ・ コ ン ト ロ ー ル ・ コ ン ピ ュ ー タ

PR2100

ROBOTRON 1972 第3世 代 プ ロセ ス ・コ ン ト ロ ール ・コ ン ピ ュ ー タ

PRS4000
・

ROBOTRON 1972 第3世 代の小型 コンピュータ

KRS4200

EC1040 1973 東独 のRIAD参 加機

9
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チ ェ コ ス ロ バ キ ア

チ ェ コス ロバ キ ア産 業 連 邦 局(Cze-

chosloslovakFederalBoard

ofIndustry)は1969年 に,

1980年 ま で の コ ン ピ ュ ー タ 需 要 を 調

査 した 。 同 調 査 で は,1971年 一80

年 に,チ ェ コス ロ バ キ ア は969台 の

コ ン ピ ュ ー タ を 必 要 と す る と い う結 果

が で たo規 模 別 内 訳 は,小 型 機 が71

年 一75年 に245台,76年 一80年

に390台,中 型 機 は 各 々105,202

台 と な っ て い る。 大 型 機 の 需 要 は1σ

年 間 で27台 と 少 な い(表2-16)。

'1960年 代 初 め に お け る チ
ェ コ ス

ロ バ キ ア の コ ン ピ ュ ー タ増 加 率 は,

全 く小 さ な もの に す ぎな か った 。61

年 の12台 か ら62年18台,63年

23台 と見 る べ き もの が な か った が,

65年 か ら66年 に か け て,一 挙 に

100台 の 大 台 に の っ た。 これ は66

年3月,チ ェ コス ロ バ キ ア 政 府 が 発

令 し た法 令 第102号 に よ る もの と考

え ら れ る。 同 法 令 は,チ ェ コス ロバ

キ ア 経 済 に お け る

コ ン ピ ュ ー タ 利 用

の 重 要 性 を 考 慮 し,

ソ連 お よび 西 側 か

ら の コ ン ピ ュ ー タ

の 輸 入 増 大 を 説 い

た も の だ ったo

チ ェコ ス ロ バ キ

ア は,ボ ヘ ミア お

(注

コ ン ピ ュ ータ 設 置台 数 最 新 デ ー タ

国 名 チ ェ コ ス ロバ キ ア

設置台数 392台

調査時点 71年 末

調 査 元 21stCenturyResearch

備 考 EDPEuropaReport

73年10-31号 で は,71年 末 で

275台 と あ る 。

表2-16:チ ェ コ ス ロバ キ ア の コ ン ビ=一 夕 需 要 調 査(71年 一80年)

コ ン ピ ュ ー タ規 模 1971年 一1975年 1976年 一1980年 計

小 型

中 型

大 型

245

105

7

390

202

20

635

307

27

合 計 357 612 969

チ ェコス ロバキア産業連邦局調べ)
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よ び モ ラ ビア か ら成 る 共 和 国 と ス ロバ キ ア(ス ロベ ン ス コ)共 和 国 に 分 れ る。71年 末 の275

台 の う ち,前 者 に214台 が 集 中 し て い る。(表2-17)

チ ェコ ス ロ バ キ ア の コ ン ピ ュ ー タ 市 場 は,ま だ リプ レ ー ス の 段 階 には 入 って い な い。 これ は

図2-8も 明 ら か な よ うに,設 置 年 数0～5年 とい う マ シ ン が75%も 占 め て い る か ら で あ る。

1971年 ■ で に,チ ェ コ ス ロ バ キ ア で リプ レ ー ス さ れ た コ ン ビ=一 夕 は わ ず か33台 しか な い 。

ま た リ プ レ ース さ れ た マ シ ン の 多 くは,ス ク ラ ッ プさ れ ず に 再 度 他 の 場 所 に 移 され て い る。

チ ェ コス ロ バ キ ア の コ ン ピ ュ ー タ ・ア プ リケ ー シ ョン に つ い て は,ま とま った デ ー タが な い

が,① デ ー タ処 理,② 科 学 技 術 計 算,③ プ ロセ ス ・ コ ン ト ロ ール の3つ に 関 して 各 分 野 ご との

利 用 状 況 を み る と表2-18の よ うに な る。

チ ェコ ス ロバ キ ア で は.コ ン ピ ュ ー タ 要 員 不 足 が 他 の 諸 国 ほ ど厳 し くな い と い わ れ る。 コ ン

ビ]一 夕 要 員 に っ い て ま と め た の が,表2-19だ が,将 来 は 要 員 不 足 に 悩 む 分 野 も 出 て くる

もの と み られ るo・

図2-7:チ ェ コ ス ロ バ キ ア の コン ピ ュ ー タ設 置 状 況 推 移(予 測)

IDOO

500

数

金 額(百 万 ドル)

一 ーー一.一}緬

196i6263646566

・2シz

707172737475

(21stCenturyResearchの デ ー タ を も と に 作 製)
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図2-8:導 入 時 期 よ りみ た チ ェ コ ス ロバ キ ア の コ ン ピ ュ ー タ

5-JO年

63台

(22,9%)

以 上

(2.6

0-5年

204台

!74・5s)

(IDCEuropaの デ ータをもとに作成,こ れによれば総台数は275台 とな っている)

図2-9:チ 。 コ ス ・ バ キ アvak臨 け る3一 ヵ 一 男・1シ。 ア

(1)台 数 比
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l.5)

NCR
2(0.5)
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② 金 額 比

※ 単 位:100万 ドル

URAL(ソ 連)
1(0.7%)

MIN・K(・ 連)}6
.,%)

:?1霧 ぐ.』i:9.4%)(㌶`
Univac

8.5(5.75,)

HIS(Bullを

㌻∵ 燕註
(15・2%)Saab

3.53紛

　ム　 じロ　

(チ.コ)ARITMA2(1・ ・S

蹴'・ ・;1・・1(,1.8,}')鞍 －

TE8RA200(チ ェコ)

4(2・7e

.'

(21stCentu「yResea「chの ㌃ タ を も と に 作 成)

表 ・一'17:チ 。 コ ス 。 ∴ キ ア の 地 域 別,ン ピ,一 。 韻 状 況

「

CSR(ボ ヘ ミア,モ ラ ビ ア)
、

SSR(ス ロ バ キ ア)

合 計
台 数 % 台 数 %

小 型

中 型

117

197

78.0

77.6

33

28,

22.0

22.4

150

125

計 214 77.8 61 22.2 275

表2-18:チ ェ コ ス ロ バ キ ア に お け る ア プ リケ ー シ 。.ン ㈱

全 市場 製 造 専門職務 地方政府 サ ー ビ ス 研 究 教 育

デ ー タ 処 理

科 学 技 術 計 算

プ ロ セ ス ・

コ ン トロ ール

73.5

24.9

1.6

84.7
'

12.0

3.3

815

18.5

一

81.0

18.9

0.1

94.7

4.6

0.7

26.0

73.1

0.9

243

73.8

1.9

L279一



表2-19:チ ェ コ ス ロバ キ ア の プ ログ ラマ,ア ナ リス ト,オ ペ レ ー タ推 移

197q 1971

オ ペ レ ー タ

プ ロ グ ラマ お よび

シ ス テ ム ・ア ナ リス ト

そ の 他

12,969

3,387

13,718

14,070

3941

10,494

合 計 30,074 28,505

表2-20:チ ェ コの,コ ン ピ ュー タ1台 当 り要 員 数

職 種 要 ・ 員 数

プ ロ グ ラ マ お よ

シ ス テ ム ・ ア ナ リ ス ト

び
11.6

コ ン ピ ュ ー タ ・ オ ペ レ ー タ 5.3

周 辺 装 置 オ ペ レ ー タ 4.2

●

入 出 力 コ ン ト ロ ー ル

オ ペ レ ー タ
2.7

ス

サ ー ビ ス お よび メ ン テ ナ ン
・ エ ン ジ ニ ア

3.8

そ の 他 4.6

(参 考 資料,EDPEuropaReport73-10-31.)

チ ェ コ ス ロ バ キ ア の コ ン ピ ュー タ 生 産

チ ェ コ ス ロバ キ ア の コ ン ピ コ 一 夕 開 発は,数 学 機 器 研 究 所(InstituteofMathema-

ticalMachines)に よ って,50年 代 中 頃 か ら 開 始 さ れ たo同 研 究 所 で は1956年,

AntoninSvobada氏 の 指 導 に よ っ て,チ ェ コ ス ロ バ キ ア 初 の コ ン ビ=一 夕 を 完 成 した 。 次
ミ
〆

y・で1958年 に は,7'ラ バ のARITMA社 がEPOSIと 呼 ば れ る 第 一 世 代 コ ン ビ=一 夕 の 隼 産

を 開 始 した 。 そ の 後ARITMAが 第2世 代 の コ ン ビa－ 夕の プ ロ ト タ イ プ を 完 成 す る1965年

ま で,チ ェコ ス ロバ キ アの コ ン ビ=一 夕 は な んの さ した る 進 展 が な か った。1965年 末,

ARITMAはDP100パ ン チ ・カ ー ド ・コ ン ビa－ 夕 の テ ス トを 完 了 し たoDP100は1966

年 に 生 産 に 入 り,そ の 後 の 数 年 間,広 範 囲 に 使 用 され た コ ン ビ=一 夕 で あ っ た。1966年3月

デ ジ タ ル ・ コ ン ビ=一 夕生 産 に 関 す る政 府 命 令 が 発 表 され,1966年 か ら1970年 に か け て
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の 期 間 に チ ェ コ ス ロ バ キ ア 製 コ ン ピ ュ ー タ98台 の 納 入 と導 入 が 予 定 さ れ た。 し か し1969年

末 ま で に 実 用fヒ され た の は わ ず か に68台 の コ ン ビ=一 夕 に す ぎず,1970年 の 計 画 は64台

の コ ン ピ ュ ー タ 追 加 と い う新 し い 目標 を た て た。 新 し い レ ポ ー トが 伝 え る と こ ろ で 吐,こ う し

た 新 目標 も 達 成 さ れ て い な いoこ の ため チ ェコス 仁レWア は 仏 のBul1・GE(現HIS-Bul1)か らGa－

㎜al40/145コ ン ビ=一 夕 の 生 産 許 可 を 買 収 し て,こ の ギ ャ ッ プを 狭 め る 計 画 を た て た。

しか し話 し合 い は 長 び き,協 定 を完 了 す る ま で に1年 以 上 もか か っ た。 この コ ン ピ ュ ー タ は 現

在,TESLA200と い う 名 称 で チ ェ コス ロ バ キ ア にお い て 製 造 さ れ て い る。

1968年,RIADプ ロ ジ ェク トに 関 し て ソ連 と会 談 が 行 な わ れ,チ ェ コ ス ロ バ キ ア は1968

年6月7日,プ ラ ハ に お い て 最 初 の 議 定 書 に調 印 した。 後 に この 会 談 は 他 の コ メ コ ン諸 国 の 参

加 に よ って 再 開 され,コ ン ビ]一 夕 技 術 に 関 す る政 府 間 委 員会(lntexgovernmental

Co㎜issionforComputerTechniqes)の 設 立 に つ な が っ たoチ.コ ス ・ バ キ ア は 同

プ ロ ジ ェク トの 中 で,R-20,R-30,な ら び に 一 連 の 周 辺 装 置 の 開 発 を 荷 う こ と に な っ

た。

ARITMAの 外,チ ェコ で コ ン ピ ュー タ を 生 産 し て い る 国 有 企 業 にZPA(ZavodyPrum-

ysloweAutomatizace)が あ る。 同 社 は1966年 に,第2世 代 機MSP2型 を 生 産,

1968年 に はZPA600の 製 造 に 入 った。 ま た1971年 に は,第3世 代機ZPA6000/20の

原 型 を 完 成 し た。

ARITMA,ZPAに 次 ぐ第3の コ ン ピ ュー タ 生 産 企 業 は,国 有 企 業TeslaPaxdubiceで,

前 述 し た よ うにHIS-Bullの ラ イ セ ン ス を 得 て,Gamma140/145を ベ ー スVCTesla200

磯 宣してい も 「覗 のTesla-Orra(オ ラ バ)工 場 で は,第3世 代 の プ ロセ ス ・コy.ト ロー ル ・

コ ン ピ ュ ー タRPP16を 製 造 し て い る。RPP16は ,現 地 製 造 部 品 に よ り組 み 立 て ら れ た 東 欧

初 の 第3世 代 プ ロ セス ・コ ン ト ロー ル ・コ ン ビa－ 夕 とい わ れ る 。

Teslaは 今 や,チ ェ コ ス ロ バ キ ア の コ ン ビ]一 夕 生 産 に と っ て 最 も重 要 な 企 業 に な って い

るo同 社 は 主 力 工 場21,調 査 研 究 所6,民 生用 エ レ ク トロ ニ ク ス 勢 品 工 場15を 持 つ 大 組 織 に

成 長 し てい る。

、

表2-21:チ ェ コ ス ロ バ キ ア の コ ン ビ 。一 夕 を め ぐる 動 向

年

1956

1958

1960

1965

〃

事 項

。チ ェ コス ロバ キ ア 初 の コ ン ビ 。 一 夕 完 成

。ARITMA社,第1世 代 機EPOSI(18 ,000オ ペ レ ー シ.ン/秒)を 生 産

。第2世 代汎 用 機,MEDAT開 発

。ARITMA,第2世 代 機 の 原 型 を完 成

。DP100パ ン チ ・カ ー ド ・コ ン ビ,一 夕 を完 成
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1966

1966

1966

1968

〃

1970

1971

〃

〃

1973

。DP100生 産 開 始

。政 令 に よ って,デ ィジ タ ル ・コ ン ピ ュ ー タ 生 産 に 努 力

・ZPA,第2世 代 機
,MSP2型 を 生 産

。BullGEのGa㎜a140/145製 造 ラ イセ ン ス を得 る
。Tesla200

(128K)生 産

。RIADプ ロ ジ ェク トに 調 印

。ZPA600/601(40 ,000オ ペ レ ー シ 。ン/秒,メ モ リ40K)

。第2世 代 機,第3世 代 機,ZPA600(ル/20の 原 型 完 成

。小 型 シ ス テ ムARITMAlO10(50 ,000オ ペ レ ー シ 。ン/秒)生 産

。Tesla,第3世 代 プ ロ セ ス ・コ ン ト ロ ー ル ・ コ ン ビ s－ 夕RPP16生 産

。RIADプ ロ ジ ェク トで 第3世 代 機ES1020A開 発
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ユ ー ゴ ス ラ ビ ア

ユーゴスラ ビアは,地 理的には東欧 の一

角に あるが,コ メコン諸 国の中には入 って

いない。 こうした特殊 な事情を反映 して,

同国のコン ピュータのほ とん どは西側 メー

カー製の ものである。Predicast社 の調

査によると,ユ ーゴスラビアのコンピュータ設

置台数は急激 に伸びてtab,1969年 の

150台 か ら1971年 には350台,,1973

年 には550台 に 達した と.みら'れる(21st

CenturyR、esearchに よると71年367

台,73年560台)。 また ユーゴスラビア

の コン ビ=一"タ 専門誌「Praksa」 に よれ

ば,1972年10月 現在の設置台数は484

台(発 注 中含む)。

ユーゴス ラビアは西側 との経済交流が活

発なため,コ ンピュタ リゼーシ.ン の面 で

も東欧諸国 より進んでいる。ユー ゴスラビ

アの コンピュータ市場 は,東 西欧州の交流

点 として度 々取 りあげられているが,

「Praksa」 誌 に よると次の ような諸特徴

を持 ってい るo

lユ ー ゴス ラビアの コンピュータ市場 は

主 に小さいマシンで構成 されている。 同

国は第2次 大 戦直後,全 産業部 門の国有

化 を行なったがその後徐 々に変化 し,現

在では「国有 」か ら「社会有 」になった

企業を軸に経済は動 いている。'各企業 は

・独立採算制で運営され
,多 くのものは相当

大きな規模を持つそいる。企業がある一定

コン ビ。一夕設置台数最新データ

国 名 ユ ー ゴ ス ラ ビ ア

設 置 台 数 484台

調 査 時 点 72年10月

調 査 元
Praksa(ユ ー ゴ の コ

ン ビ 。 一 夕 話)・

備 考 ・発 注 中 の もの 含 む

・21stCentury

の 予 測 で は73年 で

560台
←

の規模に達した場合,そ れらは独自の コンビ。一夕あ るいはその他の電子機器を所 有する よう

になる ことが一般的である。
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大型 コンピュータを設置 しているの はほ とん ど大学,政 府である。 多 くの一般企業はIB

M360/40な い しより下位の マシンを使 っている。 また小企業 ではオフ ィス ・コンビ=一

夕が ほ とん どで あ る。 しか しなが ら,こ れ らの小型 マシンは ユー ゴス ラビアの将来に とっ

て何 らかの 可 能 性 を開拓 して くれるだろう。IBMシ ス テム/3な どは すでに同国市場に

注 目す べ きインパ ク トを与えている。

・ 現在,オ フ ィス ・コンピュータの コミュニケーシ 。ン能力を利 用 してい るユーザーたちの

将来の方向についてい くつかの議論が なされている。これに よると,ユ ーゴスラビアのコンピュー

タ利用状況は将来次のような二方向に別 れると予測できる。 ひとつは大企業の場合,中 型 コ

ン ピュータを新 しく導入 して今 まで個 々の事業部門 ごとに利用 していたオフ ィス ・コンピュ

ータをこれに連結 して機能を高めるとい う方法 であるo今 ひ とつは個々のユーザーが政府の

地域 ごとの コンピュータ ・セ ンターを利用する とい う方法で ある。

llユ ー ゴスラ ビアの コンピュータ市場は小さい。 そこには500台 足 らずの コンピュータが

設置 されているにす ぎない。今後,非 常に速い成 長率 でこの市場は開発されていきそ うだが,

独 立系周辺機器等の伸びは限定 されそ うだ。500台 の うち約300台 がIBM製 品 で,こ

の うち360/370は200台 以 下 である。

市場 の第2の 特性は安定性に欠けるということである。将来の予測を行な う際に,現 在の

市場 パターンをその まま基礎 として用いることは難 しい。例えば,表2-22に 見 られるよ

うにIBMの 次 にHoneywellが 設置台数で追 って いるが,'こ れは1972年6月 ■での こと

で,6月 にはBurroughsがJugoslavStateBank(SluzbaDrustvenogBnjigo-

vodsiva)か ら74台 のB1700の 注文を受けた と発表 している。

皿r・ 一ゴス ラビアのコン ピュータ市場 は今の ところあま り洗練され ていな%ユ ーゴスラビ

アの平均的 ユーザーは データ処理の仕方については全く未経験 である。要 員教 育の道は メー

カー側の用意 した ものを除いてはほ とん ど開かれていない。電気工業 団体の委員会の主催で

い くっか の訓練コースが最 近スター トしたが大学にeけ るSDP要 員の訓練 コースはユーゴ

ス ラビアにはまだほとん どない状態である。

この状況は最近 ゆっくりではあるが変 りつつあるoユ ーザー ・グループのデータ処理 に関

する 「RepublicCo・ ㎜itee」 は ユーザーの前途を拡張すべ く努力し始めた ところ掩 それ

で もやはリス タ 。フの不足,経 験不足 が災して,ユ ーザーの経験はメーカー側が供給するも

のに限 られ て くるo

同 様に入出 力の技術 もまだ 低レベルで入出力装置の市場 もまた とて も小さい もの鵡 デー

タ ・ロが装置部門には幾分活気が あり,将 来 進展する可能性 もある。

IV市 場は表2-22に も見られ る ように地域 ごとに分かれ で,・る。 これ らの地域の コンビ;

一 夕市場は メーカーの代理店に影 響を受 ける。 ス ロベニア(Slovenia)地 方 ではIBM

は86%以 上 の 占有率を示 している。 ス ロベニア地方の主要都市 リ=ブ リャナ(Ljublja－
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na)にIBMは 代 理 店 を置 いて 活'動 し てい る。

e

表2-22:ユ ー ゴス ラ ビア の 汎 用 コ ン ビ=一 夕 設置 台 数

(1972年10月 現 在')

地 域

メーカ_

セ ノレ ビ ア

(Serbia)

ク ロ ア チ ア

¢roatia)

ス ロ ベ ニ ア

(SlOVeni∂
その他 合 計 シ ェ ア④

IBM

HoneyweU

Univac

NCR

そ の 他

85

23

22

7

32

84

19

12

3

17

114

7

1

1

9

26

7

4

3

8

309

56

39

14

66

64

1L5

8.0

2.8

13.6

合 計 169 135 132 48 484 100%

表2-23:ユ ー ゴス ラ ビア のVRCの 設 置 台 数

(1972年10月 現 在)

メ ー カ 一 設 置 場 所 数 設 置 台 ・数

Philips 38 59

NCR 16 31

Litton 24 80

Logabax 41 95

Kienzle 43 70

Burroughs 55 79

RUF 26 35

singer-Friden 39 59

.

Nixdorf 7 10

合 計 一 5 18

■ 、
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西 側 企 業 の 進 出

ユ ー ゴ ス ラ ビア が1967～1969年 に か け て 輸 入 し たEDP装 置 の50%以 一上は,米 国籍 コ

ン ピ ュ ー タ ・ メ ー カ ー 製 の も の だ った。 米 商 務 省(DOC)に よ る と,ユ ー ゴ ス ラ ビア が 米 国

籍 メ ー カ ー に 発 注 す るEDP装 置 は,1975年 ま で に年 間2,800万 ドル に 達 す る 見 込 み。 英

国 お よび 西 独 製 コ ン ビ=一 夕 が こ れ に 続 く位 置 を 占 め て い るが,1969年 以 前 は 東 欧 製 の マ シ

ンは 全 く購 入 さ れ て な か った 。 日本 の メ ー カ ー で は,富 士 通 が1971年 にFACOM230-15

を,72年 にFACOM230-45を 納 入 し,ユ ー ゴ ス ラ ビ ア 市場 へ 進 出 し た 。

ユ ー ゴ ス ラ ビ アへEDP装 置 を 売b込 む 場 合,海 外 貿 易 機 関 と の 折 衝 は 必 要 と しな い。 同 国

の 法 律 に よ っ て,海 外 企 業 は ユ ー ゴス ラ ビア の エ ン ド ・ユ ー ザ ーに 直 接 売 り込 む こ と が 認 可 さ

れ て い る。 ユ ー ゴ ス ラ ビ ア の 大 手 電 子 機 器 メ ー カ ーの 幾 つ か は,西 側 企 業(コ ン ピ ュ ー タ ・メ

ー カ ー も含 む)の エ ー ジ
ェ ン トと し て活 動 し て お り,特 に サ グ レ ブ に あ る 肌EKTaOOPSK-

RBAは 最 も知 ら れ て い る 。 同 社 はIBM(ニ ュー ヨ ー ク),Univac(ロ ー ザ ン ヌ),

Honeywell-Bull(パ リ),Siemens(ミ=ン ヘ ン),AEG-Telefunken(フ ラン ク フ

ノレ ト)を パ ー トナ ー と し て リス ト ・ ア ッ プ して お り,す で に 連 邦 統 計 局(ベ オ グ ラ ー ド),ザ

グ レ ブ大 学,SLJEME農 工 複 合 体 な ど に コ ン ビ 」 一 夕 を 導 入 す る パ イ プ役 を果 し て い る 。

ユ ー ゴ ス,ラ ピア最 大 の 電 子 機 器 メ ー カ ーの ひ とつ,ISKRA(リ ュ ブ リア ー ナ)はCDC,I

TT,GE,VEBEIektroapparate(ベ ル リン)な ど の 窓 口 にな っ てい る。

今 後4年 間 の 展 望 を み た 場 合,有 望 な 市場 と み ら れ る 装 置 に は 次 の よ うな もの が あ る。

。小 型 お よ び 中 型 コ ン ピ ュー タ

。 ミニ ・コ ン ピ ュー タ

。パ ン チ カ ー ド機 器

。テ ー プ ・ ドラ イ ブお よび デ ィ ス ク ・ ド ラ イ ブ

。OCR機 器
'

oMICR機 器

。グ ラ フ ィ ック ・デ ー タ ・ シ ス テ ム

。 キ ー ・ツ ー ・テ ー プお よび キ ー ・ ソ ー ・デ ィ ス ク

小 ～ 大 型 の コ ン ピ ュ ー タ の 市 場 は 平 均17%の 成 長 率 を示 し,77年 に は3.800万 ドル に 達

す る もの と み ら れ る。 一 方,ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ は72年 か ら77年 ま で の 間 に2倍 に 増 加 す

る もの と思 わ れ,金 額 で の 市場 規 模 は120万 ドル 程 度 と予 想 さ れ る。 ミニ ・ コ ン ビ=一 夕 の 急

速 な 伸 び は,プ ロセ ス ・ コ ン ト ロ ー ル用 コ ン ピ ュ ー タ の 大 幅 な 伸 び が 予 想 され る た め で あ る。

さ て,周 辺装 置 で あ る が,こ の 分 野 の 売 上 げ は72年 の お よそ100万 ドル か ら,77年 に は

約600万 ド ル に 増 加 す る もの と み ら れ る。 ユ ー ゴ の場 合,入 力 の 大 部 分 は パ ン チ カ ー ドに よ

って な さ れ る 。 し た が っ て,オ フ ラ イ ン で の キ ーパ ン チ 機 器,リ ー ダ お よ び そ の 他 の パ ン チ カ

ー ド機 器 は
,ひ きつ づ き 明 る い 展 望 を有 し て い る。OCRと かMICRな どの 入 力 装 置 は,デ
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パ ー トや 電 力会 社 な どで 受 げ 入 れ られ る も¢)と 思 わ れ る
。 グ ラ フ ィ ッ・ク機 器 やCRTプ ロ ッタ

な どの 需 要 も予 想 され る。 そ の 他 の1/0機 器 で 有 望 と み ら れ る の は,キ ー ・ ソ ー ・テ ー プk・

よ び キ ー ・ツ ー ・デ ィス ク 装 置 で あ る。 よ り長 期 的 な 視 野 か ら み る と,メ モ リや デ ー タ ・コ ミ

ュニ ケ ー シ 。ン機 器 の 伸 び が 予想 さ れ る 。

拡大す るデータ通信

ユー ゴス ラビアの データ通 信は
,今 後大 きな伸びが期待 され る。 データ通信設備は郵電省

(Posts,TelephonesandTelegraghsdo㎜unity)の 管 轄下にある。 データ伝送回

線は低,中,高 速の3種 類 が利用で きる。電信回線の場合は200ボ ー まで,公 衆電話回線の

場合は1,200ボ ー まで,そ して専用電話回線の場合は2,400ボ ーまでの伝送能力が得られる。

専用回線を用いればかな り高速な伝送能力が得られるが,公 衆交換網はすでにオーバー.ロ_

ドの状態にある。 郵電蓄は,テ レコ ミュニケーシ 。ン ・システムに接 続される機器の認 可は行

うが,機 器その もの の提供は していない。現在使用されているモデムの数は約200台 と推定

され る。現在開発が進められているテレコ ミ.ニ ケーシ 。ン ・ネ ッ トワークが完成す れば,タ

イム ・シ ェア リング も大 幅に導入 されるであろう。 また,同 国内の6っ の共和国の コンビa－

夕 ・センターを結ん だ国家的規模の ネ。 トワーク も出現するであろ う。

ユーゴス ラピ了で最 も進んだ コンピュータ ・ユーザーの一つに あげ られるのが銀行 である
。

さらにその典型的な例と しては,合 計74台 のBurroughsBI700を 用 いているSocial

AccountingSystemや208Kの メイン・メモリを持つIBM370/145を 備えた ザグレ ブ

信用銀行 などがある。

デパー トも市場 として有望 である。行 われ ているアプ リケーシ 。ンは,勘 定計算 や在庫管理

な どである。 この分野で伸びが予想 され るのは小型ないし中型 コンピュータである。 また,M

ICRやOCR,キ ー ・ツー ・テープ,キ ー ・ツー ・デ ィスクなども可能性が ある。

連邦,共 和国,地 方の各政府は コンピュータ ・ユーザーとしてかなり高レベルであり,市 場

としても70年 代 を通 して伸びが期 待され ている。政府市場 の 中で もとりわけ重視 されるのは

国防省で あろう。 現在同省はベルグ ラー ドにICL4-50,UNIVAC1004,同1005を

各1台 設置 して いる。

教育分野 も忘れてはな らな い市場 である。政府はGNPの4.59%を この分野に投入 してい

る。大学は,コ ンピュータ ・ユーザーとして非常に高度な・機器 の利用を行 っている。 コンビごほ
一夕を設置 している主な機 関とその機種 は表2-24の 通 り

。i//
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表2-24:教 育分野における主な ユーザーと設置機種

ユ ー ザ ー 場 所 設 置 コ ン ピ ュ ー タ

ザ グ レ ブ 大 学 ザ グ レ ブ1 UNIVACIllO

リ ュ ブ リ ャ ー ナ大 学 リ ュ ブ リ ャ ー ナ CDC6400

ジ 。セ フ ・ス テ フ ァ ン研 究 所 〃 CDC3300

CDCCyber72(2台)

Zuse23

電 気 技 術 大 学 テ ィ トグ ラー ド IBMI130

〃 ベルグラニ ド 〃

〃 ザ グ レ ブ 〃

スプ リー ト電気技術大学 ス プ リー ト Zuse23

ベルグ ラー ド数学研究所 ベ ル グ ラ ー ド IBM360/44.

ユーゴのコンピュー タ生産 と問題点

ユー ゴス ラビアの場 合,国 内の コンビa－ 夕生産はそ う重要 視されていない。 国内でCPU

をつ くっているのはベオ グ ラードのtheMihailoPupinInstitute1社 だけで,同 社は

CERと して知られ るユーゴ最初の コン ピュータを生産 している。CERマ シ ンは,特 別注文

に応 じて製造 しているだけで,年 間生産能力は小型機の場 合10台,中 型 の場合3台 に限定 さ

れている。同社は生産能力を増大する計画 はな く,こ の ためユー ゴス ラビア 市場は今後 とも西

側 メーカーに とっては恰好の市場にな ろう。西側のメー カーの中には,ユ ー ゴス ラビアの企業

と製造契約 を取 り結んで現地で生産 している ところもある。例えばク ラ一二のISKRAは,C

DCの た めに部品 と周辺装置の組み立 てを行なっている。 ■たザグレ ブのRIZは,近 い将来

西側メーカーと提携 し,ミ ニ ・コンピュータ とター ミナノレの生産に入る予定 だ。

さて ユー ゴスラビアは,そ の特殊な.コンピュータ事情 によって種々の問題 を現出している。

ひとつ は余 りに多 くの種類の マシンが輸入された ことに由来す る。 このためマシ ンの標準化が

難 しいことさらには要員の余分な訓練を必要 とすることな どや っかいな問題が 出ている。第2

に ユーゴスラ ビアは熟練要員が不足 して いるため,既 存のマシンを十分に利 用できない状況に

ある。 第2の 問題は,要 員の供給が遅 れていることの外に,コ ンピュ一夕 リゼーシ 。ンをやみ

くもに急 ぎす ぎたことに起因 している。

もっとも他の東欧諸国と くらべた場 合,ユ ーゴスラビアの コンピコ一夕にまっわる問題ぱ比
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較的 少ないとも言える。 というのは他の諸国の ように国産 コン ビ・一夕開発 にそ う力 を入れ

ていないからだ。 もうひとつは政治,経 済的事情に よって,西 側 メーカーとの接触がスムーズ

にい っているためだ。 このた め西側企業は,訓 練 センターなどをユーゴに設立する傾向があり,

要員確保 に一役か っている。

'
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Φ

ポ ー ラ ン ド

ポー ラン ド政府 は,現 在推進中のコン ビ

。一 夕5ケ 年計 画(1971年 一75年)で,

そ の最低達成 目標の ひとつ として75年 ま'

でに新 たに500台 の コンピュータを増設

しようと している。 前期5ケ 年計 画

(1966年 一70年)で は,65年 の60

台 をベ ースに,70年 ま でに251台 を 目

標にあげ ていたが,図2-10に も明らか'

な ように,こ の試みは失敗に終 った。65

年 当時,ポ ー ラン ドはチ ェコス ロバキア

(65年 で55台),東 独(同45台)を

設置台数 で リー ドしていたが,現 在では こ

れ ら両国はボーラン ドのほぼ倍の コンピュ

ータを保有 している
。

ポー ラン ドの コン ピュータ生産の特徴 と

して①国内での コンピュータ生産 に力を入

れ,② コンビa－ 夕輸 出を伸ばす とい う2

点が あるo実 際ポーラン ドが保有 している

コ ンピュータの80%は 同 国製マシンであ

り,将 来 はこの レベルを90%に ■であげ

ようと している。 ポー ラン ドには今だに,

時代遅れの第1世 代 システムが多 く残 って

いる。 同国政府は,こ れ ら旧式マ シンを リ

プレースする意思はあるが,新 マ シンの生

産性が低 い上に,こ れを輸出にふ りむける

◎

ワ ル シ ャ ワ

コン ピュータ設置台数最新 データ

国 名 ポ ー ラン ド

設 置 台 数 230台

調 査 時 点 72年6月

調 査 元 Predicast

備 考

ということもあって,国 内の需要 に十分対処できてないのが現状のようだ。

こうい う状況を打破 するには,ソ 連 も含めて他 の東欧諸 国同様,西 側製マシンに頼 って しま
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えば手 っとり早 いのだが,ボ ーラン ドの場

合あくまで① 自国生産② 輸出の線を押 して

きたため,他 の東欧勢に若 干遅れをとった

きらい もある。 しか し最近,TSSサ ー ビ

ス用 として,IBM360/50あ るいは仏C

IIのIRIS'80を 購入 してお り,こ れ

が西側大型 マシン輸入の突破 口になる可能

性 もある。

ポー ランドのコンピュータ主力機器は,

何 といっても同国生産に よるODRAシ リ

ーズで
,21stCenturyResearch社

の 予測では72年 で 全体の72.8%は 同 シ

リー ズが 占めている。 しか し将来は,コ メ

コン諸国 が共同で進 めているRIADシ リ

ーズの中で
,ポ ーラン ドが担当 してい るR

-30が 主 力機器になる もの とみられる。

ボー ラン ドは現在で も,

図2-10:ポ ー ラン ドの コン ビ=、一夕 設 置 状 況 推 移

(予 測)

,、/

・5/

ly701971197!19731974:97碑

第3世 代のODRAコ ン ビ=一 夕の生産 と開発を進めてい るが,ポ ー

ラン ド筋でも同国の コンピュ一夕生産はRIADとR-30プ ロジェク トにかか っている と示

唆 してお り,ODRA用 に 開発 されたプ ログ ラムをRIADに コンバー トする作業 も行なわれ

てい ると伝えられてい る。 この点ではR-30の 成 否が,同 国 コンビ=一 夕の将来 を握ってい

るともいえ ようo

コ ン ピ ュー タ 生 産

1958年,ポ ー ラ ン ド科 学 ア カ デ ミー に 付 属 して い る 数 理 機 器 研 究 所(IMM-Institut

fごrMathematischeMaschinen)で,同 国 初 の コ ン ビ=一 夕 が 開 発 され ㌔ 同 研 究 所

で は,こ の マ シ ン を ベ ー ス に,ZAM-1,ZAM-2な どの 第1世 代 機 の 生 産 に 入 っ た。 この 当

時 は,同 研 究 所 の ほ か,軍 事 技 術 ア カ デ ミ ー(MilitaryTechnicalAcademy),原

子 核 研 究 所(Neuc'learResearchInstitute),基 礎 技 術 問 題 研 究 所(Institute

ofBasicPloblemsofTechnology),ワ ル シ ャ ワ大 学(theWarsawUniver-

sity)な ど の 各 組 織 も コ ン ビa－ 夕 の 開 発,生 産 に 当 って い た。 これ ら の 機 関 は,横 の 連 絡
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図2-11:

NCR3台

IBM6口 そ の他

西 側 諸 国

製ICL

20台

13台

ZAM&UM

(ポ ー ラン ド)

25台

MINSK&
URAL

(ソ 連)25台

ボ ー ラ ン ドの コ ン ピ ュー タ設 置 状 況

(1g72年 予 測)

(ポ ー ラ ン ド)

245台

(21stCenturyResearch調 べ)

を とらずに開発に当 っていたため,互 換性 という点では不満足な結果 に終 った。

1961年,ポ ー ランド南西部 プ ロッラフにELWRO製 造工場が設立された。 こ

の工場は,同 国内 で開発 された各種コンビ,一 夕を生産す ることが 目的であり,

ポ ーラン ドのコン ビ;一 夕生産の本格的第1歩 とみられる。 しかしELWRO工 場

は,ODRA1001,0DRAIOO2と い う独 自の プロトタイプを開発,生 産す るこ

とにな り,ODRAシ リーズはその後ボーラン ド・コンビ=一 夕の主 流を占めるこ

とにな った。1968年 には肌WROで は 第2世 代の中型機,ODRA1304の 生産

準備に入った次 いで第3世 代機ODRA1305の 開発 も計画 した。

こうしたば らば らな コンピュータ開発,生 産を是正するため,MERA(the

Assn.ofAutmation&InstrumentationIndustries;自 動,測 量機

器 産業連盟)に その役割 りがあてられ,IMMとELWROはMERAの 下 に総合 され

た。MERAの 下 でIMMは,コ ンビ;一 夕関係の研究開発を主 とし,ELWROは 生
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産を主 とすることにな った。

組織 的統合,再 編成はその後 も行

なわれ,ポ ー ラン ドの全ての コン ビ

;一 夕生産がMERAの 管 理下に入

った。現在IMMは,そ の活動の大

部分を,R-30と そ の周辺装置の

開発に割 りあてている。 もっとも将

来は,こ の仕事 を個 々の企業にゆだ

ね,自 身はシステム問題,RIAD

シ ステムの プログラ ミングに努 力を

傾ける予定。

ELWRO工 場 は,ワ ル シ ャワお よ

'び プロツラフ両工科大学 と密接な連

絡をとってお り,ワ ル シャワ大学の

数学者,プ ロソ ラフ大学 の経済学者

を結集 して,ポ ーラン ドの全頭脳 を

集中しているo同 工場は,ボ ブロビ

ーッェ,ジ ェロナ ッグ ラ,ル ブ　ベ

ク,ス ロンキーに衛 星工場 を持 って

いるo各 工場 には各々1,000名 の

従業員がいる もの とみられる。 なお

ELWROは,も と もとラジオ,テ レ

図2-12:ポ ー ラン ドの コ ン ピ ュ一 夕
ロ

開発,生 産体制

研究開発

連 盟

コン ピュータ生産

周辺装置

1・MPBI・ … 生 産

MERAMONT

MERAMAT

測定装置

etc

匝 生 産

(注>MERAMAT,ZMPBIonieに つ いては,

当 財団第5次 情報処理実態調査団報告書

(46-ROO2)121ペ ー ジ参照

ビの部品製造が 主体であり,コ ンビ;一 夕生産設備は,70年 当 時で全体の3分 の1と みられ

る。ただ し現 在の5ケ 年計画(71年 一75年)で は,ラ ジオ,テ レビ部品製造を新 しい衛星

工場 に移 し,肌WRO工 場 をコンビ。一夕生産に集中 しようと していたoこ のため現在では,

コンピ ュータ生産設備 の占める割合いはずっと大 きい ものになっているも¢もと考え られる。

主 力 コ ン ピ ュ ー タ

ELWROが 現 在 生 産 し て い る 主 な コ ン ビ,一 夕 は,第2世 代 機 のODRA1204とODRA

l304の2機 種 で あ る00DRA1204は,ポ ー ラ ン ドで 最 も ポ ピ ュ ラ ー な マ シ ンで,専 用 コ

ン ピ ュー タ と して 開 発 さ れ た も の。

ODRA1304は,汎 用 マ シ ン と して 設 計 され,68年 以 降 連 続 生 産 に 入 っ て い る。

第3世 代 機 と し て は,ODRA1305お よ びODRA1325が 開 発 され て お り,生 産 段 階 に 入

った と伝 え ら れ る 。ODRA1305は,1972ff3月 の ラ イ プ チ ヒ 春 季 見 本 市 に 出 品 され,英
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国ICLの1900シ リ ー ズ と 互 換 性 を 持 つ と い わ れ る。

ODRA1305は,IC技 術 を 完 全 に 使 用 して お り,主 な 性 能 と して は

・マ ル チ プ ロ セ シ ン グ

・マ ル チ フ'ログ ラ ミ ン グ

・マ ル チア ク セ ス

・ メ モ リ ・モ ジ=一 ル,32K,24ピ ッ ト/語(256Kま で 拡 張 可 能)

・CPU2台

・ サ イ ク ル ・ タ イ ム ・2〔 イ ク ・秒

ODRA1325も,ICを 完 全 に使 用 し てteり,フ'ロ セ ス ・コ ン ト ロ ー ル お よび 科 学 計 算 を主

目的 に し て い る。 主 な 性 能 は'

表2-25:ボ ー ラ ン ド製 コ ン ビ=一 夕一 覧

語 長 オ ペ レ ーシ ョン 速 度 メ モ リ サイクル
コ ン ピュー タ 生産年 ・タ イム 備考(価 格等)

(ビ 。 ト') (オペレーシ 。ン/秘 ㈱ (秒) －

ODRA1001 1962 プ ロ ト タ イ プ の み

ODRA1002 1963 〃

ODRA1003 1964 16 (75,000ド ル)

ODRA1013 1964 (150,000ド ル)

ODRA1103 16 32K &0

ODRA1204 1967 24 50,000 16K 6.0 Univac1004と 同等

ODRA1304 1970 24 32,000 32K 6.0 ICL1900と 同 等

ODRA1314 24 ICL1900と ソフト互換1生

ODRA1305 1972 24 250,000 256K 1.0 第3世 代機

ODRA1305 1972 24 32K 〃

一 ・

XYZ 1958 ポーラン ト初 のコンピュータ
.

UMC1 1959
1

UMC10

ZAM2

ZAM21

ZAM41 1970 48 32K 10.0 詣嘔盤(500,000ト フレ)

K-202 1972
TTL-MSI仮 相,OEM向

け ミニ ・コン ピュータ

RIADR[30 1973 バイト 500,000 IBM360互 換 性

■

(ソ ー ス.21stCenturyResearch)
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・メ モ リ,16～32K,24ピ ッ ト/ワ ー ド

・サ イ ク ル ・ タ イ ム,1マ イ ク ロ秒

上 記 のODRA2機 種 の 外,ポ ー ラ ン ドが 主 力 コ ンr".一 夕 と し て量 産 を計 画 し て い る の は,

RIADシ リー ズ 中 のR30,K202ミ ニ ・コ ン ビ=一 夕,MOMIK8bミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ

が あ る。R30は コ メ コ ン統 一 シ ス テ ムRIADの 最 初 の マ シ ン で,73年7月 現 在 肌WRO工

場 で最 初 の 製 品 の 組 立 て が 行 な わ れ て い る。73年 下 半 期 に は,第1号 モ デ ル が 完 成 す る見 込

み で,5ケ 年 計 画 が 終 了 す る75年 ま で に は,ボ ー ラ ン ド全 コ ン ピ ュー タ の4分 の2を このR

30で 満 た す 計 画 に な って い る。

K202は ポ ー ラ ン ド最 初 の ミニ ・コ ン ピ ュ ー タ と も い わ れ,現 在 国 際 市場 で もク ロー ズ ・

ア ッ プ され て い る と さ え い わ れ る。

K-20は 専 門 家 の 間 で,非 常 に 良 く開発 さ れ た 論 理 構 造 を備 え た マ シ ン と して 知 られ て お

り,ま た 低 価 格 で,し か も 他 メ ー カ ー 製 の 各 種 デ バ イ ス を 連 結 で き る。 このK-202は 必要

に 応 じ て 普 通 の ミニ ・ コ ン ビ;一 夕 と して,あ る い は4つ の プ ロ セ 。サ を も つ 大 型 シ ス テ ム

と し て 使 用 す る こ と が で き る。 サ イ ズ は19×8×23イ ン チ で,こ の ス ペ ー ス の 中 に 中 央 処

理 装 置 お よ び16Kの 内 部 メ モ リ ー が収 納 され て い る 。

CPUに は8つ の 汎 用 レ ジ ス タ が あ り,お の お の の レ ジス タは16ビ ッ ト/語 の 情 報 を ス ト

ア し,ま た オ ペ ラ ン ドを モ デ フ ァ イす る。 メ モ リは ブ ロ ック 構 成 を 採 用 し て お り,各 ブ ロ ッ

ク は 最 大64K語tで 拡 張 可 能)こ の ブ ロ ック を 接 続 す る こ とに よ リ メ モ リ は,最 大400万

語 ま で 拡 張 され るoメ モ リ ・サ イ ク ル は0.7マ イ ク ロ秒,ア ク セ ス ・ タ イ ムは0.2マ イ ク ロ

秒 。

1/0チ ャネ ル は8つ あ り,そ れ ぞ れ に8つ の1/0デ バ イ ス が 接 続 さ れ るoK-202の

最 大 構 成 は4つ の プ ロセ ッサ を もつ の で256の 周 辺 装 置 が と りつ け られ る こ とに な る。

K-202は8つ の 外 部 メ モ リー ・チ ャネ ルが あ り,そ れ ぞ れ が8つ の デ バ イ ス を コ ン ト ロ

ール し
,内 部 メ モ リー と の 間 に100万 語/秒 の 率 で 情 報 交 換 を 行 な う。

シ ス テ ム ・ ソ フ ト ウ ェア は 非 常 に 良 く開 発 され て い る。 幅 の 広 い ス タ ン ダ ー ド ・ル ー チ ン の

他,K-202に は テ ス ト ・ プ ロ グ ラ ムや デ バ ッグ ・ プ ログ ラ ムが 用 意 され で い る。 使 用 で き

る 言 語 は,ASSK(ア セ ン ブ ラ),BASIC,FORTRAN,ALGOL,COBOLの5っo

な お,K202のMTBFは1万 時 間 とい う こ とで あ る。

K202は,ODRAl325を 手 が け たB.Piwowar氏 とJacekKavpinski氏 が 共

同 で 開 発 し た もの だ が,設 計,生 産,販 売 に 関 して 英 国 のData-ioop社 と".B.Metals

社(CarbonElectricHoldingsGroupの 子 会 社)が 一 枚 加 わ っ て お り,こ れ ら両 社 を

通 じて 国 際 市場 へ 飛 躍 す る 可 能 性 も大 き い。

さ て上 記 の コ ン ピ ュ ー タ本 体 の 外,ポ ー ラ ン ドは 各 種 リー ダ ー,紙 テ ー プ ・ パ ン チ,磁 気 テ

ー プ お よ び デ ィ ス ク な ど の 周 辺 装置 に も 力 を 入 れ て い る。CRTと か マ ル チ プ レ ク サ の 開 発 も
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進 め て お り,高 速 ラ イ ン ・ プ リ ン タ に つ い て は 英 国ICLと の ラ イセ ン ス協 定 に よ っ て 製 造 を

進 め て い る。 ボ ー ラ ン ド最 初 の プ リン タは,DW-1と 呼 ば れ,IcLか ら 輸 入 し た プ リン タ

を も と に,IMMが 開 発 し た。 次 い でICLか ら ラ イ セ ンス を 得 て,DW-2(600行 ～

1,100行/分)がMERABlonie工 場 で つ くら れ て い る。 現 在 で はDW-3の 開 発 に 入

っ て お り,同 プ リ ン タ は 先 ず ソ連 製 コ ン ビ=一 夕Minsk32用 に 開 発 し,さ らにRIADシ リ

ー ズ で も採 用
,最 終 的 に は コメ コ ン 諸 国 全 体 で使 わ れ る よ う に な る もの と期 待 され て い る。

表2-26:ポ ー ラ ン ドの コ ン ビ=一 夕 を め ぐる動 向

'年
出 来 事 備 考

1958 IMMワ ル シ ャ ワ で ポ ー ラ ン ド初 の コ 記憶容量8,192語

ン ピ ュ 一 夕 組 み 立 て コンピコ一夕製造で東欧諸国中,ソ 連

に次いで第2位

1961 ELWRO(プ ロッ ラフ)工 場設立

1964 ELWRO,ODRA1003,

1013の 連続生産開始
'

1965 この 年 にUMC型 コ ン ピ ュー タ24

台製造

1967,10月 ODRA-1205大 量 生産開始 10万 オ ペ レ ー シ 。ン/時 間

〃 ODRA-1204試 作品完成 9万 〃 〃
・

1968 ODRA1304開 発準備

1969,4月 IMMとELWRO統 合

MERAの 傘下に入 る

1971 コンビ.一 夕5ケ 年計画開始 コン ピュータ生産最優先(75年 まで

'

に500台 製造 を目標)

1972 ポ ー ラ ン ド製 ミニ ・ コ ン ピ ュー タK

・202注 目 さ る。

ポーラン ドにおける コンピュータ産業の問題点

前述の ように,ポ ー ラン ドでは66年 一70年 の5ケ 年計画 で,コ ンピコ一夕設置台数を

251台 にする とい う目標 を達成 できなかった。 この ため71年 一75年 の計画 も,目 標レベル

まで到達で きないのではないか とい う危惧の念が根強い。 これ を打破するため,ポ ー ラン ドの

コンピ ュー タ専門家達は,第3世 代機の生産に主 力を入れて取 りくむ よう関係 方面に強 く働 き

かけているo
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ポーラン ドにおけるコンピューター利用に関 しては,ま だ改善 されるべき問題点が多 く残 さ

れている。特 に信頼 のおける周辺装置 の恒常的な不足,ま た海外から輸入 しなければな らない

パンチ ・カー ドどか磁気 テープとかい ったものの供給不足な どがや っかいな問題とな っている。

もっと も深刻 な問題 は,有 効な サービス組織が存在 していないことである。 このためほんの ち

ょっとした故 障ですらコンピュータを長期にわたって使用 不能の状態におと しいれて しま う可

能性す らある。

ポーラン ドにはシステ ム・ア ナ リシス,コ ンピ ュータ ・マネジメン トな どに関する十分な訓

練組織がない。 このためポ・一ラン ドの コンピゴ ーヌ ・ユーザーは,自 分 自身で種 々な問題 を解

決 してい くしかな い状況 にある。 また コンピュータの生産,利 用,要 員教育,導 入計 画な どが,

ぱ らぱらの組織に よって行なわれてきた ことも,ユ ーザ…に とっては痛手だ った。 サービス要

員の訓練 につ いてはNOT,生 産 につ いてはME庇A,企 業 組織 とマネジメン トについては

KOZA,設 置 と利用についてはKBIと い った具合 いに,各 々が各 々のやb方 を固執 し,横

の連絡に欠 けてい た。 しか しそ の後,・ ・一 ドウ ェア生産 と研究 に関してはMERAの 下 にI

MMとELWROを 総合 し,そ の他の情郭処理 に関する ことは全てKBI(KRAJOWE

BIUROINFORMATYKI-NanionalOfficeofInformation)に 統一 さ

れた(注;KBIに つい ては当財団報告書 「海外の情報産業 」46-ROO8参 照)。

現在 ポー ラン ドが直面 しているコン ピュータ問題の大半は,同 国政府が コン ピコ一夕産業の

開発に必要な時間 と資源 をはなは だしく過少評価 していた ことに起因する。政府 が意識してコ

ン ピュータ輸入をおさえていた こ とも,ポ ーラン ドの コンピュータ水準 を落すことになった。

1971年 一75年 の5ケ 年計画 では,世 界水準に達す るまでにかなりの努力が必 要で あると改

ためて再認織 され,よ うや く組織の再編,生 産強化にふみきられた。

これ より先の10年 間 は,コ ンビa－ 夕生産を他の東欧各国 より早 く手がけたボー ラン ドに

とって,東 欧 市場は恰好 の売り場 とな り,第1世 代機,第2世 代機 を輸 出して成功を納めた。

しか し国内経済,産 業の コン ピコ一夕化 を怠b,ま た第3世 代マシンを浸透 させ る努力をしな

か ったため,「 コンピュータ輸 出国ボーラン ド」.のイ メージは色 あせつつあ る。現在では東欧

諸国のほ とん どが,独 自の第3世 代機 を開発,製 造中であ り,ポ ーランドの コンビa－ 夕がそ

う易々と東欧 で売れる ような状況ではな くなっている。 ポー ランド政府 も,こ の ような状況 を

知 ってお り,RIADのR-30(中 型 機)とK202ミ ニ ・コンビz、一 夕に将来 をかけてい

る。一 口で言 ってしまえ ば,ポ ー ラン ドが以前の イメージを取 り戻すためには,R-30とK

202の 成功が必要不可欠だ し,こ れが失敗に終れば,ポ ーラン ドはIBMを は じめ海外 メー

カー製 コンピュータに躁 蘭されるか もしれない。
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ル ー マ ニ ア

ルーマニアは,コ ン ピュータ利 用 という

点では,チ ェコス ロバキア,ハ ン ガリー,

ポ ー ラン ド,東 独な ど他の東欧諸 国に遅れ'

を とっている。 しか しGNPの 年 間伸 び率

(推定60%)と コン ビ=一 夕取 引き高で

は,他 の東欧各国 と同等 あるいは上回 って

お り,今 後が期待され る。 また米国のCD

C(Contro'1DataCorp.)と 東欧初の

合弁事業 を開始するな ど,コ ンピュータへ

の意気込みは高 い ものがある。

コ ン ピ ュ ー タ 振 興tO年 計 画

ル ー マ、ニ ア は 目下 コ ン ピ ュー タ 振 興10

年 計 画(1971年 ～1980年)を 進 め て

い る。 この 長 期 計 画 の 目 ざ す と こ ろ は,。

コ ン ピ ュー タ 設 置 台 数 の 増 加,。 コ ン ピ ュ

ー タ要 員 の 訓 練 育 成
,。 コ ン ピ ュー タ 自国

生 産,。 コ ン ピ ュー タ ・セ ン タ ー 網 確 立,

。MIS導 入 な ど。10年 計 画 は,71年 か

ら75年 を第1段 階 と し,76年 か ら80年

を 第2段 階 に 分 け て い る。

ル ー マ ニ ア で は1967年 か ら コ ン ピ コ一

夕 利 用 キ ャ ン ペ ー ン を 展 開,3年 前 に 大 統

コン ピュータ設置台数最新データ

国 名 ル ー マ ニ ア

設 置 台 数 60台

調 査 時 点 1971年 末

調 査 元 21stCentury

Research

備 考 .

領の胆入 りでEDP委 員 を設立,コ ンビ=一 夕の開発,生 産に力を入れ てきた。 ルーマニアの

新型機,FelixC-256コ ン ピュータはすでに稼動 していると伝えられる し,こ の外に第

3世 代機の生産 も開始 された といわれ る。 しか し同国のこa－ ス機関,Agerpresの 報告では,

経 済成長に見合 うだけのEDP開 発 はAだ 達成されていない。 この点か ら10年 計 画への期待

は大 きいわけだが,各 段階 ごとに主な 目標を見ると

第1段 階(1971～1975年)

①75年 ま でに80ヵ 所 以上の コンビ.一 夕 ・センターを設立する。 これ らのセ ンターの サ

ービスの6割 は
,冶 金,電 力,化 学,食 品,製 材,輸 送,農 業の各産業 に向け る。
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②400の 企 業 体 あ る い は セ ン タ ー で マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ムを 導 入,稼 動 させ る。

③ コ ン ピ ュ ー タ ・オ ペ レ ー タ20,000名 以 上,デ ー タ 処 理 ス ペ シ ャ リス ト8.000名 を トレ

ー ニ ン グ す る
。

④ 総 額1億1,600万 ドル(357億2,800万 円)を 投 下,コ ン ビ 、 一 夕 自国 内 生 産 に も 力 を

入 れ るo

第2段 階(1967年 ～1980年)

① コ ン ピ ュー タ設 置 台 数 を増 加 させ,80年Aでva1,000の 企業 体 お よび 機 関 で コ ン ビs-一

夕 を利 用 す る よ う に す るo

② 特 に化 学 お よ び 金 属 業 界 で は,24時 間 フ ル稼 動 の マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム を導 入す る 。

③ デ ー タ 伝 送 を 拡 充 さ せ,マ ネ ジ メ ン ト ・ シ ス テ ムの イ シ ダ ー ・コ ネ ク ト,さ ら に は80年

以 降 の 全 国 規 模MIS導 入 を検 討 す る。 .

コン ピ ュー タ 生 産 と問 題 点

ル ー マ ニ アは1964年,2,000オ ペ レ ー シ 。ン/秒 の 機 能 を持 つ エ レ ク ト ロニ ック ・カ ル

キ=レ 一 夕,DACICC-1マ シ ン を 開 発 した 。 そ の 後1966年, .1969年P,同 マシ ン の

性 能 は 高 め られ た が,結 局何 れ も プ ロ トタ イ プの 域 を脱 す る こ とは で き な か った 。1969年

に はFelix-15と 呼 ば れ る ル ー マ ・ニ ア 初 の ア カ ウ ン テ ィ ン グお よび イ ン ボ イ シ ン グ ・マ シ ン

が 生 産 され,ル ー マ ニ ア の コン ビ=一 夕 産 業 の 夜 明 け を 迎 え た。 翌70年 に は,CETAと 呼 ば

れ る電 子 カ ル キ,レ 一 夕が 開 発 さ れ た 。

こ れ ら国 内 で の 自 力 開 発 と並 行 して,海 外 の 高 度 な コ ン ピ ュ ー タの 技 術 を 移 入 し,ル ー マ ニ

ア ・ コ ン ビ=一 夕産 業 の 強 化 に つ い て も検 討 され た。69年,70年 に は,政 府 高 官 が 英 国 に

入 り,英 国 産 コ ン ピ ュ ー タの 入 手 可 能 性 お よび 英 国 ユ ー ザ ーの 利 用 状 況 に つ い て 調 査 した。 同

じ く70年 に は 仏 を 訪 れ,そ の 成 果 と し て 仏 国 策 メ ー カ ー,CII(CompagnieInterna-

tionalepour1'Informatique)か らIRIS50(中 型 機)を9台 購 入 し た 。 同時 に ル

ー マ ニ ア でIRIS50を 生 産 す る こと に 関 す る ラ イセ ン ス 協 定 も調 印 さ れ た(ル ー マ ニ ア が 国

内 で 生 産 す るIRIS50はFelix--C256と 称 さ れ て い る)。

1973年3月 に は,米 国 のCDCと 共 同 出 資 で,ROM/ControlData/SRLと い う企 業

を ブ カ レ ス トに設 立 しk。 出 資 比 率 は ル ー マ ニ ア が55%(220万 ドル),CDCが45-%

(180万 ドル)。 東 欧 諸 国 と 米 国 コ ン ピ ュー タ 企 業 の 合 弁 事 業 は,こ のROM/Control

Dataが 初 め て で あ る。 両 者 の 共 同 声 明 に よ る と,同 社 はComputerPeripheralInc .

(CPI,CDCがNCRと 合 弁 で 設 立 し た 周 辺 装 置 メ ー カ ー)が 取 り扱 っ て い る コ ン ピ ュー タ 周

辺 装 置,即 ち カ ー ド ・ リー ダ,カ ー ド ・パ ン チ,プ リン タ な ど を 生 産 す る と共 に,現 製 品 の 改

良,新 製 品 の 開 発 と い ったR&D活 動 も行 な う。 生 産 開始 は73年 中,出 荷 は74年 の 予 定 。

ル ー マ ニ ア とCDCの 提 携 は,ソ 連 とIBMと い う2人 の 巨 人 の 影 の 中 で ま と ま っ た と観 測
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されている。ル ーマニアは,コ メコン諸国が共同で進めているRIADプ ロジェク トにはご く

一部 しか加担 していない
。 ルー マニアは ソ連圏 から脱却をね らっている訳 ではないが,西 側の

技術を取 り入れ,産 業を促進 し,ソ 連か ら経済 的独立 をはかろ うとしている。 この意味で,C

DCと の 提携は意 義があるもの とみられ る。 一方CDCに と っては,将 来の大市場 といわれる

東欧に くさ びを打 ち込み,IBMに 一 矢 をむ くいるために も評価 され る提携であろう。

ルーマニアは,人 口で もポーラン ドに次いで東 側第2位 だが,経 済,鉱 工業 の開発,発 展で

は遅れている。特に産業ベースが小 さい ということで,コ ンピュータ市場の形成,確 立にハン

デ ィがあるが,コ ンピュータ関係要員の不足 が他の諸国ほ ど深刻でない こと,ま た西側 メーカ

ーとの契約 に持に積極的であるとい う点で今後が注目される国で ある
。

表2-27:ル ー マニアの コンピュータをめ ぐる動向

1964

1966

1969

同11月

19703月

6月

1971

1972

1973

DACICC-1(2,000.t－ ベ レ ー シ ョン/秒)開 発

同20,000オ ペ レ ー シ 。ン/秒 開 発

DACICC-200開 発

政 府 高 官 訪 英

ル ー マ ニ ア経 営 開 発 セ ン タ ー 代 表 一行,英 国 の ユ ー ザ ーC(mputelを 訪 問

CIIか らIRIS50を9台 購 入,IRIS50の 国 内 生 産 に 関 し て ラ イセ ン ス

を 得 る

ThomsonCFFか らTTL回 路(IRIS50に 使 用)の 製 造 に 関 す る ラ イセ

ン ス 獲 得

コ ン ヒ ー タ 振 興10ケ 年 計 画(71年 一80年)開 始

Felix-C256生 産 開 始 予 定(そ の 後 生 産 に 入 っ た か ど う か 不 明)

米CDCとROM/ControlDataを 設 立
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図2-13:ル ー マ ニ ア の コ ン ビ 。一 夕 設 置 状 況 推移(予 測)
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図2-14:ル ー マ ニ ア に お け る メ ー カ ー別 シ ェ ア(金 額 比)

一 単 位1
,000ド ル ー

その他西側
2台 醐%

17台

ソ 連

10台

3,500

(11.2%)

5・000(16 .2%)

日本3台

1,000(32%

.Elliott

4台1,00

(3.2%)

siemens

1台1,2'OO(3.8%)

HI

4台

1,500

(4.8%

IBM

5台

3,500

(11.2%)

CII(仏)

10台

10,000(32.0%)

ICL

4台

(12.8%)
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ハ ン ガ リ ー

ハンガ リーの コン

ピュータ設置ベース

はまだ小 さい0

1970年 末 まで86

台,1971年 末 で

100台 とい う調査

データがある(こ の

外71年 で120台 と

い うデータ もある)。

しかし現在進めてい

る第4次5ケ 年計 画

では,工 業開発に関

する7種 の優先項 目

の中に,コ ンピ ュー

タ製造 をあげている。

ノ

この 中 で75年 の コ ン ビ=一 夕 生 産 台 数 を70年

の10倍 に ま で 高 め よ う と努 力 し て お り,同 年 の

設 置 ベ ー ス を70年 の4～5倍 に し よ う と し て い

るo

ハ ン ガ リ ー は,西 側 の コ ン ピ ュ ー タに 依 存 し て

お り,金 額 で み る と これ ま で 導 入 した コ ン ピ ュ ー

タ の70%を 西 側 製 コ ン ピ ュ ー タ に 投 じて い る

(表2-28)。 西 側 メ ー カ ー で は,ICI,

Honevwell-Bull,Univacの 進 出 が 目立 っ て 大 きい 。 この 外 で はIBM,

通,CDCが 若 干 な が ら 食 い 込 み をみ せ て い る。

国 名 ハ ン ガ リー

設 置 台 数 100

調 査 時 点 71年 末

調 査 元 21stCentury

Research

備 考

siemens,富 士
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表2-28:ハ ン ガ リ ー の コ ン ビ;一 夕 設 置 ベ ー ス予 測

(71年 末)

設 置 台 数
シ ェア(%

(台 数 ベ ー ス)

設 置 金 額

(1,000Pレ)

シ ェア 傾

(金 額 ベ ー ス)

西 側 コ ン ピ ュ ー タ

東 側 コ ン ピ ュ ー タ

65

35

65%

35%

21,18{〕

9,000

70.1%

29.9

計 100 100% 30,180 100%

ハ ン ガ リ ー の コ ン ピ ゴ 一 夕生 産 に つ い て み る と69年6月 同 国 の エ レ ク トロ ニ ク ス 企 業EMG

が,同 国 コ ン ピ ュ ー タ第1号 と して,EMG830を 発 表 し た。 そ の 後EMGは 仏 のCIIか ら製

造 ライ セ ン ス を と っ て,CII10010を ベ ー ス に した モ デ ル を 国 内 で 生 産 し よ う と した が,こ

れ は 現 在,Videotonラ ジ オ ・ テ レ ビ工 場 に ひ きつ が れ,VideotonV10010Bと して 生

産 さ れ て い る。 ハ ン ガ リ ー は,仏CII以 外 の メ ー カ ー と も,ミ ニ ・ コ ン ピ ュー タ とか 周 辺 装

置 に 関 す る ラ イ セ ン ス 契 約 を と ろ う と して い る。

図2-15:ハ ン ガ リー の コ ン ピ コ一 夕設 置 状 況 推 移(予 測)
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ハ ン ガ リー が 今 後 コ/ピ コ一 夕 を 開 発,生 産 あ る い は こ れ を 運 転 し て い く上 で,最 大 の 問 題

とな る の は,要 員 の 不 足 で あ る。 ハ ン ガ リー の 予 測 で は,75年 で15,000人,80年 で

28,000人,85年 で40,000～48,000人 の コ ン ビa－ 夕 要 員 を確 保 す る こ とに な って い る。

しか し70年 に は わ ず か2,200人 か ら2,500人 の 要 員 しか い な か った とみ ら れ,今 後 必 要 な 要

員 を 育 成 して い く の が,ハ ン ガ リー の コン ピ ュ ー タ 関 係 者 に 課 せ られ た 大 き な 任 務 と な って い

る 。.な お ・・ン ガ リー政 府 は,現5ケ 年 計 画 中 に,7億5,000万 フ ォ リン トを 投 じ て,コ ン ピ ュ

ー タ 要 員 の 訓 練 施 設 を つ くる と と にな っ て い る。

●

、

●
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ブ ル ガ リ ア

ブル ガリアのコン

ビと一夕市場 では,

富士通の進出が目立

ってお り,66年 の

FACOM230-30,

71年 のFACOM

230-45契 約 で同

市場 での足場を築い

た。 その他の西側 メ

ーカーでは
,IBM

が最 近10台 以 上の

コンピュータを売 り

込んだ と伝えられ注

目されているo

コ ンピュータ設置台数最 新データ

ブル ガリアも独 自のコン ピコ一夕

生産に取 り組んでおり,RIADプ ロ

ジ ェク トに も参加 している。 しか し

RIADマ シン以外 では,IC利 用の

卓上計算器 肌KA-42と 中型 コン

ビ=一 夕ZIT-151を 開発 してい

るに過 ぎない。 肌KA-42は 年 間5万 台程 生産されているみ こみだが,ZIT-151の 方はわ

ずか数台 しか製造 され ていないといわれる。何れにせ よ,ブ ルガ リアの コン ピュータはこれか

らの感があるo

国.名 ブ ル ガ リ ア・

設 置 台 数 63

調 査 時 点 71年 末

調 査 元 21stCenturyResearch

備 考 ¶

表2-29:ブ ル ガ リアの コ ン ビ 。 一 夕 設 置 状 況 予 測

(71年 末)

設 置 台 数 金 額

(1ρ00ド ル)

シ 。 デ

㈲
西 側 製 コ ン ピ ュ ー タ

東 側 製 コ ン ピ コ一 夕

37

26

w16
,500

7,500

68.8

31.2

計 63 24,000 100%
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図2-16:
.ブ ル ガ リ アの コ ン ピ ュー タ設 置 状 況 推 移(予 測)
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ア ル バ ニ ア

アルバニアの人口は210万 人,首 都

チラネには17万 人が住 んでいる。

1962年 以来,中 国の援助を得て,経 済

を発展させ てはいるが,1970年 の 時点

で労働力の60%が 農 業に従事 している

とい う事情 もあり,コ ン ピュータ市場の

形成 には縁 遠い ものが ある。

欧州筋によれば,ア ルバニアの コンビ

=一 夕設置台数は1970年 で10台,何

れ も小型機 でソ連製 と中国製の混血機種

とみ られ る0

1970年 に は,首 都チ ラネで国立 コン

ピコ一夕 ・・センターの建 設が開始 された。

同センターは,中 国の援助を受 けており,

各 種経済 問題の解決,国 立 チラネ大学学

生の訓練基地 として将来の大 きな貢献が

期待 される。 さらに同年 に,チ ラネ大学

に応 用エレク トロニクス学部 と原子物理

学部が開設, ざた中国科学ア カデ ミーの協力に よb10月 に は原 子放射研究所 もオープンした。
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中 国

＼

中国のコンピュ『

タについては,数 年

前まで全 く秘密のベ

ールにつつまれてい

たoし かしこのとこ

ろの米 中関係など,

中国をめ ぐる世界環

境の変化に伴い,中

国の コンピュータ事

情について もかなり

の ところまで分 って

きたし,米,西 独,

日本企業 による中国

市場進出など,未 知

の可能性を持つ市場

に対 する積極的動 き

もみ られ るようにな

ノ ・…

っている。 とはいえ 中国のコン ピュータについては,決 定的 といえるデータはない。 設置台数

ひとつをとってみて も,各 ソースの予測,評 価が極めて大 きな 開きが あるとい うのが実状だ。

ここでは最近1～2年 に入手 した各 種データをもとに,中 国の コンビ=一 夕事情の概要をま と

めてみ よう。

中国のコンピュータ発展史

中国の コン ピュータをめぐる動向は,① ソ連援助期②文化革命期③現在と大 き く3つ に分け

られる。 ソ連援助期(1950年 代)に おいては,中 国は独 自の コンビ.一 夕活動 はほ とん ど行

なわな かったといってよい。わずかに1956年 に,北 京 に計算技術科学協会 を設立 し,コ ンビ

.一 夕研究に手 を染めた ことが注 目され る。 その後1960年 に ソ連が援助 を打 ち切るまで
,コ

ンビ=一 夕関係の成果 としては,August1と い うデ ィジタル ・マシンが ソ連の サポー トで

完成 したことぐらいだ った。 しか しこれは実用段階まではいかなか った ものと推 測される。

ソ連援助下では,中 ソ両国はコン ピュータに関しても幾つかの共同 プ ロジェク トを進あてい

たが,ソ 連は60年 に引 きあげ るとなると,運 べるもの は全て中国か ら持 って行 ってしまった。
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これ以来1966年 に文革が開始され る迄,中 国は ソ連製 コン ピュータを模倣 しながら,手 工業

的方法で コンピ ュータ生産に取り くん だ。 この結果1962年 には,ソ 連のM-3型 を ベースに

DJS-1型 と呼 ばれ るデ ィジタル ・コンビ。一夕を開発,生 産に着手 した。 さらにBESM-2

を モデルに したDJS-2型(63年),M-20の 改 良バー ジ 。ン(64年)を 経 て,66年 に

は トランジスタ,使用の第2世 代機,DJS-21型 の生産にまでこぎつけた。 これらは何れ もデ

ィジタル ・コン ピュー タだが,当 時中国ではむ しろ,ア ナログ ・コンピュータの開発,製 造に

力点がおかれていた。1958年 ま でには,少 な くとも30台 の アナログ ・コンビ=一 夕が製造

されたといわ.れるし,64年 以 降にはFM-8ア ナ ログ ・コン ビ=一 夕が大量 に生産された とも

いわれる。 中国のアナログ ・コンピコ一夕は,D},(J-16B(60年)-FM8(64年)-M

24(65年)-DMJ-3(65年)-SJ1(66年)と い う系譜 を経 て,1968年 に はオール

・トランジスタのDMJ-2に 到 着 した。

さて文革期の コンピュータ事情について は,実 際の ところよく分 っていない。た だ文革 自体

は,コ ン ピュータ も含め中国の電子産業にとって,マ イナスに こそなれ プラス要素にはならな

か った もの といわれ る。 この間西側寄りの科学者,教 授は追放され,大 学 も閉鎖された。 しか

しなが らこの間の電子関係工場に対する インパク トは小 さな もの だった し,新 設 された工場 も

ある。 これは中国が電子,コ ンピュータ産業の重要性を認識 していることを立証 する ものであ

ろ うし,文 革 自体 によって中国のコンピュー タ開発史が大き く左右 されたことはない と考え ら

れる。

文革以後現在 までは,中 国の コンピュー タに関 して様々の情報が乱れ とび,混 沌 の中に も中

国のコンピュータ事情が徐 々に秘密のべ一:ルをとっている時期 に当る。特 に最近2～3年 は,

中 国が諸外国に コンピュー タ視察 団を派遣す ると共に,各 国からも中国へ視察団が入 り,世 界

有力企業の売 り込み合戦 も開始 されよ うとしてい る。
↓
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表2-30:中 国 の コ ン ビ 」一 夕 発 展 史

生産開始 型 モ デ ル 名 メ モ リ 容 量 備 考

1956 〈北京に計算技術科学協会設立〉

1958 デジタル August1 中 国 初 の デ ジ タル ・マ シ ン,ソ 連 のURAL

一1を ベ ース

1960 〈 ソ連,中 国援助打 ち切 り〉

〃 アナ ログ DMJ-16B 北京第一 ラジオ工場 で生産に入る。真空管使用

1962 デジタル DJS-1
フ ェライ ト・コア

1,000語
真空管使用,ソ 連のM-3型 の模倣

1963 〃 DJS-2 フ ェライ ト ・コア 真 空 管 使 用,ソ 連 のBESM-2型 を ベ ース.

2,048～

4,096語

1964 〃 ?
4,096語 ～

16,384語 真 空 管,半 導 体 部 品 使 用,50,000オ ペ レ ー

シ.ン/秒 の機能を待ち,ソ 連のM-20と ほ

ぼ同レベル

〃 アナログ FM-8 真空管使用,天 津電子機器工場で生産に入る
.

〃 〃 M-9 〃 〃

`

1965 デジタル ? フ ェライ ト・コア 真 空 管

1,024語 ～
・

2,048語

〃 アナ ログ M-24 真 空 管 ・対 空 ミサ イル ・ シ ス テ ムの 一 部 と し

て使用 されている 見こみ

〃 〃 DMJ-3 真 空 管,ソ リ ッ ド ・ス テ ー ト

1966 デジタル DJS-21
フェライ ト・コア

4,096語
ソ リ テ ッ ド ・ス テ ー ト

アナログ SJ-1 真 空 管
'

1968 デジタル DJS-7
フ ェライ ト・コア

4,096語

ソ リッドステー ト(68年 秋,69年 春広 州交

易会 で展示された)、

アナログ DJM-2 ソ リッ ドステー ト(68年 春 の広州交易会でお

目見 え)(中 国 初 の オ ー ル ・ ト ラン ジ ス タ ・

ア ナ ロ グ ・ コ ン ピ ュ ー タ)

1970
o

デジタル DJS-6 フ ェライ ト ・コア1 ソ リッ ドステ ー ト(70年 春 の広州交易会に展

16,000～
示)

32,000語

1972 モデル709 新華社 がIC使 用の第3世 代機として発表

1973 ? 48ビ ット13成 語 中国初の本格的第3世代機として親華社が報じた
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活発化する中国との交流

中国はこ こ数年来,海 外各国の先進技術に積極的関心 を払 うようになってお り,ま た海外各

国 も中国へ の売 り込みに期待 しているところか ら,こ の方面 での中国 との交流が活発化してき

ている。 コン ビ=一 夕も例外 ではな く,ち なみに72年 ～73年 に おけ るコン ビ=一 夕関係の

交流 をみる と表2-31の よ うにかな りの数 にのぼ る。

中で も注 目される幾つかの交流について簡単 に触れ てお こう。

先ず72年4月 の英企業代表団の訪中がある。 これはロン ドン商業 会議所が派遣 した もので,

GEC,Plessey,Babcock&WilcoxLtd,ViekersLtd,JosephLucasLtd,ICL

『な ど英の有力企業15社 が 参加 した
。特 に国策 コンピュータ ・メーカー,ICLの 参 加は,中

国が英 のコン ビ;一 夕に興味を持 って いる と注 目された。実際ICLは,数 年前に中国に コン

ピュータを売 り込んだ実績 もあり,ノ ウ ・ハ ウあるいは ライセンス契 約に も意欲 を示 していた。

しか しICLの オル ダム(CliffOldham)海 外販売担当重役は帰国後,「 中国市場 は当分

期待薄だ 」と述べた。同氏は さらに,「 中国が西欧の コンピュータ利用概念をと り入れるまで

には,今 しばら くかか る。中国の優先的買取 り物 資 リス トは,汎 用 コンピュー タは明らか に低

い位置にあった 」と指摘 している。訪中団ば帰国後の統一見解 として,「 中国は英の技術に興

味 を寄せてお り,長 期的視野にた って交渉 を進めてい く必要が ある ⊥と述べている。ICL自

身 は,中 国市場 開拓に大いに乗 り気であるとみられる。特に同社は,ソ 連 ・東欧市場 でこの と

ロ

ころシ ェアを失 ないつつあるため,未 開 の中国 市場 でその分ンつ埋めあわせを しようとしている

ともいわれ る。

次いで7月 には,米 国人科学者一行が訪 中,一 行の一人 チーザム(ThomasCheatham)

ハ ーバー ド大学教授は帰国後 ,「IC使 用 の第3世 代機を見た!」 と熱狂的報告 を行な った。

米人一行6名 の訪中は,ピ ンポン外交の成果の ひとつで あり,中 国側との会見を 自由に行な う

ため,観 光客 というふれこみで中国 に渡 ったcチ ーザム教授の報告は,時 ならぬ中国 コンピュ

ータ論争を巻 きおこし同行 したBB&Nの オ ルンスタイン(S .Ornstein)氏 は,「 チーーー

ザム氏 の意見には賛成 で き・ない 」と発表,そ の後 ワシン トンのIEEE会 議 でケネスeK・ フ ァ

ン(KennethK.Fan)博 士 は,「 中国の コン ピュータはチーザム氏のいうような もの より

遅れている 」などと述べた。

7月 ～8月 は カナ ダを舞台 に,中 国 コンビ=一 夕が注 目された。』先ず中国初 の コンビ・一夕

専門家に よる使 節団が カナダを訪れ た。 同使節団は,北 京科学 アカデ ミー ・コンピュータ技術

研究所のスタ ッフ3名 で構成 され,モ ン トリオールで開かれ たカナダ ・コン ビn－ 夕会議など

に出席 した。 メン・ミーはメモ リ関係の専門家PechinHuong氏,ロ ジ ック ・デザイナーの

HsiuChang氏,ソ フ トウェア専門のKung-ShinHsu氏 の3名 。彼 らに よると中国のコン、

ピュ一夕は,完 全に中国人 の手 によって設計され,製 造され,実 用化 されているが,台 数は多

いとはいえ ない。 さ らに彼 らは米国製 コン ピュータはないが,英,仏 の コンピュータは輸入 し
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た と述べた。

8月,米 国 ミニ・コ:/ピ=一 夕 ・メーカーの代表的企業,DataGenera1社(7㌧G)は,

カナ ダに子会社DataganofCanadaを 設立,同 社を通 じて中国市場進 出の意図を打 ち出 し

た。同社は北京 で開かれ るカナダ ・シ 。一に主力機Nova型 ミニ ・コン:'Nova1210とNova

1220)を 展示,米 国のコン ピュータ技術を中国に披露する計画をたてた。Datagenof

Canadaの マ ク ドゥガル社長 は中国人技術者 について,「 彼 らはコン ビ=一 夕がマンパワーを

削減する とい う話 し方を嫌 っている。我 々が会 った中国の技術者は,コ ンピュータに関する知

識 も豊 富だ し,コ ン ビ=一 夕産業 とIBMの 位 置な どを よく知 っていた。彼 らは海外の先進

EDP技 術 を学 びたが っている 」と述 べた。

さて73年2月 ～3月 には,IBM,Burroughs,RCA,TI(TexasInstrumentS)

が 相 次いで中国に責任者を派遣,技 術交流について接渉した。 これは2月 のキ ッシ ンジャー米

大統領補佐官(当 時)の 訪中後に出された共同声明で,北 京に米側連絡事務 所設置が明 らかにさ

れた直後の動 きであ った。4社 の代表者は,中 国側の窓 口,中 国&術 進出国公 司で積極的に技

術交流について討 議 した。 この ところ米中関係の進展に伴い,中 国はエレク トロニクスも含め

米国の先端技術に大 きな関心 を払 うようにな つて きた ことは確かだろう。 中国市場 をめ ぐって,

日本,米,西 独3者 の競争が熾烈化する見通 しが強 くな った。

5月 には米国東西貿易促進委 員会が,「9月15日 ～27日 北京 で米国コンピュータ・シ 。

一を開 く」と発表 した。6月 には中国国際貿易推進委員が同シ ョーを承認 した。 参加企業 には,

SperryRand,CDC,Burroughs,NCR,Honeywell,MDS(MohawkData・Sciences),

ComputerDesignCo.な どが名を連ね,「2,000万 ドルAで 購入する意志が ある 」とい

う中国側の意向 もあって,米 国製EDP装 置 の大量商談が見込 まれた。 しか し9月 に入ると,

同 シ.一 は突然延期されて しま った。延期の原因としては種 々取沙 汰されたが,ど うやら米 中

間の連絡方式の変更にあったら しい。 つまり当初コンピュータ・シ 。一については,在 カナダ

中国大使 館を通 じて交渉が行なわれたが,途 中で ワシン トンに公式な連 絡事務所が設置 された'

た め,コ ンタク トの方式が変 わり,ス ケ ジュール調 整が うま くつかなくな った ものらしい。 こ

の外に,米 中間に依然存在する貿易活動 制限条件 も延期 につながったとみられ る。IBMは,

これ があるために,北 京 での展示 には二の足 をふんだといわれる。米東西貿易委員会に よれば,

コ ンピュータ ・シ 。一は74年 春Aで に延期 されたが,参 加企業の増大な どに よって十分埋 め

あわせがつ くとしている。

中国国際貿易推進委員会は,74年8月 ～9月 にかけて,米 国 で中国経済貿 易展を開 くと発
ミ

表 した。 こうした政府 レベルでの展示会 と有 力企業に よる独 自の接渉な どに よって,米 中間を

はじめ,中 国市場 をめ ぐる交流 は今後ますます活発化する もの と思われる。
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表2-31:最 近の コンビ;一 夕るめ ぐる 中国 と海外諸国の交流

72年 2月 (ニ ク ソ ン 訪 中)

3月 中 国の技術使節団,英 国の電 気工業会社主 催の シ 。一に出席。

4月 ロ ン ドン 商 工 会 議 所,15社(ICL,GEC,Plessy',な ど参 加)

から訪中通信代表団派遣

中国国際貿易促進委員会,仏 に エレク トロニクス技術視察団派遣

7月 米国 コンピュータ技術者一行6名 訪中,第3世 代機を見た と報告

中 国 の コ ン ピ ュー タ専 門 家 一 行 カ ナ ダ を訪 問,モ ン ト リオ ー ル の カ ナ ダ

・ コ ン ピ コ 一 夕 会 議 に 参 加

8月 米国のDataGeneral社(DG),中 国 市場 進出の足場 としてカナダ

にDatagenofCanadaを 設 立

9月 中国は電信事業発展のため,米 の技術に注 目,ITT,GE,Westing-・
ふ

hOUSe,RCAと 交 流

11月 新華社,上 海でIC使 用の汎用 コンピュータを開発 した と報 じる

73年, 1月 中 国の電機使節団,西 独AEG-Telefunkenの 各 工場 を視察,

コン ピコ一夕,重 電機に関心を寄せる。

3月 IBM,Burroughs.RCA,TI各 社,中 国 に 責 任 者 を 派 遣,中 国 側 と

技術交流に関して交渉
=

5月 米 の東西貿 易委員会,73年 秋 に北京で「米国コンピュータ ・シ 。一 」
・

を開 くと発表

6月 中 国 政 府 「米 国 コ ン ピ ュー タ ・シ.一 」正 式 承 認(CDC,Burroughs

SperryRand,NCR,MohawkDataSciences,Honeywell,DECな

どが参加表明)

8月 新華社,北 京で演算能力100万 回/秒 の第3世 代機開発に成功 したと報

じる

9月 「米国 コン ピュータ ・シ 。一 」,米 中間の外交関係,貿 易活動制限条件

な どの理由で来春書で延期 さる。

中国国際貿易促進委員会,74年8月 ～9月 に米国で 中国経済貿易展を開

くと発表

10月 中国電子学会コ ンピュータ視察グループ米 国を訪問

日中経済協会,中 国工業標準化品質管理訪日代表団派遣の予定を発表

11月 Westinghouse代 表 者,訪 中
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終止符を うった第3世 代機

中国には果 して コンビ=一 夕が何台 あるのか第3世 代機は あるのかど うか,こ れは1972年

か ら73年 に かけて最 も注 目を呼ん だ論争のひ とつであった。そ もそ も中国の コンビ=一 夕市

場が注 目をあびは じめたのは,72年2月 ニクソン訪 中以来の ことだが,当 時米国では,「 コ

ン ピュータを赤 く塗る時か?」 と して米企業 トップの頭の中で中 国市場 進出が取沙汰 された。

しかし何分に も,当 時は中国のコン ピュータ事情がベールにつつまれていたため,米 企業 とし

ても手の下 しようがなか った。前述 した ように,中 国 コン ピュータ論争をひき起 した72年7

月の米人技術者による訪 中団の報告で ある。

報告の中でチーザム教授は,「48ビ ッ ト,32,768語 の コア ・メモ リ,256語 の薄膜 メ

モ リを持つ大型機 で,周 辺装置 として ドラム,磁 気テープ,紙 テ ープ,CRTデ ィス プレイ,

プ リンタを備 えた第3世 代 機 」を 見たとしている。一方同教授の意見に反対 していたオル ンス

タイン博士は,「 中国 には確かにICで っ くられた コンピュータがあった。 これを第3世 代の

唯一の前提とすると,中 国のコン ビa－ 夕の何台かは第3世 代機である 」と述べている。 また

コロン ビア大学客員教授,ケ ネス ・K・ ファン(KennethK,Fan)博 士は,カ ナ ダの トロ

ン トお よびパ リの見本市 に展示された中国の コン ピュータを視察 し,中 国人技術者と会談 した

結果,「 私がみた中国製 コン ビs－ 夕は,ト ランジスタを使用 してお り,第1世 代 と第2世 代

の中間の ようなマシンだ った し,中 国技術者はFORTRAN,COBOL,PL/1な どについてほ

とん ど知識がなか った」と指摘 している。

73年 秋 にな って,訪 中 した米技術者一行は,統 一レポー トを提出した。 この中で彼らは,

3週 間の訪中の際に見学 した工場 と主なモデルをまとめてい る。(表2-32)こ の 中でチー

ザム氏が熱 狂的に報 じたのは,お そ らく北京計算技 術研究所でみたモデル111コ ン ビ]一 夕で

あっただろうと思われる。 ソ連の事情に詳 しい米国の雑誌,SovietCyberneticsRevi-

ewに よる と,モ デル111は ソ連の第2世 代機,BESM6に 類似 している ともいわれ る。

表2-32:米 技 術者訪中団がま とめた中国の主要 コンビ=一 夕

開発機 関 機 種 名 完成 年1タ イ プ
演算 速度

100回/秒
詑 憶 容 量 入出力装置その他

上海計算機
C2 1968ト ランジスタ 25

コア●メモリ(容量不明)

磁気ドラム2台
ライン ・プ リンタ2台

709 19711C 110
コア ・メモ リ(32K語) 800㌢ 秒の.

研 究 所 磁気 ドラム(15K語) 紙 テープ ・リーダ

4台

上海筆13 コア ・メモ リ(8K語)
プロセ ス制 御 用

ライン ・プ リンタ

ラジオ工場 TQ-3 不 明 不 明 100 磁 気 ドラム(40K語)
幽2台 高速 紙 テープ'リ ーダ
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、

1ミ リ当 り5ビ 。トで

コア ・メモ リ 毎秒1勿 の3チ ャンネ

TQ-11 不 明IC 50 九磁気テープ2台,

(16K語) 高 速 テー プ ・リー ダ

2台

上 海 冶 金 ICマ スクの表示に
不 明 不 明 不 明 50 コア ・メモ リ(8K語)

研 究 所 CRT使 用

26万 語の磁気テー

コア ・メモ リ プ4台,毎 秒72字

(36K語) 7.5行 の プ リンタ

2台,

109C 1965ト ラン ジスタ 115 毎秒1,000字 の 紙

テー プ ・リーダ4台,

北 京
コア ・メモ リ

(32K語)4台

6K語 の磁 気 ロ 。ド

計 算技 術 の リ ー ド ・オ ン リー

研 究 所 メモ リ

1ミ リ当 り20ビ ット,

コア ・メモ リ 1語300マ イク ロ秒

(32K語) の16チ ャンネ几磁 気

テープ2台 海砂10
111 19701C 180

コア ・メモ リ 行Dプ リンタ2台,

(64K語) 毎秒1,000字D紙 テ

1台 一プ ・ リーダ
,CRT

翻
1968年 秋,

DJS-7 1965ト ランジスタ 3 コア ・メ モ リ(4K語) 1969年 春の広州
北京通信機

交易会に展示
工 場

ラ イン ・プ リンタ,
コア ・メ モ リ

紙 テ ー プ ・リーダ
DJS-6 1966不 明 不 明 (16K語)

1970年 春の広州
磁気 ドラム(不 明)

交易会忙展示

さてこうして中国の第3世 代機論争に,外 部でにぎやかな花が咲い ていた時,中 国側か ら相

次いで第3世 代機開発に成功 した と報が もた らされた。 ひとつは72年11月,そ して もうひ

とつは73年8月 で,何 れ も新 華社から報 じられた もの。米国の業 界誌,CamputerAge

(72年11月29日 付)は.新 華社か らの情報 として次の ような記事 をのせた。 「中国は毎 秒

11万 回 の演算がで きる実験的,第3世 代,ICコ ンビ=一 夕を開発 した。同 コンビ・一夕は,

上海 コンピュータの技術研究所 と小規模 な関連工場 によって,試 作され た もの。 」同誌はさら
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に,新 華社からの報 を受けとったあ と,オ ル ンスタイン教授に インタビ.一 を試み た。同教授

はこれに対 し次の ようて述べている。 「今回新華社が伝えているコンピ ュータは,我 々が昨年

7月 訪中 した時上海で テス トされていたモデル709に 相 異ない と思 う。 中国は1970年9月

か らこのモデル の開発 を進めていた。 我々が訪中 した際,我 々一行はわずか10台 そ こそこの

コン ピュータしか見学で きなかった。 しか し私の印象では,そ の時中国にはそれ以上に見るべ

きものがなか ったように も思 う。す でに中国はICを 国 産する能 力を身につけていた ようだが,

1チ ップ当り1ゲ ー トというような限定 された ものしかなか った ようだ。 中には チップ当 り数

ゲー トの もの もあったが,そ れ だけの ことで,我 々の ようにマルチ ・ブ リップ・フロッフ・チ

ップは全然 なか った。 」

次いで73年8月26日 の新華社電は,毎 秒100万 回の演算可能な本格的第3世 代機の試作

に成功 した と報 じた。 このコンビ。一夕は,北 京大学,北 京 電信工場,燃 料 化学工業省の3老

が共同製作 した もので,主 記憶 は48ビ ッ ト,13万 語。 勿論IC回 路 を使用 し,周 辺装置に

も磁気 テープ,ラ イン ・プリンタ,さ ん孔 機,入 出力装置 など9種22台 を 備えている。同 コ

ンビ=一 夕は3.000時 間 のテス トを受けたが,結 果は何れ も満足すべきものだ ったといわれる。

試運転の過程で,100人 で1年 は要す る200次 方 程式 を計算させたところ.10数 秒 で正確

な答えをは じき出した。また高度な工事設計,地 震デ ータ処理,天 気予報な どに関する数10

項 目の演算 を行な ったが,ど の場合 も好結果 が出たといわれる。なお この新型 モデルが発表 さ

れ る直前,・中国 コンビ=一 夕視察から帰国したSimonFraser大 学 のJohnK.Kuss氏 は,

中国で最先端を行 く各種 コンピュータを見てきた と報告 していた。同氏は,広 東科学技術セン

ターのDJS-17(8K～16K語,10・ 万 オペレーシ 。ン/秒),上 海 コン ビa－ 夕技術研究

所のC2お よびモデル709(48ビ 。 ト,32K語),北 京 コンビ。一夕技 術研究所で109C

およ びモデル111な ど,中 国が生産 した トップ・ク ラスの機種をみてきた。 しか し新華社が

報 じた第3世 代機は,本 体,周 辺装置両面で,こ れ らのマシンより数段進ん でいるo

第3世 代機論争は,72年,73年 の 新i華社電に よって,一 応終止符 を打たれたが ・中国の

コンピュータ保有台数 となる と,こ れ は今だに皆 目分らない。 中国側が公式に発表 したデータ

は勿論ない し,米 人訪 中団 も,中 国側 を刺激 しないよ うにとの配慮か ら1こ の辺の質問はタブ

ーとされていた ようだ。

中国の コンピュータ設置台数につ いては,幾 つかの予測,ヒ ントが ある。 米国のComputer

Dccision誌(71年12月 号)は,「 人口100万 人 当 り0.1台 」という評価を している。人

口8億 として ざっと80台 とい うことにな る。 また カナダで中国人技術者が語 った ところでは

13台 とい うデータもある。 しか しこれ らは何 れ も少なす ぎる数字 と考 えられ る。米人視察者

によると工場の生産能 力評価から類推 する手 もあるが,こ の評価が中国側の発表 と米 視察者各

人に よってぱらぱらである。 ちなみに72年 に 訪中した チー ザム教授 は,あ る工場 のコンビ=

Tタ 生産能力を年間100台 ～300台 と極めて大ざっぱな評価 をした。一方同行 したオル ンス
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タイン氏は,中 国側が年間100台 ～200台,フ ル回転で300台 とい'った 工場に関 し
,せ い

.ぜい年間100台 実 質的生産能力は20台 ～30台 と している。一方英国の 雑誌NewScienti-

st(73年3月15日 号)は,「 中国の コンピュータの主な ものは,軍 事方面で優先的に使用

されているか ら,保 有台数予想はまず 不可能 」としながらも,大 ざっぱな評価を行な っている。

同誌は60和 代 における中国のデ ィジタル ・コンビ=一 夕生産台数 を300台,ア ナ ログ ・コン

ビ=一 夕生産台数 を数100台 と予想 している。 これは ソ連を除 く東欧 諸国の レベ ルにほぼ近

い線である。 これ らQマ シンの うち,旧 式化 した もの,す でに使 用されていない ものなどを除

外 して,同 誌は現在の保有台数 をざっと200台(50%は 第1世 代機)と している。

市 場 展 望

中国は現在進めている5ケ 年計 画(1971年 一75年)に おいて,工 業お よび軍需 産業の発

展に引 き続 き努 力を傾注 して いる。 こうした動 きに伴な って,コ ンピュータの生産も必然的に

増大される もの と思われる。西側 メーカーに とって,中 国の コン ピュータ市場 はどうなのか?

最 近の米国の動 きをみれば,米 政府,米 企業 とも,中 国市場 にかな りの ウエイ トを置 いている

ように もみえ るo

中国の コンピュータ市場にっ いては,訪 中 した技術 者が各 々異な った見解を発表 し,ど うに

も判然 としないものがある。例えば72年 の広州交易会に参加 したMayLeeIndustries

社 の バ.ックス バム(D.C.Buxbaum)社 長 は,「 コンビ;一 夕など高度な技 術製品は,中

国 で大 きな市場に なる 」と述 べている。 さらに同氏は可能性 について次の ように指摘する。

「中国には米国技 術に とっ!莫 大な市場力iころがっている。米企業は中国に工場 を設立 して・

、北京政府が欲 しがっ'τいる ものを生産することもできる。米中相方が満足する合意 をみるまで

には,か な りの話 し合いを必要 としようが,米 企業に とって,数 百万 ドルの ビジネスをやる可

能性 と機 会があることは確かだ。 これを逃がすよ うな ら,悲 劇的 としか言い ようがない。 」

同社長の ように,中 国市場 にバラ色の夢を描 く人がいるかと思 うと,前 述のオルンスタイン

氏 は悲劇的 見方をとっている。 「中国政 府が コンピュータ産業にどういう姿勢を とっでいるの

か,こ れについては極 めて不明確である。 しか し文革の間は,コ ン ビn－ 夕は余 り評判が よく

なか った ともいわれる。 文革の時期で も,コ ン ピュータ関係の工場 は動いていたと も伝え られ

るが,ソ 連 と比較 した場 合,西 側 コン ピュータの売れ る可能性はず っと小 さな ものであること

は確かな ようだ。 中国は 自 力更生 という政策か らして も,す ぐに西側 のマシンに とびつ くこと

はないであ ろうし,ま た需要の面で も,急 に多数の西側マシンが取 り引きされる ことはないと

考 えられる。 」

図2-17は,67年 ～69年 の 中国の コンビ。一 夕お よび事務機器の 輸入状況 を示 した もの。

ち エうど文革の時期にあたってい るため,輸 入額は減少傾向 を示している。今後中国政府が,

コンビ・一夕にどうい う政策を打 ち出 して くるか, .米国企業 をは じめどの程度の取引 きが成立
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するか注 目され る。

図2-17:中 国 の カ ル キ]レ 一 夕,コ ン ピ ュー タ,事 務 機 器 の 輸 入 状 況
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3.ラ テ ン ・ア メ リカ 諸 国

●概 要

●メ キシ コ

●ブ ラジル

●ベ ネ ズエ ラ

●キューバ

●ア ルゼ ンチ ン

●その他 南米 諸 国
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概 要

ラ テ ン ・ア メ リ カvak・ け る コ ン ビ;一 夕 … 一 ドウ ェア の 年 間 取 引 高 は,1970年 に は,

2億 ドル だ っ た が,1980年 ま で に は10億 ドル の 大 台 に の る もの と 予 測 さ れ る。 これ ら諸

国 の 中 で は,ア ル ゼ ン チ ン,ブ ラ ジ ル,メ キ シ コ,ベ ネズエラ の4カ 国 が 特 に コ ン ビ.・ 一一タ 利 用

が 多 く,全 体 の74%を この4カ 国 で 占 め て い る。

こ の 地 域 は,日 本 の メ ー カー も含 め,西 側 コ ン ピ ュー タ企 業に と っ て の 可能 性 は 大 きい もの

が あ る。 関 税 率,熟 練 要 員 の 不 足 な ど,今 な お さ ま ざま な問 題 が 残 って い る が,コ ン ピ ュ ー タ ・

ユ ーーザ ー は 次 第 に 高 変 な 利 用 を め ざす よ うに な りつ つ あ る。 こ の 地 域 に は,SUCESOと 呼

ばれ る コ ン ピ ュ ー タ ・ ユ ー ザ ー の 協 会 が あ り,主 要 都 市 に 事 務 所 を 開 設 し,ハ ー ド ウ エ ア な ど

に 関 す る ユ ー ザ ー の 声 を聞 い て い る 。 な お現 地 の コ ン ピ ュー タ・・ メ ー カ ー も活 動 を 開 始 して お

b,ブ ラジ ル で はEquipamentosEle'ctronicosが ミニ ・コ ン ピ ュー タ を 製 造 し

て い る。 今 後 は ソ,フ トウ エ ア市 場 の発 展 も期 待 さ れ よ う。 図3-1,図3-2は ラ テ ン ・ア メ

リ カに お け る コ ン ピ ュー タ導 入 状 況 と 各 国 の コ ン ピ ュー タ売 上 げ 高 予 測 を 示 す 。

図3-1ラ テ ン ・ア メ リ カに お け る コ ン ビ=一 夕導 入 状 況

(1960～1980)
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(loe万 ドル)
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図3-2: ラテ ン ・ア メ リ カに お け る コ ン ピ ュー タ売 上 高

(1970～1975～1980)
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メ キ'シ コ^

市 場 の 状 況

1972年 の メキシコにお ける コンピ

ュータお よび関連機 器の売上げは総計

5,500万 ドルであ った。 これは 前年

比15%の 伸 び率 で あ る。(197

1年 の 売 上 げ 伸 び 率 は 前 年 比

12%)。 米 国商務省 による報告書に よ

れば,メ キシコの1972年 の コンビ=

一 夕設置台数は560台
,ミ ニ コンビ=

一 夕の設置台数は120台 ,そ して ター

ミナル数 は520台 と見積 られる。

◎

メキシ コ ・シテ ィ

ユカタン

半 島

コンピュータ設置台数最新データ

国 名 メキ シ コ

設置台数 560合

調査時点 1972年 末

調 査 元 米商務省

備 考 この 外 に ミ ニ 。 コ ン ピ ュー タ

が120台

●
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最 も成長 度 の 速 い 部 門 は タ ー ミナ ル で あ る。 こ れ は 主 に,'、政 府 機 関,銀 行,会 社 の ほ とん ど

の ヘ ッ ド ・オ フ ィスが メ キ シ コ'シ テ ィに あ る た め とみ られ る。 ま た ミニ ・コ ン ピ ュー タに 対

す る 要 求 も高 い 。

一 方 ,将 来 性 の 高 い 部 門 に は,タ ー ミナ ・レ,ミ ニ ・コ ン ピ ゴ タ・ デ ー タ ・キ ・ プ チ ・装 置

な どが あげ られ る。 そ れ ぞれ の 期 間 的 に みた 売 上 げ 可 能 性 は 次 の と 論 り。

図3-3:メ キ シ コ の コ ン ビ.z-一 夕 利 用状 況

ン/〃

澱 ぶ
1[)%

金 額 比
ユ ー ザ ー数 比 率.

注 。 サ ー ビ ス とはDPサ ー ビス を 除 く もの で,ラ ジ オ,テ レ ビ,宗 教 お よび 職 業 組 織,レ

ク リ エ ー シ ョン ・サ ー ビス,技 術,コ ン サ ル テ ィ ン グ等 。

。 運 輸 は 航 空運 輸 を 含 む 。

。 政府とぱ連邦政府,州 政府,地 方自治体,お よび郵便事業のような政府関連事業を含

む。

●

●

・

●

ター ミナル;短 期間中に高い売上 げをあげそ う。

ミニ 。コン ピュータ;短 期 間には 中程 度の売上げであろうが,中 期的にみる と相当の

上昇が 見込まれる。

データ ・キ ャブチ ャ装置;中 期 間に中程度の売上げの可能性

データ通信機器の売上げの 可能性はまずない。
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成 長 の 予 測

現在,メ キシコのコンピ ュータお よび関連機器市場 で売上げの2%を ミニ ・コン ビ=一 夕が

占めてい る。1972年 には この市場 の 成長率は約30%で あ った。 しか し次の2～3年 は

25～30%の 伸 び率は越えないだろ う。

これは ミニ ・コンピュー タに対す るサポー トの不充 分なことと,ミ ニ ・コン ピュー タ導入のた

めの下準備の不足 などが原因 してい る。

小型,中 型,大 型 コン ピュータの昨年の成長率は約15%で あ った。 これか らの3年 間位は

だいたい この程 度の伸び率 であろ う。 メキシコでは今や,コ ンピュ一夕 リゼー シ.ン は最高の

可能性 ある分野 とな りつつあるか らで ある。

ター ミナル,入 出力装置 は可能性の高い市場 である。独立系企業 のこれ ら周辺装置 を扱 って

いる率 は,タ ー ミナルで65%,入 出力装置で10%で あ る。 メキシコの ユーザーは混ぜ こぜ

のハー ドウエアを好まない らしく,こ の他の周辺装置部門 では独立系企業の売上げは低い。昨

年末で メキシコには大 よそ520の ター ミナルが設置 され ていた。 ター ミナル等 め周辺装置部

門では これか ら先数年は75%位 の高い成長率を示すだろ うと予測 される。また ター ミナル市

場 では65%～70%は,こ れか らもCPUと は切 り離 して売 られるで あろう。

メキ シコでは,パ ンチ ●カー ドは通常 データ ・キャブチ ャのた めに使 われる。 中古装置は

CPU装 置 の売上げの12%を 占めている。 他の諸国と同様に,そ の率は14%ー まで伸びるだ

ろ う。 データ ・キャブチャ装置(CPUか ら切b離 して売 られ る もの)の 多 くはUnivacが
し

占めている。その率 は現在 この市場の約10%で ある。伝統的方法が変化 し,ダ イレクト・デ

ータ'キ ャブチャが現 われればこのパーセンテージは増加する もの と思われる。

米 国 企 業 の 進 出

メキシコ,コ ン ピュ'一'タ市場 での米 国のシ ェアは1973年 は58%程 度になるだろ う。

1974年 では この率 は60%に 達 し,1977年 位 まで60%と い う率 が続 きそ うで ある。
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図3-4メ キ シコの計算機類 図3-5メ キ シコの計算機類

輸入状況 一1972年 一 輸入状況 一1971年 一
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141.899台
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1971年 合 計226,177台

ミニ ・.コ ンピュー タ

メキシコに ミニ ・.コン ビa-一一タを供給 レている主な会社 は,・01ivetti,Philips,t

Burroughs,NCRで あ る。装置は普通ハー ド,ソ フ トは分離価格で売られる。標準価格 に

は,ハ ー ドウェア,ベ ー シ ック・ソ フトウェア,据 付けの料金が含まれる。 もしカス トマー が

アプリケー シ ョン ・ソフ トウェアを欲する場合は,さ らにその料金を払わねばならない。 メン

テナンス も普通別契約 で・その価格は年間・だいたい装 置の価格の7%で あ る。 ミニ ・コン ビ

■一夕はメキシコでは主に経営お よび技術 アプリケー シ ョンに用い られる。経営面では ミニ ・

コン ピュー タは,注 文 の記入,給 料支払い,そ の他の経理上の事務等に使われる
。技術的 ア プ

リケー シ。ンでは,生 産管理,統 計,エ ンジニア リング等 に使われる。

ミニ ・コン ピュータを購入するのはほ とん ど中小企業 で,デ ー タ処理お よびEDP技 術 に関

する知識 をあまり持 ち合せていない ところが多い。従 って供給側は,カ ス トマー に助力するた

めの システ ム ・エンジニアリングカを要求 される。

'

大 ・中 ・小 型 コ ン ピ ュー タ

メ キ シ コ の 大 ・中 ・小 型 コン ビa－ 夕 市 場 は 米 国 メー カー の独 壇 場 で あ る。Burroughs,

ControlData,Honeywell-Bull,IBM,NCR,Univacが 入 って い る 。 こ の う ち

IBMが ま ず最 初 に メ キ シ コ市 場 に 入 った 。 次 はHoneywell-Bullで1950年 代 に 入 っ て

い る。 メ キ シ コ 市 場 で は 月 間 レ ン タ ル 料 が70,000ド ル 以 下 とい う ユ ニ ッ トの 設 置 が 多 い 。
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政 府 お よ び 銀 行 が 最 も大 き な シ ス テ ムの 所 有 者 とな っ て い る。 小 型 コ ン ピ ュー タ に 対 す る 需 要

は 高 く将 来 性 が あ る 。 具 体 的 に は 次 の よ う な シ ス テ ム が メ キ シ コ の 市 場 に 普 及 し て い

るo

。IBMシ ス テ ム3;Honeywel1-Bul1シ リー ズ50お よ び100 ,200;Univac

シ リー ズ9200,9300;NCRCentury100,2000

周 辺 装 置

メ キ シ コ市 場Vateけ る周 辺 装 置 の大 部 分 はBurroughs,Univac,MAI,MohawkData

Sciences,01ivettiの 製 品 で あ るoControlData
,Honeywe11-B凹11,IBMな ど

の 周 辺 装 置 は,ほ とん どの 場 合 本 体 とい っ し ょに購 入 さ れ る 。

ター ミナ ル 部 門 で は 銀 行 が 最 大 の カ ス トマ ー と な って い る 。 現 在,デ パ ー ト,化 学 工 業,鉱

業 関 係 で ター ミナ ル 利 用 の 可 能 性 が 検 討 され て い る。

パ ン チ ・ カー ドは 主 に デ ー タ ・キ ャ ブチ ャの た め に 使 わ れ て い る
。 将来,ソ ー ス ・デ ー タ ・

キ ャ ブ チ ャ ・シ ス テ ム を 助 け る た め の キー ・ツ ー ・テ ー プ,キ ー ・ツ ー ・デ ィス ク ま た はOCR

装 置 の 需 要 が 導 かれ る か も しれ な い が,現 在 の と こ ろOCR装 置 の 価 格 は 非 常 に 高 く,メ キ シ コ

で ρ 急 速 な 伸 び は あ ま り期 待 で き な い 。 現 在 行 な わ れ て い るOCRア プ リケ ー シ・。 ン に は,IM

SS(InstitutoMexicanodelSeguroSocia1)に よ る 薬 の 処 方 の オ プ テ ィカ ル ・ リ

ー デ ィ ン グ
,CompaniaMexicanadel/LuzbyFuerzaMotrlzが 行 な って い る ビ リン

グ ・シ ス テ ム,CompaniaIngenlerosCivilesAsociadosが 行 な って い る ア カ ウ ン テ

ィン グ ・ シス テ ム お よ び 不 動 産 評 価 シス テ ムが あ る。CRTコ ン ソー ル や プ リ ン テ ィン グ ・ター

ミナ ル を 含 む タ ー ミナ ル 類 や 入 出 力装 置 は,独 立 系 メ ー カー に と っ て 有 望 な 市 場 で あ る。

メ キ シ コ の 記 憶 装 置市 場 では 一 般 に 重 要 な ファイル のた めのパ ック ・ア 。 プ と して,デ ィス ク お

よ び テー プを 使 用 す る こ と が 好 ま れ る 。

ユ ー ザ ー が 既 に 持 って い る 装 置 の 能 力 拡 張 の た め に 記 憶 装 置 を 新 し く付 け 加 え る こ と が
,記

憶 装 置 市 場 を 大 き く伸 ば す 鍵 とな る だ ろ う。 こ の 場 合,本 体 メ ー カー の 装 置 が ほ と ん ど で あ る 。

デ ー タ ・キ ャ ブチ ャ装 置 と タ ー ミ ナ ル は 他 の メー カー も参 入 して い る。 しか し,ペ リ フ ェ ラル

・メ モ リ,リ ー デ ィン グ/プ リ ン テ ィ ン グ装 置 は 他 メー カー は 参 加 して い な い 。

テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン ・デ ー タ通 信 ・タ イ ム シ ェア リ ン グ

メ キ シ コ政 府 の 通 信 運 輸 省(S・C・T)は 国 内vafoけ る テ レ プ ロセ シ ン グ を コ ン ト ロー ル して

い る 。S.C.Tは メ キ シ コ国 内 で(完 全 に,あ る い は 部 分 的 に)製 造 さ れ て い る 装 置 の 優 遇 策 を

と っそ い る。

S.C.T.に よ って ニ ー ズ が 満 た さ れ な い場 合 は 民 間 の デ ー タ通 信 シ ス テ ム の 設 立 が 認 可 さ れ

るoS.C.T.はlnternationalUnionforTelecommunicationのlnternation－

一327一



alConsultiveCommitteeに よ る 勧 告 に 従 って い る。 電 話 会 社 は 特 別 の 許 可 の な い 限 り

デ一 夕通 信 サ ー ビス を 行 な って は な ら な い こ とに な っ て い る 。 現 在,タ イ ム シ ェ ア リン グ ・サ

ー ビス はTiempoCompartido ,S.A.社 の み が 行 な って い る。 そ の サ ー ビス は 電 話 回線 を通

じた 、ダ イ ア ル ・ベー ス に よ って 提 供 さ れ る 。TiempoCompartldo社 は3年 前 か ら こ の サ ー

ビス を 始 め た 。1970年 に は ユ ー ザ一-tUは 約10で あ った が,1971年 に は30,1972

年 に は55と な った 。 同 社 はGE-235コ ン ビ=一 夕 を,Datanet30と 共 に 使 って い る。

ま た,エ ン ト リー ・ポ ー トは40持 って い る 。 この 装 置 は120の ユ ーザ ー を 扱 え る が,同 社

は こ の ユ ー ザ ー 数 に す る 時 期 と して,来 年 を 目 標 に 置 い て い る 。

低 速 の ダ イ アル 式 デ ー タ通 信 シ ス テ ム,DatexはS.C。T.に よ って 発 表 さ れ た もの で あ る 。

この サ ー ビス は,RedNacionaldeTelecommunicationa1の テ レ ック ス ・ネ ッ トワ

ー ク を 通 して 行 な わ れ る。

Datexに 続 く もの と して,よ り速 度 の 速 い(2,400bps)第2の シ ス テ ム が 計 画 さ れ てい

る。 こ の シス テ ム は メ キ シ コ の ほ とん ど の主 要 都 市 を結 ぶ もの と な ろ う。 デ ー タ 通 信 装 置 の 販

売 は テ レ プ ロセ シ ン グ 施 設 に 多 く負 う よ うに な る だ ろ う。 メ キ シ コ国 内 の モ デ ム ・メー カー は

次 の と お りで あ るo

ComerclalElectrica,ITTdeMexico,SlemensMexicana,

phillpsMexicanao

メ キ シ コ の コ ン ピ ュ ー タ ・ ユ ー ザ ー

メ キ シ コ で は 自動 車 産 業 は コ ン ピ ュー タ の 最 大 の ユ ー ザー で あ る。 そ の う ちChrysler

deMexicoは デ ー タ 通 信 施 設 を持 って お り,最 も高 度 な コ ン ピ ュー タ利 用 者 とな っ て い る 。

同 社 は メ キ シ コ ・ シ テ ィのLagoAlberto320に あ る。 主!モ リが196Kバ イ トのIBM

シ ス テ ム360モ デ ル40を 使 って お り,周 辺 装 置 と して は,IBM3420磁 気 テ ー プ ・ユ ニ

ッ ト5台,IBM2319デ ィス ク ・ス ト レ ー ジ ・ ドラ イ ブ6台,カ ー ド ・ リー ダ1台,プ リ

ン タ1台 が あ る 。 デ ー タ ・キ ャ ブ チ ャ装 置 と して は,IBMI29を8台 使 っ て い る 。 デ ー タ通

信 装 置 はSiemens製 で あ る。 これ らの 装 置 は 主 に 生 産 管 理 お よ び プ ラ ン ニ ン グ に 用 い られ て

い る 。 デ ー タ通 信 は,米 国 の デ ト ロ イ ト と メ キ シ コ ・ シ テ ィの 間 で2,400ボ ー で 行 な わ れ る。

今 年 の 末 ま で に,ChryslerはIBMシ ス テ ム370モ デ ル145お よ び3330デ ィス ク

・ユ ニ ッ トに グ レ ー ド ・ア ッ プす る 計 画 で あ る。

他 の 自 動 車 会 社,FordMotorCo.,VehiculosAutomorores,Volkswagende

Mexico,GeneralMotorsdeMexico,Dina-RenaultandNissanMexicana

はChryslerの よ う に は い か ず,デ ー タ通 信 装 置 は 持 って い な い 。 ター ミナ ル は 自動 車産 業

で は あ ま り広 く使 わ れ て い な い が,将 来 性 は あ る。

メ.キ シ コ で 最 も 高 い 可 能 性 を 持 った コ ン ピ ュー タ ・=・一 ザ ー は 政 府 で あ る 。 政 府 のEDP開 発
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は,今 の と こ ろ統 一 さ れ て い な い 。 そ れ は,あ る政 府 機 関 は 大 きな コン ピ ュー タ ・セ ン ター を

持 って い る が,あ る機 関 は 全 然 持 って い な い,と い う よ う に差 が あ る か ら で あ る。

政 府 機 関 で 最 も重 要 な施 設 を 持 って い る の はInstitutoMexicanodelSeguroSo-'

cialで あ る。 こ の 機 関 は メ キ シ コ ・・シ テ ィに あ り,Umvacl106(メ モ リ ・サ イ ズ=

1,028Kワ ー ド)を 持 っ て い る。 こ の シ ス テ ムに は10台 の デ ィス ク ・ ドラ イ ブ が 接 続 され

て い る。 ま たIBMSystem370モ デ ル145(メ モ リ ・サ イズ=256Kバ イ ト)も 同

所 に 設 置 さ れ て い る 。 こ れ に は6台 の デ ィス ク が 接 続 さ れ て い る 。 以 上 の コ ン ビ ュー一夕 は,公

共 医 療 サ ー ビ ス お よ び経 営 管 理 の た め の デ ー タ ・フ ァ イ ルの コ ン トロー ル を 行 な って い る 。 同

機 関 は また,個 人 に 関 す る 情 報 の 収 集 の た め,ラ テ ン ・ア メ リ カ最 大 の デー タ ・ ベー ス を 作 ろ

う と プ ラ ン を立 て て い る 。

メキシコで使われ ているコンピュー タの約80%は レンタルあるいは リー スである。残 りの

20%が 買取 りである。大型 コン ピュー タはほ とん どが レンタルである。保険お よび金融の部

門では最近 コンピュー タを買取 る傾向がある。 レンタルがあるいは買取 りにするかは売 り手側

の姿勢 による ものと思われ る。ちなみ にUnlvacはIBMと は対照的にレンタル より買取bに

重点 を置いてい る。

メ キ シ コ の 国 内 メ ー カ ー

メ キ シ コに は コ ン ピ ュ ー タ関 連 機 器 の 唯 一 の 民 族 系 メ ー カrIndustriasMexicanas

BurroughsS.A.deC.V。 が あ る が,こ れ は米 国 のBurroughs社 か ら ラ イ セ ン ス を と っ

て い る。 同 社 の 工 場 は グ ア ダ ラ・・ラ(Guadalajara)に あ る。 そ こ で は コ ア ・メ モ リ,固

定 デ ィス ク ・へ 。 ド,電 子 部 品 が 製 造 され て い る 。 製 品 は 全 部,輸 出 用 で あ る。 同 社 は 将 来,

タ ー ミ ナル の 方 向 へ 事 業 を 拡 大 す る か も しれ な い 。 同 社 の 現 在 の 従業 員 数 は500人 で あ る 。

コ ン ピ ュ ー タ 投 資

72年 秋,メ キ シ コ で 第2回 ラ テ ン ・ア メ リカ ・ コ ン ビ=一 夕 ・エ キ ジ ピ シ 。ン が 開 か れ たo

同 会 議 の 席 上,メ キ シ コ ・ コ ン ピ ュー タ学 会 のSenorDiaz会 長 は,「 メ キ シ コ の コ ン ピ ュー

タ投 資 は,向 う3年 間 で60%伸 び る」 と述 べ て い る 。

メ キ シ コに お け る コ ン ピ ュ ー タ 需 要 を 予 測 す る も の と し て,デ ー タ通 信 事 情 が 好 転 し,急 速

に 伸 び て い る 点 が 指 摘 さ れ て い る。 ミニ ・ コ ン ピ ュー タ の現 地 生 産 な ど,ま だ 生 産 体 制 の レ ベ

ル は 低 い が,今 後 活 発 化 す る もの と思 わ れ る。

メ キ シ コで は 著 名 な コ ン サ ル タ ン トな ら び に サ ー ビス ・ ピ=ロ ウ と して 知 ら れ るKronosly,

IBM370/155を 導 入 し,オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス を 実 施 して い る 。 す で にHoneywell-

Bullが 同 じ よ う な サ ー ピ4を 提 供 し て い る の で,今 後 は 競 合 関 係 に 入る 。Burroughsは,
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メ キ シ コ9番 目 の オ ン ラ イ ン ・ シス テ ム と して,ElPuertodeLiverpoolデ パ ー

トに,B3500を ベ ー ス に した シ ス テ ム を納 入 した 。 こ の 外 メ キ シ コの 鉄 道 施 設 近 代 化,交

通 管 制 シ ス テ ム な ど大 型 シ ス テ ム の 導 入 も始 ま って お・り,メ キ シ コ の コ ン ピ ュー タ投 資 は これ

か ら本 格 化 す る 気 配 で あ る。 ・ ・

!
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ブ ラ ジ ル

市 場 の 概 要

ブラジルは,国 内の コンピュータの生

産には さしたる ものがないが,海 外か ら

の輸入 に依存 しなが らもコンピュータ利

用を急 ピッチで進 めている。1972年

の コン ピュー タおよび関連装置の売上げ

高は5,000万 ドル,今 後は年間30%

の ペースで増大 し,74年 には8,500

万 ドルに達する予定。

ブラジルの コン ピュー タ設置台数は,

72年5月 現在で750台,こ れに ミニ・

コンピュ一一タも加 える と1 ,219台 とな

る。 コンピュー タの種別では,第3世 代

機の小型機が全体の40%を 占め,一 番

多い。 メー カー 別シェアではIBMが 台

.数で65%,金 額 で74%を 占有 し,他

の メー カー を大 きく引き離 して いる。

コンピュー タ設置台数最新 データ

国 名 ブラジル

設置台数 750台

調査時点

▽

72年5月

調 査 元 米商務省

備 考 ミニ ・ コ ン ピ ュー タ を 含 め る

と1219台

図3-6ブ ラジルのコン ピュー タ設置状況(1972年)

中 型

32%

型

%

大

㎞
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表3-1:ブ ラ ジルの コンピュー タ種別設置状況

第2世 代機 20%

第3〃(小 型)升 40%

'第3"(中 型)祈 祷
35%

、

第3"(大 型)× 苦 苦 5%

+IBM/3,360-20,1130,G-50,Century100他

)e"eIBM360-25/30/40,B-2500/3500,U-9300/9400他

今←今←ecIBM360-50/65,370-145/155/165,B-6700地

図3-7ブ ラ ジルの産業別 コンピュータ設置状況

通信

1.5.SS

ベーシック

メタル

2、07

そ の 他

1677f

金 融

21.76S

食 品,
製造, 製薬

紅

7.825

6.8gS

そ の 他

28,7弘

金 融

9.8f

運輸4.6勇

蹴 鯖 螢
6.6悟

4.4s

車28s

(注)。 運 輸は航空 運輸 を含む。

。政府 とは連邦政府,州 政府,地 方自治体,お よび郵

便 事業 のよ うな政府関連事業を含 む。

t
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表3-2ブ ラ ジ ル の メー カー 別 シ ェア ー

シ ェアー(%)

メ ー カ ー 名

台 数 金 額

IBM 65.3 74

Burroughs 15.5 14

Univac 9.4 8

Honeywel卜Bull 7.4 2

NCR 1.8 1.5

そ の 他 0.6 0.5

;

1'

と

9.000

8.000

7,000

6.000

5、OOO

4.000

3、OOO

2ρ00

1、OOO

O

図3-8:ブ ラ ジ ル の コ ン ピ ュー タ 輸 入 先(1972年)
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ブラジルで最 も大 きな単一一市場 は銀行部門であり,全 体のコンピュー タ利用の37%を 占め

ている。政府お よび公共事業関係の コン ビ=一 夕利用は16%,教 育,訓 練,研 究分野 での利

用は9%で あ る。 ブラジルでは小型および ミニ ・コンピュー タの伸 びが著 しら。

ブラジルのコンピュータ市場 は,コ ン ピュータ ・システムと共に供給 される周辺装置 に対す

る要求 が強い,と い う特徴があ った。従 って コン ピュータ本体 メー カー以外の周辺装置 メー カ

ー製品は少ない。 しか しなが ら将来はこの傾向 も変化す るだろう。現在,磁 気テー プ,デ ィス

ク ・ドライブ,キ ー ・ツー ・ディスク/テ ー プなどは独立系 周辺装置 メーカー の絶好の市場 と

な っているo

データ通信の利用状況 は伸 びつつ あるが,コ モン ・キ ャリア ・ネ ットワー クは技術的に非常

に貧 しく,ま た非常に値段が高いのでデータ通信普及はまだまだ難 しい。 このような状況の下

で,現 在 ブラジルでは12社 が デー タ通信のユーザー とな っている。技術的な問題 が将来取b

除かれれば∫'もっとカス トマー数 は増えよう。近い将来に最 も有望 なのはモ デム,プ リンタ,

キー ボー ド,イ ンテ リジ ェン ト・リモー ト・ター ミナルの ような付属品 である。

ブラジルでは,使 われ てい るコン ビa-一 夕の約90%が レ ンタルである。またオ ン ・ライン

周辺装置の約80%が レ ンタルであ り,オ フ ・ライン周辺装置 の約45%は 買取 りである。

メンテナンスは重要視 されてお り,市 場で成功するための必須条件 とな っている:。多 くの ユ

ーザーは,コ ンピュータ要員 を訓練 する場合メーカー側 の提供 する トレー ニング ・:コースに頼

っている。従 ってブラジルの コン ピュー タ市場 に入 り込むつ もりで あれば,メ ー カーは ブラジ

ル国内に1レ ーニング とデモンス トレー シ 。ンを行なう施設 をバ ック ・ア ップするサー ビス ・

ビュロウを作 る必要が出て くる。

ブラジルの計画省(MinistryofPlannlng)は 同 国が現在ハー ドウ ェア,ソ フ ト

ウェア,オ ペ レーシ 。ンに対 し年間2億 ドルを費 している と見積 ってい る。また同省は現在の

コンビ=一 夕設置台数を大,中,小 型コンピュータが752台,ミ ニ ・コンピュータが467

台 と している。1974年 ま でに ミニ ・コンピュー タに対 し8,571,000ド ル ・大・中・小

型 コン ピュータに対 し77,316,000ド ル使 うことを同省は計画 している。 また1977年

までには ミニ ・コンビ=一 夕に対 し18,830,000ド ル,大,中,小 型 コンピュータに対 し

169,498,000ド ル 使 うだろうと見積 っているo

ブ ラジル政府 は コン ピュータの利用範囲を拡大 しようとしている。公共事業体お よび基幹産

業は コンピュータお よび コン ピュータ技術の広範囲 に渡る利用 を行なお うと計画 し,ま た既 に

実行に移 している。 しか しなが らブラジル政府は同国の経済 と技術の開発を奨励する対策を取

りながら,一 方では コンピュー タ輸入によって増大する外貨の流失に対 して恐れ を抱 くとい う

ジレンマに悩んでいることも事実である。

政府 は各州政府,連 邦政府に属する各省局に対 しサー ビス ・ビュロウを設置するよ うすすめ

ている。そ して経済的なデー タ処理を行 なうため に監督 し,ア ドバイスするため,委 員会 を設
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置 した。奨励策の具体的な例をあげる と,ブ ラジル政府は既存のCPUを よb経 済的 に利用で

きる装置に対 しては関税の免除を発表 した。

ブラジルで,デ ー タ処理装置が欲 しいと思 っているユーザー は,そ れ を獲得 するのにとて も

高い代価 を支払わねばならない。 ユーザーが買取客で あるかレンタル客であるかにかかわ りな

く,ユ ー ザーは最初に大 ぎな現金支 出に見舞 われ る。それは コン ピュータを輸入する際の貨物

料,保 険,関 税,付 加料金,税 金 であ る。1972年10月,あ る種の装置 に対 しては特別 に

関税免除を行 なうことが定 められた。 しか しユーザーの多 くは,免 除対象になるのは輸入する

装置 のほん の一部である という理由で不満を もらしている。EDP装 置 の輸入にかか る費用は

だいたい次のとお りであるo

。関税免除 されない装置の本船渡 し値段の60%。

。関税 免除される装置 の本 船渡 し値段の30%。

政 府各省が輸入する場 合は常に税金 と関税は免除される。 ユーザーはEDP装 置 が利用され

始め る数 ヵ月前か ら現金を使わねばな らない。 このことは装置に対する欲求 に少なからぬ影響

を与 える。例 えば,現 在必要のない過剰能力を持 った大型 コン ピュータを買 う方が小型 コンピ

ュー タを買 うより容易であるとい う事実 もある。

熟練 したEDP要 員 が今 ブラジルで要求されている。彼 らは意の ままに高給 を取 っている。

要員の不足は,ブ ラジルにおけるEDPの 急 速な成長O中 で,経 験を積んだEDP要 員 に対 し

てな ら 「ユー ザーたちは惜 しまずお金を使 う」 という結果を もたらした。 ブラジルでの プログ

ラマの給料は一般に年間8,500ド ル,ア ナ リス トは年間16,400ド ル であ る。

コン ピュー タ ・メーカーは ブラジルで要員のために最高の トレーニングを提供 して いる。 ブ

ラ ジルの要員教育 システムでは必要不可欠な トレー ニングが欠けている。 ブラジルのコンピュ

ー タ産業は
,大 学 と職業学校 が独 自に コンピュー タとその可能性 についての教育 コースを持つ

よう望 んでいる。技術学校は メー カー側 が提供 しているの と同 じような教育 コTス を提供 し,

一 方大学 はアナ リストや技術者 のようなスペシ
ャ リス トのための コースを提供す るだろ う。

ブラジルのデータ処理 はまだ第一段階 にあるが,次 のようなこ とも行な ってい る。銀行や政

府各省はデータ通信の利用を開始 している。 また,い くつかのオン ・ライン ・リモー ト・コン

サルテ ィング設備を備 えた大規模なデータ ・バ ンクも紹介され ている。例 をあげると,

。ブラジル上院は法律銀行を設立 しようとしている。

。サ ン ・パ ウロや リオ ・デ ・ジャネイロの株式取引所は リモー ト・コンサルテ ィング ・ター

ミナルを備 えたEDPシ ス テムを,デ ィー ラーのために採用 しようとしているp

。他 のいろいろな組織 は高度な プランニング ・モ デルを開発 中である。TheCompanhia

BrasileiraTelefonicaは そ の電話回線をデザイン し保守するために,モ デルのひ

とつを利用 している。
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。生 産 プ ロセ ス に オ ン ・ ラ イ ン ・ コ ン ト ロー ル を導 入 して い る 例 と し て 最 初 に あ げ ら れ る も

の は,自 動 車 産 業,石 油 化 学 産 業 で あ る。

科 学,工 業 の コ ン ト ロー ル 分 野 の た め の ミニ ・ コン ビ ュ ーーータ市 場 は1971年 か ら始 ま った 。

こ の タ イ プの ミニ ・コ ン ピ ュー タは 現 在 ブ ラ ジル に 約75台 あ る 。 主 な メ ー カー は,Howlett

-packard ,Varlan,DigitalEquipmentCorp.,CompagnieInternationale

Pour1'Informatiqueで あ る。 こ れ ら の マ シ ン の バ イ ヤ ー に は 政 府,研 究 機 関,大 学,

技 術 会 社 な どが あ る。 工 業 ま た は 非 工 業 プ ロ セ ス の コン トロ ー ル ・ア プ リケ ー シ 。ン は 今 の と

こ ろ 始 め ら れ て い な い 。 ブ ラ ジル は,同 国 が ま だ コ ン ピ ュー タ 利 用 と い う点 で 高 度 で な い と い

う理 由 で,ま だ こ の よ うな ア プ リケ ー シ 。ン を 行 な う準 備 が 整 っ て い な い と見 られ て い る 。 し

か し 「ブ ラ ジル の 工 業 は 充 分 に 発 達 して い る が,メ ー カー 側 が 専 門 家 向 け ソ フ トウ ェ ア や 技 術

的 な 助 言 を提 供 しな い か ら だ 」 と見 る 向 き も あ る。

ブ ラ ジ ル の 商 業 界 で は 約400台 の ミニ ・コ ン ピ ュー タが 使 わ れ て い る 。 そ の メ ー カー は

Burroughs,Ph111ps,Olivetti,Singer,RUF,FacitAddo,Ecodataで あ

る。 ごの分野 の ミニ ・コン ピュー タ市場 は成長が速 く,こ の市場でい くつかの会社は 「売上 げ

は毎年100%の 増 加率 を示 している。」 と述 べてい る。 この市場の成長 の理 由は次のとお り

であるo

。ブラジル商工業の大部分は中小企業 で占められ てお り,こ れ らの企業が好んで ミニ・コン

ピュー タを導入 している。

。ペーパー ・ワー クの迅速な処理が行なえる。

。小工場 は大きい コンピュー タを導入する余裕がない。

大きいシステ ムの周辺装置 としての ミニ ・コンビュー一夕市場は2年 前に足がかbを つかんだ。

キーボー ド・ツー ・デ ィスク(テ ー プ)入 力システムの開発は フロント・エン ド・プロセ ッシ

ング能力を持 った コンセ ントレ一夕の市場を開発 し,ブ ラジルのデー タ通信 の開始は インテ リ

ジ ェン ト・ター ミナル市場をつ くった。 この ように して ミニ ・コン ピュータ市場の規模は拡大

されている。先 にあげた 目的で,1BMシ ス テム3や 特別 に設計 されたインテ リジ ェン ト・コ

ンセン トレータ(01ivettiVector5000の よ うな)が ブラジルで使われている。

しか し大 きい コンピュータ も最近は需要が高 まって きてい る。そのユーザーは主 に政府,公

共 事業体,大 規模な基幹産業,大 企業である。小型 コン ピュー タ市場 は急 速に拡大 しつつある。

この理 由は次の とお りである。

。研究機関や企業が米 国におけるように大規模ではない。

。大規模なタイムシ ェア リングやデータ ・バンクを伴 ったオペ レーシ 。ンがあま り一般的 で

はないo

コン ピュータはサン ・パウロや リオ ・デ ・ジャネイロに集中 している。 しか しボル ト'ア レ

グレ(portoAlegre),ベ ル ・オ リゾン ト(BeloHorjzonte),ク リナパ(Curittba)・
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レシフェ(Reclfe),ブ ラ ジ リア(Brasllia)に も コンピュー タ市場はある。

い くつかの コン ピュー タは,サ ルバ ドル(Salvador),ナ タ ル(Natal)そ の 他中小都 市

に もある。大,中,小 型 コン ピュータの メー カー はIBM,Burroughs,Slemens,Spe-

rryRand,Honeyweli-・Bull,NCR,Singerで あ る。1'BMは この うち約75%を

占有 してお り,つ づいてBurroughsが 約15%を 占 めている。

ブラジルでは メー カー側は絶対必要なだけのメンテナンス ・サー ビスを行な っているにす ぎ

ない。 メーカーが もっと評判の良い メンテナンス ・サー ビスを行な ったな ら,そ の売上 げ増大

に有効に働 きかけ るだろ う。IBMの 評 判は良い。 なぜなら他の メーカー よリメンテナンズ ・

サー ビスが良 く行なわれ ているか らだ。

リースはブ ラジルではい くつかの理由でポピュラーでぱない。そ の理由 としては,

。会社は,彼 らが 「す く'時代遅れ にな って しま うか も知れない」 と思 っている装 置に出資す

るのを恐れ ている。

。小 さい リー ス会社の将来についてあま り信用 していない。

な どがある。

本 体メー カーは普通,周 辺装 置の供給 も行な ってい るが,昨 年BASFが 周辺装置市場に加

わり,そ の実績か らこの市場 では本体 メ■ カー と充分に競争 していける・ことが立証されつつあ

る。BASFは 磁気 テー プ,デ ィスク ・パ ック,テ ー プお よびデ ィスク ・ドライブを同社の コ

ン トロール装置お よびIBM製 コン ビ=一 夕の インタフェースと共に市場に出 してい る。 これ

らは西独にあるBASFの 親 会社のために米 国のCentu'ryData社 が 製造 してい る。

BASFの 成 功は次の各点に よる もの と推測 され る。

。IBMの 周辺装置 よbも 技術的 に秀れていること。

。引渡 しが敏速である こと。噛 …

。事故があ った場 合のすみ やか な処置 と普段の時の血 の通 った メンテナ ンス ・サー ビス。

。CPUと 別個のパ ワー供給が行 なわれている装置であるため,事 故があ うた場合で もCPU

に対 し影響を与えないo'

。レンタルである こと。

。ブラジル国内で設立 された機 関であること。

BASF,Memorex,3Mお よびHGSが 長年の間磁気 テー プ市場で本体 メー カー と競合

して きたが,昨 年 まで独立系 メー カーの テー プ・ドライブは,ほ とん どブラジルでは設置 され

ていなかった。1972年 か らBASFの テー プ ・ドライブを使 うユー ザー が幾 らか出て きた。

独 立系周辺装置 メーカーはブラジルではまず磁気テー プ ・ドライブか ら市場に乗 り出 した と見

て良い。

パンチ ・カー ド,紙 テー プ装置の市場では独立系 メーカー の進 出は比較 的ス ロー ・ペースで
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あ る。 多 くの 場 合 オ ン ・ラ イ ン ・パ ン チ や リー ダ はCPUと 同 じ メー カー の 製 品 が 使 わ れ て い

るo

キ ー.・パZチ や ベ リ フ ァ イヤ の90%以 上 はIBM製 品 で あ る 。 キ ー ボー ド ・ ツー ・デ ィス

ク/テ ー プ ・シ ス テ ム の 市 場 は こ こ2年 位 の 間 に 開 発 さ れ た 。 い くつ か の メー カー が こ の 市 場

で競 合 して い る。Singer,Olivett1,MohawkDataSciences,Honey-

we11-Bul1な ど が そ れ で あ る。 他 の メ ー カー も こ の 市 場 へ の 参 入 意 志 を 示 して い る 。 こ の

市 場 に お け る 成 功 は 中 程 度 の パ ン チ ・カ ー ド ・ シス テ ム の 価 格 にお け る 競 争 の 中 で い か に うま

く立 回 る か,・ と い う点 に か か って い る。

付 加 的 な 主 記憶 モ ジ ュー ル や 補 助 記憶 装 置 の 市 場 は よ く開 発 され て い る。 バ ー チ ャル ・メ モ

リ の 概 念 は,ブ ラ ジ ル で はIBMに よ っ て 広 め られ て い る が,大 容 量 デ ィス ク 記 憶 シ ス テ ム で

可 能 な ア プ リ ケ ー シ 。 ン に 関 す る も の に 集 中 して い る 。 ブ ラ ジル の ユ ー ザ ー た ち は デ ー タ ・バ

ン ク お よ び デ ー タ通 信 に これ を 使 い 始 め て い る。

独 立 系 周 辺 装 置 市 場 に 対 す る 要 求 に影 響 を 与 え る か も しれ な い フ ァク ター に は 次 の よ う な も

の が あ る 。

Oメ ン テ ナ ンス ・サ ー ビ ス

。 リー ス お よび レ ン タ ル

。 ビ ュー ロー ・ サー ビス

。価 格 お よ び 技 術 の 質

。イ・ン タ フ ェー ス と'コ ン ト ロー ラ ・ 噛 「

周 迦 装 置 部 門 で の 最 も大 き な セ ー ル ス の 可 能 性 は 磁 気 デ ィス ク ・ ド ラ イ ブ,磁 気 テー プ ・ ド

ラ イ ブ,キ ー ボー ド ・ツ ー ・ デ ィス ク/テ ー プ ・デ バ イ ス お よ び シ ス テ ム・に あ る 。 また 紙 テ ー

プ ・ リー ダIS.よ び パ ン チ,高 速te・よび 中 速 プ リン タ,MICR-CMC-7装 置,OCR装 置,

COM装 置,そ の 他 の補 助 記 憶装 置 が 有 望 な 市 場 とな ろ う。

デ ー タ通 信 装 置 とそ の 利 用 状 況 は,ブ ラ ジ ル で は ま だ 初 歩 段 階 で あ る。 ブ ラ ジ ル の 中 央 部 お

よ び 南 部 は 良 い 市 場 と な ろ うo

ブ ラ ジ ル 政 府 は 国 内 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ 。 ン を 広 め る た め テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ 。ン に対 して 特

別 の 関 心 を 払6て い る 。1965年 にEmbratelが 都 市 間 お よ び 国 際 間 の テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー

シ 。ン 開 発 の た め に 設 立 さ れ た 。 これ は政 府 が 所 有 す る 会 社 で あ る 。 都 市 の 電 話 回 線 の 利 権 を

持 って い るの は 約800社 で あ る。TheCompanhiaTelefonicaBrasllelra

が サ'ン ・パ ウ ロ,グ ア ナ バ ラ(Guanabara),リ オ ・デ ・ジ ャ ネ イ ロ,ミ ナ スiジ ェ ラ イ

ス(MinasGerais),エ ス ピ リ ト ・サ ン ト(EspiritoSanto)の 各 州 に お け る

電 話 回 線 の70%を 経 営 して い る 。 現 在 の よ う な 多 数 の 会 社 に よ る 運 営 は徐 々 に 減 って きて い

るoCB・T(TheCompanhiaTelefonicaBrasllelra)は,ブ ラ ジ ル で 最 も

進 ん で い る と み な され る技 術 者 た ち の チ ー ム を 持 った コ ン ピ ュー タ ・セ ン タ ー を 持 って い る 。
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Embratelは 各 州 の 主 要 都 市 とそ の 他 の い ろ い ろ な 都 市 を つ な い で い る マ イ ク 『 ウ ェー ブ

・ス テー シ 。ン の ネ ッ ト ワー ク を建 設 した 。 ノ ー マ ル な デ ー タ通 信 チ ャ ネ ル が,2つ の 都 市 シ

ス ア ム を結 ぶEmbratelの マ イ ク ロ ウ ェー ブ ・ネ ッ ト ワー ク を含 め た 都 市 の 電 話 ネ ッ ト ワー

ク 内 に 専 用 線 と し て つ .くられ た。

デ ー タ通 信 の た め の ナ シ 。 ナル ・ネ ッ ト ワー ク 計 画 が ブ ラ ジ ル 通 信 省 が 主 体 と な っ て 立 て ら

れ た が,こ の 計 画 が い つ 実 行 さ れ る か は 知 られ て い な い 。Embrate1は こ の ネ ッ トワー ク が.

よ り広 範 囲 な デ ー タ 通 信 の利 用 を 行 な う先 駆 者 とな り,ブ ラジ ル経 済 の 開 発 に 寄 与 す る だ ろ う

と予 想 して い るo

ブ ラ ジ ル に は す で に デ ー タ通 信 の ユー ザー が 幾 ら か い る。 リオ ・デrジ ャ ネ ィ ロの 銀 行,

TheBancodoEstadodeGuanabaraも ユ ー ザー と な っ て い る。 そ の 他 に,

TheInstitutoNacionaldeprevidenciaSoclal,LionSA,

PhillipsSAな ど が ユ ー ザ ー で あ る 。 デ ー タ 通 信 が 大 規 模 に 広 が る と,専 用 線 の 質 は 改

良 さ れ,コ ス トも安 くな る だ ろ う。 デ ー タ 通 信 を 使 う必 要 の あ る い くつ か の 機 関 は 装 置 を 注 文

中 で あ る 。 デ ー タ 通 信 機 器 の メー カ ー は,ブ ラ ジル に お い て デ ー タ 通 信 の 地 位 に 気 落 ち す る よ

う な こ と は な い だ ろ う。 ま た リオ ・デ ・ ジ ャ ネ イ ロ と サ ン ・パ ウ ロ間 の 通 信 は,す で に 一 般 的

な もの と な りつ つ あ る。

デー タ 通 信 市 場 で は,モ デ ム は 最 も高 い 売 上 げ を上 げ る 可 能 性 を 持 つ 。 特 に イ ン テ リジ ェ ン

ト ・リ モ ー ト ・ター ミナ ル,リ モ ー ト ・タ ー ミ ナ ル ・ プ リン タ,リ モ ー ト ・タ ー ミナ ル ・キ ー

ボ ー ド,コ ン セ ン トレ ー タ が 有 望 で あ ろ う。

ブラジルの コンピュータ利用例

政 府

(a)連 邦 政 府

①SERPRO:ブ ラ ジル 政 府 は,政 府 機 関 に デ ー タ処 理 サ ー ビ ス を提 供 す る た め,SERP-

ROC'ServicoFeder・aldeProcessamentodeDados")を 設 立 して

い る 。SERPROの 主 な 業 務 の ひ と つ に 所 得 税(incometax)の 管 理 が あ る 。

SERPROは 現 在,ラ テ ン ・ア メ リ カ最 大 の デ ー タ処 理 施 設 と な っ て お り,ブ ラ ジ ル の

主 要 都 市 に20台 以 上 の コ ン ピ ュー タ を 設 置 して い る 。

SERPROの1972年 の 予 算 は3,500万 ドル 。 要 員 と して は200名 の シ ス テ ム ズ

・エ ン ジ ニ ア,2 ,000名 以 上 の 専 門 家 を か か え て い る。 導 入 して い る マ シ ン に は,IBM

360/20～30が 数 台,IBM360/65が1台,IBM370/145が2台 で

あ るo
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②IBICtl。 、tit。t。B,a、il・i,・d・1・f・ ・m5tica")は1971年

に 設 立 され た も の で,計 画 省(theMinistryofPlanning)の 地 理 お よ び統

計 研 究 所 に 所 属 して い る 。IBIはIBM370/155を 持 って お り,主 な 業 務 と して

は 人 口 お よ び 経 済 デ ー タ の 処 理,社 会,経 済 関 係 の 大 規 模 な デ ー タ ・ベ ニ ス 設 立 な どが あ
'

るo

③CAPRE:計 画 省 に よ る と,公 共 機 関 の デ ー タ 処 理 支 出 は72年 か ら74年 に か け て'

1億2,500万 ドル に な る。 ブ ラ ジ ル政 府 は この 分 野 の 重 要 性 に 着 目 し,デ ー タ 処 理 活 動

・の 調 整 委 員 会 を 設 立 した。 これ がCAPREC'CommissaodeCoordenacao

deAtividadesdeProcessame.ntoElectronico")で 設 立 は72

年4月 。CAPREの 主 業 務 は,政 府 の デ ー一夕 処 理 投 資 の 合 理 化 と デ ー タ処 理 装 置 の 効 率

を 高 め る こ と に あ るo'

(b)州 政 府

①'PRODES'P(ttC・mp・nhi・d・pf・cess・ament・d'eD・db・d・.

EsiadodeSaoPaulo")はIBM360/65を1台 導 入 し て お り.,州 政 府 機

関 と して コ ン ピ ュー タ活 動 を して い る。 要 員 と し て シ う テ ム ・エ ン ジ ニ ア を70名 か か え

て い る 。 この 外StateofRioGrandedoSu1も 目 下 デ ー タ処 理 装 置 に 投 資

を し て お り,B-6700お よ びB-4700各1台 に3』50万 ドル を 投 じて 施 設 の 拡 張

を 図 って い るo

(c)市 当 局 ・

①PRODAMCtCompanhiadeprocessamentodeDadosdo

、MupiclpiodeSaoPaulo")は 全 て の 市 当局 に サ ー ビ ス を 提 供 す る デ ー タ 処

理 セ ン タ ・一一で あ る 。PRODAMはIBM370/155(ダ イ レ ク ト♪ ア ク セ ス ・ス ト

レー ジ16億 バ イ ト)を 発 注 して い る。

大 学

(a}Ri。Dat。centr・'PUC/RJ:"

Th。Ri『 。D。t。cent,。 。fp。ntificau。iversid・d・c・t6口ca

doRiodeJaneiroは1967年 にPUC/RJとIBMブ ラ ジル の 合 弁 で 設 立 さ

れ,ラ テ ン ・ア メ リカ の 主 要 な 大 学 コ ン ピ ュー タ ・セ ン ター に な って い る 。72年7月 現 在

で設 立 さ れ て い る装 置 は,IB・Mll30が1台,IBM7044/14011台,IBM

370/1651台,PUC/RJは こ の 外BurroughsB500も 持 って い る が,こ

れ はRioDatocentroに は 所 属 して い な い 。

(b)UFRJ(UniversidadeFederaldoRiodeJaneiro):' ノ
UFRJは コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ・ セ ン タ ー と し てNCE(NucleodeComputacao

Electronica)
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も持 って い る。NCEに はIBM1130とIBM360/40が 各1台 設 置 さ れ て い る。

(c)UniversidadedeSaoPaulo(USP):

USPは 今 の と こ ろ,同 大 学 の 全 ス ク ー ル あ る い は 全 研 究 所 の 需 要 に 見 合 うだ け の 中 央 コ

ン ピ ュー タ ・セ ン タ ー を 持 って い な い。USPは 幾 つ か の シ ス テ ムを 導 入 し て い る が,何 れ

も分 散 して い る。

(d)UFRGS(UnlversidadeFederaldeRioCraudedoSu1):

'UFRGSは 最 近 大 型 シ ス テ ム
,BurroughsB-6700を 導 入 したoこ の 外IBM

1130,HP2114,HP2 、100も 備 え て い る 。

研 究 セ ン ター

(a)InstitutodeEnergiaAtomica:

サ ン パ ウ ロに あ る 原子 力 研 究 所(IEA)は 今 年 後 半 中 にIBM・370/155を 導 入 す

る 予 定 。 同 研 究 所 に は す で にIBM1620が 入 って い る。

(b)InstltutoNacionaldepasquisasEspaciais(1NPE):

1NPEも 同 じ くサ ン パ ウ ロ に あb,BurroughsのB-6700を 導 入 して い る 。

(c)Centro・BrasileirodepesquisasEisicas:

同 研 究 所 は リオ ・デ ・ジ ャネ イ ロ に あbI'BM1620,IBM370/145を 各1台

持 って い る 。

公共機関

(a)LIBHT(電 力供給:IBM360/302台,IBM360-40,IBM370

/155各i台 を持 ってい る。.シ
(b)CTB(電 話):IBM370/155 2台 を設置。

金 融 ・

(a)BRADESCO(BancoBrasileir'odeDescontos)は ラ テ ン ・ア メ

リカ最 大 の コ ン ピ ュー タ'・ セ ン ター め ひ とつ で,IBM360'/65(1台),IBM370

/155(2台),IBM370/145(1台),IBM360/40(4台),IBM

1460(1台),IBM1401(2台),IBM1130(1台),IBM/3(1台)

と多 数 の コン ピ ュー タ を備 え て い る。

(b)BolsadeValor'esdoRiodeJaneiro:

リオ ・デ ・ジ ャネ イ ロ の 証 券 取 引 所(BolsadeValores)で はIBM370/

145が 幾 つ か の デ ィス プ レ イ ・タ ー ミナ ル と共 に 活 躍 して い る。 目下 全 ゆ る希 望 者 に 迅 速

に情 報 を 提 供 す る た め600台 の デ ィ ス プ レ イ ・ ター ミ ナ ル,200台 の プ リン テ ィ';・Y"・'
↓
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ター ミナルを導 入 しようというプロジ ェク トが進行中。

製 造 業

(a)Volkswagen:

サ ン パ ウ ロ に あ るVolkswagen工 場 に は,IBM360/65(1台),IBM360

-40(2台) ,IBM370-165(1台 発 注 中),IBM/3(2台)が 設 置 され て

・hるo

(b)GeneralMotors:

GMも サ ン パ ウ ロ に,IBM360/50(1台),360/30(1台),370/

155(1台 発 注 中)を 持 って い る。

デー タ ・サ ー ビ ス ・ ビ ュ ロ ウ

(a}IBM:360/65(1台),360/40(11台),360/25

1130(1台)他

(b}Burroughs:B-3500,'B-500,B-300'各2台

(c)Datamec:B-3500(5台),B-500(2台),B-200

360/25(1台)

(d)Systems:370/145(1台)

(2台),

(1台),

マ ン ・パ ワ ー

現在の要員
げ

ブラジルに設置 されてい るコンピュ'一夕あるいは装置 をもっていない ユーザー'などを調査 し

た結果 によれば,ブ ラジルのコンピュータ要員分布は次の ようにな っている。

シ ス テ ム ズ ・ア ナ リス ト 3,500名

プ ロ グ ラ マ 4,000名

コ ン ピ ュー タ ● オ ペ レー タ 3,700名
-

1971年 半 ばにSUCESU-S言oPauloが 調査 した とζろでは,コ ン ピュー タ1

台 当リアナ リス トが3.9人,プ ログラマ4.5人,オ ペレー タ4.1人 とい う結果 が出 ている。従

って我 々の評価 もかなb現 実に近い もの と予想 され る。 コンビュー一'タ要員 の数は,年 間25%

～30%の 率 で増えてお り,こ れは将来の需要 とほ ぼづ一スをあわせている。

〕,
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給'与

ブ ラジルでは全国的 な給与調査が行 なわれた ことがない。従 って ブラ ジルの コン ピュー タ要

員 のサラ リー を,月 間 ベースでまとめるのはかな り困難な仕事になる。しか し72年3月 にサ

ンパウロで行 なわれた調査を もとに分析する と,次 のようにま とめられる。

(a)プ ログ ラマ(RPG,コ ボル,ア ッセンブラ,他)一 月 給一

Cr$苦 US$ 円 芥 ×

月 間 平 均

サ ラ リー

最 低 1,400.0'0 234.00 7,254,000

平 均 2,800.00
-
467.00 14,477,00・ ト0

最 高 4,100.00 684.00
ぺ

21,204,000

十Cr=ク ル ゼ イ ゴ

:X-+円 はUS$×310で 試 算

(b)シ ス テ ム ズ ・ア ナ リ ス ト ー 月 給 一

Cr$ US$ 円

月 間 平 均

サ ラ リー

最 低 2,350.00 392.00 12,152,000

平 均 4,250.00 708.00 21,948,000

最 高 5,550.00 925.00 28,675,000

教 育

大 学 にお け る コ ン ピ ュー タ 教 育

(1}コ ン ピ ュー タ ・サ イ エ ン ス 博 士 課 程

TheDepartamentodeInform白ticaofthePontif'iciaUni-

versidadeCat61icaofRiodeJahelro(PUC/RJ)は 今 コ ン ピ

ュ ー タ ・サ イ エ ンス に お け る 博 士 課 程 を 実 施 して い る 。 この 課 程 の最 初 に入 った 学 生 は,

1gt74年 ま で に 卒 業 す る 見 込 み だ 。78年 ま で に は,年 間15名 の 博 士 が 誕 生 す る よ う に

な る 見 込 み だ。

(2)コ ンe'..一 夕 ・.サイ エ ン ス 修士 課 程

(a)PUC/RJ
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1967年 以 来,TheDepartamentodeInform5ticaofpUC/

RJは コ ン ピ ュー タ ・サ イ エ ン ス の 修 士 課 程 を 実 施 して い る。 現 在 こ の 課 程 に通 っ て い る

学 生 は 約90名,71年 末 ま で に25名 に マ ス ター ・デ ィグ リー が 授 与 さ れ て い る。 今 後

は 年 間30名 の マ ス タ ー が 誕 生 す る 見 込 み 。TheDepartameniodeInfo－

matlcaは,PUC/RJの ゴ;,iピ ュ一 夕 ・セ ン ター(RioDatocentro既 述)

に ア ク セ ス し て お り,同 セ ン タ ー のIBM370/165,7044,1130を 利 用 し

て い る 。 また 同 セ ン ター に い る 約20名 の ス タ ッフは 同 部 門 で パ ー ト ・ タ イ ム で働 い て い

るo

(b)UniverstdadedeSaopaulo

サ ン パ ウ ロ大 学(uSP)で も来 年 か ら,応 用 数 学 部 門 で コ ン ピ ュー タ ・サ イ エ ン ス 修

士 課 程 を 提 供 す る 計 画 を くん で い る 。 現 在 コ ン ピ ュー タ ・サ イ エ ン ス に興 味 を持 って い る

学 生 達 は,数 学 あ る い は 電 気 技術 部 門 で コン ピュータ ・サ イ エ ンス の 修 士 課 程 を 受 け る こ と が

で き る 。

(c)UniversidadeFederaldoRiodeJaneiro・:'

coPPE/uFRJ(Thecoordenacaodeprogramasdep6sg-

・a
.duaca・emE・genh・ ・i・ ・fth・u・ ・ve・'id・d・F・d・ ・ald・

RiodeJaneiro)は シ ス テ ム ・ エ ン ジ ニ ア リン グ 部 門 で コ ン ビ=一 一タ ・サ イ エ ン

ス を 重 視 し,
.修 士 課 程 を 持 って い る 。 これ ま で65名 が 修 士 号 を と って い る 。

(d)UniversidadeEstadualdeCampinas:

同 大 学 の 数 学 研 究 所,Estatisticae.CieenciasdeComputacao

で も'1971年 か ら修 士 課 程 を くん で お り,現 在 約10名 の 学 生 が 参 加 して い る 。

.③ コ ン ピ ュー タ ・サ イ エ ンス 学 士 課 程

(a)UmversidadeEstaduaide'Campin'asで は69年 か ら学 士 コー ス を

提 供 し てSbb,71年 に 最 初 の 卒 業 生 が 出 て い る 。

(b}UniversidadedeSaoPaulo(USP)

サ ン パ ウ ロ大 学 の 応 用 数 学 部 で は コ ン ピ ュー タ ・サ イ エ ン ス 学 士 コ ー ス が2年 目 を 迎 え

て い る 。74年 に は 約30名 が 卒 業 す る予 定 。

(4)メ ー カー に よ る コ ン ビ.一 夕教 育

コ ン ピ ュー タ ・ メー カ ー は オ ペ レー シ 。ン お よび ブ ・ グ ラ ミ ン グ の 訓 練 を 行 な って い る 。

(5}そ の 他 の 教育

上 記 の 外,ブ ラ ジ ル の 主 要 な 大 学 の 大 半 は ブ ・ グ ラ ミン グ な ど の基 本 的 教育 を 実 施 して い

る。 ま た 訓練 者 の た め の 訓練 も行 な って い る 。

(6)大 学 の コ ン ビ=一 夕施 設

ブ ラ ジ ル の 大 学 に あ る コ ン ピ ュ ー タ装 置 は 次 表 の とお り。
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表3-3

「

:ブ ラジルの大学 に設置 され ている コンピュー タ

.大
学

EscoladeEngenhariaIndust .rial(RGS)

EscoladeEngenhariade☆oCarlos .

EscolaNaval

FaculdadedeEngenhariaeAgronomiadeFran

FaculdadedeEngenhariaIndustrial(PUC/SP)

FundacaoEducacionaldeBauru

FundacaoGetulioVargas 　
InstitutoMauadeTecnologla(☆opaulo)

InstitutoMilitardeEngenharia

ノ
1nstitutoTpcnicodeAlagoas

ノ ノ
InstitutoTecnologicodeAerOnauticaノ
pontificiaUniversidadeCatolicadoRibGrandedoSul

ノ 　
pontificiaUniversidadeCatolicadoR▲ode

JaneirO

UniverSidade

Unlversidade

Universidade

Universidade

Universidade

Universidade

Uni.versidade

Unlversidade

Universidade

Universidade

Universidade

Unlversidade

doCampinas

doEstadodaGuanabara

FederaldaBahia

ノ
FederaldeBrasilia

ノ
FederaldoCeara

ノ
.FederaldoEspiritoSanto

ノ
FederaldeGoias

ノ
FederaldeJuizdeFora

FederaldoMaranhao

FederaldeMinasGerais

FederaldeOuroprefo

FederaldoPar5

機 種

IBM1130

1BM1130

1BM1130

1BM360-20

B-500

1BM1130

1BM1130

1BM1130

1BM1130

B-500

{

IBM11301BM1620・

IBM1130

B-500,IBMII30,IBM

7044,IBM1401,IBM

37(h165,ミ ニ ・コン ピュ ータ

IBM1130,IBM360-30

1BM1130

B-500,IBM1130

1BM1130

1BM1130

1BM1130

1BM1130

1BM1130

1BM1130,IBM370-135

1BM1130,IBM360-40

1BM1130

1BM1130
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大 学

6

7

8

9

n∠

9
●

9
●

2

ロ
03

1

2

3

4

5

6

7

8

3

3

3

3

3

3

3

3

,

UniversidadeFederal

UniversrdadeFederal

UniversidadeFederal

Unlversldade:Federal

UniversidadeFederal

UniversidadeFederal

UniversidadeFederal

UniversidadeFederal

Universidad6Federal

UniversidadeFederal

daParaibh

doParana

depernambuco

doRiodeJanelro

doRioGrandedoSul

deSantaCatarlna

deSantaMaria

deSergipe

deVicosa

Fluminense

UniversidadedeMatoGrosso

Un.iversidadedoRioGrandedoNorte

Uni'versidad6daSaopaulo.

機 種

IBM1130(2台)

IBM1130

B-500,IBM1130

1BM360-40,IBM1130

ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ

IBM1130,B-6700

ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ

IBM1130

1BM1130

1BM1130

1BM1130

1BM1130

1BM1130

B-500

B-3500;IBM1620,

IBM1130(3台)

IBM360-44,

ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ

'

、
＼

(出 典:IAGCommunications1972N巳6)

研 究,開 発(R&D)

ソ フ トウェアお よび コンビ⇒一 タ ・サイエンス

ソフ トウェア開発 とい うこ とについては,最 新の段階をまとめることは難 しい。 全国 デー タ

処理会議の記録 とか,大 学 の報告書な どに幾 つかの開発 について報じられてはいるが,大 半 は

発表されていないo

大学 における開発の数例を以下にあげると　 ノ
。ITA(InstitutoTecnologicodeAeronautica)はBASICの

ポ ル ト ガ ル 語 バ ー ジ 。 ン を 開 発

。 サ ン パ ウ ロ 大 学 の 数 学 研 で はB-3500で 動 くLIS.Pイ ン タ プ リ タ`を 開 発

。UniversidadeFed6raldoRiodeJanelroで は,1BM1130用
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にWATFORの よ う な コ ン パ イ ラ:COPPE-FORTRANを 開 発

ハ ー ド ウ エア 開 発

1968年 以 前 に は,ハ ー ドウ ェア 関 係 の 開 発 は ほ とん ど行 な わ れ て い な か った 。 わ ず か に

ITAで,ト ラ ン ジ ス タ に 関 す る 研 究 が 進 め られ て い た 程 度 で あ る 。 そ の 後 リオ のPUC,

SERPRO,サ ンパ ウ ロのIFUSP,EPUSPな ど で 続 々 と開 発 が 行 な わ れ る よ う に な

っ たo

PUCの 初 期 の 開 発 はSALAMIプ ロ ジ ェ ク トと称 す もの で,コ ン トロ ー ル ・シ ス テ ム と

ア ナ ログ ・コ ン ピ ュー テ ィン グ に 関 す る もの で あ った 。 現 在 は デ ィジ タ ル ・プ ロジ ェ ク トが 進

め られ て い るoSERPROで は キ ー ・ ソー ・テ ー プ ・プ ロ ジ ェク トの 一 環 と して,H-Pミ

ニ ・ コン ビL－ 夕用 の マ ル チ プ レ ク シ ン グ ・イ ン タ フ ェ ース を 作 製 して い る 。EPOSPで も,

,モ デ ム,オ シ ロ ス コー プ ・デ ィス プ レ イ ・イ ン タ フ ェー ス な ど幾 つ か の 開 発 プ ロ ジ ェク トを完

成 し て い る。

こ の外 多数 の 機 関 で コ ン ピ ュー タ 関 係 の 開 発 が 行 な わ れ て い る が,何 れ も コ ン ピ ュー タ ・イ

ン タ フ ェー ス に 関連 した もの が 多 い 。 こ う した 中 でEPUSPのLaboratoriodeS1・-

stemasDigitais(LSD)で は,マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タ(メ モ リ ・4Kバ イ ト)

の 製 作 に取b組 ん で お り特 異 な 存 在 とな ってい る 。 こ の コ ン ビ=一 夕 は,71年 に 卒 業 生 に よ

っ て 設 計 さ れ た も の で,プ ロ ジ ェク ト名 ば'PatinhoFeio"(家 の 者 か ら馬 鹿 と 思 わ れ

て い た 子 供 が 後 に 偉 く な る とい う話)。

製 造

ブラジルで最初に組み立 てられ,テ ス トされた コンピュータは,IBM1401で10年 も

前のことだ。当時IBMの 製 造工場 は リオ ・デ・ジャネィロにあ ったが,そ の後Campinas

(SP)に 移転 した。 同工場では約70台 の1401を 作 ったが,そ の うち1台 はチ リに輸 出

された。新工場は現在370用 の テー プ ・ドライブとか コン トロール装置 の組立 て,テ ス トも

実施 している。今年末 まで には370/145のCPUも 組立 てる予定になっている。

Burroughsは サンパ ウロにコア ・メモ リ工場を持 っている。同工場は小型 コンピュー タ

を備え,製 品の質 をチ ェック している。Burroughsは この外,サ ンパ ウロで電卓 も生産 し

ているo

ノ

Slemensは ボ ル ト ・ア レ グ レ 近 くのGravataiに 子 会 社 を持 っ て お り,コ ア ・メモ

リ を製 造 して い る。 しか し テ ス トは 行 な わ れ て お ら ず,テ ス トの た め い った ん 海 外 に運 ば れ て

い るo
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・・ロ ン ピ ュ ー タ 学 会

　
ブ ラジ ル で 最 初 に 組 織 さ れ た コ ン ピ ュー タ 学 会 は,ABRACE(Associacaao

BraslleiradeComputadoresElectronicos)と 呼 ば れ,1961年4

月 リオ ・デ ・ジ ャ ネ ィ ロ に本 部 を置 い た 。ABRACEは71年12月 ま でIFIPの ブ ラ ジ

ル 支 部 と な って い た が,現 在 は ほ とん ど活 動 してtsら ず,ブ ラ ジ ル に は 公 式 なIFIP支 部 は

な くな って い るo ノ
1965年9月,リ オ ・デ ・ジ ャ ネ イ ロ にSUCESU(SociedadedosUsua-

rl。 、d。c。mp。t。d。,e、eEq。ip。ment6、s・b,idi5・i・ ・)と い う別

の 学 会 が組 織 さ れ た 。 同 会 に はL－ ザ ー,メ ー カー な ど400社 が 参 加 して い る 。SUCE-

SUは69年6月 に は 全 国 組 織 となb,主 要 都 市 に支 部 を 置 い て い る 。 さ ら にSUCESUは

毎 年 「全 国 デ ー タ 処 理 会 議 」 を 開 催 して お り,こ れ は ブ ラ ジ ル で 最 も 重 要 な コ ン ピ ュ ー タ 会 議

とな って い る 。71年 の 会 合 は サ ン ・パ ウ ロで 行 な わ れ,参 加 者 は2,000名 にの ぼ った 。
o
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ベ ネ ズ エ ラ

ベネズエラにおけるコンビ,

エータお よび関連装置設置金

額 は,72年 に3,000万 ド

ルに達 したが,73年 には

3,500万 ドルにまで増大す

る もの と予測され る。年間の

平均伸び率は最底15%で,

1977年 ま でには5,200

万 ドルの大台にの るもの と期

待 され る。

ベネズエ ラのEDP装 置 は

全て輸入製品であり,1971

年 はそ のうち46%が 米 国製

で あった。 しか しこの傾向は

変 りそ うである。今年 は米 国

製 品は40%に 減 り,1977

年 までには25%程 度 となろ

うoし か しながらこのことは

米 国メー カー の利 益縮少には

つながらない。 とい うのは米

◎

カラカス

国内の工場か ら出荷されていた製 品が,ベ ネズ エラ国内に作 られた米 国 メー カーの工場か ら出

荷 され るようになる だけだからであ る。ベネズエラへの主要輸 出国は米国,日 本,西 独,ブ ラ

ジルお よび英国である。
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表3-4:ベ ネ ズエラのEDP輸 入 状況(70年 ～72年)

(単 位 ドル)

国 名 1970※ 1971※ 1972※ ※

米 国 6,122,000 4,592,000
F

5,200,000

日 本 609,000 1,735,000 3,000,000

西 独 772,000 977,⑪0 1,000,000

英 国 604,000 639,000 500,000

ブ ラ ジ ル 229,000 660,000 1,000,000

そ の 他 1,440,000 1,381,000 2,200,000

計 9,776,000 9,984,000 12,900,000

出 所: ※ BoletindeComercioExterior,1970,1971

※ ※ 契約会社側概算額

1972年 の3,000万 ドル とい う設置金額 の内訳 は図3-9の とお りである。 この うち ミ

ニ ・コン ピュータはその数が増大 しつっある。一方,大 型,中 型,小 型の コンピュー タの数は

減ってきてい る。現在米国 メー カーは,ベ ネズ エラでは ミニ ・コンピュータ部門であまり大 き

いパー トを占めてはいないが, 図3
-9:1972年 設置金額の内訳

これか らは ミニ ・コン ピュー タ

データ通信機器市場の可能性を見込んでこの分

野 に力を入れ ることにな ろう。

従来か ら米 国 メーカー はベネ

ズエラの ユーザーの米 国 ブラン

ドに対す る好意的選択 に頼 って

いたのだが,西 欧その他の売 り

込みの努 力は相当なもので,米

国メー カーは今までの ような態

度ではい られ な くなろ うo

ベ ネ ズエラは新 しい装置 やア

プリケー シ ョン技法の採用,利

1.4

周 辺 装 置4 .6

2.3

(7.6%).

3.9

(12.9%)30.3万 ドル

(100%)

大型,中 型,小 型 コ ン ピュー タ

22.7

(74.9%)

・-350一



用 とい う点で中南米 の リーダー格であ り安定 した経済情勢であるところか ら中南米の中では最

も注目すべき市場であると言 える。

ベネズエ ラの ミニ ・コンビs－ 夕需要 は今後5年 くらい好調だろ う。 ミニ ・コンピ ュータの

需要が大きい理由のひ とつに,ベ ネズ エラの企業 は製品に関すること,売 上 げ,利 益 に関す る

ことについて秘密主義で ある点があげられ る。彼 らは業務上のデータを企業外 の人物 に扱わせ

るのを好まず,ま た タイムシェア リング ・サー ビスの利用 にも気が進まない ようすで社内オペ

レーシ 。ンを好む。従 って経理や在庫管理の ようなア プリケー シ 。ンの コン ピュータ化 を行な

う場 合,普 通 のコン ピュー タ ・システムを導 入で きない企業 は ミニ ・コン ピュータを使 うこと

になる。 ミニ ・コン ピュータは事務処理ばかりでな く大学,工 場 などで技術上の問題 処理 にも

使 われている。

ベネズエラの市場で大型 コン ピュー タが少ない理由は2つ ある。 ひとつはこの国の 多くの会

社 は大型 を使 うほ ど充分に大 き くない,と い うことで ある。そ して大き・い会社 はもうすでに大

型 システムを所有 している場合が多い。大型 コンピュータの需要 は政府・大学,産 業 グルー プ

の コン ピュー タ ・オペ レー シ 。ンに限定 されるよ うだ。

工業部 門での コンピュータ利用 は事務的 な会計,在 庫管理等の部門における利用に遅れ をと

ってい る。 しか しなが ら最近 では多 くの会社 が彼 らのシステ ムを 拡張 している し,よ り高度 な

ア プリケーシ ョンが利用 されるようになろ う。

周辺装置分野では独立系企業が テレ ・プロセシング,外 部記憶装置,入 出力装置の各市場 で

将来重要 な地位を得 ようとしている。

周辺装置市場で最 も高い売上 げを得 る可能性のあるのはデ ィスク ・ファイル,磁 気 コア,読

取専用記憶装置 などである。磁気 テー プ装置 なども良い売 り物である。 ベネズエラの多 くの会

社は リモー ト・ター ミナルを使 うほ ど大 きくはない のでこの部門はあまり需要は多 くない。

文書読取装置 やCRTタ ー ミナルは一般的に特別 のア プリケー シ 。ンに限 られる。 これ らに

対する需要はこれから先3～4年 の間ではたい して伸びないだろ う。

ドキ=メ ン ト・スキ ャナーjbよ ぴOcRデ ィバイスはベネズエ ラの市場ではあま9多 くない。

従 って使われている台数 も少ない。OCR装 置 が取 り入れられ るまでは,ド キ ュメンテー ショ

ンにおける経験 不足は特別 な訓練 によって補 な うようになろう。 多 くの会社は キー ・パンチの

ような彼 ら自身がすでに慣れ ている装 置を使 うことを好む傾向がある。

記憶装 置で人気 のあるのはデ ィスク ・ファイルである。 新 しく設置されつつ ある装 置のほ と

ん どがデ ィスク記憶装置である。古い装 置の交換 も行なわれつつある。一方,磁 気 コア,読 取
も

専 用装置に興味深い点がある。独 立系周辺装置 メー カーは これか らはデ ィスク ・パ ック を始め

とする記憶装置 に意欲 を燃 やす ことになるだろう。

銀行産業 は,デ ータ通信ネ ットワーク利 用を拡 大 しようと している。同様 にい くっかの政府

機関 や教育機関 もデー タ通信 ネ ットワークを持 っている。現在 データ通信 ネ ットワー クを利用
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している一般企業 は石油関係の大企業のみである。最近 の新傾向としてはテレ プロセ ッシング

・ネ ットワークを利用 した企業間のデー タ処理装置の統合があげ られる
。

ベネズエ ラでは銀行の支店 制度が一般的 だ。従 ってテレプロゼ ッシングの必要性がでて くる。

一方,石 油会社は もうすでにカラカスにある コンピュー タ ・センター と石油精製工場その他の

施設 とを結 ぶテレ プロセ ッシングを利用 してい る。政府機 関では関税の計算や財務関係の業務

に使われている。

ベネズエラ工業界におけるテレ プロセ ッシング利用拡張 の見通 しは,い くつかの要素の影響

を受け る。 ネ ットワーク建設の3つ の アプロー チは次の通 りである。

。異な ったオペレー ション間のネ ットワーク建設

。商業 タイムシ ェア リング ・サービスまたは リモー ト・パ ッチ処理施設の新設

。産業 グルー プ内の ネットワーク建設

以上は銀行および石油会社の場合で あって,こ れ らを除 く他の私企業は テレ プロセ 。シング

・シス テムに対 する強い要求を今 のところ持 っていないよ うだ。

ベネズエラ産業界での テレ プロセ ッシング装置に対する需要 の増加の原因は,異 種産業間の 、

会社が集まってつ くった産業 グルー プと言 えるだろ う。 このグルー プは個 々のデー タ処理作業

を中央 に一本化 しようとしている。 この手段 としてテレブロセ プシング ・ネ ットワークがある。

しか しベネズエラでは多数の人がテレプロセ ッシング ・ネットワークには固有の欠点がた くさ

んあると思 ってい る。 まず,ネ ットワークの ラインにおける トランス ミッションの ボルテー ジ

がまちまちであること。次にサー ビスが しば しば中断 され ること。そ して,カ ラカスのどこか

で新 しい ラインを得る ことは不可能 であることなどである。 これ らの問題 は現実にあるが,し

か しネ ットワークは働 き続 けている。

ベネズエ ラの銀行産業は中南米 の国 々の中で最 も進歩 していると言える。 ベネズエラは中南

米 で最新型 コン ピュータを所有する唯 ひとつの国である。現在,カ ラカスにあ るBancode

Venezuela(ベ ネ ズエラ銀行)は 最大のコンピュー タ ・オペ レー シ。ンを27のIBM

モ デル1061リ モー ト・システム・に連結 した3つ のIBMシ ス テム360/30を 便 しa,

専 用 ラインのCANTVネ ッ トワークを使 って行な っている。今年は このネ ットワークはター

ミナルを10以 上 増やす予定 である。 またカラカスではBancoUnion(銀 行 ユニオン)

が2つ のIBMシ ス テム360/30を ・30のIBM1060タ ー ミナルめネ ッ トワークと共

に使用 しているo'こ こでは今年 は5以 上の ター ミナルを増 やす予定 である。同様にBanco

LationAmericanodeVenezuelaはIBMシ ス テム360/40を1台 と13

のIBM1060タ ー ミナルを設置 してtS・り,15～20の ター ミナルを追加 する予定。

他 メーカー製品では,BancodelCentroColsolid・adeがBurroughs

B・35001台 と25のTC700タ ー ミナルを設置 してい る。約10の ター ミナルが今

年新 しく追加される予定である。BancodelIaConstructionはNCRの 古 い
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1

モデル,315を カラカスにある同銀行 と各地 の支店を結ぶオン ライン ・ター ミナルと結 びつ

けて使用 している。

表3-5は ベ ネズエラの銀行で設置 されている コンピュー タの内訳である。

表3-5ベ ネズエ ラの銀行で設置され ている コンピュータ

機 種 名 台 数

IBMシ ス テム360/40
>

1

・

IBM360/30 11

1BM360/25 2

1BM360/20 2

IBMシ ス テ ム3 1

NCR315 1

NCRCentury100 i

Burroughs3500 1

1

小 さ い 銀 行 は ミニ ・コ ン ピ ュー タ を 使 い 始 め る だ ろ う。 プ リ ン テ ィ ン グお よびCRTタ ー ミ
t

ナ ル は 各 銀 行,支 店 で 使 わ れ る だ ろ う。

ベ ネ ズ エ ラ の 抵 当 金 融 機 関 で は,た った4台 の コ ン ピ ュー タ が 使 わ れ て い る の み で あ る。

BancoVenezolanodeCreditoは,IBMシ ス テ ム360/251台 を 持 って

hるoBancoHlpotecariodeCredltoUrbanoで はIBMシ ス テ ム360

/201台 を 設 置 して い る。 残 りはIBMシ ス テ ム3モ デ ル10で,Banco-Hipote-

cariodelaViviendapopularお よびBancoHlpotecarioUnido

に設 置 さ れ て い る 。 抵 当 金 融 機 関 部 門 も ま た ミニ ・ コ ン ピュ ー タ の 好 市 場 と な りそ うだ 。

ベ ネ ズ エ ラ の 政 府 に は 合 計41台 の コ ン ビa－ 夕 が 設 置 さ れ てteb,そ の うち33台 は 連 邦

政 府,4台 は 州 政 府,残 り の4台 は 地 方 政 府 に 設 置 さ れ て い る。

ベ ネ ズ エ ラ の コ ン ピ ュー タ 利 用 政 策 を 行 な って い る政 府 機 関 はCordiplanで,大 統 領 が

直 接 関 与 す る 機 関 で あ る。 こ こ に は1972年 の 終 り にIBMシ ス テ ム370/145が1台

設 置 され て い る 。 最 新 で 可 能 な 限 り最 大 の シ ス テ ム を備 えて い る の は 財 務 省 で,1972年 後

半 に,IBMシ ス テ ム370/1451台 を 同 省 の カ ラ カ ス に あ る 中 央 オ フfス に 設 置 した 。

※ 抵当金融機関;西 独 など一部の国にある特殊な金融機関。
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～

キ ユ _バ

キ ュー バ は 人 口}

100万 当 り4.85

台,GNP10億 ド

ル 当b17.5
.9台 の

コ ン ピ ュー タ を保 有

し て い るoこ れ は チ

リ,パ ナ マ,ペ ル ー,

コス タ リカ な ど中 南

米 の 国 々 と比 較 して

も,決 し て 高 い レベ

ル に あ るわ け で は な

し(o

しか し キ ュー バ は,

独 力 で め コ ン ピ ュー

タ 開 発,製 造,全 国

規 模 で の コ ン ピ ュー

タ ・ シ ス テ ム の 開 発

な ど,ユ ニー ク な 政

レ

策を進めて,中 南米

諸国から注 目を集め

てい るo

キ ューバの コンピ

ュー タ事情 を考 える

場合,1968年 が

極 めて重要 な意味を

持つ事であるoキ ュ

ーバにいわゆるEDP

装 置 が初 めて登場 し

たのは,1927年

のIBMパ ンチ ・カ

ー ト㌔ マシンだが,

サンチ1ア ゴ

〔San【1a9《)

◇

コンピュー タ設置台数最新デー タ

国 名 キ ュ ー バ

設置台数 41台

調査時点 1971年

調 査 元

備 考 四 人 口100万 人 当 り

4.85台 か ら推計
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タ ご

そ の 後1967年 ま で はIBMが ハ バ ナ に 事 務 所 を 開 設 した り(1933年),59年 の カ ス

ト ロに よ る 革 命 後IBM施 設 が 没 収 され た(1961年)位 が 目立 つ とこ ろ で,コ ン ピ ュー タ

政 策 あ るい は コン ビL-一 夕利 用 の 面 で 見 る と こ ろ が な い 。 しか し1968年 に は,仏 の サ ポ ー

トを 受 け て コ ン ピ ュー タ の 重 要 性 を 国 家 レ ベ ル で 認 識,電 子 計 算 機 の た め の 中央 幹 部 会(DiT

recci6ndeCもlculoEl'ectr6nico)。 ミニ ・コ ン ビ..一一タ製 造 に 関 す る

CID(theCentrodeInvestigacionDlgital)が 設 立 さ れ た 。 さ ら に 仏

の プ ラン ・ カル キ ュル を モ デ ル に し て,thePIanChiculoNacionalも 開 始 さ,

れ たo'

1968年 一69年 に か け て の,こ れ ら国 家 レ ベ ル で の諸 コ ン ピ ュー タ政 策 は,① 教 育,②

ア ブ リ ケ ー シ.ン,③ 製 造,⑭ プ ラ ニ ン グ の4つ を基 調 に して い る 。特 に教 育 面 で は,将 来 の

コ ン ピ ュー タ 産 業 を 支 え る要 員 を 訓 練 す る た め,数 多 くの計 画 が つ く られ た 。 キ ュニ バ に と っ

て,コ ン ピ ュー タ要 員 の 訓 練 は 全 く初 め て の もの だ った か ら,当 初 は 仏 な ど海 外 か ら 教 育 者 を

招 き,コ ースの設定,実 際の教育 をや ってもらった。その後次第 に,教 育 もキa'ー バ人の手で

やるようにな っているo.!

ア プ リケー シ 。ンに関 しては,政 府 が ①全国規模の家畜 コン トロール ・システム ②人 口

および住宅統計 ③砂糖 コン トロLル ・システムな どを開発 しようとしている。 これ らの シス

テムは,ハ ー ドウェアの不足 もあって制限を受 けてい るが,理 論上 はかなりの ところまでい っ

ているo

キ ューバの コン ピュータに関連 して最 も注 目され るのは,製 造面であろ う。 キ ューバは独 自

で設計 した コン ピュータを製 造することに熱心 で,こ のため ラテン ・ア メ リカ諸国では自力設

計 によるコン ピュータを生産 した最 初の国にな った。他のラテン ・アメ リカ諸国 は,キ ューバ

の こうしたやり方を注 目してお り,も しキ ューバの製造 した ミニ ・コン ピュータが,技 術的 に

優れた競争 力を持ち,経 済的に も安定 した ものとなれ ば,他 の諸国 もキ ューバに追随するこ と

になろうo:

ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ の 製 造

コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る1968年 以 降 の キ ュー バ の 動 きで,最 大 の も の は や はbミ ニ ・コ ン

ピ ュ ー タ 製 造 計 画 で あ る。 技 術 者5名 。数 学 者1名 か ら な るCIDで は,キ ュー バ で コ ン ビ=

一 夕を 生 産 す る 可 能 性 に つ い て 調 査
,検 討 を進 め て きた 。 ミニ ・コ ン ピ ュ ー タの ア プ リク ー シ

。ン と し て は,砂 糖 取 り入 れ 時 の 輸 送 管 理 な どが 念 頭 に 置 か れ,開 発 も急 ピ ッチ で 進 め られ た 。

1970年 ・CIP-201-Aと 呼 ば れ る マ シ ン が完 成 し た が ・ これ は4K語(12ビ ッ ト)

1.5マ イ ク ロ秒 の ミニ ・コ ン ピ ュー タ で あ っ た 。 プ ロ グ ラ ミン グ は,LENI(Leuguaje

EusambladorI)ア セ ン ブ ラ あ る い はLEAL(LeuguajeAlgoritmico)

コ ン パ イ ラで 行 な わ れ た が,LEALはDEC(DigitalEqu亘pmentCorp)の
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表3-6キ=一 バ の コ ン ビ=一 夕 を め ぐる 主 な 動 向

(注)〈 〉内は重要な政治的事件

年

1902

1927

1928

1931

1933

1952

1959

1961

1967

1968

1969

1970

1971

1972

事 項

<独 立 宣 言>

oFerrocamllesUnidos(theUnitedRailwaysofHavana)

1BMパ ン チ カー ド ・マ シ ン を購 入(キ=一 パ初 のEDP装 置)

oFerrocarrllesConsolidados(theConsolldatedRailwaysof

CUba)IBMマ シ ン購 入

。IBMキ ュー バ に 代 表 部 を 置 く。

。 ハ バ ナ 市 当 局 な どIBMパ ン チ ・カt－ ド ・マ シ ン を 導 入

。IBM,ハ バ ナ に 永 久 的 オ フ ィス を 設 立

く フ ル ヘ ン シ オ ・バ チ ス タ 将 軍,軍 の 実 権 を把 握 〉

〈 無 血 ク ー デ タ ー,パ チ ス タ の独 裁 体 制 に 入 る〉

。キ ュー バ 初 の デ ィ ジ タ ル ・ コ ン ピ ュー タrIBMRamac305導 入

〈 フ ィデ ル ・カス トロ,バ チ ス タ政 権 を 打 倒,社 会 主 義 国 家 の 建 設 に 入 る 〉

。IBM施 設,カ ス トロ政 権 に よ り没 収 さ る。

。IBMRamac305稼 動

。英 国 か らElllot803(周 辺 装 置 な し)を 導 入

。仏 の 援 助 の下,コ ン ピ ュー タ 利 用 の 重 要 性 を 認 識,コ ン ピ ュー タ導 入 に 関 す る

国 家 政 策 を検 討

。仏ClIにSEA4000第2世 代 機 発 注 。

。中 央 計 画 庁 の 下 にDirecci6ndechlculoElectr6nico(電 子 計 算 の

た め の 中 央 幹 部 会)設 置 さ る。

。ハ バ ナ 大 学 にCID(theCentrodeInvestigationDigitaDが 設

置 され,'ミ ニ ・ コ ン ピ ュー タ 製 造 に 関 す る 問 題 点 を調 査

。仏 の プ ラ ン ・カ ル キ ュル を モ デ ル に,theplanC51culoNationa1設 立

。要 員 訓 練 に 関 す る調 査 を 続 行 。

。CID-201-Aミ ニ ・コ ン ピ ュー タ 開 発

。CID-202開 発

。大 学 の 教 育 コー ス で,シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア リン グ な ど,コ ン ピ ュー タ 関 連 コ

ー ス が 強 化 さ れ た 。
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表3-7:CID-201--A,CID-202の 機 能

CID-201-A CID-202

メモ リ ・タ イ プ 磁 気 コ ア 磁 気 コ ア

メモ リ容量 4096語 8192語

サ イ ク ル ・タ イ ム
ト

1.5マ イ ク ロ秒 L5マ イ ク ロ秒

語 長 12ビ ッ ト 12ビ ッ ト

イ ン ス トラ ク シ ョン ・セ ッ ト 59イ ン ス トラク ション 200イ ンス トラク シ ョン

秒当り加算回数 250,000 500,000

〔

周辺装置
'

・

テレタイプ あ り あ り

紙 テ 」 プ ・ リー ダ あ り
「

あ り

紙 テ ー プ ・パ ン チ あ り あ り

カ セ ッ ト ・ レ コ ー ダ あ り あ り

補助記憶容量 240K語 240K語

マ ル チ プ ロ グ ラ ミン グ な し あ り

LENI(ア セ ン ブラ言語) あ り あ り

LEAL(ア ル ゴ リズ ミ ック 言 語) あ り あ り

開発日時 1970年4月 1971年7月

(リ ー ス Datamation1973,12月 号)

FOCALに 類 似 した 高 度 な ラ ン ゲ ー ジ で あ る 。(CID-201-AはDECのPDP-8

に 極 め て 類 似 して い る)

1971年7月,CID-202が 開 発 され た 。 同 モ デ ル は,CID-101-Aと ほ ぼ 同

様 の マ シ ン だ が,メ モ リは8K語(16ビ ッ ト)に 拡 張 され た 。 ま たCID-201-Bの 開

発 も進 め ら れ て い る 。 現 在 ま で にCIDは,約40台 の ミニ ・コ ン ピュー タ を 生 産 した もの と

み ら れ るo
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N
全 国 コンピ ュータ ・システム構想

キ ュー バは国家 レベルで,コ ン ピュー タ開発,ア プリケーション の高度化な どに取 りくんでい

るが,最 終的 目標 としては,国 家経済 をコン トロールする全国規模の コン ピュータ ・システム

(NCS)を 設立 しよ うとしている。同システムは,デ ー タ通信施設 と仏CIIのIRlSコ

ン ビ=一 夕をペースに,キ ューバ全島を カバーする ことになる(キ ューバは以前 に・IRIs

50を2台,IRIS10を9台 購入 している)。 キ ュー バが現在進 めている コン ピュータ政

策では,①NCSを 構成するため中 一大型第3世 代機 の重要性を認識 する ②砂糖製造工場,

大規模なその他工場,大 農園な どの問題処理 にあたる小型 デ ィジタル ・コンピュータを設計,

製 造することを2本 の柱 に してい る。

NCS構 想 は,キ ューバが以前か ら計画 を練 っていた プ・ジェクトで もあb,目 下 国をあげ

て取 りくんでいる。 しか しデー タの収集,ソ フ トウェアの開発,個 人情報 とプライバシーな ど

解決すべき様 々な問題 もある。 しか しプライバ シーについては,キ ュー バの場合,欧 米諸国ほ

どは重要視 していない。

キ ューバは政治的問題 によ って,米 国からコンピュー タを輸入 するわけ にはいかない。東欧

諸国から購入することはで きるが,技 術的 にいま一歩とい うこともあ って,結 局 自力で開発,

製 造するこ とに力を入れている。仏 はコン ピュー タに関 してキ ューバを熱心にサポー トしてい

るが,キ ューバ側 はCIDが 発 足 した後,小 規模ながらも独 自の力で開発 していこうとしている。'

こ うしたキ ューバの やり方が正 しい ものか どうか;結 論を出すのは時期尚早であろう。 これ

は米国の ロンピュ一 夕を入手で きない という政治的理由に よって,キ ューバが とった苦肉の策

で もあ り,最 後の手段でもあ った。.開発 コス ト,ソ フ トウェアの問題,部 品入手の問題,製 造

'に まつわる問題
,既 存CID-201-A,CID-202の ライフ ・タイムはいっまで とか

現在でも様 々の問題はある。 キ ュー バが これ らの問題 をどう解決 してい くか・中南米の国々は

ず っと見守 り続けている。
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ア ル ゼ ン チ ン

アルゼンチンにお

ける コンピュー タお

よび関連装置売上 げ

高は,1970年 の

3,200万 ドルから,

75年 には7,500

万 ドル,80年 に は

1億8,500万 ドル

に達するもの と予測

され るo.特 に 今後売

れ行 きが期待 される

のは,ミ ニ ・コンピ

ュー タから中型 まで

のデ ィジタル ・コン

ピュータお よび リモ

ー ト・ター ミナルな

どの周辺端末装置で

あるo

成

＼

コ ン ビ=一 夕 ユ 置 台 数 に つ い て は,新 しい デ ー タ が な い の で 分 ら な い 。 しか し70年 の 調 査

で は,375台 とい う数 字 が あ る。 こ の う ち4分 の3は,ブ エ ノ ス ・ア ィ レ ス に 集 中 して い る。

メ ー カー の 進 出 状 況 で は,IBMが3分 の2の シ ェア を持 ち,圧 倒 的 に 強 い 。 以 下NCR,

Honeywel1-Bell,Burronghs,Vnivacの 米 国 勢,Phihps,Olive-

tti,Siemensの 欧 州 勢 が 続 き,日 本 メー カー の 進 出 も 開 始 され た 。
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図3-10:ア ル ゼンチンにおける業種別 コン ピュータ設置状況

(1)金 額 比 (2)ユ ー ザ ー 数 比 率

卸小売

2.20%

t

そ の 他

20,64%

政 府

23,85S

食 品.製 薬

13,85S

金 融

公共ifgtlO.68φ

7.37s

そ の 他

34.1%

政 府

17.3%

繊維3.0%

■

注 。運輸は航空運輸を含む。

。政府 とは連邦政府,州 政府,地 方自治体,お よび郵便事業

のような政府関連事業を含む。
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そ の 他 南 米 諸 国

チ リ コ ロ ン ビ ア

ペ ル ー ボ リ ビ ア

チ リ,コ ロン ビア、

ペルー などその他 南米

諸国のGNP伸 び率 は,

70年 代 においては,

各 々4～6%程 度 だか,

コン ピュータ売上 げ高

は年間20%近 い ペー

ス
,で伸びる もの とみ ら

れる。 これ ら諸国での

コン ピュータお よび関

連装置 売上 げ高は,

1980年 には2億

7,000万 ドルに達す

ると予測 され,こ の う

ち1億 ドル程度は コロ

ンビアとペルー2カ 国

に よって占められ るも

の とみ られるoユ 丁芝

一 としては ,政 府機関,

銀 行,公 共事業体,大

規模な大学 などが注 目

/

されよう。現在 これ らの地域 で使用されているEDP装 置 は,米 国か らの輸入製品が大半 を占

めているが,欧 州,日 本 の進 出 も激 しくなりつつある。
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図3-11:チ リにおける業種別 コン ビ=一 夕設置状況

(1)金 額 比

卸',・売

公共事業670%

6.70%

② ユー ザー数比率

印刷,

3,5S

建 築,

4.5S

3.5S

織 維 食品

製薬

ベーシック 石 油

〃 ルtos6・3S

金融8.4s

鉱業

公共4・2S

●

卸小 売 業

8.OS

通 信0.7f

注 。運輸は航空運輸を含む。

。政府 とは連邦政府,州 政府,地 方 自治体,お よび

郵便事業の ような政府関連事業を含 む。

図3-12:コ ロン ビアにおける業種別 コン ビ三ー タ設置状況

(1)金 額 比 ② ユー ザー数比率

注 。運輸は航空運輸 も含む。

。政府 とは連邦政府,州 政府,地 方 自治体,お よび

郵便事業のような政府関連事業 を含 む。
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図3-13ボ リ ビアva:bけ る 業 種 別 コ ン ピ ュー タ設 置 状 況

石

1.91%

(1)金 額 比

政 府

23,17S

② ユーザー数比率

そ の 他

23.8%
政 府

25、9S

卸小 売

運 輸133S

7.4s

注 。運輸は航空運輸を含む。

。政府 とは連邦政府,州 政府,地 方自治体,お よび

郵便事業のような政府関連事業を含む。
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4.そ の 他 諸 国

● オ ー ス トラ リア

● 南 ア フ リカ 共 和 国

● ア ル ジ ェ リア

● そ の 他 ア フ リカ 諸 国

● イ ン ド

● パ キ ス タ ン

● イ ス ラ エ ル

● ギ リシ ャ

● スペ イ ン ・

● ポ ル トガ ル

●韓 国,イ ン ドネ シ ア,マ レー シ ア

● そ の他(イ ラ ン,イ ラ ク,ア イ ス

ラ ン ド,フ ィ ン ラ ン ド)

■



●

'

・

/



オ ー ス ト ラ リ ア

米 国 商 務 省 に よれ

ば,1972年 度

(72年6月30日
'

現 在)に お け る オ ー

ス ト ラ リア の コ ン ビ

一 夕市 場 は9 、900

万 ドル,77年 ま で

は 年 間24%の べ ー・・一

ス で 伸 び,2億2,6

00万 ドル に 達 す る

見 込 み だ 。

(図4-1)

コンピュータ設置台数最新データ

設置台数
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図4-1:オ ー ス ト ラ リア の コ ン ピ ュー タ 市 場 に お け る取 引 き高

(700万 トル)

(800乱)

ピュ一夕

周 辺装 置

旦

夕
通
信

器

＼

(7.400万1972年

ドル)

(9,90(∬5ト ル)

オース トラ リアの コンピューター設置 台数は1972年 には1.594台 とな つている。(図

4-2)最 大 の供給者である米 国企業が輸出 しているものは,小 型,中 型,大 型Q各 コンピュ

ータ;ミ ニrコ ン ピュータ;CRT,高 速 プ リンタ,デ ータ ・エン トリー ・システム,磁 気テ

ープな どを含む周辺装置;カ ー ド・ツー磁気テー プ・コンバータ;記 憶 装置(デ ィスク ・ファ

イル,磁 気テー プ);デ ー タ通信装置(プ ロセ ッサ,コ ンセン トレ一夕ftど であ る。1977

年 ま では コンピュータお よび関連機器の需要は主に政府関係機関の間 で多そ うである。特に統

計,科 学,行 政関係;ハ イ・スクールか らカレッジまでの教育機関 左ど。また企業では鉄鋼,

自動車,石 油化学,食 品;ユ ーティ リティ,サ ー ビス ・ビュロウ,運 輸,銀 行,保 険 などのサ

ー ビス業 の需要が多い。
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ここ数年間に見 られるオース トラリアのコ ンビ=一 夕についての目立 つた傾向 として次の3
、

点があげられ る。

OCPUお よ びそれに付随 した周辺装置 が政府,銀 行,航 空,公 益部問で多数買取 られて

いること。 これは各 々の分野の技術改良や データ ・コミュニケーション施設の必要 によつ

てい る。 データ ・コ ミュニケーシ ョン ・ネ ットワークは現在主に リモー ト・アクセス ・パ

ッチ処理お よび リモート・アクセス ・即時応答システムを使 ってい る。

○ 安 くて小型で,ど んな環境にもびくともしない ような頑丈なコンピュータの需要が高い。

この こ とはオ ース トラ リア市場,主 に工場,通 信,政 府機 関で ミニ ・コン ビ・ユ一夕の確

固とした地位 を築いた。 ミニ ・コンピュー タは,プ ロセス ・コン トロール,デ ータ ・エン

トリー,既 設 のオン ・ライン ・ネザ トワー クのベースとして使われ るのが最 もポ ピュラー

である。

○ 独立系 サー ビス ・ビュ ロウや公益機関の提供するサー ビスが専門化 している。 これ は産

業拡大の時期の先がけ と見ることができる。 長さ翁 よび設備の両面での通信 ネッ トワー ク

の成長は ユーティ リティにと つて利益 とな、つたが,こ のユーティリ,ティは現在独 自の公共

リモー ト・ター ミナル設備 を拡張 しつつある。

○ メー カー別シ ェアでは,IBMの シェアが26%弱 に とどま つているのに対 し,英 国と

オース トラL;ア の 古 くからの関係を反映 して,TCLの シ ェアが高い。(図4-3)
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図4-2:オ ー ス ト ラ リア の コ ン ピ ュー タ稼 動 台 数 の 推移

(各 年とも6月 末現在)
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図4-3:オ ー ス トラ リ アの メー カ ー 別 設 置 状 況

(1972年3月 現 在)

○ オース トラ リ

ア政府は,コ ン

ピュータ,テ レ

コ ミュニケーシ

ョンを含む基幹

産業に関 しで 自

国内で調達で き

るようにす る方

針 を打ち出 して

いるoコ ンピュ

ータについては

今後,国 産メー

・カーへの調達を

優先 した り,保

護政策を強化す

るこ とが考え ら

れ る0

1970年 には,

米 国 コン ピュータ ・

Hewlett-packarD31

Burroghs35A

UNIVAC43台

FAIR
CHILD

46台

CONTROL
DATA

NCR

124台

Digital

Eguipment

125台

ICL

151台

IBM

289台

Honeywell

186台

(RYDGE調 べ)

メー カーの子会社はオース トラ リアでは1億4,000万 ドル以上稼いでいた。 最近では支配的

な米国企業に対する競争は熾烈にな つてきてい る。大 きな競争相手 としては,ICL,Nix-

dorf,Olivettiな どが あげられ る。ICLは 教 育,政 府関係 とオース トラ リアにあ

る英国子会社で高いマーケ ッ ト・シェアを示 している。 また最近富士通がFACOMの 名前で

ガー ス トラリア市場 に加わ ったo

オース トラ リア政府は米国政 府に似てコン ピュータおよび関連機器の最大 のバ イヤーとな つ

ている。1971年 か ら72年 にかけて'オース トラリア政府は賃借料お よびサー ビス ・ビュロ

ウ施設の利用は1.900万 ドルで前年 より400万 ドル少な くな つた。 しか し1972年 か ら

73年 の予算 案では約11.6%増 やす ようにな っている。1976年 か ら77年 に コンピュー

タ買取 りが増大するだ ろう。

オース トラ リア労働サー ビス省(DapartmentofLaborandNational

Service)が 行 な った1972年6月 現在の調査 によると,デ ィジタル ・コンピュー タの数

は363ユ ニ ッ ト:増加 し,こ の うち234は10万 ドル以下の価格であ つた。 発注 した339
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台の コンピューータの160台(47.2%)は10万 ドル以下の価 格で あつた。

オース トラ リアの製造企業に設置 された コン ピュータの総設置台数の51%は10万 ドル以

下の価格であり,教 育お よび60%の 連邦政府の コンピュータも同様の価格で あつた。 これ ら

の価格 のコンピュー タのい くっ かは小型 コンピュータであるがほ とん どは ミニ ・コンピュー タ

であるo

ミニ ・コンピュータは一 番最 初,プ ロセス ・コントロール装置 として用い られた。 ミニ ・コ

ン ピュータはその低 コス トとい う点に も拘 らず環境への適応性はす ぐれ,調 査 ・研究用 にも適

していた。 しか しオース トラ リアでは ミニ ・コン ピュー タ用 のソフトウェアが不足している。

この結果,商 業分野 では ミニ ・コンピュータは衰退 した。

オース トラリアの コン ピュータの大半 を占めるのは小 型,中 型 コン ピュータであ る。1972

.年6月30日 現 在の'」・型 ・中型 ・大型 コンピュー タの設置台数は表4-1の とk・り。

、 表4-1:オ ー ス トラ リアの コン ピュー タ規模別設置状況

・」・ 型

(ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ も含 む)
25万 ドル 以 下 .

潰

1.100(224)

中 型 25万 ドル ～100万 ドル 380(9'5)

大 型 100万 ドル以上
'

94(・26)

※()内 は発注中の もの

小型 コンピュー タの最大のユーザーは製造業であり416台 設 置されている。 次は連邦政府

で142台 。

中型 コンピュータも同様に製造業が トップであり,次 は金融の61ユ ニ ッ ト。 デー タ ・プロ

グラ ミングでは超大型 コン ビ」一 夕を最 も多く使 ってお り18ユ ニ ット。次に製造業,連 邦政

府でそれぞれが16ユ ニ ッ ト。小型,中 型,大 型,超 大型 を全部合わせ たセクター別設置台数

は表4-2の とお りで あるo
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表4-2:オ ー ス トラ リア の セ ク タ ー 別,コ ン ピ ュー タ 設 置 台 数

製 造 業 537

連 邦 政 府 194

デ ー タ ・プ ログ ラ ミン グ 154

金 融 業 137

そ の 他 552

(米 商 務省調べ)

小型および中型 コン ピュー タの用途は;販 売統 計;貸 方/借 方計算;記 録;在 庫管理;給 与

支払 などである。,、

中型 および大型 コン ピュー タの用途 は小型 と次の点が異る。

e

o

oo

o

o

o

o

通信施設を利用することが 多い

オンラインによる質問 ・応答システム

在庫お よび生産管理に より多 く利用

リモー ト・ター ミナル ・アクセス

統合 マネー ジメント・イ』ンフォメーション ・システ ムの利用の増加

データ量の増大

大 きなデー タ・ベースへ のす速いアクセスの要求の増大

周 辺 装 置.

オース トラリアではター ミナル,入 出力装置の需要が増 えている。 これは遠隔地の カス トマ

ー ・サー ビス
,入 力デー タの量の増大,値 下げ,ネ ットワーク利用の増加,遠 隔 ター ミナル利

用の増大,CPUの 速度 に対 して入出力速度を合 せる必要 の増加,な どが原因 とな つている。

独立系周辺装置 メー カー にと つて本体 メーカーとの競争はあるに して も,オ ース トラリアは好'

市場 となろう。 システムおよび周辺装置の取替え とい うこ とには あま り関心は もたれていない。

記憶装置の需要は多 くな つてい るが この理由は,デ ータ量の増大,デ ー タ ・ベース作成の必

要性,大 規模 なデー タ・ベースか らのオンラインに よる問い合せ,コ ンピュータに届 く速度の

増加,マ ルチ プログラミング技術利用の増加などである。 オース トラリアではデー タの記憶 に

は磁気テープとディスク ・ファイルが最 も多 く使 われている。次に多 く使われ るのは ドラムで,

半 導体 や磁気 フイルムを含む高速 メモ リはあま り多 くない。
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データ通信

オース トラ リアにおけるデータ通信は次の ような特徴を備えている。 サー ビス ・ビュロウお

よびユーテ ィ リテ ィの遠隔 ター ミナル施設を使 った利 用の増大,カ ス トマーの質問に答えるた

めの遠隔施設,製 造工場の地方分散化拡大,政 府の各省内 コミュニケー ションをより良くする

傾向にあることなどで ある。 オース トラリア郵政 省はデー タ通信機器の種類 に関 して強い規制

を行 な っている。 コン ピュー タ ・メーカーは コンセン トレ一夕,マ ルチ プレクシング装置市場

を大 きな率で占めていたが,エ ン ド・ユーザーは独立 系メーカーがモデム,デ ータ ・セ ット,

音響 カブラーで本体 メーカーと競合 するだ ろうと見ている。

オ ー ス トラ リアの デー タ通 信は ほ どん どテ レグ ラ フ ・システ ムで 占 め られ て いる。

コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワークはすでにCSJ-SROの ネ ッ トワークがあるが,新 しく公共

のシステムとしてCommonUserDataNetwork(CUDN)が 造 られている。その

センターはブ リスベーンで もすでにサー ビス、を行な っている。今年 は次の各都市 にセンターが

開かれサービスが行 なわれる ようになる予定oメ ル ボルン,シ ドニー,ア デレー ド,パ ースが

それである。

図4t・-4:CSIROネ ッ トワー ク の コ ン ピ ュー タ設 置 都 市

:お よびCUDNの セ ン タ ー 設 置 都 市

ス〉ノ

*

tt－ノター ウ ィ'

○

カサ リン

○

ロックハンブ ト

○

グリフィス シドニー

キ ヤンヘ フ

メルボル'ン

○ 印;CSIROネ ッ トワー クの コ ン ピ ュ ー タ設 置 都 市

*印;CSIROネ ソ ト ワー ク の コ ン ピ ュ ー タ 設 置 都 市

で,か つCUDNの セ ン ター の あ る 都 市

一372一



●

●

図.1-5:オ ー ス トラ リア の 業 種 別:=1ン ピ ュー.タ 設置 状 況(1972年6月)

建 築 土 木'19台

娯楽,リ フレーション

金属 機械 電機

214台

十吉
口合

台4951

コミニティお・よび

ビジネスザービス

業

537

コンピュー タ

.サ プ ライヤー

・よびデータ処理

産業154台

・
,飲 料,タ バコ

73台

業造製他のぞ

台661

46台

薬品,化 学品

38台

(オ ー ストラリア労働者調べ)

一373一



■

●

南 ア フ リ カ 連 邦 共 和 国

南 アの コンピュー

タ台数 は71年 中頃

で530台,72年

中頃 には700台 に

達す る と見 られてい

るoDatamat-

iOI1誌 に よるど,

主要 メー カーのシェ

アは図4-6の よ う

にな つて いるo

南 ア市場の特徴 ど

して,白 人 と有 色人

種 をど う管理 してい

くか,有 色人種の訓

練 を どうす るかなど

他の市場 とは全 く違

った点があげられる。

最近 では多くのデ コンピュ一夕設置台数最 新デ一 夕

ータ処理マネージャ

ーが,有 色人種は白

人 と くらべ定職率 も

いい し,忠 誠的だと

して,彼 らを訓 練 し

ようとしてい るo

有色人種の給与 も白

人左み にア ップする

傾向にある。婦人が/

コン ピュータ ・セン ターで働 く機会 も多 くな っており,プ ログラミングとかシステ ム分析とい

つた技術的 仕事は まだ少ないに して も,こ れか らは全 ゆる方面への進 出が期待され る。 特に南

アコン ピュ一夕学会(TheComputerSocietyofSouthAfrica)の 会 長

に最 近,バ ージニア ・マ・一チ ング(VirginiaMarting)女 史 が選ばれた ことは,婦 人

国 名 南アフリカ連邦共和国

設置台数700台

調査時点72年6月

調 査 元(Datamation

73-1月 号)

備 考
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のコン ピュー タ分野進出に拍車 をかけるか もしれ左い。

南 ア市場の各分野別の傾向は次の とお り。

コ/ピ ュ一夕……今後10年 間,年 率20%と い う高い成長 が見込まれる。不幸に して今 日

導入 されている コンピュータは,「 他に負けない 」として闇雲に設置 されたものが多 く,コ ン

ピュータ ・センターの数が減少す るとい う珍事 も起 きている。 この状況が修正され れば,南 ア

のコン ピュー タ市場はすば らしい ものになろう。

ソフ トウェア ・パ ッケージ…… これは南アではまず利 用されていない。DPマ ネージャーに

パッケージの価値を周知 させ るのが先決問題である。

テレコミュ・ニケーシ ョン・・-GPO(GeneralPostOffice)は ヨハネスバーグ

/リ ーフ地域に同軸 ケーブルを設立するとと もに,全 国規模のマイクロウェーブ ・システムの

強化に乗b出 している。GPOに よると南アでは今年35,000名 が電 話を入手する予定。

政 府…… ビジネスお よび鉱工業界が躊躇 する中で,政 府 は新 しいより優れた装置 の導入 と

利用に自信 を もつてteり,将 来最大のDPユ ー ザ・一になるものと見られ る。 、 ・、

図4-6:南 ア の メー カ別::"ン ピ ュ ー タ設 置 状 況

CDC・i

71年 中

ヅ に5

(予測)

1lBMlIC…NCRド 岬 ピ
,

200 160 70 42 15計493

餌 一 一 一 一 ー 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 ー 一
一 一 ー ー 一 一 ー 一____ 一 ー ー 一 一 一 一 ー 一 一 一 ー ー 一

41% 32% 14% 9% 1%

ll' 1、 門Lシ ェア
ll'llrl1%

lllll川
ll'llll

ll・/1印
ll,11111
ll '1 1川

225160

5日 一ー ー ー ー ー ー 一____________________
90.

一 一 ー 一 一__
50

-『 一 一

1計546台
一

)41%
'

29% 17% 9%

一.一 一 ー ー ー

シ ェア

[1(仏1%

注)①HoneywellDEC,Siemens。 そ の 他 メー カー は 含 ん で い な い。

②VRC(ヴ ー1ジ ブ ル ● レ コ ー ド・ コ ン ピ ュ ー タ)、 は 含 一2fiい が,VRCで は 西

独 のNixdorfが か な り の シ ェ ア を 持 って い る。
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ア ル ジ ェ リ ア

ア ル ジ ェ リア は,

鉱 工 業 の 面 では ア フ

リ カ諸国 の 中 で も最

も;尾ん で い る 国 の ひ

とつ で,コ ン ピ ュー

タ保 有 台 数 も69台

に の ぼ つて い る

(Cowputer

Weekly73-5--

10)oコ ン ピュー タ

関 係 の 政 府 機 関 と し

て,Co㎜issa-

riatNation-

alaI/Info-

rmatique(CN

I)が あ り,中 央 で

同 国 の コ ン ピュ ー タ

利 用 に 関 して コ ン ト

m- .ルし て い るo

メ ー カ ー の 進 出状

況 で は,IBMと 仏

コンピュータ設置台数最新 デー タ

国 名 ア ル ジ ェ リア

設置台数 69台

調査時点 73年1月

調 査 元 ComputerWeekly

(73-5-10)

備 考

のHIS-Bullが ほ ぼ 全 部 を 占 め て い る と言 え る。 設 置 ベ ー ス69台 の う ち,IBMは33

台,HIS-Bul]は32台,残bは わ ず か に4台 で,こ の 内 訳 はHewlett-Packard

社(1台)Xerox(2台),仏CII(1台)。HIS-Bullは 台 数 でIBMに1台 差

に 迫 って い る が 、設 置 金 額 比 では'fBMが ぐ っ と引 き 離 して い る。 ア ル ジ ェ リ ア でHIS-

Bu11が 善 戦 して い る の は,独 立 前 の ア ル ジ ェ リア と 仏 の 関 係 に よ る も の と 思 わ れ る3

1BPdの 設 置 ベ ー ス の う ち,28台 が 第3世 代 機 に 分 類 さ れ る。 こ の う ち最 大 規 模 の マ シ ン

は360/40で7台 設 置 され て い る。 一 方HIS-Bullの マ シ ン は,大 半 が 老 朽 化 して

い る シ ス テ ムで,Ga㎜a10が13台 撮 も 多い 俵4-3)。
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、

表4-3:ア ル ジ ェ リア に お け るIBM,HIS-Bul1の 主 要 設 置 機 種

1BM HIS-Bull

モデル名 台 数 モ デル名 台 数

モデル162σ 1 Gamma10 13

1440 2 〃30 ε

1401 2 GE50 7

360/20.25 11 シ リー ズ100 9

360/30 4 〃200 1

モデル1130 6

360/40 7

アルジェリアにおけ,る産業別設置状況をみ ると,や は り原油業界が最大のコンピュータ ・ユ

ーザーで ,全 設置ベースの18.8%に 当 る13台 を導入している。 この外の分野では,製 造業

界,銀 行など も利用台数 が多い。(図4-7)

、
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図4-7:ア ル ジ ェ リアにおける業種別 コンピュータ設置状況

そ の他

(27.5%)

原 油

13台

(18.8%)

総設置台数

農業5台

(7・2%)運 輸,政 府

7台(10.1%

69台

研究教

7台

(10.1%)

銀行

製造10台

(14.4%)

(11.5%)

要 員 不 足 が 悩 み

政 府 の 委 員 会CNI(CommissariatNationalaL'Infovmatigue)

が 現 在 最 も頭 を 痛 め て い る の は,要 員 不 足 で あ る 。CNIの 統 計 に よれ ば,同 国 のEDP要 員

数 は 表4-4の よ うに な つて い る。 要 員 不 足 の た め,折 角 導 入 した コ ン ビ=一 夕が 十 分 に 生 か

され て い な い 場 合 も多 ぐ,ア ル ジ ェ リア で は 要 員 訓 練 学 校(CERA-Centred'

EtudesetdeRecherchesenInformatique)を 開 き,プ ロ グ ラ マ,

シ ス テ ム ・ア ナ リス トな どを 養 成 し て い る。 な お 同 校 は,69年 の 開 校 以 来,73年 初 頭 ま で

に プ ログ ラ マ200人,ア ナ リス ト50人 を 世 に 送 り 出 した∩
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表4-4:ア ル ジ ェ リア のEDP要 員

(注 コ ン ピ ュ ー タ ・ メー カ ー の ス タ ッ フ と

EDPマ ネ ジ ャー は 除 く)

職 種 人 職 種 人

シ ス テ ム ズ ・エ ン ジ ニ ア

シ ス テ ム ズ ・ア ナ リス ト

ア ナ リス ト兼 プ ログ ラ マ

34

23

71

1

プ ロ グ ラ マP

コ ン ピ ュー タ ・オ ペ レ ー タ

入 力 な ど の 要 員

240

195

642

アルジェ リアでは,コ ンピュー タを現地生産 しているメー カーがないから,全 て輸入 に頼 っ

ている。輸入す る際 には,CNIめ 認可 を取 りつける必要が不可欠 になつている。 従 って,ア

ルジェリアに コン ピュー タを送り込 むには 先ずCNIの 認 可を とるこ とが第1関 門になる。

CNIの 考 え としては,ア ルジ ェリアはコン ピュータを早急 に導入 しす ぎた と見ており,と に

もか くにもコン ピュー タを購入 しようとす るユーザーに再検討す るよう勧告 している。
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そ の 他 ア プ リ 力 諸 国

ア

ア

ア

ン

ピ

ニ

ダ

オ

ニ

ザ

チ

ン

ー

エ

ケ

タ

ス

ナ

ダ

ア

ア

ワ

ン

ビ

ビ

ツ

ガ

ン

ボ

ウ

ザ

リ

エチオピアの コン

ピュータ事情につい

ては,ほ とんど分ら

ないo他 の開発途上

国同様,政 府機関が

最大のユーザーで あ

る ことは間違いない

ところ とみられ る。

(政 府部 門では特に

軍事 関係の利用 が大

きい と思われる)o

エ チ オピア市場は

IBMで す ら手を焼

くほどマーケテ ィン

グが難 しいという定

評がある。まだ コン

ピュータ とか情報処

理がぜいた くだ とい
　 　

び　 　

う意識 もあるのか も

しれない。

隷

ア フ リカ南 部 の ボ ツ ワ ナは1972年 夏,同 国 と して 初 め て の コ ン ピュ ー タを 導 入 し た。 機

種 は 英 国ICLの1901Aシ ス テ ム(72,000ボ ン ド)。 導 入 した の は 同 国 政 府 で,給.与

計 算,会 計 処 理 な ど に 使 用す る予 定 。

ケ ニ ア,ウ ガ ン ダ,タ ン ザ ニ ア,エ チ オ ピ ア,ザ ン ビ ア,ス ー ダ ン を 含 む 東 ア フ リカ 諸 国 に

は,約40台 の コン ピ ュー タが 設 置 さ れ てい る。 進 出 して い る メ ー カ ー は,英 国 のICLを 筆

頭 に,米 国 のIBM,Burroughsの3社 。 この 地 域 が も と英 国 の 植 民 地 だ つた こ と も あ つ

て,ICLは62%(23台)の シ ェア を 持 って い る。ICLの 前 身,ICTは,末 だ東 ア
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フリカ一帯が英国の植民地だ つた頃,こ の地.域の行政機関にパンチ ・カー ド装置と図表作成装

置を提供するため進出 していた。 このため現在で も,東 アフ リカ諸国の政府機関のほ とん どが

ICL製 コン ピュー タを導入 している。

IBMはICLに 遅 れをと つた ものの,エ チオピアとザン ビアではすでにICLを 追 い抜い

ており,特 に商業分野に力を入れている。IBMは シ7・テム3と かシステ ム370な どの新型

機 に関する ビジネス もこの地域で発表 してお り,し か も1973年6月 までは価格分離政策を

持 ち込 まずに無料で教 育サー ビスを実施 していたと考えられ る。現地のIBMマ ネ ジャーは,

コンバージ ョン とか システム ・デザインを無料でやるな ど,通 常IBMが 行 っていない取引 き

を行な う権利を もつてい るといわれ る。

Burroughs社 はB3500コ ン ピュータを使用 して,ナ イロビで計算 センターを運営

している。 また同社は,エ チオ ピア航空 にも1台 の コンピュー タを入れている。

東 アフリカ諸国の各国別 コンピュー タ設置台数をみる と,ケ ニアが20台 を 所有 しており,

他 の国 々を大 きく引 き離 してい る。ケニアの場合 ～20台 の うち大半は ナイロビに導入されて

いる。 タンザニア とザン ビアは各 々6台 ずつ,エ チオピアは4台,ウ ガンダは3台 の コン ピュ

ータを持 ってtob
,ス ー ダンは近 く1台 導入す る計 画を進めている。

この地域のコンピュータ産業の著 しい特色は,あ らゆるレベルで"ア フ リカ化"が 行なわれて

いる ことだ。経営 とい う高度 な仕事は,現 地人がまだ コンピュータ技術に熟練 してい 左いため

依然欧州人の手に握 られてい る。 しか しキーパンチ とか プログラミングな どの レベルでは,急

速に"ア フリカ化"が 進み,現 地人の プログラマが多 く誕生 している。 またこの地域 に入 って

いる欧米の関係者は,経 営 とい う高度な レベルで も現地人を訓練す る必要がある と痛感 してい

るo

表4-5:東 アフ リカ諸国の コン ピュータ設置台数

(1972年3月)

国 名 台 数

エ チ オ ピ ア 4

ケ ニ ア 20

ウ ガ ン ダ 3

タ ン ザ ニ ア 6

ザ ン ビ ア 6

ス ー ダ ン 1(予 定)
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図4-8:リ ビアにおける業種別 コンピュータ設置状況
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イ ン 'ド

イン ド政府は最近,

コン ピュー タに対 し

て積極的態度 をとる

よ うにな つて きたo

従 来 イン ドには,

失 業者 が極めて多い

という社会的事情 も

あ つて,コ ン ピュー

タとか オー トメーシ

ョンには国民的反 感、

とい うものが あった。

イン ド政府 はこれ

まで,こ うした事 情

をふまえて コン ピュ

ータ政 策には慎重な

態度をみせていたが

73年 ～74年 に か

けて,国 連へ の財政

援助,コ ンピュータ

市場拡大 策など従来

とは違 った動 きを見

せているo

イン ド政府電子省

による と,72年6

月 におけるコン ピュ

ータ設置台数は184

台,こ の うち実に

t34台 がIBM製

で ある。 以前 イン ド

政府 と契 約 していた.

英ICDは,24台

・一・邊 ・

コンピュー タ設置台数最新 データ

国 名 イ ン ド

設置台数 184台

調査時点 72年6月

調 査 元 インド政府電子省

備 考
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のベース しかな く,イ ン ド市場は もはやIBM天 国 の感がある。他の メー カーではHISが,

10台 のベースを持 っている。

イン ド電子省では1980年 を め どに,特 に ミニ ・コンピュータの普及お よび各主要地域へ

の大型機の導入計画を進 めている。

4

注 目され るバンガ ロール地域 コンピュータ計謡

イン ドのコンピュータ政策で最 も注 目され るのは,同 政府が1973年 か ら5年 間の予定 で

進めている コン ピュータ ・プロジ ェク トである。 これは 「バンガロール地域 コンピュー タ ・シ

ステム計画 」とい うもので 「国家 コンピュー タ計画の一部 」に位置 する もの。国家コンピュー

タ計画 とい うのは,国 内の各主要地域 に,国 有のコンピュータ施設 をつ くろ うとするもりで,

科学産業,研 究開発機関,学 術機関 などが集中 しているバ ンガ ロール地域がその1番 手 にあげ

られた。

バンガロールは南部 の中心都市で,他 地域 への交通の要衝に も当 る。 しか もバンガ ロールに

は,国 立航空研究所(NAL)と い う大型 コンピュータを導人するには打 ってつけの機関 もあ

る。 イン ド政府は,NALを 南 部 コンピュータ ・センター とし,大 規模なデ一合タ ・ベースを設

立する計画だ。 「バンガロール地域 コン ピュータ計画 」の 目的は,① 国家および地域の大規

模な開発計画 を推進す る ②産業,経 済 の発展に貢献す る ③情報交換 による技術の レベル ・

アップを計 るの3点 にあるo

イン ド政府はこのプ ロジ ェク トを進めるために,国 連 に262万 ドルの財政援助を申請 して

いる。国連か らの援助 が得 られれば,ζ の資金を ①スペシャリス ト獲得に6万 ドル ② 訓練

に6万6,650ド ル ③装置 に249万3,350ド ルの割合で振 りむけることにな つている。

なおバ ンガ ロールのNALで は,大 型 コン ピュー タを導入す るための空調設備がすでに整 って

いる とのことで,こ こに大 型機が入れば,イ ン ドのコンピュータ政策 はその第1歩 を足み 出す

ご'とになる。
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図4-9:イ ン ドにおける業種別 コンピュータ設置状況
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パ キ ス タ ン

パ キス タンの コン

ピュー タ事情は,設

置台数(20台),

人口100万 人 当 り

の台数(0.4台),

熟 練 要員 の数 な ど,

何 れを とつて も15

年 位前の欧州の事情

に似ているoた だし

欧 州諸国が,コ ン ピ

ュー タ導入時期に く

り返 した様 々の失敗

や浪費を避け,い き

なり第3世 代iを 導

入で きる・な ど,「 開'

発 途上国の利点 」を

己かすこ とはで きる。

パキスタンに初め

てコン ピュータが導

入されたのは1964

年,し か し73年 の

設置台数はわずかに'

20台 で,さ したる

増加を示 してい ない。

20台 の うち14台

までがIBM製 コン

ピュータであるo残

b6台 の内訳は,英

コン ピュータ設置台数最新 デー ダ

ζ

国 名 パ キ ス タ ン

設置台数 20台

調査時点 73年 中 頃

調 査 元 ComputerWeekly

(73-5-10)

備 考

ノβ

、
'/ζ.

国ICL製 マ シ ン が4台(1.900シ ス テ ム),Eliot製 マ シ ン1台(モ デ ル830),

そ してGEll5/15が1台 と な つて い る。

主 なユ ー ザ ー と して は,パ キ ス タ ン,国 際 航 空(PIA),銀 行 な どが あ る。 カ ラチ の
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pIAに は,IBM360/50が 入 ってお り,こ れがパキス タンにある最大規模のマシンで

ある。 パキスタン国立銀行(NBP)ユ ナイテ ッド銀行(UB),・ ・ピビ銀行(HB)は 各 々

IBM360/40を 設置 してteり,パ キスタンの代表的=一 ザーといえる。特にNBPは,

IBM1401も 使用 してk・り,2台 以上の=・ン ピュ一夕を設置しているパキスタン唯 一の ユ

ーザーで もある。20台 の コンピュータの うち,銀 行界だけに9台 が集中 している。

開発途上 国の場合,普 通 コン ピュータは政府機開に集中している。 しか しパ キスタンの場合

政府機 関で コンビ=一 夕を使用 して いるのは,中 央統計局(CSC),国 防科学機関(DSC)

程度 で,銀 行はじめ民間部門の利用が圧倒的に多い。

パキス タン政府は,コ ンピュータの利用台数 こそ少ないが,同 国の今後の コンピュー タ利用

ならびに要員訓練 については大 きな関心 を払 っている。 この一環 として ラワルピンジに コンピ

ュータ ・ビユロウを設立 し,コ ンピュータ要員の訓練,政 府機関へのサー ビスなどを やろうと

計画 してい る。 パキスタン政 府は,コ ンピュータ利 用の振興にあた つて,イ ン ドと同じような

問題 をかかえているoつ まリコンピュ'-Tタ導入,オ ー トメ化などに よつて労働 者の職 を奪 うと,

人口密度が高 くか つ失業者が多い状況の ため,政 治問題にまで発展する。 コン ピュータ利 用振

興は,財 政問題ではな く,政 治問題 なのだ。 こうした点を考慮 し,パ キス タン政 府は,コ ンピ

ュータ利用に 関して,① 研究 アプリグーシ ・ンなど手作業による方法が不適切な場合 、・②手

作業 では結果が出るまで余 りに時間がかか る場合 ③ コン ピュータによつて専門の スタッフを他

に配置がえできる場合の3つ の規準 をつ くつて いる。 層 ・

パキスタンでは最近,全 国 コン ピュー タ・ユーザー委員会(NCUC)が 結 成 されたoま た

パキスタン・コンピュータ学会 を組織 しようとい う動 き もある。 これらは標準化 などに関 して

関心が高ま っていることを意味 し,パ キスタンの コンピュータ利用は官民 あげ て積 極化 しつつ

ある。現在の ところ,パ キスタンの コン ピュータ市場 は小 さな ものにす ぎない。・しか し上記の

動 きと,イ ン ドの戦争を契機に政府 内部にコンピュータ重視策が拾頭 してきてい るため,西 側
、

メー カ ー に と つて 売 り込 み の チ ャ ン ス4増 大 し よ ラ。 な お 近 々,"IBM』370が パ キ ス タ ン に

導 入ISれ る とい う うわ さ も出 て い る パ'1-'・ ・'}

〆
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イ ス ラ エ ル

米 国 商 務 省 の 調 査 に よ る と,イ

ス ラ エ ル の コ ン ピ ュー タ利 用 は,

①EDPシ ス テ ム 開 発 資 金 の不 足

② 通 信 網 が 高 度 に 発 展 し て な い こ

と,に よ つて 制 限 を うけ て い る。

しか し ミニ ・ コ ン ピ ュー タ を利 用

し よ う と い う気 運 は 高 く,現 時 点

で も ミニ ・コ ン ピ ュー タ は 全 コ ン

ピュ・一"タの50%以 上 を 占 め て い

る。 こ の 比 率 は,通 信 網 が 整 備 さ

れ て も,変 ら ず に 増 大 す る も の と

予 測 さ れ る。

イス ラ エ ル の 中 央 統 計 局 の デ ー

タ(Slurv・y・nElectr-

onicC・mputers,)に よ

る と,1972年 末 の 規 模 別 コ

ン ピ ュ ー タ 設 置 状 況 は 表4-6

の よ う に な るoイ ス ラエ ル の メーー

カ一 別 シ ェ ア を み る と,や は り

IBMが77台(34%)で ト ッ

プだ が9ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ中 心

の市 場 とい う こ と も あ つて,イ ス

ラ エ ル のElbit社,NCR,

Nixdorfな ど 小 型機 に 強 い メ ー

カー が 肉 薄 して い る(図4-10)o

Elbit社 は,イ ス ラ エ ル 唯 一

の ミニ ・コ ンピュータ ・メーカ ■で,

1973年 ～74年 の 売 ・ヒげ 高 は

500万 ドル に 達 す る もの と み ら

れ て い る。 同社 は ミ ニ ・コ ン ピ ュ

ー タ ,Elbitlooを 製 造 し,

コンピュー タ設置台数最新 データ

国 名 イ ス ラ エ ル

設置台数 355台

調査時点 1972年 末

調 査 元 IsraeliCentral

BureauofSta-

tistic

備 考 。71年 比40%増

・355台 中270台 は

ミ ニ ◆コ ン
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ま た こ れ に 基 づ く オ ン ラ イ ン ●バ

リデ ー シ ョン ・シ ス テ ム,Val-

idataシ ス テ ム を 提 供 して い

る。ElbitはElbitloo

用 の 周 辺 装 置 の 製 造 も行 な って い

る。 そ の 中 に は 次 の よ う な も の が

あ る:タ イ プ ラ イ タ,テ ー プ ・ り

一 ダ/パ ン チ
,CRTデ ィ ス

プ レ イ,同 期 型 磁 気 テ ー プ ・レ コ

ー ダ
,ド ラ ム,ラ イ ン ◆ プ リン タ

A-D/D-一 －Aコ ン バ ー タ,I

IBM360お よ びCDC6000

用 イ ン タ フ ェ ー ス,カ ー ド ・ リー

ダ,マ ル チ プ レ ク サ,モ デ ム等o

同 社 は1970年 か らCDCの 支

配 下 に あ り,CDCは,Elbit

製 品 の 販 売 の た め,同 社 の 販 売

網 お よ び サ ー ビ ス 網 を 提 供 して い

るo

表4-6:イ ス ラエルの規模別 コンピュータ設置状況

(1972年)

規 模(月 間 レンタ〆料)

1.999以 下

2,000～3499

3,500～4,999

5,000～6,999

7,000～9,ggg

$10,000～14,999

$15,000～17,999

$18,000～19.999

$20,000～29,ggg

$30,01〕0～39,999

$40,000以 上

設置台数

また生 産施設拡充のための投資 も行な っている。Elbitで は 目下,来 年 に向けて総生産の

50%に の ぼるEDP機 器 の輸 出を検討 中であb,実 現 時には;昨 年度比20%の 増 額が望め

よう。最終的 に同社ではContro、lData社 の:rン ピ ュータとのソフ トウエアの互換{生

があるター ミナルの製造を目指 している。

イス ラエルの コンピュータ市場は ・通 信網 が整備されない限 り,そ の成長率は低い ものにと

どまるだろ う。通 信網 が拡大 されれば特 に ミニ・コン ピュータと大型 コン ピュー タ市場が著し

く発 達する。タ イムシ ェア リングの発展には,こ の外に,イ スラエルの経営者がこの種のデー

タ処理を十分受 け入れてない とい う阻止要因があ る。経営者にTSSと は 一体 どうい うものか,

何 がで きるのかを認識させるのが先決問題になる。 ミニ ・コン ピュータは今後 ともイスラエル

の コンピュータの中枢を 占めるもの とみられるがこれは次の各要素に起因する。 ① ミニ ・コ

ンピュー タはある程度 までデー タの前処理ができる。 もし更に処理 したい場合は,地 理 的に狭

い ↑ンラエルでは,車 に よつて簡単に× きなEDP施 設 にデータを運搬 できる。 ②通 信網が

整備されれば,ミ ニコンピュータは中央EDP施 設 と連 結 したインテ リジェン ト・ター ミナル

になる ③ ミニ ・コンピュータは,将 来小～中型 コンピュータを利用 しようとしているユーザ

ーにとつて
,第1段 階のEDP利 用 として手軽に導入で きる。

一389一



図4-10:イ ス ラ エ ル に お け る

コン ピ ュ ー タ,メ ー カ ー 別 シ ェ ア(台 数 比)

CDC

5(2.2%)
Hewlett-

packard

'上記 の理由に よ
つて,イ ス ラエルの ミニ ・コン ピュー タ市場は,今 後数年間急上昇を し続け

るものと予測 され るが,あ る程度まで行 けば飽和状態に随い り,伸 び率のペー・スは落ちること

になる。 とのベースを どこまで維持できるかは,ミ ニ ・コン ピュー タの 新 市 場 を 開 く高

度 な通 信網 が い つ 出現す るかに もかか って くる。1977年 の時点では,ミ ニ6コ ンピュー

タは全コンピュータの60%以 上 に達す ると予測 される。

今後2～3年 は,EDP施 設 の高度化に伴ftい,ミ ニ ・コンピュー タは勿論の こと周辺装置

市場 も大いに開けて くる可能性が ある。期待 され る装置は,入 力分野ではテレタイプライタ,

紙 テー プ・リーダ,磁 気 テー プ,カ ー ド・リー ダ。出力分野では プ リンタ,グ ラフィックおよ

びCRTデ ィス プレイ。 この外,コ ア,デ ィスク,テ ー プなどの記憶装置 も売れ行きが よくな

るし,特 殊な ところではCRT/キ ー ボー ド・ター ミナルも期待が大 きい。 これらの各装置に

関 しては,イ スラエルの国 内企業 が触手 を伸ば しており',今 後 の市場拡大を目論 んでいる。

コ ン ピ ュ ー タ 利 用

イス ラエルで は,タ ー ミナルが今後 もつと簡単に入手 できるように なれば,大 規 模なコンビ

ー一・390一
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●

ユ一夕に全国の小EDP施 設 を連結するな ど,EDP中 央 集中化 とい つた傾向が生れ よう。特

に公共事業,保 険,政 府,郵 便,地 方公共機 関などの分野では,こ の傾向が強 く出て くる もの

とみ られる。'

学 校教育におけるCAI(Comput'erAssitedIustruction)は,資 金 不足

とい うこともあ つてまだ低 レベルにとどま つている。 現在 このア プリケー ションのた めにコン

ピュー タを導入す る資力のある教育機 関は少ない。主要大学,Technion(Israel

InstitnteofTechnology),ワ イズマン研究所(theWeizmanIust-

itute)な どがコン ピュータを保有 してい るが,CAIピ 関 しては実談的 レベルにとどま つ

ている。CAIの 普 及 を阻止 している要因には資金不足の外,① 現在の ・イスラエルのカ リキ

ュラムが コンピュータに向いてないこ と ②教育 スタッフが コンピュータに関心を寄 せてない

ことも指摘されている。 しか し,現 時点 において教育機関が 国内 において有数の ユーザーであ

ることも事実であ り,各 大学では今後におけるシステム化と現 システムの レ'ベル ・ア ップを目

指している。現状では,パ ンチ ・カー ドが インプッ ト・メデ ィアの主流を占めているが,将 来

に渡 る教育の方 向としては,ダ イレク ト・データ・エン トリーとタインエアリング技術への移

行,並 びに ミニ ・コンピュー タの ター ミナル操作 とCRT・ 機器使 用 も見込まれ る。教育 面での

国内最大ユーザーであるヘブライ(HebreW)大 学(エ ルサレム)で は,Contror

Data6400を 備 えた情報処理 セン ターを有 し,科 学,調 査,並 びに学 内管理に利 用され

ている。現在同大学 では,キ ャンパス間 のタイムシェア リ.ング ・ライン増設 と独 自の コミュニケ

ーシ ョン ・ライン敷設が計 画されているo

病院分野では,管 理,病 歴分析,治 療の フォロー ・アップなどでコン ピュータが利用されて

はいるが,市 場 としてはまだ小さ ㌦ 大 規模 な病院はコンピュータを導入は しているが,ほ とん

どが病院管理ア プリケーシ ョンに利用 しているだけで,社 会保 健政策に変更がむい限 り,こ の

分野 の将来の可 能性は小さレ〉

可能性 という点では,鉱 工業部門が最 も期待 される。特に数値制御,プ ロセス ・コン トロー

ル,コ ンピュータ管理のオー トメーシ ョンといつたアプリケーシ ョンは,現 在で も急激に伸 び

ている。鉱工 業分野で保有 しているコンピュータは,1971年 で全体の24%,1972年 で

20%と イ スラエルでは金融分野と共に最大の部門にな つている。 しか しこの分野に も,コ ン

ピュータ リゼーシ ョンを阻止 してい る要素は幾つかある。主 な ものをひろ つて見 ると,① コ

ン ピュー タに対す る経営者の心理的 ギャップ ② 零細あるいは家族単位の ワー クシ.ップなど,

鉱工業に従事 している組織が分散 している ③労働者同盟あるいは賃金政策によつて,現 状 を

オー トメ化することによ つて不利益が もた らされることと,経 営者がオー トメ要員の訓練に困

難を感 じているo

しか しこ うした状況は;今 後2～3年 内には改善 され,1975年 以 降は',数 値 制御 とかプ

ロセス ・コン トロールは中～大規模な鉱工業施設に普及 し,小 規模 あるいは非能率的 なワーク
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警察,匡 塚機関,匡 塚
5(1.7%)

図4-11:イ ス ラ エ ル の 産 業 別 コ ン ピ ュ ー タ設 置状 況

(米 商 務 省 調 べ)1972年 末

健康,福 祉社会,公 共サービス

科学サー ビス5(17%)

教育 サー ビス

2.7(9.2%

輸送
保管

商業

14(4.7%)

電力7(2.3%)

織
短 ≒酬 ヲ〒5(1.7%)

通ξ
、(、.,,/。 不動産1(…%)

●

・シ ョ ッ プは 一 掃 さ れ る 可 能 性 も あ る。

デ ー タ 伝 迷 分 野 は,今 後5年 間 に 急 成 長 す る もの とみ ら れ て い る。Elbit社 と

ScientifieDataSystemsIsraeI社 は,近 く こ の 市 場 に 進 出 す る予 定 だ 。

1969年,・ ・イ フ ォー エ ル サ レ ム間 で 初 の デ ー タ 伝 迷 回 線(2400ボ ー)が 稼 動 し,現

在 で は]00回 線 に ま で 増 大 して い る。1975年 ま で に は,600回 線 に な る と予 測 され る。

イ ス ラ エ ル の銀 行 の うち 代 表 的 な コ ン ピ ュー タ ・ユ ー ザ ー一と して は,TheBankLe-

IsraelB.M。 とTheIsraelDisc《)untBankLtd.が あ げ ら れ る。 前 者

はIBM370/145と360/40を 保 有 して い る。 後 者 はBurroughs4704

を 保 有 し て お り,さ ら に 同 モデ ル を も う1台 発 注 して い る。

イ ス ラ エ ル政 府 のADP予 算,一 挙 に66%増

72～73年 度 に お け る イ.ス ラ エル 政 府 のADp予 算 は,前 年 度 を66%上 回 り,5000

万 リ ラ に 達 し た見 込 み だ 。(国 防 用 シ ス テ ムの 予算 は 除 く)。 国 防 関 係 のADP予 算 額 は 公 表

され て な い が,3.000～3,600万 リ ラ と予 測 さ れ るo表't-7,4-8は イ ス ラ エ ル で 発
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行 さ れ て い るILTAMNewsletterに よ る 政 府 のADp予 算 推 移 で あ る。

表4-7:イ ス ラ エ ル 政 府 のADPの 予 算 推 移

(1イ ス ラ エ ル ・ リ ラ・=71円)

1972～73 1971～72 1970～71

政府のADP予 算(国 防は除 く)

総予算額に占めるADP予 算 の割合

5,000万 リ ラ

0.6%

3,000万 リラ

リ.4%

2,500万 リラ

0.5%

表 ・1-8:主 な政府各省庁のADP予 算 の推移

(単 位1、000リ ラ)

1972～73 1971～72 1970～71

OfficeMechanizat一 16,381 12,440 9,667

ionCenter
一

通 信 省 8,930 5,563 5,221

国 税 庁 6,951 3,508 2,276

(StateRevenueAd一

ministration)
＼

教 育 省 2,600 L932 1,521

会 計 院 1,659 LO83 704

(AccountGeneral)

運 輸 省 2,239 1,488 840

警 察 省
'L545

1,180 1,094

今 後 の 予 測

エルサレムにある研究,計 画企業,Iltam社 は,今 後10年 間 におけるコンピュータ産

業の調査を行 な った。 同調査によると,主 としてテレプ ロセシング分野において,ミ ニ ・コン
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ピュ一 夕と周辺装置が大 き く伸びる と予測される。 しか し中～大型 コン ピュー タは,今 後 も資

金不足 あるいはマー ケテ ィングの欠如に よつて伸 び悩む ことが考え られる。 この外の主な見通

しは,次 の とおeりo

。1971年 一81年 にかけて,イ スラエルのEDP市 場 は,年 平 均22%の ペースで成

長する。この間人件費は15%,EDP装 置は25%の 伸 び率を示 す。

。Fン ピュ一夕の生産額は,71年 のL100万 ドルか.ら,81年 には1億2,000万 ド

ルに達するo,

。 生産額の うち輸出される ものは,71年 の27%か ら81年 には55%(6,500万 ド

ル)に 達する。
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ギ リ シ ャ

ギリシャの コンピ

ュータ¶用状況,設

置状況 に関 しては,

ほ とん ど分 っていな

い。設置台数 に関し

ては,1969年 末 ま

で60台 内外 という

数字 しか入手 できな

い。米国Quant-

um社 の レポー トで

は,コ ンピュータ・

システ ム の売上 高

を予測 しているが ・

これに よると,

1970年 が1,200

万 ドル,80年 ま で

に7,600万 ドルに

達 すると見込まれる

(図4-12)o

また ス イスのDP

口

'
FOCUS誌 に よる と,業 種別の利用状況(金 額比,ユ ーザー数比率)は

図4-13の よ う に な つて い る0

1972年 秋,Honeywell-Bu11が 設 立 した 新 会 社 が ギ リシ ャ でTSSサ ー ビス を

開 始 した 。 同 社 の 名 はTime-SharingH『ellas(本 部 ア テ ネ),勿 論 ギ リ シ ャで は

初 め て の 商 用TSS会 社 で あ る 。 同 社 の サ ー ビ ス は,公 衆 電 話 回 線 を 使 って 行 な わ れ て い るが,、
P.Petracopoulos同 社 社 長 に よ る と,ギ リシ ャで は1980年 ま で に,TSSL－

ザ ー 数 が50倍 に 増 大 す る見 込 み が あ る。
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図4-12:ギ リシ ャ に お け る コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム

売上 高推移(70年 一80年)

万 ドル

8000

万 ドル

4DOO

万 ドル

lDOO

万 ドル

L200

万 ドル

3.300

万 ドル

7,600

図4-13:ギ リシャにおける業種別 コンピュータ設置状況

注

1%

金 額 比 ユーザー数比率

。サー'ビスとはbpサ ー ビスを除 くもので,ラ ジオ,テ レビ,宗 教 および職業組織,

リグ リェー シ ョン ・サ ービス,技 術,コ ンサルテ ィング等

。運輸は航空輸送を含 む。

。政府 とは連邦政府,州 政府、地方 自治体,お よび郵便事 業の ような政府 関連 事業を

含む。
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ス ペ イ ン

市 場 概 要

米 国 商務 省(D-

epartmentof

℃O㎜erce)に よ

れ ば,1972年 末

現 在 の ス ペ イ ン の コ

ン ピ ュ ー タ設 置 台 数

は 約3,700台,こ

の う ち67%の 約

2.500台 が ミニ ・

コ ン ピ ュ ー タ で あ るo

大 型 コ ン ピ ュ ー タ は

24台 で,全 体 の1

%に 満 た な い 。

1972年 の ス ペ

イ ン ・コ ン ピ ュ ー タ

市 場 の 売 上 け 高 はi

億680万 ドル で,

前 年 よ り3,370万

ドル,70年 よ り

5,080万 ド ル 増 加

して い る。 ス ペ イ ン

の コ ン ピ ュ ー タ市 場

は年 間25%と い う

高 率 で 成 長 す る もの

と予 想 さ れ,1977

年 の 売 上 げ 高 は3億

3,200万 ドル に達

コンピュータ設置台数最新データ

国 名 ス ペ イ ン

設置台数 3,700台

調査時点 72年 末

調 査 元 米商務省

備 考 この う ち約2,500台

が ミニ ・コ ン ピ ュー タ

す るで あ ろ う。 ス ペ イ ン ・コ ン ビ,ユ一 夕市 場 の 売 上 げ と予 測 は 図4-14s・4-1.8の 通 り で

あ るo
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輸 入 状 況

図4-14:ス ペ インのコンピュータ市場売上げ推移(予 測)

ドル

2億

1億

5.000万

1億

5.000万

ドル

1億

5.OOO万

1970年1971年1972年1977年

図4-15:ス ペ イン⇔ ける小～大型コンビ。.多 売Lげ 繊

1971年
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L

1

5,000

5,000万

図4一16:ス ペ イ ン に お け る ミニ ・コ ン ピ ュ ー タ 売 .上げ 推 移

6.560万 ドル

72年77年

図4-1'7:ス ペ イ ン に お け る 独立 周 辺 装 置 売 上 げ 推 移

1億2.000万 ドル

1972年'
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図4--18:ス ペ インにおけるデー タ通信装置売上げ推移

ドル

LOOO万

500

1972年 の スペインのコン ピュー タk・よび関連機器輸入高は総計7 ,.490万 ドルであ つた。

1970年 の4,810万 ドルから56%増 加 したことになる。1977年 には輸入額は1憶

8,900万 ドルに達 する と予測 される。 スペインの コンピュータおよび関 連機器 輸入高 に占め

る米国の比重は大 きく,71年 の米国か らの輸入はL630万 ドルであり72年 には1 ,960

万 ドルに達 した。77年 には3,900万 ドル程度になるもの と予想 され る。(図4-1:9)・

72年 の輸入先をみ ると,米 国 と同じ割合で西独からの輸入が大 きし((と もに26%)。 次

t/・で 英(14.5%) ,仏(13%),イ タ リー(11%)と な つている。

スペインで はユーザー数の増大 とともに既存システムの拡張傾向 もみ られるため
,コ ン ビュ

タ市場はひ き続いて伸び ることが予想される。特 に有望視 されるのは ミニ ・コン ピュー タと小

型 コン ピュータであるo
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図4--19:コ ン ピ ュ ー タk・ よ び 関連 機 器 の 輸 入 と

米 国 の 占 め る 位 置

ドル

2

1

1

億

億

00万

億

00万

一

一

7,490万 ドル

1

一 米 国 か ら の 輸 入

1億8,900万 ドル
.

3900万 ドメ

台

一

1960万 ド々

　

1972年1977年 ・

デ ー タ 通 信

スペインの電話施設で通信回線を管理するCompaniaTelefonicaNacional

deEspana(CTNE)は データ通信サービスを行 なってい る。同社 は10,000以 上

の交換局を持 ち,約350万 台の装 置が使 われてい る。 データ ・ター ミナルお よびデー タ通信

、装 置を公共電話回線または専用電話回線 と接続す るにはCTNEの 認 可が必要である。
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地点間(Pointtopoint)国 内電気通信お よび国際電気通信サー ビスはCTNE

の 回線 を通じて提供 され るo通 信 速度は200ボ ー,1.200ボ ー,2,400ボ ー,4,800

ボー である。 公共電話回 線を使 った通信 は通常,タ イム ・シェア リングで行 なわれる。

CTNEは,ロ ーカル ・オペv－ テtン グ ・センターお よび個 々の ター ミナルをっな ぐ遠 隔

処理 システムを開始す るための計 画を 発表 してい るoロ ー カル ・オペレー ティング ・センター

は高速回線を通 してマルチプレクサと連結 され,個 々の ター ミナルは低速回線 を通 してマルチ

プレクサに接続され る。スペインの主要50都 市 に遠隔処理 センターがある。

表4-9:CTNEの コ ン ピュ ー タ ・セ ン タ ー

磁 気 テー プ

カ ー ド ・

リ ー ダ

TBM360/65

(2台512K)

2314(6)

2402(8)

2401(5)

2540(3)

1403(3)

磁 気 ドラ ム(2)

ター ミナル(163)

OCR(3)

こ の 他UNIVACIO50

(2台,16K),IBM

360/40(12K)

siemens40P4//45

(2台,128K)の 各 シ ス

テ ム もあ る。

IBM1401

(2台16K)

1311(2)

7370(12)

1402(2)

1404(2)

9、800ボ ー回線 で マ ドリ ッ

ドに なが れ て いる360/

30(64K)が ある⊃

CTNEは バル セ ロナ のシ

ス テ ムをIBM370/

155(512K)とsiem=

ens4004/45に リプレー一一ー

ス を計画 中

Honeywell-

Bu11

130(32K)

DSU160(3)

MTH106(6)

CR2120(1)

CMC7(1)

紙 テー プ ・ リー ダ

(2)

カー ド・パンチ(1)

な ど
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デーータ通信装 置は スペイン,コ ンピュータ市場の中で最 も規模 の小さい部門であるが,成 長

は最 も速%デ ー タ通信製品は]972年 に は全EDP市 場 の4.4%を 占めている程度であ つ

たが,1977年 πは約7.3%e(伸 びる ことが予測される。1977年 の全EDP市 場 総売上

高 は3億3,200万 ドルだか ら約2,500万 ドルに達する。 特に有望 なのは,プPセ ッサ,

マ ルチ プレクサ,コ ンセン トレーRで あるo

ス ペ イ ン の 主 要 コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ ー

ズ ペ イ ン で は 自動 車 製 造 業 が 主 要 コ ン ピ ュー タ ・ユ ー ザ ー と な つて い る。 自動 車 メー カ ー の

い くつ か は,1977年 ま で に は 遠 隔 処 理 ア プ リケー シ ョン を 始 め る計 画 だ と発 表 して い る。

lociedadEspanoladeAutomovilesdeTurisoo(SEAT-)は こ

の 産 業 を 支 配 す る 大 手 で あ る が,ま た ス ペ イ ン で 最 も大 き な コ ン ピ ュー タ ・ユ ー ザ ー で もあ る 。

同 社 は バ ル セ ロ ナ(360/30(2),360/50)と マ ド リ ッ ド(HIS60.30)に

コ ン ビ=一 夕 ・セ ン タ ー を 持 って い る。 こ の 他 の 主 要 自動 車 会 社 のFasaReriault,

Citroyn,ChTysler-Simca,Austin,Pegaso,Santanaも そ れ ぞれ コ ン ビ ュ

タ を利 用 して お り,装 置 の 拡 張 も予 想 さ れ る。

造 船 業 に お い て もEDP利 用 は 盛 ん で あ る03っ の 主 要 ス ペ イ ン 造 船 会 社 は1970年 に 約

3億7.000万 ドル の 売 上 げ を あげ た。 最 大 の 造 船 会 社 はAstillerosEspanoleS,

SA.A,で,全 造 船 業 売 上 げ の 約60%を 占 め て い る 。 そ して 同 社 は ス ペ イ ン に お け る コ ン

ピ ュー タの 指 導 的 ユ ー ザ ー で も あ る。 同 社 は1.024Kの370/155の 他,シ ス テ ム3 ..を

7台 持 って:tSb,生 産 ・在 庫 管 理 な どの 他 船 の 構 造 デ ザ イ ン に も コ ン ピ ュー ク を利 用 し て い る。

EDP技 術 を ス ペ イ ン で 最 初 に取 り入 れ た の は銀 行 と保 険 会 社 で あ る。 これ ら は ス ペ イン の

コ ン ピ ュ ー タ 台 数 の う ち30%を 占 め て い る。 市 中 銀 行 は 普通 コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム を 所 有

して お り,い くつ か の 銀 行 は 電 気 通 信 シ ス テ ム を 持 って い る。

BancodeMadridは 典 型 的 な バ ン キ ン グ ・シ ス テ ム を 備 え て い る。 同 銀 行 はIBM

360/30(32K)を バ ル セ ロナ の 本 店 に1台 所 有 し て い る。 ス ペ イン 最 大 の 市 中 銀 行

BancoEspanoldeCreditoも 大 き な コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ ー で あ る。 同 行 は 本

支 店 を 合 せ る と,UNIVAC9300(3台),UNIUACU(2台),UNIVAC

l108(2台),IBM360/65(2台),360/40(2台),IBM1401

(1台)を 有 して い る。

Ban・ ・C・nt・al,B・n・ ・d・Sa・t・nder・B・n・ ・ .detVizcaya,Ban-

coPastor,BancoIbericoな ど の 銀 行 も コ ン ピ ュ ー タ 業 界 に と つて 注 目す べ き

と こ ろ だ。BancoCentralはEDPサ ー ビ ス ・セ ン ター を4つ 持 って い る。 そ れぞ

れIBM36∩/65コ ン ピ ュ ー タ を1台 つつ 設 置 して い る。 同 銀 行 は 近 い 将 来,テ レ プ ロ

セ シ ン グ を始 め た い と 言 って い る。BancodeSantanderは,IBM360/65

■
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と360/40を リ モー ト ・ ブ ラ ン チ ・タ ー ミ ナ ル と連 結 し て 用 い て い る。 この シ ス テ ム は,

近 々 ア ッ プ グ レ イ ドさ れ る 模 様 。

Bancode'Vizcayaは4台 のHoneywel1424シ ス テ ムを 持 つた 遠 隔 処 理 回

線 を 所 有 して い る。 こ の 回 線 は 拡 張 され つ つ あ る。BancoPastorは1台 のHone-

ywell-Bull425を 持 っ て い る。 同 銀 行 は デ ュー プ レ ッ ク ス ・オ ペ レー シ ョ ン と遠 隔 処

理 を行 な うた め の2台 目 の コ ン ピ ュー タ を発 注 し て い る 。BancoIbericoはNCR

315を リブ レ ース し てk・ り,同 銀 行 の フ ァ イ ナ ソ シ ャ ル ・グル ー プ に 属 す い くつ か の 会 社 と

接 続 す る 遠 隔 処 理 を 始 め よ う とし て い る 。

貯 蓄 銀 行 は 小 型 か ら中 型 の コ ン ピ ュー タ を 利 用 して い る こ と が 多 い 。 ミニ ・コ ン ピ ュー タ は

これ らの 銀 行 の 各 支 店 で 広 く使 わ れ て い る。 典 型 的 な ユ ー ザー と してCajaPostalde

Ahorrosが あ げ られ る。

1972年 末 現在 で,ス ペ イ ン に は 約150の 商 業 デ ー タ処 理 サ ー ビ ス ・ ピ ュ ロ ウが あ る。

自社 で コ ン ピ ュ ー タ を 導 入 し て い る サー ビ ス ・ ビ ュ ロ ウ は 余 分 のCPUタ イ ムの 販 売 も行 って

い る。 大 き な サ ー ビス ・ ビ ュ ロ ウ と して は,バ ル セ ロナ,ビ ル バ オ,セ ビー ル に 支 社 を 持 つ

C.T.・1.ofMadridが あ る。 同 社 は110名 の 従 業 員(う ち70名 が 技 術 職 員)を

有 し,約300社 の ク ラ イ エ ン トに サ ー ビ ス して い る。 同 社 の マ ド リ ッ ト ・セ ン ター に は

IBM'360/40(128K),UNIVACI106(132K),UNIVAC9200

-ll(12K)が 設 置 さ れ て い る。

政 府 市場 を み る と,教 育 お よ び 科 学 省(MinistryofEducationandSci-

ence)が リー ダー 格 の コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ ー で あ る 。 同 省 はUNIVACl108(

132K)を 導 入 して い る。

ス ペ イン 政 府 は,将 来 の コ ン ピュ ー タ ・ハ ー ド ウ ェア の 購 入 政 策(欧 州 製 品 優 遇 購 入 政 策)

につ い て検 討 し てい るが73年 中 に 何 らか の 決 定 を み た と い わ れ る。 同 政 府 の 意 向 と して は,

公 共 分 野 で 使 用 す る コ ン ビ;一 夕 に っい て はUnidataに 接 近 し よ う とい う もの ら しい 。

ス ペ イ ン で は 公 共 分 野 に こ れ ま で導 入 さ れ て い る装 置 の90%がIBMマ シ ン で あ る こ と を考

え れ ば,政 府 の 意 向 通 り に なれ ば,極 めて 重 大 な こ とで あ る・ な お ス ペ イ ンの 公 共 分 野 は,

72年9月 末 現 在 で ス ペ イ ン 全 体 の コ ン ピ ュー タの30%,台 数 に して345台 を 保 有 して い

るo

そ の 他 主 な ユー ザー と し て は,デ パ ー ト,ス ペ イ ン国 営 航 空 な どが あ る。 ま た 建 設 業 界 も市

場 一 特 に ミニ コ ン ピ ュー タの 一 と して 有 望 で あ るc

メ ー カ ー 動 向

本 体 メー カ ー の シ ェア に つ い て は,正 確 左 デ ー タが な い 。 ち な み にIBMは80-o/o,Un-

ivacは2'0%,Honeywellは12%の シ ェ ア を 主 張 し て ら る。 これ は トー タ ルで
●
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100%を 軽 く突 破 して し ま うか ら,ま ず 有 り え な い 数 字 だ 。 しか し傾 向 と して は ,IBMが

圧 倒 的 に 強 く,こ れ にUnivac,Honeywel1,Bullが 続 い て い る とい う状 況 は 間 違

い な い だ ろ う。
.実際 の と こ ろIBMは,公 共 ・鉱 工 業 ・銀 行 ・保 険,造 船 ・建 設 な ど,あ らゆ る

分 野 で 強 い 。 特 に ス ペ イ ン の 場 合,リ ー ス 会 社 とかPCM(プ ラ グ,コ ン パ テ ィ ブル 周 辺 装 置

メ ー カー)の 活 動 が な か つた た め,IBMは 自 然 に 現 在 の 地 位 を 棄 し(て し ま つた 。 なk・Ho-'

neywe11-Bull,Univacは,共 に 銀 行業 界C'C強 く,こ こ を ベ ー ス に シ ェ ア 拡 大 を 計

って い るo

上 記3強 に 続 く の が,西 独SiemensとNCRで あ る 。NCRは 銀 行 か ら セ ン チ ュ リ

ー ・モ デ ル の 注 文 を と つ てbり
,Univac,Honeywellの ベ ー ス に 食 い 込 も う と し て

い る。siemensは,鉄 道 会 社RENEEに 座 席 予 約 シ ス テ ム
,イ ベ リア 航 空 に 飛 行 計 画

シ ス テ ム を 導 入 し てtsり,着 々 と実 績 を あ げ て い る。 特 にUnidataが ス ペ イ ン政 府 か ら

優 遇 され る よ うに なれ ば,今 後 急 激 に シ ェア を 伸 ば す こ と に なろ う。

ス ペ イ ン 国 内のEDP装 置 メ ー カ ー は た つた の3つ しか な し(oそ れ は ミニ ・コ ン ピ ュ ー タ ・

メー カー のTe1'esinco,輸 入 コ ン ビ=一 夕 部 品 の 組 立 て を行 な って い るCeos,そ して

SpanishNationalTelephoneCo.に よ つて 売 られ る モ デ ム を 作 って い る。

ITTの 子 会 社 のStandardElectricaで あ る。 ス ペ イ ン 政 府 は 国 内 コ ン ピ ュ ー タ

産 業 を拡 張 しtう と計 画 して い る。

1963年 に つ く られ たTelesincroは バ ル セ ロ ナ に本 社 を 置 き,5 ,000ド ル ～

35,000ド ル の"Factor"と 呼 ばれ る ヴ ィ ジ ブル ・ レ コ ー ド ・ コ ン ピ ュ ー タ の3モ デ

ル を 製 造 して い る。 同 社 は そ の"Factor"の た め に 米 国 メー カ ー か ら周 辺 装 置 や 電 子 部

品 を 購 入 し て い る。 約500ユ ニ ットが す で に売 られたbそ の うち半分は1972年 に売 られた もの で ある。

最 近,ス ペ イ ン の コ ン ピ ュー タ 市 場 に 参 加 した の はCompaniaEspanolade

OrdenadoresySistemasS.A.で あ る。 同 社 は 」972年2月 に 設 立 さ れ た 。 同

社 が 行 な って い る のは,米 国,英 国,西 独,仏,デ ン マ ー ク か ら輸 入 し て い る 部 品 か ら 小 型 コ ン

ピ ュ ー タ を 組 立 て 市場 に 出 す こ とで あ る。 中 央 処 理 装 置 はEffのMael4 ,000で あ る。Ceos

の・4つ の モ デ ル の 価 格 は14,000ド ル か ら54,000ド ル と な って い る 。

リー ス,周 辺 装 置,ソ フ ト ウエ ア

本 体 以 外 の 市 場,周 辺 装 置,リ ー ス,ソ フ ト ウエ ア な どは,こ れ か ら 活 発 化 しそ う な気 配 が

出 て い る。 従 来 ス ペ イ ン の コ ン ピ ュー タ ・ ユー ザ ー は,複 数 メ ー カ ー か らEDP装 置 を購 入 す

る の を 好 ま な か つた 。 ま た 政 府 の 施 策 に よ つて.中 古 コ ン ピ ュー タ 市 場 も伸 び 悩 ん で い た 。 し

か し最 近 で は,リ ー ス会 社,中 古 デ ィ ー ラー が ス ペ イン 市 場 進 出 の 動 き を 見 せ て い る。

リー ス会 社 で はItelInternationalが,73年 に ス ペ イ ン で リー ス 。 ビジ ネ ス

を 開 始 した もの と思 わ れ る。 周 辺 装 置 メー カ ー一で は,Memorexが ス ペ イ ン 市 場 で の 活 動
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を拡大 しようとしている。同社 は過去4年 間 にわた つて,ス ペインでは代理店を通 じて販 売し

ていたが,今 後はマ ドリッドお よびバル セロナに販売事務所を開設,プ ラグ ・コンパティプル

装置 を独 自で販売 してい く予定。.

ソフ トウエアでは,ス ペ イン政府の音頭でERIAと 呼ばれ る ソフ トウエア会社 が設立され

た。洞 社は,ユ ーザーに対するコンサルタ ント,サ ポー ト・サー ビス,シ ステム ・デザ イン,

パ ッケージの開発販売kど 様 々な業務 を行 な っていくことになつている。 なおERIAに は,

仏 ・ソフトウェア 会社も10%の 資金援助を してい る。
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、ポ ル ト ガ ル

ポル トガルは国民

1人 当 りの所得,産

業 の開発状況 など何

れをとつても,欧 州

では レベルの低い国

にとどまつてい るo

.コン ピ ュー タ設置

台数 も,1971年

末 で151台(本 体

および ミニ・コンピ

ュータ含む),

ノ の

VRCkビ シ フル ・

レコー ド・コンビュ

タ)96台 と少kレAo

しか し72年 には,

汎用お よび ミニ ・コ

ンピュータが43台,

VRCが13台 と急

激に伸びた。

欧州の他の国々と

違い,ポ ル トガルに

は十分左,安 い労働

力 とい うものが残 っ

ていない。事実過去

2～3 .年,年 間10

万人 もの労働者が拡

大EC諸 国へ移住 し

てお り,ポ ル トガル

コンピュー タ設置台数最新データ

国 名 ポル トガ ル

設置台数 194台

調査時点 1972年 末

調 査 元

備 考 汎 用 お・よ び,ミ ニ ・

コン ピ ュ ー タを 含 む

f

・i

産業 界は労働者不足に悩んでいる。労働力不足は,コ ンピュー タの導入に一役 買 っている もの

の,十 分な投資 とか高 レベルの教育に裏 うちされたものでないため,コ ン ピュー タ設置 ペー ス

が増大 したか らとい つて,メ ーカーにとつて は手離 しで喜 べるものでもない。
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ポル トガルは,コ ンピュータ市場 としてみた場合,ま だ小 さなものに過ぎない。進出 してい

る メーカーも,余 力のあ る多 国籍 企業 が 否とん どで,や は り米国勢 が支 配 してい る。IBM

は本体市場 で55.6%,VRCを 含 めた全市場で も34%の シ ェアを持 っている(何 れ も台数

をベース に計算)。 この外米国メー カーでは,Univac,Honeywel1,NCRが

強い。VRC市 場 に限れば,欧 州 のPhilips社 とかNixdorf社 が 目立 っている

(衰…4-10)o

表4-10に 明 らかな ように,1972年 に導入予定の マシンの うち,特 に 目につ くのは,

IBMの360/370以 外 のモデルが断 然多い ことで ある。 これは実際には,シ ステム3を

指 している。 なお図4-20,図4-21は,記 憶容量サ イズによる設置状況,プ ログラ ミノ

グ言語の使 用状況を示 している。

表4-10:ポ ル ト ガル に お け る コ ン ビ ・。一 夕 設 署 状 況

設 置 ベ ー ス

1971年12月 1972年 導 入予定

公共分野 全 体 公共分野 全 体

IBM360/370 15 62 2 8

、

その他 モデル 4 22 一 26

Hoゴeywell 5 17 一 4

Univac 6 34 1 3

NCR 4 12 一 2

その他 2 4 一 一

小 計 36 151 3 43

Nixdorf
一 6 一 4

Philips
一 79 一 9

Burroughs 〒 6 一 一

その他 2 5 一 一

小 計 2 96 一 13

合 計 38' 247 3 56
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図4-20:ポ ル トガ ル に お け'る メ モ リ規 模 別

コ ン ピ ュー タ 設 置 状 況

4.4%

138台

〔1970年 〕
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、
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、
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1
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%00

＼
＼
＼
＼

⊆i≡]16K未 満 醐 ・6K-64K

247台

〔1971年 〕

[コ65K以 上

図4-21:ポ ル トガルにおける プログラ ミング言語の使用状況

(公 共分野,民 間分野:1970～1971)

注:数 字は設置場所数 を示す
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韓 国,イ ン ド ネ シ ア,マ レ ー シ ア

東南アジア各国の コンピュータ事情に関 しては,新 しいデー タが ない。71年 における状

況については,当 財団が昭和47年 に発行 した 「海外の情報産業 」を参照されたい。 なお

以 下に韓国,イ ン ドネシア,マ レーシアにっいて,業 種 別設置状況を示す。

図4-22:韓 国 における業種別 コン ピュータ

設置状況(72年6月)

図4-23:イ ン ドネシアにおける業種別 コン ピュー タ

設置状況

＼、ボ

ぶ

ぷ ＼＼
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図4--24: マレーシアにおけ る業種 別コンピュー タ

設置状況

そ の

25.62%

他

/

若 益口

多i多

一

/

保 険2.1

逗48%釦 業

5.83%

教n

z

7.OI%

ソk
F

|
1

運s

一

ヲ石 抽
lll

Ill

l川
サービス

,nl!ll
∫

'

21.66% ⇒F /
-

-

、1憩唇
/-

/

注 。サー ビスとはDPサ ー ビスを除 くもので,ラ ジオ,テ レ ビ,宗 教 お よび職業組織,

レ ク リェー ション ・サー ビス,技 術,コ ンサルティング等。

。運輸は航空運輸 を含む。

。政府 とは連邦政府 、州政府 ,地 方 自治体,お よび郵便事業の よ:う左政府関連事業を

含む。
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イ ラ ン

アイ ス ラン ド

イ ラ ク

フ ィン ラン ド

L79%

1.80%

240%そ の他

製 動

組'%

立食 料,製 薬

5.73%

教

//

公 益'外 集

10、69%

府

注

図4-25:イ ラ ン に お け る 業 種 別 コ ン ピ ュー タ 設 置 状 況

'(72年6月30日 現 在 、

〃 〃
27,5%

//
/,

古

.㌧.

,.禦:_%

。政府 とは連邦政府,州 政府,地 方 自治体,お よび郵便事業 のような政府関連事業 を

含む。

図4-26:イ ラクにおけ る業種別 コンピュータ設置状況

㌣他(72年6月30日 現 在)

注 。政府 とは連邦政府,州 政府,地 方 自治体,お よび郵便事業 のような政府 関連事業 を

含む。
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図4-27:ア イスラン ドにおけ る業種別 コンピュータの設置状況

(72年6月30日 現在)

蠕%
他

石 油15 ・77%

保 険

%

運 輸

7.17%

/
S.88%

妥//
教-

日.96%

注 。サー ビスとはDPサ ー ビスを除 くもので,ラ ジオ,テ レビ,宗 教お よび職業組織,レ

ク リェーーシ ョン ・サー ビス,技 術,コ ンサルテ ィング等。

。運輸は航空輸送 を含む。

。政 府とは,連 邦政府,州 政府,地 方 自治体,お よび郵便事業の ような政府関連事業 を

含む。
1

図4-28:フ ィンラン ドにおける業種別:コンピュータの設置状況

(72年6月30日 現 在)

12.53%

印刷 そ の 他

通 信

3,23

石 油

運 輸

用

19,75

/

6・6託
.

石 油L5%

':一ンフクメタノレ1.9%

運 輸1.3%

注 。政 府 とは連邦政府,州 政府,地 方 自治体,お よび郵便事業の ような政府関連事業を

含む。
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付表1 世 界各 国の コン ピュー タ設 置 状 況最 新 デー タ

国名(ア イウエオ順) 設置台数 調 査 時 点 調 査 元 備 考

ア ル ジ ェ リ ア 69台 73年1月 (Computer
Wρekly)

イ ギ リ ス 7441台 72年 末 IDCEuropa 汎用材のみ

イ ス ラ エ ル 355台 72年 末 IsraeliCentral 。71年 比40%増

Bureauof 。355台 中270

Statistic 台 は ミニ ・ コ ン

イ タ リ ア 4200台 72年 末

イ ン ト◆ 184台 72年6月 インド政府電子省

オ ー ス ト ラ リ ア 1594台 72年6月 米商務省

オ ー ス ト リ ア 800台 72年6月 Predicast

オ ラ ン ダ 2000台 73年4月 72年7月1日 現在

設置台数1751台
発 注442台

カ ナ ダ 5736台 73年5月1日 カナダ情報処理学会
'ミ ニ コ ン 含 む

キ ュ ー バ 41台 71年 (注)人 口100万

人 当 り4・85台 か ら

推計

ス イ ス 1817台 71年 末 米商務省

ス ウ ェ ー デ ン 800台 72年12月31日 SwedishCo㎜i一 (注)発 注済みのも
tteeonlndus一 の含む
trialDatePro一 金額ベー スは25億

cessingDevelO一 ク ロー ネ

pment

ス ペ イ ン 、3700台 72年 末 米商務省 この うち約2500台

が ミ ニ コ ン ビ ュー タ

ソ 連 800台 72年 末 21StCentury

チ ェ コ ス ロ バ キ ア 392台 71年 末 21StCentury EDPEuropeRe一

Research port73年10一

31号 で は,71年

末 で275台 と ある

西 、 ド イ ツ 8255台 72年 末 IDCEuropa

ノ ル ウ ェ ー 417台 73年6月 DataLogic 汎 用,ミ ニ コ ン 含 む

設置金額2200万
ク ロ ー ネ
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国名(ア イウエオ順) 設置台数 調 査 時 点 調 査 元 備 考

パ キ ス タ ン 20台 73年 中頃 ComputerWeekly

(73-5-10)、

フ ラ ン ス 9183台 73年1月 COTT1

ブ ラ ジ ル

〆

750台 72年5月 米商務省 ミニ ・ コ ン を含 め る

と1219台

ボ ー ラ ン ド 230台

'

72年6月 Predicast

ポ ル ト ガ ル 194台 72年 末 汎 用 お よ び ミニ ・ コ

ン含 む

南 アフリカ連邦共禾[国 700台 72年6月 DatamatiOn

73-1月 号

メ キ シ コ 560台 72年 末 米商務省 この 他 に ミ ニ ・コ ン

が120品

ユ ー ゴ ス ラ ビ ア 484台 72年10月 (Praka) 発注中のもの含む

ル ー マ ニ ア 60台 71年 末 21stContury

Research

米 国 58,990台 73年9月 末 1'DC 米 国醇 メーカー製

汎用機のみ
同専用機は73年
6月末現在で
66,069台

'
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ユ973年,海 外 コ ン ピ ュ ー タ 産 業 の 動 向

米 国 欧 州,そ の 他

1'973年 ・1月15日,CDCとIBMは 長 年 ・西 独Siemensと 仏CIIが,コ ン

1月 の独禁注係争に関して示談成立 ピ ュ一夕事業の合併に関 して一部正式

調印

'IBM,Telexを 反 訴,2500 ・英国な どの加盟に よって,拡 大EC発

万ドルを請求 足,コ ン ピ ュー タ産 業 に つ い て は,早

・NCR,Century251発 表 急 なインパク トはない と各社が声明

・Unrvac,11101×1シ ス テ ム 発 ・西 独 の シ ュ ッ トガ ル ト裁 判 所,IBM

表 に対 して360/モ デル30に 関 する

'Xerox,53 .0シ ス テ ム 発 表 メンテナンス続行命令 を出す

・ポ ー ラ ン ドのH.Cegielski社,

英ICLに シ ステム4/72発 注

2月 .・2月2日,IBMは370/158, ・EC委 員 会 は,米 国 コ ン ピ ュ ー タ.メ

370/168にMP(マ ル チ プ ロ 一ヵ一に対す るため,欧 州企 業に結束

ッサー)方 式採用 を発表 を呼 びかける。

・SBC従 業 員,CDC/IBM示 談 ・Univac,イ タ リア最 高 裁 の コ ン ビ

に伴 らうSBCの 買却に関 してIB ユー タ ・セ ジ ター と契 約
、

Mを 提訴 ・欧 州 コ ン ピ ュー タ ・ メー カ ー ●グ ル ー

・CDCが 作製 した インデ ックスの破 プ,ESRO契 約 で1BMに 勝利

壊 に っ い て,司 法 省,Telex,C

IA,ADAPSOな どが 非 難i

・Unlvac,「 シ リー ズ70」(R

CAマ シ ン)の 出商高が72年 で1

億3000万 ドルを上回 ったと発表

・NCR.72年 決 算 で5900万 ド

ルの赤字を発表
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米 国 欧 州,そ の 他

3月 ・3月2日,IBMは4年 間 の 長 期 レ

ン タ ル 政 策 を 発表

・ClA(コ ン ピ ュー タ 産 業 協 会),

IBMの レ ン タ ル 方 式 を 非 難

・3月13日,'IBMは 新 機 種370

/115を 発 表 。 同 時 に 「幻 の デ ィ

ス ク」 と い わ れ た334'0デ ィス ク

を 発 表

・新 鋭Amdhal社 は ,超 大 型 機,

、

(仮 称Aシ ス テ ム)の1部 を 公 開,

1BM370ラ イ ン との競 合 を打 ち

出 す

・Burroughs ,小 型 機B7.00シ

リー ズ 発 表

・Univac,9480シ ス テ ム 発 表

・ECは ル ク セ ン ブ ル グ の コ ン ピ ュー タ

セ ン タ ー に,IBM370/145を

導 入,欧 州 コ ン ピ ュー タ 業 界 強 化 政 策

との 矛 盾 を 非 難 され る。

・英 国 でComputerWorldTrade

発 足,同 社 は 中 古 デ ィー ラー 、 メ ン テ ナ

ンス ・サ ー ビ ス会 社3社 が 合 併 した もの

・「第1回 米 ソ科 学 技 術 会 同 会 議 」開 催

(72年5月 の ニ ク ソ ン訪 ソ の 成 果 の

ひ とっ)

・欧 州 で コ ン ピ ュー タ業 界 再 編 に 関 す る

論 争 が 治 発 化,

・西 独 ノレフ トハ ンザ航 空 ,欧 米 で260

0万 ド ルを 投 じた 自動 予 約 シ ス テ ム を

稼 動Cメ イ ン 。コ ン ピ ュー タはUni

vac4942台)

4月

シ

・IBM/TeIex独 禁 法裁 判,審 理

た 入 る

・IBMは ド'レ切 り下 げ に伴 な い,西

欧,日 本 市場 で 値 下 げ を断 行,
、

・米 ヵ リ フ ォ ・しニ ア州 下院 議 会 ,ソ フ

トウ エ ア税 法 を 可 決

'Univac ,HoneywellのEni

acコ ン ピ ュー タ を め ぐ る裁 判 示 談

◆米 連 邦 政 府 一 般 調 達 庁(GSA) ,

72会 計 年 度 に お け る政 府 導 入 コ ン

ピ ュー タ台 数 を6731台 と発 表,

・CDCと ル ー マ ニ ア は ブ カ レ ス トに 周

辺 装 置 メ ー カー(ROM/ConTroI

DaTa/SRL)を 合 弁 で設 立(NO

125,P50}

・GE,モ ス ン ワの 博 覧 会 で,商 用EDP

ネ ッ トワー ク の デ モ ン ス トレー シ ョ ン を

行 な う

・英ICL ,・ ・ノー バ ー一見 本 市 で 小型 機2

903発 生

●オ ラ ン ダPhilips,72年 の コ ン ピ

ュー タ事 業 で2750万 ポ ン ドの 赤 字 を

発 生

'西 独 のNixdorf社 とEntrex

社 は,販 売 に関 して 提 携(Entrexは

同 社 の ミス テ ム480キ ー ソー デ ィス ク

シス テ ム をNiXdovfに 提 供 す る と と

共 に 同 ン ス テ ム の 販 売 権 を 与 え た)
,
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米 国 欧 州 、 そ の 他 ・

5月 ・周 辺 装 置 メー カー,MeworeX社 ・中国は73年 秋 に北京で米 ロコンピュー

の財政難が表面化 タ ・ シ.ウ を 開 く と発 表

・CDC ,大 幅 な組織再編を断行 ・英国貿 易産業省(DTI),72年 の英

・Honeywe11 ,6000シ リー 国 コ ン ピ ュー タ 市場 は3億3300万 ポ

ズの最小機種,モ デ ル6025発 表 ンドに達 した と発表

。ATT,デ ー タス ピー ド40を 発 表 ・ICLの ジ ョ フ リー,ク ロス 常 務 ,同 社

の小型機2903が 欧 州 で好調 に売えて

いる と発表

・CDC,ソ 遠聞 の大型機発表,TSSネ

ッ トワークに関する大規模契約締結が注

目され る

6月 ・6月4日 ～8日,ニ ュー ヨ ー ク で 第 ・IBMの 新 世 代 機,FS(Fufure.

1回NCC開 催,参 加 者33,000 System)が 取 沙汰 される

人,IBMは70年 のJCC以 来 久' ・ICL,英 国 防 省 のGrid77ネ ッ ト

々に出品 した。 ワーク で300万 ポ ン ドの 契 約 を と る 。

。財 政 苦 のMemoreX,Singerの 。MemoreXは ・レー マ ニ ア 電 子 技 術 者'

資本参加受け入れた示唆,コ ンピュ と契 約,・ レー マ ニ ア 製FeIix250コ
必

一 タ本体事業から撤退 ン ピ ュー タに デ ィス ク ・ ドラ イ ブ を提

、

供する ことになる

・西 独SiemenS,シ ス テ ム4004コ

ン ピ ュ一 夕に2モ デ ・レ追 加

7月 ・IBM,ノ 」・型 コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ・7月4日,欧 州 コ ン ピ ュー タ業 界 の 連

ム375発 表 合 組 織,Unidata社 結 成 さ れ る。

-云IBM
,370/115,125, ・英政府,ICLに 対 してR&D資 本金

135の メモ リ拡大 を発表 として2580万 ポ ン ドの追加援助 を

・Meworex,Singerと の 提 携iを 発表

白紙に戻すと発表 ・ス ウ ェー デ ンの デ ー タ ・パ ン ク法 「情

・DEC,マ サ チ ュ ー セ ッ ソ 州 マ ル ポ 報基本法 」一部実施

ロのRCAコ ン ビ ュー タ工 場 を 置 収, 。IEEEメ ン バ ー,ソ 連 の コ ン ビ ュ ー

・IBMの3330,3340デ ィ ス ク タ事情を視察し製造,利 用面で予想外

に進ん でいる旨報告
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・一ーイ

/

米 国 欧 州,そ の 他

の産業 ハパ イ事件に関 して,8名 の 容

疑者逮捕 される。

・マ サ チ ュー セ ッ ツ ,ア イ オ ワ両 州 は,

FBIのNCIC(国 家 犯罪情報 セン

ター)の デ ー タ ・パ ンク に 対 し,保 全

対策が不十分と非難

8月 ・8月10日 ,IBMは3650シ ス テ 'ベ ル ギ ー のMu玉tl
natlOna1

ムでPOS市 場 に進 出
DataS.A.に,NCR参 加

・IBM ,シ ス テ ム7の 新 モ デ ・レお よび ・EC委 員 会
,1980年 を 目標 に ミ ニ ・

ダ ブ ル,デ ン シテ ィ ・デ ィス ク を発 表 コ ン,周 辺 装 置 を も含 め た コ ン ビ
ュー

・U・1・a・
,RCAのP'OS事 業 を置 収 句業界統合を呼びかける

・MeInorex
,財 政 立 て 直 しの た めCD 'ICLBritishAirway

cに 接近中と発表 Boand(BAB)と200万 ポ ン ド

・米連邦政府HEW(保 険
,教 育,厚 政 の契約を結ぶ

省)は,個 人の情報 ファイルの使用, ・英国郵電公社 ,72年 度年次報告で,
、

部外者のアクセスに関する安全確保の 6400万 ポ ン ト"の赤字を明 らかにす

必要性を提唱 る
'Xe「ox

'シ グ マ9/モ デ ル3発 表

・特 別 通 信 会 社 の 雄iMCIT
ele一

communicat▲ons社 は 全 米 主 要

20都 市 に お け る ネ ッ ト ワー ク ・サ ー

ビスを開始

1

9月 ・9月17日,オ ク ラ ホ マ州 タ ルサ 地 方 ・欧 州 随 一 の デ パ ・一 ト
,NOuvelles

裁 でIBM/Telex裁 判 の判決下 る。 Galeries,Singerに300万

・米 独 立 系,周 辺 装 置 メ ー カ{
,lBM ポン ド相 当のPOS装 置 を発注

/T・leX裁 判 のク リステ ンセン判決 ・CDC
,英 で コ ー ル370TSSサ ー

を歓迎 ビスを実施すると発表

・Memorex ,CDCと の 話 し合 い を 中 ・'GeneralAutomation社
,

止,独 自で財政立 直しを計 ると発表 ソ連への数値制 システム輸出に関 し,

商務省の認可をとる

・IBM ,WTCのJメ ゾ ン ル ー ジ ュ社

長 国連で同社は開発途上国のために

なっている旨強調する。
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米 国 欧 州.そ の 他

10月 ・10月9日
,S.ク リ ス ラ ン セ 判 事, ・仏周辺装置葉栗 ,政 府の音頭 でCPF

IBM/Telex裁 判 原判決に 「重 と呼 ば れ る グ ・レー プ を結 成,同 グ ルー

大な誤 りあ り」との声明を出す プは仏周辺装置間の標準化,海 外市場

・Calcomp社 ・IBMを 独 禁 法 違 反 での効果的 売 り込みをね らったもの。

で提訴,1億 ドルの賠償 を要求 ・中 国 の コ ン ピ ュー タ視 察 団,米 国 を訪

・IBM/Telex判 決 に 関 し,聴 聞 問

会開かる

・Unlvac
,新 コ ン ピ ュ ー タ と し て,

シ リー ダ90を 発 表

11月 ・IBM/Telex原 判 決 に 対 し,S, ・DEC ,英 国OEM市 場 で好調に伸び

ク リステン,セン判事 は修正判決を出 ている と発表

す。IBMに 対 する規制が大幅に緩 ・欧 州 の 航 空 コ ン ト ロー ル,シ イ テ ム

和 された (MADAP)の 第1段 階(べ'レ ギ ー,

・IBM/司 法省独禁法 係争に早 く決 ル ク セ ンブ ル ク を カ バ ー)稼 動

着 をつけ るよう本体 メー カー各社 が. ・CDC ,ソ 連 邦科学技術委員会 と技術

要請 協力に関する広範な提携 を結ぶ

・IBM/司 法 省裁判の審理 を74年 ・オ ー ス トラ リア ,1米FBIの 国 家 犯 罪

10月7日 か ら行な うと判事側から 情報 ネットワー クと同様 の システム建

提案 設を計画

・ATT,専 用 線 サ ー ビス に 関 す る 料

金改訂の認可を要請

・Honeywell,GEの プ ロ セ ス ・

コ ン ト ロ ー ・レ ・ コ ン ピ ュ ー タ 部 門 を

買 収 ・

・IBM
,コ ン ピ ュ ー タ お・よ び タ イ プ

ライタを各々2%,5%値 上 げす る

と発表

・pitn6y・Bowes-Alpex・

POS事 業 か ら撤退
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米 国 欧 州,そ の 他

12月 ・HudsnGeneraLMarshll ・ICL ,72/73年 の 税 込 み 利 益 は

1udustries.Mewoyex相 次 .1240万 ポ ン ドと発 表

てでIBMを 独禁法 で提訴,Memo一 ・英 のLogica社 は ,WorldWea

reXは30億 ドルの賠償要 求 therWatchSysemの ソ フ ト ウ

・Honeywell ,値 上 げ を 発 表 エア開発契約を勝 ちとる。

・石 油,エ ネ ・レギ ー 危 機 は,コ ン ビ ュ ー
|

タ産業にはさしたるダメー ジにならな

い(lDC,マ ク ガ パ ン社 長)な どの

観測が流れる
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